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はじめに
　昭和34年9月、この地域を襲った伊勢湾台風からまもなく60年となります。伊勢湾台風は、日
本における昭和20年以降の自然災害において、平成23年3月の東日本大震災、平成7年1月
の阪神・淡路大震災に次ぐ死者・行方不明者となる甚大な被害をもたらし、我が国の災害対
策の根幹をなす災害対策基本法を制定する契機となりました。
これ以降、木曽三川下流部では、堤防、排水機場、長良川河口堰、ダムの整備など、様 な々防
災対策を推進してきています。
　しかし、近年では集中的な大雨による被害が多く、平成27年9月関東・東北豪雨、平成29年
7月九州北部豪雨、平成30年7月豪雨（岡山県倉敷市他）など、毎年のように全国各地で甚
大な浸水被害が発生しています。また、気候変動の影響により伊勢湾台風を超える「スーパー
伊勢湾台風」の発生も懸念されています。
　木曽三川下流部は日本最大の海抜ゼロメートル地帯に位置しており、万が一堤防が決壊
した場合、広い範囲で長期間にわたる浸水が生じ、社会に大きな影響を与えます。このため、
この地域において、再び施設能力を上回るような高潮や洪水が発生することを前提として、関
係市町村や県等が連携して減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的かつ計
画的に推進する「水防災意識社会」を再構築する取組を進めています。
　伊勢湾台風から60年が経ち、その悲惨な実態を伝えることも難しくなってきており、60年前
の伊勢湾台風の悲惨な被害を風化させることなく後世に伝えるとともに、「スーパー伊勢湾台
風」などによる洪水・高潮時に流域住民の「命を守る」行動に結びつけてもらえるよう、『伊勢
湾台風から60年～KISSO特別号～』をとりまとめました。本号には、これまで「木曽三川　歴
史・文化の調査研究資料」”KISSO”に掲載された伊勢湾台風関係の記事に加え、気候変動
と巨大台風の関係、水防災意識社会が目指す「自らのいのちは自ら守る”自助”」に関する最
新の知見を掲載していますので皆様の早期避難行動の参考にして頂ければ幸いです。
　本号の発刊にあたり、最新の情報等を提供いただいた東京大学大学院　片田敏孝特任
教授、名古屋大学　坪木和久教授、”KISSO”編集のご指導を頂いております大同大学　
久保田稔名誉教授に深く感謝申し上げます。安全・安心な木曽三川下流域とするため、引き
続き皆さまのご理解とご協力を頂きますようお願い申し上げ、巻頭の挨拶といたします。

令和元年9月

国土交通省中部地方整備局　　　　　    
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木曽川下流河川事務所長　村田 啓之

ＫＩＳＳＯ特別号



弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋
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台
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第
一
章

第
一
章

後
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
女
性
名

を
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
か
ら
発

生
順
に
番
号
で
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
沿
岸

を
襲
っ
た
そ
の
規
模
と
災
害
が
気
象
史
上

稀
な
大
型
高
潮
台
風
で
あ
っ
た
の
で
、
昭

和
三
四
年
九
月
三
〇
日
、
気
象
庁
は
台
風

一
五
号
を
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

台
風
一
五
号
の
発
生
は
、
昭
和
三
四
年

九
月
二
一
日
で
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の

東
に
あ
っ
た
、
弱
い
熱
帯
低
気
圧
は
急
速

に
発
達
し
、
二
二
日
に
は
台
風
一
五
号
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
台
風
が
潮
岬

西
方
に
上
陸
し
た
の
が
九
月
二
六
日
一
八

時
過
ぎ
で
、
図
で
示
す
よ
う
に
高
山
市
を

午
後
一
一
時
に
通
過
、
東
海
圏
一
帯
は
、

巨
大
な
台
風
の
爪
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た

の
で
し
た
。
で
は
、
台
風
襲
来
ま
で
の
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
三
日
：
午
後
三
時
に
は
硫
黄
島
の

南
南
東
約
六
〇
〇
㎞
、
最
大
風
速
毎
秒
七

五
m
の
超
大
型
台
風
と
な
り
、
北
上
し
は

じ
め
た
。

九
月
二
四
日
：
熊
野
地
方
は
二
三
日
夜
か

ら
四
〇
〇
㎜
の
豪
雨
に
よ
っ
て
約
二
億
円

数
千
㎞
の
異
常
風
域
の

渦
巻
で
す
。

　

台
風
の
災
害
史
の
中

で
も
、
最
大
級
の
規
模

だ
っ
た
の
が
昭
和
三
四

年
（
一
九
五
九
）
に
来

襲
し
た
伊
勢
湾
台
風
で

す
。
全
国
で
五
、〇
八
九

人
の
尊
い
人
命
と
家
屋

や
田
畑
を
一
瞬
に
奪
い

取
り
、
戦
後
の
槌
音
響

く
日
本
に
大
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

実
り
を
育
み
、
命
の
源
泉
で
あ
る
水

も
、
一
瞬
に
し
て
命
を
の
み
込
ん
で
し
ま

う
自
然
の
脅
威
、
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
湾

台
風
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承
し
、

水
と
の
共
生
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
人

の
課
題
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
経
過
と
規
模

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
国
際
的
に
は
ベ
ラ
台

風
（
北
半
球
で
の
呼
称
）
と
呼
ば
れ
た
台

風
で
、
わ
が
国
で
は
当
初
、
一
五
号
台
風

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
（
第
二
次
世
界
大
戦

の
秋
を
象
徴
す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
自
然
現
象
を
な
だ
め
す

か
し
、
抑
え
込
み
、
時
に
は
裏
切
ら
れ
な

が
ら
も
、
共
存
を
目
指
し
た
の
が
、
人
間

の
歴
史
で
す
。
治
水
と
防
災
は
い
つ
の
世

も
、
い
つ
の
時
代
も
、
永
遠
の
テ
ー
マ
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
台
風
と
は
、
北
太
平
洋
で
発

生
し
た
熱
帯
性
低
気
圧
の
う
ち
、
最
大
風

速
が
毎
秒
一
七.

二
m
（
注
：
三
四
ノ
ッ
ト
、

風
力
八
m
）
以
上
に
発
達
し
た
も
の
で
す
。

七
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
最
も
多
く
発

生
し
、
年
間
発
生
数
は
平
均
し
て
二
七

個
、
こ
の
う
ち
三
個
前
後
が
日
本
に
来
襲

し
て
風
水
害
を
起
こ
す
、
直
径
数
百
か
ら

　
伊
勢
湾
台
風
に
学
ぶ

　

毎
年
、
お
定
ま
り
の
よ
う
に
暴
風
雨
を

巻
き
起
こ
す
台
風
は
、
恐
ろ
し
い
水
害
と

水
の
恩
恵
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
現
象
で
あ

り
、
俳
句
の
季
語
に
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
本

心
気
圧
は
九
六
〇
mb
。
潮
岬
上
陸
以
来
わ

ず
か
六
時
間
あ
ま
り
で
中
部
地
方
を
縦

断
、
そ
の
後
、
佐
渡
、
秋
田
を
通
過
す
る
頃

に
は
そ
の
勢
力
も
弱
ま
り
、
北
海
道
の
襟
裳

岬
を
経
て
千
島
南
東
海
上
に
去
っ
た
。

　

こ
の
台
風
は
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
過
し

た
た
め
、
暴
風
域
は
伊
勢
湾
に
集
中
、
低
気

圧
に
よ
る
水
面
の
上
昇
に
加
え
、
伊
勢
湾
口

よ
り
湾
奥
に
向
け
て
波
の
吹
き
寄
せ
が
生

じ
、
午
後
九
時
三
五
分
に
は
、
高
潮
は
記
録

的
な
値
を
も
た
ら
し
、
こ
の
異
常
潮
位
に
よ

り
、
海
岸
堤
防
や
河
口
付
近
の
河
川
堤
防

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
、
伊
勢
湾
沿
岸
地

方
で
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

　

伊
勢
湾
沿
岸
地
帯
、
渥
美
半
島
沿
岸
地

方
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
、
気

象
学
的
及
び
地
理
学
的
な
特
徴
は
、
次
の

通
り
で
す
。

（
一
）マ
リ
ア
ナ
発
生
か
ら
上
陸
ま
で
わ
ず
か

六
日
間
で
あ
り
、中
心
気
圧
が
非
常
に

早
く
し
か
も
深
く
発
達
し
た
こ
と
。

の
被
害
を
受
け
た
。

九
月
二
五
日
：
午
後
五
時
、
名
古
屋
地
方

気
象
台
は
東
海
四
県
に
大
雨
注
意
報
を
発

令
。
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
海
上
は
朝
か

ら
陸
上
は
明
昼
頃
か
ら
暴
風
圏
に
入
る
と

い
う
台
風
情
報
第
一
号
を
出
し
た
。

九
月
二
六
日
：
午
前
六
時
に
は
台
風
情
報

第
二
号
、
午
前
七
時
三
〇
分
に
は
名
古
屋

地
方
気
象
台
が
、
風
雨
注
意
報
を
発
令
。

午
後
二
時
に
は
紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇

㎞
の
海
上
に
迫
り
、
熊
野
灘
・
遠
州
灘
で

は
大
し
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
海
地
方

の
海
岸
で
も
毎
秒
二
〇
m
以
上
の
強
い
東

風
が
吹
き
、
岐
阜
・
三
重
両
県
の
山
岳
部

で
は
こ
の
時
ま
で
に
一
五
〇
〜
二
〇
〇
㎜

の
雨
量
を
観
測
。
午
後
六
時
に
は
潮
岬
の

西
約
一
五
㎞
の
地
点
に
上
陸
、
台
風
の
眼

の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
、
紀
伊

半
島
内
、
四
国
東
部
、
東
海
地
方
が
風
速

毎
秒
三
〇
m
の
暴
風
圏
内
に
。
上
陸
後
も

勢
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
平
均
時
速
六

五
㎞
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
、
午
後
七
時
に
は

奈
良
・
和
歌
山
の
県
境
、
午
後
八
時
に
は

奈
良
県
中
部
、
午
後
九
時
に
は
鈴
鹿
峠
を

通
過
。
一
〇
時
に
岐
阜
市
の
西
北
に
達
し

て
な
お
規
模
は
衰
え
ず
、
中
心
気
圧
は
九

四
五
mb
（
注
：
ミ
リ
バ
ー
ル
。
一
九
九
二

年
以
降
は
定
義
は
異
な
る
が
数
値
は
同
じ

の
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル[hPa]

を
使
用
）
、

暴
風
は
岐
阜
で
平
均
風
速
毎
秒
三
二
m
、

名
古
屋
市
は
三
七
m
、
瞬
間
最
大
風
速
四

五.

七
m
と
い
う
名
古
屋
地
方
気
象
台
開

設
以
来
の
記
録
を
示
し
た
。

九
月
二
七
日
：
午
前
〇
時
、
依
然
衰
え
を
み

せ
ぬ
台
風
は
富
山
の
東
を
通
り
、
午
前
一

時
、
日
本
海
へ
駆
け
抜
け
た
。
こ
の
時
の
中

■ 主な台風の比較

■ 伊勢湾台風の経路と暴風域
　（原図　名古屋地方気象台　伊勢湾台風気象概報）

■ 伊勢湾台風による浸水状況図

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
夕
刻
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風

は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
で
さ
え
勢
力
の
強
い
台
風
を
増
幅
さ
せ
た
の
が
、
気
圧
低
下
と
強

風
に
よ
る
高
潮
。

伊
勢
湾
及
び
渥
美
半
島
沿
岸
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

そ
の
台
風
か
ら
来
年
は
四
十
年
と
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
伊
勢
湾
台
風
を
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
し
、
治
水
と
防
災
の
今
を

考
え
ま
す
。

台
風
災
害
史
上
に

名
を
残
す
伊
勢
湾
台
風

第
一
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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潮位の最大偏差

上陸時の最低気圧

瞬間
最大風速

平均最大風速

最高潮位
T.P.

3.9(m) 3.2(m)

2.6(m) 2.3(m)

3.6(m)
(伊勢湾)

3.1(m)
(大阪湾)

2.0(m)
(鹿児島湾) 0.9(m)

(名古屋湾)

929.5
(mb)

912(mb)

916(mb) 953(mb)

60(m/s) 60(m/s)

62.7(m/s) 30(m/s)

37(m/s) 47(m/s)

40(m/s)
22(m/s)

伊勢湾台風
1959.9.26

上陸地点：潮岬西方

室戸台風
1934.9.21

上陸地点：室戸岬

枕崎台風
1945.9.17

上陸地点：枕崎

13号台風
1953.9.25

上陸地点：尾鷲

伊
　
勢
　
湾

鳥羽市

伊勢市

松阪市

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

久居市

鈴鹿川

安濃川

雲出川

節
田
川

大垣市 羽島市

津島市
名古屋市

高
山
線

東海市

知多市

半田市
常滑市

高浜市

知立市

岡崎市
安城市

西尾市
蒲郡市 豊川市

豊橋市

渥美半島

三　河　湾
（渥美湾）

伊
良
湖
岬

知
多
半
島

矢
作
川

幡豆郡

東浦町

東海道本線
一般国道1号

豊川

養老町

牧田川

南濃町

多度町

安
八
町

長
良
川

平田町

海津町

揖
斐
川

桑名市
関
西
本
線

東
海
道
本
線

木曽川

八開村

立田村

長
良
川

木
曽
川

甚目寺町 中村区

熱田区中川区
十四山村

長島町 海部郡

木曽岬町
飛島村 天白川

港区 南区 緑区
日
光
川

庄
内
川

岐阜市
根
尾
川

穂積町

970
15/22903894

140

897
900

910

11/23
15/23

5/24
915

18
2124

3/25

910

910
905
900 6

9
12
15
18
21
24
3/26

920

18

15

12
9
6

5

4
3
2
1/27
24
23
22
21

970

965
960

950

945
940

990150982

982
982

984
8 12

15

18

40

3/28

140130

40

30

20

130

30

25日3時

26日3時

27日1時

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
干
拓
の
島
を
再
び
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
。
愛
知
県
と
三
重
県
の
両

県
で
死
者
・
行
方
不
明
者
四
、
五
三
三
名
と
い
う
災
害
史
上
、
類
い
稀
な
大
災
害
で
し

た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
我
が
国
の
高
潮
対
策
は
大
き
く
前
進
し
、
以
来
、
高
潮
に
よ

る
災
害
は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

◆
大
き
く
変
わ
っ
た
高
潮
対
策
工
法

　

昭
和
初
期
の
海
岸
堤
防
は
、
天
端
も
低
く
、
主
に
石
積
、
石
張
の
構
造
で
、
室
戸
台

風
、
枕
崎
台
風
な
ど
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
災
害
の
つ
ど
、
天
端
を
高
く
し
た
り
、
パ
ラ

ペ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し
て
改
良
修
復
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
三
重
県
沿
岸
と
愛
知

県
三
河
湾
、
静
岡
県
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
昭
和
三

一
年
に
「
海
岸
法
」
が
、
同
三
三
年
一
二
月
に
は
近
代
海
岸
工
学
の
礎
と
も
い
う
べ
き

「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三

面
張
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
に
上
陸
し
た
台
風
一
五
号
（
伊
勢

湾
台
風
）
は
伊
勢
湾
の
西
部
を
通
過
し
、
伊
勢
湾
岸
域
に
と
っ
て
最
悪
の
南
南
東
の

風
に
な
り
、
低
い
気
圧
に
よ
る
水
面
上
昇
と
風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
面
上
昇
が
重

な
り
、
伊
勢
湾
の
奥
で
は
最
高
潮
位
が
Ｔ·

Ｐ·

＋
三.

八
九
m
と
い
う
記
録
的
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
伊
勢
湾
奥
は
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
災
害
を
逸

れ
た
た
め
に
、
高
潮
に
対
す
る
堤
防
の
改
良
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
災
直
後
、
「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
」
が
特
別
措
置
法
と

し
て
制
定
さ
れ
、
「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
勢
湾
沿
岸
部
を
襲
っ
た
二
つ
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
最
高
潮
位
を
対
象
と
し
た
計
画
か
ら
、
「
伊
勢
湾
台
風
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、

予
測
さ
れ
る
最
悪
の
潮
位
と

波
の
う
ち
あ
げ
を
考
慮
し
た

計
画
に
変
り
、
さ
ら
に
「
三
面

張
」
に
よ
る
構
造
の
確
立
、
河

口
部
に
お
け
る
河
川
堤
防
の

高
潮
対
策
な
ど
、
我
が
国
の

高
潮
対
策
法
工
法
に
大
き
な

変
換
を
も
た
ら
し
、
著
し
い

効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

平成2年度木曽川源緑高潮堤防補強工事

白鷺地区の締め切りに全力をあげるサンドポンプ
（中日新聞社提供）
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後
）
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
の
女
性
名

を
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
か
ら
発

生
順
に
番
号
で
区
別
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
沿
岸

を
襲
っ
た
そ
の
規
模
と
災
害
が
気
象
史
上

稀
な
大
型
高
潮
台
風
で
あ
っ
た
の
で
、
昭

和
三
四
年
九
月
三
〇
日
、
気
象
庁
は
台
風

一
五
号
を
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
決
め
ま
し
た
。

　

台
風
一
五
号
の
発
生
は
、
昭
和
三
四
年

九
月
二
一
日
で
し
た
。
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の

東
に
あ
っ
た
、
弱
い
熱
帯
低
気
圧
は
急
速

に
発
達
し
、
二
二
日
に
は
台
風
一
五
号
と

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
台
風
が
潮
岬

西
方
に
上
陸
し
た
の
が
九
月
二
六
日
一
八

時
過
ぎ
で
、
図
で
示
す
よ
う
に
高
山
市
を

午
後
一
一
時
に
通
過
、
東
海
圏
一
帯
は
、

巨
大
な
台
風
の
爪
に
た
た
き
の
め
さ
れ
た

の
で
し
た
。
で
は
、
台
風
襲
来
ま
で
の
経

過
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

九
月
二
三
日
：
午
後
三
時
に
は
硫
黄
島
の

南
南
東
約
六
〇
〇
㎞
、
最
大
風
速
毎
秒
七

五
m
の
超
大
型
台
風
と
な
り
、
北
上
し
は

じ
め
た
。

九
月
二
四
日
：
熊
野
地
方
は
二
三
日
夜
か

ら
四
〇
〇
㎜
の
豪
雨
に
よ
っ
て
約
二
億
円

数
千
㎞
の
異
常
風
域
の

渦
巻
で
す
。

　

台
風
の
災
害
史
の
中

で
も
、
最
大
級
の
規
模

だ
っ
た
の
が
昭
和
三
四

年
（
一
九
五
九
）
に
来

襲
し
た
伊
勢
湾
台
風
で

す
。
全
国
で
五
、〇
八
九

人
の
尊
い
人
命
と
家
屋

や
田
畑
を
一
瞬
に
奪
い

取
り
、
戦
後
の
槌
音
響

く
日
本
に
大
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

実
り
を
育
み
、
命
の
源
泉
で
あ
る
水

も
、
一
瞬
に
し
て
命
を
の
み
込
ん
で
し
ま

う
自
然
の
脅
威
、
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
勢
湾

台
風
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
伝
承
し
、

水
と
の
共
生
を
図
る
こ
と
こ
そ
、
現
代
人

の
課
題
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
経
過
と
規
模

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
国
際
的
に
は
ベ
ラ
台

風
（
北
半
球
で
の
呼
称
）
と
呼
ば
れ
た
台

風
で
、
わ
が
国
で
は
当
初
、
一
五
号
台
風

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
（
第
二
次
世
界
大
戦

の
秋
を
象
徴
す
る
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
自
然
現
象
を
な
だ
め
す

か
し
、
抑
え
込
み
、
時
に
は
裏
切
ら
れ
な

が
ら
も
、
共
存
を
目
指
し
た
の
が
、
人
間

の
歴
史
で
す
。
治
水
と
防
災
は
い
つ
の
世

も
、
い
つ
の
時
代
も
、
永
遠
の
テ
ー
マ
だ

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
台
風
と
は
、
北
太
平
洋
で
発

生
し
た
熱
帯
性
低
気
圧
の
う
ち
、
最
大
風

速
が
毎
秒
一
七.

二
m
（
注
：
三
四
ノ
ッ
ト
、

風
力
八
m
）
以
上
に
発
達
し
た
も
の
で
す
。

七
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
最
も
多
く
発

生
し
、
年
間
発
生
数
は
平
均
し
て
二
七

個
、
こ
の
う
ち
三
個
前
後
が
日
本
に
来
襲

し
て
風
水
害
を
起
こ
す
、
直
径
数
百
か
ら

　
伊
勢
湾
台
風
に
学
ぶ

　

毎
年
、
お
定
ま
り
の
よ
う
に
暴
風
雨
を

巻
き
起
こ
す
台
風
は
、
恐
ろ
し
い
水
害
と

水
の
恩
恵
を
あ
わ
せ
も
つ
自
然
現
象
で
あ

り
、
俳
句
の
季
語
に
さ
れ
る
ほ
ど
、
日
本

心
気
圧
は
九
六
〇
mb
。
潮
岬
上
陸
以
来
わ

ず
か
六
時
間
あ
ま
り
で
中
部
地
方
を
縦

断
、
そ
の
後
、
佐
渡
、
秋
田
を
通
過
す
る
頃

に
は
そ
の
勢
力
も
弱
ま
り
、
北
海
道
の
襟
裳

岬
を
経
て
千
島
南
東
海
上
に
去
っ
た
。

　

こ
の
台
風
は
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
過
し

た
た
め
、
暴
風
域
は
伊
勢
湾
に
集
中
、
低
気

圧
に
よ
る
水
面
の
上
昇
に
加
え
、
伊
勢
湾
口

よ
り
湾
奥
に
向
け
て
波
の
吹
き
寄
せ
が
生

じ
、
午
後
九
時
三
五
分
に
は
、
高
潮
は
記
録

的
な
値
を
も
た
ら
し
、
こ
の
異
常
潮
位
に
よ

り
、
海
岸
堤
防
や
河
口
付
近
の
河
川
堤
防

は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
、
伊
勢
湾
沿
岸
地

方
で
は
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

　

伊
勢
湾
沿
岸
地
帯
、
渥
美
半
島
沿
岸
地

方
に
大
災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
の
、
気

象
学
的
及
び
地
理
学
的
な
特
徴
は
、
次
の

通
り
で
す
。

（
一
）マ
リ
ア
ナ
発
生
か
ら
上
陸
ま
で
わ
ず
か

六
日
間
で
あ
り
、中
心
気
圧
が
非
常
に

早
く
し
か
も
深
く
発
達
し
た
こ
と
。

の
被
害
を
受
け
た
。

九
月
二
五
日
：
午
後
五
時
、
名
古
屋
地
方

気
象
台
は
東
海
四
県
に
大
雨
注
意
報
を
発

令
。
ラ
ジ
オ
ニ
ュ
ー
ス
は
、
海
上
は
朝
か

ら
陸
上
は
明
昼
頃
か
ら
暴
風
圏
に
入
る
と

い
う
台
風
情
報
第
一
号
を
出
し
た
。

九
月
二
六
日
：
午
前
六
時
に
は
台
風
情
報

第
二
号
、
午
前
七
時
三
〇
分
に
は
名
古
屋

地
方
気
象
台
が
、
風
雨
注
意
報
を
発
令
。

午
後
二
時
に
は
紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇

㎞
の
海
上
に
迫
り
、
熊
野
灘
・
遠
州
灘
で

は
大
し
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
東
海
地
方

の
海
岸
で
も
毎
秒
二
〇
m
以
上
の
強
い
東

風
が
吹
き
、
岐
阜
・
三
重
両
県
の
山
岳
部

で
は
こ
の
時
ま
で
に
一
五
〇
〜
二
〇
〇
㎜

の
雨
量
を
観
測
。
午
後
六
時
に
は
潮
岬
の

西
約
一
五
㎞
の
地
点
に
上
陸
、
台
風
の
眼

の
中
に
入
っ
た
。
こ
の
頃
す
で
に
、
紀
伊

半
島
内
、
四
国
東
部
、
東
海
地
方
が
風
速

毎
秒
三
〇
m
の
暴
風
圏
内
に
。
上
陸
後
も

勢
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
平
均
時
速
六

五
㎞
の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
、
午
後
七
時
に
は

奈
良
・
和
歌
山
の
県
境
、
午
後
八
時
に
は

奈
良
県
中
部
、
午
後
九
時
に
は
鈴
鹿
峠
を

通
過
。
一
〇
時
に
岐
阜
市
の
西
北
に
達
し

て
な
お
規
模
は
衰
え
ず
、
中
心
気
圧
は
九

四
五
mb
（
注
：
ミ
リ
バ
ー
ル
。
一
九
九
二

年
以
降
は
定
義
は
異
な
る
が
数
値
は
同
じ

の
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル[hPa]

を
使
用
）
、

暴
風
は
岐
阜
で
平
均
風
速
毎
秒
三
二
m
、

名
古
屋
市
は
三
七
m
、
瞬
間
最
大
風
速
四

五.

七
m
と
い
う
名
古
屋
地
方
気
象
台
開

設
以
来
の
記
録
を
示
し
た
。

九
月
二
七
日
：
午
前
〇
時
、
依
然
衰
え
を
み

せ
ぬ
台
風
は
富
山
の
東
を
通
り
、
午
前
一

時
、
日
本
海
へ
駆
け
抜
け
た
。
こ
の
時
の
中

■ 主な台風の比較

■ 伊勢湾台風の経路と暴風域
　（原図　名古屋地方気象台　伊勢湾台風気象概報）

■ 伊勢湾台風による浸水状況図

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
夕
刻
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風

は
、
未
曾
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

た
だ
で
さ
え
勢
力
の
強
い
台
風
を
増
幅
さ
せ
た
の
が
、
気
圧
低
下
と
強

風
に
よ
る
高
潮
。

伊
勢
湾
及
び
渥
美
半
島
沿
岸
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

そ
の
台
風
か
ら
来
年
は
四
十
年
と
な
り
ま
す
。

今
回
か
ら
伊
勢
湾
台
風
を
シ
リ
ー
ズ
で
特
集
し
、
治
水
と
防
災
の
今
を

考
え
ま
す
。

台
風
災
害
史
上
に

名
を
残
す
伊
勢
湾
台
風

第
一
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。
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潮位の最大偏差

上陸時の最低気圧

瞬間
最大風速

平均最大風速

最高潮位
T.P.

3.9(m) 3.2(m)

2.6(m) 2.3(m)

3.6(m)
(伊勢湾)

3.1(m)
(大阪湾)

2.0(m)
(鹿児島湾) 0.9(m)

(名古屋湾)

929.5
(mb)

912(mb)

916(mb) 953(mb)

60(m/s) 60(m/s)

62.7(m/s) 30(m/s)

37(m/s) 47(m/s)

40(m/s)
22(m/s)

伊勢湾台風
1959.9.26

上陸地点：潮岬西方

室戸台風
1934.9.21

上陸地点：室戸岬

枕崎台風
1945.9.17

上陸地点：枕崎

13号台風
1953.9.25

上陸地点：尾鷲

伊
　
勢
　
湾

鳥羽市

伊勢市

松阪市

四日市市

鈴鹿市亀山市

津市

久居市

鈴鹿川

安濃川

雲出川

節
田
川

大垣市 羽島市

津島市
名古屋市

高
山
線

東海市

知多市

半田市
常滑市

高浜市

知立市

岡崎市
安城市

西尾市
蒲郡市 豊川市

豊橋市

渥美半島

三　河　湾
（渥美湾）

伊
良
湖
岬

知
多
半
島

矢
作
川

幡豆郡

東浦町

東海道本線
一般国道1号

豊川

養老町

牧田川

南濃町

多度町

安
八
町

長
良
川

平田町

海津町

揖
斐
川

桑名市
関
西
本
線

東
海
道
本
線

木曽川

八開村

立田村

長
良
川

木
曽
川

甚目寺町 中村区

熱田区中川区
十四山村

長島町 海部郡

木曽岬町
飛島村 天白川

港区 南区 緑区
日
光
川

庄
内
川

岐阜市
根
尾
川

穂積町

970
15/22903894

140

897
900

910

11/23
15/23

5/24
915

18
2124

3/25

910

910
905
900 6

9
12
15
18
21
24
3/26

920

18

15

12
9
6

5

4
3
2
1/27
24
23
22
21

970

965
960

950

945
940

990150982

982
982

984
8 12

15

18

40

3/28

140130

40

30

20

130

30

25日3時

26日3時

27日1時

災
害
に
悩
ま
さ
れ
た
干
拓
の
島
を
再
び
襲
っ
た
伊
勢
湾
台
風
。
愛
知
県
と
三
重
県
の
両

県
で
死
者
・
行
方
不
明
者
四
、
五
三
三
名
と
い
う
災
害
史
上
、
類
い
稀
な
大
災
害
で
し

た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
我
が
国
の
高
潮
対
策
は
大
き
く
前
進
し
、
以
来
、
高
潮
に
よ

る
災
害
は
驚
く
ほ
ど
減
少
し
ま
し
た
。

◆
大
き
く
変
わ
っ
た
高
潮
対
策
工
法

　

昭
和
初
期
の
海
岸
堤
防
は
、
天
端
も
低
く
、
主
に
石
積
、
石
張
の
構
造
で
、
室
戸
台

風
、
枕
崎
台
風
な
ど
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
災
害
の
つ
ど
、
天
端
を
高
く
し
た
り
、
パ
ラ

ペ
ッ
ト
を
作
っ
た
り
し
て
改
良
修
復
工
事
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
三
重
県
沿
岸
と
愛
知

県
三
河
湾
、
静
岡
県
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
契
機
に
昭
和
三

一
年
に
「
海
岸
法
」
が
、
同
三
三
年
一
二
月
に
は
近
代
海
岸
工
学
の
礎
と
も
い
う
べ
き

「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
が
制
定
さ
れ
、
堤
防
全
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三

面
張
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
直
後
の
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
に
上
陸
し
た
台
風
一
五
号
（
伊
勢

湾
台
風
）
は
伊
勢
湾
の
西
部
を
通
過
し
、
伊
勢
湾
岸
域
に
と
っ
て
最
悪
の
南
南
東
の

風
に
な
り
、
低
い
気
圧
に
よ
る
水
面
上
昇
と
風
の
吹
き
寄
せ
に
よ
る
水
面
上
昇
が
重

な
り
、
伊
勢
湾
の
奥
で
は
最
高
潮
位
が
Ｔ·

Ｐ·

＋
三.

八
九
m
と
い
う
記
録
的
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
伊
勢
湾
奥
は
昭
和
二
八
年
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
災
害
を
逸

れ
た
た
め
に
、
高
潮
に
対
す
る
堤
防
の
改
良
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
災
直
後
、
「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
」
が
特
別
措
置
法
と

し
て
制
定
さ
れ
、
「
海
岸
保
全
施
設
築
造
基
準
」
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
伊
勢
湾
沿
岸
部
を
襲
っ
た
二
つ
の
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
最
高
潮
位
を
対
象
と
し
た
計
画
か
ら
、
「
伊
勢
湾
台
風
モ
デ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
、

予
測
さ
れ
る
最
悪
の
潮
位
と

波
の
う
ち
あ
げ
を
考
慮
し
た

計
画
に
変
り
、
さ
ら
に
「
三
面

張
」
に
よ
る
構
造
の
確
立
、
河

口
部
に
お
け
る
河
川
堤
防
の

高
潮
対
策
な
ど
、
我
が
国
の

高
潮
対
策
法
工
法
に
大
き
な

変
換
を
も
た
ら
し
、
著
し
い

効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

伊
勢
湾
台
風
と
高
潮
堤
防

平成2年度木曽川源緑高潮堤防補強工事

白鷺地区の締め切りに全力をあげるサンドポンプ
（中日新聞社提供）
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（
二
）
発
生
初
期
か
ら
上
陸
直
前
ま
で
非
常

に
強
い
中
心
勢
力
を
維
持
し
、
中
心

気
圧
は
本
土
へ
上
陸
し
た
台
風
の
観

測
記
録
値
と
し
て
、
昭
和
九
年
の
室

戸
台
風
、
昭
和
二
〇
年
の
枕
崎
台
風

に
次
い
で
、史
上
三
番
目
で
あ
っ
た
。

（
三
）
暴
風
圏
が
非
常
に
広
大
な
超
大
型
台

風
で
、
本
州
南
方
海
上
を
北
上
す
る

頃
に
は
、最
大
風
速
毎
秒
七
五
m
、風

速
毎
秒
二
五
m
以
上
の
暴
風
圏
が
直

径
七
〇
〇
㎞
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
四
）
本
州
付
近
の
停
滞
前
線
が
台
風
の
接

近
と
と
も
に
活
発
と
な
り
、
各
地
の

大
雨
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。

（
五
） 

上
陸
後
も
勢
力
は
衰
え
ず
、
毎
時
六
五

㎞
に
近
い
速
度
で
駆
け
抜
け
た
こ
と
。

（
六
） 

伊
勢
湾
の
左
側
（
西
側
）
と
い
う
伊
勢

湾
及
び
渥
美
湾
沿
岸
地
方
な
ど
に

と
っ
て
、高
潮
の
吹
き
寄
せ
効
果
の
高

ま
る
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
っ
た
こ
と
。

（
七
） 

台
風
経
路
の
特
徴
は
、
九
月
二
五
日

以
降
は
南
北
方
向
に
速
度
分
布
が
大

き
か
っ
た
こ
と
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
状
況

　　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
は
愛
知
・
三
重
両
県
で
す
。
中
で

も
人
家
が
密
集
し
て
い
る
名
古
屋
市
南
部

及
び
西
部
、
愛
知
県
海
部
郡
一
帯
、
三
重

県
北
部
の
木
曽
三
川
河
口
付
近
で
、
異
常

潮
位
の
た
め
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
堤
防
が

決
壊
し
、
一
瞬
に
し
て
泥
水
の
下
と
な
り
、

そ
の
惨
状
は
目
を
覆
わ
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
木
曽
三
川
の
デ
ル

タ
地
帯
に
あ
た
り
、
海
抜
ゼ
ロ
m
地
帯
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
で
も
有
数
の
低
平
地

帯
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
四
〇
箇
所
の
多

数
に
渡
る
破
堤
箇
所
か
ら
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
海
水
が
侵
入
し
、
遠
く

は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
も
離
れ
た
津
島

市
ま
で
達
し
て
、
地
盤
の
低
い
南
部
で
は

最
高
一
二
〇
日
間
、
湛
水
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
被
害
と
な
っ
た
原
因

は
、
台
風
の
驚
異
的
な
勢
力
に
加
え
、
次

の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
低
い
気
圧
と
強
風
に
よ
り
異
常
に
潮

位
が
高
く
な
り
、
し
か
も
こ
の
地
域

が
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
に
あ
た

り
、
比
較
的
人
口
が
密
な
地
域
が
多

か
っ
た
こ
と
。

（
二
）
台
風
の
来
襲
時
刻
が
夜
間
で
、
暴
風

雨
と
停
電
の
た
め
に
、
台
風
情
報
や

警
報
の
把
握
、伝
達
が
不
十
分
で
、防

災
態
勢
に
入
る
の
が
遅
れ
た
。

（
三
）
こ
の
地
方
は
大
き
な
台
風
の
経
験
が

少
な
く
、
昭
和
二
八
年
の
一
三
号
台

風
以
外
で
、
被
害
ら
し
い
被
害
を
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
。

（
四
）
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
干
拓

さ
れ
た
土
地
が
多
く
、
海
抜
ゼ
ロ
m

程
度
の
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
浸

水
し
た
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
特
徴
を
み
る
と
河
川
の

洪
水
だ
け
に
よ
る
災
害
と
比
較
し
て
、
次

の
よ
う
な
点
で
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
）
浸
水
範
囲
が
極
め
て
広
範
囲
で
、
渥

美
半
島
か
ら
紀
伊
半
島
ま
で
の
ほ
と

ん
ど
の
海
岸
が
浸
水
し
た
。

（
二
）
内
陸
部
へ
の
到
達
限
界
は
海
抜
一
m

前
後
の
三
角
州
地
帯
で
、
そ
れ
よ
り

内
部
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
著

し
い
対
照
を
な
し
た
。

（
三
）
高
潮
の
速
度
が
極
め
て
速
く
、
こ
の

た
め
、
家
屋
の
倒
壊
、
流
失
が
目
立

ち
、海
岸
の
貯
木
場
付
近
で
は
、流
木

に
よ
る
人
的
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

（
四
）高
潮
に
よ
る
堤
防
決
壊
口
よ
り
海
水
が

干
満
に
応
じ
て
出
入
り
し
た
た
め
、地

盤
の
高
さ

が
満
潮
位

以
下
の
地

域
で
は
長

期
間
に

渡
っ
て
湛

水
し
た
。

（
五
）
全
般
に
浸

食
作
用
が

著
し
く
、堤

防
決
壊
口

付
近
で
は

堤
防
の
内

側
に
落
堀

（
注
：
お
っ
ぽ
り
。押
堀
と
も
記
す
）
を

つ
く
り
、そ
の
周
辺
に
堤
防
の
土
が
堆

積
し
た
。落
堀
は
極
め
て
深
く
、
鍋
田

干
拓
地
で
は
一
〇
m
に
達
す
る
も
の

が
あ
り
、長
島
町
で
は
六
m
位
の
も
の

が
多
か
っ
た
。名
古
屋
以
西
の
水
田
地

帯
で
は
、高
潮
及
び
干
満
に
よ
る
耕
土

の
流
失
が
め
だ
っ
た
。

（
六
）
海
水
の
浸
水
し
た
範
囲
、
特
に
干
拓

地
で
は
塩
害
が
著
し
か
っ
た
。

　

昭
和
三
四
年
当
時
は
敗
戦
の
混
乱
は
収

ま
り
を
み
せ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
、
物
資
が
不
足
が
ち
な
時
代
で
し
た
。

ま
し
て
や
、
テ
レ
ビ
や
電
話
も
各
戸
に
は

普
及
し
て
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
情
報
の

収
集
や
伝
達
も
現
代
の
よ
う
に
迅
速
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
的
背

景
も
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
高
潮
対
策
事
業
／

高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
発
行

『
輪
中
と
高
潮

－

伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』

伊
藤
重
信
編
著
三
重
郷
土
資
料
刊
行
会
刊

『
桑
名
市
史
』
桑
名
市
発
行

『
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
』

伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
事
業
実
行
委
員
会

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 堤防もろとも崩れ落ちる家屋
　（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 根こそぎ破壊された海岸堤（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 伊勢湾台風・名古屋港潮位記録と気圧の推移

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊
勢
湾
一
帯
に
悪
夢
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

高
潮
に
呑
み
込
ま
れ
る
家
屋
、
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い

流
木…

。

激
し
い
風
雨
は
退
路
を
断
ち
、
被
災
者
は
約
一
二
〇
万
人
。

伊
勢
湾
台
風
第
二
編
で
は
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
そ
の
状
況
を

中
心
に
特
集
し
ま
す
。

被
災
者
一
二
〇
万
人

深
い
傷
跡
を
残
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
被
害

第
二
節

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。
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た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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（
二
）
発
生
初
期
か
ら
上
陸
直
前
ま
で
非
常

に
強
い
中
心
勢
力
を
維
持
し
、
中
心

気
圧
は
本
土
へ
上
陸
し
た
台
風
の
観

測
記
録
値
と
し
て
、
昭
和
九
年
の
室

戸
台
風
、
昭
和
二
〇
年
の
枕
崎
台
風

に
次
い
で
、史
上
三
番
目
で
あ
っ
た
。

（
三
）
暴
風
圏
が
非
常
に
広
大
な
超
大
型
台

風
で
、
本
州
南
方
海
上
を
北
上
す
る

頃
に
は
、最
大
風
速
毎
秒
七
五
m
、風

速
毎
秒
二
五
m
以
上
の
暴
風
圏
が
直

径
七
〇
〇
㎞
で
あ
っ
た
こ
と
。

（
四
）
本
州
付
近
の
停
滞
前
線
が
台
風
の
接

近
と
と
も
に
活
発
と
な
り
、
各
地
の

大
雨
を
も
た
ら
し
た
こ
と
。

（
五
） 

上
陸
後
も
勢
力
は
衰
え
ず
、
毎
時
六
五

㎞
に
近
い
速
度
で
駆
け
抜
け
た
こ
と
。

（
六
） 

伊
勢
湾
の
左
側
（
西
側
）
と
い
う
伊
勢

湾
及
び
渥
美
湾
沿
岸
地
方
な
ど
に

と
っ
て
、高
潮
の
吹
き
寄
せ
効
果
の
高

ま
る
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
っ
た
こ
と
。

（
七
） 

台
風
経
路
の
特
徴
は
、
九
月
二
五
日

以
降
は
南
北
方
向
に
速
度
分
布
が
大

き
か
っ
た
こ
と
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
状
況

　　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
大
き
な
被
害
を
受

け
た
の
は
愛
知
・
三
重
両
県
で
す
。
中
で

も
人
家
が
密
集
し
て
い
る
名
古
屋
市
南
部

及
び
西
部
、
愛
知
県
海
部
郡
一
帯
、
三
重

県
北
部
の
木
曽
三
川
河
口
付
近
で
、
異
常

潮
位
の
た
め
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
堤
防
が

決
壊
し
、
一
瞬
に
し
て
泥
水
の
下
と
な
り
、

そ
の
惨
状
は
目
を
覆
わ
せ
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
木
曽
三
川
の
デ
ル

タ
地
帯
に
あ
た
り
、
海
抜
ゼ
ロ
m
地
帯
と

呼
ば
れ
る
ほ
ど
全
国
で
も
有
数
の
低
平
地

帯
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
二
四
〇
箇
所
の
多

数
に
渡
る
破
堤
箇
所
か
ら
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
海
水
が
侵
入
し
、
遠
く

は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
も
離
れ
た
津
島

市
ま
で
達
し
て
、
地
盤
の
低
い
南
部
で
は

最
高
一
二
〇
日
間
、
湛
水
し
続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
被
害
と
な
っ
た
原
因

は
、
台
風
の
驚
異
的
な
勢
力
に
加
え
、
次

の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
低
い
気
圧
と
強
風
に
よ
り
異
常
に
潮

位
が
高
く
な
り
、
し
か
も
こ
の
地
域

が
中
京
工
業
地
帯
の
中
心
地
に
あ
た

り
、
比
較
的
人
口
が
密
な
地
域
が
多

か
っ
た
こ
と
。

（
二
）
台
風
の
来
襲
時
刻
が
夜
間
で
、
暴
風

雨
と
停
電
の
た
め
に
、
台
風
情
報
や

警
報
の
把
握
、伝
達
が
不
十
分
で
、防

災
態
勢
に
入
る
の
が
遅
れ
た
。

（
三
）
こ
の
地
方
は
大
き
な
台
風
の
経
験
が

少
な
く
、
昭
和
二
八
年
の
一
三
号
台

風
以
外
で
、
被
害
ら
し
い
被
害
を
ほ

と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
。

（
四
）
こ
の
地
域
は
、
江
戸
時
代
以
降
干
拓

さ
れ
た
土
地
が
多
く
、
海
抜
ゼ
ロ
m

程
度
の
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
浸

水
し
た
水
を
排
水
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
特
徴
を
み
る
と
河
川
の

洪
水
だ
け
に
よ
る
災
害
と
比
較
し
て
、
次

の
よ
う
な
点
で
相
違
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

（
一
）
浸
水
範
囲
が
極
め
て
広
範
囲
で
、
渥

美
半
島
か
ら
紀
伊
半
島
ま
で
の
ほ
と

ん
ど
の
海
岸
が
浸
水
し
た
。

（
二
）
内
陸
部
へ
の
到
達
限
界
は
海
抜
一
m

前
後
の
三
角
州
地
帯
で
、
そ
れ
よ
り

内
部
に
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
著

し
い
対
照
を
な
し
た
。

（
三
）
高
潮
の
速
度
が
極
め
て
速
く
、
こ
の

た
め
、
家
屋
の
倒
壊
、
流
失
が
目
立

ち
、海
岸
の
貯
木
場
付
近
で
は
、流
木

に
よ
る
人
的
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

（
四
）高
潮
に
よ
る
堤
防
決
壊
口
よ
り
海
水
が

干
満
に
応
じ
て
出
入
り
し
た
た
め
、地

盤
の
高
さ

が
満
潮
位

以
下
の
地

域
で
は
長

期
間
に

渡
っ
て
湛

水
し
た
。

（
五
）
全
般
に
浸

食
作
用
が

著
し
く
、堤

防
決
壊
口

付
近
で
は

堤
防
の
内

側
に
落
堀

（
注
：
お
っ
ぽ
り
。押
堀
と
も
記
す
）
を

つ
く
り
、そ
の
周
辺
に
堤
防
の
土
が
堆

積
し
た
。落
堀
は
極
め
て
深
く
、
鍋
田

干
拓
地
で
は
一
〇
m
に
達
す
る
も
の

が
あ
り
、長
島
町
で
は
六
m
位
の
も
の

が
多
か
っ
た
。名
古
屋
以
西
の
水
田
地

帯
で
は
、高
潮
及
び
干
満
に
よ
る
耕
土

の
流
失
が
め
だ
っ
た
。

（
六
）
海
水
の
浸
水
し
た
範
囲
、
特
に
干
拓

地
で
は
塩
害
が
著
し
か
っ
た
。

　

昭
和
三
四
年
当
時
は
敗
戦
の
混
乱
は
収

ま
り
を
み
せ
て
い
た
と
は
い
え
、
ま
だ
ま

だ
、
物
資
が
不
足
が
ち
な
時
代
で
し
た
。

ま
し
て
や
、
テ
レ
ビ
や
電
話
も
各
戸
に
は

普
及
し
て
は
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
情
報
の

収
集
や
伝
達
も
現
代
の
よ
う
に
迅
速
に
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
代
的
背

景
も
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。
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献
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潮
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伊
勢
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台
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事
誌
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 堤防もろとも崩れ落ちる家屋
　（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 根こそぎ破壊された海岸堤（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 伊勢湾台風・名古屋港潮位記録と気圧の推移

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊
勢
湾
一
帯
に
悪
夢
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

高
潮
に
呑
み
込
ま
れ
る
家
屋
、
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
お
び
た
だ
し
い

流
木…

。

激
し
い
風
雨
は
退
路
を
断
ち
、
被
災
者
は
約
一
二
〇
万
人
。

伊
勢
湾
台
風
第
二
編
で
は
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因
と
そ
の
状
況
を

中
心
に
特
集
し
ま
す
。

被
災
者
一
二
〇
万
人

深
い
傷
跡
を
残
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
被
害

第
二
節

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。

❋
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献
❋
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）

た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋
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第
一
章

第
一
章

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 延 と々続く流失家屋の残骸（中日新聞社提供） ■ 墓地も海の底 （伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 水没でマヒ状態に入った名古屋市南区大同製鋼（中日新聞社提供）

■ 木曽川堤の破堤状況（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。

❋
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献
❋
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た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

■ 孤立して救援を求める被災者（桑名郡木曽岬村）
    （中日新聞社提供）

■ 被害額

■ 被災状況

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。
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章

部
堤
防
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
決
壊
し
、
沿

岸
地
帯
は
高
潮
の
侵
入
に
よ
り
、
一
面
の

泥
海
と
化
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
堤
防
は
、
そ
れ
ま
で
最
大
被
害

を
も
た
ら
し
た
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
一
三
号
台
風
を
基
準
に
築
か
れ
て

い
ま
し
た
が
、
一
三
号
台
風
と
は
比
べ
も

し
た
。
一
方
、
気
圧
も
同
時
刻
前
に
最
低

と
な
り
、
九
五
八
．五
mb
を
記
録
し
、
そ
の

後
、
急
激
に
風
力
が
弱
ま
り
、
風
向
き
は

西
に
か
た
よ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
古
屋
港
で
の
台
風
の
通
過
時

刻
は
満
潮
の
約
三
時
間
前
で
し
た
が
、
二

一
時
三
五
分
に
最
高
潮
位
Ｔ
Ｐ
三
．八
九
m

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
推
算
潮
位
よ

り
三
．五
五
m
高
く
、
又
、
大
正
一
〇
年

（
一
九
二
一
）
九
月
二
五
日
の
既
往
最
高

潮
位
Ｔ
Ｐ
二
．九
七
m
を
約
九
〇
cm
も
上
回

る
記
録
的
な
値
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
強
風
、
異
常
な
気
圧
の
低

さ
、
台
風
の
コ
ー
ス
な
ど
、
三
つ
の
悪
条

件
が
重
な
っ
て
、
伊
勢
湾
に
異
常
な
高
潮

を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
異

常
潮
位
と
二
〜

三
m
に
も
及
ぶ

波
浪
の
た
め

に
、
特
に
四
日

市
か
ら
名
古
屋

南
部
に
か
け
て

の
伊
勢
湾
一
帯

の
海
岸
堤
防
及

び
河
川
の
河
口

五
km/h 　
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
、
一
九
時
過
ぎ

に
は
桑
名
市
付
近
に
到
着
し
、
名
古
屋
市
南

部
を
は
じ
め
伊
勢
湾
沿
岸
を
破
壊
し
て
、
翌

二
七
日
一
時
に
日
本
海
へ
抜
け
ま
し
た
。

　

台
風
が
伊
勢
湾
の
西
側
を
通
っ
た
た

め
、
南
南
東
の
風
が
湾
の
入
口
か
ら
湾
奥

へ
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
し
か
も
海
面
そ
の
も

の
が
低
気
圧
で
吸
い
上
げ
ら
れ
て
高
く

な
っ
て
い
っ
た
。
名
古
屋
で
の
風
向
風
速

は
図
の
通
り
で
、
二
六
日
九
時
頃
か
ら
南

東
の
風
が
次
第
に
強
く
な
り
、
一
三
時
頃

よ
り
東
に
傾
き
を
み
せ
、
一
七
時
ま
で
一

〇
㎧
の
風
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
八
時
頃
か
ら
南
に
風
が
廻
る
と
と

も
に
次
第
に
風
速
を
増
し
、
二
二
時
に
は

最
高
風
速
三
七
㎧
（
南
南
東
）
を
示
し
ま

　
最
悪
の
台
風
コ
ー
ス
、風
と
気
圧

　
昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
潮
岬
の
西
方

か
ら
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊
勢
湾
台
風
の

最
大
風
速
は
五
〇
㎧
で
し
た
。
風
速
二
五
㎧

以
上
の
暴
風
半
径
は
二
五
〇
㎞
で
、
一
八
時

一
三
分
、
潮
岬
で
中
心
気
圧
九
二
九
．
五
mb

を
観
測
し
、
東
海
地
方
で
は
、
三
〇
㎧
内
外

の
暴
風
雨
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
陸
後
も
台
風
の
勢
力
は
衰
え
る
こ
と

な
く
、
奈
良
・
三
重
県
の
県
境
を
平
均
六

で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
愛

知
県
渥
美
半

島
、
矢
作
川

流
域
、
小
牧

付
近
で
は
、

六
〇
㎧
以
上

の
驚
異
的
な

風
速
を
記
録

し
て
い
ま

す
。

　
数
十
日
に
及
ぶ
湛
水
被
害

　

防
潮
堤
防
及
び
河
川
堤
防
の
二
四
〇

箇
所
に
わ
た
る
決
壊
は
、
三
万
ha
以
上

の
広
大
な
地
域
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら

し
、
遠
く
は
海
岸
か
ら
一
五
㎞
以
上
離

れ
た
津
島
市
ま
で
、
海
水
は
侵
入
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
浸
水
被
害
が

広
範
囲
に
わ
た
っ
た
の
は
、
大
小
の
河

川
及
び
そ
の
支
川
が
逆
流
す
る
浸
水
経

路
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

湛
水
期
間
は
、
地
盤
の
低
い
所
で

は
、
最
高
一
二
〇
日
に
達
し
た
地
区
も

あ
り
、
長
期
湛
水
に
よ
っ
て
、
病
院
や

学
校
、
官
庁
な
ど
の
公
共
施
設
の
機
能

の
喪
失
や
農
作
物
、
樹
木
な
ど
の
枯
死

な
ど
直
接
的
被
害
や
多
く
の
間
接
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
を
含
め
る

と
被
害
額
は
計
り
知
れ
な
い
額
に
達
し

ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
、
長
期
に
わ
た
っ
て
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
た
人
々
の
心
労
に

は
、
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し

え
ま
し
た
。
も
し
、
根
古
地
地
先
で
の

破
堤
が
な
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
高
い
水

位
を
記
録
し
、
根
古
地
の
他
で
溢
水
、

破
堤
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

長
良
川
の
忠
節
観
測
所
で
は
二
三
時
よ

り
、
水
位
は
一
時
間
に
七
〇
〜
一
三
五
cm

の
割
合
で
急
上
昇
し
、
二
七
日
五
時
、
最

高
水
位
を
示
し
て
急
激
に
減
水
し
て
い
ま

す
。
こ
の
値
は
洪
水
規
模
と
し
て
は
、
明

治
二
九
年
の
大
出
水
に
次
ぐ
も
の
で
、
直

轄
区
域
外
の
芥
見
地
先
を
は
じ
め
と
し
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
、
堤
防
が
決
壊
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
河
口
か
ら
一
二
㎞
上
流
の

長
良
船
頭
平
観
測
所
（
船
頭
平
閘
門
）
で

は
二
六
日
一
九
時
よ
り
高
潮
に
よ
っ
て
水

位
が
上
昇
、
二
二
時
過
ぎ
に
五
．五
m
と
な

り
、
い
っ
た
ん
は
減
水
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
洪
水
に
よ
っ
て
二
七
日
八
時
頃
、
最

高
水
位
は
五
．七
m
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
の
木
曽
船
頭
平
観
測
所
で
は
高

潮
の
影
響
に
よ
っ
て
、
二
一
時
三
〇
分
、

最
高
潮
位
五
．七
四
m
に
達
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
洪
水
に
よ
る
ピ
ー
ク
五
．一
二
m

（
二
七
日
九
時
）
よ
り
高
い
数
値
で
、
河

口
部
の
横
満
蔵
観
測
所
で
も
同
様
の
傾
向

を
示
し
て
い
ま
す
。

　
景
色
を
変
え
た
暴
風
の
威
力

　

伊
勢
湾
台
風
の
風
の
熾
烈
さ
は
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
西
を
通
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。
最
大
瞬
間
風
速
は
、
愛
知
・
三

重
両
県
の
大
部
分
と
岐
阜
県
の
南
部
平
野

で
は
四
〇
㎧
以
上
、
愛
知
県
の
平
野
部
、

三
重
県
沿
岸
及
び
志
摩
半
島
方
面
で
は
五

〇
㎧
以
上
に
達
し
、
気
象
庁
の
正
式
記
録

い
っ
た
ん
お

さ
ま
っ
た
も

の
の
、
台
風

上
陸
の
一
八

時
頃
よ
り
暴

風
を
伴
う
強

い
雨
が
降
り

始
め
、
台
風

が
急
速
度
で

木
曽
三
川
流

域
を
通
過
し

た
た
め
、
短
時
間
に
集
中
的
な
豪
雨
が

当
流
域
を
襲
い
ま
し
た
。

　

台
風
に
よ
る
降
雨
は
、
特
に
大
き
い

と
い
う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
短
時
間
に
集
中
し
て
降
っ
た
た
め

に
、
木
曽
三
川
に
大
き
な
洪
水
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
で
は
全
川
に
わ
た
り
、

既
往
最
高
水
位
を
上
回
り
、
直
轄
区
域

で
は
計
画
高
水
位
か
そ
れ
を
越
え
る
大

出
水
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
の
堤
防
が
危

険
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
揖

斐
川
の
支
川
牧
田
川
の
烏
江
観
測
所
で

は
、
一
八
時
よ
り
水
位
が
急
上
昇
し
、

二
三
時
に
は
計
画
高
水
位
を
三
〇
cm
も
越

の
に
は
な
ら
な
い
大
型
台
風
の
直
撃
を
受

け
て
、
各
地
の
堤
防
は
寸
断
さ
れ
ま
し

た
。

　
干
拓
地
は
再
び
元
の
泥
海
に

　
そ
も
そ
も
名
古
屋
市
南
部
と
海
部
郡
南
部

一
帯
は
海
抜
〇
m
〜
〇
．五
m
の
低
湿
地
で
、

約
三
百
年
前
ま
で
は
海
底
で
し
た
。
江
戸
時

代
の
初
期
か
ら
活
発
に
新
田
開
発
が
行
わ

れ
、
遠
浅
の
海
を
利
用
し
た
海
岸
地
帯
の
干

拓
が
次
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台
風

は
こ
の
土
地
を
奪
い
返
す
か
の
よ
う
に
、
再

び
、
泥
海
に
沈
め
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
最
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
の
は
開
拓
地
を
多
く
含
む
名
古
屋
市
の

南
部
五
区
（
南
・
港
・
中
川
・
熱
田
・
瑞

穂
）
で
し
た
。
名
古
屋
市
の
死
者
は
県
下

の
六
割
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
南
区
が
最

も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
お
り
、
激
甚

地
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

被
害
の
直
接
的
な
原
因
は
、
高
潮
に
よ

る
伊
勢
湾
沿
岸
の
防
潮
堤
防
の
決
壊
と
、

洪
水
に
よ
る
河
川
堤
防
の
決
壊
で
す
。
そ

の
上
、
名
古
屋
港
周
辺
の
貯
木
場
か
ら
激

流
に
乗
っ
て
流
れ
出
し
た
原
木
が
家
屋
を

襲
い
、
死
傷
者
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

　
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
記
録
的
な
洪
水
波

　

台
風
が
接
近
し
た
二
五
日
に
は
本
邦
の

大
部
分
に
前
線
に
よ
る
降
雨
が
あ
り
、
特

に
同
日
夕
刻
か
ら
二
六
日
未
明
に
か
け

て
、
揖
斐
川
上
流
部
、
長
良
川
上
流
部
で

時
間
雨
量
三
〇
〜
四
〇
mm
の
強
い
雨
が
降

り
ま
し
た
。
こ
の
雨
は
二
六
日
昼
に
は

■ 延 と々続く流失家屋の残骸（中日新聞社提供） ■ 墓地も海の底 （伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

■ 水没でマヒ状態に入った名古屋市南区大同製鋼（中日新聞社提供）

■ 木曽川堤の破堤状況（伊勢湾台風30年記念誌写真提供）

災
と
同
様
で
、
人
々
が
心
身
と
も
に
穏

や
か
な
生
活
に
戻
る
ま
で
に
は
、
長
い

時
間
と
費
用
を
費
や
し
た
の
で
し
た
。
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）

た
。
食
事
は
お
握
り
か
乾
パ
ン
ば
か
り

で
空
気
は
湿
っ
て
お
り
、
洗
濯
物
は
い

つ
ま
で
も
乾
か
ず
、
湛
水
汚
濁
は
、
子

供
や
老
人
に
悪
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
相
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震

■ 孤立して救援を求める被災者（桑名郡木曽岬村）
    （中日新聞社提供）

■ 被害額

■ 被災状況

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
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考
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❋
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第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

■ 堤防断面の名称

■ 伊勢湾北部海岸被害状況表

史
上
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の
一
つ
は
、

高
潮
に
よ
る
災
害
。

激
浪
は
、
伊
勢
湾
の
各
所
に
お
い
て
、
既
設
の
海
岸
堤
防
を
決
壊
し
、

近
世
以
降
、
干
拓
さ
れ
た
地
域
を
、
再
び
、
泥
の
海
に
沈
め
た
。

木
曽
三
川
の
河
川
堤
防
も
同
様
に
、
豪
雨
と
高
潮
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
。

記
録
を
越
え
る
自
然
の
猛
威
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
海
岸
堤
防
、

河
川
堤
防
。
そ
の
原
因
と
被
災
の
実
態
を
特
集
し
ま
す
。

記
録
を
塗
り
替
え
た
高
潮
災
害
で
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

海
岸
・
河
川
堤
防

第
三
節

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸堤

■ 城南海岸

■ 川越海岸

■ 長島海岸

■ 鍋田海岸

■ 海部海岸

■ 木曽三川河川被害状況表

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
三
編 （Vol.27 1998 SU

M
M
ER

）

                    

あ   

ま             

　

 　

    

き　

そ 

さ
き          

                    

あ   

ま             

6箇所 1,160 5,679
破堤箇所数 破堤総延長（m） 決壊総延長

木曽川左岸
区　域　名

5箇所 985 8,599木曽川右岸
8箇所 2,250 2,765長良川左岸

2,315長良川右岸
4,770揖斐川左岸

3箇所 290 9,969揖斐川右岸
7箇所 1,070鍋　田　川

1箇所 1,060

破堤箇所数 破堤総延長（m）

木曽岬海岸

区　域　名

2箇所 265長 島 海 岸
2箇所 930

4箇所 1,410
7箇所 511

城 南 海 岸

海 部 海 岸
南 陽 海 岸

3箇所 495川 越 海 岸

12箇所 758鍋 田 海 岸

破堤箇所数 破堤総延長（m）区 別

76箇所 8,898
39箇所 6,469

河 川
海 岸

115箇所 15,367合 計

A'B:天端、AC、DE:表のりまたは外のり、BF，GH:裏のりま
たは内のり、CD:表小段、FG:裏小段、A、B:のり肩、EH:堤
防敷、ACDE面を保護するコンクリート張りのようなものは
表護岸、BFGH面を保護するものを裏護岸という。

天端川表

堤防敷

表小段
裏小段

パラペット工（波返し工）

E
D C

F

H

G

A

A'
B

H.W.L
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第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

■ 堤防断面の名称

■ 伊勢湾北部海岸被害状況表

史
上
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の
一
つ
は
、

高
潮
に
よ
る
災
害
。

激
浪
は
、
伊
勢
湾
の
各
所
に
お
い
て
、
既
設
の
海
岸
堤
防
を
決
壊
し
、

近
世
以
降
、
干
拓
さ
れ
た
地
域
を
、
再
び
、
泥
の
海
に
沈
め
た
。

木
曽
三
川
の
河
川
堤
防
も
同
様
に
、
豪
雨
と
高
潮
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
堤
防
を
呑
み
込
ん
だ
。

記
録
を
越
え
る
自
然
の
猛
威
に
、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
海
岸
堤
防
、

河
川
堤
防
。
そ
の
原
因
と
被
災
の
実
態
を
特
集
し
ま
す
。

記
録
を
塗
り
替
え
た
高
潮
災
害
で
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た

海
岸
・
河
川
堤
防

第
三
節

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸堤

■ 城南海岸

■ 川越海岸

■ 長島海岸

■ 鍋田海岸

■ 海部海岸

■ 木曽三川河川被害状況表

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
三
編 （Vol.27 1998 SU

M
M
ER

）

                    

あ   

ま             

　

 　

    

き　

そ 

さ
き          

                    

あ   

ま             

6箇所 1,160 5,679
破堤箇所数 破堤総延長（m） 決壊総延長

木曽川左岸
区　域　名

5箇所 985 8,599木曽川右岸
8箇所 2,250 2,765長良川左岸

2,315長良川右岸
4,770揖斐川左岸

3箇所 290 9,969揖斐川右岸
7箇所 1,070鍋　田　川

1箇所 1,060

破堤箇所数 破堤総延長（m）

木曽岬海岸

区　域　名

2箇所 265長 島 海 岸
2箇所 930

4箇所 1,410
7箇所 511

城 南 海 岸

海 部 海 岸
南 陽 海 岸

3箇所 495川 越 海 岸

12箇所 758鍋 田 海 岸

破堤箇所数 破堤総延長（m）区 別

76箇所 8,898
39箇所 6,469

河 川
海 岸

115箇所 15,367合 計

A'B:天端、AC、DE:表のりまたは外のり、BF，GH:裏のりま
たは内のり、CD:表小段、FG:裏小段、A、B:のり肩、EH:堤
防敷、ACDE面を保護するコンクリート張りのようなものは
表護岸、BFGH面を保護するものを裏護岸という。

天端川表

堤防敷

表小段
裏小段

パラペット工（波返し工）

E
D C

F

H

G

A

A'
B

H.W.L
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 揖斐川左岸白鶏附近

大正12年9月14日生
零戦パイロットとして終戦
を迎え、昭和21年7月伊曽
島村役場に就職。
昭和31年町村合併により
長島町役場総務課消防係と
して伊勢湾台風を体験。
昭和51年助役に、昭和54
年4月に町長に初当選、連
続5期当選。

警
戒
の
最
前
線
で

第
四
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸

■ 揖斐川左岸

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

長島町町長　伊藤 仙七
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 揖斐川左岸白鶏附近

大正12年9月14日生
零戦パイロットとして終戦
を迎え、昭和21年7月伊曽
島村役場に就職。
昭和31年町村合併により
長島町役場総務課消防係と
して伊勢湾台風を体験。
昭和51年助役に、昭和54
年4月に町長に初当選、連
続5期当選。

警
戒
の
最
前
線
で

第
四
節

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 木曽川左岸

■ 揖斐川左岸

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

長島町町長　伊藤 仙七
（1988年当時）
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台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 倒壊寸前の民家（殿名地区）■ 木曽川堤沿いを望む　50戸余全部流失の跡（松東地区）

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

■ 災害復旧工事には、婦人の姿も見られ総動員で行な
　 われた。（中日新聞社提供）

　
　

  

は
っ
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

あ
お
さ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　

                       　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぬ
き　

　
　

　
　
　
　
　
　
　

か
ま
す　
　
　
　

  

わ
ら
む
し
ろ



1112

第
一
章

第
一
章

　

台
風
の
上

陸
が
ラ
ジ
オ

の
ニ
ュ
ー
ス

で
知
ら
さ
れ

る
頃
に
は
暴

風
雨
は
益
々

強
く
な
り
、

南
西
方
向
か

ら
た
た
き
つ

け
る
よ
う
に

吹
き
つ
け
る

波
浪
は
松
蔭

西
下
揖
斐
川

堤
防
を
時
折
飛
び
越
え
て
い
く
勢
い
。

　

そ
の
頃
、
現
場
か
ら
水
防
用
カ
マ
ス

（
注
）
と
藁
縄
の
補
給
要
請
が
あ
っ
て
、

普
通
な
ら
一
〇
分
位
で
行
け
る
道
の
り
を

強
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
「
海
苔
粗
朶
」

（
猛
宗
竹
五
、
六
本
を
束
ね
た
も
の
）
が

道
路
上
に
ご
ろ
ご
ろ
。
資
材
運
搬
中
の

オ
ー
ト
三
輪
二
台
と
小
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ト

ヨ
エ
ー
ス
の
三
台
で
障
害
物
を
取
り
除
き

な
が
ら
現
地
に
向
か
っ
た
が
、
よ
う
や
く

ト
ラ
ッ
ク
の
み
到
着
。
二
台
の
オ
ー
ト
三

輪
車
は
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
停
車
の
ま

ま
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
に
一
時
間
三
〇

　

本
町
に
お
け
る
犠
牲
者
も
三
八
三
名
と

数
名
の
行
方
不
明
者
が
あ
り
、
且
つ
家
屋

の
全
壊
、
倒
半
壊
、
流
失
と
お
び
た
だ
し

い
災
害
を
蒙
っ
た
。
私
も
こ
の
災
害
に

よ
っ
て
妻
と
二
男
の
二
人
を
な
く
し
た
遺

族
で
も
あ
る
。
台
風
の
経
路
と
時
刻
、
進

路
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は
幾
度
と
な
く
記

録
発
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
省
略

致
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
と

対
策
本
部
が
設
け
ら
れ
、
役
場
総
務
課
長

他
幹
部
職
員
な
ら
び
担
当
職
員
と
消
防
団

長
、
副
団
長
、
機
動
分
団
長
等
は
役
場
に

出
動
待
機
と
な
り
消
防
団
員
は
各
分
団
長

の
指
示
に
従
い
、
分
担
責
任
区
域
の
堤
防

警
戒
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

私
は
伊
曽
島
地
区
に
お
い
て
水
防
活
動

す
る
消
防
団
（
水
防
活
動
に
従
事
す
る
水

防
団
）
の
要
請
す
る
水
防
資
材
の
確
保
と

資
材
を
現
地
に
送
り
届
け
る
事
が
任
務
で

あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
警
戒
現
場
地
域
か

ら
伝
達
さ
れ
る
各
分
団
の
情
報
を
本
部
に

報
告
す
る
こ
と
と
消
防
団
に
対
す
る
対
策

本
部
か
ら
の
水
防
活
動
を
指
示
連
絡
す
る

こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
し

た
。

に
、
凄
い
勢
い
で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
同

時
に
怒
涛
の
如
く
押
し
寄
せ
る
濁
流
に
呑

み
込
ん
で
行
っ
た
。
当
日
の
夜
の
最
も
凄

ま
じ
い
光
景
が
や
が
て
四
〇
周
年
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
今
も
尚
あ
の
忌
ま
わ
し

い
思
い
出
を
鮮
明
に
憶
え
て
い
る
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
体
験

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
来
襲
の
伊
勢
湾
台
風
は
古
今
未
曾
有
の

強
大
な
勢
力
で
猛
威
を
振
る
い
、
五
千
名

に
及
ぶ
生
命
と
莫
大
な
財
産
を
一
瞬
の
内

■ 倒壊寸前の民家（殿名地区）■ 木曽川堤沿いを望む　50戸余全部流失の跡（松東地区）

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

三
、
「
そ
れ
」
と
三
人
一
緒
に
屋
根
に
飛

び
降
り
た
が
、
そ
の
家
も
一
緒
に
屋
根
か

ら
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ
た
。

　

三
人
共
濁
流
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
行

く
。
水
の
中
は
何
も
見
え
ず
あ
ち
こ
ち
で

石
の
ぶ
ち
当
た
る
音
が
異
様
な
く
ら
い
カ

チ
カ
チ
と
耳
に
響
い
た
。
一
生
懸
命
も
が

き
な
が
ら
息
苦
し
く
海
水
も
呑
み
込
ん

だ
。
や
っ
と
浮
か
び
上
が
っ
た
。
何
か
つ

か
ま
る
も
の
は
無
い
か
と
ふ
と
手
に
触
れ

た
の
は
こ
わ
れ
た
家
の
外
張
り
囲
い
板
の

よ
う
だ
っ
た
。
体
を
そ
っ
と
乗
せ
て
も
沈

む
こ
と
は
無
か
っ
た
。
間
も
な
く
消
防
団

員
の
馬
戸
場
君
も
森
君
も
浮
か
び
上
が
っ

て
き
た
。
一
組
の
若
い
夫
婦
も
加
わ
っ

て
、
五
人
が
輪
に
な
っ
て
勢
い
よ
く
流
さ

れ
て
行
く
。
突
然
坂
落
と
し
に
あ
っ
た
よ

う
に
、
ま
た
も
や
水
中
に
ほ
お
り
込
ま
れ

た
と
い
う
か
、
低
い
処
へ
落
ち
込
ん
だ
よ

う
だ
っ
た
。

　

再
び
浮
か
び
上
が
っ
た
時
は
、
五
人
は

ば
ら
ば
ら
に
散
っ
て
い
た
。
水
の
流
れ
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
声
で

「
お
ー
い
」
と
怒
鳴
っ
た
。
か
す
か
に

「
お
ー
い
」
と
返
答
が
あ
っ
た
気
が
し
た

が
、
再
び
人
に
め
ぐ
り
逢
う
事
も
な
く
、

大
き
な
角
材
に
掴
ま
り
何
処
と
も
な
く
流

れ
る
。
雨
合
羽
を
着
て
ゴ
ム
長
靴
だ
っ
た

の
で
泳
ぎ
に
不
都
合
と
長
靴
は
脱
ぎ
捨
て

た
。

　

ど
れ
だ
け
の
時
間
が
過
ぎ
た
の
か
。
随

分
長
い
時
間
、
水
の
流
れ
る
ま
ま
台
風
の

強
い
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
流
れ
て

い
る
。
電
柱
が
倒
れ
電
線
に
引
っ
掛
か
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。
猛
宗
竹
の
竹
薮
の
上
を

通
り
過
ぎ
、
あ
ゝ
堤
防
内
だ
な
と
気
付
い

の
よ
う
な
海
水
が
流
れ
込
み
這
い
上
が
る

事
が
出
来
な
い
。
水
の
少
な
い
方
へ
近
づ

く
と
松
の
木
に
ト
タ
ン
屋
根
が
引
っ
か
か

り
、
そ
こ
だ
け
は
堤
防
か
ら
流
れ
落
ち
る

水
も
少
な
く
と
っ
さ
の
思
い
つ
き
で
「
そ

う
だ
松
の
木
に
登
っ
て
此
の
場
を
逃
れ
よ

う
」
と
ト
タ
ン
屋
根
を
踏
み
台
に
松
の
木

を
登
り
始
め
た
。

　

あ
る
程
度
登
る
と
人
の
足
に
触
れ
た
の

で
「
誰
だ
」
と
声
を
か
け
る
と
「
馬
戸
場

だ
」
と
答
え
る
。
最
上
部
に
は
森
良
一
君

が
登
っ
て
い
た
。
先
程
の
ト
ラ
ッ
ク
で
一

緒
に
引
き
揚
げ
た
消
防
団
員
達
で
あ
る
。

「
え
ら
い
事
に
な
っ
た
な
あ
」
と
言
い
な

が
ら
消
防
団
員
等
は
各
自
携
帯
の
命
綱
を

持
っ
て
い
た
か
ら
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
に
体
を
松
の
木
に
縛
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
様
子
を
伺
っ
て
い
る
と
台
風

は
益
々
激
し
く
な
り
、
や
が
て
不
気
味
な

地
響
き
と
同
時
に
堤
防
が
動
い
た
よ
う
な

感
じ
が
し
た
瞬
間
、
怒
涛
の
如
く
一
気
に

崩
れ
込
む
堤
防
と
海
水
が
目
前
の
農
業
倉

庫
も
一
緒
に
巨
大
な
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
押

し
倒
す
よ
う
に
ひ
っ
く
り
返
っ
て
行
っ

た
。
何
と
し
た
こ
と
か
、
あ
の
倉
庫
の
中

に
避
難
し
た
人
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
に

と
、
心
の
中
で
念
仏
を
唱
え
た
。
不
思
議

と
時
折
稲
妻
の
よ
う
な
光
が
ぴ
か
ぴ
か
と

光
り
、
暗
闇
の
中
で
も
流
れ
込
む
海
水
の

勢
い
が
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な
気
が
し

た
。

　

堤
防
の
崩
れ
て
く
る
の
が
自
分
達
の
足

元
に
近
づ
く
。
「
ロ
ー
プ
を
解
け
」
こ
の

ま
ま
松
の
木
が
倒
れ
る
と
駐
在
所
の
屋
根

に
落
ち
る
か
ら
そ
の
体
勢
で
構
え
た
。
松

の
木
が
傾
き
倒
れ
始
め
た
。
一
、
二
、

馬
鹿
な
」
と
半
信
半
疑
の
よ
う
だ
。
そ
の

内
電
話
線
も
切
れ
た
の
か
連
絡
不
通
と

な
っ
た
。
停
電
で
真
っ
暗
の
中
で
う
す
ぼ

け
た
懐
中
電
灯
を
頼
り
に
伊
曽
島
支
所
ま

で
引
き
返
す
決
意
を
し
た
。
「
お
ー
い
、

支
所
ま
で
帰
る
ぞ
う
」
と
大
声
で
叫
ぶ
と

消
防
団
員
の
運
転
す
る
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

十
人
程
乗
り
、
乗
れ
な
い
団
員
や
上
流
の

高
台
へ
避
難
し
よ
う
と
す
る
一
般
住
民
は

ト
ラ
ッ
ク
に
捕
ま
り
な
が
ら
小
走
り
に
走

る
。

　

白
鶏
の
堤
防
か
ら
青
鷲
の
堤
防
に
移
っ

た
時
、
異
常
な
有
様
に
驚
い
た
。
台
風
に

よ
る
高
潮
は
既
に
堤
防
を
超
え
、
堤
防
上

を
ご
う
ご
う
と
内
側
へ
流
れ
落
ち
、
堤
防

の
内
側
五
〇
〜
六
〇
㎝
の
路
肩
は
崩
れ
始

め
て
い
た
。
波
と
台
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
や
っ
と
の
思
い
で
当
時
の
伊

曽
島
駐
在
所
近
く
の
農
業
倉
庫
付
近
に
た

ど
り
着
い
た
時
、
堤
防
上
に
立
っ
て
い
た

サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
送
電
用
電
柱
が
倒
れ

て
自
動
車
の
行
き
手
を
遮
断
し
た
。
四
、

五
人
で
起
こ
そ
う
と
し
た
が
、
び
く
と
も

動
か
な
い
、
そ
う
こ
う
す
る
内
に
堤
防
の

高
潮
は
膝
上
ま
で
浸
か
り
、
高
波
が
来
る

と
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
る
状
態
に
な

り
、
子
供
は
大
人
の
腰
紐
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
、
そ
ば
に
あ
っ
た
農
業
倉
庫
や
民
家

に
助
け
を
求
め
て
逃
げ
込
ん
だ
。

　

皆
の
避
難
を
確
認
す
る
と
次
に
襲
っ
た

高
波
で
体
が
浮
い
た
と
思
っ
た
ら
、
一
気

に
堤
防
下
へ
押
し
流
さ
れ
、
駐
在
所
の
家

に
ぶ
つ
か
り
立
止
ま
る
事
が
出
来
た
。
駐

在
所
の
雨
戸
は
吹
き
飛
び
閂
だ
け
が
残
っ

て
い
た
。
閂
を
伝
っ
て
、
堤
防
に
近
づ
き

這
い
登
ろ
う
と
し
た
が
、
堤
防
上
か
ら
滝

分
の
時
間
を
要
し
た
。

　

早
速
、
現
場
に
資
材
を
送
り
届
け
た

が
、
現
地
で
は
既
に
堤
防
の
半
分
近
く
が

削
り
取
ら
れ
、
土
砂
を
詰
め
た
カ
マ
ス
の

土
俵
も
投
げ
入
れ
た
瞬
間
波
に
持
ち
去
ら

れ
る
始
末
に
堤
防
の
決
壊
も
時
間
の
問
題

と
判
断
し
、
水
防
団
員
に
即
刻
水
防
活
動

を
中
止
し
、
各
自
の
家
族
に
高
台
へ
避
難

さ
せ
る
た
め
付
近
の
人
た
ち
に
も
避
難
す

る
よ
う
怒
鳴
り
な
が
ら
伊
藤
甚
八
方
詰
所

に
引
き
揚
げ
る
。

　

家
の
中
に
入
る
と
近
所
の
人
や
消
防
団

員
で
一
杯
で
、
こ
の
付
近
で
は
唯
一
の
局

電
が
あ
っ
た
。
早
速
、
「
堤
防
決
壊
も
時

間
の
問
題
」
と
電
話
で
本
部
に
現
地
の
状

況
を
報
告
、
緊
急
避
難
の
早
鐘
を
打
つ
よ

う
連
絡
し
た
が
、
台
風
に
よ
る
障
害
か
電

話
の
応
答
も
と
切
れ
と
切
れ
で
要
領
を
得

な
い
が
「
何
、
堤
防
が
き
れ
る…

そ
ん
な

さ
に
震
え
な
が
ら
頑
張
り
明
け
方
近
所
の

人
に
助
け
ら
れ
た
。
奇
跡
に
近
い
運
の
強

い
子
で
あ
っ
た
。

　

家
に
帰
っ
て
様
子
を
み
る
と
、
二
階
の

部
分
が
せ
め
て
無
事
残
っ
て
い
た
か
ら
二

階
に
居
れ
ば
助
か
っ
た
の
に
と
悔
い
は
尽

き
な
い
。
悪
夢
の
夜
、
恐
ろ
し
さ
に
震
え

な
が
ら
二
人
の
子
供
を
抱
え
途
方
に
暮
れ

て
い
た
妻
の
様
子
を
子
供
か
ら
一
つ
一
つ

問
い
正
し
聞
き
な
が
ら
涙
し
て
い
た
。

　
災
害
復
旧
に
始
ま
る

　

何
は
さ
て
お
き
食
料
の
確
保
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
鍋
、
釡
、
食
器
類
を
か
き
集

め
た
り
、
近
所
隣
で
食
べ
物
を
分
か
ち

合
っ
て
当
座
は
済
ん
だ
。
そ
の
う
ち
近
郷

近
在
の
町
や
親
戚
知
人
か
ら
白
米
等
が
届

け
ら
れ
、
塩
付
お
に
ぎ
り
が
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
日
目
の
午
後
に
入
る
と
漁
船
を
動
員

し
て
遺
体
の
回
収
が
始
ま
っ
た
。
誰
彼
と

な
く
大
人
は
交
替
で
そ
の
仕
事
か
ら
始

ま
っ
た
。
台
風
後
は
天
気
も
快
晴
で
温
度

も
高
く
次
々
と
死
体
が
浮
か
び
運
び
込
ま

れ
て
来
る
。
検
死
の
警
官
が
三
人
程
派
遣

さ
れ
、
私
と
支
所
の
職
員
は
遺
族
の
確
認

を
取
り
な
が
ら
検
死
の
済
ん
だ
調
書
作
成

の
た
め
多
忙
を
極
め
た
。

　

九
月
二
七
日
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が
発

令
さ
れ
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
遺
体

の
回
収
や
道
路
上
の
障
害
物
の
除
去
、
飲

料
水
の
確
保
、
伝
染
病
発
生
予
防
の
消
毒

開
始
、
老
弱
男
女
や
小
学
児
童
の
避
難
所

収
容
が
開
始
さ
れ
当
初
鈴
鹿
電
通
学
園
へ

海
と
空
か
ら
避
難
し
た
。
引
き
続
き
高
田

本
山
へ
避
難
す
る
者
も
あ
っ
た
。
又
、

小
・
中
学
校
の
学
童
が
桑
名
市
川
口
港
よ

り
自
衛
艦
に
乗
艦
し
て
伊
勢
市
へ
集
団
避

難
。
一
〇
月
一
四
日
に
は
伊
曽
島
小
学
校

の
学
童
は
鈴
鹿
電
通
学
園
よ
り
津
市
水
産

大
学
（
注
：
津
市
大
谷
町
の
県
立
大
学
）

に
移
転
避
難
し
た
。

　

全
国
か
ら
送
ら
れ
る
救
援
物
資
の
配
分

や
配
送
に
自
治
会
の
方
々
に
は
多
く
の
協

力
を
得
た
。
堤
防
の
仮
し
め
切
り
工
事
が

始
ま
る
と
住
民
は
進
ん
で
昼
と
な
く
夜
と

な
く
人
夫
に
参
加
し
、
堤
防
の
基
礎
作
り

に
必
要
な
粗
朶
造
り
や
石
運
び
に
精
励
し

一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
た
。

　

実
に
地
域
の
住
民
が
災
害
復
旧
に
協
力

貢
献
戴
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
注
：
叺
で
、
藁
蓆
を
二
つ
折
り
に
し
、
相

対
す
る
二
縁
を
縄
で
縫
い
、
閉
じ
た
袋
。
）

（　

）
内
の
注
は
編
者
が
記
し
た
。

た
。
や
が
て
薄
ぼ
ん
や
り
と
灯
り
の
つ
い

た
家
が
流
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
こ
ち
ら
が
流
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
、
だ
ん
だ
ん
と
近
づ
く
灯
り

の
あ
る
方
向
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
壊
れ
た
家
の
材
木
が
い
っ
ぱ

い
次
か
ら
次
へ
と
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

灯
り
の
洩
れ
る
家
に
辿
り
着
く
と
飛
び

出
し
た
釘
に
気
を
付
け
な
が
ら
軒
伝
い
に

か
ざ
し
も
に
廻
る
。
窓
と
お
ぼ
し
き
辺
り

を
コ
ン
コ
ン
と
た
た
く
と
中
か
ら
窓
を
開

け
て
、
ず
ぶ
濡
れ
の
私
を
天
井
裏
の
部
屋

に
助
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
。
濁
流
の
中
を

流
さ
れ
て
い
る
間
は
何
と
し
て
も
生
き
ね

ば
と
一
生
懸
命
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い

た
。
自
分
一
人
さ
え
ま
ま
な
ら
ぬ
現
状
に

残
さ
れ
た
家
族
は
ど
う
な
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
た
だ
無
事
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
祈
る

の
み
で
あ
る
。
助
け
上
げ
ら
れ
た
家
は
東

福
豊
の
浅
井
勇
さ
ん
の
家
だ
っ
た
。
隣
部

落
の
顔
見
知
り
の
人
で
あ
り
、
出
動
以
来

の
説
明
を
し
た
。
台
風
も
過
ぎ
去
り
静
か

に
な
っ
た
窓
辺
に
は
月
の
明
る
さ
が
差
し

込
み
、
窓
を
開
け
て
遥
か
南
の
方
は
家
並

み
が
す
っ
か
り
流
失
し
て
、
月
明
か
り
に

も
遠
く
四
日
市
市
の
方
が
見
え
る
で
は
な

い
か
、
あ
ゝ
自
分
の
家
は
流
れ
た
の
か
、

家
族
は
と
、
胸
の
動
悸
が
高
鳴
る
の
を
覚

え
た
。
空
を
見
上
げ
る
と
月
が
煌
煌
と
輝

き
、
辺
り
の
水
面
は
き
ら
き
ら
と
何
事
も

無
か
っ
た
よ
う
な
静
け
さ
だ
っ
た
。

　

一
夜
明
け
て
、
あ
た
り
は
倒
壊
流
失

し
た
家
屋
の
流
木
や
木
製
家
具
等
吹
き

溜
ま
り
で
一
杯
だ
っ
た
。
流
木
を
足
場

に
渡
し
て
残
さ
れ
た
堤
防
に
登
る
と
、

堤
防
は
あ
と
一
m
程
の
幅
を
残
し
て
打
ち

つ
け
る
波
に
下
ま
で
洗
い
流
さ
れ
て
い

た
。
残
さ
れ
た
家
は
ど
の
家
も
瓦
は
飛

び
大
き
く
傾
き
ま
と
も
な
家
は
無
く
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
、
堤
防
の
切

れ
か
け
た
処
は
破
壊
家
屋
の
流
材
木
が

一
杯
流
れ
着
い
て
い
た
。
心
焦
る
儘
に

家
路
に
急
ぐ
途
中
、
長
兄
の
自
宅
前
を

通
り
か
か
る
と
私
を
呼
び
止
め
て
、
私

の
自
宅
の
方
ま
で
変
わ
り
な
い
か
と
見

廻
り
に
行
っ
た
が
、
私
の
妻
と
次
男
が

行
方
知
れ
ず
の
よ
う
だ
と
話
し
た
。
私

は
が
っ
く
り
と
し
た
が
気
を
取
り
直
し

何
か
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
流
れ
て
何
処

か
で
助
か
っ
て
い
る
の
で
は
と
も
思
っ

た
。

　

家
に
辿
り
着
い
て
、
当
時
小
学
校
六
年

生
の
長
男
が
堤
防
決
壊
の
濁
流
が
怒
涛
の

よ
う
に
押
し
寄
せ
た
時
、
家
財
と
共
に
放

り
出
さ
れ
、
五
〇
m
程
は
な
れ
た
近
所
の

屋
根
に
巻
き
込
ま
れ
て
十
時
間
近
く
も
寒

■ 災害復旧工事には、婦人の姿も見られ総動員で行な
　 われた。（中日新聞社提供）
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 台風経路図

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　
木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 台風経路図

■ 三川河口部の浸水状況

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
第
一
五
号
台

風
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
に
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

史
上
最
大
の
被
害
を
出
し
た
背
景
に
は
、
台
風
の
規
模
と
と
も
に
、

い
く
つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

台
風
災
害
史
上
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風

第
五
節

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

■ 台風経路図

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　
木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 台風経路図

■ 三川河口部の浸水状況

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
、
超
大
型
台
風
に
成
長
し
た
第
一
五
号
台

風
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
に
想
像
を
絶
す
る
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

史
上
最
大
の
被
害
を
出
し
た
背
景
に
は
、
台
風
の
規
模
と
と
も
に
、

い
く
つ
も
の
悪
条
件
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。

台
風
災
害
史
上
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
し
た

伊
勢
湾
台
風

第
五
節

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋
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台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

■ 海面上昇のエネルギー

■ 名古屋港の潮位曲線

■ 我が国へ上陸した台風の中心気圧 ワースト10

■ 木曽三川接近台風の気圧別分布図（最大時）

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

伊
勢
湾
台
風
第一編 （Vol.68 2008 AU

TU
M
N

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
ち
づ
き



1516

第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　

木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 主要地点の風速・風向・気圧の変化

■ 牧田川の氾濫状況 ■ 総雨量分布図

■ 瞬間最大風速分布図

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

第
六
節

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　

行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
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昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
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台
風
災
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復
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誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
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・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
は
、
名
古
屋
市
南
部
を
は
じ
め
と
す
る
伊

勢
湾
周
辺
の
広
い
範
囲
で
浸
水
被
害
を
ひ
き
起
こ
し
、
多
く
の
方
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
内
陸
部
で
も
大
雨
に
よ
る
木
曽
三
川
の
洪
水
で
、
各
地
で

河
川
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
沿
岸
を
襲
っ
た

高
潮
と
木
曽
三
川
の

洪
水
氾
濫

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

紀
伊
水
道
の
南
約
二
〇
〇
㎞
の
海
上
に
達

し
、
ま
す
ま
す
勢
力
を
強
め
、
六
年
前
の

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
伊
勢
湾
沿
岸

に
大
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
第
一
三
号

と
同
様
な
コ
ー
ス
を
辿
り
始
め
ま
し
た
。

　

台
風
第
一
三
号
は
、
潮
岬
の
東
を
通
り

尾
鷲
付
近
を
過
ぎ
て
か
ら
、
や
や
東
向
き

に
進
路
を
変
え
て
伊
勢
湾
口
を
横
断
し
、

知
多
半
島
の
先
端
を
か
す
め
て
三
河
湾
を

北
東
に
縦
断
し
ま
し
た
。
上
陸
時
の
中
心

気
圧
は
九
五
三
hPa
で
し
た
。

　

一
方
、
伊
勢
湾
台
風
は
、
一
八
時
過
ぎ

潮
岬
の
西
方
お
よ
そ
一
五
㎞
の
地
点
に
上

陸
し
、
潮
岬
で
は
最
低
気
圧
九
二
九
．五
hPa

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
に
次
ぐ
戦
後

二
番
目
の
低
い
気
圧
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
一
九
時
に
奈
良
県
と
和
歌
山
県
の

㎞
、
西
側
が
半
径
三
〇
〇
㎞
に
お
よ

び
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
室
戸
台

風
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
枕
崎

台
風
に
次
ぐ
超
大
型
台
風
へ
発
達
し
ま

し
た
。

　

東
海
地
方
で
は
、
前
年
の
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
狩
野
川
台
風
に
よ
っ
て
伊

豆
半
島
が
大
災
害
を
被
り
、
伊
勢
湾
岸
で

も
六
年
前
の
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
は
台
風
一
三
号
が
潮
岬
の
東
に
上
陸
し

伊
勢
湾
・
三
河
湾
で
大
災
害
を
被
り
、
そ

の
災
害
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
東
海
か
ら
近
畿
に
か
け
て

の
沿
岸
域
で
は
、
真
剣
に
台
風
の
進
路
を

見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
が

こ
の
ま
ま
北
進
し
紀
伊
水
道
の
西
側
を
通

過
す
る
と
大
阪
湾
が
、
ま
た
、
東
に
進
路

を
変
え
潮
岬
か
ら
北
東
に
進
む
と
伊
勢
湾

が
、
と
も
に
夜
の
満
潮
時
と
重
な
る
た
め

高
潮
に
よ
る
重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
た

た
め
で
す
。

　
高
潮
災
害
へ
最
悪
の
コ
ー
ス

　　

伊
勢
湾
台
風
は
、
二
六
日
一
四
時
に
は

　

の
ち
に
「
伊
勢
湾
台
風
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
台
風
第
一
五
号
は
、
昭
和

三
四
年
九
月
二
一
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
付
近

で
発
生
し
た
弱
い
熱
帯
性
低
気
圧
が
、
急

速
に
発
達
し
て
二
二
日
九
時
に
は
台
風
第

一
五
号
と
な
り
、
二
六
日
六
時
に
は
、
潮

岬
の
南
南
西
お
よ
そ
五
二
〇
㎞
の
海
上
に

到
達
、
速
度
を
増
し
な
が
ら
毎
時
三
五
㎞

で
北
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
中
心
気
圧
は
九
二
〇
hPa

（
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ

ル
）
、
最
大
風
速
毎
秒

六
〇
m
、
暴
風
圏
は
、

東
側
が
半
径
四
〇
〇

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
発
生

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
死

者
・
行
方
不
明
者
五
〇
九
八
人
の
犠
牲
者

を
出
し
た
大
災
害
で
し
た
。
平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
一
月
の
阪
神
淡
路
大
震
災

発
生
ま
で
は
、
戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と

呼
ば
れ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
た
か
ら
約

三
時
間
の
差

が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、

当
日
の
月
齢

は
二
四
．〇

で
、
小
潮
に

近
い
状
態
で

し
た
。
こ
の

時
の
台
風
の

影
響
を
考
え

な
い
時
の
名
古
屋
港
の
推
定
満
潮
位
は
標

高
〇
．五
八
m
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
最

高
潮
位
発
生
時
の
推
算
潮
位
は
標
高
〇
．

三
四
m
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
水
面
は
一
定
で
は
な
く
常
に
変
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
海
水
面
の
変
動

は
、
地
球
・
月
・
太
陽
の
位
置
の
変
化
に

と
も
な
う
半
月
周
期
の
変
動
と
、
半
日
周

期
の
変
動
が
あ
り
ま
す
。

　

半
月
周
期
の
変
動
で
は
、
一
日
の
潮
位

差
が
最
も
大
き
い
時
を
大
潮
と
言
い
、
新

月
（
旧
暦
一
日
）
と
望
月
（
満
月
の
異
称

で
旧
暦
一
五
日
）
に
起
こ
り
、
満
潮
位
が

最
も
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
上
弦
や
下
弦

で
は
、
一
日
の
潮
位
差
が
小
さ
く
小
潮
と

呼
び
、
満
潮
位
も
低
く
な
り
ま
す
。

　

半
日
周
期
の
変
動
で
は
、
月
や
太
陽
が

最
大
高
度
と
な
る
時
間
付
近
で
発
生
し
ま

す
が
、
そ
の
周
期
は
一
二
時
間
二
五
分
程
度

で
す
。

　

従
っ
て
、
海
水
面
が
高
い
大
潮
の
満
潮
時

に
台
風
が
接
近
す
る
と
、
大
き
な
高
潮
と

な
り
、
干
潮
時
で
は
潮
位
が
低
く
高
潮
の

影
響
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
の
名
古
屋
港
の

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま

上
陸
し
た
最
初
の
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
で
し

た
。
最
低
気
圧
は
八
九
五
hPa
、
潮
岬
へ
の
上

陸
時
は
九
二
九
hPa
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

三
六
年
（
一
九
六
一
）
に
は
第
二
室
戸
台
風

が
発
生
し
、
最
低
気
圧
八
九
〇
hPa
、
上
陸
時

で
は
九
二
五
hPa
を
記
録
し
、
伊
勢
湾
台
風
を

僅
か
に
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
記
録
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
以
降
の
こ
と

で
す
か
ら
、
そ
れ
以
前
の
著
名
な
台
風
と

し
て
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
室
戸

台
風
九
一
一
．六
hPa
、
昭
和
二
〇
年
（
一

九
四
五
）
の
枕
崎
台
風
九
一
六
．三
hPa
が

あ
り
ま
す
。

　
名
古
屋
港
の
満
潮
時
と
三
時
間
差

　

伊
勢
湾
台
風
が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近

し
た
の
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
こ
の

日
の
満
潮
時
間
は
二
七
日
〇
時
四
五
分
で

す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
西
側
を
北

上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け
高
潮
が

起
こ
り
ま
す
。
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に

よ
る
「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
潮

位
偏
差
で
表
さ

れ
ま
す
。

　

吹
き
寄
せ
に

よ
る
海
面
上
昇

は
風
速
の
二
乗

に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る

海
面
上
昇
は
気

圧
が
一
hPa
低
く

な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
台
風
の
進
路
と
最
大
風
速
と
中
心

気
圧
が
高
潮
の
大
き
さ
を
左
右
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
二
六
日
二
一
時
三
五
分
、
名
古
屋
港

で
は
三
．八
九
m
の
潮
位
を
記
録
し
ま
し

た
。
昭
和
二
八
年
第
一
三
号
台
風
の
潮
位

は
二
．三
三
m
で
し
た
か
ら
こ
れ
を
大
き

く
上
ま
わ
り
ま
し
た
。
偏
差
は
三
．五
五

m
で
第
一
三
号
台
風
の
一
．三
一
m
の
実

に
三
倍
の
偏
差
と
な
っ
て
現
れ
ま
し
た
。

　
巨
大
台
風 

類
を
見
な
い
気
圧
の
低
さ

　

木
曽
三
川
下
流
部
を
中
心
と
し
て
半
径
一

五
〇
㎞
の
範
囲
内
に
接
近
し
た
台
風
は
七
七

個
（
一
九
五
一
年
以
降
）
で
、
そ
の
う
ち
最

低
気
圧
が
九
〇
〇
hPa
以
下
の
大
型
台
風
は
、

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
第
二
〇
号
台
風

の
八
七
〇
hPa
を
筆
頭
に
八
個
あ
り
ま
し
た

が
、
多
く
の
台
風
は
上
陸
時
点
で
は
勢
力
を

弱
め
、
中
心
気
圧
も
九
四
五
hPa
以
上
に
上
昇

県
境
に
進
み
、
二
〇
時
に
奈
良
県
中
部
、
二

一
時
に
は
鈴
鹿
峠
付
近
を
通
過
し
て
伊
勢
湾

に
最
も
接
近
し
、
二
二
時
に
は
岐
阜
県
の
西

北
に
達
し
て
、
伊
勢
湾
に
と
っ
て
最
悪
で
あ

る
伊
勢
湾
の
西
側
を
北
東
へ
の
コ
ー
ス
を
と

り
ま
し
た
。
勢
力
は
ほ
と
ん
ど
衰
え
ず
、
中

心
気
圧
は
九
四
五
hPa
で
し
た
。

　

台
風
は
そ
の
後
も
進
路
を
ほ
と
ん
ど
変

え
ず
、
二
三
時
に
は
岐
阜
県
白
川
村
付
近

を
通
り
、
二
七
日
〇
時
に
は
富
山
の
東
を

通
っ
て
中
心
気
圧
は
九
六
〇
hPa
、
毎
時
七

五
㎞
の
速
度
で
日
本
海
に
抜
け
ま
し
た
。

　
異
常
な
高
潮 

三
．八
九
メ
ー
ト
ル

　

こ
の
台
風
で
は
、
岐
阜
で
南
南
東
の
平

均
風
速
毎
秒
三
二
m
、
名
古
屋
で
は
南
南

東
の
平
均
風
速
毎
秒
三
七
m
、
瞬
間
最
大

風
速
は
毎
秒
四
五
．七
m
を
観
測
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
名
古
屋
気
象
台
開
設
以
来
の

記
録
で
し
た
。

　

台
風
が
潮
岬
に
上
陸
し
た
の
が
二
六
日

一
八
時
、
富
山
か
ら
日
本
海
に
抜
け
た
の

が
二
七
日
〇
時
、
実
に
六
時
間
で
中
部
地

方
を
縦
断
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
平
均

速
度
は
毎
時
六
五
㎞
で
し
た
。

　

台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回
り
で

■ 主要地点の風速・風向・気圧の変化

■ 牧田川の氾濫状況 ■ 総雨量分布図

■ 瞬間最大風速分布図

予
定
潮
位
を
見
ま
す
と
、
最
高
満
潮
位
は
標

高
一
．二
九
m
、
月
別
で
は
九
月
、一
〇
月
が
最

も
高
く
、
最
も
低
い
一
月
で
は
標
高
〇
．九
四

m
、
最
低
満
潮
位
は
二
月
、
三
月
で
標
高
〇
．

〇
四
m
と
推
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
干
潮
位
は
、
最
低
干
潮
位
が
標

高
マ
イ
ナ
ス
一
．六
三
m
、
最
高
干
潮
位

が
標
高
〇
．三
五
m
で
、
八
月
、
九
月
が

高
く
、
一
二
月
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
高
満
潮
位
と
最
低
干
潮
位
の
差
は
、

実
に
二
．九
二
m
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
高

潮
の
影
響
を
受
け
る
沿
岸
地
域
で
は
、
台

風
の
通
過
時
間
と
潮
位
の
関
係
は
極
め
て

重
要
な
こ
と
で
す
。

　
内
陸
部
で
は
大
風
水
害

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
河
口
部
の
高
潮
災
害

に
と
ど
ま
ら
ず
、
内
陸
部
に
お
い
て
も
強

風
と
豪
雨
に
よ
っ
て
、
台
風
の
進
路
に
近

い
揖
斐
川
・
長
良
川
を
中
心
に
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
二
六
日
一
八
時
、
台
風
が
潮
岬
の
西
に
上

陸
し
た
頃
、
岐

阜
で
は
気
圧
が

九
八
一
．六
hPa
に

低
下
し
、
北
東

の
風
が
強
ま
り

最
大
風
速
は
毎

秒
一
四
．四
m
を

記
録
し
、
急
速

に
気
圧
が
低
下

す
る
と
と
も

に
、
風
向
も
東

風
か
ら
南
風
に

変
わ
り
、
二
六

日
二
一
時
一
五
分
、
東
南
東
の
瞬
間
最
大
風

速
毎
秒
四
四
．二
m
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

暴
風
は
二
二
時
二
〇
分
、
南
南
東
の
最

大
風
速
毎
秒
三
二
．五
m
を
ピ
ー
ク
に

徐
々
に
低
下
し
ま
し
た
が
、
二
〇
時
か
ら

四
時
間
に
わ
た
っ
て
毎
秒
一
五
m
以
上
の

強
風
が
吹
き
続
け
ま
し
た
。

　

台
風
の
進
路
に
あ
た
っ
た
白
鳥
（
郡
上

市
）
で
は
、
二
三
時
に
最
大
風
速
毎
秒
一

七
．五
m
、
高
山
で
は
、
二
七
日
〇
時
二

九
分
、
瞬
間
最
大
風
速
毎
秒
一
八
．〇
m

を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
強
風
に
よ
る
被
害
は
、
岐
阜
県

下
全
域
に
及
び
、
岐
阜
県
史
上
最
大
の
風
害

と
な
り
ま
し
た
。

　
短
時
間
の
集
中
豪
雨

　
本
州
の
南
に
停
滞
し
て
い
た
前
線
は
、
台

風
の
刺
激
を
受
け
て
活
動
を
始
め
、
三
重
県

南
部
で
は
二
三
日
夜
中
、
濃
尾
平
野
で
も
二

四
日
早
朝
よ
り
降
り
始
め
ま
し
た
。
二
五
日

の
日
中
は
各
地
と
も
小
降
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
夕
方
よ
り
台
風
に
刺
激
さ
れ
て
前
線
の

活
動
が
活
発
と
な
り
、
揖
斐
川
、
長
良
川
流

域
で
は
、
一
時
間
に
三
〇
〜
四
〇
㎜
の
強
い

雨
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
六
日
は
、
暴
風
雨
圏
に
入
る
と
と
も

に
強
い
雨
が
降
り
始
め
、
台
風
の
中
心
が

最
も
近
づ
く
直
前
に
は
、
揖
斐
川
、
長
良

川
の
上
流
域
で
は
、
一
時
間
雨
量
は
七
〇

〜
八
〇
㎜
に
達
し
ま
し
た
。

　

降
雨
量
は
、
台
風
の
進
路
に
近
い
揖
斐

川
・
長
良
川
流
域
に
多
く
、
木
曽
川
流
域

に
少
な
い
「
西
高
東
低
」
で
、
総
降
雨
量

も
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
も
の
の
、
短
時
間

に
降
雨
量
が
集
中
し
、
中
小
河
川
で
の
氾

濫
が
相
次
ぎ
、
揖
斐
川
・
長
良
川
と
も
既

往
最
大
の
洪
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
長
良
川
で
計
画
を
上
ま
わ
る
出
水

　

揖
斐
川
本
流
で
は
、
二
六
日
二
〇
時
五

〇
分
揖
斐
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
上

流
部
で
は
急
激
な
水
位
上
昇
が
あ
り
、
下

流
部
の
河
川
水
位
は
、
警
戒
水
位
を
越
え

て
さ
ら
に
上
昇
す

る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
、
水

防
に
万
全
を
期
す

る
よ
う
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

二
三
時
〇
〇
分

に
は
、
再
び
揖
斐

川
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ
、
計
画
高
水
位

程
度
の
大
出
水
と
な
る
と
し
て
厳
重
な
警

戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部

の
地
区
で
は
計
画
高
水
位
を
越
え
る
既
往

最
大
の
洪
水
と
な
り
、
牧
田
川
で
は
養
老

町
根
古
地
地
先
で
破
堤
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

長
良
川
で
は
や
や
遅
れ
て
、
二
七
日
〇

時
三
〇
分
長
良
川
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
中
・
下
流
部
で
は
警
戒
水
位
を
一
．

五
〜
二
．〇
m
上
ま
わ
る
洪
水
が
見
込
ま

れ
る
と
し
て
厳
重
な
警
戒
を
呼
び
か
け
ま

し
た
が
、
四
時
に
発
令
さ
れ
た
洪
水
警
報

で
は
、
計
画
高
水
位
を
越
え
る
大
洪
水
と

な
る
か
ら
厳
重
な
警
戒
を
す
る
よ
う
に

と
、
洪
水
の
規
模
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
的
に
は
、
岐
阜
市
芥
見
地
先
で
氾

濫
し
た
う
え
に
下
流
部
で
は
計
画
高
水
位

を
越
え
る
大
洪
水
と
な
り
、
岐
阜
市
忠
節

観
測
所
「
で
は
、
計
画
流
量
を
大
き
く
上

ま
わ
る
毎
秒
五
、五
六
〇
㎥
が
観
測
さ

れ
、
上
流
部
の
芥
見
地
先
な
ど
で
の
氾
濫

水
量
を
加
え
る
と
、
既
往
最
大
の
毎
秒

七
、四
〇
〇
㎥
の
洪
水
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　
史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

第
六
節

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　

行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。
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『
伊
勢
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台
風
復
旧
工
事
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昭
和
三
八
年
四
月
一
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建
設
省
中
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建
設
局

『
伊
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台
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誌
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昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
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年
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年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
は
、
名
古
屋
市
南
部
を
は
じ
め
と
す
る
伊

勢
湾
周
辺
の
広
い
範
囲
で
浸
水
被
害
を
ひ
き
起
こ
し
、
多
く
の
方
が

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
内
陸
部
で
も
大
雨
に
よ
る
木
曽
三
川
の
洪
水
で
、
各
地
で

河
川
堤
防
が
決
壊
し
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

伊
勢
湾
沿
岸
を
襲
っ
た

高
潮
と
木
曽
三
川
の

洪
水
氾
濫

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

伊
勢
湾
台
風
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二
編 （Vol.69 2009 W

IN
TER

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
ろ
と
り

　
　
　
　
　
　
　

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

       

ね   

こ  

じ

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く
た
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

き

  

そ 

さ
き

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

よ
こ 

ま 

く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■ 高潮による浸水状況

■ 県別死者・行方不明者数

■ 木曽三川河口部の湛水状況



1718

第
一
章

第
一
章

弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　

史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

■ 行政区別死者行方不明者数

■ 破壊された城南海岸の堤防

■ 東海三県の長期湛水面積

■ 平和観音像 桑名市長島町

■ 東海三県の家屋被害状況

■ 木曽川左岸堤防の破堤 木曽岬町白鷺

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市の被害状況

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　
行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
参
考
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文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

■ 七郷輪中の浸水状況
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弱
点
と
な

り
、
破
堤
、

ま
た
は
決

壊
し
て
い

る
。

（
三
）
高
潮
の
波

の
進
行
方

向
に
直
面

し
て
い
る

堤
防
が
、

甚
大
な
被

災
を
受
け
て
い
る
。

（
四
）
堤
防
の
天
端
と
裏
法
が
芝
張
り
の
た

め
、越
波
が
裏
土
を
え
ぐ
り
、表
護
岸

が
倒
壊
し
て
い
る
箇
所
が
多
い
。古

い
堤
防
で
笹
竹
が
根
を
張
っ
て
い
る

所
で
は
、
流
失
を
免
れ
て
い
る
所
も

あ
る
。

（
五
）
石
張
護
岸
の
上
に
新
し
く
パ
ラ
ペ
ッ

ト（
波
返
し
工
）を
施
し
た
所
は
、
そ

の
継
目
に
亀
裂
ま
た
は
隙
間
が
生

じ
、
こ
の
隙
間
よ
り
吸
い
出
し
作
用

を
受
け
、
破
堤
寸
前
の
も
の
や
決
壊

し
て
い
る
箇
所
も
少
な
く
な
い
。

（
六
）
樋
門
、樋
管
は
大
な
り
小
な
り
、被
害

を
受
け
て
い
る
。

潮
と
波
浪
は
、
伊
勢
湾
内
の
各
所
に
お
い

て
既
設
の
海
岸
堤
防
を
乗
り
越
え
て
侵
入

し
、
堤
防
は
各
所
で
破
堤
、
決
壊
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
昭
和
二
八
年
（
一
九
五

三
）
の
台
風
一
三
号
で
被
害
を
受
け
な

か
っ
た
海
部
海
岸
を
中
心
と
し
た
伊
勢
湾

奥
の
海
岸
は
、
大
き
い
高
潮
に
襲
わ
れ
、

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
の
災
害
の
特
徴
と
し
て
、
一
般

的
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
堤
高
が
低
く
、
天
端
幅
の
小
さ
い
所

ほ
ど
被
災
し
て
い
る
。

（
二
）
法
線
形
が
凸
や
凹
の
カ
ー
ブ
の
所
が

状
況
を
み
る
と
、
昭
和
二
五
年
〜
三
〇

年
ま
で
の
増
加
率
は
、
南
区
三
九
．

九
％
、
港
区
二
六
．八
％
、
北
区
三
五
．

八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
北
区
に
内
陸
工
業
が
発
達
し
、
南

区
・
港
区
が
名
古
屋
港
を
中
心
と
し
た

臨
海
工
業
地
帯
と
し
て
、
成
長
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
伊
勢
湾
北
部
の
臨
海

工
業
地
帯
の
ほ
と
ん
ど
が
、
徳
川
時
代
以

降
に
干
拓
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
、
き
わ
め

て
低
平
地
で
あ
っ
た
た
め
、
伊
勢
湾
台
風

襲
来
に
際
し
、
台
風
史
上
最
大
級
の
被
害

を
受
け
た
主
な
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
海
岸
及
び
河
川

堤
防
の
被
害
は
愛
知
県
と
三

重
県
に
集
中
し
、
破
堤
は
一

一
五
箇
所
、
被
害
総
額
は
三

六
〇
億
円
（
現
在
の
価
値
で

一
、
六
七
〇
億
円
）
に
も
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
の

一
つ
は
、
高
潮
に
よ
る
被

害
が
、
わ
が
国
の
災
害
史

上
で
も
最
大
で
あ
っ
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
高

　
伊
勢
湾
台
風
前
史

　

伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
の
工
業
面
で
の
飛
躍

的
な
成
長
が
始
ま
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
以
降
の
こ
と
で
し
た
。
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
終
戦
後
の
復
興
期
、
名
古

屋
市
・
四
日
市
市
の
港
湾
の
整
備
が
進

み
、
ま
た
、
木
曽
三
川
か
ら
得
ら
れ
る
豊

富
な
工
業
用
水
や
電
力
を
背
景
と
し
て
、

わ
が
国
で
も
最
も
伸
び
率
の
高
い
地
域
の

一
つ
と
し
て
、
奇
跡
的
と
も
い
わ
れ
た
経

済
成
長
の
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　

ま
た
対
外
貿
易
に
お
い
て
も
、
名
古

屋
・
四
日
市
両
港
は
、
日
本
の
代
表
港
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
中
部
工

業
地
帯
の
繁
栄
を
背
景
に
、
そ
の
出
荷
指

数
の
伸
び
は
群
を
抜
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
急
激
な
伸
展
と
と
も
に
、

労
働
力
が
流
入
し
、
著
し
く
人
口
は
増
加

し
ま
し
た
。
主
と
し
て
、
名
古
屋
市
及
び

そ
の
周
辺
、
一
宮
・
尾
西
方
面
の
繊
維
工

業
、
豊
田
・
刈
谷
の
自
動
車
工
業
、
四
日

市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
を
中
心
と
す

る
各
産
業
都
市
に
人
口
が
集
中
し
、
急
増

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
に
焦
点
を
合
わ
せ
人
口
増
加

《
中
勢
地
区
》

中
勢
地
区
の
津
・
松
阪
の
海
岸
堤
防
は
、

一
三
号
台
風
の
復
旧
工
事
に
よ
り
改
良
さ

れ
、
潮
位
も
台
風
一
三
号
よ
り
低
か
っ
た

の
で
、
被
害
は
少
な
く
て
す
み
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
の
被
災
状
況

　

河
川
堤
防
の
被
災
の
特
徴
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
一
）
海
岸
堤
防
の

取
付
け
と

し
て
三
面

張
コ
ン
ク

リ
ー
ト
堤

と
し
て
い
た

箇
所
の
被

害
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

（
二
）堤
防
部
の
構

造
上
の
弱

点
箇
所
は

被
災
程
度

が
大
き
い
。

・
構
造
物
の
上
下
流
側

・
海
岸
堤
防
な
ど
の
取
付
部

・
堤
防
高
の
不
足
ま
た
は
被
覆
の
劣

  

る
も
の

（
三
）
最
大
風
速
時
の
風
向
に
直
角
に
近
い

堤
防
法
線
部
で
は
被
災
の
程
度
が
大

き
い
。

（
四
）
前
面
に
か
な
り
の
高
水
敷
、
ま
た
は

波
力
を
阻
害
す
る
竹
、
灌
木
が
あ
る

場
合
の
被
害
は
比
較
的
少
な
い
。

（
五
）
土
堤
に
樹
木
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

風
に
よ
っ
て
樹
木
が
揺
れ
る
の
で
堤

き
出
し
、
こ
れ
と
一
緒
に
土
砂
を
運
び
出

し
て
空
洞
を
つ
く
り
、
次
第
に
通
水
量
と

水
圧
を
増
し
て
、
表
法
を
破
壊
に
導
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

海
水
が
堤
内
に
流
れ
込
む
時
の
流
速
は

非
常
に
速
く
、
破
堤
し
た
箇
所
で
は
、

深
掘
れ
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

潮
の
引
き
際
や
、
そ
の
後
の
干
満
の
た

び
に
、
狭
い
破
堤
口
を
大
量
の
海
水
が

出
入
り
し
、
深
掘
れ
を
さ
ら
に
進
行
さ

せ
ま
し
た
。

《
城
南
海
岸
堤
》

　

こ
の
堤
防
は
、
昭
和
二
一
〜
二
七
年

頃
、
建
設
省
直
轄
と
し
て
施
工
さ
れ
た

海
岸
堤
防
で
、
五
．五
m
の
堤
防
高
で
し

た
。
当
時
の
記
録
か
ら
考
え
れ
ば
五
．

五
m
を
越
す
高
潮
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
記
録
を
破
る
高
潮
に
襲
わ

れ
、
し
か
も
堤
防
法
線
が
高
潮
波
の
進

行
方
向
に
直
角
な
た
め
、
ま
と
も
に
高

潮
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
痕
跡
を
み
る

と
堤
防
上
一
〇
〜
二
〇
cm
位
は
越
え
て

い
る
よ
う
で
、
こ
の
越
水
、
越
波
に

よ
っ
て
、
被
覆
し
て
い
な
い
天
端
と
裏

法
が
崩
壊
し
、
つ
い
に
は
胸
壁
の
下
が

え
ぐ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
護
岸
が
崩
壊

し
、
破
堤
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

《
木
曽
岬
沿
岸
》

　

木
曽
岬
沿
岸
は
、
被
災
前
に
は
堤
防
前

面
に
家
屋
が
密
集
し
て
い
ま
し
た
。
低
い

堤
防
、
小
さ
な
断
面
の
悪
条
件
に
加
え
、

護
岸
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

波
浪
と
高
潮
に
よ
っ
て
、
堤
防
は
一
瞬
に

し
て
全
延
長
に
わ
た
り
破
堤
し
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

ト
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
堤
体
土

の
流
失
と
共
に
法
張
り
が
破
壊
流
失
し
て

ゆ
き
、
つ
い
に
基
礎
地
盤
に
ま
で
及
び
ま

し
た
。

　

石
張
り
ま
た
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
法
面
に

パ
ラ
ペ
ッ
ト
が
施
工
さ
れ
て
い
る
部
分
で

は
、
波
力
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
破
壊
さ
れ
た

場
合
も
あ
り
ま
し
た
が
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
が

傾
倒
し
て
、
表
法
張
り
と
の
接
続
部
を
破

損
さ
せ
、
パ
ラ
ペ
ッ
ト
裏
に
越
波
し
た
海

水
や
落
下
す
る
海
水
が
パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
裏

か
ら
継
目
の
空
き
を
通
っ
て
、
表
側
に
吹

　
海
岸
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
三
河
湾
沿
岸
》

　

台
風
の
中
心
か
ら
離
れ
て
い
た
た
め
、

比
較
的
潮
位
も
低
く
、
大
き
な
被
害
は
受

け
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
南
陽
・
海
部
・
鍋
田
・
長
島
・
川
越
海
岸
》

　

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
の
は
こ
れ

ら
の
海
岸
堤
防
で
、
越
波
ま
た
は
打
ち
上

げ
ら
れ
た
波
し
ぶ
き
の
急
激
な
落
下
に
よ

り
、
堤
防
天
端
か
ら
裏
法
に
か
け
て
堤
防

本
体
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
次
に
パ
ラ
ペ
ッ

防
の
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。

（
六
）
決
壊
部
に
お
い
て
み
ら
れ
る
特
色
で

あ
る
が
、
護
岸
高
に
も
関
連
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
最
高
高
潮
位

が
川
表
決
壊
高
と
な
ん
ら
か
の
関
連

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
河
川
堤
防
の
地
区
別
被
害
状
況

《
木
曽
川
左
岸
一
．八
〜
三
．〇
㎞
》

　

溢
流
及
び
越
波
に
よ
っ
て
、
表
法
肩
及

び
裏
法
肩
か
ら
崩
壊
し
、
樋
管
な
ど
の
構

造
物
の
設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
ほ
と
ん

ど
破
堤
し
ま
し
た
。

《
木
曽
川
左
岸
三
．〇
〜
五
．〇
㎞
》

　

特
に
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
一
二

月
頃
に
施
工
さ
れ
た
嵩
上
げ
工
事
で
は
、

砂
盛
土
で
表
土
被
覆
も
な
い
た
め
、
越
波

に
よ
り
洗
掘
さ
れ
、
決
壊
及
び
破
堤
し
ま

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．〇
〜
〇
．六
㎞
》

　

昭
和
二
八
年
〜
三
〇
年
の
災
害
復
旧
工

事
の
成
果
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て

い
ま
し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

高
潮
と
波
浪
は
堤
防
を
溢
流
し
、
裏
法

肩
よ
り
崩
壊
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
破
堤
し

て
、
護
岸
の
基
礎
部
分
が
残
っ
た
程
度
で

し
た
。

《
木
曽
川
右
岸
二
．〇
〜
四
．〇
㎞
》

　

災
害
前
に
築
堤
工
事
が
進
め
ら
れ
、
破

堤
は
免
れ
ま
し
た
が
、
波
浪
に
よ
り
川
表

法
面
は
浸
食
を
受
け
、
天
端
は
わ
ず
か
一

m
前
後
が
残
る
程
度
で
し
た
。

《
長
良
川
左
岸
二
．八
〜
四
．四
㎞
》

　

堤
防
の
低
い
箇
所
で
は
溢
流
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
付
近
の
堤
防
表
法
面
に
は
竹

が
密
生
し
て
い
た
の
で
波
浪
を
減
殺
し
て

お
り
、
裏
法
肩
及
び
天
端
を
洗
掘
程
度
で

す
み
ま
し
た
。

《
揖
斐
川
左
岸
〇
．八
〜
二
．六
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
付
近
で
は
、
被
災
前
に
拡

幅
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
し
た
が
、

川
裏
法
先
が
養
魚
池
と
な
っ
て
お
り
、
か

な
り
水
深
も
あ
っ
た
の
で
、
川
裏
か
ら
崩

壊
し
て
い
ま
す
。

《
揖
斐
川
右
岸
〇
．六
〜
二
．〇
㎞
》

　

揖
斐
川
河
口
導
水
堤
工
事
と
し
て
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
〇
年
に
は
ほ
ぼ
計
画
断
面

で
施
工
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
高
潮
位
ま

で
の
護
岸
が
な
く
、
上
部
の
築
堤
は
ほ
と

ん
が
侵
食
さ
れ
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
発
行

れ
た
鍋
田
干
拓
地
で
は
、
昭
和
三
一
年
（
一
九

五
六
）
か
ら
入
植
が
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
海
岸
堤
防
が
完
全
に
破
壊
さ
れ
、
入
植

者
一
六
四
戸
三
一
八
人
の
う
ち
三
三
戸
で
家

族
全
員
が
亡
く
な
る
な
ど
、
入
植
者
の
四

二
％
に
あ
た
る
一
三
三
人
の
方
が
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。

　
一
方
、
木
曽
三
川
河
口
の
木
曽
岬
村
（
現
木

曽
岬
町
）で
は
、
海
岸
堤
防
の
す
べ
て
が
破
壊

さ
れ
三
二
八
人
の
方
々
が
高
潮
の
犠
牲
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
と
長
良
川
に
囲

ま
れ
た
長
島
町
（
現
桑
名
市
長
島
町
）
で
も

三
八
三
人
の
方
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
寸
断
さ
れ
た
海
岸
堤
防

　

九
月
二
六
日
、
台
風
の
進
行
と
と
も
に

湾
口
か
ら
湾
奥
へ
向
け
て
高
潮
が
押
し
寄

せ
て
き
ま
し
た
。
湾
口
の
志
摩
市
浜
島
で

二
．〇
m
を
記
録
し
た
高
潮
は
、
松
阪
で
は

二
．二
二
m
へ
上
昇
し
、
一
九
時
に
は
津
で

二
．五
四
m
、
二
一
時
一
〇
分
に
は
四
日
市

で
三
．二
九
m
、
木
曽
川
河
口
の
横
満
蔵
観

測
所
で
三
．五
二
m
に
拡
大
し
、
二
一
時
三

五
分
湾
奥
の
名
古
屋
港
で
は
三
．八
九
m
を

記
録
し
ま
し
た
。
こ
の
高
潮
は
、
各
地
で

海
岸
堤
防
を
越
え
て
破
堤
を
引
き
起
こ
し

い
か
か
っ
た
こ
と
と
、
貯
木
場
の
木
材
な
ど

が
流
材
と
な
っ
て
激
流
に
加
わ
り
、
そ
の
破

壊
力
を
増

加
さ
せ
た

こ
と
が
原

因
と
言
わ

れ
て
い
ま

す
。
　

弥
冨
市

の
海
岸
部

に
開
発
さ

　

史
上
最
大
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
全
国
に
わ

た
り
そ
の
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
死
者
・
行

方
不
明
者
が
発
生
し
た
府
県
は
、
南
は
愛
媛

県
・
広
島
県
か
ら
北
は
北
海
道
ま
で
の
三
二

都
道
府
県
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
台

風
被
害
の
中
心
と
な
っ
た
東
海
地
方
の
被
害

額
は
約
五
五
四
二
億
円
、
死
者
・
行
方
不
明

者
は
、
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
の
三
県
で
四
七

五
五
人
に
の
ぼ
り
全
国
の
九
三
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
伊
勢
湾
周
辺
が

い
か
に
激
甚
な
災
害
を
蒙
っ
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。

　

最
高
の
高
潮
が
発
生
し
た
伊
勢
湾
奥
に
位

置
し
た
名
古
屋
市
南
区
・
港
区
で
は
、一
七

九
二
人
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
人
口
密
集
地
に
史
上
最
大
の
高
潮
が
襲

■ 行政区別死者行方不明者数

■ 破壊された城南海岸の堤防

■ 東海三県の長期湛水面積

■ 平和観音像 桑名市長島町

■ 東海三県の家屋被害状況

■ 木曽川左岸堤防の破堤 木曽岬町白鷺

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市芥見の破堤状況

■ 岐阜市の被害状況

れ
、
長
島
輪
中
は
完
全
に
水
没
し
長
島
町
全

域
が
海
と
同
様
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て

多
く
の
家
屋
が
破
壊
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら

の
浮
遊
物
が
凶
器
と
な
っ
て
多
く
の
人
命
や

家
屋
を
破
壊
し
ま
し
た
。

　
行
政
区
人
口
に
対
す
る
死
者
行
方
不
明
者

の
割
合
は
、
木
曽
岬
村
が
一
〇
．九
六
％
で

最
も
高
く
、
長
島
町
で
は
、
鎌
ヶ
池
地
区
で

九
四
人
の
う
ち
三
三
人
が
亡
く
な
り
、
全
町

で
は
二
二
世
帯
で
家
族
全
員
が
亡
く
な
る
な

ど
、
人
口
八
七
〇
八
人
に
対
し
て
三
八
三
人

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
家
屋
の
損
傷
は
、

全
世
帯
一
六
七
四
に
対
し
て
無
傷
の
家
屋
は

僅
か
二
四
三
世
帯
で
し
た
。

　
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
河
川
災
害

　　

伊
勢
湾
台
風
は
高
潮
災
害
の
み
で
は
な

く
、
台
風
が
通
過
し
た
三
重
県
・
岐
阜
県

の
内
陸
部
に
お
い
て
も
、
強
風
・
豪
雨
に

よ
る
激
甚
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
三
重
県
・
岐
阜
県
共
に
異
例
の
県

下
全
市
町
村
に
対
す
る
災
害
救
助
法
を
発

令
し
ま
し
た
。

　

災
害
の
原
因
と
な
る
降
雨
量
は
、
台
風
の

進
路
上
の
長
良
川
・
揖
斐
川
流
域
に
多
く
、

木
曽
川
流
域
で
は
や
や
少
な
い
傾
向
を
み
せ

ま
し
た
が
、
飛
騨
川
上
流
の
久
々
野
観
測
所

水
が
極
め
て
困
難

な
地
域
で
す
。

　

海
岸
堤
防
や
河

川
堤
防
を
破
壊
し

た
高
潮
は
、
そ
の

異
常
潮
位
と
高
波

に
よ
る
強
烈
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ

て
津
島
市
付
近
に

ま
で
侵
入
し
、
七

日
以
上
に
わ
た
っ
て
約
三

七
二
〇
〇
ha
の
土
地
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

土
地
で
は
高
潮
が
衰
退
し

た
後
も
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地

帯
の
た
め
、
海
面
と
同
様

に
潮
汐
の
影
響
を
受
け
湛

水
し
、
復
旧
工
事
に
よ
っ
て

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の

破
堤
口
が
締
め
切
ら
れ
て
、
湛
水
が
排
除
さ

れ
る
ま
で
浸
水
被
害
が
継
続
し
ま
し
た
。

　

河
川
堤
防
の
最
後
の
締
め
切
り
口
と

な
っ
た
長
島
町
白
鶏
地
先
で
は
、
一
一
月

一
八
日
一
六
時
三
〇
分
仮
締
め
切
り
が
完

成
し
、
翌
年
一
月
五
日
に
排
水
が
完
了
す

る
ま
で
実
に
一
〇
二
日
に
わ
た
る
長
期
湛

水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
し
た
長
島
輪
中

　

最
後
の
締
め
切
り
地
と
な
っ
た
長
島
町

（
現
桑
名
市
長
島
町
）
は
、
木
曽
川
と
長
良

川
・
揖
斐
川
に
囲
ま
れ
た
輪
中
の
町
で
す
。
台

風
に
伴
っ
て
押
し
寄
せ
る
高
潮
に
よ
っ
て
海
岸

堤
二
箇
所
、
木
曽
川
河
川
堤
防
五
箇
所
、
長

良
川
・
揖
斐
川
河
川
堤
防
八
箇
所
が
破
壊
さ

愛
西
市
）
で
は
二
六
日

二
一
時
か
ら
二
二
時
の

間
に
木
曽
川
で
標
高
四
．

二
七
m
、
長
良
川
で
標

高
四
．一
二
m
を
記
録

し
、
さ
ら
に
河
口
か
ら

約
二
四
㎞
地
点
の
成
戸

（
岐
阜
県
海
津
市
）
に

お
い
て
も
木
曽
川
で
標

高
五
．三
七
m
、
長
良
川

で
五
．一
九
m
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
に
よ
っ
て

河
口
部
の
各
所
で
河
川
堤
防
を
破
壊
す
る

と
と
も
に
多
く
の
樋
門
・
樋
管
を
も
破
壊

し
て
、
海
水
が
流
れ
込
み
輪
中
地
帯
を
水

没
さ
せ
ま
し
た
。
揖
斐
川
右
岸
の
桑
名
市

で
は
、
桑
名
市
地
蔵
地
先
で
一
〇
〇
m
、

河
口
か
ら
六
．四
㎞
上
流
の
桑
名
市
上
之
輪

地
先
で
四
〇
m
を
破
堤
さ
せ
、
城
南
干
拓

地
を
含
め
て
一、三
一
〇
ha
に
浸
水
、
激
流

に
よ
っ
て
一
九
八
人
の
人
命
を
奪
い
、

二
、
三
〇
一
戸
の
家
屋
を
破
壊
し
、
罹
災

戸
数
は
七
九
一
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
百
日
に
及
ぶ
長
期
湛
水

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯

は
、
か
つ
て
は
葭
原
が
広
が
る
低
湿
地
で
し

た
。
現
在
の
海
岸
線
よ
り
五
〜
一
〇
㎞
の
範

囲
の
土
地
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
拓
地
と
し

て
開
発
さ
れ
、
度
重
な
る
高
潮
洪
水
の
脅
威

と
闘
っ
て
き
た
地
域
で
す
。

　

木
曽
川
の
感
潮
域
が
河
口
か
ら
約
二
五
㎞

付
近
に
ま
で
及
ん
で
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の

低
湿
地
の
大
部
分
は
満
潮
面
以
下
で
自
然
排

ま
し
た
。
海
部
郡
飛
島
村
で
は
二

六
日
二
〇
時
に
浸
水
が
始
ま
り
、

名
古
屋
市
港
区
で
も
二
〇
時
過
ぎ

に
は
広
範
囲
に
浸
水
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　
木
曽
川
河
口
の
導
流
堤
工
事
に
従
事
し
て

い
た
建
設
省
職
員
の
体
験
に
よ
る
と
、
二
六

日
二
〇
時
過
ぎ
に
は
桑
名
市
城
南
干
拓
地
の

員
弁
川
左
岸
堤
防
の
上
を
高
潮
が
越
え
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
そ
う
し
て
ま
も
な
く
城
南

海
岸
の
堤
防
が
破
堤
し
、
城
南
干
拓
地
へ
高

潮
が
浸
入
す
る
と
と
も
に
、
各
地
で
海
岸
堤

の
破
堤
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
長
島
町
を
守
る
海
岸
堤
防
は
、
明
治
改
修

を
契
機
と
し
て
再
墾
さ
れ
た
松
蔭
新
田
の
一

六
〇
〇
m
の
輪
中
堤
で
す
が
、
押
し
寄
せ
る

高
潮
に
よ
っ
て
二
箇
所
が
破
堤
し
、
奔
流
と

な
っ
た
海
水
が
一
気
に
輪
中
内
を
押
し
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
木
曽
川
左
岸
の
木
曽
岬
村

で
は
、
海
岸
堤
防
一
〇
九
〇
m
が
全
壊
し
、

高
潮
が
村
内
を
押
し
流
し
ま
し
た
。

　
河
川
を
遡
上
す
る
高
潮

　
史
上
最
大
の
高
潮
は
、
木
曽
三
川
を
遡
上

し
河
口
よ
り
約
一
二
㎞
の
船
頭
平
（
愛
知
県

　

揖
斐
川
上
流

で
は
、
徳
山
観

測
所
で
の
二
六

日
二
〇
時
か
ら

二
一
時
ま
で
七

二
．五
㎜
の
短
時

間
豪
雨
を
含

め
、
二
四
日
か

ら
二
六
日
ま
で

に
川
上
観
測
所

四
五
〇
㎜
、
樽
見
観
測
所
三
九
九
㎜
の
強

い
降
雨
が
あ
り
、
揖
斐
川
町
岡
島
で
一
九

時
頃
か
ら
急
に
増
水
し
二
七
日
一
時
二
五

分
四
．七
五
m
の
既
往
最
高
、
牧
田
川
沿
い

の
養
老
町
池
辺
観
測
所
で
一
時
三
〇
分
八
．

三
四
m
の
既
往
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
揖
斐
川
・
牧
田
川
の
水
位
の
上
昇
に
伴
い

養
老
町
根
古
地
地
先
で
は
緊
張
感
が
極
限
に

達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
地
点
は
八
月
一
三

日
の
七
号
台
風
に
よ
り
破
堤
氾
濫
し
、
こ
の

九
月
二
〇
日
に
仮
締
め
切
り
が
完
了
し
、
鋭

意
復
旧
工
事
が
施
工
中
で
し
た
。

　

し
か
し
、
必
死
の
水
防
作
業
も
む
な
し

く
、
二
七
日
一
時
四
二
分
、
八
月
と
同
じ
箇

所
が
再
度
破
堤
し
、
濁
流
は
多
芸
輪
中
一
円

に
流
れ
込
み
約
二
九
一
三
ha
に
氾
濫
し
、
最

大
湛
水
深
は
約
五
m
、
三
四
日
間
に
わ
た
っ

て
水
没
さ
せ
、
一
七
七
一
戸
、
九
七
八
一
名

に
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　
多
度
川
氾
濫
　
七
郷
輪
中
水
没

　

台
風
の
接
近
と
共
に
二
六
日
一
九
時
頃
よ

り
風
雨
が
激
し
く
な
り
、
多
度
川
の
増
水
が

始
ま
り
ま
し
た
。二
〇
時
過
ぎ
に
は
、八
月
の

七
号
台
風
に
よ
り
決
壊
し
、
漸
く
仮
復
旧
を

終
え
た
ば
か
り
の

多
度
町
上
之
郷

地
先
で
堤
防
が
再

び
決
壊
し
、
濁
流

は
一
気
に
七
郷
輪

中
に
流
れ
込
み
ま

し
た
。

　

輪
中
内
に
流

れ
込
ん
だ
濁
流

は
、
二
七
日
二
時

に
は
八
月
の
台
風
七
号
に
よ
る
被
災
水
位
を

突
破
し
て
、
東
福
永
地
区
の
家
屋
は
二
階
ま

で
浸
水
し
ま
し
た
。こ
の
た
め
七
郷
輪
中
二
六

〇
ha
が
完
全
に
水
没
し
、
地
区
民
は
、
輪
中

の
外
に
あ
っ
た
七
取
小
学
校
（
現
多
度
北
小

学
校
）に
避
難
し
ま
し
た
。二
八
日
に
は
破
堤

口
の
締
め
切
り
復
旧
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
既
設
お
よ
び
臨
時
の
排
水
機
に
よ
り
排

水
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
浸
水
期
間
は
、一

〇
月
一
七
日
に
完
了
す
る
ま
で
の
二
〇
日
間
に

及
び
ま
し
た
。

❋
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引
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文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36 

年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　

三
重
県

『
岐
阜
市
史
』　

通
史
編
現
代

　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

で
は
、
一
時
間
雨
量
三
八
．五
㎜
を
含
み
二

四
日
か
ら
二
六
日
ま
で
の
三
日
間
に
二
〇
〇

㎜
の
降
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
木
曽
川
は
、
二
六
日
二
〇
時
頃
か
ら
急
激

に
増
水
を
始
め
、
二
七
日
六
時
三
〇
分
に

は
、
木
曽
川
鵜
沼
観
測
所
の
水
位
は
六
．四

〇
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
地
点
の

既
往
最
高
水
位
六
．六
五
m
に
た
い
し
て
、

あ
と
〇
．二
五
m
に
迫
る
洪
水
位
で
し
た
。

　
一
方
、
長
良
川
流
域
で
は
板
取
観
測
所
で

四
〇
五
㎜
、
揖
斐
川
流
域
の
上
流
川
上
観
測

所
で
も
四
五
〇
㎜
（
い
ず
れ
も
二
四
日
か
ら

二
六
日
の
三
日
間
雨
量
）
と
な
り
、
計
画
高

水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
位
を
上
ま
わ
る
既

往
最
高
洪
水
を
記
録
し
、
本
川
に
流
入
す
る

支
川
を
含
め
て
各
地
で
氾
濫
し
ま
し
た
。

　

下
流
部
の
成
戸
観
測
所
で
は
、
高
潮
の

ピ
ー
ク
か
ら
約
一
一
時
間
遅
れ
た
二
七
日

八
時
に
は
、
計
画
高
水
位
を
〇
．三
四
m
上

ま
わ
る
五
．八
三
m
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
高
潮
に
よ
る
水
位
よ
り
も
一
．五
一

m
も
高
い
水
位
で
し
た
。

　
こ
の
た
め
高
須
輪
中
・
桑
原
輪
中
な
ど
の

各
輪
中
は
排
水
不
良
と
な
り
、
各
地
で
内
水

湛
水
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
岐
阜

県
内
の
内
水
湛
水
面
積
は
、
一
三
〇
五
四
ha

に
及
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
湛
水
日
数
が

七
日
以
上
の
区
域
は
八
一
一
二
ha
に
及
び
、

愛
知
県
内
の
高
潮
に
よ
る
湛
水
面
積
二
三
、

一
一
九
ha
に
比
較
し
て
そ
の
範
囲
の
大
き
さ

が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
長
良
川
芥
見
で
氾
濫

　

長
良
川
上
流
部
で
は
台
風
の
通
過
に
伴

い
強
い
雨
と
な
り
、
板
取
観
測
所
で
は
、

二
六
日
二
一
時
か

ら
二
二
時
の
時
間

雨
量
六
六
㎜
を
含

め
二
五
日
か
ら
二

六
日
の
二
日
間
雨

量
は
三
八
三
㎜
に

達
す
る
強
い
降
雨

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
長
良
川

は
急
激
に
増
水

し
、
岐
阜
市
忠

節
観
測
所
で
は

二
一
時
頃
か
ら

急
激
に
水
位
上

昇
、
最
高
水
位

は
五
・
五
m
に

達
し
ま
し
た
。

　
板
取
川
・
武
儀
川
な
ど
各
支
川
で
破
堤
氾

濫
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
二
七
日
午
前
二
時

頃
に
は
、
長
良
川
本
川
藍
川
橋
の
上
下
流
で

長
良
川
左
右
岸
が
破
堤
し
、
氾
濫
域
は
岐
阜

市
芥
見
・
加
野
・
三
輪
な
ど
約
六
〇
〇
ha
に

達
し
、
芥
見
で
は
死
者
行
方
不
明
六
名
、
全

壊
流
失
家
屋
四
三
戸
、
床
上
浸
水
三
八
八
戸

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
濁
流
は
岐
阜
市
市
街
地
に
お
い

て
も
堤
防
を
溢
水
し
、
左
岸
側
で
は
松
ヶ

枝
町
や
梶
川
町
、
右
岸
側
で
は
長
良
北
町

か
ら
長
良
平
和
通
り
ま
で
に
及
び
ま
し

た
。
こ
の
た
め
家
屋
被
害
は
、
本
荘
校
区

の
一
、五
一
九
戸
、
長
良
校
区
の
一
三
四

九
戸
を
中
心
に
し
て
岐
阜
市
全
域
で
六
、

八
七
八
戸
に
及
び
ま
し
た
。

　
根
古
地
で
牧
田
川
破
堤

■ 七郷輪中の浸水状況
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■ 木曽三川河口部の状況
　 「陸上自衛隊撮影」「中部地区自然災害科学資料センター提供」

拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 東京湾・伊勢湾・大阪湾の湾形状の比較

伊
勢
湾
台
風
で
は
非
常
に
多
く
の
犠
牲
者
・
流
失
家
屋
が
で
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
伊
勢
湾
の
形
状
な
ど
悪
い
自
然
条
件
の
重
な
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
堤
防
の
強
度
や
避
難
体
制
な
ど
当
時
の
水
準
が
低

か
っ
た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

被
害
が
拡
大
し
た
背
景
と

当
時
の
防
災
施
設
・

避
難
体
制

第
七
節

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
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献
❋
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■ 木曽三川河口部の状況
　 「陸上自衛隊撮影」「中部地区自然災害科学資料センター提供」

拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 東京湾・伊勢湾・大阪湾の湾形状の比較

伊
勢
湾
台
風
で
は
非
常
に
多
く
の
犠
牲
者
・
流
失
家
屋
が
で
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
伊
勢
湾
の
形
状
な
ど
悪
い
自
然
条
件
の
重
な
り
も

あ
り
ま
し
た
が
、
堤
防
の
強
度
や
避
難
体
制
な
ど
当
時
の
水
準
が
低

か
っ
た
こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。

被
害
が
拡
大
し
た
背
景
と

当
時
の
防
災
施
設
・

避
難
体
制

第
七
節

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
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拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊状況

■ 羽島市桑原輪中の湛水状況 ■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊断面図

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
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『
伊
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台
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台
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昭
和
四
〇
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一
二
月　
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阜
県

『
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の
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』　
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県

『
岐
阜
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史　

通
史
編
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代
』　

昭
和
五
六
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一
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岐
阜
市

『
伊
勢
湾
台
風
報
告
書
』　

平
成
二
〇
年
三
月　

中
央
防
災
会
議

げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

三
重
県
長
島
町
や
桑
名
市
の
城
南
干
拓
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
も
最
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
所
。

高
潮
と
波
浪
は
、
一
瞬
に
し
て
、
海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
を
破
堤
さ
せ
、

多
く
の
人
命
や
財
産
を
呑
み
込
ん
だ
。

そ
ん
な
惨
状
の
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

[

座
談
会
﹈　

　

被
災
者
が
語
る

　

伊
勢
湾
台
風
の
猛
威

第
八
節

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿
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拓
地
地
帯
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

往
古
の
濃
尾
平
野
は
土
砂
堆
積
に
よ
る

平
野
形
成
期
に
あ
り
、
河
川
は
乱
流
し
て

不
安
定
な
土
地
で
し
た
。
こ
の
た
め
古
道

の
東
山
道
・
中
山
道
は
濃
尾
平
野
の
北
限

を
通
っ
て
中
部
山
岳
地
帯
に
通
じ
、
ま
た

鎌
倉
街
道
は
自
然
堤
防
地
帯
を
通
過
し
て

い
る
よ
う
に
濃
尾
平
野
の
比
較
的
安
定
し

た
地
域
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
京
都
へ
の
最
短
距
離
を
目
指
し
な
が

ら
も
、
濃
尾
平
野
下
流
部
の
横
断
が
極
め

潮
の
被
害
を
大
き
く
す
る
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
木
曽
三
川
河
口
か
ら
名
古

屋
港
に
か
け
て
存
在
す
る
広
大
な
干
拓
地

で
す
。
後
氷
河
期
に
は
縄
文
海
進
と
呼
ば

れ
る
海
面
の
上
昇
に
よ
っ
て
濃
尾
平
野
一

帯
は
海
で
し
た
。
そ
こ
に
木
曽
三
川
か
ら

の
流
出
土
砂
が
堆
積
し
現
在
の
平
野
が
形

成
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
濃
尾
平
野
の
地
形
は
、
上
流
の
高

標
高
部
よ
り
、
扇
状
地
地
帯
、
自
然
堤

防
・
後
背
湿
地
地
帯
、
三
角
州
地
帯
、
干

て
い
る
東
京
湾
や
大
阪
湾
と
比
べ
て
、
伊

勢
湾
は
①
④
⑤
の
要
因
で
は
大
き
な
差
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
②
の
湾
内
に
流
入
す
る

海
水
量
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
の
平
面
地

形
は
、
湾
口
が
南
に
開
き
、
か
つ
十
分
な

広
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
外
洋
の
海

水
が
流
入
し
や
す
く
、
高
潮
を
発
達
さ
せ

る
素
因
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

③
の
吸
送
流
の
吹
き
寄
せ
に
つ
い
て

は
、
水
深
が
浅
い
湾
ほ
ど
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
伊
勢
湾
の
平
均
水
深
は
二
〇
m

で
、
東
京
湾
の
四
五
m
、
大
阪
湾
の
三
〇

m
に
比
べ
て
相
当
に
浅
く
、
東
京
湾
や
大

阪
湾
に
比
べ
て
高
潮
を
大
き
く
発
達
さ
せ

る
要
件
を
備
え
て
い
る
と
云
え
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
の
地
形
が
伊
勢
湾
台
風

に
対
し
て
最
悪
の
位
置
に
あ
っ
た
こ
と

が
、
我
が
国
の
観
測
史
上
最
大
の
高
潮
を

発
生
さ
せ
た
と
云
え
ま
す
。
従
っ
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
類
似
コ
ー
ス
の
台
風
に
対
し

て
は
、
伊
勢
湾
は
危
険
性
の
高
い
地
理
的

条
件
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

　
高
潮
被
害
を
増
大
さ
せ
る
低
平
地

　

一
方
、
伊
勢
湾
周
辺
の
陸
地
側
に
も
高

　
高
潮
が
起
こ
り
や
す
い
伊
勢
湾

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
は
、
そ
の
被
災
状
況

か
ら
高
潮
災
害
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
の
高
潮
災
害

は
、
未
曾
有
の
大
き
さ
を
持
っ
た
伊
勢
湾

台
風
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
伊
勢

湾
と
そ
の
周
辺
の
地
理
的
特
性
が
加
わ
り

引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
潮
は
台
風
に
よ
る
気
圧
低
下
と
暴
風

に
よ
る
海
水
流
動
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
そ

の
大
き
さ
は
台
風
の
中
心
気
圧
の
大
き
さ

と
、
そ
の
進
路
に
支
配
さ
れ
ま
す
が
、
直

接
的
に
は
、
①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上

げ
。
②
湾
内
に
流
入
す
る
海
水
量
。
③
吸

送
流
の
吹
き
寄
せ
。
④
湾
内
の
海
面
震
動

と
の
共
振
。
⑤
強
風
に
よ
る
波
浪
の
発

達
。
の
五
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
決
ま
る
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
と
同
様
に
南
西
に
湾
口
を
持
っ

が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し

て
、
海
岸
保
全

対
策
の
体
系
化

が
進
め
ら
れ
、

昭
和
三
一
（
一

九
五
六
）
年
に

「
海
岸
法
」
、

昭
和
三
三
（
一

九
五
八
）
年
に

は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基

準
」
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
一
三
号

災
害
の
復
旧
事
業
区
間
は
、
愛
知
・
三
重

両
県
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
㎞
で
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
海
岸
工
学
的
な
研
究
に
よ
る

堤
防
高
さ
と
越
波
に
対
し
て
堤
防
全
体
を

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
「
三
面
張
り
」
構

造
に
よ
っ
て
、
復
旧
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
に
は
、

ま
だ
完
成
し
て
い
な
く
、
ま
た
、
災
害
復

旧
事
業
区
間
以
外
で
は
昔
の
堤
防
の
ま
ま

で
し
た
か
ら
、
伊
勢
湾
周
辺
の
堤
防
の
高

さ
は
標
高
二
．六
m 

か
ら
五
．八
m
で
一
様

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
堤
防

の
り
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
石
で
被
覆
さ

れ
て
い
る
区
間
は
少
な
く
、
粘
性
土
に

よ
っ
て
被
覆
さ
れ
た
の
み
の
場
所
も
多
く

存
在
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
堤
防
に
対

し
て
高
潮
が
乗
り
越
え
ま
し
た
が
、
越
波

高
が
〇
．五
m
以
上
と
な
っ
た
箇
所
の
堤

防
は
殆
ど
が
破
堤
し
ま
し
た
。

（
一
八
八
九
）
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
干
拓
地
は
も
と
も
と
海
面

以
下
に
あ
っ
た
地
域
が
、
堤
防
に
よ
っ
て

海
と
遮
断
さ
れ
て
干
陸
化
さ
れ
た
区
域
で

す
か
ら
、
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
堤
防
が
唯
一

の
生
命
線
で
し
た
。

　
弱
か
っ
た
海
岸
堤
防

　

城
南
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
は
、
昭
和
二

一
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
施
工
さ
れ
、

堤
高
は
標
高
五
．五
m
を
持
ち
、
昭
和
二

八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号
に
よ

る
高
潮
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

天
端
・
裏
の
り
面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

で
被
覆
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
伊
勢

湾
台
風
で
は
、
堤
防
を
乗
り
越
え
た
高
潮

に
よ
っ
て
堤
防
の
内
側
か
ら
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
鍋
田
干
拓
地
の
海
岸
堤
防
も
同

様
の
状
態
で
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
代
当
初
ま
で
の
海
岸
堤
防

は
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た

干
拓
地
堤
防
の
ま
ま
の
も
の
が
多
く
、
海

岸
堤
防
の
高
さ
や
構
造
に
つ
い
て
近
代
の

工
学
的
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
て
改
良
さ
れ

た
こ
と
は
殆
ど

あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）

年
九
月
の
台
風

一
三
号
に
よ
っ

て
三
河
湾
や
伊

勢
湾
沿
岸
な
ど

に
大
き
な
被
害

後
放
置
さ
れ
て

海
没
地
と
な
っ
て

い
た
土
地
で
す
。

　

住
民
の
四
一
．

八
％
が
犠
牲
と

な
っ
た
弥
冨
市

鍋
田
干
拓
地

は
、
天
保
八

（
一
八
三
七
）

年
に
開
発
さ
れ

ま
し
た
が
、
度
重
な
る
水
害
に
よ
っ
て
荒

地
と
な
り
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に

再
開
発
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
中
断
し
、

そ
の
後
九
〇
年
間
も
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で

し
た
。
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
に
本

格
的
な
干
拓
事
業
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
第
一

次
入
植
が
始
ま
り
、
昭
和
三
四
年
度
末
に

は
完
成
す
る
予
定
で
し
た
。

　

揖
斐
川
河
口
右
岸
の
城
南
干
拓
地
も
、

安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
の
大
津
波
に

よ
っ
て
破
壊
さ
れ
荒
地
と
な
っ
て
放
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
一
（
一
九
四

六
）
年
に
干
拓
地
と
し
て
再
開
発
に
着
手

さ
れ
、
昭
和
三
二
年
度
に
完
成
し
、
よ
う

や
く
営
農
が
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
し

た
。

　

木
曽
川
と
揖
斐
川
に
挟
ま
れ
た
長
島
輪

中
の
先
端
の
松
蔭
新
田
は
、
文
政
年
間

（
一
八
一
八
〜
二
九
）
に
干
拓
さ
れ
老
松
輪

中
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
が
、
万
延
元
（
一

八
六
〇
）
年
の
高
潮
に
よ
っ
て
壊
滅
し
、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治

二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
木
曽
川
下
流
河
川

改
修
工
事
（
明
治
改
修
）
着
手
を
契
機
と

し
て
再
開
発
に
取
り
組
ま
れ
、
明
治
二
二

て
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
っ
て
整
備
さ
れ
た
東
海

道
に
あ
っ
て
も
、
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で

は
濃
尾
平
野
の
横
断
を
避
け
て
海
路
と
し

て
い
る
こ
と
が
、
当
時
に
お
い
て
も
濃
尾

平
野
の
海
岸
線
が
極
め
て
不
安
定
な
低
湿

地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
再
開
発
干
拓
地
で
大
き
な
被
害

　

濃
尾
平
野
の
末
端
部
に
あ
た
る
三
角
州

地
帯
よ
り
低
位
部
は
海
抜
〇
メ
ー
ト
ル
地

帯
と
呼
ば
れ
る
地
帯
で
す
。
特
に
、
干
拓

地
帯
の
大
部
分
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
干

拓
さ
れ
た
人
工
地
形
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
干
拓
地
の
多
く
は
、
開
発
後

も
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
木
曽
三
川
の
最
下
流
部
に
位
置
し

海
に
直
面
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
、
長
島
温

泉
が
あ
る
松
蔭
新
田
、
揖
斐
川
右
岸
の
城

南
干
拓
な
ど
は
、
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ

た
干
拓
地
で
す
が
、
高
潮
の
害
を
受
け
た

■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊状況

■ 羽島市桑原輪中の湛水状況 ■ 河川堤防（木曽岬町雁ヶ地）の破壊断面図

　
高
潮
に
弱
か
っ
た
河
川
堤
防

　

政
府
は
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の

全
国
的
な
激
甚
災
害
に
鑑
み
て
、
治
山
治

水
基
本
対
策
要
綱
を
定
め
、
昭
和
三
一
年

度
を
初
年
度
と
す
る
治
水
五
ヶ
年
計
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
全
国
的
に
治
水
施
設
の
整

備
に
乗
り
出
し
ま
し
た
が
、
伊
勢
湾
台
風

時
点
で
は
多
く
の
堤
防
な
ど
は
未
改
修
の

ま
ま
で
し
た
。

　

河
口
か
ら
約
二
四
㎞
も
木
曽
三
川
を
遡

上
し
た
高
潮
は
、
各
地
で
河
川
堤
防
を
損

傷
し
ま
し
た
。
特
に
、
高
潮
の
影
響
を
最

も
大
き
く
受
け
た
国
道
一
号
附
近
よ
り
下

流
の
河
口
部
で
は
、
堤
防
を
越
波
し
た
高

潮
に
よ
っ
て
二
二
箇
所
が
破
堤
し
ま
し

た
。
　

河
口
か
ら
五
㎞
附
近
の
長
良
川
左
岸
堤

防
は
、
堤
防
高
は
標
高
四
m
前
後
、
堤
防

高
の
低
い
と
こ
ろ
で
は
高
潮
が
越
波
し
て

い
ま
し
た
が
、
堤
防
の
表
の
り
面
に
竹
が

密
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
破
堤
を
免
れ
ま

し
た
。

　

河
口
か
ら
約
六
㎞
上
流
の
長
良
川
左
岸

の
長
島
町
南
松
ヶ
島
地
先
で
は
一
七
〇
m
に

わ
た
っ
て
破
堤
し
、
地
域
住
民
の
約
二
二
％

に
あ
た
る
四
八
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
右
岸
の
城
南
干
拓
地
附
近
の
河

川
堤
防
は
、
標
高
四
．二
m 

、
川
表
の
り

面
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
天
端

お
よ
び
川
裏
の
り
面
は
葭
根
土
に
よ
っ
て

被
覆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
潮
は
、
こ
の

堤
防
を
乗
り
越
え
、
破
堤
を
免
れ
た
も
の

の
、
そ
の
波
浪
に
よ
っ
て
築
堤
を
侵
食
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
時
の
河
口
部
の
河
川
堤

防
は
、
堤
高
が
標

高
四
m
程
度
で
、

河
床
土
で
築
か
れ

た
堤
防
の
の
り
面

は
、
常
時
流
水
に

接
す
る
部
分
が
石

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
覆
わ
れ
て
い
る

の
み
で
、
大
部
分

が
葭
根
土
が
張
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

（
葭
根
土
＝
葭
を

刈
り
取
っ
た
後
の

葭
原
の
表
土
を
一
五
㎝
程
度
の
方
塊
に
切

り
取
っ
た
も
の
。
堤
防
の
り
面
等
の
被
覆

材
と
し
て
張
り
付
け
て
い
ま
し
た
）

　
顕
在
化
し
た
内
水
被
害

　

高
潮
の
影
響
を
受
け
な
い
上
流
部
の
河
川

に
お
い
て
も
、
様
々
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
護
岸
や
の
り
面
の
被
覆
工
が
未
整
備
の

た
め
、
所
々
で
堤
防
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
支
川
洪

水
の
流
下
が
妨
げ
ら
れ
て
氾
濫
し
た
り
、

輪
中
の
排
水
が
妨

げ
ら
れ
輪
中
内
に

湛
水
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
多
芸
輪

中
や
三
重
県
七
郷

輪
中
の
よ
う
に
破

堤
に
よ
っ
て
輪
中

内
に
湛
水
し
た
洪

水
は
、
本
川
水
位

よ
り
低
地
に
あ
る

た
め
自
然
排
水
が

不
可
能
で
、
機
械
排
水
に
よ
ら
な
け
れ
ば

元
の
状
態
に
還
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輪
中
内
の
地
盤
が
排
水

先
の
河
川
よ
り
低
位
置
に
あ
る
た
め
、
洪

水
氾
濫
の
害
か
ら
免
れ
た
も
の
の
、
内
水

の
湛
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
多
発
し
、
地

盤
の
低
さ
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
整
備
が
遅
れ
て
い
た
中
小
河
川

　

木
曽
三
川
に
流
れ
込
む
支
川
は
、
い
ず

れ
も
未
整
備
の
状
態
で
洪
水
を
安
全
に
流

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
良
川

右
支
川
の
板
取
川
で
は
、
美
濃
市
蕨
生
か

ら
洞
戸
村
（
現
美
濃
市
）
面
平
ま
で
の
約

五
．三
㎞
の
区
間
で
洪
水
が
溢
れ
、
家
屋

二
八
六
戸
、
耕
地
一
九
〇
ha
に
被
害
を
与

え
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
揖
斐
川
右
支
川
の

相
川
で
も
垂
井
町
表
佐
で
約
二
．一
㎞
、

長
良
川
上
流
の
大
和
村
剣
で
は
約
〇
．九

㎞
な
ど
で
、
洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め
の

河
積
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
越
水
に
よ

る
破
堤
や
堤
防
の
破
損
・
護
岸
の
破
壊
が

発
生
し
く
、
中
小
河
川
の
整
備
の
立
ち
後

れ
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
ち
後
れ
て
い
た
避
難
態
勢

　

昭
和
三
四
年
の
我
が
国
の
テ
レ
ビ
普
及

率
は
二
百
万
台
に
達
し
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
と
比
較
し
て
一
般
住
民
へ
の
情
報
伝

達
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
加
え
て
台
風
が
接
近
し
た
二
六
日
一

八
時
頃
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
で
は
ほ
ぼ
全

域
に
わ
た
り
停
電
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
・
テ

レ
ビ
を
通
じ
て
の
情
報
伝
達
は
困
難
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

名
古
屋
地
方
気
象
台
が
発
表
し
た
暴
風

雨
警
報
・
高
潮
警
報
は
、
少
な
く
と
も
一
四

時
に
は
各
市
町
村
へ
届
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
対
応
に

差
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
八
年
台
風

一
三
号
の
高
潮
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
地

域
の
市
町
村
で
は
避
難
命
令
の
発
令
が
早

く
、
人
的
被
害
を
最
小
に
食
い
止
め
ま
し

た
。
な
か
で
も
三
重
県
楠
町
（
現
四
日
市

市
）
の
例
の
よ
う
に
、
一
六
時
ま
で
に
危

険
区
域
の
住
民
約
二
三
〇
〇
人
を
避
難
さ

せ
、
町
内
の
大
半
が
高
潮
に
よ
り
浸
水
し

な
が
ら
も
死
者
の
発
生
を
皆
無
に
抑
え
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
一
三
号
台
風
に
よ
る
被
害
が
軽
微
で

あ
っ
た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
町
村
で
は
避
難

命
令
の
発
令
が
遅
れ
、
人
的
被
害
の
拡
大

に
結
び
つ
い
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

❋
参
考
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
三
九
年
一
〇
月　

愛
知
県

『
昭
和
34
・
35
・
36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』

　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
三
重
県

『
岐
阜
市
史　

通
史
編
現
代
』　

昭
和
五
六
年
一
一
月　

岐
阜
市

『
伊
勢
湾
台
風
報
告
書
』　

平
成
二
〇
年
三
月　

中
央
防
災
会
議

げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

三
重
県
長
島
町
や
桑
名
市
の
城
南
干
拓
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
も
最
も
大

き
な
被
害
を
受
け
た
所
。

高
潮
と
波
浪
は
、
一
瞬
に
し
て
、
海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
を
破
堤
さ
せ
、

多
く
の
人
命
や
財
産
を
呑
み
込
ん
だ
。

そ
ん
な
惨
状
の
中
、
九
死
に
一
生
を
得
た
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

[
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市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿
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げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿

  

出
席
者
（
敬
称
略
）

 

市
野
　
喜
吉 

長
島
町
在
住 

二
〇
歳

 

大
泉
美
千
代 

桑
名
市
在
住 

二
六
歳

 

大
村
　
朝
子 

桑
名
市
在
住 

三
八
歳
　

 

岡
村
　
し
づ 

桑
名
市
在
住 

二
三
歳

 

田
中
　
恵
子 

長
島
町
在
住 

一
八
歳
　

 

薮
田
　
清
子 

桑
名
市
在
住 

三
三
歳

　※

住
所
・
年
齢
は
、
被
災
当
時
の
も
の
で
す
。
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げ
て
み
え
ま
し
た
。
当
時
の
家
は
平
屋
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
納
屋
は
二

階
建
て
で
し
た
か
ら
。

　

祖
父
は
『
こ
ん
な
ひ
ど
い
台
風
は
、
堤

防
へ
上
っ
て
見
な
き
ゃ
い
か
ん
』
と
い
っ

て
い
ま
し
た
が
、
畳
を
あ
げ
た
り
し
て
た

ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
近
所
の
方
、
六
人

が
家
族
で
逃
げ
て
み
え
ま
し
て
、
そ
れ
と

同
時
に
す
ぐ
水
が
き
た
の
で
、
納
屋
の
二

階
へ
上
っ
た
ん
で
す
。

田
中
：
私
た
ち
は
同
じ
長
島
町
で
も
、
市
野

さ
ん
よ
り
も
う
少
し
上
流
側
に
住
ん
で
い
ま

し
た
。
当
時
、
私
は
一
八
歳
、
伊
曽
島
農
協

に
勤
め
て
い
ま
し
た
。
家
族
は
、
父
と
母
、

高
一
の
長
男
、
小
学
生
の
二
女
、
二
男
の
六

人
家
族
で
し
た
。

　

当
時
は
今
の
よ
う
に
、
週
休
二
日
制
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
終
日
の
勤
め
を
終

ラ
ジ
オ
が
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
が
全
く

入
っ
て
こ
な
い
状
態
で
し
た
。
当
時
の
私

ど
も
は
、
祖
母
に
主
人
、
小
学
二
年
生
と

幼
稚
園
、
四
歳
の
子
ど
も
三
人
の
六
人
家

族
。
私
は
三
八
歳
で
、
桑
名
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。

市
野
：
長
島
町
の
松
蔭
で
、
一
番
被
害
が

大
き
か
っ
た
所
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
家

族
構
成
は
、
祖
父
、
祖
母
、
父
、
母
、
そ

れ
に
当
時
二
〇
歳
の
私
と
、
長
女
一
二

歳
、
二
男
一
〇
歳
、
三
男
八
歳
の
八
人
家

族
。
そ
の
中
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
私
と

祖
父
、
二
男
の
三
人
だ
け
で
し
た
。

　

台
風
の
当
日
、
私
は
青
年
団
で
隣
の
集

落
へ
踊
り
か
な
ん
か
の
練
習
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
夕
方
帰
宅
し
た
頃
に
は
、
雨
は

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
っ
て
き
て
。
隣
の
方

が
『
こ
れ
は
い
か
ん
で
』
と
我
が
家
へ
逃

所
に
勤
務
す
る
主
人
と
、
三
歳
と
一
歳
の

子
ど
も
の
四
人
。
私
は
二
三
歳
で
し
た
。

主
人
は
仕
事
柄
、
台
風
の
日
は
、
ま
ず
、

家
に
い
ま
せ
ん
が
、
あ
の
日
ば
か
り
は
、

ひ
ょ
っ
こ
り
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日

は
昼
頃
か
ら
晴
れ
て
き
ま
し
て
ね
。
な
ん

で
こ
ん
な
日
に
帰
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う

と
。
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
で
は
、
大
型
台

風
だ
と
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ん

な
大
き
な
台
風
が
来
る
と
は
、
思
い
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

大
村
：
改
め
て
、
皆
さ
ん
の
体
験
談
を
読

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
、
私
ど
も
は
あ
ん
ま

り
ひ
ど
い
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
が
、
で
も
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
体
験
で
し
た
。
電
気
が
早
く

か
ら
消
え
て
。
私
の
家
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

　
晴
れ
間
を
見
せ
た
、伊
勢
湾
台
風
当
日

岡
村
：
桑
名
市
の
市
営
住
宅
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
家
族
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務

わ
、
首
に
電
線
が
ひ
っ
か
か
る
わ
。
そ
れ

を
取
り
な
が
ら
流
さ
れ
て
、
官
舎
か
ら
一

〇
m
位
離
れ
た
出
張
所
の
入
口
に
吸
い
込

ま
れ
、
浮
い
て
き
た
畳
に
つ
か
ま
り
、
向

い
側
に
で
た
ん
で
す
が
、
畳
と
天
井
の
間

に
は
さ
ま
り
、
も
う
だ
め
だ
と
思
い
ま
し

た
。
幸
い
私
た
ち
は
屋
上
へ
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
こ
に
は
職
員
が
二
人
い
ら
し
て
、

心
強
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
た
ち
の
前
を
、
薮
田
さ
ん
ご

家
族
の
屋
根
が
流
さ
れ
て
い
く
ん
で
す

よ
。
『
助
け
て
く
れ
〜
』
っ
て
ね
。
本
当

に
目
と
鼻
の
距
離
な
ん
で
す
が
、
私
た
ち

に
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
小
石
が

ぶ
つ
か
っ
て
く
る
よ
う
な
雨
で
し
た
。

田
中
：
私
た
ち
は
、
玄
関
に
水
が
入
っ
て

き
た
時
点
で
、
避
難
し
ま
し
た
。
堤
防
が

切
れ
た
ん
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
、
何

も
持
た
ず
に
逃
げ
ま
し
た
。

　

あ
の
頃
、
結
構
、
堤
防
が
高
く
て
、
水

が
越
し
て
い
た
の
で
、
よ
じ
登
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
波
は
堤
防
を
越
え
て
い
る

し
、
崩
れ
か
け
て
い
る
。
家
を
出
る
時

は
、
妹
を
お
ぶ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
落

と
し
て
し
ま
っ
て
。
で
、
堤
防
を
歩
い
て

逃
げ
ま
し
た
が
、
竹
藪
の
あ
る
所
で
は
息

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
所
は
、

風
や
で
息
が
で
き
な
い
、
苦
し
か
っ
た
で

す
ね
。
で
も
、
農
協
の
方
で
堤
防
に
向

か
っ
て
電
気
で
照
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
れ
を
目
安
に
家
族
全
員
、
農
協
へ

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
の

診
療
所
に
は
皆
が
避
難
し
て
い
ま
し
た

が
、
朝
に
な
っ
て
そ
の
一
帯
の
家
が
な
く

な
っ
て
い
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

へ
浮
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
な
ん
と
か
天

井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、
そ
れ
で

も
水
は
、
天
井
を
突
き
破
る
勢
い
で
、
ふ

く
ら
ん
で
く
る
。
天
井
裏
か
ら
屋
根
へ
脱

出
す
る
の
は
、
大
変
で
し
た
。
本
当
に
死

に
物
狂
い
。

薮
田
：
そ
う
で
す
ね
。
う
ち
も
食
事
を
し

て
い
る
時
、
炊
事
場
の
バ
ケ
ツ
が
プ
カ
ッ

と
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
見
て
主
人

が
『
堤
防
が
切
れ
た
』
っ
て
叫
ん
だ
。
そ

れ
で
天
井
裏
へ
逃
げ
込
ん
だ
の
で
す
が
、

上
っ
た
ら
す
ぐ
水
が
ざ
〜
っ
と
上
っ
て
き

て
、
買
っ
た
ば
か
り
の
テ
レ
ビ
が
沈
ん
で

い
く
の
が
情
け
な
い
や
ら
、
悔
し
い
や

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
早
か
っ
た
で
す

ね
。
天
井
と
屋
根
の
間
が
な
く
な
っ
て
き

た
ん
で
す
。
主
人
は
『
も
う
だ
め
だ
。
三

人
で
死
の
う
』
と
い
っ
た
ん
で
す
が
、
こ

の
屋
根
さ
え
破
れ
ば
、
助
か
る
か
ら
と

い
っ
て
。
そ
れ
か
ら
は
必
死
で
し
た
。
主

人
は
、
屋
根
を
頭
突
き
し
た
り
し
て
、

や
っ
と
の
思
い
で
、
屋
根
の
上
へ
上
が
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
の
よ
う
な
丈
夫
な
屋

根
だ
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
あ
あ
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
官
舎
の
屋
根
は
質
素
な
も

の
で
し
た
か
ら
（
笑
い
）
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
一
晩
中
、
屋
根
と
一
緒

に
濁
流
に
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。
願
い
は

た
だ
一
つ
、
こ
の
ま
ま
海
へ
出
な
け
れ
ば

い
い
と
。
で
も
、
海
は
高
潮
で
陸
の
方
に

流
さ
れ
て
助
か
っ
た
ん
で
す
。

大
泉
：
私
た
ち
も
同
じ
頃
、
濁
流
に
呑
ま

れ
て
、
貴
重
品
を
包
ん
だ
風
呂
敷
も
な
く

な
り
、
ト
タ
ン
屋
根
が
、
流
さ
れ
て
く
る

で
し
た
し
、
子
ど
も
も
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
。
当
時
、
官
舎
に
は
四
家
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
が
、
一
つ
の
ご
家
族
四
人
は

全
滅
。
遺
体
が
ド
ロ
ド
ロ
の
田
ん
ぼ
か

ら
、
発
見
さ
れ
時
に
は
、
本
当
に
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

あ
の
日
は
主
人
も
早
く
帰
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
も
し
帰
っ
て
い
な
か
っ
た

ら
、
今
は
も
う
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
濁
流
は
一
瞬
に
し
て
天
井
裏
に

岡
村
：
私
は
長
島
の
生
ま
れ
で
、
台
風
の

恐
ろ
し
さ
は
小
さ
い
頃
か
ら
聞
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
実
際
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

で
も
、
主
人
か
ら
備
え
の
大
切
さ
は
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
オ
ニ
ギ
リ
を

作
っ
た
り
、
貴
重
品
を
集
め
た
り
と
、
準

備
は
整
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
あ
ん
な

水
が
い
っ
ぺ
ん
に
押
し
寄
せ
て
し
ま
っ
て

は
、
成
す
術
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
初
、
お
勝
手
に
水
が
入
り
、
そ
の
う

ち
、
畳
が
浮
い
た
ん
で
す
が
、
そ
の
時
主

人
が
『
堤
防
が
切
れ
た
ぞ
』
っ
て
叫
ん
だ

ん
で
す
。
も
う
私
は
腰
が
ぬ
け
て
し
ま
っ

て
、
二
人
の
子
を
抱
え
、
ま
る
で
ネ
ズ
ミ

取
り
の
中
の
ネ
ズ
ミ
の
状
態
。
滝
み
た
い

な
水
が
流
れ
込
ん
で
き
て
、
畳
ご
と
天
井

え
帰
る
頃
に
は
、
四
日
市
方
面
の
空
が
、

稲
妻
で
光
っ
て
い
ま
し
た
。

薮
田
：
私
は
当
時
三
三
歳
、
建
設
省
の
城

南
官
舎
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
子
ど
も
は

一
歳
二
ヶ
月
。
う
ち
の
主
人
は
、
岡
村
さ

ん
と
同
じ
で
、
台
風
の
日
、
い
つ
も
帰
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
所
長
さ
ん
の
指
示

で
、
夕
方
の
八
時
頃
、
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
電
車
が
不
通
に
な
っ
た
た
め
、
電
車

通
勤
の
職
員
は
事
務
所
待
機
、
近
在
の
職

員
は
、
自
宅
へ
帰
れ
、
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
八
時
頃
は
、
雨
が
ひ
ど
く

て
、
堤
防
に
海
苔
ソ
ダ
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
雨
や
風
で
歩
く
の
も
ま
ま
な
ら
な
い

中
を
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
ん
で

す
。

大
泉
：
私
ど
も
も
城
南
官
舎
で
し
た
。
私

は
実
家
が
鈴
鹿
市
で
し
た
か
ら
、
台
風
の

怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
日
も
の

ん
び
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
だ
二
六
歳

市
出
身
で
、
台
風
に
は
無
頓
着
で
し
た
か

ら
、
や
っ
ぱ
り
、
住
ん
で
い
る
町
の
立
地

条
件
と
か
、
気
象
情
報
だ
と
か
、
情
報
を

収
集
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
、
大
切
だ
と

思
い
ま
す
ね
。

市
野
：
私
ど
も
が
住
む
長
島
町
で
は
、
町

が
避
難
袋
を
全
戸
に
配
布
し
た
り
と
、
熱

心
に
水
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

堤
防
も
立
派
な
も
の
が
完
成
し
て
ま
す

し
、
も
う
以
前
の
よ
う
な
破
堤
は
な
い
で

し
ょ
う
け
ど
、
地
震
は
怖
い
で
す
ね
。
阪

神
大
震
災
の
よ
う
な
地
震
に
、
堤
防
が
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
や
っ
ぱ
り
、
日
頃

の
心
構
え
が
肝
心
で
す
ね
。

大
村
：
母
屋
は
半
壊
し
ま
し
た
が
、
離
れ

は
な
ん
と
か
暮
ら
せ
る
状
態
で
し
た
か

ら
、
皆
さ
ん
の
よ
う
な
避
難
生
活
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
を
立
て
直
す
の

に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

　

現
在
住
ん
で
い
る
南
濃
町
で
は
群
発
地

震
が
続
い
て
い
ま
す
。
食
器
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
に
数
箱
分
、
壊
れ
て
し
ま
っ
て
。
地
震

対
策
も
、
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
ね
。

薮
田
：
私
ど
も
で
も
、
あ
の
時
の
子
ど
も

も
結
婚
し
、
も
う
孫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
、
も
し
屋
根
を
破
れ
な
か
っ
た
ら
、

こ
の
日
は
な
い
の
で
す
か
ら
。
災
害
は
本

当
に
怖
い
も
の
で
す
。
地
震
に
し
ろ
、
台

風
に
し
ろ
、
普
段
か
ら
家
族
で
話
し
合

い
、
情
報
収
集
や
対
策
を
心
が
け
て
お
き

た
い
の
で
し
す
ね
。

市
野
：
本
当
に
、
水
が
天
井
ま
で
押
し
寄

せ
て
き
た
時
に
は
、
も
う
死
ぬ
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
逃
げ
た
納
屋
も
水

に
流
さ
れ
て
。
私
は
な
ん
と
か
、
屋
根
の

ひ
さ
し
に
つ
か
ま
っ
て
、
命
を
取
り
止
め

ま
し
た
が
、
親
戚
も
家
族
も
ほ
ぼ
全
滅
で

す
。
で
も
、
あ
の
時
、
天
井
を
破
っ
て
い

れ
ば
助
か
っ
た
か
も…

。
悔
い
は
残
っ
て

い
ま
す
。

　

小
学
生
の
二
男
は
長
島
町
の
対
岸
の
木

曽
岬
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
具
体

的
な
こ
と
は
何
も
覚
え
て
は
い
な
い
よ
う

で
す
。

薮
田
：
伊
勢
湾
台
風
の
一
週
間
位
前
で

し
ょ
う
か
、
水
防
演
習
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
懐
中
電
灯
を
照
ら
せ
ば
。
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
が
助
け
に
く
る
、
っ
て
ね
。
で
も
、

あ
あ
い
う
状
態
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で
行
動
す
る

こ
と
。
懐
中
電
灯
は
、
必
需
品
で
す
ね
。

岡
村
：
私
も
一
応
、
避
難
袋
は
持
っ
て
で

た
の
で
す
が
、
二
晩
、
屋
根
の
上
で
し
ょ

う
。
波
や
雨
で
揺
れ
る
し
、
屋
根
に
つ
か

ま
っ
て
い
る
の
が
精
一
杯
。
結
局
、
全

部
、
捨
て
ま
し
た
。
逆
に
、
避
難
袋
の
紐

で
首
を
絞
め
ら
れ
絶
命
し
た
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
し
。
何
が
必
要
な
の
か
は
、

難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

大
泉
：
私
も
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
濁
流

に
流
れ
て
い
る
間
に
、
引
っ
か
か
っ
た
り

破
れ
た
り
と
、
屋
上
へ
避
難
し
た
時
に

は
、
身
一
つ
で
し
た
。
た
だ
、
私
は
鈴
鹿

  

出
席
者
（
敬
称
略
）

 

市
野
　
喜
吉 

長
島
町
在
住 

二
〇
歳

 

大
泉
美
千
代 

桑
名
市
在
住 

二
六
歳

 

大
村
　
朝
子 

桑
名
市
在
住 

三
八
歳
　

 

岡
村
　
し
づ 

桑
名
市
在
住 

二
三
歳

 

田
中
　
恵
子 

長
島
町
在
住 

一
八
歳
　

 

薮
田
　
清
子 

桑
名
市
在
住 

三
三
歳

　※

住
所
・
年
齢
は
、
被
災
当
時
の
も
の
で
す
。
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の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

■ 国道１号長栄橋が流失したため、自衛隊によって架橋されたベリー橋

昭和11年生。
昭和53年10月～平成10年
10月長島町議会議員、こ
の間、昭和63年10月～平
成4年10月長島町議会議
長。平成11年4月～平成16
年12月長島町長。平成18
年旭日双光章受章。当時の
NPO法人木曽川環境保全機
構理事長。

伊
勢
湾
台
風
の

被
災
状
況
と
災
害
対
策

第
九
節

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

平 野 久 克 氏
（元長島町長）

プロフィール

■ 倒壊寸前の民家（桑名市長島町殿名）

■ 仮設ポンプによる排水作業（桑名市長島町松蔭）

■ 浸水し、２階に避難している人 （々名古屋市南区）■ 無残な姿を見せる揖斐川左岸堤防（桑名市長島町白鶏）

■ 防災行政無線 戸別受信機

■ 防災行政無線 屋外■ 伊勢湾台風水位標 ■ 貯水槽
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ち
ょ
う
え
い
ば
し

■ 伊勢湾台風による破堤箇所浸水状況
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第
一
章

第
一
章

の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

■ 国道１号長栄橋が流失したため、自衛隊によって架橋されたベリー橋

昭和11年生。
昭和53年10月～平成10年
10月長島町議会議員、こ
の間、昭和63年10月～平
成4年10月長島町議会議
長。平成11年4月～平成16
年12月長島町長。平成18
年旭日双光章受章。当時の
NPO法人木曽川環境保全機
構理事長。

伊
勢
湾
台
風
の

被
災
状
況
と
災
害
対
策

第
九
節

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

平 野 久 克 氏
（元長島町長）

プロフィール

■ 倒壊寸前の民家（桑名市長島町殿名）

■ 仮設ポンプによる排水作業（桑名市長島町松蔭）

■ 浸水し、２階に避難している人 （々名古屋市南区）■ 無残な姿を見せる揖斐川左岸堤防（桑名市長島町白鶏）

■ 防災行政無線 戸別受信機

■ 防災行政無線 屋外■ 伊勢湾台風水位標 ■ 貯水槽
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ち
ょ
う
え
い
ば
し

■ 伊勢湾台風による破堤箇所浸水状況
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第
一
章

の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

■ ミシシッピー川河岸に残る出水の跡

■ ロンドン通り運河左岸破堤口上流端
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第
一
章

の
約
五
〇
〇
〇
人
余
に
対
し
一
八
三
〇
人

の
犠
牲
者
数
で
あ
り
ま
し
た
。
伊
勢
湾
台

風
当
時
と
は
時
代
も
違
い
ま
す
が
、
災
害

の
状
況
や
避
難
命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の

重
要
性
、
高
潮
対
策
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
五  

お
わ
り
に

　

旧
来
か
ら
輪
中
に
住
む
人
た
ち
は
、
洪

水
を
見
越
し
て
倉
庫
あ
る
い
は
住
宅
す
べ
て

を
石
垣
の
上
に
（
水
屋
を
）
建
て
洪
水
対
策

を
考
慮
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
民
家
は

伊
勢
湾
台
風
時
も
最
小
限
の
被
害
で
す
み

ま
し
た
。
今
後
は
、
東
海
地
震
・
東
南
海
地

震
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
今
日
、
堤
防
の
耐
震

対
策
や
津
波
対
策
を
含
め
海
岸
・
河
川
堤

防
の
更
な
る
改
修
・
補
強
、
人
命
第
一
の
観

点
か
ら
情
報
伝
達
機
能
の
充
実
、
避
難
施

設
の
整
備
、
そ
し
て
中
央
政
府
と
地
方
行
政

機
関
の
連
携
、
地
方
行
政
機
関
間
の
連
携

支
援
対
策
、
民
間
・
住
民
と
の
相
互
協
力
、

自
主
防
災
組
織
の
充
実
な
ど
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
面
か

ら
ま
だ
ま
だ
推
し
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
痛
感
し
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
て

人
口
も
当
時
の
倍
近
く
に
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
の
体
験
が
な
い
住
民
が
多
く
な
っ
て
い

る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
大
災
害
を
忘
れ
ず
防

災
意
識
を
高
め
て
い
く
た
め
に
、
あ
ら
た
め

て
こ
の
低
地
帯
に
住
む
我
々
と
し
て
は
一
た

ん
緊
急
の
場
合
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
い

う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

九
二
）
年
に
は
全
戸
に
屋
内
防
災
無
線
受

信
機
を
備
え
付
け
て
災
害
の
状
況
や
避
難

命
令
な
ど
の
情
報
伝
達
の
手
段
の
充
実
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
用
飲
料
水

の
貯
水
槽
と
し
て
庁
舎
前
に
六
〇
㎥
タ
ン
ク

一
基
、
南
部
と
北
部
地
区
の
配
水
場
に
二
〇

〇
〇
㎥
タ
ン
ク
二
基
を
設
置
し
て
急
用
の
飲

料
水
確
保
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
一

七
（
二
〇
〇
五
）

年
一
一
月
に
米
国

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
市
の
ハ
リ

ケ
ー
ン
「
カ
ト

リ
ー
ナ
」
水
害

調
査
団
の
一
員

と
し
て
、
伊
勢

湾
台
風
の
大
災

害
を
経
験
し
そ

の
被
災
状
況
と

復
興
の
過
程
を

身
を
も
っ
て
経

験
し
て
き
た
者

と
し
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
オ
ー

リ
ン
ズ
市
の
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
濃
尾
平
野
の
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
と
ほ
ぼ
同
じ
面
積
を
抱
え

る
地
域
で
、
平
成
一
七
年
八
月
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
規
模
の
大
き
さ
（
強
さ
）
の
ハ

リ
ケ
ー
ン
に
見
舞
わ
れ
堤
防
が
決
壊
し
ま

し
た
。
浸
水
し
た
面
積
と
家
屋
は
伊
勢
湾

台
風
と
同
じ
よ
う
な
被
害
状
況
で
し
た

が
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
伊
勢
湾
台
風

名
古
屋
市
に
置
い
て
災
害
復
旧
に
全
力
を

あ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
〇
月
二

日
、
浸
水
が
続
い
た
ま
ま
で
の
復
旧
が
進

ま
ず
、
老
幼
婦
女
子
は
鈴
鹿
、
伊
勢
方
面

へ
の
避
難
を
自
衛
隊
の
支
援
で
始
め
ま
し

た
。
一
〇
月
九
日
、
流
失
し
て
い
た
国
道

一
号
の
長
栄
橋
に
自
衛
隊
に
よ
っ
て
ベ

リ
ー
橋
が
架
け
ら
れ
陸
路
で
の
移
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

東
に
あ
っ
た
弱

い
熱
帯
性
低
気

圧
が
急
速
に
発

達
し
、
九
月
二

二
日
に
台
風
一

五
号
と
な
り
北

上
。
九
月
二
六

日
の
午
後
六
時

過
ぎ
、
潮
岬
の

西
一
五
㎞
付
近

に
最
低
気
圧
九

二
九
．五
mb
で
上
陸
。
こ
の
と
き
東
海
地
方
で

は
す
で
に
風
速
三
〇
m
の
暴
風
雨
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

長
島
町
で
は
午
後
八
時
三
〇
分
頃
、
暴

風
雨
・
高
潮
が
最
高
に
達
し
各
所
で
堤
防

が
決
壊
（
一
五
箇
所
）
、
町
内
は
大
洪
水

に
な
り
ま
し
た
。
翌
九
月
二
七
日
は
死
者

三
八
三
人
、
家
屋
の
流
失
・
倒
壊
二
五
九

戸
、
家
屋
の
全
壊
二
三
〇
戸
、
家
屋
の
半

壊
五
八
二
戸
な
ど
、
未
曾
有
の
大
災
害
と

な
り
全
町
が
水
に
沈
む
悲
し
い
朝
を
迎
え

ま
し
た
。

　

九
月
二
八
日
、
自
衛
隊
に
出
動
命
令
が

出
さ
れ
災
害
復
旧
に
着
手
。
九
月
二
九

日
、
政
府
は
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を

く
り
に
取
り
組
ん
だ
五
〇
年
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
。

　

桑
名
市
長
島
町
は
、
伊
勢
湾
の
最
奥
に

あ
っ
て
木
曽
・
揖
斐
・
長
良
川
の
木
曽
三

川
河
口
に
位
置
す
る
デ
ル
タ
地
帯
に
あ

り
、
町
全
体
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下

の
低
地
で
周
囲
を
堤
防
で
囲
ま
れ
た
一
つ

の
町
が
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
特
異
な

町
で
す
。
町
の
南
端
は
伊
勢
湾
に
面
す
る

海
岸
堤
防
で
守
ら
れ
、
東
は
木
曽
川
、
西

は
揖
斐
・
長
良
川
に
挟
ま
れ
た
河
川
堤
防

で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
襲
来
当
時

八
七
〇
八
人
の
人
口
だ
っ
た
町
が
、
今
日

で
は
一
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
町
に
発
展

し
、
水
郷
特
有
の
観
光
資
源
に
加
え
長
島

温
泉
な
ど
の
大
規
模
娯
楽
施
設
の
進
出
に

よ
り
県
内
有
数
の
観
光
地
と
し
て
年
間
四

〇
〇
万
人
以
上
も
の
人
々
が
訪
れ
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）

年
一
二
月
に
は
桑
名
市
と
合
併
し
て
一
四

万
人
都
市
の
一
画
に
な
り
ま
し
た
。

　
二  

伊
勢
湾
台
風
の
襲
来

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
一
日
、
マ
リ
ア
ナ
の

　
一 

は
じ
め
に

　
　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

六
日
に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
長
島

町
に
未
曾
有
の
大
災
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
て
き
た
者
と

し
て
、
そ
の
被
災
状
況
と
災
害
対
策
に
つ

い
て
私
が
住
み
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

で
は
急
ピ
ッ
チ

で
災
害
復
旧

工
事
が
進
め

ら
れ
る
と
と

も
に
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
行

政
の
柱
と
し

て
湛
水
防
除
・

排
水
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
勢
湾
台

風
当
時
の
情
報
不
足
、
伝
達
の
不
備
を
補

う
た
め
、
昭
和
五
三
（
一
九
七
八
）
年
に
町

内
三
四
箇
所
に
防
災
行
政
無
線
パ
ン
ザ
マ
ス

ト
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
五
年
に

伊
勢
湾
台
風
時
の
水
位
等
を
示
す
水
位
標

を
町
内
二
二
箇
所
に
設
置
、
平
成
四
（
一
九

は
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
、
輪
中
を
襲
い

ま
し
た
。

　

町
南
部
の
家
々
で
は
雨
戸
が
飛
ば
さ
れ

た
か
と
思
っ
た
瞬
間
、
濁
流
の
壁
が
水
煙

を
上
げ
て
押
し
寄
せ
る
の
を
懐
中
電
灯
の

明
か
り
で
見
ま
し
た
。
避
難
す
る
余
裕
も

な
く
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
る
人
、
天
井
か

ら
屋
根
に
登
る
人
な
ど
、
着
の
身
着
の
ま

ま
で
午
後
八
時
三
〇
分
を
迎
え
悲
し
い
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
の
被
害
は
中
部
地
方
全
域
に
広
が

り
、
中
で
も
濃
尾
平
野
の
低
地
地
帯
で
は

高
潮
に
よ
る
被
害
で
甚
大
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
四  

復
興
と
対
策

　

伊
勢
湾
沿
岸
の
海
岸
堤
防
の
計
画
高
や

構
造
が
見
直
さ
れ
、
長
島
町
の
海
岸
堤
防

と
河
川
堤
防
の
高
潮
対
策
区
間
は
両
面
コ

ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
七
m
を
越
え
る
堤
防

に
復
旧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
濃
尾
平
野
一
帯

の
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
一
m
を
超
す
堤
防

の
嵩
上
げ
対
策
、
そ
し
て
平
成
の
大
改
修

と
も
い
う
河
口
堰
の
建
設
、
長
良
川
の
洪

水
対
策
と
堤
防
改
修
に
よ
っ
て
高
潮
・
洪

水
に
強
い
堤
防

改
修
が
進
み
ま

し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
未
だ

計
画
高
に
満
た

な
い
箇
所
も
残

さ
れ
て
お
り
早

期
の
完
成
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

一
方
、
町
内

絡
し
た
が
本

部
で
は
想
定

外
の
状
況
に

現
状
を
十
分

把
握
で
き
ま

せ
ん
で
し

た
。
水
防
団

員
は
引
き
返

す
途
中
で
高

波
が
堤
防
を

越
え
る
の
に

遭
遇
、
濁
流
に
呑
み
込
ま
れ
流
さ
れ
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
海
岸
堤
防
は
、
外
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
消
波
工
が
施
さ
れ
て
い
た
が
内

法
は
土
工
で
あ
り
堤
防
の
高
さ
は
四
m
程

度
で
し
た
。
ま
た
、
河
川
側
は
殆
ど
が
土

の
堤
防
で
外
法
尻
に
石
積
み
が
し
て
あ
る

三
m
少
々
の
高
さ
の
堤
防
で
し
た
。
高
潮

　

一
一
月
一
八
日
、
堤
防
の
決
壊
箇
所
の

最
後
の
仮
締
め
切
り
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
何
台
も
の
排
水
ポ
ン
プ
を
据
え
付
け

て
排
水
作
業
が
一
斉
に
始
ま
り
、
一
二
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
町
の
排
水
が
完
了

し
て
本
格
的
な
復
旧
工
事
が
始
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
三  

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
高
潮

　

九
月
二
六
日
午
後
、
風
速
は
急
激
に
強

ま
り
午
後
六
時
を
過
ぎ
る
と
雨
戸
を
突
き

破
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
過

ぎ
、
海
岸
堤
防
に
出
動
し
て
い
た
水
防
団

員
は
、
猛
烈
な
強
風
と
堤
防
を
越
え
る
高

潮
の
波
で
堤
防
の
半
分
近
く
が
削
り
取
ら

れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
現
地
に
お
れ
ず
引

き
返
そ
う
と
す
る
と
と
も
に
本
部
に
状
況

を
報
告
、
避
難
を
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
連

■ ミシシッピー川河岸に残る出水の跡

■ ロンドン通り運河左岸破堤口上流端

第二章　目　次　

 伊勢湾台風を乗り越えて、
 実りの時を迎えた鍋田干拓事業
 AREA REPORT　Vol.25  1998 WINTER

 座談会 鍋田干拓入植者が語る伊勢湾台風
 TALK＆TALK　Vol.25  1998 WINTER 

 牧田川改修事業、その歴史の道のり
 AREA REPORT　Vol.26 1998 SPRING

 官民一体となって全力を挙げた
 堤防決壊口の締切工事
 歴史ドキュメント　特集伊勢湾台風第四編
 Vol.28 1998 AUTUMN
 ●これからの治水事業　『高潮堤防嵩上事業』
 　Vol.2 1992 SPRING

 伊勢湾台風復旧堤防計画と工事概要
 歴史ドキュメント　特集伊勢湾台風第五編
 Vol.29 1999 WINTER

 濃尾平野の地盤沈下と木曽三川高潮対策事業
 歴史ドキュメント　特集伊勢湾台風第六編
 Vol.30 1999 SPRING

 始まった復旧工事 - 急がれる破堤口の仮締切 -
 歴史記録　伊勢湾台風第四編
 Vol.71 2009 SUMMER

 三箇年で完成した高潮堤防と
 地盤沈下による堤防機能の低下
 歴史記録　伊勢湾台風第五編
 Vol.72 2009 AUTUMN
 ●木曽川派川の鍋田川締め切り工事の思い出　岡村 好友 氏
 　Talk&talk  Vol.4 1992

 伊勢湾等高潮対策事業
 （昭和三四年一二月三日法律第一七二号）黒田　 晃 氏
 TALK＆TALK　Vol.28 1998 AUTUMN

 伊勢湾高潮対策事業、
 本復旧工事にまつわる思い出
      大喜多 啓介 氏　　
 TALK＆TALK　Vol.29 1999 WINTER

 伊勢湾台風からの復興と『木曽岬小唄』
       鈴木　嶺夫 氏　　
 研究資料　Vol.86 2013 SPRING

第
二
章 

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興

■ カトリーナにおける浸水被害

第
一
節

第
二
節
第
三
節
第
四
節

第
五
節

第
六
節

第
七
節

第
八
節

第
九
節

第
一
〇
節

第
一一
節



30 29

第
二
章

第
二
章

第
二
章

を
作
っ
て
お
り
、
当
時
は
相
当
な
収

入
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
は
至
難
で
あ
り

干
拓
は
難
局
を
迎
え
ま
し
た
が
、
干
拓
職
員

の
熱
心
な
説
得
、
積
極
的
な
調
査
活
動
は

実
を
結
び
、
昭
和
二
三
年
、
つ
い
に
干
拓
工

事
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
干
拓
事
業
の
概
要

　

農
地
造
成
、
食
糧
増
産
、
失
業
救
済
を

目
的
と
し
た
鍋
田
干
拓
事
業
は
昭
和
二
三

年
、
本
格
的
な
干
拓
工
事
を
開
始
し
ま
し

た
。
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
は
潮
止

め
を
行
っ
て
陸
化
を
実
現
し
、
用
排
水
施

設
及
び
干
拓
造
成
工
事
を
昭
和
三
一
年
三

月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　
干
拓
地
入
植

　

鍋
田
干
拓
の
人
植
者
の
条
件
は
原
則
的

に
三
〇
歳
ま
で
の
独
身
者
で
、
家
を
継
ぐ

可
能
性
の
低
い
二
・
三
男
が
主
で
し
た
。

　

入
植
者
は
愛
知
県
内
だ
け
で
は
な
く
、

県
外
か
ら
も
地
域
を
定
め
て
同
時
募
集

　
鍋
田
干
拓
計
画

　

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
、
緊
急
開

拓
事
業
実
施
要
領
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同

事
業
の
一
環
と
し
て
約
一
〇
万
町
歩
の
干

拓
を
国
営
ま
た
は
県
営
事
業
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
鍋
田
干
拓
も
国
営
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

農
林
省
は
運
輸
省
と
協
議
し
湖
面
干
拓

は
農
林
省
、
海
面
干
拓
は
運
輸
省
に
委
託

し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
年
、
鍋

田
に
は
運
輸
省
か
ら
現
地
に
技
術
者
が
乗

り
込
み
ま
し
た
が
、
干
拓
に
あ
た
っ
て
は
次

の
よ
う
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
一
）
干
拓
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
民
有
地
で
あ

り
、
そ
の
所
有
者
は
一
一
人
に
及
ん

で
い
る
。

（
二
）
満
潮
時
に
水
位
が
あ
る
こ
と
を
利
用

す
る
定
置
漁
業
が
愛
知
県
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。

（
三
） 
ノ
リ
漁
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
四
）
付
近
の
漁
民
が
入
り
込
ん
で
ボ
ラ
そ

の
他
の
漁
業
を
や
っ
て
い
る
。

（
五
）
亡
所
の
う
ち
で
も
、
標
高
の
高
い
箇

所（
地
元
で
は
葭
山
と
い
う
）で
は
葭

る
臨
海
工
業
地
帯
に
つ
な
が
る
干
拓
地
で

約
八
四
三
㎢
の
農
地
で
す
。
戦
後
の
混
乱

の
中
で
緊
急
食
糧
増
産
対
策
と
し
て
干
拓

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
地
の
干
拓

は
そ
れ
よ
り
約
一
六
〇
年
前
の
天
保
八
（
一

八
三
七
）
年
、
八
穂
、
稲
山
、
上
野
新
田
と

し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
稲
山
に
つ
い
て

は
、
六
野
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
干
拓
地
も
収
穫
を
十
分

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
度
重
な

る
水
害
で
破
壊
さ
れ
、
地
主
た
ち
も
所
有

権
だ
け
を
残
し
て
耕
作
を
放
棄
し
、
干
拓

地
も
亡
所
（
土
地
が
水
害
等
に
よ
っ
て
荒

ら
さ
れ
、
耕
作
不
能
地
と
し
て
放
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
意
）
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
泥
海
で
付
近
の
漁
民
は
海
苔
養
殖

を
は
じ
め
、
ま
た
潮
の
干
満
を
利
用
し
て

ハ
ゼ
や
ボ
ラ
の
漁
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
主
間
に
よ
る
復
旧
の
計
画
安

政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
進
め
ら
れ
た

り
、
資
本
家
た
ち
に
よ
る
干
拓
工
事
（
大

正
時
代
）
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
複
雑
な
所
有
権
や
漁
業
権
、
資
金
繰

り
な
ど
の
関
係
か
ら
、
実
現
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
鍋
田
干
拓
の
お
い
た
ち

　

愛
知
県
海
部
郡
弥
富
町
地
先
の
現
在
の

鍋
田
干
拓
は
、
海
部
郡
の
最
南
端
、
西
は

三
重
県
に
隣
接
、
東
は
名
古
屋
市
に
広
が

て
完
了
し

ま
し
た
。

こ
の
問
の

復
旧
工
事

費
は
二
六

億
四
〇
六

四
万
余

円
、
こ
う

し
て
再
建

さ
れ
た
干

拓
地
に
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
の

を
契
機
に
、
大

字
三
稲
字
稲
山

の
地
名
が
付
け

ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
か
つ

て
鍋
田
村
と
呼

ば
れ
た
地
区
で

あ
り
な
が
ら
そ
の
地
名
が
残
ら
な
い
こ
と

や
、
伊
勢
湾
台
風
で
広
く
知
ら
れ
た
鍋
田
の

地
名
を
残
し
た
い
と
い
う
人
植
者
の
希
望

を
町
議
会
に
認
め
て
も
ら
い
、
昭
和
四
二
年

度
に
大
字
鍋
田
と
名
乗
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
川
水
系
農
業
水
利
誌
』

（
社
）
農
業
土
木
学
会
発
行

『
鍋
田
干
拓
事
業
概
要
書
』　

農
林
省
名
古
屋
農
地
事
務
所　
　

鍋
田
農
業
災
害
復
旧
事
務
所
発
行

『
鍋
田
干
拓
三
〇
周
年
記
念
誌
』　

鍋
田
干
拓
三
〇
周
年
記
念
誌
実
行
委
員
会
発
行

『
弥
富
町
誌
』
弥
富
町
発
行

年
、
伊
勢
湾
台

風
の
被
災
者
の

霊
を
慰
め
よ
う

と
、
現
鍋
田
町
の

東
北
端
（
西
末

広
）
に
「
伊
勢
湾

台
風
殉
難
の
塔
」

を
建
立
、
さ
ら
に

昭
和
四
四
年
（
一

九
六
九
）
の
「
伊
勢
湾
台
風
復
興
十
周
年
事

業
」
で
は
、「
限
り
な
い
新
楽
土
建
設
を
目

指
し
、
入
植
者
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
今
後
い
っ
そ
う
一
致
団
結
し
村
づ
く
り

に
精
進
す
る
た
め
」
と
、
鍋
田
神
明
社
と
共

に
神
社
の
慰
霊
碑
・
慰
霊
観
音
も
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
後
の
復
旧
事
業

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
に
襲
来
し
た

伊
勢
湾
台
風
は
、
干
拓
建
設
工
事
が
約
九

三
％
完
了
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
に
壊
滅
的

な
被
害
を
与
え
、
工
事
着
工
以
来
一
〇
億

円
余
り
を
費
や
し
た
成
果
は
水
泡
に
帰
し

ま
し
た
。

　

被
災
後
直
ち
に
復
旧
工
事
は
進
め
ら

れ
、
応
急
仮
締

め
切
り
工
事
は

昭
和
三
五
年
四

月
に
完
了
し
、

同
時
に
本
復
旧

工
事
に
着
工
、

三
八
年
二
月
完

工
、
干
拓
付
帯

工
事
が
昭
和
三

九
年
度
を
も
っ

〇
m
が
決
壊

し
、
残
っ
た
の

は
わ
ず
か
一
、七

〇
〇
m
で
し

た
。
　

台
風
襲
来

当
時
の
入
植

は
、
一
六
四
戸

で
家
族
を
含

め
て
三
一
八
名

で
、
そ
の
う

ち
、
三
三
戸
が
一
家
全
滅
し
、
一
三
三
名

（
入
植
者
四
八
名
、
同
家
族
七
三
名
、
同

居
人
一
二
名
）
が
死
亡
、
つ
ま
り
半
数
近
く

が
そ
の
尊
い
人
命
を
失
っ
た
の
で
し
た
。

　

鍋
田
干
拓
地
の
被
害
の
特
徴
は
、
若
い

入
植
者
と
新
婚
早
々
の
女
性
が
多
か
っ
た

こ
と
で
、
台
風
の
わ
ず
か
七
日
前
、
豊
橋

の
訓
練
所
か
ら
来
た
ば
か
り
の
七
期
生
の

犠
牲
者
も
お
り
、
彼
ら
の
多
く
は
一
七
歳

か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
ニ
キ
ビ
の
残
る
よ
う

な
青
年
ば
か
り
で
し
た
。
干
拓
地
南
端
の

海
岸
堤
防
近
く
の
宿
舎
に
人
植
し
た
彼
ら

の
被
害
は
、
甚
大
だ
っ
た
の
で
し
た
。
ま

た
、
入
植
者
は
そ
の
年
、
結
婚
し
た
人
も

多
く
、
新
婚
ほ

や
ほ
や
の
ほ
と

ん
ど
の
花
嫁

さ
ん
一
六
名
が

犠
牲
と
な
り
、

妊
娠
四
か
月

以
上
の
女
性

三
八
名
も
の

命
も
失
わ
れ

た
の
で
し
た
。

　

昭
和
三
八

し
、
県
外
か
ら
の
入
植
者
は
長
野
県
五
四

戸
が
一
番
多
く
、
次
い
で
山
梨
県
、
岐
阜

県
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

第
一
期
生
の
入
植
は
、
昭
和
三
〇
年
四

月
五
日
で
し
た
。
愛
知
県
農
村
建
設
青
年

隊
に
入
っ
て
一
年
間
、
当
時
豊
橋
に
所
在

し
た
開
拓
訓
練
所
と
現
地
で
の
訓
練
を
終

え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
干
拓
地
の
入
植
は
、昭
和
三
一
年
か
ら
三
五

年
ま
で
に
九
期
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台
風

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六
日

に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
こ
の
地
に

壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
時
鍋
田
の
海
岸
堤
防
（
高
さ
六
．二

m
）
七
〇
五
〇
m
の
う
ち
、
な
ん
と
五
三
五

■ 弥富町の医療活動（中日新聞社提供）

■ 現在の鍋田干拓地

■ 鍋田干拓堤防災害風景

■ 鍋田神明社

■ 応急仮締め切り竣工式風景■ 潮止工事

■ 災害風景

鍋
田
干
拓
の
始
ま
り
は
江
戸
末
期
。
豪
農
や
豪
商
の
資
本
投
下

に
よ
り
開
拓
さ
れ
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
風
雨
に
よ
り
、
も
と

の
泥
海
に
。

本
格
的
な
干
拓
事
業
開
始
は
昭
和
二
三
年
。
農
地
造
成
、
食
糧
増

産
、
失
業
救
済
を
目
的
に
、
国
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
再
び
泥
海
に
。
昭
和
三
五
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
復
旧
事
業

に
よ
り
、
緑
豊
か
な
水
郷
地
帯
と
し
て
再
生
し
て
い
ま
す
。

第
一
節

伊
勢
湾
台
風
を
乗
り
越
え
て
、

実
り
の
時
を
迎
え
た

鍋
田
干
拓
事
業

AREA REPO
RT （Vol.25  1998 W

IN
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）
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よ
し
や
ま

耕 地
堤 防 敷
道 路 敷
水 路 敷
その他、宅地

計

500.9 ha
28.0 
22.5 
41.0 
46.4 
638.8 

314.60 ha
41.63 
21.80 
43.96 
211.24 
633.23 

314.60 ha
22.86 
18.80 
37.01 
24.17 
417.44 

 ha
18.77 
3.00 
6.95 

187.07 
215.79 

区　　分 被災前の計画
（鍋田地区） 計 第 1 地 区

災 害 復 旧 後

第 2 地 区

（1）計画面積

伊勢湾台風前の
干拓建設施工
事業量

災害復旧計画
施工事業量

河川堤 海岸堤 澪止堤 船留
東西堤

船留
正面堤 計 潮止 築堤用土

1,727m 4,590m 725m 7,042m
1箇所
200m

1,991.8m4,359.8m 381.5m 7,047.2m314.1m
第一145m
第二  60m

外海より
浚渫船にて
堤塘敷に
直接排送する。

区　分

（2）堤　防

　左
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を
作
っ
て
お
り
、
当
時
は
相
当
な
収

入
源
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
は
至
難
で
あ
り

干
拓
は
難
局
を
迎
え
ま
し
た
が
、
干
拓
職
員

の
熱
心
な
説
得
、
積
極
的
な
調
査
活
動
は

実
を
結
び
、
昭
和
二
三
年
、
つ
い
に
干
拓
工

事
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
干
拓
事
業
の
概
要

　

農
地
造
成
、
食
糧
増
産
、
失
業
救
済
を

目
的
と
し
た
鍋
田
干
拓
事
業
は
昭
和
二
三

年
、
本
格
的
な
干
拓
工
事
を
開
始
し
ま
し

た
。
昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
に
は
潮
止

め
を
行
っ
て
陸
化
を
実
現
し
、
用
排
水
施

設
及
び
干
拓
造
成
工
事
を
昭
和
三
一
年
三

月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　
干
拓
地
入
植

　

鍋
田
干
拓
の
人
植
者
の
条
件
は
原
則
的

に
三
〇
歳
ま
で
の
独
身
者
で
、
家
を
継
ぐ

可
能
性
の
低
い
二
・
三
男
が
主
で
し
た
。

　

入
植
者
は
愛
知
県
内
だ
け
で
は
な
く
、

県
外
か
ら
も
地
域
を
定
め
て
同
時
募
集

　
鍋
田
干
拓
計
画

　

昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
、
緊
急
開

拓
事
業
実
施
要
領
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
同

事
業
の
一
環
と
し
て
約
一
〇
万
町
歩
の
干

拓
を
国
営
ま
た
は
県
営
事
業
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
、
鍋
田
干
拓
も
国
営
事

業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

農
林
省
は
運
輸
省
と
協
議
し
湖
面
干
拓

は
農
林
省
、
海
面
干
拓
は
運
輸
省
に
委
託

し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
同
年
、
鍋

田
に
は
運
輸
省
か
ら
現
地
に
技
術
者
が
乗

り
込
み
ま
し
た
が
、
干
拓
に
あ
た
っ
て
は
次

の
よ
う
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

（
一
）
干
拓
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
民
有
地
で
あ

り
、
そ
の
所
有
者
は
一
一
人
に
及
ん

で
い
る
。

（
二
）
満
潮
時
に
水
位
が
あ
る
こ
と
を
利
用

す
る
定
置
漁
業
が
愛
知
県
に
よ
り
認

定
さ
れ
て
い
る
。

（
三
） 

ノ
リ
漁
業
が
盛
ん
で
あ
る
。

（
四
）
付
近
の
漁
民
が
入
り
込
ん
で
ボ
ラ
そ

の
他
の
漁
業
を
や
っ
て
い
る
。

（
五
）
亡
所
の
う
ち
で
も
、
標
高
の
高
い
箇

所（
地
元
で
は
葭
山
と
い
う
）で
は
葭

る
臨
海
工
業
地
帯
に
つ
な
が
る
干
拓
地
で

約
八
四
三
㎢
の
農
地
で
す
。
戦
後
の
混
乱

の
中
で
緊
急
食
糧
増
産
対
策
と
し
て
干
拓

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
地
の
干
拓

は
そ
れ
よ
り
約
一
六
〇
年
前
の
天
保
八
（
一

八
三
七
）
年
、
八
穂
、
稲
山
、
上
野
新
田
と

し
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
稲
山
に
つ
い
て

は
、
六
野
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
干
拓
地
も
収
穫
を
十
分

上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
う
ち
に
度
重
な

る
水
害
で
破
壊
さ
れ
、
地
主
た
ち
も
所
有

権
だ
け
を
残
し
て
耕
作
を
放
棄
し
、
干
拓

地
も
亡
所
（
土
地
が
水
害
等
に
よ
っ
て
荒

ら
さ
れ
、
耕
作
不
能
地
と
し
て
放
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
の
意
）
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
の
泥
海
で
付
近
の
漁
民
は
海
苔
養
殖

を
は
じ
め
、
ま
た
潮
の
干
満
を
利
用
し
て

ハ
ゼ
や
ボ
ラ
の
漁
場
と
も
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
主
間
に
よ
る
復
旧
の
計
画
安

政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
進
め
ら
れ
た

り
、
資
本
家
た
ち
に
よ
る
干
拓
工
事
（
大

正
時
代
）
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
複
雑
な
所
有
権
や
漁
業
権
、
資
金
繰

り
な
ど
の
関
係
か
ら
、
実
現
に
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
鍋
田
干
拓
の
お
い
た
ち

　

愛
知
県
海
部
郡
弥
富
町
地
先
の
現
在
の

鍋
田
干
拓
は
、
海
部
郡
の
最
南
端
、
西
は

三
重
県
に
隣
接
、
東
は
名
古
屋
市
に
広
が

て
完
了
し

ま
し
た
。

こ
の
問
の

復
旧
工
事

費
は
二
六

億
四
〇
六

四
万
余

円
、
こ
う

し
て
再
建

さ
れ
た
干

拓
地
に
住
宅
が

建
設
さ
れ
る
の

を
契
機
に
、
大

字
三
稲
字
稲
山

の
地
名
が
付
け

ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
か
つ

て
鍋
田
村
と
呼

ば
れ
た
地
区
で

あ
り
な
が
ら
そ
の
地
名
が
残
ら
な
い
こ
と

や
、
伊
勢
湾
台
風
で
広
く
知
ら
れ
た
鍋
田
の

地
名
を
残
し
た
い
と
い
う
人
植
者
の
希
望

を
町
議
会
に
認
め
て
も
ら
い
、
昭
和
四
二
年

度
に
大
字
鍋
田
と
名
乗
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
川
水
系
農
業
水
利
誌
』

（
社
）
農
業
土
木
学
会
発
行

『
鍋
田
干
拓
事
業
概
要
書
』　

農
林
省
名
古
屋
農
地
事
務
所　
　

鍋
田
農
業
災
害
復
旧
事
務
所
発
行

『
鍋
田
干
拓
三
〇
周
年
記
念
誌
』　

鍋
田
干
拓
三
〇
周
年
記
念
誌
実
行
委
員
会
発
行

『
弥
富
町
誌
』
弥
富
町
発
行

年
、
伊
勢
湾
台

風
の
被
災
者
の

霊
を
慰
め
よ
う

と
、
現
鍋
田
町
の

東
北
端
（
西
末

広
）
に
「
伊
勢
湾

台
風
殉
難
の
塔
」

を
建
立
、
さ
ら
に

昭
和
四
四
年
（
一

九
六
九
）
の
「
伊
勢
湾
台
風
復
興
十
周
年
事

業
」
で
は
、「
限
り
な
い
新
楽
土
建
設
を
目

指
し
、
入
植
者
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
今
後
い
っ
そ
う
一
致
団
結
し
村
づ
く
り

に
精
進
す
る
た
め
」
と
、
鍋
田
神
明
社
と
共

に
神
社
の
慰
霊
碑
・
慰
霊
観
音
も
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
後
の
復
旧
事
業

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
に
襲
来
し
た

伊
勢
湾
台
風
は
、
干
拓
建
設
工
事
が
約
九

三
％
完
了
し
て
い
た
鍋
田
干
拓
に
壊
滅
的

な
被
害
を
与
え
、
工
事
着
工
以
来
一
〇
億

円
余
り
を
費
や
し
た
成
果
は
水
泡
に
帰
し

ま
し
た
。

　

被
災
後
直
ち
に
復
旧
工
事
は
進
め
ら

れ
、
応
急
仮
締

め
切
り
工
事
は

昭
和
三
五
年
四

月
に
完
了
し
、

同
時
に
本
復
旧

工
事
に
着
工
、

三
八
年
二
月
完

工
、
干
拓
付
帯

工
事
が
昭
和
三

九
年
度
を
も
っ

〇
m
が
決
壊

し
、
残
っ
た
の

は
わ
ず
か
一
、七

〇
〇
m
で
し

た
。
　

台
風
襲
来

当
時
の
入
植

は
、
一
六
四
戸

で
家
族
を
含

め
て
三
一
八
名

で
、
そ
の
う

ち
、
三
三
戸
が
一
家
全
滅
し
、
一
三
三
名

（
入
植
者
四
八
名
、
同
家
族
七
三
名
、
同

居
人
一
二
名
）
が
死
亡
、
つ
ま
り
半
数
近
く

が
そ
の
尊
い
人
命
を
失
っ
た
の
で
し
た
。

　

鍋
田
干
拓
地
の
被
害
の
特
徴
は
、
若
い

入
植
者
と
新
婚
早
々
の
女
性
が
多
か
っ
た

こ
と
で
、
台
風
の
わ
ず
か
七
日
前
、
豊
橋

の
訓
練
所
か
ら
来
た
ば
か
り
の
七
期
生
の

犠
牲
者
も
お
り
、
彼
ら
の
多
く
は
一
七
歳

か
ら
二
〇
歳
ま
で
の
ニ
キ
ビ
の
残
る
よ
う

な
青
年
ば
か
り
で
し
た
。
干
拓
地
南
端
の

海
岸
堤
防
近
く
の
宿
舎
に
人
植
し
た
彼
ら

の
被
害
は
、
甚
大
だ
っ
た
の
で
し
た
。
ま

た
、
入
植
者
は
そ
の
年
、
結
婚
し
た
人
も

多
く
、
新
婚
ほ

や
ほ
や
の
ほ
と

ん
ど
の
花
嫁

さ
ん
一
六
名
が

犠
牲
と
な
り
、

妊
娠
四
か
月

以
上
の
女
性

三
八
名
も
の

命
も
失
わ
れ

た
の
で
し
た
。

　

昭
和
三
八

し
、
県
外
か
ら
の
入
植
者
は
長
野
県
五
四

戸
が
一
番
多
く
、
次
い
で
山
梨
県
、
岐
阜

県
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

第
一
期
生
の
入
植
は
、
昭
和
三
〇
年
四

月
五
日
で
し
た
。
愛
知
県
農
村
建
設
青
年

隊
に
入
っ
て
一
年
間
、
当
時
豊
橋
に
所
在

し
た
開
拓
訓
練
所
と
現
地
で
の
訓
練
を
終

え
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
干
拓
地
の
入
植
は
、昭
和
三
一
年
か
ら
三
五

年
ま
で
に
九
期
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台
風

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六
日

に
襲
来
し
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
こ
の
地
に

壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
の
時
鍋
田
の
海
岸
堤
防
（
高
さ
六
．二

m
）
七
〇
五
〇
m
の
う
ち
、
な
ん
と
五
三
五

■ 弥富町の医療活動（中日新聞社提供）

■ 現在の鍋田干拓地

■ 鍋田干拓堤防災害風景

■ 鍋田神明社

■ 応急仮締め切り竣工式風景■ 潮止工事

■ 災害風景

鍋
田
干
拓
の
始
ま
り
は
江
戸
末
期
。
豪
農
や
豪
商
の
資
本
投
下

に
よ
り
開
拓
さ
れ
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
風
雨
に
よ
り
、
も
と

の
泥
海
に
。

本
格
的
な
干
拓
事
業
開
始
は
昭
和
二
三
年
。
農
地
造
成
、
食
糧
増

産
、
失
業
救
済
を
目
的
に
、
国
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
再
び
泥
海
に
。
昭
和
三
五
年
か
ら
着
手
さ
れ
た
復
旧
事
業

に
よ
り
、
緑
豊
か
な
水
郷
地
帯
と
し
て
再
生
し
て
い
ま
す
。
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伊
勢
湾
台
風
を
乗
り
越
え
て
、

実
り
の
時
を
迎
え
た

鍋
田
干
拓
事
業

AREA REPO
RT （Vol.25  1998 W
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よ
し
や
ま

耕 地
堤 防 敷
道 路 敷
水 路 敷
その他、宅地

計

500.9 ha
28.0 
22.5 
41.0 
46.4 
638.8 

314.60 ha
41.63 
21.80 
43.96 
211.24 
633.23 

314.60 ha
22.86 
18.80 
37.01 
24.17 
417.44 

 ha
18.77 
3.00 
6.95 

187.07 
215.79 

区　　分 被災前の計画
（鍋田地区） 計 第 1 地 区

災 害 復 旧 後

第 2 地 区

（1）計画面積

伊勢湾台風前の
干拓建設施工
事業量

災害復旧計画
施工事業量

河川堤 海岸堤 澪止堤 船留
東西堤

船留
正面堤 計 潮止 築堤用土

1,727m 4,590m 725m 7,042m
1箇所
200m

1,991.8m4,359.8m 381.5m 7,047.2m314.1m
第一145m
第二  60m

外海より
浚渫船にて
堤塘敷に
直接排送する。

区　分

（2）堤　防

　左
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ち
の
村
か
ら
は
分
村
計
画
で
、
日
本
各
地

の
開
拓
地
へ
入
植
し
ま
し
た
。

亀
嶋
：
僕
は
西
尾
市
出
身
。
日
本
の
デ
ン

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
た
安
城
の
近
く
で
、
農

業
も
進
ん
で
お
っ
た
。
で
も
、
七
人
兄
弟
の

真
ん
中
で
す
か
ら
、
土
地
を
分
け
て
も

ら
っ
て
も
わ
ず
か
。
な
ら
、
新
天
地
で
可
能

性
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当

時
、
開
拓
者
は
一
代
で
は
楽
が
で
き
な
い
、

苦
労
ば
か
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
広
大
な
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
で
も
、
驚
き
ま
し

た
ね
。
農
業
は
す
べ
て
人
力
で
、
鋤
と
鍬
の

み
。
お
ま
け
に
、
田
ん
ぼ
へ
行
く
の
は
舟
。

最
初
は
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
た
と

思
い
ま
し
た
よ
。

牧
本
：
ふ
る
さ
と
は
岐
阜
県
朝
日
村
、
木

か
ら
、
土
木
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
、
堤
防
決
壊
の
恐
ろ
し

さ
は
知
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
昭
和
一
九
年
の

三
河
地
震
で
は
堤
防
が
沈
下
し
て
切
れ
か

か
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
農
家
の
二
男

坊
だ
か
ら
、
干
拓
地
が
で
き
た
ら
入
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
は
、
小
さ
い
時
か
ら
も
っ

て
い
ま
し
た
。

三
浦
：
長
野
県
の
下
伊
那
郡
の
阿
南
町
出

身
で
す
。
当
時
す
で
に
妻
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
殊
な
例
と
し
て
二
九
歳
で
入
植

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
し

た
し
ね
。
親
戚
一
同
賛
否
両
論
で
し
た
が
、

鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て…

そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
境
遇
の
人
間
だ
っ
た
。
当
時
の

産
業
は
農
業
が
主
体
の
割
り
に
は
、
小
農

み
た
い
な
こ
と
で
、
生
活
が
精
一
杯
。
私
た

　
鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て

伊
藤
：
私
は
弥
富
町
の
出
身
で
す
。
も
と

も
と
農
家
の
三
男
で
親
戚
の
養
子
に
な
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

農
地
が
小
さ
く
て

ね
。
今
の
よ
う
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
か
、

勤
め
先
も
な
い
時
代

で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
、
も
っ
と
大
き
い

農
業
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
二
九
歳

の
時
、
一
期
生
と
し

て
入
植
し
ま
し
た
。

吉
兼
：
地
元
末
広
新

田
の
出
身
で
、
農
家

の
二
男
坊
で
す
。
鍋

田
の
干
拓
事
業
が
始

ま
る
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
こ
の
土
地
を
目

標
と
し
て
い
ま
し

た
。
鍋
田
干
拓
事
業

が
始
ま
っ
た
の
が
昭

和
二
一
年
（
一
九
四

六
）
。
調
査
の
時
代

い
さ
ん
の
羽
織
を
借
り
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
で
も
寒
く
て
ふ
る
え
と
っ
た
。
今
か
ら

思
え
ば
、
私
が
運
よ
く
助
か
っ
た
の
は
、
パ

ン
ツ
と
半
袖
シ
ャ
ツ
と
い
う
軽
装
だ
っ
た

か
ら
。
遺
体
捜
索
で
亡
く
な
っ
た
方
を
み

る
と
、
雨
合
羽
を
し
っ
か
り
着
こ
ん
で
い
た

ん
で
す
が
、
あ
の
重
装
備
で
、
波
に
巻
か

れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

亀
嶋
：
な
ん
と
い
っ
て
も
入
植
者
は
若
く

て
屈
強
な
男
ど
も
で
す
か
ら
、
助
か
っ
た

率
も
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
や
子
ど

も
は
ず
い
ぶ
ん
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
し
て
、
当
時
は
新
婚
早
々
で
妊
娠
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
女
性
も
多
か
っ
た
。
身
動
き

も
と
り
づ
ら
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

牧
本
：
私
は
た
ま
た
ま
、
実
家
に
家
内
と

も
ど
も
里
帰
り
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ

の
頃
、
秋
祭
り
が
あ
っ
て
、
嫁
さ
ん
連
れ
て

こ
い
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
向
こ
う
で
伊
勢

湾
台
風
の
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
今
の
よ
う
に
情
報
が
発
達
し
て
い
な
い

時
代
で
す
。
状
況
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
山
線
も
止
ま
っ
て
い
た
し
。
２
〜
３

日
後
、
何
と
か
愛
知
県
庁
を
訪
ね
る
と
、

入
植
者
名
簿
の
僕
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
ら
し
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
生
き
て
い
る

ら
し
い
と
ね
。
そ
れ
か
ら
は
遺
体
捜
索
の

張
っ
て
く
る
も
の
だ
け
。
今
の
よ
う
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
も
な
い
か
ら
、
停
電
し
て
し

ま
え
ば
台
風
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。
ま

し
て
あ
の
日
の
昼
間
は
晴
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
あ
ん
な
凄
い
台
風
だ
と
は
、
誰
も

予
測
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
、
多
分
、
夕
方
の
六
時
過
ぎ
だ
っ
た

と
思
う
。
一
気
に
高
潮
に
襲
わ
れ
て
、

キ
ャ
ー
と
い
う
妻
の
悲
鳴
を
聞
い
た
の

が
、
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
妊
娠
七
か
月

の
妻
と
は
、
そ
れ
っ
き
り
で
す
。

三
浦
：
あ
の
年
の
春
、
私
も
小
学
校
四
年

の
娘
と
二
年
の
息
子
、
そ
し
て
家
内
を
長

野
か
ら
呼
び
よ
せ
ま
し
て
ね
。
伊
勢
湾
台

風
の
日
は
、
丁
度
土
曜
日
で
し
た
。
で
、
下

校
し
た
娘
に
「
小
学
校
で
台
風
の
こ
と
何

か
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
」
と
聞
き
ま
し
た

が
「
何
も
」
と
い
っ
て
お
っ
た
ん
で
、
タ
カ

を
括
っ
て
い
た
ん
で
す
。
け
ど
、
夕
方
か
ら

夜
に
な
る
に
つ
れ
風
雨
が
猛
烈
に
強
く
な

り
土
壁
自
体
が
振
動
す
る
様
に
な
っ
た
。

雨
戸
の
補
強
を
し
て
い
る
と
高
潮
が
一
気

に
襲
っ
て
き
た
。
台
所
に
お
っ
た
長
女
の

「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
悲
鳴
が
最
後
の
言
葉

で
し
た
。
妻
も
子
ど
も
二
人
も
高
潮
に
呑

ま
れ
て
。

吉
兼
：
流
木
と
一
緒
に
旧
堤
防
の
笹
藪
の

と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
吹

き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
何
人
の
人
々

が
流
れ
着
い
て
い
た
。
そ
ん
な
人
々
と
ま
ん

じ
り
と
も
せ
ず
、
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
寒
か
っ
た
で
す
よ
。
流
木
で
全
身
怪

我
だ
ら
け
で
し
た
し
。

三
浦
：
私
も
流
木
と
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
、
近
く
の
農
家
の
二
階
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
じ

ら
、
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
鍋
田
干

拓
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
に
比
べ
私
ど
も
三
期
生
は
、
農
作
業

の
合
間
に
碁
を
し
た
り
、
野
球
を
し
た
り

と
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

伊
藤
：
内
緒
の
話
だ
け
ど
、
ド
ブ
ロ
ク
な

ん
か
も
作
り
ま
し
た
（
笑
）
。

伊
藤
：
そ
れ
で
よ
う
や
く
米
が
収
穫
で
き

た
の
が
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
昭
和

三
四
年
。
五
俵
ほ
ど
獲
れ
た
か
な
。

吉
兼
：
当
時
、
日
雇
い
に
行
く
と
四
百
円

余
り
。
二
コ
ヨ
ン
ち
ゅ
う
て
、
普
通
の
仕
事

の
日
当
が
二
四
〇
円
の
時
代
に
、
米
一
俵
が

四
千
円
で
し
た
か
ら
、
米
が
良
い
値
で
売

れ
た
時
代
で
す
。

　
収
穫
も
夢
も
な
ぎ
倒
し
た
伊
勢
湾
台
風

　伊
藤
：
昭
和
三
四
年
の
秋
、
よ
う
や
く
収

穫
し
た
米
を
農
協
に
納
め
よ
う
と
し
て
い

る
矢
先
の
伊
勢
湾
台
風
。
わ
が
家
は
基
礎

と
お
く
ど
さ
ん
（
台
所
）
を
残
し
た
だ
け

で
、
全
部
流
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
六
日

の
当
日
は
、
家
内
と
一
緒
に
実
家
に
避
難

し
て
い
た
の
で
、
命
だ
け
は
助
か
り
ま
し

た
が
。

吉
兼
：
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
電
線
か
ら
引
っ

曽
三
川
の
上
流
か
ら
来
た
わ
け
で
す
。
地

元
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
村
長
さ
ん
が
弟
の
と
こ
ろ
に

鍋
田
の
入
植
の
話
を
も
っ
て
き
た
ん
で

す
。
で
、
そ
ん
な
い
い
話
な
ら
俺
が
行
く
っ

て
言
う
こ
と
で
、
仲
間
三
人
と
一
緒
に
こ
こ

へ
来
た
ん
で
す
。
当
初
一
町
四
反
と
い
う
土

地
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
魅
力

で
し
た
ね
。

　
開
拓
者
魂
に
あ
ふ
れ
た
共
同
生
活

三
浦
：
当
時
の
独
身
の
方
を
見
て
る
と
、

今
で
い
う
青
春
謳
歌
と
は
ま
た
違
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
み
ん
な
若
か
っ
た
か
ら
、
仲
間

で
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
団
体
生
活
を
楽

し
ん
で
み
え
た
よ
う
で
す
。

吉
兼
：
事
業
自
体
が
農
家
の
二
・
三
男
対

策
で
し
た
か
ら
、
入
植
者
に
長
男
は
い
な

い
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
若
者

が
集
ま
っ
て
の
共
同
生
活
で
す
か
ら
、
開

拓
魂
っ
て
い
う
の
か
ね
。
そ
ん
な
気
合
い

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

亀
嶋
：
吉
兼
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
、
伊
藤
さ

ん
を
初
め
と
し
た
一
期
生
の
方
々
は
、
干
拓

工
事
な
ど
も
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

■ 牧本松夫さん ■ 亀嶋庄平さん

■ 三浦　豁さん

■ 伊藤之男さん

■ 吉兼郁雄さん

鍋
田
干
拓
は
明
治
以
降
の
六
干
拓
地
の
中
で
も
、
最
大
規
模
を
誇

る
と
こ
ろ
。
昭
和
三
〇
年
に
は
干
拓
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
こ
れ
か
ら

収
穫
と
い
う
昭
和
三
四
年
秋
、
伊
勢
湾
台
風
は
襲
来
。
高
潮
堤
防

の
八
割
は
決
壊
し
、
家
も
田
も
そ
し
て
尊
い
人
命
さ
え
も
、
海
に

呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
胞
を
そ
し
て
家
族
を
失
っ
た
入
植
者
た
ち
は
、
開
拓
者
魂
を
胸

に
復
興
に
奔
走
。
当
時
の
入
植
者
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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談
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﹈　

　

鍋
田
干
拓
入
植
者
が
語
る

　

伊
勢
湾
台
風

日
々
で
す
よ
。

亀
嶋
：
私
は
当
時
農
協
の
組
合
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
堤
防
の
脇
に
小
屋
み
た
い
な

事
務
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
台
風
が
来

る
か
ら
、
交
代
で
当
番
を
し
な
き
ゃ
と
い

う
こ
と
で
、
昼
間
は
、
事
務
所
に
詰
め
て

お
っ
た
ん
で
す
。
で
、
夕
方
に
な
っ
て
交
代

で
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自

宅
に
帰
っ
た
時
、
六
時
過
ぎ
で
す
か
。
雨

も
風
も
強
く
な
り
、
玄
関
か
ら
後
ろ
ま
で

風
が
吹
き
抜
け
て
、
家
具
も
た
ん
す
も
木

の
葉
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
な
れ
ば
、
家
に
い
て
も
外
に
い
て
も

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
家
内
や
近
所
の

方
と
一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で

堤
防
を
目
指
し
た
ん
で
す
が
、
運
よ
く
私

た
ち
夫
婦
が
堤
防
に
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ

で
高
潮
が
き
た
。
私
た
ち
の
後
に
続
い
た

二
組
の
夫
婦
の
奥
さ
ん
方
だ
け
が
高
潮
に

呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
気
の
毒

だ
っ
た
の
は
、
私
の
代
わ
り
に
農
協
の
事

務
所
に
詰
め
て
い
て
、
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
。
伊
勢
湾
台
風
の
後
、
逃
げ
出
し
た

い
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
被
害
者
の
方
々

を
思
う
と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
私
達
だ

け
が
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
復

興
に
力
を
尽
く
そ
う
と
ね
。

　
開
拓
の
夢
を
、
今
一
度

三
浦
：
そ
り
ゃ
、
復
興
の
兆
し
も
見
え
な

い
時
に
は
転
業
し
た
い
と
、
正
直
、
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
私
が
逃
げ
出
し
た
ん
じ
ゃ
、

仏
も
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
い
直
し
て
。
そ

れ
か
ら
で
す
よ
。
も
う
一
度
、
こ
こ
で
頑
張

ろ
う
と
。
ま
あ
、
開
拓
者
魂
が
蘇
っ
た
ん

で
す
な
。

亀
嶋
：
台
風
の
年
の
年
末
か
ら
で
す
。
復

興
の
た
め
の
陳
情
が
始
ま
っ
た
の
は
。
丁

度
、
甚
目
寺
で
の
避
難
所
生
活
を
終
え
、

鍋
田
で
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
時

の
こ
と
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
農
協
の
役
員

が
交
代
で
東
京
へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
と
違
っ
て
、
比
較
的
偉
い
さ
ん

に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
農
政

局
長
に
会
っ
て
、
そ
こ
で
当
時
の
農
林
大

臣
の
福
田
赳
夫
さ
ん
に
も
会
う
こ
と
が
で

き
て
、
鍋
田
へ
の
視
察
を
約
束
し
て
く
れ

ま
し
た
。

吉
兼
：
そ
れ
で
、
宅
地
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
住

宅
が
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
）
だ
っ
た
か
な
。

牧
本
：
昭
和
三
五
年
の
四
月
に
第
一
・
第

二
潮
止
工
事
が
完
了
し
て
、
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
ん
で
す
ね
。

伊
藤
：
ま
あ
、
お
互
い
帰
る
と
こ
ろ
は
な

い
し
。

三
浦
：
意
地
が
あ
っ
た
。
負
け
犬
に
は
な

り
た
く
な
か
っ
た
。

吉
兼
：
高
度
経
済
成
長
と
い
う
時
代
も
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
浦
：
大
都
市
に
近
い
と
い
う
土
地
柄
も

あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
さ
え

な
け
れ
ば
、
開
拓
民
と
し
て
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
生
活
で
し
た
。

伊
藤
：
「
開
拓
者
に
下
子
な
し
」
。
つ
ま

り
、
入
植
者
は
苦
労
ば
っ
か
り
で
、
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
報
わ
れ
た
人
生
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

亀
嶋
：
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
中
で

も
台
風
に
対
す
る
恐
怖
は
薄
ら
い
で
く

る
。
こ
ん
な
話
、
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も

「
ま
た
か
」
と
笑
わ
れ
る
ば
か
り
で
。

吉
兼
：
で
も
、
こ
う
い
う
機
会
に
、
も
う
一

度
台
風
の
脅
威
を
振
り
返
り
、
防
災
を
考

え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

亀
嶋
：
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
員
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  出席者（敬称略）

伊藤之男　愛知県弥富町出身67歳 一期生初代開拓農協組合長
吉兼郁雄　愛知県弥富町出身65歳 一期生二代開拓農協組合長
三浦　豁　長野県下伊那郡阿南町出身69歳　

一期生昭和49年度開拓農協組合長
亀嶋庄平　愛知県西尾市出身64歳 三期生三代開拓農協組合長
牧本松夫　岐阜県朝日村出身64歳 四期生元開拓農協組合理事・幹事
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ち
の
村
か
ら
は
分
村
計
画
で
、
日
本
各
地

の
開
拓
地
へ
入
植
し
ま
し
た
。

亀
嶋
：
僕
は
西
尾
市
出
身
。
日
本
の
デ
ン

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
た
安
城
の
近
く
で
、
農

業
も
進
ん
で
お
っ
た
。
で
も
、
七
人
兄
弟
の

真
ん
中
で
す
か
ら
、
土
地
を
分
け
て
も

ら
っ
て
も
わ
ず
か
。
な
ら
、
新
天
地
で
可
能

性
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当

時
、
開
拓
者
は
一
代
で
は
楽
が
で
き
な
い
、

苦
労
ば
か
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
広
大
な
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
で
も
、
驚
き
ま
し

た
ね
。
農
業
は
す
べ
て
人
力
で
、
鋤
と
鍬
の

み
。
お
ま
け
に
、
田
ん
ぼ
へ
行
く
の
は
舟
。

最
初
は
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
た
と

思
い
ま
し
た
よ
。

牧
本
：
ふ
る
さ
と
は
岐
阜
県
朝
日
村
、
木

か
ら
、
土
木
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
、
堤
防
決
壊
の
恐
ろ
し

さ
は
知
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
昭
和
一
九
年
の

三
河
地
震
で
は
堤
防
が
沈
下
し
て
切
れ
か

か
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
農
家
の
二
男

坊
だ
か
ら
、
干
拓
地
が
で
き
た
ら
入
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
は
、
小
さ
い
時
か
ら
も
っ

て
い
ま
し
た
。

三
浦
：
長
野
県
の
下
伊
那
郡
の
阿
南
町
出

身
で
す
。
当
時
す
で
に
妻
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
殊
な
例
と
し
て
二
九
歳
で
入
植

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
し

た
し
ね
。
親
戚
一
同
賛
否
両
論
で
し
た
が
、

鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て…

そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
境
遇
の
人
間
だ
っ
た
。
当
時
の

産
業
は
農
業
が
主
体
の
割
り
に
は
、
小
農

み
た
い
な
こ
と
で
、
生
活
が
精
一
杯
。
私
た

　
鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て

伊
藤
：
私
は
弥
富
町
の
出
身
で
す
。
も
と

も
と
農
家
の
三
男
で
親
戚
の
養
子
に
な
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

農
地
が
小
さ
く
て

ね
。
今
の
よ
う
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
か
、

勤
め
先
も
な
い
時
代

で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
、
も
っ
と
大
き
い

農
業
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
二
九
歳

の
時
、
一
期
生
と
し

て
入
植
し
ま
し
た
。

吉
兼
：
地
元
末
広
新

田
の
出
身
で
、
農
家

の
二
男
坊
で
す
。
鍋

田
の
干
拓
事
業
が
始

ま
る
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
こ
の
土
地
を
目

標
と
し
て
い
ま
し

た
。
鍋
田
干
拓
事
業

が
始
ま
っ
た
の
が
昭

和
二
一
年
（
一
九
四

六
）
。
調
査
の
時
代

い
さ
ん
の
羽
織
を
借
り
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
で
も
寒
く
て
ふ
る
え
と
っ
た
。
今
か
ら

思
え
ば
、
私
が
運
よ
く
助
か
っ
た
の
は
、
パ

ン
ツ
と
半
袖
シ
ャ
ツ
と
い
う
軽
装
だ
っ
た

か
ら
。
遺
体
捜
索
で
亡
く
な
っ
た
方
を
み

る
と
、
雨
合
羽
を
し
っ
か
り
着
こ
ん
で
い
た

ん
で
す
が
、
あ
の
重
装
備
で
、
波
に
巻
か

れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

亀
嶋
：
な
ん
と
い
っ
て
も
入
植
者
は
若
く

て
屈
強
な
男
ど
も
で
す
か
ら
、
助
か
っ
た

率
も
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
や
子
ど

も
は
ず
い
ぶ
ん
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
し
て
、
当
時
は
新
婚
早
々
で
妊
娠
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
女
性
も
多
か
っ
た
。
身
動
き

も
と
り
づ
ら
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

牧
本
：
私
は
た
ま
た
ま
、
実
家
に
家
内
と

も
ど
も
里
帰
り
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ

の
頃
、
秋
祭
り
が
あ
っ
て
、
嫁
さ
ん
連
れ
て

こ
い
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
向
こ
う
で
伊
勢

湾
台
風
の
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
今
の
よ
う
に
情
報
が
発
達
し
て
い
な
い

時
代
で
す
。
状
況
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
山
線
も
止
ま
っ
て
い
た
し
。
２
〜
３

日
後
、
何
と
か
愛
知
県
庁
を
訪
ね
る
と
、

入
植
者
名
簿
の
僕
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
ら
し
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
生
き
て
い
る

ら
し
い
と
ね
。
そ
れ
か
ら
は
遺
体
捜
索
の

張
っ
て
く
る
も
の
だ
け
。
今
の
よ
う
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
も
な
い
か
ら
、
停
電
し
て
し

ま
え
ば
台
風
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。
ま

し
て
あ
の
日
の
昼
間
は
晴
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
あ
ん
な
凄
い
台
風
だ
と
は
、
誰
も

予
測
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
、
多
分
、
夕
方
の
六
時
過
ぎ
だ
っ
た

と
思
う
。
一
気
に
高
潮
に
襲
わ
れ
て
、

キ
ャ
ー
と
い
う
妻
の
悲
鳴
を
聞
い
た
の

が
、
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
妊
娠
七
か
月

の
妻
と
は
、
そ
れ
っ
き
り
で
す
。

三
浦
：
あ
の
年
の
春
、
私
も
小
学
校
四
年

の
娘
と
二
年
の
息
子
、
そ
し
て
家
内
を
長

野
か
ら
呼
び
よ
せ
ま
し
て
ね
。
伊
勢
湾
台

風
の
日
は
、
丁
度
土
曜
日
で
し
た
。
で
、
下

校
し
た
娘
に
「
小
学
校
で
台
風
の
こ
と
何

か
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
」
と
聞
き
ま
し
た

が
「
何
も
」
と
い
っ
て
お
っ
た
ん
で
、
タ
カ

を
括
っ
て
い
た
ん
で
す
。
け
ど
、
夕
方
か
ら

夜
に
な
る
に
つ
れ
風
雨
が
猛
烈
に
強
く
な

り
土
壁
自
体
が
振
動
す
る
様
に
な
っ
た
。

雨
戸
の
補
強
を
し
て
い
る
と
高
潮
が
一
気

に
襲
っ
て
き
た
。
台
所
に
お
っ
た
長
女
の

「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
悲
鳴
が
最
後
の
言
葉

で
し
た
。
妻
も
子
ど
も
二
人
も
高
潮
に
呑

ま
れ
て
。

吉
兼
：
流
木
と
一
緒
に
旧
堤
防
の
笹
藪
の

と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
吹

き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
何
人
の
人
々

が
流
れ
着
い
て
い
た
。
そ
ん
な
人
々
と
ま
ん

じ
り
と
も
せ
ず
、
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
寒
か
っ
た
で
す
よ
。
流
木
で
全
身
怪

我
だ
ら
け
で
し
た
し
。

三
浦
：
私
も
流
木
と
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
、
近
く
の
農
家
の
二
階
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
じ

ら
、
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
鍋
田
干

拓
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
に
比
べ
私
ど
も
三
期
生
は
、
農
作
業

の
合
間
に
碁
を
し
た
り
、
野
球
を
し
た
り

と
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

伊
藤
：
内
緒
の
話
だ
け
ど
、
ド
ブ
ロ
ク
な

ん
か
も
作
り
ま
し
た
（
笑
）
。

伊
藤
：
そ
れ
で
よ
う
や
く
米
が
収
穫
で
き

た
の
が
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
昭
和

三
四
年
。
五
俵
ほ
ど
獲
れ
た
か
な
。

吉
兼
：
当
時
、
日
雇
い
に
行
く
と
四
百
円

余
り
。
二
コ
ヨ
ン
ち
ゅ
う
て
、
普
通
の
仕
事

の
日
当
が
二
四
〇
円
の
時
代
に
、
米
一
俵
が

四
千
円
で
し
た
か
ら
、
米
が
良
い
値
で
売

れ
た
時
代
で
す
。

　
収
穫
も
夢
も
な
ぎ
倒
し
た
伊
勢
湾
台
風

　伊
藤
：
昭
和
三
四
年
の
秋
、
よ
う
や
く
収

穫
し
た
米
を
農
協
に
納
め
よ
う
と
し
て
い

る
矢
先
の
伊
勢
湾
台
風
。
わ
が
家
は
基
礎

と
お
く
ど
さ
ん
（
台
所
）
を
残
し
た
だ
け

で
、
全
部
流
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
六
日

の
当
日
は
、
家
内
と
一
緒
に
実
家
に
避
難

し
て
い
た
の
で
、
命
だ
け
は
助
か
り
ま
し

た
が
。

吉
兼
：
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
電
線
か
ら
引
っ

曽
三
川
の
上
流
か
ら
来
た
わ
け
で
す
。
地

元
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
村
長
さ
ん
が
弟
の
と
こ
ろ
に

鍋
田
の
入
植
の
話
を
も
っ
て
き
た
ん
で

す
。
で
、
そ
ん
な
い
い
話
な
ら
俺
が
行
く
っ

て
言
う
こ
と
で
、
仲
間
三
人
と
一
緒
に
こ
こ

へ
来
た
ん
で
す
。
当
初
一
町
四
反
と
い
う
土

地
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
魅
力

で
し
た
ね
。

　
開
拓
者
魂
に
あ
ふ
れ
た
共
同
生
活

三
浦
：
当
時
の
独
身
の
方
を
見
て
る
と
、

今
で
い
う
青
春
謳
歌
と
は
ま
た
違
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
み
ん
な
若
か
っ
た
か
ら
、
仲
間

で
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
団
体
生
活
を
楽

し
ん
で
み
え
た
よ
う
で
す
。

吉
兼
：
事
業
自
体
が
農
家
の
二
・
三
男
対

策
で
し
た
か
ら
、
入
植
者
に
長
男
は
い
な

い
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
若
者

が
集
ま
っ
て
の
共
同
生
活
で
す
か
ら
、
開

拓
魂
っ
て
い
う
の
か
ね
。
そ
ん
な
気
合
い

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

亀
嶋
：
吉
兼
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
、
伊
藤
さ

ん
を
初
め
と
し
た
一
期
生
の
方
々
は
、
干
拓

工
事
な
ど
も
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

■ 牧本松夫さん ■ 亀嶋庄平さん

■ 三浦　豁さん

■ 伊藤之男さん

■ 吉兼郁雄さん

鍋
田
干
拓
は
明
治
以
降
の
六
干
拓
地
の
中
で
も
、
最
大
規
模
を
誇

る
と
こ
ろ
。
昭
和
三
〇
年
に
は
干
拓
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
こ
れ
か
ら

収
穫
と
い
う
昭
和
三
四
年
秋
、
伊
勢
湾
台
風
は
襲
来
。
高
潮
堤
防

の
八
割
は
決
壊
し
、
家
も
田
も
そ
し
て
尊
い
人
命
さ
え
も
、
海
に

呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
胞
を
そ
し
て
家
族
を
失
っ
た
入
植
者
た
ち
は
、
開
拓
者
魂
を
胸

に
復
興
に
奔
走
。
当
時
の
入
植
者
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

伊
勢
湾
台
風
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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鍋
田
干
拓
入
植
者
が
語
る

　

伊
勢
湾
台
風

日
々
で
す
よ
。

亀
嶋
：
私
は
当
時
農
協
の
組
合
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
堤
防
の
脇
に
小
屋
み
た
い
な

事
務
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
台
風
が
来

る
か
ら
、
交
代
で
当
番
を
し
な
き
ゃ
と
い

う
こ
と
で
、
昼
間
は
、
事
務
所
に
詰
め
て

お
っ
た
ん
で
す
。
で
、
夕
方
に
な
っ
て
交
代

で
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自

宅
に
帰
っ
た
時
、
六
時
過
ぎ
で
す
か
。
雨

も
風
も
強
く
な
り
、
玄
関
か
ら
後
ろ
ま
で

風
が
吹
き
抜
け
て
、
家
具
も
た
ん
す
も
木

の
葉
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
な
れ
ば
、
家
に
い
て
も
外
に
い
て
も

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
家
内
や
近
所
の

方
と
一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で

堤
防
を
目
指
し
た
ん
で
す
が
、
運
よ
く
私

た
ち
夫
婦
が
堤
防
に
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ

で
高
潮
が
き
た
。
私
た
ち
の
後
に
続
い
た

二
組
の
夫
婦
の
奥
さ
ん
方
だ
け
が
高
潮
に

呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
気
の
毒

だ
っ
た
の
は
、
私
の
代
わ
り
に
農
協
の
事

務
所
に
詰
め
て
い
て
、
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
。
伊
勢
湾
台
風
の
後
、
逃
げ
出
し
た

い
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
被
害
者
の
方
々

を
思
う
と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
私
達
だ

け
が
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
復

興
に
力
を
尽
く
そ
う
と
ね
。

　
開
拓
の
夢
を
、
今
一
度

三
浦
：
そ
り
ゃ
、
復
興
の
兆
し
も
見
え
な

い
時
に
は
転
業
し
た
い
と
、
正
直
、
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
私
が
逃
げ
出
し
た
ん
じ
ゃ
、

仏
も
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
い
直
し
て
。
そ

れ
か
ら
で
す
よ
。
も
う
一
度
、
こ
こ
で
頑
張

ろ
う
と
。
ま
あ
、
開
拓
者
魂
が
蘇
っ
た
ん

で
す
な
。

亀
嶋
：
台
風
の
年
の
年
末
か
ら
で
す
。
復

興
の
た
め
の
陳
情
が
始
ま
っ
た
の
は
。
丁

度
、
甚
目
寺
で
の
避
難
所
生
活
を
終
え
、

鍋
田
で
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
時

の
こ
と
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
農
協
の
役
員

が
交
代
で
東
京
へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
と
違
っ
て
、
比
較
的
偉
い
さ
ん

に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
農
政

局
長
に
会
っ
て
、
そ
こ
で
当
時
の
農
林
大

臣
の
福
田
赳
夫
さ
ん
に
も
会
う
こ
と
が
で

き
て
、
鍋
田
へ
の
視
察
を
約
束
し
て
く
れ

ま
し
た
。

吉
兼
：
そ
れ
で
、
宅
地
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
住

宅
が
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
）
だ
っ
た
か
な
。

牧
本
：
昭
和
三
五
年
の
四
月
に
第
一
・
第

二
潮
止
工
事
が
完
了
し
て
、
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
ん
で
す
ね
。

伊
藤
：
ま
あ
、
お
互
い
帰
る
と
こ
ろ
は
な

い
し
。

三
浦
：
意
地
が
あ
っ
た
。
負
け
犬
に
は
な

り
た
く
な
か
っ
た
。

吉
兼
：
高
度
経
済
成
長
と
い
う
時
代
も
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
浦
：
大
都
市
に
近
い
と
い
う
土
地
柄
も

あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
さ
え

な
け
れ
ば
、
開
拓
民
と
し
て
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
生
活
で
し
た
。

伊
藤
：
「
開
拓
者
に
下
子
な
し
」
。
つ
ま

り
、
入
植
者
は
苦
労
ば
っ
か
り
で
、
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
報
わ
れ
た
人
生
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

亀
嶋
：
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
中
で

も
台
風
に
対
す
る
恐
怖
は
薄
ら
い
で
く

る
。
こ
ん
な
話
、
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も

「
ま
た
か
」
と
笑
わ
れ
る
ば
か
り
で
。

吉
兼
：
で
も
、
こ
う
い
う
機
会
に
、
も
う
一

度
台
風
の
脅
威
を
振
り
返
り
、
防
災
を
考

え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

亀
嶋
：
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
員
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  出席者（敬称略）

伊藤之男　愛知県弥富町出身67歳 一期生初代開拓農協組合長
吉兼郁雄　愛知県弥富町出身65歳 一期生二代開拓農協組合長
三浦　豁　長野県下伊那郡阿南町出身69歳　

一期生昭和49年度開拓農協組合長
亀嶋庄平　愛知県西尾市出身64歳 三期生三代開拓農協組合長
牧本松夫　岐阜県朝日村出身64歳 四期生元開拓農協組合理事・幹事
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ち
の
村
か
ら
は
分
村
計
画
で
、
日
本
各
地

の
開
拓
地
へ
入
植
し
ま
し
た
。

亀
嶋
：
僕
は
西
尾
市
出
身
。
日
本
の
デ
ン

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
た
安
城
の
近
く
で
、
農

業
も
進
ん
で
お
っ
た
。
で
も
、
七
人
兄
弟
の

真
ん
中
で
す
か
ら
、
土
地
を
分
け
て
も

ら
っ
て
も
わ
ず
か
。
な
ら
、
新
天
地
で
可
能

性
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当

時
、
開
拓
者
は
一
代
で
は
楽
が
で
き
な
い
、

苦
労
ば
か
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
広
大
な
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
で
も
、
驚
き
ま
し

た
ね
。
農
業
は
す
べ
て
人
力
で
、
鋤
と
鍬
の

み
。
お
ま
け
に
、
田
ん
ぼ
へ
行
く
の
は
舟
。

最
初
は
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
た
と

思
い
ま
し
た
よ
。

牧
本
：
ふ
る
さ
と
は
岐
阜
県
朝
日
村
、
木

か
ら
、
土
木
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
、
堤
防
決
壊
の
恐
ろ
し

さ
は
知
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
昭
和
一
九
年
の

三
河
地
震
で
は
堤
防
が
沈
下
し
て
切
れ
か

か
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
農
家
の
二
男

坊
だ
か
ら
、
干
拓
地
が
で
き
た
ら
入
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
は
、
小
さ
い
時
か
ら
も
っ

て
い
ま
し
た
。

三
浦
：
長
野
県
の
下
伊
那
郡
の
阿
南
町
出

身
で
す
。
当
時
す
で
に
妻
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
殊
な
例
と
し
て
二
九
歳
で
入
植

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
し

た
し
ね
。
親
戚
一
同
賛
否
両
論
で
し
た
が
、

鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て…

そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
境
遇
の
人
間
だ
っ
た
。
当
時
の

産
業
は
農
業
が
主
体
の
割
り
に
は
、
小
農

み
た
い
な
こ
と
で
、
生
活
が
精
一
杯
。
私
た

　
鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て

伊
藤
：
私
は
弥
富
町
の
出
身
で
す
。
も
と

も
と
農
家
の
三
男
で
親
戚
の
養
子
に
な
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

農
地
が
小
さ
く
て

ね
。
今
の
よ
う
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
か
、

勤
め
先
も
な
い
時
代

で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
、
も
っ
と
大
き
い

農
業
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
二
九
歳

の
時
、
一
期
生
と
し

て
入
植
し
ま
し
た
。

吉
兼
：
地
元
末
広
新

田
の
出
身
で
、
農
家

の
二
男
坊
で
す
。
鍋

田
の
干
拓
事
業
が
始

ま
る
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
こ
の
土
地
を
目

標
と
し
て
い
ま
し

た
。
鍋
田
干
拓
事
業

が
始
ま
っ
た
の
が
昭

和
二
一
年
（
一
九
四

六
）
。
調
査
の
時
代

い
さ
ん
の
羽
織
を
借
り
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
で
も
寒
く
て
ふ
る
え
と
っ
た
。
今
か
ら

思
え
ば
、
私
が
運
よ
く
助
か
っ
た
の
は
、
パ

ン
ツ
と
半
袖
シ
ャ
ツ
と
い
う
軽
装
だ
っ
た

か
ら
。
遺
体
捜
索
で
亡
く
な
っ
た
方
を
み

る
と
、
雨
合
羽
を
し
っ
か
り
着
こ
ん
で
い
た

ん
で
す
が
、
あ
の
重
装
備
で
、
波
に
巻
か

れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

亀
嶋
：
な
ん
と
い
っ
て
も
入
植
者
は
若
く

て
屈
強
な
男
ど
も
で
す
か
ら
、
助
か
っ
た

率
も
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
や
子
ど

も
は
ず
い
ぶ
ん
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
し
て
、
当
時
は
新
婚
早
々
で
妊
娠
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
女
性
も
多
か
っ
た
。
身
動
き

も
と
り
づ
ら
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

牧
本
：
私
は
た
ま
た
ま
、
実
家
に
家
内
と

も
ど
も
里
帰
り
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ

の
頃
、
秋
祭
り
が
あ
っ
て
、
嫁
さ
ん
連
れ
て

こ
い
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
向
こ
う
で
伊
勢

湾
台
風
の
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
今
の
よ
う
に
情
報
が
発
達
し
て
い
な
い

時
代
で
す
。
状
況
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
山
線
も
止
ま
っ
て
い
た
し
。
２
〜
３

日
後
、
何
と
か
愛
知
県
庁
を
訪
ね
る
と
、

入
植
者
名
簿
の
僕
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
ら
し
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
生
き
て
い
る

ら
し
い
と
ね
。
そ
れ
か
ら
は
遺
体
捜
索
の

張
っ
て
く
る
も
の
だ
け
。
今
の
よ
う
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
も
な
い
か
ら
、
停
電
し
て
し

ま
え
ば
台
風
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。
ま

し
て
あ
の
日
の
昼
間
は
晴
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
あ
ん
な
凄
い
台
風
だ
と
は
、
誰
も

予
測
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
、
多
分
、
夕
方
の
六
時
過
ぎ
だ
っ
た

と
思
う
。
一
気
に
高
潮
に
襲
わ
れ
て
、

キ
ャ
ー
と
い
う
妻
の
悲
鳴
を
聞
い
た
の

が
、
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
妊
娠
七
か
月

の
妻
と
は
、
そ
れ
っ
き
り
で
す
。

三
浦
：
あ
の
年
の
春
、
私
も
小
学
校
四
年

の
娘
と
二
年
の
息
子
、
そ
し
て
家
内
を
長

野
か
ら
呼
び
よ
せ
ま
し
て
ね
。
伊
勢
湾
台

風
の
日
は
、
丁
度
土
曜
日
で
し
た
。
で
、
下

校
し
た
娘
に
「
小
学
校
で
台
風
の
こ
と
何

か
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
」
と
聞
き
ま
し
た

が
「
何
も
」
と
い
っ
て
お
っ
た
ん
で
、
タ
カ

を
括
っ
て
い
た
ん
で
す
。
け
ど
、
夕
方
か
ら

夜
に
な
る
に
つ
れ
風
雨
が
猛
烈
に
強
く
な

り
土
壁
自
体
が
振
動
す
る
様
に
な
っ
た
。

雨
戸
の
補
強
を
し
て
い
る
と
高
潮
が
一
気

に
襲
っ
て
き
た
。
台
所
に
お
っ
た
長
女
の

「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
悲
鳴
が
最
後
の
言
葉

で
し
た
。
妻
も
子
ど
も
二
人
も
高
潮
に
呑

ま
れ
て
。

吉
兼
：
流
木
と
一
緒
に
旧
堤
防
の
笹
藪
の

と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
吹

き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
何
人
の
人
々

が
流
れ
着
い
て
い
た
。
そ
ん
な
人
々
と
ま
ん

じ
り
と
も
せ
ず
、
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
寒
か
っ
た
で
す
よ
。
流
木
で
全
身
怪

我
だ
ら
け
で
し
た
し
。

三
浦
：
私
も
流
木
と
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
、
近
く
の
農
家
の
二
階
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
じ

ら
、
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
鍋
田
干

拓
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
に
比
べ
私
ど
も
三
期
生
は
、
農
作
業

の
合
間
に
碁
を
し
た
り
、
野
球
を
し
た
り

と
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

伊
藤
：
内
緒
の
話
だ
け
ど
、
ド
ブ
ロ
ク
な

ん
か
も
作
り
ま
し
た
（
笑
）
。

伊
藤
：
そ
れ
で
よ
う
や
く
米
が
収
穫
で
き

た
の
が
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
昭
和

三
四
年
。
五
俵
ほ
ど
獲
れ
た
か
な
。

吉
兼
：
当
時
、
日
雇
い
に
行
く
と
四
百
円

余
り
。
二
コ
ヨ
ン
ち
ゅ
う
て
、
普
通
の
仕
事

の
日
当
が
二
四
〇
円
の
時
代
に
、
米
一
俵
が

四
千
円
で
し
た
か
ら
、
米
が
良
い
値
で
売

れ
た
時
代
で
す
。

　
収
穫
も
夢
も
な
ぎ
倒
し
た
伊
勢
湾
台
風

　伊
藤
：
昭
和
三
四
年
の
秋
、
よ
う
や
く
収

穫
し
た
米
を
農
協
に
納
め
よ
う
と
し
て
い

る
矢
先
の
伊
勢
湾
台
風
。
わ
が
家
は
基
礎

と
お
く
ど
さ
ん
（
台
所
）
を
残
し
た
だ
け

で
、
全
部
流
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
六
日

の
当
日
は
、
家
内
と
一
緒
に
実
家
に
避
難

し
て
い
た
の
で
、
命
だ
け
は
助
か
り
ま
し

た
が
。

吉
兼
：
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
電
線
か
ら
引
っ

曽
三
川
の
上
流
か
ら
来
た
わ
け
で
す
。
地

元
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
村
長
さ
ん
が
弟
の
と
こ
ろ
に

鍋
田
の
入
植
の
話
を
も
っ
て
き
た
ん
で

す
。
で
、
そ
ん
な
い
い
話
な
ら
俺
が
行
く
っ

て
言
う
こ
と
で
、
仲
間
三
人
と
一
緒
に
こ
こ

へ
来
た
ん
で
す
。
当
初
一
町
四
反
と
い
う
土

地
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
魅
力

で
し
た
ね
。

　
開
拓
者
魂
に
あ
ふ
れ
た
共
同
生
活

三
浦
：
当
時
の
独
身
の
方
を
見
て
る
と
、

今
で
い
う
青
春
謳
歌
と
は
ま
た
違
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
み
ん
な
若
か
っ
た
か
ら
、
仲
間

で
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
団
体
生
活
を
楽

し
ん
で
み
え
た
よ
う
で
す
。

吉
兼
：
事
業
自
体
が
農
家
の
二
・
三
男
対

策
で
し
た
か
ら
、
入
植
者
に
長
男
は
い
な

い
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
若
者

が
集
ま
っ
て
の
共
同
生
活
で
す
か
ら
、
開

拓
魂
っ
て
い
う
の
か
ね
。
そ
ん
な
気
合
い

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

亀
嶋
：
吉
兼
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
、
伊
藤
さ

ん
を
初
め
と
し
た
一
期
生
の
方
々
は
、
干
拓

工
事
な
ど
も
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

■ 昭和34年8月の集中豪雨の復旧工事

■ 牧田川横堤と土砂溜（中流）

■ 牧田川（下流）

日
々
で
す
よ
。

亀
嶋
：
私
は
当
時
農
協
の
組
合
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
堤
防
の
脇
に
小
屋
み
た
い
な

事
務
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
台
風
が
来

る
か
ら
、
交
代
で
当
番
を
し
な
き
ゃ
と
い

う
こ
と
で
、
昼
間
は
、
事
務
所
に
詰
め
て

お
っ
た
ん
で
す
。
で
、
夕
方
に
な
っ
て
交
代

で
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自

宅
に
帰
っ
た
時
、
六
時
過
ぎ
で
す
か
。
雨

も
風
も
強
く
な
り
、
玄
関
か
ら
後
ろ
ま
で

風
が
吹
き
抜
け
て
、
家
具
も
た
ん
す
も
木

の
葉
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
な
れ
ば
、
家
に
い
て
も
外
に
い
て
も

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
家
内
や
近
所
の

方
と
一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で

堤
防
を
目
指
し
た
ん
で
す
が
、
運
よ
く
私

た
ち
夫
婦
が
堤
防
に
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ

で
高
潮
が
き
た
。
私
た
ち
の
後
に
続
い
た

二
組
の
夫
婦
の
奥
さ
ん
方
だ
け
が
高
潮
に

呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
気
の
毒

だ
っ
た
の
は
、
私
の
代
わ
り
に
農
協
の
事

務
所
に
詰
め
て
い
て
、
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
。
伊
勢
湾
台
風
の
後
、
逃
げ
出
し
た

い
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
被
害
者
の
方
々

を
思
う
と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
私
達
だ

け
が
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
復

興
に
力
を
尽
く
そ
う
と
ね
。

　
開
拓
の
夢
を
、
今
一
度

三
浦
：
そ
り
ゃ
、
復
興
の
兆
し
も
見
え
な

い
時
に
は
転
業
し
た
い
と
、
正
直
、
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
私
が
逃
げ
出
し
た
ん
じ
ゃ
、

仏
も
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
い
直
し
て
。
そ

れ
か
ら
で
す
よ
。
も
う
一
度
、
こ
こ
で
頑
張

ろ
う
と
。
ま
あ
、
開
拓
者
魂
が
蘇
っ
た
ん

で
す
な
。

亀
嶋
：
台
風
の
年
の
年
末
か
ら
で
す
。
復

興
の
た
め
の
陳
情
が
始
ま
っ
た
の
は
。
丁

度
、
甚
目
寺
で
の
避
難
所
生
活
を
終
え
、

鍋
田
で
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
時

の
こ
と
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
農
協
の
役
員

が
交
代
で
東
京
へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
と
違
っ
て
、
比
較
的
偉
い
さ
ん

に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
農
政

局
長
に
会
っ
て
、
そ
こ
で
当
時
の
農
林
大

臣
の
福
田
赳
夫
さ
ん
に
も
会
う
こ
と
が
で

き
て
、
鍋
田
へ
の
視
察
を
約
束
し
て
く
れ

ま
し
た
。

吉
兼
：
そ
れ
で
、
宅
地
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
住

宅
が
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
）
だ
っ
た
か
な
。

牧
本
：
昭
和
三
五
年
の
四
月
に
第
一
・
第

二
潮
止
工
事
が
完
了
し
て
、
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
ん
で
す
ね
。

伊
藤
：
ま
あ
、
お
互
い
帰
る
と
こ
ろ
は
な

い
し
。

三
浦
：
意
地
が
あ
っ
た
。
負
け
犬
に
は
な

り
た
く
な
か
っ
た
。

吉
兼
：
高
度
経
済
成
長
と
い
う
時
代
も
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
浦
：
大
都
市
に
近
い
と
い
う
土
地
柄
も

あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
さ
え

な
け
れ
ば
、
開
拓
民
と
し
て
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
生
活
で
し
た
。

伊
藤
：
「
開
拓
者
に
下
子
な
し
」
。
つ
ま

り
、
入
植
者
は
苦
労
ば
っ
か
り
で
、
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
報
わ
れ
た
人
生
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

亀
嶋
：
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
中
で

も
台
風
に
対
す
る
恐
怖
は
薄
ら
い
で
く

る
。
こ
ん
な
話
、
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も

「
ま
た
か
」
と
笑
わ
れ
る
ば
か
り
で
。

吉
兼
：
で
も
、
こ
う
い
う
機
会
に
、
も
う
一

度
台
風
の
脅
威
を
振
り
返
り
、
防
災
を
考

え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

亀
嶋
：
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
員
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
節

牧
田
川
は
、
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
を
引

き
起
こ
し
た
河
川
。
江
戸
時
代
に
は
、
宝
暦
治
水
や
長
州
藩
御
手
伝

普
請
な
ど
、
大
規
模
な
治
水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
四

年
に
は
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
が
二
度
直
撃
。
多
芸
輪
中
は
泥
海

と
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懸
命
の
復
旧
活
動
や
水
防
活
動
を
実
施
。
現
在
も
安
全
で

快
適
な
郷
土
を
目
指
し
て
河
川
改
修
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
水
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

こ
の
地
で
は
い
く
ど
も
治
水
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
主
な
治
水
事
業

◆ 

宝
暦
治
水 

◆
◆
◆

　

宝
暦
治
水
は
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普

請
で
す
。
下
流
部
で
網
の
目
の
よ
う
に
乱

流
し
洪
水
を
繰
り
返
す
木
曽
三
川
の
抜
本

的
改
修
を
目
指
し
、
宝
暦
四
（
一
七
五

四
）
年
、
薩
摩
藩
家
老
平
田
靭
負
を
総
奉

行
に
工
事
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
靭
負
の
本
小
屋
と
な
っ
た
の
が
養

老
町
大
牧
村
の
鬼
頭
兵
内
宅
で
す
。
御
手

伝
普
請
は
広
範
囲
に
及
び
、
養
老
町
で
は

当
初
、
烏

江
、
高
渕
の

狭
窄
部
の
拡

張
工
事
が
主

力
工
事
の
一

つ
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
関
係
輪

中
の
意
見
が

川
、
小
畑
川

も
合
流
す
る

箇
所
で
あ
り

な
が
ら
狭
窄

部
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

室
町
時
代
の

終
わ
り
頃
か

ら
、
自
然
堤

防
と
自
然
堤
防
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に

し
て
人
工
の
堤
防
を
築
き
、
川
の
流
れ
を

固
定
し
て
洪
水
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に

な
っ
て
も
、
至
る
所
に
遊
水
池
（
洪
水
の

水
が
蓄
え
ら
れ
て
一
度
に
大
水
が
出
る
の

を
防
ぐ
地
域
）
が
あ
っ
た
た
め
、
連
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
大
雨
で
も
、
よ
ほ

ど
の
大
洪
水
で
な
い
限
り
大
き
な
水
害
は

起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
新
田
開
発

が
進
ん
で
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
当
時
の
低
い
堤
防
で
は
洪
水
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
し
ば
し
ば
水

害
を
被
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

一
之
瀬
橋
ま

で
の
約
二
一

㎞
が
上
流
域

で
、
川
幅
は

狭
く
渓
流
と

な
っ
て
お

り
、
一
之
瀬

橋
か
ら
少
し

く
だ
っ
て
養

老
町
に
入
り

烏
江
ま
で
の
一
二
㎞
が
中
流
域
で
す
。
川

幅
は
一
五
m
か
ら
三
〇
m
と
広
く
な
り
ま

す
が
、
普
段
は
川
に
水
が
な
く
、
上
流
の

上
石
津
町
や
関
ヶ
原
町
で
大
雨
が
降
れ
ば

急
激
に
水
嵩
は
増
え
、
水
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
牧
田
川
が
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
る
の

も
こ
の
ゆ
え
ん
か
ら
で
あ
り
、
土
砂
の
堆

積
も
多
く
、
川
底
は
平
野
面
よ
り
高
く
天

井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
烏
江

か
ら
船
附
を
経
て
養
宅
町
大
巻
の
東
側
で

揖
斐
川
と
合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

七
㎞
が
下
流
域
で
、
上
流
か
ら
押
し
流
さ

れ
た
土
砂
が
堆
積
し
、
川
幅
は
い
っ
そ
う

広
く
な
っ
て
蛇
行
し
て
い
ま
す
。

　

下
流
域
の
烏
江
、
高
渕
付
近
で
は
、
牧

田
川
に
杭
瀬
川
が
合
流
し
、
さ
ら
に
金
草

　
牧
田
川
の
概
要

　
牧
田
川
は
、
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す
る

揖
斐
川
の
支
川
で
す
。
養
老
郡
上
石
津
町

農
地
な
ど
が
一
瞬
に
し
て
水
没
し
ま
し

た
。
二
九
日
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
湛
水

し
て
い
ま
す
。

　

応
急
仮
締
め
切
り
と
湛
木
排
除
作
業
が

昼
夜
兼
行
で
行
な
わ
れ
、
全
湛
水
地
か
ら

水
が
引
い
た
の
は
九
月
一
〇
日
で
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

八
月
一
二
日
／
堤
防
決
壊

八
月
一
四
日
／
決
壊
拡
大
防
止
、
仮
締
め

切
り
用
資
材
収
集
、
上
流

側
に
中
聖
牛
一
基
沈
設

八
月
一
五
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
中
聖

牛
及
び
猪
ノ
子
沈
設
、
浚

渫
船
で
土
砂
堆
積
、
土
運

搬
、
土
俵
積

八
月
三
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
一
五
m

土
俵
積

九
月
二
〇
日
／
仮
締
め
切
り
完
了
、
天
端

通
行
開
始
、
引
続
き
復
旧

工
事
実
施

九
月
二
七
日
／
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決
壊

◆ 

伊
勢
湾
台
風 

◆
◆
◆

　

伊
勢
湾
台
風
が
接
近
し
た
九
月
二
五
日

に
は
、
前
線
の
降
雨
に
よ
り
揖
斐
川
流
域

で
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
㎜
の
雨
が
降
り
、

台
風
が
上
陸
し
た
二
六
日
一
八
時
頃
よ
り

暴
風
を
伴
う
雨
が
降
り
始
め
、
揖
斐
川
及

び
根
尾
川
の
上
流
域
で
は
二
一
〜
二
二
時

に
か
け
て
一
時
間
に
七
〇
〜
九
〇
㎜
、
一

八
時
か
ら
台
風
の
通
り
過
ぎ
去
っ
た
二
三

時
の
五
時
間
に
一
七
〇
〜
二
三
〇
㎜
の
雨

量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
牧
田
川
の
出
水
は
同
年
八
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
出
水
を
上
回
る
も
の

が
れ
て
、
現
在
で
も
各
河
川
で
改
修
工
事

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か

ら
一
三
日
の
台
風
七
号
、
同
年
九
月
二
六

日
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
襲
い
、
大
打
撃
を
被
り
ま
し
た
。

◆ 

昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨 

◆
◆
◆

　

昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日

に
か
け
て
、
活
発
な
前
線
活
動
と
台
風
七

号
の
北
上
、
接
近
に
伴
う
影
響
で
、
西
濃

地
方
は
四
百
〜
七
百
㎜
に
達
す
る
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
揖
斐
上
流
部
で
も

連
続
雨
量
が
六
百
㎜
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
揖
斐
川
及
び
牧
田
川
で
は
計
画

高
水
量
を
上
回
る
出
水
と
な
り
、
一
三
日

二
〇
時
二
〇
分
、
養
老
町
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
の
堤

防
約
一
二
〇

m
が
決
壊

し
、
多
芸
輪

中
二
千
六
百

ha
が
泥
海
と

な
り
、
千
七

百
戸
の
農
家

を
は
じ
め
、

約
二
千
ha
の

で
は
島
田
村
を
は
じ
め
一
七
ヶ
村
で
普
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
手
伝
普
請
、
薩
摩
藩
士
の
工

事
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
長
州
藩
士
が

直
接
慣
れ
な
い
工
事
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
そ
の
苦
労
は
想
像
を
超
え
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
工
事
費
以
外
に
も
長

州
藩
士
の
滞
在
費
な
ど
の
経
費
は
か
さ

み
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
御
手
伝
普
請
は
、
外
様
大

名
の
弱
体
化
を
図
る
こ
と
も
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
御
手
伝
普
請
か
ら
、
大
名
は
工
事
費

の
割
当
て
だ
け
の
お
金
の
供
出
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

　

江
戸
時
代
の
大
規
模
な
治
水
事
業
に

よ
っ
て
も
こ
の
地
方
の
水
害
は
軽
減
す
る

こ
と
は
な
く
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
七
月
と
九
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
状
は
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
。

　

こ
の
洪
水
の
後
、
揖
斐
川
の
出
水
が
牧

田
川
や
津
屋
川
へ
、
牧
田
川
の
出
水
が
小

畑
川
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
流
し
被
害
を
大
き

く
し
な
い
よ
う
、
明
治
時
代
に
は
木
曽
三

川
分
流
工
事
（
明
治
改
修
）
、
そ
の
後
木

曽
川
上
流
改
修
（
大
正
改
修
）
や
支
派
川

の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

養
老
町
の
工
事
と
し
て
は
、
牧
田
川
の

合
流
点
を
下
げ
て
流
水
を
よ
く
す
る
た
め

の
導
水
堤
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
そ
の
後
も
大
正
、
昭
和
へ
と
引
き
継

調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
を
断
念

し
、
多
芸
輪
中
の
小
坪
新
田
、
高
柳
新
田
の

伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）
、
津
屋
川
沿
い

の
堤
防
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
五
年
、
工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
が
、

平
田
靭
負
は
八
〇
余
名
の
藩
士
を
失
い
、
巨

額
の
藩
費
を
費
や
し
た
責
任
を
と
り
、
同

年
五
月
、
本
小
屋
で
自
刃
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　

養
老
町
根
古
地
の
浄
土
三
昧
に
は
犠
牲

者
二
四
人
が
埋
葬
さ
れ
、
天
照
寺
に
は
三
人

の
墓
と
二
七
人
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

長
州
藩
御
手
伝
普
請 

◆
◆
◆

　

薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
は
近
世
史

上
最
大
級
の
工
事
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
水

害
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
改

修
事
業
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
五
度
も
洪
水

が
あ
り
、
大
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
養
老
町
で
も
、
牧
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し

大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

そ
の
復
旧
工
事
の
た
め
、
幕
府
は
翌
三

年
、
長
州
藩
と
支
藩
岩
国
・
若
狭
藩
に

「
濃
州
・
勢
州
御
普
請
御
手
伝
」
を
命
じ

ま
し
た
。

　

命
を
受
け
た
長
州
藩
で
は
総
奉
行
益
田

喜
次
郎
の
指
揮
の
も
と
、
総
勢
四
七
三
名

で
工
事
に
着

手
し
、
普
請

場
所
は
約
千

箇
所
、
総
延

長
は
二
八
〇

㎞
に
も
及

び
、
養
老
町

固
く
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
九
月
一
二

日
の
水
害
時
に
は
一
部
で
溢
水
し
た
の

で
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
下
流
部
の
堤
防
天

端
の
上
積
補
強
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
一
九
日

〜
二
〇
日
に
は
、
台
風
一
九
号
の
出
水
に

よ
り
、
牧
田
川
・
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
五

箇
所
、
約
五
百
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、

ま
た
、
牧
田
川
左
岸
堤
防
の
川
裏
約
六
〇

m
が
法
崩
れ
し
た
こ
と
か
ら
、
五
七
戸
が

浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
国
は
、
平
成
二
年
度
牧
田
川

築
堤
護
岸
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
現

在
で
は
、
明
治
期
の
堤
防
に
比
べ
て
お
お

む
ね
二
m
位
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
養
老
町
史
』

通
史
編
上
・
下
巻
養
老
町
発
行

『
郷
土
の
治
水

－

養
老
町
』

　

養
老
町
教
育
委
員
会
発
行

『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
〇
九
月
二
〇
日
掲
載
記
事
よ
り

と
な
り
、
牧
田
川
烏
江
観
測
所
で
は
計
画

高
水
位
を
三
〇
㎝
も
上
回
る
ほ
ど
で
し

た
。
必
死
の
水
防
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、

八
月
一
三
日
に
決
壊
し
た
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
箇
所
が
再
び

延
長
一
四
〇
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
多

芸
輪
中
は
三
四
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し

ま
し
た
。

　

こ
の
仮
締
め
切
り
堤
防
は
、
従
来
の
堤

防
よ
り
堅
固
な
仮
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
揖
斐
川
及
び

牧
田
川
の
出
水
は
前
回
を
上
回
る
空
前
の

規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
同
一
箇
所

で
破
堤
し
ま
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

九
月
二
七
日
／
堤
防
が
再
び
決
壊

九
月
二
九
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運

搬
、
浚
渫
船
に
よ
る
土
砂

堆
積

一
〇
月
一
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
幅
二
〇
m

昭
和
三
五
年

三
月
三
一
日
／
復
旧
工
事
完
了

　
伊
勢
湾
台
風
根
古
地
破
堤

　
復
旧
後
の
牧
田
川
下
流
工
事

　

二
度
に
わ
た
る
根
古
地
破
堤
の
災
害
を

決
し
て
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
牧

田
川
で
は
高
柳
か
ら
決
壊
囗
を
含
め
烏
江

ま
で
の
堤
防
の
嵩
上
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
堤
防
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

た
め
小
段
も
設
け
腹
幅
を
二
段
式
に
し
、

特
に
堤
防
の
天
端
に
石
積
み
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
水
防
壁
を
つ
く
っ
て
、
備
え
を

牧
田
川
改
修
事
業
、

そ
の
歴
史
の
道
の
り

■ 薩摩義士役館跡

AREA REPO
RT （Vol.26 1998 SPRIN

G

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
な
く
さ

が
わ
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ち
の
村
か
ら
は
分
村
計
画
で
、
日
本
各
地

の
開
拓
地
へ
入
植
し
ま
し
た
。

亀
嶋
：
僕
は
西
尾
市
出
身
。
日
本
の
デ
ン

マ
ー
ク
と
呼
ば
れ
た
安
城
の
近
く
で
、
農

業
も
進
ん
で
お
っ
た
。
で
も
、
七
人
兄
弟
の

真
ん
中
で
す
か
ら
、
土
地
を
分
け
て
も

ら
っ
て
も
わ
ず
か
。
な
ら
、
新
天
地
で
可
能

性
を
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
当

時
、
開
拓
者
は
一
代
で
は
楽
が
で
き
な
い
、

苦
労
ば
か
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
広
大
な
土
地
を
手
に
入
れ
る
こ

と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
で
も
、
驚
き
ま
し

た
ね
。
農
業
は
す
べ
て
人
力
で
、
鋤
と
鍬
の

み
。
お
ま
け
に
、
田
ん
ぼ
へ
行
く
の
は
舟
。

最
初
は
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
に
来
た
と

思
い
ま
し
た
よ
。

牧
本
：
ふ
る
さ
と
は
岐
阜
県
朝
日
村
、
木

か
ら
、
土
木
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
り
ゃ
、
堤
防
決
壊
の
恐
ろ
し

さ
は
知
っ
て
い
ま
し
た
よ
。
昭
和
一
九
年
の

三
河
地
震
で
は
堤
防
が
沈
下
し
て
切
れ
か

か
り
ま
し
た
か
ら
。
で
も
、
農
家
の
二
男

坊
だ
か
ら
、
干
拓
地
が
で
き
た
ら
入
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
は
、
小
さ
い
時
か
ら
も
っ

て
い
ま
し
た
。

三
浦
：
長
野
県
の
下
伊
那
郡
の
阿
南
町
出

身
で
す
。
当
時
す
で
に
妻
帯
し
て
い
ま
し

た
が
、
特
殊
な
例
と
し
て
二
九
歳
で
入
植

し
ま
し
た
。
も
と
も
と
農
業
が
好
き
で
し

た
し
ね
。
親
戚
一
同
賛
否
両
論
で
し
た
が
、

鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て…

そ
う
せ
ざ
る

を
得
な
い
境
遇
の
人
間
だ
っ
た
。
当
時
の

産
業
は
農
業
が
主
体
の
割
り
に
は
、
小
農

み
た
い
な
こ
と
で
、
生
活
が
精
一
杯
。
私
た

　
鍋
田
に
新
天
地
を
求
め
て

伊
藤
：
私
は
弥
富
町
の
出
身
で
す
。
も
と

も
と
農
家
の
三
男
で
親
戚
の
養
子
に
な
っ

た
ん
だ
け
れ
ど
も
、

農
地
が
小
さ
く
て

ね
。
今
の
よ
う
に
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
か
、

勤
め
先
も
な
い
時
代

で
し
ょ
う
。
そ
れ

で
、
も
っ
と
大
き
い

農
業
を
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
二
九
歳

の
時
、
一
期
生
と
し

て
入
植
し
ま
し
た
。

吉
兼
：
地
元
末
広
新

田
の
出
身
で
、
農
家

の
二
男
坊
で
す
。
鍋

田
の
干
拓
事
業
が
始

ま
る
ず
っ
と
以
前
か

ら
、
こ
の
土
地
を
目

標
と
し
て
い
ま
し

た
。
鍋
田
干
拓
事
業

が
始
ま
っ
た
の
が
昭

和
二
一
年
（
一
九
四

六
）
。
調
査
の
時
代

い
さ
ん
の
羽
織
を
借
り
た
ん
で
す
が
、
そ

れ
で
も
寒
く
て
ふ
る
え
と
っ
た
。
今
か
ら

思
え
ば
、
私
が
運
よ
く
助
か
っ
た
の
は
、
パ

ン
ツ
と
半
袖
シ
ャ
ツ
と
い
う
軽
装
だ
っ
た

か
ら
。
遺
体
捜
索
で
亡
く
な
っ
た
方
を
み

る
と
、
雨
合
羽
を
し
っ
か
り
着
こ
ん
で
い
た

ん
で
す
が
、
あ
の
重
装
備
で
、
波
に
巻
か

れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

亀
嶋
：
な
ん
と
い
っ
て
も
入
植
者
は
若
く

て
屈
強
な
男
ど
も
で
す
か
ら
、
助
か
っ
た

率
も
多
か
っ
た
ん
で
す
が
、
女
性
や
子
ど

も
は
ず
い
ぶ
ん
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
ね
。

ま
し
て
、
当
時
は
新
婚
早
々
で
妊
娠
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
女
性
も
多
か
っ
た
。
身
動
き

も
と
り
づ
ら
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

牧
本
：
私
は
た
ま
た
ま
、
実
家
に
家
内
と

も
ど
も
里
帰
り
し
て
い
ま
し
た
。
丁
度
そ

の
頃
、
秋
祭
り
が
あ
っ
て
、
嫁
さ
ん
連
れ
て

こ
い
っ
て
い
う
こ
と
で
ね
。
向
こ
う
で
伊
勢

湾
台
風
の
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
。
し
か

し
今
の
よ
う
に
情
報
が
発
達
し
て
い
な
い

時
代
で
す
。
状
況
は
つ
か
め
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
山
線
も
止
ま
っ
て
い
た
し
。
２
〜
３

日
後
、
何
と
か
愛
知
県
庁
を
訪
ね
る
と
、

入
植
者
名
簿
の
僕
の
名
前
の
と
こ
ろ
に

「
ら
し
い
」
と
書
い
て
あ
る
。
生
き
て
い
る

ら
し
い
と
ね
。
そ
れ
か
ら
は
遺
体
捜
索
の

張
っ
て
く
る
も
の
だ
け
。
今
の
よ
う
に

ポ
ー
タ
ブ
ル
も
な
い
か
ら
、
停
電
し
て
し

ま
え
ば
台
風
の
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。
ま

し
て
あ
の
日
の
昼
間
は
晴
れ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
あ
ん
な
凄
い
台
風
だ
と
は
、
誰
も

予
測
で
き
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い

る
間
、
多
分
、
夕
方
の
六
時
過
ぎ
だ
っ
た

と
思
う
。
一
気
に
高
潮
に
襲
わ
れ
て
、

キ
ャ
ー
と
い
う
妻
の
悲
鳴
を
聞
い
た
の

が
、
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
妊
娠
七
か
月

の
妻
と
は
、
そ
れ
っ
き
り
で
す
。

三
浦
：
あ
の
年
の
春
、
私
も
小
学
校
四
年

の
娘
と
二
年
の
息
子
、
そ
し
て
家
内
を
長

野
か
ら
呼
び
よ
せ
ま
し
て
ね
。
伊
勢
湾
台

風
の
日
は
、
丁
度
土
曜
日
で
し
た
。
で
、
下

校
し
た
娘
に
「
小
学
校
で
台
風
の
こ
と
何

か
言
っ
て
い
な
か
っ
た
か
」
と
聞
き
ま
し
た

が
「
何
も
」
と
い
っ
て
お
っ
た
ん
で
、
タ
カ

を
括
っ
て
い
た
ん
で
す
。
け
ど
、
夕
方
か
ら

夜
に
な
る
に
つ
れ
風
雨
が
猛
烈
に
強
く
な

り
土
壁
自
体
が
振
動
す
る
様
に
な
っ
た
。

雨
戸
の
補
強
を
し
て
い
る
と
高
潮
が
一
気

に
襲
っ
て
き
た
。
台
所
に
お
っ
た
長
女
の

「
キ
ャ
ー
」
と
い
う
悲
鳴
が
最
後
の
言
葉

で
し
た
。
妻
も
子
ど
も
二
人
も
高
潮
に
呑

ま
れ
て
。

吉
兼
：
流
木
と
一
緒
に
旧
堤
防
の
笹
藪
の

と
こ
ろ
ま
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
る
で
吹

き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
何
人
の
人
々

が
流
れ
着
い
て
い
た
。
そ
ん
な
人
々
と
ま
ん

じ
り
と
も
せ
ず
、
朝
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

り
ゃ
寒
か
っ
た
で
す
よ
。
流
木
で
全
身
怪

我
だ
ら
け
で
し
た
し
。

三
浦
：
私
も
流
木
と
一
緒
に
流
さ
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
、
近
く
の
農
家
の
二
階
に
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
じ

ら
、
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
鍋
田
干

拓
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
ね
。

そ
れ
に
比
べ
私
ど
も
三
期
生
は
、
農
作
業

の
合
間
に
碁
を
し
た
り
、
野
球
を
し
た
り

と
、
楽
し
か
っ
た
で
す
よ
。

伊
藤
：
内
緒
の
話
だ
け
ど
、
ド
ブ
ロ
ク
な

ん
か
も
作
り
ま
し
た
（
笑
）
。

伊
藤
：
そ
れ
で
よ
う
や
く
米
が
収
穫
で
き

た
の
が
、
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
昭
和

三
四
年
。
五
俵
ほ
ど
獲
れ
た
か
な
。

吉
兼
：
当
時
、
日
雇
い
に
行
く
と
四
百
円

余
り
。
二
コ
ヨ
ン
ち
ゅ
う
て
、
普
通
の
仕
事

の
日
当
が
二
四
〇
円
の
時
代
に
、
米
一
俵
が

四
千
円
で
し
た
か
ら
、
米
が
良
い
値
で
売

れ
た
時
代
で
す
。

　
収
穫
も
夢
も
な
ぎ
倒
し
た
伊
勢
湾
台
風

　伊
藤
：
昭
和
三
四
年
の
秋
、
よ
う
や
く
収

穫
し
た
米
を
農
協
に
納
め
よ
う
と
し
て
い

る
矢
先
の
伊
勢
湾
台
風
。
わ
が
家
は
基
礎

と
お
く
ど
さ
ん
（
台
所
）
を
残
し
た
だ
け

で
、
全
部
流
さ
れ
ま
し
た
。
九
月
二
六
日

の
当
日
は
、
家
内
と
一
緒
に
実
家
に
避
難

し
て
い
た
の
で
、
命
だ
け
は
助
か
り
ま
し

た
が
。

吉
兼
：
当
時
は
ラ
ジ
オ
も
電
線
か
ら
引
っ

曽
三
川
の
上
流
か
ら
来
た
わ
け
で
す
。
地

元
で
は
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
村
長
さ
ん
が
弟
の
と
こ
ろ
に

鍋
田
の
入
植
の
話
を
も
っ
て
き
た
ん
で

す
。
で
、
そ
ん
な
い
い
話
な
ら
俺
が
行
く
っ

て
言
う
こ
と
で
、
仲
間
三
人
と
一
緒
に
こ
こ

へ
来
た
ん
で
す
。
当
初
一
町
四
反
と
い
う
土

地
が
配
分
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
魅
力

で
し
た
ね
。

　
開
拓
者
魂
に
あ
ふ
れ
た
共
同
生
活

三
浦
：
当
時
の
独
身
の
方
を
見
て
る
と
、

今
で
い
う
青
春
謳
歌
と
は
ま
た
違
っ
て
い

ま
す
け
ど
、
み
ん
な
若
か
っ
た
か
ら
、
仲
間

で
一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
で
、
そ
う
い
う
団
体
生
活
を
楽

し
ん
で
み
え
た
よ
う
で
す
。

吉
兼
：
事
業
自
体
が
農
家
の
二
・
三
男
対

策
で
し
た
か
ら
、
入
植
者
に
長
男
は
い
な

い
。
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
若
者

が
集
ま
っ
て
の
共
同
生
活
で
す
か
ら
、
開

拓
魂
っ
て
い
う
の
か
ね
。
そ
ん
な
気
合
い

が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。

亀
嶋
：
吉
兼
さ
ん
や
三
浦
さ
ん
、
伊
藤
さ

ん
を
初
め
と
し
た
一
期
生
の
方
々
は
、
干
拓

工
事
な
ど
も
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
か

■ 昭和34年8月の集中豪雨の復旧工事

■ 牧田川横堤と土砂溜（中流）

■ 牧田川（下流）

日
々
で
す
よ
。

亀
嶋
：
私
は
当
時
農
協
の
組
合
長
を
し
て

い
ま
し
た
。
堤
防
の
脇
に
小
屋
み
た
い
な

事
務
所
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
台
風
が
来

る
か
ら
、
交
代
で
当
番
を
し
な
き
ゃ
と
い

う
こ
と
で
、
昼
間
は
、
事
務
所
に
詰
め
て

お
っ
た
ん
で
す
。
で
、
夕
方
に
な
っ
て
交
代

で
ご
飯
を
食
べ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自

宅
に
帰
っ
た
時
、
六
時
過
ぎ
で
す
か
。
雨

も
風
も
強
く
な
り
、
玄
関
か
ら
後
ろ
ま
で

風
が
吹
き
抜
け
て
、
家
具
も
た
ん
す
も
木

の
葉
の
よ
う
に
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
な
れ
ば
、
家
に
い
て
も
外
に
い
て
も

同
じ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
家
内
や
近
所
の

方
と
一
緒
に
避
難
し
よ
う
と
、
み
ん
な
で

堤
防
を
目
指
し
た
ん
で
す
が
、
運
よ
く
私

た
ち
夫
婦
が
堤
防
に
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ

で
高
潮
が
き
た
。
私
た
ち
の
後
に
続
い
た

二
組
の
夫
婦
の
奥
さ
ん
方
だ
け
が
高
潮
に

呑
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
ね
。
気
の
毒

だ
っ
た
の
は
、
私
の
代
わ
り
に
農
協
の
事

務
所
に
詰
め
て
い
て
、
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
。
伊
勢
湾
台
風
の
後
、
逃
げ
出
し
た

い
と
も
思
い
ま
し
た
が
、
被
害
者
の
方
々

を
思
う
と
、
と
て
も
じ
ゃ
な
い
が
私
達
だ

け
が
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
復

興
に
力
を
尽
く
そ
う
と
ね
。

　
開
拓
の
夢
を
、
今
一
度

三
浦
：
そ
り
ゃ
、
復
興
の
兆
し
も
見
え
な

い
時
に
は
転
業
し
た
い
と
、
正
直
、
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
私
が
逃
げ
出
し
た
ん
じ
ゃ
、

仏
も
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
い
直
し
て
。
そ

れ
か
ら
で
す
よ
。
も
う
一
度
、
こ
こ
で
頑
張

ろ
う
と
。
ま
あ
、
開
拓
者
魂
が
蘇
っ
た
ん

で
す
な
。

亀
嶋
：
台
風
の
年
の
年
末
か
ら
で
す
。
復

興
の
た
め
の
陳
情
が
始
ま
っ
た
の
は
。
丁

度
、
甚
目
寺
で
の
避
難
所
生
活
を
終
え
、

鍋
田
で
の
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
時

の
こ
と
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
農
協
の
役
員

が
交
代
で
東
京
へ
陳
情
に
行
き
ま
し
た
。

当
時
は
今
と
違
っ
て
、
比
較
的
偉
い
さ
ん

に
も
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
ず
、
農
政

局
長
に
会
っ
て
、
そ
こ
で
当
時
の
農
林
大

臣
の
福
田
赳
夫
さ
ん
に
も
会
う
こ
と
が
で

き
て
、
鍋
田
へ
の
視
察
を
約
束
し
て
く
れ

ま
し
た
。

吉
兼
：
そ
れ
で
、
宅
地
と
か
ブ
ロ
ッ
ク
住

宅
が
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
五
年
（
一

九
六
〇
）
だ
っ
た
か
な
。

牧
本
：
昭
和
三
五
年
の
四
月
に
第
一
・
第

二
潮
止
工
事
が
完
了
し
て
、
本
格
的
に
農

業
を
始
め
た
ん
で
す
ね
。

伊
藤
：
ま
あ
、
お
互
い
帰
る
と
こ
ろ
は
な

い
し
。

三
浦
：
意
地
が
あ
っ
た
。
負
け
犬
に
は
な

り
た
く
な
か
っ
た
。

吉
兼
：
高
度
経
済
成
長
と
い
う
時
代
も
後

押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
浦
：
大
都
市
に
近
い
と
い
う
土
地
柄
も

あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
さ
え

な
け
れ
ば
、
開
拓
民
と
し
て
は
本
当
に
恵

ま
れ
た
生
活
で
し
た
。

伊
藤
：
「
開
拓
者
に
下
子
な
し
」
。
つ
ま

り
、
入
植
者
は
苦
労
ば
っ
か
り
で
、
と
い
わ

れ
ま
し
た
が
、
報
わ
れ
た
人
生
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

亀
嶋
：
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
中
で

も
台
風
に
対
す
る
恐
怖
は
薄
ら
い
で
く

る
。
こ
ん
な
話
、
子
ど
も
た
ち
に
し
て
も

「
ま
た
か
」
と
笑
わ
れ
る
ば
か
り
で
。

吉
兼
：
で
も
、
こ
う
い
う
機
会
に
、
も
う
一

度
台
風
の
脅
威
を
振
り
返
り
、
防
災
を
考

え
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
ね
。

亀
嶋
：
今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
員
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
三
節

牧
田
川
は
、
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
ほ
ど
、
毎
年
の
よ
う
に
水
害
を
引

き
起
こ
し
た
河
川
。
江
戸
時
代
に
は
、
宝
暦
治
水
や
長
州
藩
御
手
伝

普
請
な
ど
、
大
規
模
な
治
水
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
四

年
に
は
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風
が
二
度
直
撃
。
多
芸
輪
中
は
泥
海

と
化
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懸
命
の
復
旧
活
動
や
水
防
活
動
を
実
施
。
現
在
も
安
全
で

快
適
な
郷
土
を
目
指
し
て
河
川
改
修
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
水
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

こ
の
地
で
は
い
く
ど
も
治
水
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
主
な
治
水
事
業

◆ 

宝
暦
治
水 

◆
◆
◆

　

宝
暦
治
水
は
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普

請
で
す
。
下
流
部
で
網
の
目
の
よ
う
に
乱

流
し
洪
水
を
繰
り
返
す
木
曽
三
川
の
抜
本

的
改
修
を
目
指
し
、
宝
暦
四
（
一
七
五

四
）
年
、
薩
摩
藩
家
老
平
田
靭
負
を
総
奉

行
に
工
事
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
靭
負
の
本
小
屋
と
な
っ
た
の
が
養

老
町
大
牧
村
の
鬼
頭
兵
内
宅
で
す
。
御
手

伝
普
請
は
広
範
囲
に
及
び
、
養
老
町
で
は

当
初
、
烏

江
、
高
渕
の

狭
窄
部
の
拡

張
工
事
が
主

力
工
事
の
一

つ
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
関
係
輪

中
の
意
見
が

川
、
小
畑
川

も
合
流
す
る

箇
所
で
あ
り

な
が
ら
狭
窄

部
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

室
町
時
代
の

終
わ
り
頃
か

ら
、
自
然
堤

防
と
自
然
堤
防
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に

し
て
人
工
の
堤
防
を
築
き
、
川
の
流
れ
を

固
定
し
て
洪
水
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に

な
っ
て
も
、
至
る
所
に
遊
水
池
（
洪
水
の

水
が
蓄
え
ら
れ
て
一
度
に
大
水
が
出
る
の

を
防
ぐ
地
域
）
が
あ
っ
た
た
め
、
連
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
大
雨
で
も
、
よ
ほ

ど
の
大
洪
水
で
な
い
限
り
大
き
な
水
害
は

起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
新
田
開
発

が
進
ん
で
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
当
時
の
低
い
堤
防
で
は
洪
水
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
し
ば
し
ば
水

害
を
被
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

一
之
瀬
橋
ま

で
の
約
二
一

㎞
が
上
流
域

で
、
川
幅
は

狭
く
渓
流
と

な
っ
て
お

り
、
一
之
瀬

橋
か
ら
少
し

く
だ
っ
て
養

老
町
に
入
り

烏
江
ま
で
の
一
二
㎞
が
中
流
域
で
す
。
川

幅
は
一
五
m
か
ら
三
〇
m
と
広
く
な
り
ま

す
が
、
普
段
は
川
に
水
が
な
く
、
上
流
の

上
石
津
町
や
関
ヶ
原
町
で
大
雨
が
降
れ
ば

急
激
に
水
嵩
は
増
え
、
水
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
牧
田
川
が
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
る
の

も
こ
の
ゆ
え
ん
か
ら
で
あ
り
、
土
砂
の
堆

積
も
多
く
、
川
底
は
平
野
面
よ
り
高
く
天

井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
烏
江

か
ら
船
附
を
経
て
養
宅
町
大
巻
の
東
側
で

揖
斐
川
と
合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

七
㎞
が
下
流
域
で
、
上
流
か
ら
押
し
流
さ

れ
た
土
砂
が
堆
積
し
、
川
幅
は
い
っ
そ
う

広
く
な
っ
て
蛇
行
し
て
い
ま
す
。

　

下
流
域
の
烏
江
、
高
渕
付
近
で
は
、
牧

田
川
に
杭
瀬
川
が
合
流
し
、
さ
ら
に
金
草

　
牧
田
川
の
概
要

　
牧
田
川
は
、
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す
る

揖
斐
川
の
支
川
で
す
。
養
老
郡
上
石
津
町

農
地
な
ど
が
一
瞬
に
し
て
水
没
し
ま
し

た
。
二
九
日
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
湛
水

し
て
い
ま
す
。

　

応
急
仮
締
め
切
り
と
湛
木
排
除
作
業
が

昼
夜
兼
行
で
行
な
わ
れ
、
全
湛
水
地
か
ら

水
が
引
い
た
の
は
九
月
一
〇
日
で
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

八
月
一
二
日
／
堤
防
決
壊

八
月
一
四
日
／
決
壊
拡
大
防
止
、
仮
締
め

切
り
用
資
材
収
集
、
上
流

側
に
中
聖
牛
一
基
沈
設

八
月
一
五
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
中
聖

牛
及
び
猪
ノ
子
沈
設
、
浚

渫
船
で
土
砂
堆
積
、
土
運

搬
、
土
俵
積

八
月
三
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
一
五
m

土
俵
積

九
月
二
〇
日
／
仮
締
め
切
り
完
了
、
天
端

通
行
開
始
、
引
続
き
復
旧

工
事
実
施

九
月
二
七
日
／
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決
壊

◆ 

伊
勢
湾
台
風 

◆
◆
◆

　

伊
勢
湾
台
風
が
接
近
し
た
九
月
二
五
日

に
は
、
前
線
の
降
雨
に
よ
り
揖
斐
川
流
域

で
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
㎜
の
雨
が
降
り
、

台
風
が
上
陸
し
た
二
六
日
一
八
時
頃
よ
り

暴
風
を
伴
う
雨
が
降
り
始
め
、
揖
斐
川
及

び
根
尾
川
の
上
流
域
で
は
二
一
〜
二
二
時

に
か
け
て
一
時
間
に
七
〇
〜
九
〇
㎜
、
一

八
時
か
ら
台
風
の
通
り
過
ぎ
去
っ
た
二
三

時
の
五
時
間
に
一
七
〇
〜
二
三
〇
㎜
の
雨

量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
牧
田
川
の
出
水
は
同
年
八
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
出
水
を
上
回
る
も
の

が
れ
て
、
現
在
で
も
各
河
川
で
改
修
工
事

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か

ら
一
三
日
の
台
風
七
号
、
同
年
九
月
二
六

日
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
襲
い
、
大
打
撃
を
被
り
ま
し
た
。

◆ 

昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨 

◆
◆
◆

　

昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日

に
か
け
て
、
活
発
な
前
線
活
動
と
台
風
七

号
の
北
上
、
接
近
に
伴
う
影
響
で
、
西
濃

地
方
は
四
百
〜
七
百
㎜
に
達
す
る
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
揖
斐
上
流
部
で
も

連
続
雨
量
が
六
百
㎜
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
揖
斐
川
及
び
牧
田
川
で
は
計
画

高
水
量
を
上
回
る
出
水
と
な
り
、
一
三
日

二
〇
時
二
〇
分
、
養
老
町
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
の
堤

防
約
一
二
〇

m
が
決
壊

し
、
多
芸
輪

中
二
千
六
百

ha
が
泥
海
と

な
り
、
千
七

百
戸
の
農
家

を
は
じ
め
、

約
二
千
ha
の

で
は
島
田
村
を
は
じ
め
一
七
ヶ
村
で
普
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
手
伝
普
請
、
薩
摩
藩
士
の
工

事
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
長
州
藩
士
が

直
接
慣
れ
な
い
工
事
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
そ
の
苦
労
は
想
像
を
超
え
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
工
事
費
以
外
に
も
長

州
藩
士
の
滞
在
費
な
ど
の
経
費
は
か
さ

み
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
御
手
伝
普
請
は
、
外
様
大

名
の
弱
体
化
を
図
る
こ
と
も
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
御
手
伝
普
請
か
ら
、
大
名
は
工
事
費

の
割
当
て
だ
け
の
お
金
の
供
出
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

　

江
戸
時
代
の
大
規
模
な
治
水
事
業
に

よ
っ
て
も
こ
の
地
方
の
水
害
は
軽
減
す
る

こ
と
は
な
く
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
七
月
と
九
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
状
は
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
。

　

こ
の
洪
水
の
後
、
揖
斐
川
の
出
水
が
牧

田
川
や
津
屋
川
へ
、
牧
田
川
の
出
水
が
小

畑
川
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
流
し
被
害
を
大
き

く
し
な
い
よ
う
、
明
治
時
代
に
は
木
曽
三

川
分
流
工
事
（
明
治
改
修
）
、
そ
の
後
木

曽
川
上
流
改
修
（
大
正
改
修
）
や
支
派
川

の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

養
老
町
の
工
事
と
し
て
は
、
牧
田
川
の

合
流
点
を
下
げ
て
流
水
を
よ
く
す
る
た
め

の
導
水
堤
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
そ
の
後
も
大
正
、
昭
和
へ
と
引
き
継

調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
を
断
念

し
、
多
芸
輪
中
の
小
坪
新
田
、
高
柳
新
田
の

伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）
、
津
屋
川
沿
い

の
堤
防
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
五
年
、
工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
が
、

平
田
靭
負
は
八
〇
余
名
の
藩
士
を
失
い
、
巨

額
の
藩
費
を
費
や
し
た
責
任
を
と
り
、
同

年
五
月
、
本
小
屋
で
自
刃
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　

養
老
町
根
古
地
の
浄
土
三
昧
に
は
犠
牲

者
二
四
人
が
埋
葬
さ
れ
、
天
照
寺
に
は
三
人

の
墓
と
二
七
人
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

長
州
藩
御
手
伝
普
請 

◆
◆
◆

　

薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
は
近
世
史

上
最
大
級
の
工
事
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
水

害
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
改

修
事
業
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
五
度
も
洪
水

が
あ
り
、
大
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
養
老
町
で
も
、
牧
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し

大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

そ
の
復
旧
工
事
の
た
め
、
幕
府
は
翌
三

年
、
長
州
藩
と
支
藩
岩
国
・
若
狭
藩
に

「
濃
州
・
勢
州
御
普
請
御
手
伝
」
を
命
じ

ま
し
た
。

　

命
を
受
け
た
長
州
藩
で
は
総
奉
行
益
田

喜
次
郎
の
指
揮
の
も
と
、
総
勢
四
七
三
名

で
工
事
に
着

手
し
、
普
請

場
所
は
約
千

箇
所
、
総
延

長
は
二
八
〇

㎞
に
も
及

び
、
養
老
町

固
く
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
九
月
一
二

日
の
水
害
時
に
は
一
部
で
溢
水
し
た
の

で
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
下
流
部
の
堤
防
天

端
の
上
積
補
強
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
一
九
日

〜
二
〇
日
に
は
、
台
風
一
九
号
の
出
水
に

よ
り
、
牧
田
川
・
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
五

箇
所
、
約
五
百
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、

ま
た
、
牧
田
川
左
岸
堤
防
の
川
裏
約
六
〇

m
が
法
崩
れ
し
た
こ
と
か
ら
、
五
七
戸
が

浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
国
は
、
平
成
二
年
度
牧
田
川

築
堤
護
岸
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
現

在
で
は
、
明
治
期
の
堤
防
に
比
べ
て
お
お

む
ね
二
m
位
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
養
老
町
史
』

通
史
編
上
・
下
巻
養
老
町
発
行

『
郷
土
の
治
水

－

養
老
町
』

　

養
老
町
教
育
委
員
会
発
行

『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
〇
九
月
二
〇
日
掲
載
記
事
よ
り

と
な
り
、
牧
田
川
烏
江
観
測
所
で
は
計
画

高
水
位
を
三
〇
㎝
も
上
回
る
ほ
ど
で
し

た
。
必
死
の
水
防
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、

八
月
一
三
日
に
決
壊
し
た
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
箇
所
が
再
び

延
長
一
四
〇
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
多

芸
輪
中
は
三
四
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し

ま
し
た
。

　

こ
の
仮
締
め
切
り
堤
防
は
、
従
来
の
堤

防
よ
り
堅
固
な
仮
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
揖
斐
川
及
び

牧
田
川
の
出
水
は
前
回
を
上
回
る
空
前
の

規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
同
一
箇
所

で
破
堤
し
ま
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

九
月
二
七
日
／
堤
防
が
再
び
決
壊

九
月
二
九
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運

搬
、
浚
渫
船
に
よ
る
土
砂

堆
積

一
〇
月
一
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
幅
二
〇
m

昭
和
三
五
年

三
月
三
一
日
／
復
旧
工
事
完
了

　
伊
勢
湾
台
風
根
古
地
破
堤

　
復
旧
後
の
牧
田
川
下
流
工
事

　

二
度
に
わ
た
る
根
古
地
破
堤
の
災
害
を

決
し
て
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
牧

田
川
で
は
高
柳
か
ら
決
壊
囗
を
含
め
烏
江

ま
で
の
堤
防
の
嵩
上
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
堤
防
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

た
め
小
段
も
設
け
腹
幅
を
二
段
式
に
し
、

特
に
堤
防
の
天
端
に
石
積
み
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
水
防
壁
を
つ
く
っ
て
、
備
え
を

牧
田
川
改
修
事
業
、

そ
の
歴
史
の
道
の
り

■ 薩摩義士役館跡

AREA REPO
RT （Vol.26 1998 SPRIN

G

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

か
な
く
さ

が
わ
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た
水
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

こ
の
地
で
は
い
く
ど
も
治
水
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
主
な
治
水
事
業

◆ 

宝
暦
治
水 

◆
◆
◆

　

宝
暦
治
水
は
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普

請
で
す
。
下
流
部
で
網
の
目
の
よ
う
に
乱

流
し
洪
水
を
繰
り
返
す
木
曽
三
川
の
抜
本

的
改
修
を
目
指
し
、
宝
暦
四
（
一
七
五

四
）
年
、
薩
摩
藩
家
老
平
田
靭
負
を
総
奉

行
に
工
事
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
靭
負
の
本
小
屋
と
な
っ
た
の
が
養

老
町
大
牧
村
の
鬼
頭
兵
内
宅
で
す
。
御
手

伝
普
請
は
広
範
囲
に
及
び
、
養
老
町
で
は

当
初
、
烏

江
、
高
渕
の

狭
窄
部
の
拡

張
工
事
が
主

力
工
事
の
一

つ
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
関
係
輪

中
の
意
見
が

川
、
小
畑
川

も
合
流
す
る

箇
所
で
あ
り

な
が
ら
狭
窄

部
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

室
町
時
代
の

終
わ
り
頃
か

ら
、
自
然
堤

防
と
自
然
堤
防
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に

し
て
人
工
の
堤
防
を
築
き
、
川
の
流
れ
を

固
定
し
て
洪
水
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に

な
っ
て
も
、
至
る
所
に
遊
水
池
（
洪
水
の

水
が
蓄
え
ら
れ
て
一
度
に
大
水
が
出
る
の

を
防
ぐ
地
域
）
が
あ
っ
た
た
め
、
連
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
大
雨
で
も
、
よ
ほ

ど
の
大
洪
水
で
な
い
限
り
大
き
な
水
害
は

起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
新
田
開
発

が
進
ん
で
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
当
時
の
低
い
堤
防
で
は
洪
水
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
し
ば
し
ば
水

害
を
被
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

一
之
瀬
橋
ま

で
の
約
二
一

㎞
が
上
流
域

で
、
川
幅
は

狭
く
渓
流
と

な
っ
て
お

り
、
一
之
瀬

橋
か
ら
少
し

く
だ
っ
て
養

老
町
に
入
り

烏
江
ま
で
の
一
二
㎞
が
中
流
域
で
す
。
川

幅
は
一
五
m
か
ら
三
〇
m
と
広
く
な
り
ま

す
が
、
普
段
は
川
に
水
が
な
く
、
上
流
の

上
石
津
町
や
関
ヶ
原
町
で
大
雨
が
降
れ
ば

急
激
に
水
嵩
は
増
え
、
水
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
牧
田
川
が
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
る
の

も
こ
の
ゆ
え
ん
か
ら
で
あ
り
、
土
砂
の
堆

積
も
多
く
、
川
底
は
平
野
面
よ
り
高
く
天

井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
烏
江

か
ら
船
附
を
経
て
養
宅
町
大
巻
の
東
側
で

揖
斐
川
と
合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

七
㎞
が
下
流
域
で
、
上
流
か
ら
押
し
流
さ

れ
た
土
砂
が
堆
積
し
、
川
幅
は
い
っ
そ
う

広
く
な
っ
て
蛇
行
し
て
い
ま
す
。

　

下
流
域
の
烏
江
、
高
渕
付
近
で
は
、
牧

田
川
に
杭
瀬
川
が
合
流
し
、
さ
ら
に
金
草

　
牧
田
川
の
概
要

　
牧
田
川
は
、
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す
る

揖
斐
川
の
支
川
で
す
。
養
老
郡
上
石
津
町

農
地
な
ど
が
一
瞬
に
し
て
水
没
し
ま
し

た
。
二
九
日
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
湛
水

し
て
い
ま
す
。

　

応
急
仮
締
め
切
り
と
湛
木
排
除
作
業
が

昼
夜
兼
行
で
行
な
わ
れ
、
全
湛
水
地
か
ら

水
が
引
い
た
の
は
九
月
一
〇
日
で
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

八
月
一
二
日
／
堤
防
決
壊

八
月
一
四
日
／
決
壊
拡
大
防
止
、
仮
締
め

切
り
用
資
材
収
集
、
上
流

側
に
中
聖
牛
一
基
沈
設

八
月
一
五
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
中
聖

牛
及
び
猪
ノ
子
沈
設
、
浚

渫
船
で
土
砂
堆
積
、
土
運

搬
、
土
俵
積

八
月
三
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
一
五
m

土
俵
積

九
月
二
〇
日
／
仮
締
め
切
り
完
了
、
天
端

通
行
開
始
、
引
続
き
復
旧

工
事
実
施

九
月
二
七
日
／
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決
壊

◆ 

伊
勢
湾
台
風 

◆
◆
◆

　

伊
勢
湾
台
風
が
接
近
し
た
九
月
二
五
日

に
は
、
前
線
の
降
雨
に
よ
り
揖
斐
川
流
域

で
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
㎜
の
雨
が
降
り
、

台
風
が
上
陸
し
た
二
六
日
一
八
時
頃
よ
り

暴
風
を
伴
う
雨
が
降
り
始
め
、
揖
斐
川
及

び
根
尾
川
の
上
流
域
で
は
二
一
〜
二
二
時

に
か
け
て
一
時
間
に
七
〇
〜
九
〇
㎜
、
一

八
時
か
ら
台
風
の
通
り
過
ぎ
去
っ
た
二
三

時
の
五
時
間
に
一
七
〇
〜
二
三
〇
㎜
の
雨

量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
牧
田
川
の
出
水
は
同
年
八
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
出
水
を
上
回
る
も
の

が
れ
て
、
現
在
で
も
各
河
川
で
改
修
工
事

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か

ら
一
三
日
の
台
風
七
号
、
同
年
九
月
二
六

日
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
襲
い
、
大
打
撃
を
被
り
ま
し
た
。

◆ 

昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨 

◆
◆
◆

　

昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日

に
か
け
て
、
活
発
な
前
線
活
動
と
台
風
七

号
の
北
上
、
接
近
に
伴
う
影
響
で
、
西
濃

地
方
は
四
百
〜
七
百
㎜
に
達
す
る
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
揖
斐
上
流
部
で
も

連
続
雨
量
が
六
百
㎜
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
揖
斐
川
及
び
牧
田
川
で
は
計
画

高
水
量
を
上
回
る
出
水
と
な
り
、
一
三
日

二
〇
時
二
〇
分
、
養
老
町
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
の
堤

防
約
一
二
〇

m
が
決
壊

し
、
多
芸
輪

中
二
千
六
百

ha
が
泥
海
と

な
り
、
千
七

百
戸
の
農
家

を
は
じ
め
、

約
二
千
ha
の

で
は
島
田
村
を
は
じ
め
一
七
ヶ
村
で
普
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
手
伝
普
請
、
薩
摩
藩
士
の
工

事
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
長
州
藩
士
が

直
接
慣
れ
な
い
工
事
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
そ
の
苦
労
は
想
像
を
超
え
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
工
事
費
以
外
に
も
長

州
藩
士
の
滞
在
費
な
ど
の
経
費
は
か
さ

み
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
御
手
伝
普
請
は
、
外
様
大

名
の
弱
体
化
を
図
る
こ
と
も
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
御
手
伝
普
請
か
ら
、
大
名
は
工
事
費

の
割
当
て
だ
け
の
お
金
の
供
出
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

　

江
戸
時
代
の
大
規
模
な
治
水
事
業
に

よ
っ
て
も
こ
の
地
方
の
水
害
は
軽
減
す
る

こ
と
は
な
く
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
七
月
と
九
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
状
は
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
。

　

こ
の
洪
水
の
後
、
揖
斐
川
の
出
水
が
牧

田
川
や
津
屋
川
へ
、
牧
田
川
の
出
水
が
小

畑
川
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
流
し
被
害
を
大
き

く
し
な
い
よ
う
、
明
治
時
代
に
は
木
曽
三

川
分
流
工
事
（
明
治
改
修
）
、
そ
の
後
木

曽
川
上
流
改
修
（
大
正
改
修
）
や
支
派
川

の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

養
老
町
の
工
事
と
し
て
は
、
牧
田
川
の

合
流
点
を
下
げ
て
流
水
を
よ
く
す
る
た
め

の
導
水
堤
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
そ
の
後
も
大
正
、
昭
和
へ
と
引
き
継

調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
を
断
念

し
、
多
芸
輪
中
の
小
坪
新
田
、
高
柳
新
田
の

伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）
、
津
屋
川
沿
い

の
堤
防
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
五
年
、
工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
が
、

平
田
靭
負
は
八
〇
余
名
の
藩
士
を
失
い
、
巨

額
の
藩
費
を
費
や
し
た
責
任
を
と
り
、
同

年
五
月
、
本
小
屋
で
自
刃
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　

養
老
町
根
古
地
の
浄
土
三
昧
に
は
犠
牲

者
二
四
人
が
埋
葬
さ
れ
、
天
照
寺
に
は
三
人

の
墓
と
二
七
人
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

長
州
藩
御
手
伝
普
請 

◆
◆
◆

　

薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
は
近
世
史

上
最
大
級
の
工
事
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
水

害
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
改

修
事
業
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
五
度
も
洪
水

が
あ
り
、
大
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
養
老
町
で
も
、
牧
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し

大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

そ
の
復
旧
工
事
の
た
め
、
幕
府
は
翌
三

年
、
長
州
藩
と
支
藩
岩
国
・
若
狭
藩
に

「
濃
州
・
勢
州
御
普
請
御
手
伝
」
を
命
じ

ま
し
た
。

　

命
を
受
け
た
長
州
藩
で
は
総
奉
行
益
田

喜
次
郎
の
指
揮
の
も
と
、
総
勢
四
七
三
名

で
工
事
に
着

手
し
、
普
請

場
所
は
約
千

箇
所
、
総
延

長
は
二
八
〇

㎞
に
も
及

び
、
養
老
町

固
く
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
九
月
一
二

日
の
水
害
時
に
は
一
部
で
溢
水
し
た
の

で
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
下
流
部
の
堤
防
天

端
の
上
積
補
強
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
一
九
日

〜
二
〇
日
に
は
、
台
風
一
九
号
の
出
水
に

よ
り
、
牧
田
川
・
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
五

箇
所
、
約
五
百
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、

ま
た
、
牧
田
川
左
岸
堤
防
の
川
裏
約
六
〇

m
が
法
崩
れ
し
た
こ
と
か
ら
、
五
七
戸
が

浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
国
は
、
平
成
二
年
度
牧
田
川

築
堤
護
岸
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
現

在
で
は
、
明
治
期
の
堤
防
に
比
べ
て
お
お

む
ね
二
m
位
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
養
老
町
史
』

通
史
編
上
・
下
巻
養
老
町
発
行

『
郷
土
の
治
水

－

養
老
町
』

　

養
老
町
教
育
委
員
会
発
行

『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
〇
九
月
二
〇
日
掲
載
記
事
よ
り

と
な
り
、
牧
田
川
烏
江
観
測
所
で
は
計
画

高
水
位
を
三
〇
㎝
も
上
回
る
ほ
ど
で
し

た
。
必
死
の
水
防
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、

八
月
一
三
日
に
決
壊
し
た
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
箇
所
が
再
び

延
長
一
四
〇
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
多

芸
輪
中
は
三
四
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し

ま
し
た
。

　

こ
の
仮
締
め
切
り
堤
防
は
、
従
来
の
堤

防
よ
り
堅
固
な
仮
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
揖
斐
川
及
び

牧
田
川
の
出
水
は
前
回
を
上
回
る
空
前
の

規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
同
一
箇
所

で
破
堤
し
ま
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

九
月
二
七
日
／
堤
防
が
再
び
決
壊

九
月
二
九
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運

搬
、
浚
渫
船
に
よ
る
土
砂

堆
積

一
〇
月
一
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
幅
二
〇
m

昭
和
三
五
年

三
月
三
一
日
／
復
旧
工
事
完
了

　
伊
勢
湾
台
風
根
古
地
破
堤

　
復
旧
後
の
牧
田
川
下
流
工
事

　

二
度
に
わ
た
る
根
古
地
破
堤
の
災
害
を

決
し
て
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
牧

田
川
で
は
高
柳
か
ら
決
壊
囗
を
含
め
烏
江

ま
で
の
堤
防
の
嵩
上
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
堤
防
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

た
め
小
段
も
設
け
腹
幅
を
二
段
式
に
し
、

特
に
堤
防
の
天
端
に
石
積
み
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
水
防
壁
を
つ
く
っ
て
、
備
え
を

■ 避難風景

■ 益田喜次郎肖像（山口県立図書館蔵）

■ 決壊後の復旧工事

■ 水没した家屋■ 避難小屋（大巻の堤防上）
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た
水
害
か
ら
人
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

こ
の
地
で
は
い
く
ど
も
治
水
事
業
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
の
主
な
治
水
事
業

◆ 

宝
暦
治
水 

◆
◆
◆

　

宝
暦
治
水
は
薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普

請
で
す
。
下
流
部
で
網
の
目
の
よ
う
に
乱

流
し
洪
水
を
繰
り
返
す
木
曽
三
川
の
抜
本

的
改
修
を
目
指
し
、
宝
暦
四
（
一
七
五

四
）
年
、
薩
摩
藩
家
老
平
田
靭
負
を
総
奉

行
に
工
事
は
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
田
靭
負
の
本
小
屋
と
な
っ
た
の
が
養

老
町
大
牧
村
の
鬼
頭
兵
内
宅
で
す
。
御
手

伝
普
請
は
広
範
囲
に
及
び
、
養
老
町
で
は

当
初
、
烏

江
、
高
渕
の

狭
窄
部
の
拡

張
工
事
が
主

力
工
事
の
一

つ
と
し
て
計

画
さ
れ
ま
し

た
。
し
か

し
、
関
係
輪

中
の
意
見
が

川
、
小
畑
川

も
合
流
す
る

箇
所
で
あ
り

な
が
ら
狭
窄

部
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

室
町
時
代
の

終
わ
り
頃
か

ら
、
自
然
堤

防
と
自
然
堤
防
と
の
間
を
つ
な
ぐ
よ
う
に

し
て
人
工
の
堤
防
を
築
き
、
川
の
流
れ
を

固
定
し
て
洪
水
の
害
を
防
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
は
大
雨
が
降
っ
て
洪
水
に

な
っ
て
も
、
至
る
所
に
遊
水
池
（
洪
水
の

水
が
蓄
え
ら
れ
て
一
度
に
大
水
が
出
る
の

を
防
ぐ
地
域
）
が
あ
っ
た
た
め
、
連
年
の

よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
る
大
雨
で
も
、
よ
ほ

ど
の
大
洪
水
で
な
い
限
り
大
き
な
水
害
は

起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
入
り
新
田
開
発

が
進
ん
で
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
当
時
の
低
い
堤
防
で
は
洪
水
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
し
ば
し
ば
水

害
を
被
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

一
之
瀬
橋
ま

で
の
約
二
一

㎞
が
上
流
域

で
、
川
幅
は

狭
く
渓
流
と

な
っ
て
お

り
、
一
之
瀬

橋
か
ら
少
し

く
だ
っ
て
養

老
町
に
入
り

烏
江
ま
で
の
一
二
㎞
が
中
流
域
で
す
。
川

幅
は
一
五
m
か
ら
三
〇
m
と
広
く
な
り
ま

す
が
、
普
段
は
川
に
水
が
な
く
、
上
流
の

上
石
津
町
や
関
ヶ
原
町
で
大
雨
が
降
れ
ば

急
激
に
水
嵩
は
増
え
、
水
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
牧
田
川
が
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
る
の

も
こ
の
ゆ
え
ん
か
ら
で
あ
り
、
土
砂
の
堆

積
も
多
く
、
川
底
は
平
野
面
よ
り
高
く
天

井
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
烏
江

か
ら
船
附
を
経
て
養
宅
町
大
巻
の
東
側
で

揖
斐
川
と
合
流
し
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
の

七
㎞
が
下
流
域
で
、
上
流
か
ら
押
し
流
さ

れ
た
土
砂
が
堆
積
し
、
川
幅
は
い
っ
そ
う

広
く
な
っ
て
蛇
行
し
て
い
ま
す
。

　

下
流
域
の
烏
江
、
高
渕
付
近
で
は
、
牧

田
川
に
杭
瀬
川
が
合
流
し
、
さ
ら
に
金
草

　
牧
田
川
の
概
要

　
牧
田
川
は
、
鈴
鹿
山
脈
を
源
流
と
す
る

揖
斐
川
の
支
川
で
す
。
養
老
郡
上
石
津
町

農
地
な
ど
が
一
瞬
に
し
て
水
没
し
ま
し

た
。
二
九
日
間
の
長
期
に
わ
た
っ
て
湛
水

し
て
い
ま
す
。

　

応
急
仮
締
め
切
り
と
湛
木
排
除
作
業
が

昼
夜
兼
行
で
行
な
わ
れ
、
全
湛
水
地
か
ら

水
が
引
い
た
の
は
九
月
一
〇
日
で
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

八
月
一
二
日
／
堤
防
決
壊

八
月
一
四
日
／
決
壊
拡
大
防
止
、
仮
締
め

切
り
用
資
材
収
集
、
上
流

側
に
中
聖
牛
一
基
沈
設

八
月
一
五
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
中
聖

牛
及
び
猪
ノ
子
沈
設
、
浚

渫
船
で
土
砂
堆
積
、
土
運

搬
、
土
俵
積

八
月
三
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
一
五
m

土
俵
積

九
月
二
〇
日
／
仮
締
め
切
り
完
了
、
天
端

通
行
開
始
、
引
続
き
復
旧

工
事
実
施

九
月
二
七
日
／
伊
勢
湾
台
風
で
再
び
決
壊

◆ 

伊
勢
湾
台
風 

◆
◆
◆

　

伊
勢
湾
台
風
が
接
近
し
た
九
月
二
五
日

に
は
、
前
線
の
降
雨
に
よ
り
揖
斐
川
流
域

で
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
㎜
の
雨
が
降
り
、

台
風
が
上
陸
し
た
二
六
日
一
八
時
頃
よ
り

暴
風
を
伴
う
雨
が
降
り
始
め
、
揖
斐
川
及

び
根
尾
川
の
上
流
域
で
は
二
一
〜
二
二
時

に
か
け
て
一
時
間
に
七
〇
〜
九
〇
㎜
、
一

八
時
か
ら
台
風
の
通
り
過
ぎ
去
っ
た
二
三

時
の
五
時
間
に
一
七
〇
〜
二
三
〇
㎜
の
雨

量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
牧
田
川
の
出
水
は
同
年
八
月

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
出
水
を
上
回
る
も
の

が
れ
て
、
現
在
で
も
各
河
川
で
改
修
工
事

は
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か

ら
一
三
日
の
台
風
七
号
、
同
年
九
月
二
六

日
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
記
録
的
な
集
中

豪
雨
が
襲
い
、
大
打
撃
を
被
り
ま
し
た
。

◆ 

昭
和
三
四
年
八
月
の
集
中
豪
雨 

◆
◆
◆

　

昭
和
三
四
年
八
月
一
二
日
か
ら
一
三
日

に
か
け
て
、
活
発
な
前
線
活
動
と
台
風
七

号
の
北
上
、
接
近
に
伴
う
影
響
で
、
西
濃

地
方
は
四
百
〜
七
百
㎜
に
達
す
る
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
揖
斐
上
流
部
で
も

連
続
雨
量
が
六
百
㎜
に
達
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
揖
斐
川
及
び
牧
田
川
で
は
計
画

高
水
量
を
上
回
る
出
水
と
な
り
、
一
三
日

二
〇
時
二
〇
分
、
養
老
町
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
の
堤

防
約
一
二
〇

m
が
決
壊

し
、
多
芸
輪

中
二
千
六
百

ha
が
泥
海
と

な
り
、
千
七

百
戸
の
農
家

を
は
じ
め
、

約
二
千
ha
の

で
は
島
田
村
を
は
じ
め
一
七
ヶ
村
で
普
請

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
御
手
伝
普
請
、
薩
摩
藩
士
の
工

事
と
同
じ
よ
う
に
多
数
の
長
州
藩
士
が

直
接
慣
れ
な
い
工
事
に
当
た
り
ま
し
た

が
、
そ
の
苦
労
は
想
像
を
超
え
る
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
工
事
費
以
外
に
も
長

州
藩
士
の
滞
在
費
な
ど
の
経
費
は
か
さ

み
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
御
手
伝
普
請
は
、
外
様
大

名
の
弱
体
化
を
図
る
こ
と
も
目
的
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
実
施
さ
れ

た
御
手
伝
普
請
か
ら
、
大
名
は
工
事
費

の
割
当
て
だ
け
の
お
金
の
供
出
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
四
年
の
集
中
豪
雨
と
伊
勢
湾
台
風

　

江
戸
時
代
の
大
規
模
な
治
水
事
業
に

よ
っ
て
も
こ
の
地
方
の
水
害
は
軽
減
す
る

こ
と
は
な
く
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

年
七
月
と
九
月
に
二
度
に
わ
た
る
大
水
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
窮
状
は
想
像

を
絶
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
。

　

こ
の
洪
水
の
後
、
揖
斐
川
の
出
水
が
牧

田
川
や
津
屋
川
へ
、
牧
田
川
の
出
水
が
小

畑
川
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
逆
流
し
被
害
を
大
き

く
し
な
い
よ
う
、
明
治
時
代
に
は
木
曽
三

川
分
流
工
事
（
明
治
改
修
）
、
そ
の
後
木

曽
川
上
流
改
修
（
大
正
改
修
）
や
支
派
川

の
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

養
老
町
の
工
事
と
し
て
は
、
牧
田
川
の

合
流
点
を
下
げ
て
流
水
を
よ
く
す
る
た
め

の
導
水
堤
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
工

事
は
そ
の
後
も
大
正
、
昭
和
へ
と
引
き
継

調
整
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
工
事
を
断
念

し
、
多
芸
輪
中
の
小
坪
新
田
、
高
柳
新
田
の

伊
尾
川
（
現
在
の
揖
斐
川
）
、
津
屋
川
沿
い

の
堤
防
で
補
強
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宝
暦
五
年
、
工
事
は
竣
工
し
ま
し
た
が
、

平
田
靭
負
は
八
〇
余
名
の
藩
士
を
失
い
、
巨

額
の
藩
費
を
費
や
し
た
責
任
を
と
り
、
同

年
五
月
、
本
小
屋
で
自
刃
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。

　

養
老
町
根
古
地
の
浄
土
三
昧
に
は
犠
牲

者
二
四
人
が
埋
葬
さ
れ
、
天
照
寺
に
は
三
人

の
墓
と
二
七
人
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

長
州
藩
御
手
伝
普
請 

◆
◆
◆

　

薩
摩
藩
に
よ
る
御
手
伝
普
請
は
近
世
史

上
最
大
級
の
工
事
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
水

害
を
根
絶
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
改

修
事
業
を
必
要
と
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、

明
和
二
（
一
七
六
五
）
年
に
は
五
度
も
洪
水

が
あ
り
、
大
水
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
養
老
町
で
も
、
牧
田
川
の
堤
防
が
決
壊
し

大
き
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

　

そ
の
復
旧
工
事
の
た
め
、
幕
府
は
翌
三

年
、
長
州
藩
と
支
藩
岩
国
・
若
狭
藩
に

「
濃
州
・
勢
州
御
普
請
御
手
伝
」
を
命
じ

ま
し
た
。

　

命
を
受
け
た
長
州
藩
で
は
総
奉
行
益
田

喜
次
郎
の
指
揮
の
も
と
、
総
勢
四
七
三
名

で
工
事
に
着

手
し
、
普
請

場
所
は
約
千

箇
所
、
総
延

長
は
二
八
〇

㎞
に
も
及

び
、
養
老
町

固
く
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
九
月
一
二

日
の
水
害
時
に
は
一
部
で
溢
水
し
た
の

で
、
翌
年
に
は
さ
ら
に
下
流
部
の
堤
防
天

端
の
上
積
補
強
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
九
月
一
九
日

〜
二
〇
日
に
は
、
台
風
一
九
号
の
出
水
に

よ
り
、
牧
田
川
・
杭
瀬
川
の
背
割
堤
が
五

箇
所
、
約
五
百
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、

ま
た
、
牧
田
川
左
岸
堤
防
の
川
裏
約
六
〇

m
が
法
崩
れ
し
た
こ
と
か
ら
、
五
七
戸
が

浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
国
は
、
平
成
二
年
度
牧
田
川

築
堤
護
岸
緊
急
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
現

在
で
は
、
明
治
期
の
堤
防
に
比
べ
て
お
お

む
ね
二
m
位
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
養
老
町
史
』

通
史
編
上
・
下
巻
養
老
町
発
行

『
郷
土
の
治
水

－

養
老
町
』

　

養
老
町
教
育
委
員
会
発
行

『
毎
日
新
聞
』

一
九
九
〇
九
月
二
〇
日
掲
載
記
事
よ
り

と
な
り
、
牧
田
川
烏
江
観
測
所
で
は
計
画

高
水
位
を
三
〇
㎝
も
上
回
る
ほ
ど
で
し

た
。
必
死
の
水
防
活
動
に
も
関
わ
ら
ず
、

八
月
一
三
日
に
決
壊
し
た
根
古
地
地
先
の

牧
田
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
箇
所
が
再
び

延
長
一
四
〇
m
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
、
多

芸
輪
中
は
三
四
日
間
に
わ
た
っ
て
湛
水
し

ま
し
た
。

　

こ
の
仮
締
め
切
り
堤
防
は
、
従
来
の
堤

防
よ
り
堅
固
な
仮
堤
防
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
揖
斐
川
及
び

牧
田
川
の
出
水
は
前
回
を
上
回
る
空
前
の

規
模
で
あ
っ
た
た
め
、
再
度
、
同
一
箇
所

で
破
堤
し
ま
し
た
。

■ 

復
旧
状
況 

■

昭
和
三
四
年

九
月
二
七
日
／
堤
防
が
再
び
決
壊

九
月
二
九
日
／
仮
締
め
切
り
着
工
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運

搬
、
浚
渫
船
に
よ
る
土
砂

堆
積

一
〇
月
一
〇
日
／
水
切
完
了
、
天
端
幅
二
〇
m

昭
和
三
五
年

三
月
三
一
日
／
復
旧
工
事
完
了

　
伊
勢
湾
台
風
根
古
地
破
堤

　
復
旧
後
の
牧
田
川
下
流
工
事

　

二
度
に
わ
た
る
根
古
地
破
堤
の
災
害
を

決
し
て
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
牧

田
川
で
は
高
柳
か
ら
決
壊
囗
を
含
め
烏
江

ま
で
の
堤
防
の
嵩
上
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
堤
防
を
さ
ら
に
強
固
に
す
る

た
め
小
段
も
設
け
腹
幅
を
二
段
式
に
し
、

特
に
堤
防
の
天
端
に
石
積
み
や
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
水
防
壁
を
つ
く
っ
て
、
備
え
を

■ 避難風景

■ 益田喜次郎肖像（山口県立図書館蔵）

■ 決壊後の復旧工事

■ 水没した家屋■ 避難小屋（大巻の堤防上）
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他
応
援
等
の
緊
急
処
置
を
す
る
と
と
も
に

九
月
三
〇
日
に
は
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
対

策
要
項
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
木
曽
川
下
流
工

事
事
務
所
を
は
じ
め
、
木
曽
川
上
流
工
事

事
務
所
、
名
古
屋
国
道
及
び
三
重
の
各
工

事
事
務
所
に
「
災
害
対
策
部
」
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
は
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
分
担
に
よ
り
、
特
に
急
を
要
す
る
測
量

班
の
編
成
及
び
設
計
担
当
職
員
・
事
務
職

員
の
応
援
派
遣
を
は
じ
め
、
締
め
切
り
に

必
要
な
ポ
ン
プ
船
の
確
保
及
び
船
舶
機

械
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
応
援
派
遣
や
配

置
、
電
力
設
備
の
復
旧
並
び
に
増
設
、
そ

の
他
の
復
旧
資
材
の
粗
朶
、
玉
石
な
ど
の

購
入
等
を
、
交
通
も
通
信
も
途
絶
状
態
の

な
か
で
、
着
々
と
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

例
が
あ
る
も
の
の
、
「
激
甚
地
指
定
」
市

町
村
の
財
制
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
方
式
で
し
た
。
ま

た
、
伊
勢
湾
台
風
等
に
よ
る
災
害
を
か
ん

が
み
、
再
度
災
害
の
充
分
な
防
止
を
期
す

た
め
、
災
害
復
旧
事
業
と
合
併
し
て
施
設

の
改
良
・
新
設
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、
使
用
し
た
水
防
資
材

に
も
国
庫
補
助
す
る
特
例
な
ど
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
地
方
建
設
局
の
災
害
緊
急
体
制

　

中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
は
、
応
急
復

旧
対
策
と
し
て
、
名
古
屋
港
か
ら
木
曽
三

川
河
口
は
被
害
程
度
が
甚
だ
し
い
う
え
、

背
後
の
湛
水
面
積
が
広
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
仮
締
め
切
り
を
完
了
さ

せ
る
た
め
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
各
河

川
及
び
木
曽
岬
・
長
島
・
城
南
の
仮
締
め

切
り
は
建
設
省
が
、
そ
れ
以
外
は
愛
知
・

三
重
両
県
の
施
工
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
仮
締
め
切
り
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

愛
知
・
三
重
・
岐
阜
三
県
を
管
轄
す
る

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
災
害
の
状
況
把

握
に
つ
と
め
、
災
害
現
地
と
の
連
絡
そ
の

し
た
。
ま
ず
、
災
害
三
日
目
の
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
九
日
、
当
時
の

副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と
し
て
、

名
古
屋
市
庁
内
に
「
中
部
日
本
災
害
対
策

本
部
」
を
置
き
、
災
害
対
策
に
万
全
を
期

し
ま
し
た
。
つ
い
で
一
〇
月

二
六
日
、
第
三
三
回
臨
時
国

会
が
招
集
さ
れ
、
災
害
対
策

と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算

案
・
関
係
法
令
な
ど
を
矢
継

ぎ
早
に
可
決
、
実
施
に
移
し

て
、
復
興
対
策
に
対
す
る
強

い
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
法
案
は
災
害

復
興
を
早
急
か
つ
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
国
が
特
別
の

措
置
を
と
っ
て
被
災
地
の
公

共
団
体
の
財
政
負
担
を
軽
減

し
、
あ
る
い
は
被
災
者
に
対

す
る
復
興
資
金
の
特
別
融
資

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

特
に
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
費
の
国
庫
負
担
率

の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
の
一
三
号

台
風
の
災
害
復
旧
事
業
に
前

　
復
旧
工
事
に
至
る
立
法
措
置

　

伊
勢
湾
台
風
は
災
害
史
上
、
未
曾
有
の

被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
も
全
力

を
あ
げ
て
そ
の
復
興
対
策
に
乗
り
出
し
ま

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
船
に
よ
っ
て
土
砂
を

吹
き
上
げ
補
強
し
ま
し
た
。

　
直
轄
潮
止
工
事
の
経
過

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
の
中
心
部
と
な
る
木

曽
三
川
の
河
口
付
近
は
、
建
設
省
の
直
轄

区
域
で
あ
り
、
災
害
発
生
後
、
総
力
を
あ

げ
て
、
各
種
建
設
機
械
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
を
集
中
配
置
し
、
工
事
に
備
え
ま
し

た
。

　

応
急
復
旧
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
桑
名
市
と
長
島
町
の
比
較
的
破
堤
箇

所
の
少
な
い
北
部
を
区
切
っ
て
一
刻
も
早

く
湛
水
面
積
を
縮
小
す
る
こ
と
と
し
、
桑

名
市
側
の
城
南
旧
堤
防
は
一
〇
月
一
四
日

に
締
め
切
り
、
地
蔵
堤
防
は
一
〇
月
一
七

日
の
大
潮
の
日
に
ポ
ン
プ
船
二
隻
を
投
入

し
て
潮
止
め
し
、
一
一
月
五
日
、
城
南
干

拓
堤
防
の
潮
止
め
完
了
で
桑
名
市
側
は
す

べ
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
側
は
、
中
央
部
の
旧
堤
防
を
利

用
し
て
北
部
を
先
に
潮
止
め
す
る
計
画
で

進
め
、
松
ケ
島
堤
防
を
一
〇
月
一
〇
日
、

大
島
堤
防
を
一
〇
月
一
四
日
潮
止
め
し
た

寸
断
さ
れ
た
堤
防
で
は
多
く
の
資
材
の
陸

上
運
搬
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ン

ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
方
法
を
採
用
し
、
全

国
に
ポ
ン
プ
船
を
手
配
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
船
の
動
力
源
と
な
る
電
力
の
早

急
の
確
保
も
、
工
事
の
完
成
を
左
右
す
る

重
大
な
要
素
で
し
た
。
被
災
後
、
電
力
回

線
を
調
査
し
た
結
果
、
一
部
を
除
い
て
ほ

ぼ
全
滅
状
態
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
仮

締
め
切
り
工
事
は
既
往
の
電
力
を
復
活
す

る
だ
け
で
は
容
量
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、

変
電
所
の
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
中
部
電
力
の
昼
夜

兼
行
の
作
業
の
結
果
、
予
定
日
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
曽
川
河
口
付
近
の
仮
締
め
切
り
工

事
は
、
愛
知
県
側
は
愛
知
県
が
担
当

し
、
三
重
県
側
は
中
部
地
方
建
設
局
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知

県
で
は
海
岸
堤
防
の
締
め
切
り
は
ポ
ン

プ
船
に
よ
る
方
式
で
、
河
川
堤
防
は
主

と
し
て
杭
打
土
俵
詰
工
か
ら
実
施
し
、

水
防
団
が
一
体
と
な
っ
て
全
力
を
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
急
復
旧
に
お
い
て
何
よ
り
も
問
題
と

な
っ
た
の

は
、
仮
締
め

切
り
工
法
の

決
定
で
し

た
。
締
め
切

り
に
は
膨
大

な
土
量
が
必

要
で
す
が
、

近
く
に
は
適

当
な
土
採
取

場
も
な
く
、

　
応
急
仮
締
め
切
り
工
事

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
破
堤
口
及
び
決
壊

口
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
ま

た
が
り
、
そ
の
数
二
二
〇
箇
所
、
総
延
長

三
三
一
一
六
m
と
広
域
に
及
び
ま
し
た
。

加
え
て
、
破
堤
箇
所
か
ら
流
入
し
た
海
水

は
、
海
岸
か
ら
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市

ま
で
湛
水
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
湛
水
を

一
刻
も
早
く
排
水
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

し
た
が
、
潮
の
出
入
り
す
る
破
堤
箇
所
は

舟
で
し
か
行
き
来
で
き
な
い
た
め
、
作
業

は
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
中
部
地
方
建

設
局
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元

■ 仮設ポンプによる排水作業

■ 潮止位置

■ 木曽川左岸雁ヶ池付近締め切り工事

猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
無
残
な
爪
痕
を
い
た
る
と

こ
ろ
に
残
し
、
決
壊
し
た
堤
防
か
ら
は
、
容
赦
な
く
海
水
が
流

れ
こ
む
状
況
で
し
た
。

こ
う
し
た
未
曾
有
の
被
害
を
一
刻
も
早
く
復
旧
す
る
た
め
、
政

府
は
次
々
に
復
興
対
策
を
実
施
。

建
設
省
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元
水
防
団
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
潮
止
め
工
事
な
ど
に
あ
た
り
、
災
害
後
五
三
日
目

に
は
、
応
急
復
旧
工
事
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

第
四
節

官
民
一
体
と
な
っ
て

全
力
を
挙
げ
た

堤
防
決
壊
口
の
締
め
切
り
工
事

後
、
都
羅
堤
防
は
一
〇
月
二
三
日
に
潮
止

め
し
、
残
る
旧
堤
防
の
中
仕
切
を
一
〇
月

二
四
日
に
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
島
町
の
北
部
を
水

か
ら
救
い
、
国
道
一
号
の
通
行
も
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
以
後
の
工
事
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
村
（
現
、
木
曽
岬
町
）
で
は
、
交

通
事
情
の
た
め
本
格
的
な
復
旧
は
や
や
遅

れ
ま
し
た
が
、
一
〇
月
一
七
日
に
田
代
・
白

鷺
地
区
、
一
〇
月
三
〇
日
に
鍋
田
川
右
岸

堤
防
の
締
め
切
り
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
　

長
島
町
の
南
部
は
他
の
工
事
に
比
べ
困

難
を
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
松
蔭
堤
防
を

一
一
月
六
日
、
伊
曽
島
堤
防
を
一
一
月
二

日
、
長
島
海
岸
堤
防
そ
の
一
を
一
一
月
七

日
、
そ
の
二
を
一
一
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ

締
め
切
り
、
最
後
に
残
っ
た
白
鶏
堤
防
の

潮
止
め
に
全
力
を
集
中
し
、
一
一
月
一
八

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
工
事
は
困
難
を
極

め
、
一
時
は
復
旧
の
め
ど
も
つ
か
ず
、
前
途

に
暗
た
ん
た
る
も
の
を
思
わ
せ
る
惨
状
で

し
た
が
、
官
民
一
体
と
な
り
、
昼
夜
を
わ
か

た
ぬ
作
業
を
続
け
た
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
、
被
災
後
五
三
日
目
に
し
て
、
潮
止
め

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
道
の
応
急
復
旧

　

名
古
屋
市
と
四
日
市
市
を
結
ぶ
唯
一
の

大
動
脈
で
あ
っ
た
国
道
一
号
の
復
旧
は
、

救
援
物
資
や
復
旧
資
材
の
輸
送
の
た
め
に

も
早
急
の
課
題
で
し
た
。
こ
う
し
た
交
通

輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
設
省
名
古

屋
国
道
事
務
所
で
は
、
と
り
あ
え
ず
第
一

期
と
し
て
名
古
屋
市
か
ら
蟹
江
町
間
を
土

俵
積
み
に
て
復
旧
し
、
蟹
江
町
か
ら
弥
富

町
間
は
、
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
復
旧
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

土
俵
積
区
間
は
約
一
．三
㎞
で
国
道
の

両
側
に
土
嚢
を
一
m
間
隔
に
二
列
積
み
、

そ
の
間
に
粘
性
土
を
充
填
す
る
と
同
時
に

ビ
ニ
ー
ル
布
を
内
側
に
張
っ
て
遮
水
し
、

路
面
の
目
地
及
び
土
嚢
の
間
か
ら
浸
水
す

る
水
は
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
町
か
ら
弥
富
町
間
の
ド
ラ
ム
缶
工

法
は
、
湛
水
の
流
れ
が
激
し
く
、
両
側
に

土
俵
を
積
み
重
ね
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
空
の
ド
ラ
ム
缶
を
現
地
ま
で
運
び
、

そ
こ
で
土
砂
を
入
れ
道
路
の
両
側
に
沈

め
、
そ
の
間
を
盛
土
し
道
路
を
嵩
上
げ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
に
よ
り
復
旧
さ
れ
た
区
間
は

蟹
江
町
か

ら
弥
富
町

間
の
冠
水

区
間
四
㎞

の
う
ち
一
．

五
㎞
、
そ

の
他
は
土

俵
積
み

で
、
工
事

は
一
〇
月

二
〇
日
よ

り
二
四
時

間
体
制
で

実
施
、
一
一
月
四
日
か
ら
交
通
解
放
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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■ 締め切り堤を作る

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
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『
伊
勢
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台
風
の
記
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和
三
六
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下
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事
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所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　
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．五
五
m

　

波
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m
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史
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そ   

だ

『
高
潮
堤
防
嵩
上
事
業
』

　

昭
和
三
四
年
九
月
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
木
曽
三
川
の
河
口
部
の
堤
防
（
高

潮
堤
防
）
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
復
旧
事
業
は
昭
和
三
七
年
に
完

成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
地
下
水
の
汲
み
上
げ

に
起
因
す
る
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
高
潮
堤
防

は
約
一
m
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
二
m
以
上
も
沈

下
し
ま
し
た
。

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
昭
和
四
四
年
度
か
ら
着

手
、
さ
ら
に
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は
、
緊
急
対
策

と
し
て
波
返
工
に
よ
る
カ
サ
上
げ
を
実
施
し
治
水

安
全
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
は
同
六
三
年
度

に
竣
工
し
ま
し
た
が
、
波
返
工
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補
強
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
こ
の
事
業
は
膨
大
な
工
費

や
年
月
を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
で
は
、
一
日
も

早
い
完
成
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（V
ol.2 1992 SPRIN

G)

こ
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他
応
援
等
の
緊
急
処
置
を
す
る
と
と
も
に

九
月
三
〇
日
に
は
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
対

策
要
項
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
木
曽
川
下
流
工

事
事
務
所
を
は
じ
め
、
木
曽
川
上
流
工
事

事
務
所
、
名
古
屋
国
道
及
び
三
重
の
各
工

事
事
務
所
に
「
災
害
対
策
部
」
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
は
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
分
担
に
よ
り
、
特
に
急
を
要
す
る
測
量

班
の
編
成
及
び
設
計
担
当
職
員
・
事
務
職

員
の
応
援
派
遣
を
は
じ
め
、
締
め
切
り
に

必
要
な
ポ
ン
プ
船
の
確
保
及
び
船
舶
機

械
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
応
援
派
遣
や
配

置
、
電
力
設
備
の
復
旧
並
び
に
増
設
、
そ

の
他
の
復
旧
資
材
の
粗
朶
、
玉
石
な
ど
の

購
入
等
を
、
交
通
も
通
信
も
途
絶
状
態
の

な
か
で
、
着
々
と
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

例
が
あ
る
も
の
の
、
「
激
甚
地
指
定
」
市

町
村
の
財
制
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
方
式
で
し
た
。
ま

た
、
伊
勢
湾
台
風
等
に
よ
る
災
害
を
か
ん

が
み
、
再
度
災
害
の
充
分
な
防
止
を
期
す

た
め
、
災
害
復
旧
事
業
と
合
併
し
て
施
設

の
改
良
・
新
設
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、
使
用
し
た
水
防
資
材

に
も
国
庫
補
助
す
る
特
例
な
ど
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
地
方
建
設
局
の
災
害
緊
急
体
制

　

中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
は
、
応
急
復

旧
対
策
と
し
て
、
名
古
屋
港
か
ら
木
曽
三

川
河
口
は
被
害
程
度
が
甚
だ
し
い
う
え
、

背
後
の
湛
水
面
積
が
広
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
仮
締
め
切
り
を
完
了
さ

せ
る
た
め
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
各
河

川
及
び
木
曽
岬
・
長
島
・
城
南
の
仮
締
め

切
り
は
建
設
省
が
、
そ
れ
以
外
は
愛
知
・

三
重
両
県
の
施
工
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
仮
締
め
切
り
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

愛
知
・
三
重
・
岐
阜
三
県
を
管
轄
す
る

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
災
害
の
状
況
把

握
に
つ
と
め
、
災
害
現
地
と
の
連
絡
そ
の

し
た
。
ま
ず
、
災
害
三
日
目
の
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
九
日
、
当
時
の

副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と
し
て
、

名
古
屋
市
庁
内
に
「
中
部
日
本
災
害
対
策

本
部
」
を
置
き
、
災
害
対
策
に
万
全
を
期

し
ま
し
た
。
つ
い
で
一
〇
月

二
六
日
、
第
三
三
回
臨
時
国

会
が
招
集
さ
れ
、
災
害
対
策

と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算

案
・
関
係
法
令
な
ど
を
矢
継

ぎ
早
に
可
決
、
実
施
に
移
し

て
、
復
興
対
策
に
対
す
る
強

い
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
法
案
は
災
害

復
興
を
早
急
か
つ
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
国
が
特
別
の

措
置
を
と
っ
て
被
災
地
の
公

共
団
体
の
財
政
負
担
を
軽
減

し
、
あ
る
い
は
被
災
者
に
対

す
る
復
興
資
金
の
特
別
融
資

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

特
に
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
費
の
国
庫
負
担
率

の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
の
一
三
号

台
風
の
災
害
復
旧
事
業
に
前

　
復
旧
工
事
に
至
る
立
法
措
置

　

伊
勢
湾
台
風
は
災
害
史
上
、
未
曾
有
の

被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
も
全
力

を
あ
げ
て
そ
の
復
興
対
策
に
乗
り
出
し
ま

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
船
に
よ
っ
て
土
砂
を

吹
き
上
げ
補
強
し
ま
し
た
。

　
直
轄
潮
止
工
事
の
経
過

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
の
中
心
部
と
な
る
木

曽
三
川
の
河
口
付
近
は
、
建
設
省
の
直
轄

区
域
で
あ
り
、
災
害
発
生
後
、
総
力
を
あ

げ
て
、
各
種
建
設
機
械
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
を
集
中
配
置
し
、
工
事
に
備
え
ま
し

た
。

　

応
急
復
旧
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
桑
名
市
と
長
島
町
の
比
較
的
破
堤
箇

所
の
少
な
い
北
部
を
区
切
っ
て
一
刻
も
早

く
湛
水
面
積
を
縮
小
す
る
こ
と
と
し
、
桑

名
市
側
の
城
南
旧
堤
防
は
一
〇
月
一
四
日

に
締
め
切
り
、
地
蔵
堤
防
は
一
〇
月
一
七

日
の
大
潮
の
日
に
ポ
ン
プ
船
二
隻
を
投
入

し
て
潮
止
め
し
、
一
一
月
五
日
、
城
南
干

拓
堤
防
の
潮
止
め
完
了
で
桑
名
市
側
は
す

べ
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
側
は
、
中
央
部
の
旧
堤
防
を
利

用
し
て
北
部
を
先
に
潮
止
め
す
る
計
画
で

進
め
、
松
ケ
島
堤
防
を
一
〇
月
一
〇
日
、

大
島
堤
防
を
一
〇
月
一
四
日
潮
止
め
し
た

寸
断
さ
れ
た
堤
防
で
は
多
く
の
資
材
の
陸

上
運
搬
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ン

ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
方
法
を
採
用
し
、
全

国
に
ポ
ン
プ
船
を
手
配
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
船
の
動
力
源
と
な
る
電
力
の
早

急
の
確
保
も
、
工
事
の
完
成
を
左
右
す
る

重
大
な
要
素
で
し
た
。
被
災
後
、
電
力
回

線
を
調
査
し
た
結
果
、
一
部
を
除
い
て
ほ

ぼ
全
滅
状
態
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
仮

締
め
切
り
工
事
は
既
往
の
電
力
を
復
活
す

る
だ
け
で
は
容
量
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、

変
電
所
の
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
中
部
電
力
の
昼
夜

兼
行
の
作
業
の
結
果
、
予
定
日
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
曽
川
河
口
付
近
の
仮
締
め
切
り
工

事
は
、
愛
知
県
側
は
愛
知
県
が
担
当

し
、
三
重
県
側
は
中
部
地
方
建
設
局
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知

県
で
は
海
岸
堤
防
の
締
め
切
り
は
ポ
ン

プ
船
に
よ
る
方
式
で
、
河
川
堤
防
は
主

と
し
て
杭
打
土
俵
詰
工
か
ら
実
施
し
、

水
防
団
が
一
体
と
な
っ
て
全
力
を
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
急
復
旧
に
お
い
て
何
よ
り
も
問
題
と

な
っ
た
の

は
、
仮
締
め

切
り
工
法
の

決
定
で
し

た
。
締
め
切

り
に
は
膨
大

な
土
量
が
必

要
で
す
が
、

近
く
に
は
適

当
な
土
採
取

場
も
な
く
、

　
応
急
仮
締
め
切
り
工
事

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
破
堤
口
及
び
決
壊

口
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
ま

た
が
り
、
そ
の
数
二
二
〇
箇
所
、
総
延
長

三
三
一
一
六
m
と
広
域
に
及
び
ま
し
た
。

加
え
て
、
破
堤
箇
所
か
ら
流
入
し
た
海
水

は
、
海
岸
か
ら
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市

ま
で
湛
水
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
湛
水
を

一
刻
も
早
く
排
水
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

し
た
が
、
潮
の
出
入
り
す
る
破
堤
箇
所
は

舟
で
し
か
行
き
来
で
き
な
い
た
め
、
作
業

は
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
中
部
地
方
建

設
局
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元

■ 仮設ポンプによる排水作業

■ 潮止位置

■ 木曽川左岸雁ヶ池付近締め切り工事

猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
は
、
無
残
な
爪
痕
を
い
た
る
と

こ
ろ
に
残
し
、
決
壊
し
た
堤
防
か
ら
は
、
容
赦
な
く
海
水
が
流

れ
こ
む
状
況
で
し
た
。

こ
う
し
た
未
曾
有
の
被
害
を
一
刻
も
早
く
復
旧
す
る
た
め
、
政

府
は
次
々
に
復
興
対
策
を
実
施
。

建
設
省
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元
水
防
団
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
潮
止
め
工
事
な
ど
に
あ
た
り
、
災
害
後
五
三
日
目

に
は
、
応
急
復
旧
工
事
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

第
四
節

官
民
一
体
と
な
っ
て

全
力
を
挙
げ
た

堤
防
決
壊
口
の
締
め
切
り
工
事

後
、
都
羅
堤
防
は
一
〇
月
二
三
日
に
潮
止

め
し
、
残
る
旧
堤
防
の
中
仕
切
を
一
〇
月

二
四
日
に
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
島
町
の
北
部
を
水

か
ら
救
い
、
国
道
一
号
の
通
行
も
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
以
後
の
工
事
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
村
（
現
、
木
曽
岬
町
）
で
は
、
交

通
事
情
の
た
め
本
格
的
な
復
旧
は
や
や
遅

れ
ま
し
た
が
、
一
〇
月
一
七
日
に
田
代
・
白

鷺
地
区
、
一
〇
月
三
〇
日
に
鍋
田
川
右
岸

堤
防
の
締
め
切
り
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
　

長
島
町
の
南
部
は
他
の
工
事
に
比
べ
困

難
を
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
松
蔭
堤
防
を

一
一
月
六
日
、
伊
曽
島
堤
防
を
一
一
月
二

日
、
長
島
海
岸
堤
防
そ
の
一
を
一
一
月
七

日
、
そ
の
二
を
一
一
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ

締
め
切
り
、
最
後
に
残
っ
た
白
鶏
堤
防
の

潮
止
め
に
全
力
を
集
中
し
、
一
一
月
一
八

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
工
事
は
困
難
を
極

め
、
一
時
は
復
旧
の
め
ど
も
つ
か
ず
、
前
途

に
暗
た
ん
た
る
も
の
を
思
わ
せ
る
惨
状
で

し
た
が
、
官
民
一
体
と
な
り
、
昼
夜
を
わ
か

た
ぬ
作
業
を
続
け
た
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
、
被
災
後
五
三
日
目
に
し
て
、
潮
止
め

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
道
の
応
急
復
旧

　

名
古
屋
市
と
四
日
市
市
を
結
ぶ
唯
一
の

大
動
脈
で
あ
っ
た
国
道
一
号
の
復
旧
は
、

救
援
物
資
や
復
旧
資
材
の
輸
送
の
た
め
に

も
早
急
の
課
題
で
し
た
。
こ
う
し
た
交
通

輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
設
省
名
古

屋
国
道
事
務
所
で
は
、
と
り
あ
え
ず
第
一

期
と
し
て
名
古
屋
市
か
ら
蟹
江
町
間
を
土

俵
積
み
に
て
復
旧
し
、
蟹
江
町
か
ら
弥
富

町
間
は
、
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
復
旧
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

土
俵
積
区
間
は
約
一
．三
㎞
で
国
道
の

両
側
に
土
嚢
を
一
m
間
隔
に
二
列
積
み
、

そ
の
間
に
粘
性
土
を
充
填
す
る
と
同
時
に

ビ
ニ
ー
ル
布
を
内
側
に
張
っ
て
遮
水
し
、

路
面
の
目
地
及
び
土
嚢
の
間
か
ら
浸
水
す

る
水
は
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
町
か
ら
弥
富
町
間
の
ド
ラ
ム
缶
工

法
は
、
湛
水
の
流
れ
が
激
し
く
、
両
側
に

土
俵
を
積
み
重
ね
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
空
の
ド
ラ
ム
缶
を
現
地
ま
で
運
び
、

そ
こ
で
土
砂
を
入
れ
道
路
の
両
側
に
沈

め
、
そ
の
間
を
盛
土
し
道
路
を
嵩
上
げ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
に
よ
り
復
旧
さ
れ
た
区
間
は

蟹
江
町
か

ら
弥
富
町

間
の
冠
水

区
間
四
㎞

の
う
ち
一
．

五
㎞
、
そ

の
他
は
土

俵
積
み

で
、
工
事

は
一
〇
月

二
〇
日
よ

り
二
四
時

間
体
制
で

実
施
、
一
一
月
四
日
か
ら
交
通
解
放
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
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』

建
設
省
中
部
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方
建
設
局

『
木
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三
川
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水
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年
の
歩
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』

建
設
省
中
部
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方
建
設
局

『
高
潮
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防
緊
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上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
高
潮
堤
』　
　
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

■ 締め切り堤を作る

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 
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集
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風
第
四
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）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

そ   

だ

『
高
潮
堤
防
嵩
上
事
業
』

　

昭
和
三
四
年
九
月
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
木
曽
三
川
の
河
口
部
の
堤
防
（
高

潮
堤
防
）
は
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
復
旧
事
業
は
昭
和
三
七
年
に
完

成
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
地
下
水
の
汲
み
上
げ

に
起
因
す
る
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
高
潮
堤
防

は
約
一
m
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
二
m
以
上
も
沈

下
し
ま
し
た
。

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
昭
和
四
四
年
度
か
ら
着

手
、
さ
ら
に
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は
、
緊
急
対
策

と
し
て
波
返
工
に
よ
る
カ
サ
上
げ
を
実
施
し
治
水

安
全
度
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
は
同
六
三
年
度

に
竣
工
し
ま
し
た
が
、
波
返
工
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補
強
は
こ

れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
こ
の
事
業
は
膨
大
な
工
費

や
年
月
を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
で
は
、
一
日
も

早
い
完
成
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（V
ol.2 1992 SPRIN

G)

こ
れ
か
ら
の
治
水
事
業　
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他
応
援
等
の
緊
急
処
置
を
す
る
と
と
も
に

九
月
三
〇
日
に
は
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
対

策
要
項
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
木
曽
川
下
流
工

事
事
務
所
を
は
じ
め
、
木
曽
川
上
流
工
事

事
務
所
、
名
古
屋
国
道
及
び
三
重
の
各
工

事
事
務
所
に
「
災
害
対
策
部
」
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
は
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
分
担
に
よ
り
、
特
に
急
を
要
す
る
測
量

班
の
編
成
及
び
設
計
担
当
職
員
・
事
務
職

員
の
応
援
派
遣
を
は
じ
め
、
締
め
切
り
に

必
要
な
ポ
ン
プ
船
の
確
保
及
び
船
舶
機

械
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
応
援
派
遣
や
配

置
、
電
力
設
備
の
復
旧
並
び
に
増
設
、
そ

の
他
の
復
旧
資
材
の
粗
朶
、
玉
石
な
ど
の

購
入
等
を
、
交
通
も
通
信
も
途
絶
状
態
の

な
か
で
、
着
々
と
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

例
が
あ
る
も
の
の
、
「
激
甚
地
指
定
」
市

町
村
の
財
制
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
方
式
で
し
た
。
ま

た
、
伊
勢
湾
台
風
等
に
よ
る
災
害
を
か
ん

が
み
、
再
度
災
害
の
充
分
な
防
止
を
期
す

た
め
、
災
害
復
旧
事
業
と
合
併
し
て
施
設

の
改
良
・
新
設
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、
使
用
し
た
水
防
資
材

に
も
国
庫
補
助
す
る
特
例
な
ど
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
地
方
建
設
局
の
災
害
緊
急
体
制

　

中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
は
、
応
急
復

旧
対
策
と
し
て
、
名
古
屋
港
か
ら
木
曽
三

川
河
口
は
被
害
程
度
が
甚
だ
し
い
う
え
、

背
後
の
湛
水
面
積
が
広
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
仮
締
め
切
り
を
完
了
さ

せ
る
た
め
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
各
河

川
及
び
木
曽
岬
・
長
島
・
城
南
の
仮
締
め

切
り
は
建
設
省
が
、
そ
れ
以
外
は
愛
知
・

三
重
両
県
の
施
工
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
仮
締
め
切
り
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

愛
知
・
三
重
・
岐
阜
三
県
を
管
轄
す
る

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
災
害
の
状
況
把

握
に
つ
と
め
、
災
害
現
地
と
の
連
絡
そ
の

し
た
。
ま
ず
、
災
害
三
日
目
の
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
九
日
、
当
時
の

副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と
し
て
、

名
古
屋
市
庁
内
に
「
中
部
日
本
災
害
対
策

本
部
」
を
置
き
、
災
害
対
策
に
万
全
を
期

し
ま
し
た
。
つ
い
で
一
〇
月

二
六
日
、
第
三
三
回
臨
時
国

会
が
招
集
さ
れ
、
災
害
対
策

と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算

案
・
関
係
法
令
な
ど
を
矢
継

ぎ
早
に
可
決
、
実
施
に
移
し

て
、
復
興
対
策
に
対
す
る
強

い
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
法
案
は
災
害

復
興
を
早
急
か
つ
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
国
が
特
別
の

措
置
を
と
っ
て
被
災
地
の
公

共
団
体
の
財
政
負
担
を
軽
減

し
、
あ
る
い
は
被
災
者
に
対

す
る
復
興
資
金
の
特
別
融
資

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

特
に
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
費
の
国
庫
負
担
率

の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
の
一
三
号

台
風
の
災
害
復
旧
事
業
に
前

　
復
旧
工
事
に
至
る
立
法
措
置

　

伊
勢
湾
台
風
は
災
害
史
上
、
未
曾
有
の

被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
も
全
力

を
あ
げ
て
そ
の
復
興
対
策
に
乗
り
出
し
ま

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
船
に
よ
っ
て
土
砂
を

吹
き
上
げ
補
強
し
ま
し
た
。

　
直
轄
潮
止
工
事
の
経
過

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
の
中
心
部
と
な
る
木

曽
三
川
の
河
口
付
近
は
、
建
設
省
の
直
轄

区
域
で
あ
り
、
災
害
発
生
後
、
総
力
を
あ

げ
て
、
各
種
建
設
機
械
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
を
集
中
配
置
し
、
工
事
に
備
え
ま
し

た
。

　

応
急
復
旧
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
桑
名
市
と
長
島
町
の
比
較
的
破
堤
箇

所
の
少
な
い
北
部
を
区
切
っ
て
一
刻
も
早

く
湛
水
面
積
を
縮
小
す
る
こ
と
と
し
、
桑

名
市
側
の
城
南
旧
堤
防
は
一
〇
月
一
四
日

に
締
め
切
り
、
地
蔵
堤
防
は
一
〇
月
一
七

日
の
大
潮
の
日
に
ポ
ン
プ
船
二
隻
を
投
入

し
て
潮
止
め
し
、
一
一
月
五
日
、
城
南
干

拓
堤
防
の
潮
止
め
完
了
で
桑
名
市
側
は
す

べ
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
側
は
、
中
央
部
の
旧
堤
防
を
利

用
し
て
北
部
を
先
に
潮
止
め
す
る
計
画
で

進
め
、
松
ケ
島
堤
防
を
一
〇
月
一
〇
日
、

大
島
堤
防
を
一
〇
月
一
四
日
潮
止
め
し
た

寸
断
さ
れ
た
堤
防
で
は
多
く
の
資
材
の
陸

上
運
搬
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ン

ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
方
法
を
採
用
し
、
全

国
に
ポ
ン
プ
船
を
手
配
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
船
の
動
力
源
と
な
る
電
力
の
早

急
の
確
保
も
、
工
事
の
完
成
を
左
右
す
る

重
大
な
要
素
で
し
た
。
被
災
後
、
電
力
回

線
を
調
査
し
た
結
果
、
一
部
を
除
い
て
ほ

ぼ
全
滅
状
態
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
仮

締
め
切
り
工
事
は
既
往
の
電
力
を
復
活
す

る
だ
け
で
は
容
量
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、

変
電
所
の
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
中
部
電
力
の
昼
夜

兼
行
の
作
業
の
結
果
、
予
定
日
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
曽
川
河
口
付
近
の
仮
締
め
切
り
工

事
は
、
愛
知
県
側
は
愛
知
県
が
担
当

し
、
三
重
県
側
は
中
部
地
方
建
設
局
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知

県
で
は
海
岸
堤
防
の
締
め
切
り
は
ポ
ン

プ
船
に
よ
る
方
式
で
、
河
川
堤
防
は
主

と
し
て
杭
打
土
俵
詰
工
か
ら
実
施
し
、

水
防
団
が
一
体
と
な
っ
て
全
力
を
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
急
復
旧
に
お
い
て
何
よ
り
も
問
題
と

な
っ
た
の

は
、
仮
締
め

切
り
工
法
の

決
定
で
し

た
。
締
め
切

り
に
は
膨
大

な
土
量
が
必

要
で
す
が
、

近
く
に
は
適

当
な
土
採
取

場
も
な
く
、

　
応
急
仮
締
め
切
り
工
事

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
破
堤
口
及
び
決
壊

口
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
ま

た
が
り
、
そ
の
数
二
二
〇
箇
所
、
総
延
長

三
三
一
一
六
m
と
広
域
に
及
び
ま
し
た
。

加
え
て
、
破
堤
箇
所
か
ら
流
入
し
た
海
水

は
、
海
岸
か
ら
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市

ま
で
湛
水
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
湛
水
を

一
刻
も
早
く
排
水
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

し
た
が
、
潮
の
出
入
り
す
る
破
堤
箇
所
は

舟
で
し
か
行
き
来
で
き
な
い
た
め
、
作
業

は
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
中
部
地
方
建

設
局
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元

後
、
都
羅
堤
防
は
一
〇
月
二
三
日
に
潮
止

め
し
、
残
る
旧
堤
防
の
中
仕
切
を
一
〇
月

二
四
日
に
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
島
町
の
北
部
を
水

か
ら
救
い
、
国
道
一
号
の
通
行
も
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
以
後
の
工
事
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
村
（
現
、
木
曽
岬
町
）
で
は
、
交

通
事
情
の
た
め
本
格
的
な
復
旧
は
や
や
遅

れ
ま
し
た
が
、
一
〇
月
一
七
日
に
田
代
・
白

鷺
地
区
、
一
〇
月
三
〇
日
に
鍋
田
川
右
岸

堤
防
の
締
め
切
り
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
　

長
島
町
の
南
部
は
他
の
工
事
に
比
べ
困

難
を
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
松
蔭
堤
防
を

一
一
月
六
日
、
伊
曽
島
堤
防
を
一
一
月
二

日
、
長
島
海
岸
堤
防
そ
の
一
を
一
一
月
七

日
、
そ
の
二
を
一
一
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ

締
め
切
り
、
最
後
に
残
っ
た
白
鶏
堤
防
の

潮
止
め
に
全
力
を
集
中
し
、
一
一
月
一
八

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
工
事
は
困
難
を
極

め
、
一
時
は
復
旧
の
め
ど
も
つ
か
ず
、
前
途

に
暗
た
ん
た
る
も
の
を
思
わ
せ
る
惨
状
で

し
た
が
、
官
民
一
体
と
な
り
、
昼
夜
を
わ
か

た
ぬ
作
業
を
続
け
た
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
、
被
災
後
五
三
日
目
に
し
て
、
潮
止
め

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
道
の
応
急
復
旧

　

名
古
屋
市
と
四
日
市
市
を
結
ぶ
唯
一
の

大
動
脈
で
あ
っ
た
国
道
一
号
の
復
旧
は
、

救
援
物
資
や
復
旧
資
材
の
輸
送
の
た
め
に

も
早
急
の
課
題
で
し
た
。
こ
う
し
た
交
通

輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
設
省
名
古

屋
国
道
事
務
所
で
は
、
と
り
あ
え
ず
第
一

期
と
し
て
名
古
屋
市
か
ら
蟹
江
町
間
を
土

俵
積
み
に
て
復
旧
し
、
蟹
江
町
か
ら
弥
富

町
間
は
、
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
復
旧
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

土
俵
積
区
間
は
約
一
．三
㎞
で
国
道
の

両
側
に
土
嚢
を
一
m
間
隔
に
二
列
積
み
、

そ
の
間
に
粘
性
土
を
充
填
す
る
と
同
時
に

ビ
ニ
ー
ル
布
を
内
側
に
張
っ
て
遮
水
し
、

路
面
の
目
地
及
び
土
嚢
の
間
か
ら
浸
水
す

る
水
は
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
町
か
ら
弥
富
町
間
の
ド
ラ
ム
缶
工

法
は
、
湛
水
の
流
れ
が
激
し
く
、
両
側
に

土
俵
を
積
み
重
ね
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
空
の
ド
ラ
ム
缶
を
現
地
ま
で
運
び
、

そ
こ
で
土
砂
を
入
れ
道
路
の
両
側
に
沈

め
、
そ
の
間
を
盛
土
し
道
路
を
嵩
上
げ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
に
よ
り
復
旧
さ
れ
た
区
間
は

蟹
江
町
か

ら
弥
富
町

間
の
冠
水

区
間
四
㎞

の
う
ち
一
．

五
㎞
、
そ

の
他
は
土

俵
積
み

で
、
工
事

は
一
〇
月

二
〇
日
よ

り
二
四
時

間
体
制
で

実
施
、
一
一
月
四
日
か
ら
交
通
解
放
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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台
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潮
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■ 伊曽島仮締め切り

第
五
節

被
害
の
激
し
さ
と
将
来
を
重
ん
じ
た
政
府
は
、
抜
本
的
な
高
潮
対
策

事
業
に
着
手
。

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
は
計

画
堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
の
基
本
方
針
を
決
定
。

こ
の
方
針
に
準
じ
、
河
川
堤
防
や
海
岸
堤
防
の
本
復
旧
工
事
に
着
手
、

昭
和
三
八
年
に
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

な
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
岸
堤
防
構
造
計
画
計
画
基
本
方
針

　

海
岸
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
被
災
の
原
因
、
施
工
の
条
件
な
ど
を

検
討
し
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
堤
防
の
型
式
は
傾
斜
築
堤
式
と
し
、

原
則
と
し
て
、
表
法
の
勾
配
は
既
設

堤
防
に
な
ら
う
。

(

二
）
堤
防
計
画
高
は
原
則
と
し
て※

T.P
＋

7.50
m
と
す
る
。

台
風
平
均
満
潮
位
T.P
＋
0.97
m
（
伊
勢

湾
台
風
最
高
潮
位
時
刻
の
推
算
潮
位

0.34
m
）

伊
勢
湾
台
風
の
最
大
偏
差
3.55
m

計
画
潮
位
4.52
m

衝
突
波
高
2.90
m

衝
突
波
頂
高
7.42
m

計
画
堤
防
高
7.50
m

※

T.P
（
東
京
湾
中
等
潮
位
）

(

三
）
堤
防
法
線
に
つ
い
て
は
、
既
設
利
用

箇
所
が
多
い
た
め
、
従
来
の
法
線
を

根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
被
害
の
程
度
は
尾
張

藩
領
内
で
死
者
四
五
〇
〇
人
以
上
、
田
畑

の
損
害
三
九
万
石
以
上
、
荒
廃
地
四
．五
万

石
相
当
、
堤
防
破
損
二
〇
㎞
、
倒
壊
家
屋

一
．七
万
軒
と
も
い
わ
れ
、
近
世
以
降
に
開

拓
さ
れ
た
干
拓
地
は
壊
滅
状
態
に
な
る
と

と
も
に
、
内
陸
部
で
も
大
被
害
が
出
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
幾

度
か
の
高
潮
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号

に
お
い
て
は
、
高
潮
は
小
さ
く
、
被
害
は

軽
微
で
し
た
が
、
三
重
県
や
三
河
湾
で

は
、
破
堤
を
伴
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
被
害
を
契
機
に
「
海
岸
防
止
事

業
」
が
行
わ
れ
、
堤
防
の
構
造
型
式
や
築

造
工
法
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
改
良
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
三
一
年
に
「
海
岸

法
」
を
制
定
、
三
三
年
に
は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基
準
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
三
号
台
風
か
ら
六
年
後
に
発
生
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
災
害
は
、
築
造
基
準

の
見
直
し
と
「
三
面
張
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
海
岸
堤
防
の
築
造
工
法
の
確
定
を

促
す
と
同
時
に
、
高
潮
対
策
工
法
に
大
き

を
防
止
す
る
た
め
に
各
施
設
の
改
良
・

新
設
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
潮
災
害
の
系
譜

　

そ
も
そ
も
伊
勢
湾
は
、
古
来
よ
り
高
潮

被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
で
す
。
伊
勢
湾

は
湾
口
を
太
平
洋
に
面
す
る
と
と
も
に
、

南
北
に
細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
の
で
、

伊
勢
湾
の
西
側
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る

台
風
に
よ
り
大
き
な
高
潮
が
発
生
し
や
す

く
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
発
生
の

伊
勢
湾
台
風
も
、
高
潮
と
強
風
に
よ
る
吹

き
寄
せ
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た

め
、
未
曾
有
の
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
の

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
大
き
な
高
潮
災
害
と
し

て
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
、
亨
保
七
（
一
七
二

二
）
年
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
文

化
五
（
一
八
〇
八
）
年
と
安
政
二
（
一
八

〇
八
）
年
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、

享
保
七
年
の
高
潮
災
害
は
、
伊
勢
湾
台
風

に
匹
敵
す
る
大
災
害
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
の
設
立

　
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台

風
の
応
急
復
旧
工
事
は
、
被
災
後
三
日

目
か
ら
始
ま
り
五
三
日
目
の
一
一
月
一

八
日
に
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

被
害
発
生
三
ヶ
月
後
の
一
二
月
、
政

府
は
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
の
激
し
さ
と

将
来
を
重
ん
じ
、
「
高
潮
対
策
事
業
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
な
ど
を
制
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
建
設
・
運

輸
・
農
林
な
ど
の
関
係
各
省
庁
と
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
勢
湾

等
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
が
、
海
岸
堤
防
・
干
拓
堤
防
・
防

波
堤
防
・
港
湾
並
び
に
漁
港
施
設
と
そ

れ
に
連
な
る
河
川
堤
防
な
ど
、
極
め
て

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
統
一
し
た
基
準
で
復
旧
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
の
協
議

会
は
一
一
月
二
六
日
、
以
後
、
相
次
い

で
開
催
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
の
計
画

堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
、
対
策
事
業
の

基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
復
旧
事
業
に
加
え
、
再
度
の
災
害

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
七
月

に
は
集
中
豪
雨
の
被
害
を
多
少
被
っ
た
も

の
の
、
昭
和
三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

覆
方
式
と
し
、
断
面
の
均
一
化
並
び

に
統
一
を
図
る
。

(

二
）
湾
曲
し
て
い
る
堤
防
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
法
線
の
整
正
を
す
る
。

(

三
）
決
壊
ま
た
は
澪
止
め
し
た
区
域
、
川

裏
に
潮
遊
び
の
あ
る
箇
所
な
ど
の
弱

体
部
で
は
構
造
の
強
化
を
図
る
。

(

四
）
耐
震
、
地
盤
沈
下
、
圧
密
沈
下
な
ど

に
対
し
て
は
充
分
考
慮
す
る
。

(

五
）
将
来
、
堤
防
の
維
持
管
理
が
容
易
で

あ
る
構
造
と
す
る
。

(

六
）
継
目
構
造
は
特
に
入
念
に
施
工
し
、

堤
体
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
。

(

七
）
裏
込
材
料
の
吟
味
、
土
工
管
理
な
ど

を
特
に
注
意
し
、
堤
体
土
砂
の
容
積

変
化
を
防
ぐ
。

(

八
）
直
接
、
海
に
面
し
て
い
る
区
域
、
湾

曲
部
の
堤
防
、
前
面
の
深
掘
れ
区
域

な
ど
に
つ
い
て
は
波
力
の
減
殺
を
考

え
る
。

(

九
）
工
事
施
工
の
迅
速
、
低
廉
化
に
つ
い

て
は
充
分
考
慮
す
る
。

　

建
設
省
直
轄
海
岸
工
事

(

一
）
南
陽
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
る
築
堤
用
土
砂
の
採
取
を
行
い
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
矢
板
基
盤
工
と
表
護
岸
工
を
施

工
。
そ
の
後
、
順
次
工
事
を
進
め
、
昭
和

三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
海
部
海
岸

　

昭
和
三
四
年
は
築
堤
と
資
材
運
搬
用
道

路
造
成
の
た
め
の
土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事

を
行
い
、
全
壊
部
と
そ
れ
に
接
続
す
る
部

（
川
越
）
〕
の
復
旧
に
と
ど
め
る
。

　
　
　

な
お
、
防
波
堤
内
に
包
含
さ
れ
る

地
域
（
南
陽
、
海
部
海
岸
）
は
前
述

を
計
画
高
T.P
＋
6.20
m
に
変
更
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
堤
防
構
造
計
画
基
本
方
針

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
図
２
に
示

す
通
り
で
あ
り
、
河
川
高
潮
区
域
の
河
川

堤
防
高
は
、
海
岸
堤
防
高
の
考
え
と
同
じ

で
、
計
画
潮
位
に
波
高
を
加
え
た
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
河
川
堤
防
と
し
て

計
画
上
考
慮
し
た
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

(

一
）
特
別
の
箇
所
以
外
は
築
堤
式
三
面
法

が
、
極
力
波
力
が
収
れ
ん
す
る
よ
う

な
法
線
は
避
け
る
。

(

四
）
樋
門
を
設
置
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は

弱
点
と
な
ら
な
い
よ
う
強
固
な
構
造

と
し
、
前
後
の
堤
防
に
円
滑
に
取
り

つ
け
る
。

(

五
）
天
端
幅
は
6.0
m
程
度
と
す
る
。

(

六
）
堤
体
の
天
端
及
び
裏
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
の
被
覆
工
を
施
す
。

(

七
）
護
岸
の
水
密
生
を
保
つ
た
め
、
特
に

継
手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
し
、
か

つ
、
間
隙
水
圧
に
よ
る
揚
圧
力
に
対

し
て
は
継
ぎ
鉄
筋
を
考
慮
す
る
。

(

八
）
波
返
し
部
分
は
、
法
覆
工
の
最
上
部

に
曲
面
を
設
け
た
タ
イ
プ
で
軽
い
構

造
と
し
、
弾
性
支
床
上
の
は
り
構
造

と
し
て
計
画
波
圧
に
対
し
て
設
計
す

る
。

(

九
）
表
護
岸
基
礎
に
は
矢
板
（
鋼
ま
た
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
）
を
打
ち
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
す
。

　
海
岸
堤
防
の
計
画
堤
防
高

　

計
画
堤
防
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の

背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤

防
法
線
の
局
地
的
特
性
及
び
前
面
の
海
底

地
形
あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
施
設
の
保
持

並
び
に
防
波
堤
の
効
果
の
諸
点
を
考
慮
し

て
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
省
所
管
の

区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

(

一
）
南
陽
、
海
部
、
木
曽
岬
、
川
越
（
一

線
堤
）
は
T.P
＋
7.50
m 

(

二
）
鍋
田
、
川
越
二
線
堤
は
、
農
林
省
所

管
一
線
堤
が
あ
る
の
で
、
原
形
高

〔
T.P
＋
5.0
m
（
鍋
田
）
T.P
＋
4.3
m

(

四
）
揖
斐
川
右
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
工
事
に
引
き
続
き
、

ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
箇
所

の
緊
急
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
順
次
工

事
を
進
め
、
昭
和
三
七
年
に
は
城
南
排
水

機
場
の
改
築
と
取
付
堤
防
、
桑
名
堤
防
、

住
吉
堤
防
の
根
固
工
及
び
全
区
間
の
天
端

舗
装
な
ど
を
行
い
、
昭
和
三
八
年
全
工
事

を
完
了
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

工
事
を
完
了
。

(

六
）
城
南
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
本
復
旧
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
三
六
年
に
完
成
。
揖
斐
川
右
岸

か
ら
町
屋
川
左
岸
の
災
害
復
旧
は
、
揖
斐

川
の
高
潮
区
間
と
し
て
施
工
。

(

七
）
川
越
海
岸
堤
防

　

当
初
、
三
重
県
が
着
工
し
た
が
、
昭
和

三
五
年
か
ら
は
建
設
省
直
轄
事
業
に
編
入

し
、
昭
和
三
七
年
全
工
事
を
完
了
。

　
建
設
省
直
轄
河
川
工
事

(

一
）
木
曽
川
左
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
完
了
後
、
二
〇
万
ｔ

の
土
砂
採
取
に
着
工
、
以
後
順
次
工
事
を

行
い
、
引
堤
箇
所
の
加
路
戸
堤
防
と
家
屋

の
移
転
で
遅
れ
た
木
曽
岬
堤
防
を
復
旧

し
、
昭
和
三
八
年
度
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
木
曽
川
右
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
殿
名
第
一
・
同
第
二
・

葭
ヶ
須
・
横
満
蔵
・
松
陰
第
一
の
各
堤
防

を
一
斉
に
着
工
。
昭
和
三
七
年
度
は
、

鏡
ヶ
池
樋
門
と
の
取
付
け
や
県
道
・
町
道

等
へ
の
連
絡
坂
路
な
ど
を
施
工
し
、
昭
和

三
八
年
に
は
す
べ
て
完
了
。

(

三
）
揖
斐
・
長
良
川
左
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
都
羅
堤
防
・
伊
曽
島
第

一
堤
防
の
工
事
に
着
工
、
昭
和
三
七
年
度

に
は
伊
曽
島
・
松
ケ
島
堤
防
の
残
工
事
と

舗
装
工
事
を
完
了
し
、
昭
和
三
八
年
、
全

工
事
を
完
了
。

(

三
）
鍋
田
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
に
は
破
堤
箇
所
の
築
堤

土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事
を
行
い
、
全
壊
部

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は

破
堤
箇
所
の
復
旧
工
事
を
完
了
。

(

四
）
木
曽
岬
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
り
木
曽
川
河
口
部
で
築
堤
用
土
砂
採

出
、
運
搬
道
路
造
成
工
事
に
着
工
。
堤
防

工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎
工
と
表

護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は
本
事
業

の
直
轄
施
工
の
海
岸
と
し
て
、
最
初
に
完

成
。

(

五
）
長
島
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
、
全
壊
箇
所
を
重

点
的
に
着
工
し
、
深
掘
れ
箇
所
は
鋼
矢

板
基
礎
工
、
そ
の
他
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

矢
板
基
礎
工
と
し
、
昭
和
三
七
年
、
全

伊
勢
湾
台
風
復
旧

堤
防
計
画
と
工
事
概
要

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
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キ
ュメ
ン
ト 
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他
応
援
等
の
緊
急
処
置
を
す
る
と
と
も
に

九
月
三
〇
日
に
は
「
伊
勢
湾
台
風
災
害
対

策
要
項
」
を
定
め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、

「
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
木
曽
川
下
流
工

事
事
務
所
を
は
じ
め
、
木
曽
川
上
流
工
事

事
務
所
、
名
古
屋
国
道
及
び
三
重
の
各
工

事
事
務
所
に
「
災
害
対
策
部
」
を
置
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
は
、
各
班
が
そ
れ
ぞ
れ
の
業

務
分
担
に
よ
り
、
特
に
急
を
要
す
る
測
量

班
の
編
成
及
び
設
計
担
当
職
員
・
事
務
職

員
の
応
援
派
遣
を
は
じ
め
、
締
め
切
り
に

必
要
な
ポ
ン
プ
船
の
確
保
及
び
船
舶
機

械
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
応
援
派
遣
や
配

置
、
電
力
設
備
の
復
旧
並
び
に
増
設
、
そ

の
他
の
復
旧
資
材
の
粗
朶
、
玉
石
な
ど
の

購
入
等
を
、
交
通
も
通
信
も
途
絶
状
態
の

な
か
で
、
着
々
と
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

例
が
あ
る
も
の
の
、
「
激
甚
地
指
定
」
市

町
村
の
財
制
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
い

う
ま
っ
た
く
新
し
い
方
式
で
し
た
。
ま

た
、
伊
勢
湾
台
風
等
に
よ
る
災
害
を
か
ん

が
み
、
再
度
災
害
の
充
分
な
防
止
を
期
す

た
め
、
災
害
復
旧
事
業
と
合
併
し
て
施
設

の
改
良
・
新
設
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
他
、
使
用
し
た
水
防
資
材

に
も
国
庫
補
助
す
る
特
例
な
ど
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
中
部
地
方
建
設
局
の
災
害
緊
急
体
制

　

中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
は
、
応
急
復

旧
対
策
と
し
て
、
名
古
屋
港
か
ら
木
曽
三

川
河
口
は
被
害
程
度
が
甚
だ
し
い
う
え
、

背
後
の
湛
水
面
積
が
広
大
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
刻
も
早
く
仮
締
め
切
り
を
完
了
さ

せ
る
た
め
、
木
曽
・
長
良
・
揖
斐
の
各
河

川
及
び
木
曽
岬
・
長
島
・
城
南
の
仮
締
め

切
り
は
建
設
省
が
、
そ
れ
以
外
は
愛
知
・

三
重
両
県
の
施
工
区
域
と
す
る
と
と
も

に
、
仮
締
め
切
り
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

　

愛
知
・
三
重
・
岐
阜
三
県
を
管
轄
す
る

中
部
地
方
建
設
局
で
は
、
災
害
の
状
況
把

握
に
つ
と
め
、
災
害
現
地
と
の
連
絡
そ
の

し
た
。
ま
ず
、
災
害
三
日
目
の
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
九
日
、
当
時
の

副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と
し
て
、

名
古
屋
市
庁
内
に
「
中
部
日
本
災
害
対
策

本
部
」
を
置
き
、
災
害
対
策
に
万
全
を
期

し
ま
し
た
。
つ
い
で
一
〇
月

二
六
日
、
第
三
三
回
臨
時
国

会
が
招
集
さ
れ
、
災
害
対
策

と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算

案
・
関
係
法
令
な
ど
を
矢
継

ぎ
早
に
可
決
、
実
施
に
移
し

て
、
復
興
対
策
に
対
す
る
強

い
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
諸
法
案
は
災
害

復
興
を
早
急
か
つ
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
国
が
特
別
の

措
置
を
と
っ
て
被
災
地
の
公

共
団
体
の
財
政
負
担
を
軽
減

し
、
あ
る
い
は
被
災
者
に
対

す
る
復
興
資
金
の
特
別
融
資

を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、

特
に
公
共
土
木
施
設
の
災
害

復
旧
事
業
費
の
国
庫
負
担
率

の
引
き
上
げ
は
、
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
の
一
三
号

台
風
の
災
害
復
旧
事
業
に
前

　
復
旧
工
事
に
至
る
立
法
措
置

　

伊
勢
湾
台
風
は
災
害
史
上
、
未
曾
有
の

被
害
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
政
府
も
全
力

を
あ
げ
て
そ
の
復
興
対
策
に
乗
り
出
し
ま

そ
の
後
、
ポ
ン
プ
船
に
よ
っ
て
土
砂
を

吹
き
上
げ
補
強
し
ま
し
た
。

　
直
轄
潮
止
工
事
の
経
過

　

伊
勢
湾
台
風
災
害
の
中
心
部
と
な
る
木

曽
三
川
の
河
口
付
近
は
、
建
設
省
の
直
轄

区
域
で
あ
り
、
災
害
発
生
後
、
総
力
を
あ

げ
て
、
各
種
建
設
機
械
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
を
集
中
配
置
し
、
工
事
に
備
え
ま
し

た
。

　

応
急
復
旧
の
計
画
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
桑
名
市
と
長
島
町
の
比
較
的
破
堤
箇

所
の
少
な
い
北
部
を
区
切
っ
て
一
刻
も
早

く
湛
水
面
積
を
縮
小
す
る
こ
と
と
し
、
桑

名
市
側
の
城
南
旧
堤
防
は
一
〇
月
一
四
日

に
締
め
切
り
、
地
蔵
堤
防
は
一
〇
月
一
七

日
の
大
潮
の
日
に
ポ
ン
プ
船
二
隻
を
投
入

し
て
潮
止
め
し
、
一
一
月
五
日
、
城
南
干

拓
堤
防
の
潮
止
め
完
了
で
桑
名
市
側
は
す

べ
て
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

長
島
町
側
は
、
中
央
部
の
旧
堤
防
を
利

用
し
て
北
部
を
先
に
潮
止
め
す
る
計
画
で

進
め
、
松
ケ
島
堤
防
を
一
〇
月
一
〇
日
、

大
島
堤
防
を
一
〇
月
一
四
日
潮
止
め
し
た

寸
断
さ
れ
た
堤
防
で
は
多
く
の
資
材
の
陸

上
運
搬
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ン

ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
方
法
を
採
用
し
、
全

国
に
ポ
ン
プ
船
を
手
配
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
船
の
動
力
源
と
な
る
電
力
の
早

急
の
確
保
も
、
工
事
の
完
成
を
左
右
す
る

重
大
な
要
素
で
し
た
。
被
災
後
、
電
力
回

線
を
調
査
し
た
結
果
、
一
部
を
除
い
て
ほ

ぼ
全
滅
状
態
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
仮

締
め
切
り
工
事
は
既
往
の
電
力
を
復
活
す

る
だ
け
で
は
容
量
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、

変
電
所
の
新
設
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
中
部
電
力
の
昼
夜

兼
行
の
作
業
の
結
果
、
予
定
日
ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

木
曽
川
河
口
付
近
の
仮
締
め
切
り
工

事
は
、
愛
知
県
側
は
愛
知
県
が
担
当

し
、
三
重
県
側
は
中
部
地
方
建
設
局
が

担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
愛
知

県
で
は
海
岸
堤
防
の
締
め
切
り
は
ポ
ン

プ
船
に
よ
る
方
式
で
、
河
川
堤
防
は
主

と
し
て
杭
打
土
俵
詰
工
か
ら
実
施
し
、

水
防
団
が
一
体
と
な
っ
て
全
力
を
あ
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
急
復
旧
に
お
い
て
何
よ
り
も
問
題
と

な
っ
た
の

は
、
仮
締
め

切
り
工
法
の

決
定
で
し

た
。
締
め
切

り
に
は
膨
大

な
土
量
が
必

要
で
す
が
、

近
く
に
は
適

当
な
土
採
取

場
も
な
く
、

　
応
急
仮
締
め
切
り
工
事

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
破
堤
口
及
び
決
壊

口
は
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
三
県
に
ま

た
が
り
、
そ
の
数
二
二
〇
箇
所
、
総
延
長

三
三
一
一
六
m
と
広
域
に
及
び
ま
し
た
。

加
え
て
、
破
堤
箇
所
か
ら
流
入
し
た
海
水

は
、
海
岸
か
ら
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市

ま
で
湛
水
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
湛
水
を

一
刻
も
早
く
排
水
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

し
た
が
、
潮
の
出
入
り
す
る
破
堤
箇
所
は

舟
で
し
か
行
き
来
で
き
な
い
た
め
、
作
業

は
な
か
な
か
は
か
ど
ら
ず
、
中
部
地
方
建

設
局
を
は
じ
め
、
自
衛
隊
、
学
生
、
地
元

後
、
都
羅
堤
防
は
一
〇
月
二
三
日
に
潮
止

め
し
、
残
る
旧
堤
防
の
中
仕
切
を
一
〇
月

二
四
日
に
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
長
島
町
の
北
部
を
水

か
ら
救
い
、
国
道
一
号
の
通
行
も
回
復
す

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
以
後
の
工
事
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
村
（
現
、
木
曽
岬
町
）
で
は
、
交

通
事
情
の
た
め
本
格
的
な
復
旧
は
や
や
遅

れ
ま
し
た
が
、
一
〇
月
一
七
日
に
田
代
・
白

鷺
地
区
、
一
〇
月
三
〇
日
に
鍋
田
川
右
岸

堤
防
の
締
め
切
り
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
　

長
島
町
の
南
部
は
他
の
工
事
に
比
べ
困

難
を
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
松
蔭
堤
防
を

一
一
月
六
日
、
伊
曽
島
堤
防
を
一
一
月
二

日
、
長
島
海
岸
堤
防
そ
の
一
を
一
一
月
七

日
、
そ
の
二
を
一
一
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ

締
め
切
り
、
最
後
に
残
っ
た
白
鶏
堤
防
の

潮
止
め
に
全
力
を
集
中
し
、
一
一
月
一
八

日
に
締
め
切
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
工
事
は
困
難
を
極

め
、
一
時
は
復
旧
の
め
ど
も
つ
か
ず
、
前
途

に
暗
た
ん
た
る
も
の
を
思
わ
せ
る
惨
状
で

し
た
が
、
官
民
一
体
と
な
り
、
昼
夜
を
わ
か

た
ぬ
作
業
を
続
け
た
結
果
、
予
定
よ
り
早

く
、
被
災
後
五
三
日
目
に
し
て
、
潮
止
め

工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
国
道
の
応
急
復
旧

　

名
古
屋
市
と
四
日
市
市
を
結
ぶ
唯
一
の

大
動
脈
で
あ
っ
た
国
道
一
号
の
復
旧
は
、

救
援
物
資
や
復
旧
資
材
の
輸
送
の
た
め
に

も
早
急
の
課
題
で
し
た
。
こ
う
し
た
交
通

輸
送
を
確
保
す
る
た
め
に
、
建
設
省
名
古

屋
国
道
事
務
所
で
は
、
と
り
あ
え
ず
第
一

期
と
し
て
名
古
屋
市
か
ら
蟹
江
町
間
を
土

俵
積
み
に
て
復
旧
し
、
蟹
江
町
か
ら
弥
富

町
間
は
、
ド
ラ
ム
缶
を
用
い
て
復
旧
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

土
俵
積
区
間
は
約
一
．三
㎞
で
国
道
の

両
側
に
土
嚢
を
一
m
間
隔
に
二
列
積
み
、

そ
の
間
に
粘
性
土
を
充
填
す
る
と
同
時
に

ビ
ニ
ー
ル
布
を
内
側
に
張
っ
て
遮
水
し
、

路
面
の
目
地
及
び
土
嚢
の
間
か
ら
浸
水
す

る
水
は
ポ
ン
プ
で
排
水
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
町
か
ら
弥
富
町
間
の
ド
ラ
ム
缶
工

法
は
、
湛
水
の
流
れ
が
激
し
く
、
両
側
に

土
俵
を
積
み
重
ね
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
用
さ
れ
た
工
法

で
、
空
の
ド
ラ
ム
缶
を
現
地
ま
で
運
び
、

そ
こ
で
土
砂
を
入
れ
道
路
の
両
側
に
沈

め
、
そ
の
間
を
盛
土
し
道
路
を
嵩
上
げ
し

ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
に
よ
り
復
旧
さ
れ
た
区
間
は

蟹
江
町
か

ら
弥
富
町

間
の
冠
水

区
間
四
㎞

の
う
ち
一
．

五
㎞
、
そ

の
他
は
土

俵
積
み

で
、
工
事

は
一
〇
月

二
〇
日
よ

り
二
四
時

間
体
制
で

実
施
、
一
一
月
四
日
か
ら
交
通
解
放
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
高
潮
堤
』　
　
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

■ ドラム缶を運ぶトラック

■ ドラム缶工法による国道1号線の復旧工事
　 （弥富上空から桑名方面を望む）（中日新聞社提供）

■ ドラム缶工法

■ 伊曽島仮締め切り

第
五
節

被
害
の
激
し
さ
と
将
来
を
重
ん
じ
た
政
府
は
、
抜
本
的
な
高
潮
対
策

事
業
に
着
手
。

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
は
計

画
堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
の
基
本
方
針
を
決
定
。

こ
の
方
針
に
準
じ
、
河
川
堤
防
や
海
岸
堤
防
の
本
復
旧
工
事
に
着
手
、

昭
和
三
八
年
に
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

な
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
岸
堤
防
構
造
計
画
計
画
基
本
方
針

　

海
岸
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
被
災
の
原
因
、
施
工
の
条
件
な
ど
を

検
討
し
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
堤
防
の
型
式
は
傾
斜
築
堤
式
と
し
、

原
則
と
し
て
、
表
法
の
勾
配
は
既
設

堤
防
に
な
ら
う
。

(

二
）
堤
防
計
画
高
は
原
則
と
し
て※

T.P
＋

7.50
m
と
す
る
。

台
風
平
均
満
潮
位
T.P
＋
0.97
m
（
伊
勢

湾
台
風
最
高
潮
位
時
刻
の
推
算
潮
位

0.34
m
）

伊
勢
湾
台
風
の
最
大
偏
差
3.55
m

計
画
潮
位
4.52
m

衝
突
波
高
2.90
m

衝
突
波
頂
高
7.42
m

計
画
堤
防
高
7.50
m

※

T.P
（
東
京
湾
中
等
潮
位
）

(

三
）
堤
防
法
線
に
つ
い
て
は
、
既
設
利
用

箇
所
が
多
い
た
め
、
従
来
の
法
線
を

根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
被
害
の
程
度
は
尾
張

藩
領
内
で
死
者
四
五
〇
〇
人
以
上
、
田
畑

の
損
害
三
九
万
石
以
上
、
荒
廃
地
四
．五
万

石
相
当
、
堤
防
破
損
二
〇
㎞
、
倒
壊
家
屋

一
．七
万
軒
と
も
い
わ
れ
、
近
世
以
降
に
開

拓
さ
れ
た
干
拓
地
は
壊
滅
状
態
に
な
る
と

と
も
に
、
内
陸
部
で
も
大
被
害
が
出
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
幾

度
か
の
高
潮
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号

に
お
い
て
は
、
高
潮
は
小
さ
く
、
被
害
は

軽
微
で
し
た
が
、
三
重
県
や
三
河
湾
で

は
、
破
堤
を
伴
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
被
害
を
契
機
に
「
海
岸
防
止
事

業
」
が
行
わ
れ
、
堤
防
の
構
造
型
式
や
築

造
工
法
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
改
良
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
三
一
年
に
「
海
岸

法
」
を
制
定
、
三
三
年
に
は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基
準
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
三
号
台
風
か
ら
六
年
後
に
発
生
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
災
害
は
、
築
造
基
準

の
見
直
し
と
「
三
面
張
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
海
岸
堤
防
の
築
造
工
法
の
確
定
を

促
す
と
同
時
に
、
高
潮
対
策
工
法
に
大
き

を
防
止
す
る
た
め
に
各
施
設
の
改
良
・

新
設
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
潮
災
害
の
系
譜

　

そ
も
そ
も
伊
勢
湾
は
、
古
来
よ
り
高
潮

被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
で
す
。
伊
勢
湾

は
湾
口
を
太
平
洋
に
面
す
る
と
と
も
に
、

南
北
に
細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
の
で
、

伊
勢
湾
の
西
側
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る

台
風
に
よ
り
大
き
な
高
潮
が
発
生
し
や
す

く
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
発
生
の

伊
勢
湾
台
風
も
、
高
潮
と
強
風
に
よ
る
吹

き
寄
せ
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た

め
、
未
曾
有
の
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
の

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
大
き
な
高
潮
災
害
と
し

て
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
、
亨
保
七
（
一
七
二

二
）
年
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
文

化
五
（
一
八
〇
八
）
年
と
安
政
二
（
一
八

〇
八
）
年
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、

享
保
七
年
の
高
潮
災
害
は
、
伊
勢
湾
台
風

に
匹
敵
す
る
大
災
害
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
の
設
立

　
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台

風
の
応
急
復
旧
工
事
は
、
被
災
後
三
日

目
か
ら
始
ま
り
五
三
日
目
の
一
一
月
一

八
日
に
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

被
害
発
生
三
ヶ
月
後
の
一
二
月
、
政

府
は
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
の
激
し
さ
と

将
来
を
重
ん
じ
、
「
高
潮
対
策
事
業
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
な
ど
を
制
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
建
設
・
運

輸
・
農
林
な
ど
の
関
係
各
省
庁
と
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
勢
湾

等
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
が
、
海
岸
堤
防
・
干
拓
堤
防
・
防

波
堤
防
・
港
湾
並
び
に
漁
港
施
設
と
そ

れ
に
連
な
る
河
川
堤
防
な
ど
、
極
め
て

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
統
一
し
た
基
準
で
復
旧
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
の
協
議

会
は
一
一
月
二
六
日
、
以
後
、
相
次
い

で
開
催
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
の
計
画

堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
、
対
策
事
業
の

基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
復
旧
事
業
に
加
え
、
再
度
の
災
害

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
七
月

に
は
集
中
豪
雨
の
被
害
を
多
少
被
っ
た
も

の
の
、
昭
和
三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

覆
方
式
と
し
、
断
面
の
均
一
化
並
び

に
統
一
を
図
る
。

(

二
）
湾
曲
し
て
い
る
堤
防
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
法
線
の
整
正
を
す
る
。

(

三
）
決
壊
ま
た
は
澪
止
め
し
た
区
域
、
川

裏
に
潮
遊
び
の
あ
る
箇
所
な
ど
の
弱

体
部
で
は
構
造
の
強
化
を
図
る
。

(

四
）
耐
震
、
地
盤
沈
下
、
圧
密
沈
下
な
ど

に
対
し
て
は
充
分
考
慮
す
る
。

(

五
）
将
来
、
堤
防
の
維
持
管
理
が
容
易
で

あ
る
構
造
と
す
る
。

(

六
）
継
目
構
造
は
特
に
入
念
に
施
工
し
、

堤
体
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
。

(

七
）
裏
込
材
料
の
吟
味
、
土
工
管
理
な
ど

を
特
に
注
意
し
、
堤
体
土
砂
の
容
積

変
化
を
防
ぐ
。

(

八
）
直
接
、
海
に
面
し
て
い
る
区
域
、
湾

曲
部
の
堤
防
、
前
面
の
深
掘
れ
区
域

な
ど
に
つ
い
て
は
波
力
の
減
殺
を
考

え
る
。

(

九
）
工
事
施
工
の
迅
速
、
低
廉
化
に
つ
い

て
は
充
分
考
慮
す
る
。

　

建
設
省
直
轄
海
岸
工
事

(

一
）
南
陽
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
る
築
堤
用
土
砂
の
採
取
を
行
い
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
矢
板
基
盤
工
と
表
護
岸
工
を
施

工
。
そ
の
後
、
順
次
工
事
を
進
め
、
昭
和

三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
海
部
海
岸

　

昭
和
三
四
年
は
築
堤
と
資
材
運
搬
用
道

路
造
成
の
た
め
の
土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事

を
行
い
、
全
壊
部
と
そ
れ
に
接
続
す
る
部

（
川
越
）
〕
の
復
旧
に
と
ど
め
る
。

　
　
　

な
お
、
防
波
堤
内
に
包
含
さ
れ
る

地
域
（
南
陽
、
海
部
海
岸
）
は
前
述

を
計
画
高
T.P
＋
6.20
m
に
変
更
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
堤
防
構
造
計
画
基
本
方
針

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
図
２
に
示

す
通
り
で
あ
り
、
河
川
高
潮
区
域
の
河
川

堤
防
高
は
、
海
岸
堤
防
高
の
考
え
と
同
じ

で
、
計
画
潮
位
に
波
高
を
加
え
た
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
河
川
堤
防
と
し
て

計
画
上
考
慮
し
た
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

(

一
）
特
別
の
箇
所
以
外
は
築
堤
式
三
面
法

が
、
極
力
波
力
が
収
れ
ん
す
る
よ
う

な
法
線
は
避
け
る
。

(

四
）
樋
門
を
設
置
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は

弱
点
と
な
ら
な
い
よ
う
強
固
な
構
造

と
し
、
前
後
の
堤
防
に
円
滑
に
取
り

つ
け
る
。

(

五
）
天
端
幅
は
6.0
m
程
度
と
す
る
。

(

六
）
堤
体
の
天
端
及
び
裏
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
の
被
覆
工
を
施
す
。

(

七
）
護
岸
の
水
密
生
を
保
つ
た
め
、
特
に

継
手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
し
、
か

つ
、
間
隙
水
圧
に
よ
る
揚
圧
力
に
対

し
て
は
継
ぎ
鉄
筋
を
考
慮
す
る
。

(

八
）
波
返
し
部
分
は
、
法
覆
工
の
最
上
部

に
曲
面
を
設
け
た
タ
イ
プ
で
軽
い
構

造
と
し
、
弾
性
支
床
上
の
は
り
構
造

と
し
て
計
画
波
圧
に
対
し
て
設
計
す

る
。

(

九
）
表
護
岸
基
礎
に
は
矢
板
（
鋼
ま
た
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
）
を
打
ち
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
す
。

　
海
岸
堤
防
の
計
画
堤
防
高

　

計
画
堤
防
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の

背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤

防
法
線
の
局
地
的
特
性
及
び
前
面
の
海
底

地
形
あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
施
設
の
保
持

並
び
に
防
波
堤
の
効
果
の
諸
点
を
考
慮
し

て
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
省
所
管
の

区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

(

一
）
南
陽
、
海
部
、
木
曽
岬
、
川
越
（
一

線
堤
）
は
T.P
＋
7.50
m 

(

二
）
鍋
田
、
川
越
二
線
堤
は
、
農
林
省
所

管
一
線
堤
が
あ
る
の
で
、
原
形
高

〔
T.P
＋
5.0
m
（
鍋
田
）
T.P
＋
4.3
m

(

四
）
揖
斐
川
右
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
工
事
に
引
き
続
き
、

ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
箇
所

の
緊
急
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
順
次
工

事
を
進
め
、
昭
和
三
七
年
に
は
城
南
排
水

機
場
の
改
築
と
取
付
堤
防
、
桑
名
堤
防
、

住
吉
堤
防
の
根
固
工
及
び
全
区
間
の
天
端

舗
装
な
ど
を
行
い
、
昭
和
三
八
年
全
工
事

を
完
了
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

工
事
を
完
了
。

(

六
）
城
南
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
本
復
旧
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
三
六
年
に
完
成
。
揖
斐
川
右
岸

か
ら
町
屋
川
左
岸
の
災
害
復
旧
は
、
揖
斐

川
の
高
潮
区
間
と
し
て
施
工
。

(

七
）
川
越
海
岸
堤
防

　

当
初
、
三
重
県
が
着
工
し
た
が
、
昭
和

三
五
年
か
ら
は
建
設
省
直
轄
事
業
に
編
入

し
、
昭
和
三
七
年
全
工
事
を
完
了
。

　
建
設
省
直
轄
河
川
工
事

(

一
）
木
曽
川
左
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
完
了
後
、
二
〇
万
ｔ

の
土
砂
採
取
に
着
工
、
以
後
順
次
工
事
を

行
い
、
引
堤
箇
所
の
加
路
戸
堤
防
と
家
屋

の
移
転
で
遅
れ
た
木
曽
岬
堤
防
を
復
旧

し
、
昭
和
三
八
年
度
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
木
曽
川
右
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
殿
名
第
一
・
同
第
二
・

葭
ヶ
須
・
横
満
蔵
・
松
陰
第
一
の
各
堤
防

を
一
斉
に
着
工
。
昭
和
三
七
年
度
は
、

鏡
ヶ
池
樋
門
と
の
取
付
け
や
県
道
・
町
道

等
へ
の
連
絡
坂
路
な
ど
を
施
工
し
、
昭
和

三
八
年
に
は
す
べ
て
完
了
。

(

三
）
揖
斐
・
長
良
川
左
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
都
羅
堤
防
・
伊
曽
島
第

一
堤
防
の
工
事
に
着
工
、
昭
和
三
七
年
度

に
は
伊
曽
島
・
松
ケ
島
堤
防
の
残
工
事
と

舗
装
工
事
を
完
了
し
、
昭
和
三
八
年
、
全

工
事
を
完
了
。

(

三
）
鍋
田
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
に
は
破
堤
箇
所
の
築
堤

土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事
を
行
い
、
全
壊
部

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は

破
堤
箇
所
の
復
旧
工
事
を
完
了
。

(

四
）
木
曽
岬
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
り
木
曽
川
河
口
部
で
築
堤
用
土
砂
採

出
、
運
搬
道
路
造
成
工
事
に
着
工
。
堤
防

工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎
工
と
表

護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は
本
事
業

の
直
轄
施
工
の
海
岸
と
し
て
、
最
初
に
完

成
。

(

五
）
長
島
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
、
全
壊
箇
所
を
重

点
的
に
着
工
し
、
深
掘
れ
箇
所
は
鋼
矢

板
基
礎
工
、
そ
の
他
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

矢
板
基
礎
工
と
し
、
昭
和
三
七
年
、
全

伊
勢
湾
台
風
復
旧

堤
防
計
画
と
工
事
概
要

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 
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■ 図1 海岸堤防標準断面図

■ 図2 高潮対策河川堤防標準断面図

な
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
岸
堤
防
構
造
計
画
計
画
基
本
方
針

　

海
岸
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
被
災
の
原
因
、
施
工
の
条
件
な
ど
を

検
討
し
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
堤
防
の
型
式
は
傾
斜
築
堤
式
と
し
、

原
則
と
し
て
、
表
法
の
勾
配
は
既
設

堤
防
に
な
ら
う
。

(

二
）
堤
防
計
画
高
は
原
則
と
し
て※

T.P
＋

7.50
m
と
す
る
。

台
風
平
均
満
潮
位
T.P
＋
0.97
m
（
伊
勢

湾
台
風
最
高
潮
位
時
刻
の
推
算
潮
位

0.34
m
）

伊
勢
湾
台
風
の
最
大
偏
差
3.55
m

計
画
潮
位
4.52
m

衝
突
波
高
2.90
m

衝
突
波
頂
高
7.42
m

計
画
堤
防
高
7.50
m

※

T.P
（
東
京
湾
中
等
潮
位
）

(

三
）
堤
防
法
線
に
つ
い
て
は
、
既
設
利
用

箇
所
が
多
い
た
め
、
従
来
の
法
線
を

根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
被
害
の
程
度
は
尾
張

藩
領
内
で
死
者
四
五
〇
〇
人
以
上
、
田
畑

の
損
害
三
九
万
石
以
上
、
荒
廃
地
四
．五
万

石
相
当
、
堤
防
破
損
二
〇
㎞
、
倒
壊
家
屋

一
．七
万
軒
と
も
い
わ
れ
、
近
世
以
降
に
開

拓
さ
れ
た
干
拓
地
は
壊
滅
状
態
に
な
る
と

と
も
に
、
内
陸
部
で
も
大
被
害
が
出
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
幾

度
か
の
高
潮
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号

に
お
い
て
は
、
高
潮
は
小
さ
く
、
被
害
は

軽
微
で
し
た
が
、
三
重
県
や
三
河
湾
で

は
、
破
堤
を
伴
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
被
害
を
契
機
に
「
海
岸
防
止
事

業
」
が
行
わ
れ
、
堤
防
の
構
造
型
式
や
築

造
工
法
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
改
良
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
三
一
年
に
「
海
岸

法
」
を
制
定
、
三
三
年
に
は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基
準
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
三
号
台
風
か
ら
六
年
後
に
発
生
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
災
害
は
、
築
造
基
準

の
見
直
し
と
「
三
面
張
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
海
岸
堤
防
の
築
造
工
法
の
確
定
を

促
す
と
同
時
に
、
高
潮
対
策
工
法
に
大
き

を
防
止
す
る
た
め
に
各
施
設
の
改
良
・

新
設
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
潮
災
害
の
系
譜

　

そ
も
そ
も
伊
勢
湾
は
、
古
来
よ
り
高
潮

被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
で
す
。
伊
勢
湾

は
湾
口
を
太
平
洋
に
面
す
る
と
と
も
に
、

南
北
に
細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
の
で
、

伊
勢
湾
の
西
側
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る

台
風
に
よ
り
大
き
な
高
潮
が
発
生
し
や
す

く
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
発
生
の

伊
勢
湾
台
風
も
、
高
潮
と
強
風
に
よ
る
吹

き
寄
せ
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た

め
、
未
曾
有
の
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
の

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
大
き
な
高
潮
災
害
と
し

て
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
、
亨
保
七
（
一
七
二

二
）
年
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
文

化
五
（
一
八
〇
八
）
年
と
安
政
二
（
一
八

〇
八
）
年
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、

享
保
七
年
の
高
潮
災
害
は
、
伊
勢
湾
台
風

に
匹
敵
す
る
大
災
害
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
の
設
立

　
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台

風
の
応
急
復
旧
工
事
は
、
被
災
後
三
日

目
か
ら
始
ま
り
五
三
日
目
の
一
一
月
一

八
日
に
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

被
害
発
生
三
ヶ
月
後
の
一
二
月
、
政

府
は
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
の
激
し
さ
と

将
来
を
重
ん
じ
、
「
高
潮
対
策
事
業
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
な
ど
を
制
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
建
設
・
運

輸
・
農
林
な
ど
の
関
係
各
省
庁
と
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
勢
湾

等
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
が
、
海
岸
堤
防
・
干
拓
堤
防
・
防

波
堤
防
・
港
湾
並
び
に
漁
港
施
設
と
そ

れ
に
連
な
る
河
川
堤
防
な
ど
、
極
め
て

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
統
一
し
た
基
準
で
復
旧
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
の
協
議

会
は
一
一
月
二
六
日
、
以
後
、
相
次
い

で
開
催
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
の
計
画

堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
、
対
策
事
業
の

基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
復
旧
事
業
に
加
え
、
再
度
の
災
害

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
七
月

に
は
集
中
豪
雨
の
被
害
を
多
少
被
っ
た
も

の
の
、
昭
和
三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

覆
方
式
と
し
、
断
面
の
均
一
化
並
び

に
統
一
を
図
る
。

(

二
）
湾
曲
し
て
い
る
堤
防
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
法
線
の
整
正
を
す
る
。

(

三
）
決
壊
ま
た
は
澪
止
め
し
た
区
域
、
川

裏
に
潮
遊
び
の
あ
る
箇
所
な
ど
の
弱

体
部
で
は
構
造
の
強
化
を
図
る
。

(

四
）
耐
震
、
地
盤
沈
下
、
圧
密
沈
下
な
ど

に
対
し
て
は
充
分
考
慮
す
る
。

(

五
）
将
来
、
堤
防
の
維
持
管
理
が
容
易
で

あ
る
構
造
と
す
る
。

(

六
）
継
目
構
造
は
特
に
入
念
に
施
工
し
、

堤
体
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
。

(

七
）
裏
込
材
料
の
吟
味
、
土
工
管
理
な
ど

を
特
に
注
意
し
、
堤
体
土
砂
の
容
積

変
化
を
防
ぐ
。

(

八
）
直
接
、
海
に
面
し
て
い
る
区
域
、
湾

曲
部
の
堤
防
、
前
面
の
深
掘
れ
区
域

な
ど
に
つ
い
て
は
波
力
の
減
殺
を
考

え
る
。

(

九
）
工
事
施
工
の
迅
速
、
低
廉
化
に
つ
い

て
は
充
分
考
慮
す
る
。

　

建
設
省
直
轄
海
岸
工
事

(

一
）
南
陽
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
る
築
堤
用
土
砂
の
採
取
を
行
い
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
矢
板
基
盤
工
と
表
護
岸
工
を
施

工
。
そ
の
後
、
順
次
工
事
を
進
め
、
昭
和

三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
海
部
海
岸

　

昭
和
三
四
年
は
築
堤
と
資
材
運
搬
用
道

路
造
成
の
た
め
の
土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事

を
行
い
、
全
壊
部
と
そ
れ
に
接
続
す
る
部

（
川
越
）
〕
の
復
旧
に
と
ど
め
る
。

　
　
　

な
お
、
防
波
堤
内
に
包
含
さ
れ
る

地
域
（
南
陽
、
海
部
海
岸
）
は
前
述

を
計
画
高
T.P
＋
6.20
m
に
変
更
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
堤
防
構
造
計
画
基
本
方
針

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
図
２
に
示

す
通
り
で
あ
り
、
河
川
高
潮
区
域
の
河
川

堤
防
高
は
、
海
岸
堤
防
高
の
考
え
と
同
じ

で
、
計
画
潮
位
に
波
高
を
加
え
た
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
河
川
堤
防
と
し
て

計
画
上
考
慮
し
た
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

(

一
）
特
別
の
箇
所
以
外
は
築
堤
式
三
面
法

が
、
極
力
波
力
が
収
れ
ん
す
る
よ
う

な
法
線
は
避
け
る
。

(

四
）
樋
門
を
設
置
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は

弱
点
と
な
ら
な
い
よ
う
強
固
な
構
造

と
し
、
前
後
の
堤
防
に
円
滑
に
取
り

つ
け
る
。

(
五
）
天
端
幅
は
6.0
m
程
度
と
す
る
。

(

六
）
堤
体
の
天
端
及
び
裏
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
の
被
覆
工
を
施
す
。

(

七
）
護
岸
の
水
密
生
を
保
つ
た
め
、
特
に

継
手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
し
、
か

つ
、
間
隙
水
圧
に
よ
る
揚
圧
力
に
対

し
て
は
継
ぎ
鉄
筋
を
考
慮
す
る
。

(

八
）
波
返
し
部
分
は
、
法
覆
工
の
最
上
部

に
曲
面
を
設
け
た
タ
イ
プ
で
軽
い
構

造
と
し
、
弾
性
支
床
上
の
は
り
構
造

と
し
て
計
画
波
圧
に
対
し
て
設
計
す

る
。

(

九
）
表
護
岸
基
礎
に
は
矢
板
（
鋼
ま
た
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
）
を
打
ち
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
す
。

　
海
岸
堤
防
の
計
画
堤
防
高

　

計
画
堤
防
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の

背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤

防
法
線
の
局
地
的
特
性
及
び
前
面
の
海
底

地
形
あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
施
設
の
保
持

並
び
に
防
波
堤
の
効
果
の
諸
点
を
考
慮
し

て
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
省
所
管
の

区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

(

一
）
南
陽
、
海
部
、
木
曽
岬
、
川
越
（
一

線
堤
）
は
T.P
＋
7.50
m 

(

二
）
鍋
田
、
川
越
二
線
堤
は
、
農
林
省
所

管
一
線
堤
が
あ
る
の
で
、
原
形
高

〔
T.P
＋
5.0
m
（
鍋
田
）
T.P
＋
4.3
m

(

四
）
揖
斐
川
右
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
工
事
に
引
き
続
き
、

ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
箇
所

の
緊
急
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
順
次
工

事
を
進
め
、
昭
和
三
七
年
に
は
城
南
排
水

機
場
の
改
築
と
取
付
堤
防
、
桑
名
堤
防
、

住
吉
堤
防
の
根
固
工
及
び
全
区
間
の
天
端

舗
装
な
ど
を
行
い
、
昭
和
三
八
年
全
工
事

を
完
了
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
・
上
巻
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

工
事
を
完
了
。

(

六
）
城
南
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
本
復
旧
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
三
六
年
に
完
成
。
揖
斐
川
右
岸

か
ら
町
屋
川
左
岸
の
災
害
復
旧
は
、
揖
斐

川
の
高
潮
区
間
と
し
て
施
工
。

(

七
）
川
越
海
岸
堤
防

　

当
初
、
三
重
県
が
着
工
し
た
が
、
昭
和

三
五
年
か
ら
は
建
設
省
直
轄
事
業
に
編
入

し
、
昭
和
三
七
年
全
工
事
を
完
了
。

　
建
設
省
直
轄
河
川
工
事

(

一
）
木
曽
川
左
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
完
了
後
、
二
〇
万
ｔ

の
土
砂
採
取
に
着
工
、
以
後
順
次
工
事
を

行
い
、
引
堤
箇
所
の
加
路
戸
堤
防
と
家
屋

の
移
転
で
遅
れ
た
木
曽
岬
堤
防
を
復
旧

し
、
昭
和
三
八
年
度
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
木
曽
川
右
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
殿
名
第
一
・
同
第
二
・

葭
ヶ
須
・
横
満
蔵
・
松
陰
第
一
の
各
堤
防

を
一
斉
に
着
工
。
昭
和
三
七
年
度
は
、

鏡
ヶ
池
樋
門
と
の
取
付
け
や
県
道
・
町
道

等
へ
の
連
絡
坂
路
な
ど
を
施
工
し
、
昭
和

三
八
年
に
は
す
べ
て
完
了
。

(

三
）
揖
斐
・
長
良
川
左
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
都
羅
堤
防
・
伊
曽
島
第

一
堤
防
の
工
事
に
着
工
、
昭
和
三
七
年
度

に
は
伊
曽
島
・
松
ケ
島
堤
防
の
残
工
事
と

舗
装
工
事
を
完
了
し
、
昭
和
三
八
年
、
全

工
事
を
完
了
。

(

三
）
鍋
田
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
に
は
破
堤
箇
所
の
築
堤

土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事
を
行
い
、
全
壊
部

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は

破
堤
箇
所
の
復
旧
工
事
を
完
了
。

(

四
）
木
曽
岬
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
り
木
曽
川
河
口
部
で
築
堤
用
土
砂
採

出
、
運
搬
道
路
造
成
工
事
に
着
工
。
堤
防

工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎
工
と
表

護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は
本
事
業

の
直
轄
施
工
の
海
岸
と
し
て
、
最
初
に
完

成
。

(

五
）
長
島
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
、
全
壊
箇
所
を
重

点
的
に
着
工
し
、
深
掘
れ
箇
所
は
鋼
矢

板
基
礎
工
、
そ
の
他
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

矢
板
基
礎
工
と
し
、
昭
和
三
七
年
、
全

■ 工事中の沿岸堤防

■ 静けさをとりもどした長良川左岸

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
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『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m
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m
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と
の 

め

よ
し  
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す　
　

  

よ
こ 

ま
く 

ら　
　

 

ま
つ
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

と  
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■ 図1 海岸堤防標準断面図

■ 図2 高潮対策河川堤防標準断面図

な
方
向
転
換
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
岸
堤
防
構
造
計
画
計
画
基
本
方
針

　

海
岸
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
被
災
の
原
因
、
施
工
の
条
件
な
ど
を

検
討
し
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
堤
防
の
型
式
は
傾
斜
築
堤
式
と
し
、

原
則
と
し
て
、
表
法
の
勾
配
は
既
設

堤
防
に
な
ら
う
。

(

二
）
堤
防
計
画
高
は
原
則
と
し
て※

T.P
＋

7.50
m
と
す
る
。

台
風
平
均
満
潮
位
T.P
＋
0.97
m
（
伊
勢

湾
台
風
最
高
潮
位
時
刻
の
推
算
潮
位

0.34
m
）

伊
勢
湾
台
風
の
最
大
偏
差
3.55
m

計
画
潮
位
4.52
m

衝
突
波
高
2.90
m

衝
突
波
頂
高
7.42
m

計
画
堤
防
高
7.50
m

※

T.P
（
東
京
湾
中
等
潮
位
）

(

三
）
堤
防
法
線
に
つ
い
て
は
、
既
設
利
用

箇
所
が
多
い
た
め
、
従
来
の
法
線
を

根
本
的
に
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

　

記
録
に
よ
れ
ば
、
被
害
の
程
度
は
尾
張

藩
領
内
で
死
者
四
五
〇
〇
人
以
上
、
田
畑

の
損
害
三
九
万
石
以
上
、
荒
廃
地
四
．五
万

石
相
当
、
堤
防
破
損
二
〇
㎞
、
倒
壊
家
屋

一
．七
万
軒
と
も
い
わ
れ
、
近
世
以
降
に
開

拓
さ
れ
た
干
拓
地
は
壊
滅
状
態
に
な
る
と

と
も
に
、
内
陸
部
で
も
大
被
害
が
出
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
幾

度
か
の
高
潮
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
の
台
風
一
三
号

に
お
い
て
は
、
高
潮
は
小
さ
く
、
被
害
は

軽
微
で
し
た
が
、
三
重
県
や
三
河
湾
で

は
、
破
堤
を
伴
う
大
き
な
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
被
害
を
契
機
に
「
海
岸
防
止
事

業
」
が
行
わ
れ
、
堤
防
の
構
造
型
式
や
築

造
工
法
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
改
良
さ
れ

る
と
と
も
に
、
昭
和
三
一
年
に
「
海
岸

法
」
を
制
定
、
三
三
年
に
は
「
海
岸
保
全

施
設
築
造
基
準
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

一
三
号
台
風
か
ら
六
年
後
に
発
生
し
た

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
災
害
は
、
築
造
基
準

の
見
直
し
と
「
三
面
張
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
な
海
岸
堤
防
の
築
造
工
法
の
確
定
を

促
す
と
同
時
に
、
高
潮
対
策
工
法
に
大
き

を
防
止
す
る
た
め
に
各
施
設
の
改
良
・

新
設
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
高
潮
災
害
の
系
譜

　

そ
も
そ
も
伊
勢
湾
は
、
古
来
よ
り
高
潮

被
害
を
受
け
や
す
い
地
形
で
す
。
伊
勢
湾

は
湾
口
を
太
平
洋
に
面
す
る
と
と
も
に
、

南
北
に
細
長
い
形
状
を
し
て
い
る
の
で
、

伊
勢
湾
の
西
側
を
南
北
方
向
に
縦
断
す
る

台
風
に
よ
り
大
き
な
高
潮
が
発
生
し
や
す

く
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
発
生
の

伊
勢
湾
台
風
も
、
高
潮
と
強
風
に
よ
る
吹

き
寄
せ
な
ど
の
悪
条
件
が
重
な
っ
た
た

め
、
未
曾
有
の
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
の

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
大
き
な
高
潮
災
害
と
し

て
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
、
正
徳
四

（
一
七
一
四
）
年
、
亨
保
七
（
一
七
二

二
）
年
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
文

化
五
（
一
八
〇
八
）
年
と
安
政
二
（
一
八

〇
八
）
年
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
で
も
、

享
保
七
年
の
高
潮
災
害
は
、
伊
勢
湾
台
風

に
匹
敵
す
る
大
災
害
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
の
設
立

　
壊
滅
的
な
被
害
を
与
え
た
伊
勢
湾
台

風
の
応
急
復
旧
工
事
は
、
被
災
後
三
日

目
か
ら
始
ま
り
五
三
日
目
の
一
一
月
一

八
日
に
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

被
害
発
生
三
ヶ
月
後
の
一
二
月
、
政

府
は
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
の
激
し
さ
と

将
来
を
重
ん
じ
、
「
高
潮
対
策
事
業
に

関
す
る
特
別
措
置
法
」
な
ど
を
制
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
建
設
・
運

輸
・
農
林
な
ど
の
関
係
各
省
庁
と
学
識

経
験
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
勢
湾

等
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
の
協
議
会
は
、
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
が
、
海
岸
堤
防
・
干
拓
堤
防
・
防

波
堤
防
・
港
湾
並
び
に
漁
港
施
設
と
そ

れ
に
連
な
る
河
川
堤
防
な
ど
、
極
め
て

多
岐
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
施

設
を
統
一
し
た
基
準
で
復
旧
す
る
た
め

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
回
の
協
議

会
は
一
一
月
二
六
日
、
以
後
、
相
次
い

で
開
催
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
の
計
画

堤
防
高
を
決
め
る
な
ど
、
対
策
事
業
の

基
本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
復
旧
事
業
に
加
え
、
再
度
の
災
害

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
七
月

に
は
集
中
豪
雨
の
被
害
を
多
少
被
っ
た
も

の
の
、
昭
和
三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

覆
方
式
と
し
、
断
面
の
均
一
化
並
び

に
統
一
を
図
る
。

(

二
）
湾
曲
し
て
い
る
堤
防
は
、
で
き
る
か

ぎ
り
法
線
の
整
正
を
す
る
。

(

三
）
決
壊
ま
た
は
澪
止
め
し
た
区
域
、
川

裏
に
潮
遊
び
の
あ
る
箇
所
な
ど
の
弱

体
部
で
は
構
造
の
強
化
を
図
る
。

(

四
）
耐
震
、
地
盤
沈
下
、
圧
密
沈
下
な
ど

に
対
し
て
は
充
分
考
慮
す
る
。

(

五
）
将
来
、
堤
防
の
維
持
管
理
が
容
易
で

あ
る
構
造
と
す
る
。

(

六
）
継
目
構
造
は
特
に
入
念
に
施
工
し
、

堤
体
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
。

(

七
）
裏
込
材
料
の
吟
味
、
土
工
管
理
な
ど

を
特
に
注
意
し
、
堤
体
土
砂
の
容
積

変
化
を
防
ぐ
。

(

八
）
直
接
、
海
に
面
し
て
い
る
区
域
、
湾

曲
部
の
堤
防
、
前
面
の
深
掘
れ
区
域

な
ど
に
つ
い
て
は
波
力
の
減
殺
を
考

え
る
。

(

九
）
工
事
施
工
の
迅
速
、
低
廉
化
に
つ
い

て
は
充
分
考
慮
す
る
。

　

建
設
省
直
轄
海
岸
工
事

(

一
）
南
陽
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
る
築
堤
用
土
砂
の
採
取
を
行
い
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
矢
板
基
盤
工
と
表
護
岸
工
を
施

工
。
そ
の
後
、
順
次
工
事
を
進
め
、
昭
和

三
七
年
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
海
部
海
岸

　

昭
和
三
四
年
は
築
堤
と
資
材
運
搬
用
道

路
造
成
の
た
め
の
土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事

を
行
い
、
全
壊
部
と
そ
れ
に
接
続
す
る
部

（
川
越
）
〕
の
復
旧
に
と
ど
め
る
。

　
　
　

な
お
、
防
波
堤
内
に
包
含
さ
れ
る

地
域
（
南
陽
、
海
部
海
岸
）
は
前
述

を
計
画
高
T.P
＋
6.20
m
に
変
更
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
河
川
堤
防
構
造
計
画
基
本
方
針

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
図
２
に
示

す
通
り
で
あ
り
、
河
川
高
潮
区
域
の
河
川

堤
防
高
は
、
海
岸
堤
防
高
の
考
え
と
同
じ

で
、
計
画
潮
位
に
波
高
を
加
え
た
も
の
と

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
河
川
堤
防
と
し
て

計
画
上
考
慮
し
た
点
は
、
次
の
通
り
で

す
。

(

一
）
特
別
の
箇
所
以
外
は
築
堤
式
三
面
法

が
、
極
力
波
力
が
収
れ
ん
す
る
よ
う

な
法
線
は
避
け
る
。

(

四
）
樋
門
を
設
置
す
る
箇
所
に
つ
い
て
は

弱
点
と
な
ら
な
い
よ
う
強
固
な
構
造

と
し
、
前
後
の
堤
防
に
円
滑
に
取
り

つ
け
る
。

(

五
）
天
端
幅
は
6.0
m
程
度
と
す
る
。

(

六
）
堤
体
の
天
端
及
び
裏
法
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
の
被
覆
工
を
施
す
。

(

七
）
護
岸
の
水
密
生
を
保
つ
た
め
、
特
に

継
手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
し
、
か

つ
、
間
隙
水
圧
に
よ
る
揚
圧
力
に
対

し
て
は
継
ぎ
鉄
筋
を
考
慮
す
る
。

(

八
）
波
返
し
部
分
は
、
法
覆
工
の
最
上
部

に
曲
面
を
設
け
た
タ
イ
プ
で
軽
い
構

造
と
し
、
弾
性
支
床
上
の
は
り
構
造

と
し
て
計
画
波
圧
に
対
し
て
設
計
す

る
。

(

九
）
表
護
岸
基
礎
に
は
矢
板
（
鋼
ま
た
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
）
を
打
ち
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
す
。

　
海
岸
堤
防
の
計
画
堤
防
高

　

計
画
堤
防
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
点
の

背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤

防
法
線
の
局
地
的
特
性
及
び
前
面
の
海
底

地
形
あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
施
設
の
保
持

並
び
に
防
波
堤
の
効
果
の
諸
点
を
考
慮
し

て
定
め
る
こ
と
に
な
り
、
建
設
省
所
管
の

区
域
は
次
の
通
り
で
す
。

(

一
）
南
陽
、
海
部
、
木
曽
岬
、
川
越
（
一

線
堤
）
は
T.P
＋
7.50
m 

(

二
）
鍋
田
、
川
越
二
線
堤
は
、
農
林
省
所

管
一
線
堤
が
あ
る
の
で
、
原
形
高

〔
T.P
＋
5.0
m
（
鍋
田
）
T.P
＋
4.3
m

(

四
）
揖
斐
川
右
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
工
事
に
引
き
続
き
、

ポ
ン
プ
浚
渫
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
箇
所

の
緊
急
補
強
を
行
う
と
と
も
に
、
順
次
工

事
を
進
め
、
昭
和
三
七
年
に
は
城
南
排
水

機
場
の
改
築
と
取
付
堤
防
、
桑
名
堤
防
、

住
吉
堤
防
の
根
固
工
及
び
全
区
間
の
天
端

舗
装
な
ど
を
行
い
、
昭
和
三
八
年
全
工
事

を
完
了
。
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『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

工
事
を
完
了
。

(

六
）
城
南
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
本
復
旧
工
事
に
着
工

し
、
昭
和
三
六
年
に
完
成
。
揖
斐
川
右
岸

か
ら
町
屋
川
左
岸
の
災
害
復
旧
は
、
揖
斐

川
の
高
潮
区
間
と
し
て
施
工
。

(

七
）
川
越
海
岸
堤
防

　

当
初
、
三
重
県
が
着
工
し
た
が
、
昭
和

三
五
年
か
ら
は
建
設
省
直
轄
事
業
に
編
入

し
、
昭
和
三
七
年
全
工
事
を
完
了
。

　
建
設
省
直
轄
河
川
工
事

(

一
）
木
曽
川
左
岸
堤
防

　

応
急
仮
締
め
切
り
完
了
後
、
二
〇
万
ｔ

の
土
砂
採
取
に
着
工
、
以
後
順
次
工
事
を

行
い
、
引
堤
箇
所
の
加
路
戸
堤
防
と
家
屋

の
移
転
で
遅
れ
た
木
曽
岬
堤
防
を
復
旧

し
、
昭
和
三
八
年
度
に
全
工
事
を
完
了
。

(

二
）
木
曽
川
右
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
殿
名
第
一
・
同
第
二
・

葭
ヶ
須
・
横
満
蔵
・
松
陰
第
一
の
各
堤
防

を
一
斉
に
着
工
。
昭
和
三
七
年
度
は
、

鏡
ヶ
池
樋
門
と
の
取
付
け
や
県
道
・
町
道

等
へ
の
連
絡
坂
路
な
ど
を
施
工
し
、
昭
和

三
八
年
に
は
す
べ
て
完
了
。

(

三
）
揖
斐
・
長
良
川
左
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
、
都
羅
堤
防
・
伊
曽
島
第

一
堤
防
の
工
事
に
着
工
、
昭
和
三
七
年
度

に
は
伊
曽
島
・
松
ケ
島
堤
防
の
残
工
事
と

舗
装
工
事
を
完
了
し
、
昭
和
三
八
年
、
全

工
事
を
完
了
。

(

三
）
鍋
田
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
に
は
破
堤
箇
所
の
築
堤

土
砂
採
取
の
浚
渫
工
事
を
行
い
、
全
壊
部

分
を
重
点
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎

工
と
表
護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は

破
堤
箇
所
の
復
旧
工
事
を
完
了
。

(

四
）
木
曽
岬
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
ポ
ン
プ
式
浚
渫
船
に

よ
り
木
曽
川
河
口
部
で
築
堤
用
土
砂
採

出
、
運
搬
道
路
造
成
工
事
に
着
工
。
堤
防

工
事
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
基
礎
工
と
表

護
岸
を
施
工
。
昭
和
三
六
年
に
は
本
事
業

の
直
轄
施
工
の
海
岸
と
し
て
、
最
初
に
完

成
。

(

五
）
長
島
海
岸
堤
防

　

昭
和
三
四
年
度
は
、
全
壊
箇
所
を
重

点
的
に
着
工
し
、
深
掘
れ
箇
所
は
鋼
矢

板
基
礎
工
、
そ
の
他
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

矢
板
基
礎
工
と
し
、
昭
和
三
七
年
、
全

■ 工事中の沿岸堤防

■ 静けさをとりもどした長良川左岸

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ　
ま　
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そ 

さ
き
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と
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の 
め

よ
し  

が  

す　
　

  

よ
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ま
く 
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下
は
年
間
一
㎜
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の

記
録
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
濃
尾
大
地

震
（
一
八
九
一
）
や
東
南
海
地
震
（
一
九

四
四
〜
四
五
）
な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
状
況

　

高
度
経
済
成
長
計
画
を
政
府
が
発
表
し

た
の
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
翌
年
、
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に

わ
が
国
の
経
済
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
著

し
い
経
済
成
長
を
示
し
、
昭
和
四
二
年
に
は

国
民
総
生
産
が
世
界
三
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
市
を

中
心
と
し
た
都
市
化
、
工
業
化
が
進
み
、
昭

和
二
五
年
〜
五
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
、

中
京
工
業
地
帯
の
生
産
額
は
百
倍
近
く
飛

躍
、
名
古
屋
市
も
百
万
人
都
市
か
ら
二
百
万

人
都
市
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
業
化
の
進
展
を
背
景
に
、

濃
尾
平
野
の
豊
か
な
地
下
水
は
、
良
質
の

工
業
用
水
と
し
て
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
汲
み
上
げ
量
は
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
ま
で

川
河
道
に
沿
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
角
州
は
、
河
口
に
土
砂
が

堆
積
し
、
陸
化
し
た
地
域
で
、
近
世
に
な

る
と
、
洲
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て

輪
中
を
築
き
、
不
安
定
な
稲
作
農
業
地
帯

を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

干
拓
地
は
一
七
世
紀
以
降
、
三
角
州
に

続
く
海
面
を
、
新
田
開
発
を
目
的
に
干
陸

さ
れ
広
大
な
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

沖
積
層
で
形
成
さ
れ
た
濃
尾
平
野
は
、

良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
下
水
の
利
用
は
、
古

墳
時
代
前
期
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
お

り
、
木
曽
川
町
の
「
玉
ノ
井
冷
泉
」
な
ど

を
は
じ
め
、
各
地
に
井
戸
の
遺
構
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
開
発
と
水
の
確
保
、
こ
れ
は
農
業

を
主
力
産
業
と
す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
日

本
の
重
要
な
課
題
で
し
た
。
時
代
が
進
む

に
つ
れ
、
井
戸
や
た
め
池
、
大
規
模
な
用

水
の
整
備
な
ど
、
利
水
の
方
法
も
徐
々
に

高
度
化
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
は
古
墳
時
代
か

ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
沈

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
野
の
地
形
は
、
扇
状
地
、
自
然

堤
防
、
河
岸
砂
丘
、
三
角
州
、
干
拓
地
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
扇
状
地
は
、
木
曽
川
で

は
犬
山
市
を
扇
頂
と
し
て
半
径
約
一
二

㎞
、
面
積
約
一
〇
〇
㎢
に
達
す
る
も
の

で
、
こ
の
ほ
か
、
揖
斐
川
と
そ
の
支
流
根

尾
川
、
粕
川
な
ど
に
発
達
し
た
扇
状
地
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
堤
防
は
、
扇

状
地
の
末
端
か
ら

三
角
州
の
間
に
伸

び
る
河
沿
い
に
土
砂

が
堆
積
し
た
微
高

地
で
す
。
木
曽
川
左

岸
側
で
は
、
一
宮
、

萩
原
、
津
島
に
い
た

る
巡
見
街
道
筋
に

あ
る
も
の
と
、
起
、

祖
父
江
、
津
島
に
い

た
る
領
内
川
筋
に

あ
る
も
の
、
及
び
南

千
秋
、
国
府
宮
、
清

洲
を
経
て
西
枇
杷

島
に
あ
る
も
の
な

ど
、
か
つ
て
の
木
曽

　
濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
前
史

　

濃
尾
平
野
は
、
木
曽
三
川
と
庄
内
川
の

流
域
山
地
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
土
砂
が

堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で

す
。
そ
の
地
形
は
、
愛
知
県
犬
山
市
の

標
高
五
〇
m
か
ら
西
南
に
向
か
っ
て
順

次
低
く
な
り
、
最
低
は
〇
m
以
下
と

が
、
そ
の
後
の
沈
下
は
予
想
以
上
に
大
き

く
、
計
画
潮
位
よ
り
も
堤
防
が
低
い
区
間

が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
区
間
は
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
当
時
一
年

間
に
約
一
〇
㎝
の
地
盤
沈
下
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
で
、

大
部
分
の
高
潮
堤
防
が
計
画
潮
位
よ
り
低

く
な
り
、
伊
勢
湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
と

同
じ
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
四
九
年

度
ま
で
に
竣
工
し
て
い
た
前
小
段
は
五
．二

㎞
で
、
こ
の
よ
う
な
進
捗
で
は
、
全
区
間

を
完
成
さ
せ
る
に
は
今
後
三
〇
年
以
上
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

の
時
点
に
お
い
て
も
鎮
静
化
す
る
こ
と
な

く
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
安
全
度
を

回
復
さ
せ
る
た
め
、
全
高
潮
区
間
を
対
象

に
補
強
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

一
）
高
潮
堤
防
の
前
面
に
前
小
段
を
造
成

し
て
消
波
効
果
を
高
め
、
昭
和
三
七

年
程
度
の
治
水
機
能
を
回
復
す
る
。

(

二
）
さ
ら
に
堤
防
沈
下
が
進
み
治
水
機
能

が
低
下
し
た
場
合
、
そ
の
対
策
と
し

て
は
、
前
小
段
を
利
用
し
て
、
高
潮

堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
。

　
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
、
昭
和
四
四
年
か

ら
前
小
段
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
、
地
盤
沈
下
の
諸

現
象
が
目
に
見
え
て
現
れ
出
る
中
、
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
国
、
県
、
市
町

村
な
ど
の
関
係
各
機
関
、
及
び
学
識
経
験

者
に
よ
る
「
東
海
三
県
地
盤
沈
下
調
査

会
」
が
発
足
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
の

調
査
・
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
地
盤

沈
下
量
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年

頃
に
は
年
間
一
〜
二
㎝
と
減
少
し
、
現
在

で
は
一
㎝
以
下
と
沈
静
化
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
高
潮
堤
防
補
強
計
画
の
概
要

　

昭
和
三
七
年
、
伊
勢
湾
台
風
復
旧
事
業

と
し
て
完
成
し
た
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

も
、
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
大
き
く

沈
下
し
、
堤
防
の
治
水
機
能
が
著
し
く
低

下
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
当
時
は
、

昭
和
三
七
年
完
成
の
高
潮
堤
防
が
最
大
一
．

八
m
、
平
均
一
．〇
m
沈
下
し
て
お
り
、
そ

に
地
下
水
位
が
木
曽
川
下
流
部
で
一
〇
〜

二
〇
m
低
下
し
、
さ
ら
に
毎
年
、
一
m
以
上

低
下
す
る
状
況
で
し
た
。
濃
尾
平
野
北
部

に
あ
た
る
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
、
日
揚
水

量
一
二
〇
万
ト
ン
を
最
高
に
、
岐
阜
市
、
一

宮
市
な
ど
で
五
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
に
も

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
南
部
で
も
同

様
で
、
濃
尾
平
野
全
体
で
の
増
加
率
は
一

〇
年
前
の
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

地
下
水
位
の
低
下
は
、
次
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
、
地
盤
沈
下
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
下
水
を
含
む
砂
礫
層
は
、
粘
土
層
に

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
す

ぎ
る
と
、
砂
礫
層
内
の
水
圧
が
低
下
し

て
、
粘
土
層
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
よ
う
に

供
給
さ
れ
、
粘
土
層
は
失
っ
た
水
の
分
だ

け
、
体
積
が
減
っ
て
縮
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
現
象
は
圧
密
と
呼
ば
れ
、
一
度

起
こ
っ
た
圧
密
は
元
に
戻
ら
な
い
た
め
、

粘
土
層
の
縮
み
が
地
盤
沈
下
と
し
て
表
れ

ま
す
。

　

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下

は
、
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
著
し
い
の
は
濃
尾
平
野
南
部
の

木
曽
三
川
下
流
域
で
す
。
昭
和
三
六
年
〜

六
三
年
ま
で
の
累
積
沈
下
量
は
図
に
示
す

と
お
り
で
、
伊
勢
湾
台
風
時
に
約
一
八
五

㎢
で
あ
っ
た
ゼ
ロ
m
地
帯
の
面
積
が
昭
和

六
三
年
に
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
下
流
域
各
地
で
、
建
物
や
井

■ 濃尾平野の海面以下の地域及び昭和36年以降の累計沈下図

■ 河川堤防沈下量曲線図（木曽川左岸・揖斐川右岸）

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
伊
勢
湾
台
風
。

そ
の
被
害
の
復
旧
事
業
に
よ
り
、
昭
和
三
七
年
、
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

が
完
成
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
の
下
で
、
地
下

水
揚
水
に
起
因
す
る
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
、
高
潮
堤
防
は
大
き

く
沈
下
し
、
そ
の
機
能
も
低
下
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
四
年
よ
り
高
潮
堤
防
補
強
工
事
を
、
昭
和
五
〇
年

よ
り
、
高
潮
緊
急
堤
防
嵩
上
事
業
を
開
始
し
、
昭
和
六
三
年
に
完
成
。

現
在
は
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
六
節

　

し
た
が
っ
て
木
曽
川
高
潮
堤
防
は
、
全

区
間
に
お
い
て
前
小
段
の
も
つ
消
波
機
能

が
発
揮
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
改
修
計
画
、
前
小

段
造
成
に
続
い
て
高
潮
堤
防
嵩
上
げ
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
も
の

の
、
堤
防
の
沈
下
が
鎮
静
化
す
る
傾
向
に

な
い
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
考
え

て
、
ひ
と
ま
ず
、
緊
急
対
策
と
し
て
波
返

し
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
り
嵩
上
げ
を

実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を

図
る
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
五
〇
年
か
ら
実
施
さ

れ
、
効
果
的
な
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
し
た
が
っ
て
、

順
次
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

(

一
）
現
堤
防
が
計
画
潮
位
を
下
回
る
場
所

(

二
）
越
波
量
の
多
い
箇
所

(

三
）
地
盤
沈
下
の
大
き
い
場
所

　
よ
り
安
全
な
堤
防
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
高
潮
堤
防

緊
急
嵩
上
げ
工
事
は
、
総
工
費
約
六
六
億

円
と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和

六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補

強
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　

高
潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
堤
防
の
外

（
川
側
）
に
消
波
機
能
を
も
つ
小
段
を
設

け
、
さ
ら
に
こ
の
小
段
を
土
台
に
新
し
い

堤
防
を
築
き
上
げ
、
高
潮
や
波
浪
に
対
す

る
本
格
的
な
堤
防
を
築
造
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
に
は
膨
大
な
費
用
や
年
月

を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
は
一
日
も
早
い

完
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
高
潮
堤
』　
　
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
濃
尾
平
野
の
利
水
概
史
』

中
部
地
方
建
設
局
河
川
部
河
川
課

『
木
曽
川
水
系
農
業
利
水
誌
』

（
社
）
農
業
土
木
会

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
と

木
曽
三
川
高
潮
対
策
事
業

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
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『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
六
編 （Vol.30 1999 SPRIN

G

）
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鍋田干拓

0 5 10km

昭和 36年～平成 9年の
累積沈下量

大潮における平均干潮位の地盤高線
（TP－1.4m）

海抜ゼロメートルの地盤高線
（TP±0m）

大潮における平均満潮位の地盤高線
（TP＋1.2m）

単位：cm
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積
沈
下
量
（
m
）
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年度

木曽川左岸
揖斐川右岸
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-0.2k
-0.4k

▽1.50
▽0.50

1：30

（
1:1）

▽3.84

1：
1.5
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1.000.50

（約30m）

AS

DL＝-3.001：
1.5

T.P＋3.89m

T.P＋7.5mT.P＋7.0m
現在の堤防
　　（3面張り）

長 島 町

T.P＋4.0m

波返工
③

①

② 長 良 川

堤防補強および消波工
伊勢湾台風時の堤防（土堤）

伊勢湾台風時
実測高潮位

①緊急対策として波返し工の嵩上げ。
②現在の高潮堤防前面に前小段を造成して、
　消波効果を高めることによって、安全度を確保する。
③この前小段を利用して高潮防波堤を嵩上げする。

凡例

450

既設堤防天端

既設
堤防
護岸（1

：2
）

30
0

R＝
100
0

■ 高潮堤防補強工事（前小段）標準断面図

■ 高潮堤防緊急嵩上げの波返し工（パラペット）
 　中流部標準断面図

■ 高潮堤防補強施工順序図（河口部）
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下
は
年
間
一
㎜
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の

記
録
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
濃
尾
大
地

震
（
一
八
九
一
）
や
東
南
海
地
震
（
一
九

四
四
〜
四
五
）
な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
状
況

　

高
度
経
済
成
長
計
画
を
政
府
が
発
表
し

た
の
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
翌
年
、
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に

わ
が
国
の
経
済
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
著

し
い
経
済
成
長
を
示
し
、
昭
和
四
二
年
に
は

国
民
総
生
産
が
世
界
三
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
市
を

中
心
と
し
た
都
市
化
、
工
業
化
が
進
み
、
昭

和
二
五
年
〜
五
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
、

中
京
工
業
地
帯
の
生
産
額
は
百
倍
近
く
飛

躍
、
名
古
屋
市
も
百
万
人
都
市
か
ら
二
百
万

人
都
市
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
業
化
の
進
展
を
背
景
に
、

濃
尾
平
野
の
豊
か
な
地
下
水
は
、
良
質
の

工
業
用
水
と
し
て
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
汲
み
上
げ
量
は
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
ま
で

川
河
道
に
沿
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
角
州
は
、
河
口
に
土
砂
が

堆
積
し
、
陸
化
し
た
地
域
で
、
近
世
に
な

る
と
、
洲
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て

輪
中
を
築
き
、
不
安
定
な
稲
作
農
業
地
帯

を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

干
拓
地
は
一
七
世
紀
以
降
、
三
角
州
に

続
く
海
面
を
、
新
田
開
発
を
目
的
に
干
陸

さ
れ
広
大
な
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

沖
積
層
で
形
成
さ
れ
た
濃
尾
平
野
は
、

良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
下
水
の
利
用
は
、
古

墳
時
代
前
期
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
お

り
、
木
曽
川
町
の
「
玉
ノ
井
冷
泉
」
な
ど

を
は
じ
め
、
各
地
に
井
戸
の
遺
構
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
開
発
と
水
の
確
保
、
こ
れ
は
農
業

を
主
力
産
業
と
す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
日

本
の
重
要
な
課
題
で
し
た
。
時
代
が
進
む

に
つ
れ
、
井
戸
や
た
め
池
、
大
規
模
な
用

水
の
整
備
な
ど
、
利
水
の
方
法
も
徐
々
に

高
度
化
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
は
古
墳
時
代
か

ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
沈

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
野
の
地
形
は
、
扇
状
地
、
自
然

堤
防
、
河
岸
砂
丘
、
三
角
州
、
干
拓
地
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
扇
状
地
は
、
木
曽
川
で

は
犬
山
市
を
扇
頂
と
し
て
半
径
約
一
二

㎞
、
面
積
約
一
〇
〇
㎢
に
達
す
る
も
の

で
、
こ
の
ほ
か
、
揖
斐
川
と
そ
の
支
流
根

尾
川
、
粕
川
な
ど
に
発
達
し
た
扇
状
地
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
堤
防
は
、
扇

状
地
の
末
端
か
ら

三
角
州
の
間
に
伸

び
る
河
沿
い
に
土
砂

が
堆
積
し
た
微
高

地
で
す
。
木
曽
川
左

岸
側
で
は
、
一
宮
、

萩
原
、
津
島
に
い
た

る
巡
見
街
道
筋
に

あ
る
も
の
と
、
起
、

祖
父
江
、
津
島
に
い

た
る
領
内
川
筋
に

あ
る
も
の
、
及
び
南

千
秋
、
国
府
宮
、
清

洲
を
経
て
西
枇
杷

島
に
あ
る
も
の
な

ど
、
か
つ
て
の
木
曽

　
濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
前
史

　

濃
尾
平
野
は
、
木
曽
三
川
と
庄
内
川
の

流
域
山
地
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
土
砂
が

堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で

す
。
そ
の
地
形
は
、
愛
知
県
犬
山
市
の

標
高
五
〇
m
か
ら
西
南
に
向
か
っ
て
順

次
低
く
な
り
、
最
低
は
〇
m
以
下
と

が
、
そ
の
後
の
沈
下
は
予
想
以
上
に
大
き

く
、
計
画
潮
位
よ
り
も
堤
防
が
低
い
区
間

が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
区
間
は
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
当
時
一
年

間
に
約
一
〇
㎝
の
地
盤
沈
下
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
で
、

大
部
分
の
高
潮
堤
防
が
計
画
潮
位
よ
り
低

く
な
り
、
伊
勢
湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
と

同
じ
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
四
九
年

度
ま
で
に
竣
工
し
て
い
た
前
小
段
は
五
．二

㎞
で
、
こ
の
よ
う
な
進
捗
で
は
、
全
区
間

を
完
成
さ
せ
る
に
は
今
後
三
〇
年
以
上
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

の
時
点
に
お
い
て
も
鎮
静
化
す
る
こ
と
な

く
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
安
全
度
を

回
復
さ
せ
る
た
め
、
全
高
潮
区
間
を
対
象

に
補
強
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

一
）
高
潮
堤
防
の
前
面
に
前
小
段
を
造
成

し
て
消
波
効
果
を
高
め
、
昭
和
三
七

年
程
度
の
治
水
機
能
を
回
復
す
る
。

(

二
）
さ
ら
に
堤
防
沈
下
が
進
み
治
水
機
能

が
低
下
し
た
場
合
、
そ
の
対
策
と
し

て
は
、
前
小
段
を
利
用
し
て
、
高
潮

堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
。

　
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
、
昭
和
四
四
年
か

ら
前
小
段
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
、
地
盤
沈
下
の
諸

現
象
が
目
に
見
え
て
現
れ
出
る
中
、
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
国
、
県
、
市
町

村
な
ど
の
関
係
各
機
関
、
及
び
学
識
経
験

者
に
よ
る
「
東
海
三
県
地
盤
沈
下
調
査

会
」
が
発
足
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
の

調
査
・
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
地
盤

沈
下
量
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年

頃
に
は
年
間
一
〜
二
㎝
と
減
少
し
、
現
在

で
は
一
㎝
以
下
と
沈
静
化
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
高
潮
堤
防
補
強
計
画
の
概
要

　

昭
和
三
七
年
、
伊
勢
湾
台
風
復
旧
事
業

と
し
て
完
成
し
た
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

も
、
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
大
き
く

沈
下
し
、
堤
防
の
治
水
機
能
が
著
し
く
低

下
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
当
時
は
、

昭
和
三
七
年
完
成
の
高
潮
堤
防
が
最
大
一
．

八
m
、
平
均
一
．〇
m
沈
下
し
て
お
り
、
そ

に
地
下
水
位
が
木
曽
川
下
流
部
で
一
〇
〜

二
〇
m
低
下
し
、
さ
ら
に
毎
年
、
一
m
以
上

低
下
す
る
状
況
で
し
た
。
濃
尾
平
野
北
部

に
あ
た
る
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
、
日
揚
水

量
一
二
〇
万
ト
ン
を
最
高
に
、
岐
阜
市
、
一

宮
市
な
ど
で
五
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
に
も

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
南
部
で
も
同

様
で
、
濃
尾
平
野
全
体
で
の
増
加
率
は
一

〇
年
前
の
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

地
下
水
位
の
低
下
は
、
次
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
、
地
盤
沈
下
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
下
水
を
含
む
砂
礫
層
は
、
粘
土
層
に

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
す

ぎ
る
と
、
砂
礫
層
内
の
水
圧
が
低
下
し

て
、
粘
土
層
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
よ
う
に

供
給
さ
れ
、
粘
土
層
は
失
っ
た
水
の
分
だ

け
、
体
積
が
減
っ
て
縮
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
現
象
は
圧
密
と
呼
ば
れ
、
一
度

起
こ
っ
た
圧
密
は
元
に
戻
ら
な
い
た
め
、

粘
土
層
の
縮
み
が
地
盤
沈
下
と
し
て
表
れ

ま
す
。

　

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下

は
、
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
著
し
い
の
は
濃
尾
平
野
南
部
の

木
曽
三
川
下
流
域
で
す
。
昭
和
三
六
年
〜

六
三
年
ま
で
の
累
積
沈
下
量
は
図
に
示
す

と
お
り
で
、
伊
勢
湾
台
風
時
に
約
一
八
五

㎢
で
あ
っ
た
ゼ
ロ
m
地
帯
の
面
積
が
昭
和

六
三
年
に
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
下
流
域
各
地
で
、
建
物
や
井

■ 濃尾平野の海面以下の地域及び昭和36年以降の累計沈下図

■ 河川堤防沈下量曲線図（木曽川左岸・揖斐川右岸）

壊
滅
的
な
打
撃
を
与
え
た
伊
勢
湾
台
風
。

そ
の
被
害
の
復
旧
事
業
に
よ
り
、
昭
和
三
七
年
、
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

が
完
成
。
し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
代
の
高
度
経
済
成
長
の
下
で
、
地
下

水
揚
水
に
起
因
す
る
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
、
高
潮
堤
防
は
大
き

く
沈
下
し
、
そ
の
機
能
も
低
下
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
四
年
よ
り
高
潮
堤
防
補
強
工
事
を
、
昭
和
五
〇
年

よ
り
、
高
潮
緊
急
堤
防
嵩
上
事
業
を
開
始
し
、
昭
和
六
三
年
に
完
成
。

現
在
は
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
六
節

　

し
た
が
っ
て
木
曽
川
高
潮
堤
防
は
、
全

区
間
に
お
い
て
前
小
段
の
も
つ
消
波
機
能

が
発
揮
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
改
修
計
画
、
前
小

段
造
成
に
続
い
て
高
潮
堤
防
嵩
上
げ
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
も
の

の
、
堤
防
の
沈
下
が
鎮
静
化
す
る
傾
向
に

な
い
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
考
え

て
、
ひ
と
ま
ず
、
緊
急
対
策
と
し
て
波
返

し
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
り
嵩
上
げ
を

実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を

図
る
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
五
〇
年
か
ら
実
施
さ

れ
、
効
果
的
な
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
し
た
が
っ
て
、

順
次
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

(

一
）
現
堤
防
が
計
画
潮
位
を
下
回
る
場
所

(

二
）
越
波
量
の
多
い
箇
所

(

三
）
地
盤
沈
下
の
大
き
い
場
所

　
よ
り
安
全
な
堤
防
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
高
潮
堤
防

緊
急
嵩
上
げ
工
事
は
、
総
工
費
約
六
六
億

円
と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和

六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補

強
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　

高
潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
堤
防
の
外

（
川
側
）
に
消
波
機
能
を
も
つ
小
段
を
設

け
、
さ
ら
に
こ
の
小
段
を
土
台
に
新
し
い

堤
防
を
築
き
上
げ
、
高
潮
や
波
浪
に
対
す

る
本
格
的
な
堤
防
を
築
造
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
に
は
膨
大
な
費
用
や
年
月

を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
は
一
日
も
早
い

完
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
次
代
に
ひ
き
つ
ぐ
あ
の
教
訓
伊
勢
湾
台
風
』

伊
勢
湾
台
風
30
周
年
事
業
実
行
委
員
会

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
高
潮
堤
』　
　
　
建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
濃
尾
平
野
の
利
水
概
史
』

中
部
地
方
建
設
局
河
川
部
河
川
課

『
木
曽
川
水
系
農
業
利
水
誌
』

（
社
）
農
業
土
木
会

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
と

木
曽
三
川
高
潮
対
策
事
業

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
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考
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❋
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画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ
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、
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、
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、
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定
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こ
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が
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あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
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な
ど
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堤
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画
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高
潮
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な
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台
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潮
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伊
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台
風
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高
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す
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ら
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ま
し
た
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し
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台
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潮
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史
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現在の堤防
　　（3面張り）

長 島 町

T.P＋4.0m

波返工
③

①

② 長 良 川

堤防補強および消波工
伊勢湾台風時の堤防（土堤）

伊勢湾台風時
実測高潮位

①緊急対策として波返し工の嵩上げ。
②現在の高潮堤防前面に前小段を造成して、
　消波効果を高めることによって、安全度を確保する。
③この前小段を利用して高潮防波堤を嵩上げする。

凡例

450

既設堤防天端

既設
堤防
護岸（1

：2
）
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R＝
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0

■ 高潮堤防補強工事（前小段）標準断面図

■ 高潮堤防緊急嵩上げの波返し工（パラペット）
 　中流部標準断面図

■ 高潮堤防補強施工順序図（河口部）
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下
は
年
間
一
㎜
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の

記
録
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
濃
尾
大
地

震
（
一
八
九
一
）
や
東
南
海
地
震
（
一
九

四
四
〜
四
五
）
な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
状
況

　

高
度
経
済
成
長
計
画
を
政
府
が
発
表
し

た
の
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
翌
年
、
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に

わ
が
国
の
経
済
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
著

し
い
経
済
成
長
を
示
し
、
昭
和
四
二
年
に
は

国
民
総
生
産
が
世
界
三
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
市
を

中
心
と
し
た
都
市
化
、
工
業
化
が
進
み
、
昭

和
二
五
年
〜
五
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
、

中
京
工
業
地
帯
の
生
産
額
は
百
倍
近
く
飛

躍
、
名
古
屋
市
も
百
万
人
都
市
か
ら
二
百
万

人
都
市
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
業
化
の
進
展
を
背
景
に
、

濃
尾
平
野
の
豊
か
な
地
下
水
は
、
良
質
の

工
業
用
水
と
し
て
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
汲
み
上
げ
量
は
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
ま
で

川
河
道
に
沿
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
角
州
は
、
河
口
に
土
砂
が

堆
積
し
、
陸
化
し
た
地
域
で
、
近
世
に
な

る
と
、
洲
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て

輪
中
を
築
き
、
不
安
定
な
稲
作
農
業
地
帯

を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

干
拓
地
は
一
七
世
紀
以
降
、
三
角
州
に

続
く
海
面
を
、
新
田
開
発
を
目
的
に
干
陸

さ
れ
広
大
な
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

沖
積
層
で
形
成
さ
れ
た
濃
尾
平
野
は
、

良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
下
水
の
利
用
は
、
古

墳
時
代
前
期
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
お

り
、
木
曽
川
町
の
「
玉
ノ
井
冷
泉
」
な
ど

を
は
じ
め
、
各
地
に
井
戸
の
遺
構
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
開
発
と
水
の
確
保
、
こ
れ
は
農
業

を
主
力
産
業
と
す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
日

本
の
重
要
な
課
題
で
し
た
。
時
代
が
進
む

に
つ
れ
、
井
戸
や
た
め
池
、
大
規
模
な
用

水
の
整
備
な
ど
、
利
水
の
方
法
も
徐
々
に

高
度
化
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
は
古
墳
時
代
か

ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
沈

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
野
の
地
形
は
、
扇
状
地
、
自
然

堤
防
、
河
岸
砂
丘
、
三
角
州
、
干
拓
地
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
扇
状
地
は
、
木
曽
川
で

は
犬
山
市
を
扇
頂
と
し
て
半
径
約
一
二

㎞
、
面
積
約
一
〇
〇
㎢
に
達
す
る
も
の

で
、
こ
の
ほ
か
、
揖
斐
川
と
そ
の
支
流
根

尾
川
、
粕
川
な
ど
に
発
達
し
た
扇
状
地
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
堤
防
は
、
扇

状
地
の
末
端
か
ら

三
角
州
の
間
に
伸

び
る
河
沿
い
に
土
砂

が
堆
積
し
た
微
高

地
で
す
。
木
曽
川
左

岸
側
で
は
、
一
宮
、

萩
原
、
津
島
に
い
た

る
巡
見
街
道
筋
に

あ
る
も
の
と
、
起
、

祖
父
江
、
津
島
に
い

た
る
領
内
川
筋
に

あ
る
も
の
、
及
び
南

千
秋
、
国
府
宮
、
清

洲
を
経
て
西
枇
杷

島
に
あ
る
も
の
な

ど
、
か
つ
て
の
木
曽

　
濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
前
史

　

濃
尾
平
野
は
、
木
曽
三
川
と
庄
内
川
の

流
域
山
地
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
土
砂
が

堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で

す
。
そ
の
地
形
は
、
愛
知
県
犬
山
市
の

標
高
五
〇
m
か
ら
西
南
に
向
か
っ
て
順

次
低
く
な
り
、
最
低
は
〇
m
以
下
と

が
、
そ
の
後
の
沈
下
は
予
想
以
上
に
大
き

く
、
計
画
潮
位
よ
り
も
堤
防
が
低
い
区
間

が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
区
間
は
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
当
時
一
年

間
に
約
一
〇
㎝
の
地
盤
沈
下
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
で
、

大
部
分
の
高
潮
堤
防
が
計
画
潮
位
よ
り
低

く
な
り
、
伊
勢
湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
と

同
じ
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
四
九
年

度
ま
で
に
竣
工
し
て
い
た
前
小
段
は
五
．二

㎞
で
、
こ
の
よ
う
な
進
捗
で
は
、
全
区
間

を
完
成
さ
せ
る
に
は
今
後
三
〇
年
以
上
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

の
時
点
に
お
い
て
も
鎮
静
化
す
る
こ
と
な

く
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
安
全
度
を

回
復
さ
せ
る
た
め
、
全
高
潮
区
間
を
対
象

に
補
強
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

一
）
高
潮
堤
防
の
前
面
に
前
小
段
を
造
成

し
て
消
波
効
果
を
高
め
、
昭
和
三
七

年
程
度
の
治
水
機
能
を
回
復
す
る
。

(

二
）
さ
ら
に
堤
防
沈
下
が
進
み
治
水
機
能

が
低
下
し
た
場
合
、
そ
の
対
策
と
し

て
は
、
前
小
段
を
利
用
し
て
、
高
潮

堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
。

　
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
、
昭
和
四
四
年
か

ら
前
小
段
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
、
地
盤
沈
下
の
諸

現
象
が
目
に
見
え
て
現
れ
出
る
中
、
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
国
、
県
、
市
町

村
な
ど
の
関
係
各
機
関
、
及
び
学
識
経
験

者
に
よ
る
「
東
海
三
県
地
盤
沈
下
調
査

会
」
が
発
足
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
の

調
査
・
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
地
盤

沈
下
量
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年

頃
に
は
年
間
一
〜
二
㎝
と
減
少
し
、
現
在

で
は
一
㎝
以
下
と
沈
静
化
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
高
潮
堤
防
補
強
計
画
の
概
要

　

昭
和
三
七
年
、
伊
勢
湾
台
風
復
旧
事
業

と
し
て
完
成
し
た
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

も
、
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
大
き
く

沈
下
し
、
堤
防
の
治
水
機
能
が
著
し
く
低

下
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
当
時
は
、

昭
和
三
七
年
完
成
の
高
潮
堤
防
が
最
大
一
．

八
m
、
平
均
一
．〇
m
沈
下
し
て
お
り
、
そ

に
地
下
水
位
が
木
曽
川
下
流
部
で
一
〇
〜

二
〇
m
低
下
し
、
さ
ら
に
毎
年
、
一
m
以
上

低
下
す
る
状
況
で
し
た
。
濃
尾
平
野
北
部

に
あ
た
る
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
、
日
揚
水

量
一
二
〇
万
ト
ン
を
最
高
に
、
岐
阜
市
、
一

宮
市
な
ど
で
五
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
に
も

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
南
部
で
も
同

様
で
、
濃
尾
平
野
全
体
で
の
増
加
率
は
一

〇
年
前
の
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

地
下
水
位
の
低
下
は
、
次
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
、
地
盤
沈
下
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
下
水
を
含
む
砂
礫
層
は
、
粘
土
層
に

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
す

ぎ
る
と
、
砂
礫
層
内
の
水
圧
が
低
下
し

て
、
粘
土
層
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
よ
う
に

供
給
さ
れ
、
粘
土
層
は
失
っ
た
水
の
分
だ

け
、
体
積
が
減
っ
て
縮
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
現
象
は
圧
密
と
呼
ば
れ
、
一
度

起
こ
っ
た
圧
密
は
元
に
戻
ら
な
い
た
め
、

粘
土
層
の
縮
み
が
地
盤
沈
下
と
し
て
表
れ

ま
す
。

　

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下

は
、
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
著
し
い
の
は
濃
尾
平
野
南
部
の

木
曽
三
川
下
流
域
で
す
。
昭
和
三
六
年
〜

六
三
年
ま
で
の
累
積
沈
下
量
は
図
に
示
す

と
お
り
で
、
伊
勢
湾
台
風
時
に
約
一
八
五

㎢
で
あ
っ
た
ゼ
ロ
m
地
帯
の
面
積
が
昭
和

六
三
年
に
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
下
流
域
各
地
で
、
建
物
や
井

■ 木曽三川河口部のサンドポンプ船による仮締め切り位置

■ 高潮堤防設計条件の比較　　　　　　　

　

し
た
が
っ
て
木
曽
川
高
潮
堤
防
は
、
全

区
間
に
お
い
て
前
小
段
の
も
つ
消
波
機
能

が
発
揮
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
改
修
計
画
、
前
小

段
造
成
に
続
い
て
高
潮
堤
防
嵩
上
げ
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
も
の

の
、
堤
防
の
沈
下
が
鎮
静
化
す
る
傾
向
に

な
い
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
考
え

て
、
ひ
と
ま
ず
、
緊
急
対
策
と
し
て
波
返

し
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
り
嵩
上
げ
を

実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を

図
る
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
五
〇
年
か
ら
実
施
さ

れ
、
効
果
的
な
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
し
た
が
っ
て
、

順
次
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

(

一
）
現
堤
防
が
計
画
潮
位
を
下
回
る
場
所

(

二
）
越
波
量
の
多
い
箇
所

(

三
）
地
盤
沈
下
の
大
き
い
場
所

　
よ
り
安
全
な
堤
防
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
高
潮
堤
防

緊
急
嵩
上
げ
工
事
は
、
総
工
費
約
六
六
億

円
と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和

六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補

強
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　

高
潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
堤
防
の
外

（
川
側
）
に
消
波
機
能
を
も
つ
小
段
を
設

け
、
さ
ら
に
こ
の
小
段
を
土
台
に
新
し
い

堤
防
を
築
き
上
げ
、
高
潮
や
波
浪
に
対
す

る
本
格
的
な
堤
防
を
築
造
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
に
は
膨
大
な
費
用
や
年
月

を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
は
一
日
も
早
い

完
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋
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湾
台
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■ パラペット緊急嵩上げ工事

■ 揖斐川左岸高潮堤（前小段造成）

第
七
節

被
災
の
翌
日
か
ら
、
復
旧
に
む
け
た
工
事
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
始

ま
り
ま
し
た
。

一
日
で
も
早
く
湛
水
し
た
地
域
を
回
復
す
る
た
め
、
破
堤
し
た
海
岸
・

河
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

土
砂
な
ど
の
資
材
搬
入
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
に
は
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
で
川
底
の
土
砂
を
採
取
す
る
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

始
ま
っ
た
復
旧
工
事

―
 

急
が
れ
る
破
堤
口
の
仮
締
め
切
り ―

■ 破壊された三の丸樋門

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
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❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
記
録 

伊
勢
湾
台
風
第
四
編 （Vol.71 2009 SU
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下
は
年
間
一
㎜
程
度
で
あ
り
、
そ
の
後
の

記
録
と
し
て
明
ら
か
な
も
の
に
濃
尾
大
地

震
（
一
八
九
一
）
や
東
南
海
地
震
（
一
九

四
四
〜
四
五
）
な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
状
況

　

高
度
経
済
成
長
計
画
を
政
府
が
発
表
し

た
の
は
、
伊
勢
湾
台
風
の
翌
年
、
昭
和
三
五

（
一
九
六
〇
）
年
の
こ
と
で
す
が
、
す
で
に

わ
が
国
の
経
済
は
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
著

し
い
経
済
成
長
を
示
し
、
昭
和
四
二
年
に
は

国
民
総
生
産
が
世
界
三
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
中
部
地
方
で
は
名
古
屋
市
を

中
心
と
し
た
都
市
化
、
工
業
化
が
進
み
、
昭

和
二
五
年
〜
五
五
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
、

中
京
工
業
地
帯
の
生
産
額
は
百
倍
近
く
飛

躍
、
名
古
屋
市
も
百
万
人
都
市
か
ら
二
百
万

人
都
市
へ
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
業
化
の
進
展
を
背
景
に
、

濃
尾
平
野
の
豊
か
な
地
下
水
は
、
良
質
の

工
業
用
水
と
し
て
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
汲
み
上
げ
量
は
急
増
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
結
果
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
ま
で

川
河
道
に
沿
っ
た
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
角
州
は
、
河
口
に
土
砂
が

堆
積
し
、
陸
化
し
た
地
域
で
、
近
世
に
な

る
と
、
洲
の
周
囲
に
堤
防
を
め
ぐ
ら
し
て

輪
中
を
築
き
、
不
安
定
な
稲
作
農
業
地
帯

を
形
成
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

干
拓
地
は
一
七
世
紀
以
降
、
三
角
州
に

続
く
海
面
を
、
新
田
開
発
を
目
的
に
干
陸

さ
れ
広
大
な
地
域
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

沖
積
層
で
形
成
さ
れ
た
濃
尾
平
野
は
、

良
質
な
地
下
水
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
い
た

る
と
こ
ろ
で
地
下
水
が
湧
き
出
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
し
た
地
下
水
の
利
用
は
、
古

墳
時
代
前
期
頃
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
お

り
、
木
曽
川
町
の
「
玉
ノ
井
冷
泉
」
な
ど

を
は
じ
め
、
各
地
に
井
戸
の
遺
構
は
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
開
発
と
水
の
確
保
、
こ
れ
は
農
業

を
主
力
産
業
と
す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
日

本
の
重
要
な
課
題
で
し
た
。
時
代
が
進
む

に
つ
れ
、
井
戸
や
た
め
池
、
大
規
模
な
用

水
の
整
備
な
ど
、
利
水
の
方
法
も
徐
々
に

高
度
化
し
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
も
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
は
古
墳
時
代
か

ら
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
当
時
の
沈

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
平
野
の
地
形
は
、
扇
状
地
、
自
然

堤
防
、
河
岸
砂
丘
、
三
角
州
、
干
拓
地
に

区
分
さ
れ
ま
す
。
扇
状
地
は
、
木
曽
川
で

は
犬
山
市
を
扇
頂
と
し
て
半
径
約
一
二

㎞
、
面
積
約
一
〇
〇
㎢
に
達
す
る
も
の

で
、
こ
の
ほ
か
、
揖
斐
川
と
そ
の
支
流
根

尾
川
、
粕
川
な
ど
に
発
達
し
た
扇
状
地
が

み
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
堤
防
は
、
扇

状
地
の
末
端
か
ら

三
角
州
の
間
に
伸

び
る
河
沿
い
に
土
砂

が
堆
積
し
た
微
高

地
で
す
。
木
曽
川
左

岸
側
で
は
、
一
宮
、

萩
原
、
津
島
に
い
た

る
巡
見
街
道
筋
に

あ
る
も
の
と
、
起
、

祖
父
江
、
津
島
に
い

た
る
領
内
川
筋
に

あ
る
も
の
、
及
び
南

千
秋
、
国
府
宮
、
清

洲
を
経
て
西
枇
杷

島
に
あ
る
も
の
な

ど
、
か
つ
て
の
木
曽

　
濃
尾
平
野
の
地
盤
沈
下
前
史

　

濃
尾
平
野
は
、
木
曽
三
川
と
庄
内
川
の

流
域
山
地
か
ら
運
び
こ
ま
れ
た
土
砂
が

堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た
沖
積
平
野
で

す
。
そ
の
地
形
は
、
愛
知
県
犬
山
市
の

標
高
五
〇
m
か
ら
西
南
に
向
か
っ
て
順

次
低
く
な
り
、
最
低
は
〇
m
以
下
と

が
、
そ
の
後
の
沈
下
は
予
想
以
上
に
大
き

く
、
計
画
潮
位
よ
り
も
堤
防
が
低
い
区
間

が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
区
間
は
拡
大
し
つ

つ
あ
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
の
高
潮
区
間
は
、
当
時
一
年

間
に
約
一
〇
㎝
の
地
盤
沈
下
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
で
、

大
部
分
の
高
潮
堤
防
が
計
画
潮
位
よ
り
低

く
な
り
、
伊
勢
湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
と

同
じ
程
度
か
、
そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
昭
和
四
九
年

度
ま
で
に
竣
工
し
て
い
た
前
小
段
は
五
．二

㎞
で
、
こ
の
よ
う
な
進
捗
で
は
、
全
区
間

を
完
成
さ
せ
る
に
は
今
後
三
〇
年
以
上
を

必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

の
時
点
に
お
い
て
も
鎮
静
化
す
る
こ
と
な

く
進
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
安
全
度
を

回
復
さ
せ
る
た
め
、
全
高
潮
区
間
を
対
象

に
補
強
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

(

一
）
高
潮
堤
防
の
前
面
に
前
小
段
を
造
成

し
て
消
波
効
果
を
高
め
、
昭
和
三
七

年
程
度
の
治
水
機
能
を
回
復
す
る
。

(

二
）
さ
ら
に
堤
防
沈
下
が
進
み
治
水
機
能

が
低
下
し
た
場
合
、
そ
の
対
策
と
し

て
は
、
前
小
段
を
利
用
し
て
、
高
潮

堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
。

　
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画

　

高
潮
堤
防
の
補
強
は
、
昭
和
四
四
年
か

ら
前
小
段
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
、
地
盤
沈
下
の
諸

現
象
が
目
に
見
え
て
現
れ
出
る
中
、
昭
和

四
六
（
一
九
七
一
）
年
、
国
、
県
、
市
町

村
な
ど
の
関
係
各
機
関
、
及
び
学
識
経
験

者
に
よ
る
「
東
海
三
県
地
盤
沈
下
調
査

会
」
が
発
足
、
地
盤
沈
下
を
防
ぐ
た
め
の

調
査
・
研
究
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
対
策
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
地
盤

沈
下
量
は
、
昭
和
六
三
（
一
九
八
八
）
年

頃
に
は
年
間
一
〜
二
㎝
と
減
少
し
、
現
在

で
は
一
㎝
以
下
と
沈
静
化
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。

　
高
潮
堤
防
補
強
計
画
の
概
要

　

昭
和
三
七
年
、
伊
勢
湾
台
風
復
旧
事
業

と
し
て
完
成
し
た
木
曽
三
川
高
潮
堤
防

も
、
地
盤
沈
下
の
進
行
に
伴
っ
て
大
き
く

沈
下
し
、
堤
防
の
治
水
機
能
が
著
し
く
低

下
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
四
（
一
九
六
九
）
年
当
時
は
、

昭
和
三
七
年
完
成
の
高
潮
堤
防
が
最
大
一
．

八
m
、
平
均
一
．〇
m
沈
下
し
て
お
り
、
そ

に
地
下
水
位
が
木
曽
川
下
流
部
で
一
〇
〜

二
〇
m
低
下
し
、
さ
ら
に
毎
年
、
一
m
以
上

低
下
す
る
状
況
で
し
た
。
濃
尾
平
野
北
部

に
あ
た
る
岐
阜
県
大
垣
市
で
は
、
日
揚
水

量
一
二
〇
万
ト
ン
を
最
高
に
、
岐
阜
市
、
一

宮
市
な
ど
で
五
〇
〜
六
〇
万
ト
ン
に
も

な
っ
て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
南
部
で
も
同

様
で
、
濃
尾
平
野
全
体
で
の
増
加
率
は
一

〇
年
前
の
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

　
地
盤
沈
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

地
下
水
位
の
低
下
は
、
次
の
よ
う
な
過

程
を
経
て
、
地
盤
沈
下
を
発
生
さ
せ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
下
水
を
含
む
砂
礫
層
は
、
粘
土
層
に

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
は
さ
ま
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
す

ぎ
る
と
、
砂
礫
層
内
の
水
圧
が
低
下
し

て
、
粘
土
層
か
ら
絞
り
出
さ
れ
る
よ
う
に

供
給
さ
れ
、
粘
土
層
は
失
っ
た
水
の
分
だ

け
、
体
積
が
減
っ
て
縮
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
現
象
は
圧
密
と
呼
ば
れ
、
一
度

起
こ
っ
た
圧
密
は
元
に
戻
ら
な
い
た
め
、

粘
土
層
の
縮
み
が
地
盤
沈
下
と
し
て
表
れ

ま
す
。

　

地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
地
盤
沈
下

は
、
地
域
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
り
ま
す

が
、
特
に
著
し
い
の
は
濃
尾
平
野
南
部
の

木
曽
三
川
下
流
域
で
す
。
昭
和
三
六
年
〜

六
三
年
ま
で
の
累
積
沈
下
量
は
図
に
示
す

と
お
り
で
、
伊
勢
湾
台
風
時
に
約
一
八
五

㎢
で
あ
っ
た
ゼ
ロ
m
地
帯
の
面
積
が
昭
和

六
三
年
に
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
下
流
域
各
地
で
、
建
物
や
井

■ 木曽三川河口部のサンドポンプ船による仮締め切り位置

■ 高潮堤防設計条件の比較　　　　　　　

　

し
た
が
っ
て
木
曽
川
高
潮
堤
防
は
、
全

区
間
に
お
い
て
前
小
段
の
も
つ
消
波
機
能

が
発
揮
さ
れ
な
い
ま
ま
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
本
来
の
改
修
計
画
、
前
小

段
造
成
に
続
い
て
高
潮
堤
防
嵩
上
げ
工
事

を
実
施
す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
も
の

の
、
堤
防
の
沈
下
が
鎮
静
化
す
る
傾
向
に

な
い
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
考
え

て
、
ひ
と
ま
ず
、
緊
急
対
策
と
し
て
波
返

し
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
り
嵩
上
げ
を

実
施
し
、
早
期
に
治
水
安
全
度
の
向
上
を

図
る
緊
急
嵩
上
げ
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
昭
和
五
〇
年
か
ら
実
施
さ

れ
、
効
果
的
な
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
し
た
が
っ
て
、

順
次
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

(

一
）
現
堤
防
が
計
画
潮
位
を
下
回
る
場
所

(

二
）
越
波
量
の
多
い
箇
所

(

三
）
地
盤
沈
下
の
大
き
い
場
所

　
よ
り
安
全
な
堤
防
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
高
潮
堤
防

緊
急
嵩
上
げ
工
事
は
、
総
工
費
約
六
六
億

円
と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和

六
三
（
一
九
八
八
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
は
あ
く
ま
で
緊
急

対
策
で
あ
り
、
本
格
的
な
高
潮
堤
防
の
補

強
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。

　

高
潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
堤
防
の
外

（
川
側
）
に
消
波
機
能
を
も
つ
小
段
を
設

け
、
さ
ら
に
こ
の
小
段
を
土
台
に
新
し
い

堤
防
を
築
き
上
げ
、
高
潮
や
波
浪
に
対
す

る
本
格
的
な
堤
防
を
築
造
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
事
業
に
は
膨
大
な
費
用
や
年
月

を
要
し
ま
す
が
、
建
設
省
は
一
日
も
早
い

完
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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第
七
節

被
災
の
翌
日
か
ら
、
復
旧
に
む
け
た
工
事
が
官
民
一
体
と
な
っ
て
始

ま
り
ま
し
た
。

一
日
で
も
早
く
湛
水
し
た
地
域
を
回
復
す
る
た
め
、
破
堤
し
た
海
岸
・

河
川
堤
防
の
仮
締
め
切
り
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

土
砂
な
ど
の
資
材
搬
入
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
工
事
に
は
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
で
川
底
の
土
砂
を
採
取
す
る
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

始
ま
っ
た
復
旧
工
事

―
 

急
が
れ
る
破
堤
口
の
仮
締
め
切
り ―

■ 破壊された三の丸樋門

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

歴
史
記
録 
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

■ サンドポンプ船「若葉丸」

■ 13号当時の復旧断面

■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り11月13日の状況

■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り状況② ■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り状況①

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

■ 揖斐川左岸白鶏地先の最終締め切り地点付近の現況

■ 揖斐川左岸白鶏地先に再建された記念碑と伊勢湾台風記念館 ■ 木曽川左岸木曽岬輪中の最終締め切り記念碑

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
っ
け
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

■ サンドポンプ船「若葉丸」

■ 13号当時の復旧断面

■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り11月13日の状況

■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り状況② ■ 揖斐川左岸白鶏地先の仮締め切り状況①

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
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『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

■ 揖斐川左岸白鶏地先の最終締め切り地点付近の現況

■ 揖斐川左岸白鶏地先に再建された記念碑と伊勢湾台風記念館 ■ 木曽川左岸木曽岬輪中の最終締め切り記念碑

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
っ
け
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な
復
旧
工

事
と
と
も
に
、
河
川
堤
防
に
も
高
潮
区
間
が
設
定
さ
れ
、

高
潮
堤
防
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
堤
防
機
能
が
低
下

し
た
た
め
新
た
な
補
強
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

三
箇
年
で
完
成
し
た
高
潮
堤
防
と

地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
機
能
の
低
下

第
八
節

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 海岸の位置

■ 完成した城南海岸堤防（昭和37年）

■ 河川高潮堤防区間平面図

■ 河川高潮堤防区間縦断図

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

■ 海岸堤防の標準断面図

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

歴
史
記
録 
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な
復
旧
工

事
と
と
も
に
、
河
川
堤
防
に
も
高
潮
区
間
が
設
定
さ
れ
、

高
潮
堤
防
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
堤
防
機
能
が
低
下

し
た
た
め
新
た
な
補
強
工
事
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

三
箇
年
で
完
成
し
た
高
潮
堤
防
と

地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
機
能
の
低
下

第
八
節

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 海岸の位置

■ 完成した城南海岸堤防（昭和37年）

■ 河川高潮堤防区間平面図

■ 河川高潮堤防区間縦断図

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

■ 海岸堤防の標準断面図

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

歴
史
記
録 
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 伊勢湾台風直後の鍋田川河口の状況

■ 牧田川根古地の復旧状況

■ 長島海岸堤防の現況

■ 仮設ポンプによる排水作業

■ 河川高潮堤防断面図

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ 復旧後の鍋田川の中央部付近（左側木曽岬村、右側弥富町）

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

　
　
　
　

な
な
ご
う

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ね    

こ   

じ

木
曽
川
派
川
の
鍋
田
川
締
め
切
り
工
事
の
思
い
出

伊勢湾台風災害

木
曽
岬
町
長

（一九
九
二
年
当
時
）

岡
村 

好
友

　

私
ど
も
木
曽
岬
町
は
三
重
・
愛
知
の
県
境
に
位
置

し
、
木
曽
川
河
口
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
古
来
よ
り
洪
水
と
の
闘
い
で

あ
っ
た
と
村
史
に
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
当
時
木
曽
岬
村
で
あ
り
ま
し
た
当
町

の
被
害
は
、
周
囲
の
木
曽
川
お
よ
び
鍋
田
川
堤
防
が
九
箇
所
で
二
七
六
五
m
に
わ
た
っ
て

決
潰
、一
瞬
の
う
ち
に
全
村
水
没
し
全
世
帯
が
罹
災
い
た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
台

風
に
よ
る
死
者
は
当
時
の
人
口
の
約
一
〇
％
の
三
二
八
人
、
家
屋
の
流
失
・
全
壊
は
五
八
五

戸
中
二
六
六
戸
の
多
さ
に
達
す
る
と
共
に
、
五
三
日
の
長
期
に
わ
た
り
水
没
し
、
ま
さ
に

潰
滅
の
状
態
で
し
た
。

　

た
ま
た
ま
国
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
災
害
復
旧
工
事
を
推
進
さ
れ
る
段
階
で
、
兼
ね
て

か
ら
計
画
さ
れ
な
が
ら
関
係
住
民
の
反
対
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
木
曽
川
派
川
の
鍋
田
川

改
修
計
画
を
伊
勢
湾
高
潮
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
省
直
轄
工
事
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
木
曽
川
分
派
点
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
が
、
鍋
田
川
左

右
岸
堤
防
復
旧
と
河
口
締
め
切
り
堤
防
工
事
は
当
時
新
設
さ
れ
た
愛
知
工
事
事
務
所
に

よ
り
応
急
復
旧
工
事
を
含
め
昭
和
三
四
年
一
〇
月
か
ら
施
工
、
鍋
田
川
改
修
関
連
事
業
が

昭
和
三
八
年
三
月
、
三
重
・
愛
知
県
境
問
題
に
関
連
し
て
両
県
が
委
託
し
た
下
流
部
土
地

造
成
事
業
が
昭
和
四
六
年
三
月
に
竣
工
し
今
日
の
形
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
顧
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
こ
の
締
め
切
り
工
事
に
伴
い
古
来
か
ら
孤
島
で
あ
っ
た
私
ど

も
の
町
が
隣
町
の
愛
知
県
弥
富
町
と
地
続
き
と
な
り
、
ま
た
、
三
本
の
堤
防
が
木
曽
川
本

堤
の
一
本
と
な
り
国
全
体
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
工
事
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
木
曽
川
引
堤
に
よ
り
私
ど
も
木
曽
岬
に
は
引
堤
幅
一
七
〇
m
、
潰
地
一
六
七
千
㎢
、
移

転
戸
数
四
七
戸
に
及
ぶ
関
係
住
民
の
犠
牲
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
防
対
策

か
ら
見
れ
ば
非
常
に
大
き
な
効
果
の
あ
る
工
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国
・
県

に
お
か
れ
て
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
潤
い
の
あ

る
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
先
見
の
明
を
も
っ
て
諸

事
業
を
推
進
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

木
曽
岬
町
長　

岡
村　

好
友

大
正
一
四
年
六
月
一
一
日
生

昭
和
三
七
年
四
月　

総
務
民
政
課
長

昭
和
三
九
年
六
月　

木
曽
岬
村
助
役

昭
和
四
二
年
五
月　

木
曽
岬
村
長

平
成
元
年
五
月　

町
制
施
工
に
よ
り
木
曽
岬
町
長
と

な
り
現
在
に
至
る

T
alk&

talk
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 伊勢湾台風直後の鍋田川河口の状況

■ 牧田川根古地の復旧状況

■ 長島海岸堤防の現況

■ 仮設ポンプによる排水作業

■ 河川高潮堤防断面図

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
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『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ 復旧後の鍋田川の中央部付近（左側木曽岬村、右側弥富町）

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

　
　
　
　

な
な
ご
う

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ね    

こ   

じ

木
曽
川
派
川
の
鍋
田
川
締
め
切
り
工
事
の
思
い
出

伊勢湾台風災害

木
曽
岬
町
長

（一九
九
二
年
当
時
）

岡
村 

好
友

　

私
ど
も
木
曽
岬
町
は
三
重
・
愛
知
の
県
境
に
位
置

し
、
木
曽
川
河
口
に
造
成
さ
れ
た
土
地
で
あ
り
ま

す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
古
来
よ
り
洪
水
と
の
闘
い
で

あ
っ
た
と
村
史
に
記
述
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

と
り
わ
け
昭
和
三
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
よ
り
、
当
時
木
曽
岬
村
で
あ
り
ま
し
た
当
町

の
被
害
は
、
周
囲
の
木
曽
川
お
よ
び
鍋
田
川
堤
防
が
九
箇
所
で
二
七
六
五
m
に
わ
た
っ
て

決
潰
、一
瞬
の
う
ち
に
全
村
水
没
し
全
世
帯
が
罹
災
い
た
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
台

風
に
よ
る
死
者
は
当
時
の
人
口
の
約
一
〇
％
の
三
二
八
人
、
家
屋
の
流
失
・
全
壊
は
五
八
五

戸
中
二
六
六
戸
の
多
さ
に
達
す
る
と
共
に
、
五
三
日
の
長
期
に
わ
た
り
水
没
し
、
ま
さ
に

潰
滅
の
状
態
で
し
た
。

　

た
ま
た
ま
国
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
災
害
復
旧
工
事
を
推
進
さ
れ
る
段
階
で
、
兼
ね
て

か
ら
計
画
さ
れ
な
が
ら
関
係
住
民
の
反
対
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
木
曽
川
派
川
の
鍋
田
川

改
修
計
画
を
伊
勢
湾
高
潮
対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
建
設
省
直
轄
工
事
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
、
木
曽
川
分
派
点
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
が
、
鍋
田
川
左

右
岸
堤
防
復
旧
と
河
口
締
め
切
り
堤
防
工
事
は
当
時
新
設
さ
れ
た
愛
知
工
事
事
務
所
に

よ
り
応
急
復
旧
工
事
を
含
め
昭
和
三
四
年
一
〇
月
か
ら
施
工
、
鍋
田
川
改
修
関
連
事
業
が

昭
和
三
八
年
三
月
、
三
重
・
愛
知
県
境
問
題
に
関
連
し
て
両
県
が
委
託
し
た
下
流
部
土
地

造
成
事
業
が
昭
和
四
六
年
三
月
に
竣
工
し
今
日
の
形
体
と
な
り
ま
し
た
。

　

回
顧
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
こ
の
締
め
切
り
工
事
に
伴
い
古
来
か
ら
孤
島
で
あ
っ
た
私
ど

も
の
町
が
隣
町
の
愛
知
県
弥
富
町
と
地
続
き
と
な
り
、
ま
た
、
三
本
の
堤
防
が
木
曽
川
本

堤
の
一
本
と
な
り
国
全
体
か
ら
見
れ
ば
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
工
事
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
木
曽
川
引
堤
に
よ
り
私
ど
も
木
曽
岬
に
は
引
堤
幅
一
七
〇
m
、
潰
地
一
六
七
千
㎢
、
移

転
戸
数
四
七
戸
に
及
ぶ
関
係
住
民
の
犠
牲
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
水
防
対
策

か
ら
見
れ
ば
非
常
に
大
き
な
効
果
の
あ
る
工
事
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
国
・
県

に
お
か
れ
て
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
潤
い
の
あ

る
生
活
が
送
れ
ま
す
よ
う
先
見
の
明
を
も
っ
て
諸

事
業
を
推
進
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
し
ま
す
。

木
曽
岬
町
長　

岡
村　

好
友

大
正
一
四
年
六
月
一
一
日
生

昭
和
三
七
年
四
月　

総
務
民
政
課
長

昭
和
三
九
年
六
月　

木
曽
岬
村
助
役

昭
和
四
二
年
五
月　

木
曽
岬
村
長

平
成
元
年
五
月　

町
制
施
工
に
よ
り
木
曽
岬
町
長
と

な
り
現
在
に
至
る

T
alk&

talk

（V
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 「地盤沈下を防ごう」桑名市長島町内

■ 前小段による高潮堤補強計画

■ 河口部の地盤沈下状況

■ 完成した伊曽島付近の河川高潮堤防（昭和37年）

■ 昭和36年以降平成20年度までの累積沈下量等量線図（単位：cm）

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ 高潮堤防補強計画

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

■ 「地盤沈下を防ごう」桑名市長島町内

■ 前小段による高潮堤補強計画

■ 河口部の地盤沈下状況

■ 完成した伊曽島付近の河川高潮堤防（昭和37年）

■ 昭和36年以降平成20年度までの累積沈下量等量線図（単位：cm）

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ 高潮堤防補強計画

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

と  

ら

　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　

か
み  

の　

わ

　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

さ
く
ぼ
う
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ パラペット嵩上の完成部分（昭和54年）

■ 前小段補強の完成状況

■ 城南海岸堤防の現況

■ 高潮堤防補強工の完成区間

■ パラペットによる緊急嵩上

■ 過去における台風による高潮の記録

第
九
節

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

伊
勢
湾
等

　
　

高
潮
対
策
事
業

(

昭
和
三
四
年
一
二
月
三
日
法
律
第
一
七
二
号
）

黒田　晃 氏
（1998年当時）

プロフィール

桑名市出身
大正13年1月29日生
現 日本工営（株）取締役会長
〃 社団法人雨水貯留浸透
 技術協会 会長
〃 財団法人道路
 保全技術センター 理事
〃 社団法人日本大ダム会議 理事
〃 国際大ダム会議国際
 河川分科会委員
元　木曽川下流工事事務所
 副所長
〃 中部地方建設局 局長
〃 北海道開発庁 事務次官
〃 社団法人建設コンサルタンツ
 協会　会長
〃 社団法人日本大ダム会議 会長

2～2.5
2.3
約3.0
3.1
2.0以上
2.4
3.6

有明海
東京湾
有明海
大阪湾
鹿児島湾
大阪湾
伊勢湾

大正  3年8月29日
6年10月1日

昭和  2年9月13日
9年9月21日
20年9月17日
25年9月 3 日
34年9月26日

発生年月日 発生場所 最大気象潮（m）

揖斐川
〃
〃
〃
〃
〃

木曽川
〃
〃
〃
〃

長 田 丸
大 興 丸
　一宝津丸
迎 録 丸
大 栄 丸
香 取 丸
児 島 丸
長 島 丸
　二末広丸
鶴 見 丸
筑 紫 丸

電　　動
〃
〃
〃

ディーゼル
〃

電　　動
〃
〃
〃

ディーゼル

船　　名 作業地 動　力
600
1000
〃
〃
1350
200
1000
1200
750
700
200

馬力HP
木曽川
四日市
〃

四　国
大　阪
四　国
木曽川
四　国
横　浜
〃

四　国

所在地

10月14日
10月 9 日

10月 5 日

10月 9 日
10月14日
10月15日
10月11日

出航日
10月 5 日
10月14日
10月 9 日

 
10月10日

10月15日
10月15日
10月18日
10月25日
10月16日

現地到達
■ 木曽川下流工事事務所関係浚渫船一覧表
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激
し
く
、
湛
水
面
積
に
対
す
る
破
堤
口

延
長
の
比
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
そ
の

流
速
は
大
き
く
な
り
、
締
め
切
り
の
困

難
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
潮
汐
の
影
響
を
受
け
る

所
で
の
仮
締
め
切
り
は
、
潮
汐
の
変
動

の
少
な
い
小
潮
時
に
、
大
量
の
土
石
な

ど
を
投
げ
入
れ
て
一
気
に
閉
塞
し
ま
す

が
、
木
曽
三
川

河
口
部
で
は
、

破
堤
箇
所
が
多

く
、
道
路
も
水

没
し
て
い
る
た

め
、
大
量
の
土

砂
や
資
材
等
の

陸
上
輸
送
が
不

可
能
で
し
た
。

　

ま
た
、
破
堤

口
の
周
辺
に

は
、
大
量
の
土

砂
を
採
取
で
き

る
場
所
は
河
川

敷
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現

連
法
案
を
成
立
さ
せ
て
復
興
対
策
を
促
進

さ
せ
ま
し
た
。

　

対
策
本
部
で
は
、
「
締
め
切
り
排
水
小

委
員
会
」
「
災
害
救
助
小
委
員
会
」
「
住

宅
小
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
機
関
の
行

う
緊
急
対
策
の
連
絡
調
整
に
つ
と
め
ま
し

た
が
、
各
被
災
地
に
共
通
す
る
課
題
は
、

湛
水
を
排
除
し
て
従
来
の
生
活
環
境
に
復

す
る
こ
と
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
破
堤
口

の
仮
締
め
切
り
を
一
日
も
早
く
完
成
す
る

こ
と
が
熱
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
仮
締
め
切
り
工
法

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
伊
勢
湾
周
辺
の

海
岸
お
よ
び
河
川
堤
防
の
破
堤
箇
所

は
、
二
二
〇
箇
所
で
、
そ
の
延
長
は
約

三
三
㎞
に
及
び
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
二
六
箇
所
が
破

堤
し
て
い
ま
し
た
。

　

破
堤
口
か
ら
流
れ
込
ん
だ
海
水
は
、

住
居
や
耕
地
の
全
て
を
水
没
さ
せ
、
潮

汐
の
変
動
に
よ
っ
て
、
そ
の
水
深
は

刻
々
変
化
し
海
域
と
同
様
な
状
態
と
な

り
ま
し
た
。
潮
汐
の
変
動
に
伴
っ
て
破

堤
口
か
ら
出
入
り
す
る
海
水
の
流
れ
は

度
品
や
書
類

な
ど
が
散
乱

し
手
が
つ
け

ら
れ
な
い
よ

う
な
状
態
で

し
た
が
、
そ

の
中
で
災
害

復
旧
へ
の
態

勢
が
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

二
八
日
に

は
、
近
隣
の

事
務
所
か
ら
の
応
援
態
勢
が
決
定
し
、
被

災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
航
空
写
真
の

撮
影
が
行
わ
れ
、
二
九
日
に
は
、
国
と
県

と
の
復
旧
工
事
の
区
域
分
担
が
定
め
ら

れ
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
災
害
復
旧
工
事

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
政
府
に
お
い
て
も
二
九
日
に
は
、

当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
氏
を
本
部
長
と

す
る
「
中
日
本
災
害
対
策
本
部
」
を
名
古

屋
市
内
に
立
ち
上
げ
、
災
害
対
策
に
万
全

を
期
す
と
と
も
に
、
一
〇
月
二
六
日
に
は

第
三
三
回
臨
時
国
会
を
召
集
し
、
災
害
対

策
と
こ
れ
に
関
す
る
補
正
予
算
お
よ
び
関

　
再
度
災
害
の
防
止
へ
向
け
た
復
旧
へ

　
悪
夢
の
よ
う
な
一
夜
が
あ
け
た
九
月
二

七
日
、
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
の
下
流
揖
斐

川
右
岸
の
桜
堤
防
の
外
側
に
あ
っ
た
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
は
、
高
潮
に
よ
っ
て

敷
地
が
え
ぐ
ら
れ
倉
庫
や
車
庫
な
ど
の
付

属
棟
が
流
失
・
半
壊
し
た
も
の
の
、
事
務

所
本
体
は
何
と
か
持
ち
こ
た
え
て
い
ま
し

た
。
事
務
室
内
は
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
や
調

よ
び
波
高
が
計
算
さ
れ
て
、
こ
れ
に
対
応

す
る
河
川
堤
防
高
さ
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ

と
洪
水
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
堤
防
高

さ
の
い
ず
れ
か
高
い
方
が
、
そ
の
地
点
の

堤
防
高
さ
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
は
、
河
口
で
は
海
岸
堤
防
と

同
じ
く
堤
防
天
端
の
高
さ
を
標
高
七
．五

〇
m
と
し
、
上
流
に
向
か
う
に
従
い
〇
．

五
m
づ
つ
高
さ
を
低
く
し
、
木
曽
川
で
は

五
．四
㎞
付
近
、
揖
斐
・
長
良
川
で
は
JR

関
西
線
橋
梁
付
近
で
洪
水
に
よ
り
定
ま
る

堤
防
の
高
さ
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

旧
計
画
堤
防
を
完
成
さ
せ
る
。

と
し
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
へ
も
高
潮
区
間
を
設
定

　

高
潮
は
、
河
川
を
遡
上
す
る
に
従
い
潮

位
は
上
昇
し
、
波
高
は
上
流
に
行
く
に
し

た
が
い
減
衰
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
洪
水

の
み
を
対
象
と
し
た
堤
防
高
さ
で
は
、
高

潮
を
防
ぐ
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

従
っ
て
、
新
し
い
河
川
堤
防
の
高
さ

は
、
「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
に
よ

る
海
岸
堤
防
構
造
の
基
本
方
針
を
受
け
て

検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
口
か
ら
上
流
へ
向
か
っ
て
、
潮
位
お

さ
れ
、
そ
の
延
長
は
約
一
四
㎞
、
完
成
は

昭
和
三
七
年
度
と
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
は
、
破
堤
箇
所
の
堤
防
高
を

伊
勢
湾
台
風
時
の
潮
位
、
標
高
三
．五
m
ま

で
に
復
旧
す
る
こ
と
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し

た
が
、
全
体
的
な
工
事
の
目
標
を
、

①　

昭
和
三
五
年
の
台
風
期
ま
で
に
は
、
全

区
間
で
被

災
前
の
堤

防
高
さ
ま

で
に
復
旧

さ
せ
る
。

②　

昭
和
三

六
年
の
台

風
期
ま
で

に
は
、
全

区
間
に
わ

た
っ
て
、

表
護
岸
工

を
波
返
し

高
さ
ま
で

完
成
さ
せ

る
。

③　

昭
和
三

七
年
七
月

ま
で
に
復

　
全
力
あ
げ
て
復
旧
へ

　
仮
締
め
切
り
の
完
成
を
ま
っ
て
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
海
岸
堤
防
の
本
格
的
な

復
旧
工
事
が
関
係
機
関
に
よ
っ
て
着
手
さ

れ
ま
し
た
が
、

復
旧
す
べ
き
海

岸
堤
防
の
延
長

は
、
愛
知
県
で

約
二
二
二
㎞
、

三
重
県
で
約
二

一
二
㎞
に
及
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
復
旧
工

事
の
う
ち
、
木

曽
三
川
河
口
周

辺
の
愛
知
県
側

の
南
陽
海
岸
・

海
部
海
岸
・
鍋

田
海
岸
、
三
重

県
側
の
木
曽
岬

海
岸
・
長
島
海

岸
・
城
南
海

岸
・
川
越
海
岸

は
国
の
直
轄
工

事
と
し
て
実
施

を
完
了
し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
と
と
も

に
、
破
堤
部
の
堤
防
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
復
旧
工

事
を
完
了
し
ま
し
た
。

　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

　　

一
〇
月
七
日
、
長
島
町
へ
の
送
電
線

が
復
旧
し
、
一
四
日
に
は
被
害
が
軽
微

な
家
屋
で
は
点
灯
が
始
ま
り
、
一
〇
月

二
四
日
か
ら
排
水
が
開
始
さ
れ
た
長
島

町
北
部
で
も
、
一
一
月
三
日
に
は
宅
地

の
土
が
顔
を
見
せ
始
め
、
電
灯
が
点
り

は
じ
め
ま
し
た
。

　

内
陸
の
岐
阜
県
で
は
、
九
月
三
〇
日

に
は
県
下
の
主
要
市
街
地
へ
は
、
送
電

機
能
が
回
復
し
、
一
〇
月
六
日
に
は
、

水
没
し
て
い
る
根
古
地
地
区
を
除
き
全

県
下
の
電
力
が
復
旧
し
、
根
古
地
地
区

で
も
一
〇
月
二
一
日
に
通
電
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
電
話
も
一
〇
月
一
六
日
に
は

全
回
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

蟹
江
・
弥
富
間
が
水
没
し
交
通
途
絶
し

て
い
た
国
道
一
号
は
、
道
路
の
路
肩
を
ド

ラ
ム
缶
で
保
護
し
て
盛
土
を
行
う
「
ド
ラ

ム
缶
工
法
」
に
よ
る
緊
急
復
旧
に
よ
り
、

一
一
月
四
日
に
は
一
般
交
通
が
開
放
さ

れ
、
復
旧
資
材
の
陸
路
運
送
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
て
湛
水
が
排
除
さ
れ

た
一
二
月
初
旬
よ
り
本
格
的
な
復
旧
作
業

が
開
始
さ
れ
、
昭
和
三
五
年
八
月
に
復
旧

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
鉄
道
も
一
一
月
二
五
日
に
は
国

鉄
（
JR
）
が
開
通
と
な
り
、
復
旧
へ
向
け

て
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。

し
、
底
水
排
水
は
翌
年
一
月
五
日
を
以
て

打
ち
切
り
ま
し
た
。

　
内
陸
部
で
の
復
旧
工
事

　

木
曽
三
川
の
支
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
発
生

し
た
破
堤
な
ど
の
被
害
は
、
概
ね
五
箇
年
で

復
旧
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
つ
の
板
取
村

（
現
関
市
板
取
）
の
長
良
川
支
川
板
取
川
で

は
、
五
㎞
に
わ
た
っ
て
氾
濫
し
人
家
二
八
五

戸
、
田
畑
一
九
〇

ha
に
被
害
を
与
え

ま
し
た
。
昭
和
三

四
年
度
は
応
急
復

旧
の
み
に
と
ど
ま

り
ま
し
た
が
、
昭

和
三
五
年
度
よ
り

本
格
的
な
築
堤
護

岸
の
改
良
復
旧
が

進
め
ら
れ
、
昭
和

三
九
年
度
を
も
っ

て
復
旧
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

低
平
地
で
は
、

浸
水
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
多
度
川

の
氾
濫
に
よ
っ
て
全
地
区
が
浸
水
し
た
多

度
町
七
郷
輪
中
（
二
六
〇
ha
）
で
は
、
一

〇
月
一
日
の
締
め
切
り
完
成
に
先
立
っ

て
、
九
月
二
八
日
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
稼

働
さ
せ
一
七
日
に
排
水
を
完
了
さ
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
養
老
町
根
古
地
で
は
、

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
土
砂
を
搬
入

し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
破
堤
口
の
水
切
り

の
地
域
が
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
た

め
、
海
面
以
下
の
湛
水
の
自
然
排
水
が
不
可

能
で
す
か
ら
、
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
機
械
排

水
に
よ
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
の
長
島
町
地
内
に
は
八
台
総
計
八

〇
〇
馬
力
、
木
曽
岬
村
地
内
に
は
六
台
八

二
五
馬
力
の
排
水
ポ
ン
プ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
水
没
し
て
い
る

た
め
稼
働
可
能
な
位
置
ま
で
湛
水
位
が
低

下
す
る
こ
と
と
、
モ
ー
タ
の
乾
燥
修
理
が

必
要
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
各
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の

仮
締
め
切
り
完
成
と
同
時
に
臨
時
の
排
水

ポ
ン
プ
を
配
置
し
稼
働
さ
せ
る
と
と
も
に
、

既
設
の
ポ
ン
プ
が
稼
働
で
き
る
体
制
を
整

え
ま
し
た
。
こ
の
時
、
木
曽
三
川
河
口
部
に

集
め
ら
れ
た
ポ
ン
プ
は
、
一
五
五
台
、
約
二

〇
〇
〇
馬
力
に
及
び
ま
し
た
。

　
一
〇
月
五
日
、
最
初
に
桑
名
市
北
部
で
排

水
ポ
ン
プ
が
稼
働
を
始
め
、
一
一
月
九
日

に
木
曽
岬
村
、
一
一
月
一
八
日
に
は
最
後

の
締
め
切
り
ブ
ロ
ッ
ク
と
な
っ
た
長
島
町

南
部
の
排
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
長
島
町

南
部
に
集
結
さ
れ
た
臨
時
ポ
ン
プ
は
四
九

台
六
七
五

馬
力
、
既

設
の
排
水

ポ
ン
プ
三

台
二
八
〇

馬
力
と
と

も
に
排
水

を

開

始

し
、
一
二

月
三
日
に

は
一
応
排

水
を
完
了

　

ま
た
、
木
曽
川
を
含
め
て
、
河
口
か
ら

JR
関
西
線
橋
梁
迄
の
区
間
を
高
潮
区
間
と

し
て
、
海
岸
堤
防
と
同
等
の
堤
防
構
造
と

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
年
間
で
計
画
堤
防
へ
改
良

　

新
た
に
高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た

区
間
の
堤
防
総
延
長
は
約
三
一
．六
㎞
で
し

た
。
こ
の
区
間
で
、
破
壊
さ
れ
た
堤
防
を
新

し
い
基
準
に
よ

る
高
潮
堤
防
構

造
に
よ
り
復
旧

す
る
と
と
も

に
、
被
災
し
て

い
な
い
区
間
の

堤
防
を
高
潮
堤

防
構
造
へ
改
良

す
る
工
事
も
、

海
岸
堤
の
復
旧

と
同
様
に
三
箇

年
で
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
予
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
待
た
れ
る
排
水
完
了

　

被
災
者
に
と
っ
て
最
大
の
願
い
は
、
一
日

も
早
い
排
水
の
完
了
で
す
。
台
風
が
去
っ
て

穏
や
か
な
秋
の
陽
ざ
し
に
恵
ま
れ
て
も
、
住

む
べ
き
家
は
海
と
同
様
の
水
中
に
あ
り
、
一

日
に
二
回
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
が
現
れ

た
り
水
没
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
仮
締
め
切
り
が
終
わ
っ
て
も
水

位
の
変
動
が
な
く
な
る
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど

し
、
旧
鍋
田
川
は
、
愛
知
・
三
重
県
境
に

新
た
に
水
路
を
設
け
て
用
排
水
の
機
能
を

維
持
し
、
そ
の
他
は
浚
渫
土
砂
に
よ
っ
て

埋
め
立
て
る
計
画
と
し
、
昭
和
三
七
年
に

完
成
し
ま
し
た
。

　
海
岸
堤
防
の
復
旧
工
事
完
成

　

先
に
着
工
さ
れ
た
桑
名
市
城
南
海
岸
に

引
続
き
、
一
二
月
二
八
日
に
は
、
木
曽
三
川

河
口
部
の
南
陽
海
岸
・
海
部
海
岸
・
鍋
田
海

岸
・
木
曽
岬
海
岸
お
よ
び
長
島
海
岸
の
各

地
先
で
一
斉
に
本
格
的
な
直
轄
海
岸
堤
防
の

復
旧
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
曽
岬
海
岸
は
、
木
曽
岬
村
（
現
木
曽

岬
町
）
の
海
岸
部
で
全
区
間
一
〇
九
〇
m
に

わ
た
っ
て
海
岸
堤
防
が
破
壊
さ
れ
た
区
域
で

す
。
工
事
は
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
り
木

曽
川
河
口
の
土
砂
を
採
取
し
て
堤
防
の
盛

土
を
行
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
四
年
度
末
に
は
、
標
高
二
．一
七

m
ま
で
の
表
法
張
工
と
裏
法
張
工
の
基
礎

部
の
一
部
を
施
工
し
、
昭
和
三
五
年
度
は
、

堤
体
盛
土
・
表

法
張
工
・
波
返

工
・
裏
法
張

工
・
天
端
工
な

ど
を
施
工
し
、

昭
和
三
六
年
四

月
三
〇
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

直
轄
海
岸
と
し

て
最
初
の
伊
勢

湾
台
風
災
害
復

旧
完
成
区
間
と

な
り
ま
し
た
。

　
鍋
田
川
の
廃
川

　

被
災
前
の
鍋
田
川
は
、
木
曽
川
の
派
川

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

流
路
延
長
七
六
七
〇
m
の
う
ち
右
岸
側
は

約
五
九
〇
〇
m
に
わ
た
っ
て
被
災
し
、
こ

の
た
め
全
流
路
に
わ
た
っ
て
の
復
旧
が
必

要
で
し
た
。

　

復
旧
工
法
に
つ
い
て
は
、
種
々
検
討
の

結
果
、
従
来
鍋
田
川
で
分
担
し
て
い
た
木

曽
川
の
計
画
高
水
流
量
を
木
曽
川
本
川
で

負
担
す
る
こ
と
と
し
て
、
鍋
田
川
を
廃
川

と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
河
口
部
は
、
隣
接
す
る
木
曽

岬
海
岸
堤
防
と
同
様
の
規
模
の
堤
防
で

も
っ
て
締
め
切
り
、
新
た
に
船
舶
の
航
行

が
可
能
な
水
門
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま

た
、
木
曽
川
と
の
分
派
口
は
、
木
曽
川
左

岸
の
連
続
堤
防
に
よ
り
締
め
切
り
、
用
水

の
取
り
入
れ
の
た

め
の
水
門
を
設
置

ほ
と
ん
ど
気
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
中
で
一
部
の
専
門
家
の
間
で

は
、
戦
後
の
地
下
水
汲
み
上
げ
増
大
に

伴
う
広
域
的
な
地
盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五

三
）
年
九
月
の
台
風
一
三
号
に
よ
る
長

期
湛
水
区
域
の
出
現
に
よ
っ
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
伊
勢
湾
台
風
の
浸
水
に
よ
っ
て
広

域
の
地
盤
沈
下
の
存
在
が
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
昭
和
三
六
年
か

ら
四
一
年
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
関

係
機
関
に
よ
っ
て
水
準
測
量
が
実
施
さ

れ
た
結
果
、
地
盤
沈
下
の
状
態
が
徐
々

に
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

海
岸
堤
防
や
河
川
堤
防
の
沈
下
は
、

堤
防
自
体
が
そ
の
周
辺
の
地
盤
と
と
も

に
沈
む
た
め
に
、
人
々
の
目
に
と
ま
る

こ
と
は
な
く
伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
に
海

　
高
潮
堤
の
機
能
を
低
下
さ
せ
る

　
地
盤
沈
下

　

伊
勢
湾
台
風
は
、
多
く
の
人
々
に
木

曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
沈
下
の
状
態
を

認
識
さ
せ
ま
し
た
。
破
堤
口
か
ら
侵
入

し
た
海
水
に
よ
っ
て
、
一
八
〇
㎢
も
の

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
あ
ら
わ
に

な
り
、
ま
た
長
期
に
わ
た
り
湛
水
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
で
は
、
天
正
地
震

﹇
天
正
一
三
（
一
五
八
五
）
年
﹈
、
宝
永

地
震
﹇
宝
永
七
（
一
七
一
〇
）
年
﹈
や
濃

尾
地
震
﹇
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

年
﹈
、
東
南
海
地
震
﹇
昭
和
一
九
（
一
九

四
四
）
年
﹈
な
ど
の
地
震
に
よ
っ
て
、
地

殻
変
動
の
結
果
と
し
て
地
盤
沈
下
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
は

復
旧
す
る
工
事
は
、
資
材
の
確
保
や
新
た

な
堤
防
敷
地
の
た
め
の
用
地
取
得
・
家
屋

移
転
の
た
め
難
航
し
ま
し
た
が
、
表
小
段

（
標
高
二
．五
五
m
）
ま
で
は
完
成
さ

せ
、
そ
れ
よ
り
上
部
は
、
一
部
に
つ
い
て

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
ブ
ロ
ッ
ク
を
仮
張
り

し
た
構
造
と
し
て
計
画
ど
お
り
完
成
さ
せ

ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
度
末
の
進
捗
状
況
は
、
約

七
〇
％
近
く
に
達
し
、
昭
和
三
六
年
度

は
、
残
工
事
進
捗
に
全
力
を
あ
げ
大
島
水

門
・
伊
曽
島
水
門
を
完
成
さ
せ
、
部
分
的

な
小
工
事
や
国
道
一
号
伊
勢
大
橋
か
ら
上
流

JR
鉄
道
橋
ま
で
の
松
ヶ
島
堤
の
一
部
区
間
を

除
い
て
概
ね
完
成
の
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
年
度
は
、
松
ヶ
島
堤
の
残
工

事
と
堤
防
天
端
の
舗
装
工
事
を
終
え
て
、

昭
和
三
八
年
一
月
一
六
日
、
三
川
を
通
じ
て

最
初
に
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤
防
が
完
成
し

ま
し
た
。

　

次
い
で
、
二
月
一
三
日
に
は
木
曽
川
右

岸
堤
防
が
完
成
し
、
三
月
二
七
日
の
揖
斐

川
右
岸
堤

防
、
三
月

三
〇
日
の

木
曽
川
左

岸
堤
防
の

完
成
に

よ
っ
て
、

木
曽
三
川

河
口
部
全

区
間
の
河

川
堤
防
の

復
旧
工
事

が
完
成
し

ま
し
た
。

次
い
で
、
鍋
田
海
岸
・
城
南
海
岸
と
次
々
に

完
成
し
海
部
海
岸
の
完
成
に
よ
っ
て
、
昭
和

三
七
年
五
月
一
〇
日
、
木
曽
三
川
河
口
部
の

直
轄
工
事
に
よ
る
全
海
岸
堤
防
の
復
旧
工

事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
河
川
堤
防
も
新
高
潮
堤
防
と
し
て
完
成

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
河
川
堤
防
は
、
伊

勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
を
防
御
で
き
る

高
潮
堤
防
と
し
て
改
良
復
旧
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
一
一
月
二
六
日
、
被
害
の
最
も

大
き
か
っ
た
木
曽
川
左
岸
木
曽
岬
（
木
曽

岬
町
）
、
木
曽
川
右
岸
松
蔭
（
桑
名
市
長

島
町
）
、
揖
斐
長
良
川
左
岸
都
羅
・
伊
曽

島
（
桑
名
市
長
島
町
）
の
四
箇
所
を
皮
切

り
に
、
一
二
月
二
七
日
に
は
、
揖
斐
川
右

岸
地
蔵
・
上
之
輪
（
桑
名
市
）
な
ど
の
各

地
点
に
拡
大
し
、
翌
年
一
月
三
〇
日
ま
で

に
全
地
区
の
着
工
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

木
曽
三
川
河
口
部
の
最
後
の
仮
締
め

切
り
地
と
な
っ
た
揖
斐
長
良
川
左
岸
堤

防
の
白
鶏
地
先
で
は
、
仮
締
め
切
り
に

引
き
続
き
本
締
め
切
り
が
施
工
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
上
流
の
都
羅
地
先
で
は
、

一
二
月
九
日
に
全
工
事
を
通
じ
て
最
初

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
の
打
ち
込

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
高
潮
堤
防
の
盛
土
は
、
仮
締

め
切
り
で
活
躍
し
た
浚
渫
船
に
よ
り
川

底
の
土
砂
を
採
取
し
て
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
採
取
土
砂
は
新
堤
防
用
地
の

た
め
移
転
す
る
人
々
の
宅
地
造
成
に
も

使
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
五
年
台
風
時
ま
で
に
、
災
害
前

の
堤
防
高
さ
（
標
高
四
．五
五
m
）
ま
で

平
均
満
潮
位

（
注
）（
標
高
一
．二

m
）
に
伊
勢
湾

台
風
と
同
程
度

の
台
風
に
よ
り

発
生
す
る
最
大

の
気
象
潮
（
偏

差
）
を
解
析
に

よ
っ
て
求
め
た

値
（
二
．六
m
）

を
加
え
た
標
高

四
．〇
〇
m
に
、

波
の
打
ち
上
げ

高
（
三
．〇
〇

m
）
を
加
え
て

標
高
七
．〇
〇
m

と
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
、

伊
勢
湾
台
風
災

害
復
旧
事
業
に

よ
っ
て
作
ら
れ

た
高
潮
堤
防
よ
り
〇
．五
m
低
い
高
さ
ま
で

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
構
造
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
版
と
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復

旧
事
業
で
建
設
さ
れ
た
高
潮
堤
防
の
前
面

護
岸
の
上
に
張
付
け
る
構
造
と
し
て
設
計

さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
昭
和
五
〇
年
度
に
着
手
さ

れ
、
堤
防
の
沈
下
度
合
い
の
大
き
い
箇
所

を
重
点
に
進
め
ら
れ
、
五
年
後
の
昭
和
五

四
年
度
末
で
全
体
計
画
区
間
の
約
五

〇
％
、
十
年
後
の
昭
和
五
九
年
度
末
で
約

七
三
％
が
進
捗
し
、
総
工
費
約
六
六
億
円

と
一
四
年
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
昭
和
六

湾
台
風
被
災
前
の
堤
防
高
と
同
程
度
か
、

そ
れ
よ
り
低
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
方
、
昭
和
四
四
年
に
開
始
さ
れ
た
高

潮
堤
防
補
強
工
事
は
、
昭
和
四
九
年
ま
で

の
五
年
間
で
全
体
計
画
区
間
三
一
．八
㎞
の

う
ち
五
．二
㎞
に
過
ぎ
ず
、
高
潮
災
害
を
受

け
る
危
険
性
が
極
め
て
高
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ

　

こ
の
た
め
、
地
盤
沈
下
が
鎮
静
化
す
る

傾
向
に
な
い
状
態
や
補
強
工
事
の
進
捗
度

合
い
を
勘
案
し
て
、
前
小
段
造
成
に
よ
る

補
強
工
事
を
中
断
し
て
、
高
潮
堤
防
の
沈

下
に
対
す
る
緊
急
対
策
と
し
て
「
波
返
し

工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
」
に
よ
り
堤
防
の
嵩

上
げ
を
実
施
し
、
早
期
に
高
潮
に
対
す
る

安
全
度
を
回
復
さ
せ
る
「
高
潮
堤
防
緊
急

嵩
上
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
の
高
さ
は
、
伊
勢
湾
の
朔
望

m
の
小
段
を
造

成
し
、
こ
の
小

段
に
よ
る
消
波

効
果
に
よ
っ
て

高
潮
の
越
波
を

防
止
し
、
さ
ら

に
地
盤
沈
下
が

進
行
し
た
場
合

は
、
第
二
期
工

事
と
し
て
、
こ

の
小
段
を
土
台

と
し
て
堤
防
を

か
さ
上
げ
し
て

計
画
堤
防
高
を

確
保
す
る
計
画

で
し
た
。

　
さ
ら
に
進
む
地
盤
沈
下

　

地
盤
沈
下
の
主
因
と
さ
れ
る
地
下
水
の

過
剰
汲
み
上
げ
の
規
制
、
地
下
水
か
ら
地
表

水
利
用
へ
の
水
源
転
換
な
ど
の
施
策
が
推

進
さ
れ
る
な
か
で
、
地
盤
沈
下
は
一
層
深
刻

な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
九
年
の
一
年
間
で
、
最
大
沈
下
量

は
約
〇
．二
m
に
達
し
、
各
地
で
建
物
の
変
形

や
井
戸
の
抜
け
上
が
り
な
ど
の
諸
現
象
が
目

に
見
え
て
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
沈
下
状
態
が
続
く
と
、
昭

和
六
〇
年
代
に
は
大
部
分
の
高
潮
堤
防
の

高
さ
は
計
画
潮
位
よ
り
低
く
な
り
、
伊
勢

水
の
湛
水
に

よ
っ
て
初
め

て
認
識
で
き

る
現
象
で

す
。

　

地
盤
沈
下

が
最
も
激
し

か
っ
た
木
曽

三
川
河
口
部

の
長
島
で

は
、
昭
和
三

六
年
か
ら
地
盤
沈
下
が
沈
静
化
の
兆
し
を

見
せ
始
め
た
昭
和
五
五
（
一
九
八
〇
）
年

ま
で
に
一
．五
七
m
も
沈
下
し
ま
し
た
。
昭

和
四
七
年
に
は
、
一
年
間
の
沈
下
量
が
〇
．

一
八
m
に
も
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

こ
う
し
た
地
盤
沈
下
の
影
響
は
、
完

成
し
た
ば
か
り
の
高
潮
堤
防
に
も
及
ん

で
い
ま
し
た
。
昭
和
四
二
（
一
九
六

七
）
年
一
〇
月
に
は
、
長
良
川
左
岸
堤
防

で
〇
．八
八
m
、
揖
斐
川
右
岸
堤
防
で
〇
．

六
九
m
も
沈
下
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
盤
沈
下
は
、
さ
ら
に
進
行

し
て
二
〇
年
後
の
高
潮
堤
防
の
総
沈
下

量
は
二
m
に
達
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
高
潮
堤
防
の
機
能
を
回

復
維
持
す
る
た
め
の
補
強
計
画
が
検
討

さ
れ
、
昭
和
四
四
年
度
よ
り
「
前
小
段

造
成
」
に
よ
る
補
強
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
期
工
事
と
し
て

当
時
の
高
潮
堤
防
の
前
面
に
幅
約
二
五

り
地
点
は
、
民
家
が
な
く
作
業
区
域
が

確
保
で
き
る
こ
と
、
資
材
の
船
に
よ
る

運
搬
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ
る
土
砂

採
取
効
率
な
ど
の
生
活
環
境
や
施
工
性

か
ら
白
鶏
地
先
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

破
堤
口
の
仮
締
め
切
り
が
着
々
と
進

み
、
一
〇
月
二
四
日
に
は
南
部
の
旧
輪

中
堤
を
利
用
し
て
の
潮
止
め
に
よ
っ

て
、
長
島
輪

中
一
七
二
九

ha
の
う
ち
、

北
中
部
の
一

二
六
三
ha
の

潮
止
め
が
終

わ
り
、
白
鶏

地
先
の
締
め

切
り
を
残
す

の
み
と
な
り

ま
し
た
。

　

白
鶏
地
先

の
破
堤
口
は

着
、
二
二
時

に
揖
斐
川
右

岸
の
桑
名
市

地
蔵
地
先
の

決
壊
現
場
に

到
着
、
一
一

日
一
八
時
よ

り
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
開

始
し
、
一
九

日
に
仮
締
め

切
り
を
完
了

さ
せ
る
と
、

直
ち
に
揖
斐

川
左
岸
伊
曽

島
地
先
へ
移
動
し
て
土
砂
の
吹
き
上
げ

を
開
始
し
、
二
七
日
に
仮
締
め
切
り
を

完
成
し
ま
し
た
。
次
い
で
木
曽
川
筋
に

移
動
し
、
二
九
日
か
ら
木
曽
岬
村
木
曽

川
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中
の
筑

紫
丸
を
応
援
、
一
一
月
五
日
に
は
長
島

海
岸
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
移
動
、
九

日
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
と
、
一
〇
日
に

は
白
鶏
地
先
の
仮
締
め
切
り
を
施
工
中

の
第
二
若
築
丸
を
応
援
し
て
土
砂
の
吹

き
上
げ
を
行
い
、
一
八
日
最
終
仮
締
め

切
り
を
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
電
源
を
必
要
と
し
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
強
み
を
発
揮
し
て
、
五

箇
所
の
仮
締
め
切
り
に
従
事
す
る
大
活
躍

で
、
こ
の
間
の
浚
渫
に
よ
る
揚
土
量
は
三

三
三
三
〇
〇
㎥
に
及
び
ま
し
た
。

　
白
鶏
で
最
終
の
仮
締
め
切
り

　

長
島
輪
中
に
お
け
る
最
後
の
締
め
切

ち
八
隻
（
七
三
〇
〇
馬
力
）
が
稼
動
を

開
始
す
る
予
想
外
の
出
足
を
み
た
こ
と

か
ら
、
仮
締
め
切
り
完
成
目
標
日
は
、

一
一
月
二
〇
日
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

台
風
災
害
前
に
木
曽
川
で
浚
渫
作
業

に
従
事
し
て
い
た
長
田
丸
（
六
〇
〇
馬

力
電
動
船
）
が
、
一
〇
月
五
日
、
送
電

施
設
の
復
旧
を
ま
っ
て
、
長
良
川
左
岸

の
松
ヶ
島
地
先
の
仮
締
め
切
り
に
配
置

さ
れ
、
一
〇
日
六
時
に
締
め
切
り
の
態

勢
が
整
い
、
九
時
三
〇
分
、
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
に
よ
る
初
め
て
の
潮
止
め
が
完

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
の
仮
締
め
切
り
地
と
な
っ

た
揖
斐
川
左
岸
白
鶏
地
先
が
一
一
月
一
八

日
一
六
時
一
〇
分
に
潮
止
め
さ
れ
る
ま

で
、
一
八
箇
所
の
破
堤
口
、
二
三
箇
所
の

仮
締
め
切
り
工
事
に
一
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ

ン
プ
船
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
大
部

分
は
、
各
地
で
の
従
事
中
の
仕
事
を
中

断
し
て
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
の
た

め
九
州
・
四
国
な
ど
各
地
か
ら
回
航
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の
一
隻
、
大
栄
丸
（
デ
ィ
ー

ゼ
ル
船
一
三
五
〇
馬
力
）
の
活
躍
の
軌

跡
を
追
っ
て
み
ま
す
。

　

大
阪
市
港
湾
局
の
土
地
造
成
工
事
に

従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
〇
月
一

日
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
工
事
へ
回

航
の
指
令
が
発
せ
ら
れ
、
五
日
二
一
時

四
〇
分
、
引
き
船
の
第
二
五
卓
成
丸
に

引
か
れ
て
大
阪
を
出
港
し
ま
し
た
。
途

中
台
風
一
六
号
の
た
め
由
良
港
に
避
難

し
、
一
〇
日
九
時
揖
斐
川
河
口
に
到

地
情
勢
か
ら
、
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
に
よ

り
川
底
の
土
砂
を
採
取
し
、
破
堤
箇
所

に
吹
き
上
げ
る
仮
締
め
切
り
工
法
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
法
は
、
当
時
で
は
ま
だ
一
般
化

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
一
〇
月
、
揖
斐
川
河
口

城
南
干
拓
地
の
破
堤
口
仮
締
め
切
り
、
お

よ
び
昭
和
二
八
年
九
月
、
三
河
湾
の
神
野

新
田
海
岸
堤
の
仮
締
め
切
り
に
採
用
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
成
功
し
た
実
績
を
も
っ

て
い
ま
し
た
。

　
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
活
躍

　

伊
勢
湾
周
辺
の
災
害
復
旧
の
た
め
に

手
配
さ
れ
た
サ
ン
ド
ポ
ン
プ
船
の
総
馬

力
数
は
、
二
五
〇
〇
〇
馬
力
で
、
当
時

の
全
国
で
の
稼
動
能
力
の
二
五
％
に
の

ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
木
曽
三
川
河
口
部
に
は

約
半
数
の
一
二
隻
（
一
一
〇
〇
〇
馬

力
）
が
予
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
サ
ン
ド

ポ
ン
プ
船
の

集
結
を
一
一

月
一
五
日
と

予
定
し
、
仮

締
め
切
り
完

成
は
、
そ
の

六
〇
日
後
と

考
え
ら
れ
て

い
ま
し
た

が
、
一
〇
月

二
〇
日
ま
で

に
予
定
し
た

一
二
隻
の
う

こ
の
流
れ
に
加
わ
っ
た
。
『
こ
れ
で
集

団
疎
開
し
て
い
る
子
供
た
ち
が
帰
っ
て

く
る
』
そ
う
云
っ
て
三
〇
〜
四
〇
㎏
も

あ
る
重
い
石
俵
が
運
ば
れ
た
」
と
書
い

て
い
ま
す
。

　

つ
づ
い
て
、
本
締
め
切
り
と
並
行
し

て
、
排
水
作
業
な
ど
本
格
的
な
復
興
へ

向
け
て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
海
岸
堤
防
構
造
検
討

　
へ
の
取
組
み

　

九
月
二
九
日
に
発
足
し
た
「
中
日
本

災
害
対
策
本
部
」
は
、
一
一
月
二
七
日

ま
で
に
七
〇
回
に
お
よ
ぶ
本
会
議
を

行
っ
て
、
関
係
機
関
の
連
絡
調
整
や
災

害
復
旧
計
画
の
策
定
・
実
施
に
当
た
っ

て
き
ま
し
た
が
、
応
急
対
策
が
一
段
落

し
た
こ
と
に
よ
り
一
二
月
九
日
に
本
部

が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
海
岸
・
河
川
堤
防
築
造
の
基
本
方

針
の
検
討
が
各
機
関
で
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
均
衡
の
と
れ
た
防
災
施
設

の
策
定
を
め
ざ
し
て
、
七
省
庁
と
六
名

の
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
伊
勢
湾
高
潮
対
策
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
一
月
二
六
日
に
は
、
第
一
回
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
が
再
度

襲
来
し
て
も
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
高
潮

堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
協
議
が
さ
れ
、

昭
和
三
五
年
二
月
一
八
日
に
、
そ
の
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

締
め
切
り
土
俵
が
水
面
上
に
上
が
っ
て

き
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
、
最
後

の
締
め
切
り
成
功
の
瞬
間
で
し
た
。

　

こ
の
時
の
模
様
に
つ
い
て
、
渡
辺
豊

氏
（
当
時
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

長
）
は
手
記
に
「
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
欠
け
口
へ
の
攻
撃
が
繰
り
返
さ
れ
た

…
…

石
俵
か
つ
ぎ
の
人
の
列
も
、
流
れ

と
な
っ
て
欠
け
口
へ
集
中
し
た
。
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
掛
け
声
で
運

ば
れ
た
。
地
元
の
婦
人
も
泣
き
な
が
ら

床
」
設
置
を
開
始
し
、
一
一
月
八
日
一

一
時
三
〇
分
に
第
二
若
築
丸
が
到
着
し

て
浚
渫
作
業
を
開
始
し
、
一
〇
日
一
七

時
に
は
大
栄
丸
も
作
業
を
開
始
し
、
一

一
日
の
朝
に
は
破
堤
口
は
約
五
〇
m
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
五
日
が
大
潮
の
最
大
の

日
で
あ
る
た
め
、
破
堤
口
の
流
速
は
日

増
し
に
激
し
く
な
り
、
一
三
日
に
は
破

堤
口
を
約
三
〇
m
に
ま
で
縮
め
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
作
業
は

益
々
困
難
と
な
り
一
進
一
退
を
続
け
ま

し
た
が
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
せ
よ
う

と
す
る
強
い
意
欲
は
、
確
実
な
作
業
の

達
成
が
見
込
ま
れ
る
小
潮
時
を
待
つ
こ

と
な
く
、
大
潮
時
に
仮
締
め
切
り
を
完

成
さ
せ
る
方
針
を
決
断
さ
せ
、
一
八
日

午
後
の
干
潮
時
に
潮
止
め
を
決
行
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
潮
時
に
最
後
の
仮
締
め
切
り
決
行

　

一
八
日
は
、
天
候
は
晴
れ
、
締
め
切

り
の
予
定
時
刻
は
、
一
五
時
三
〇
分
か

ら
一
六
時
三
〇
分
の
間
の
潮
だ
る
み
の

間
の
僅
か
一
時
間
で
す
。
こ
の
時
間
を

狙
っ
て
全
て
の
準
備
作
業
が
整
え
ら

れ
、
一
五
時
に
や
や
流
速
が
落
ち
た
こ

ろ
か
ら
集
中
的
に
そ
だ
沈
床
や
石
材
が

投
入
さ
れ
、
一
五
時
四
〇
分
、
潮
の
流

れ
が
逆
の
上
げ
潮
と
な
り
、
締
め
切
り

の
成
否
の
決
定
は
、
あ
と
三
〇
分
の
作

業
に
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
「
そ
だ
沈

床
」
の
投
入
、
二
隻
の
サ
ン
ド
ポ
ン
プ

船
に
よ
る
土
砂
の
投
入
に
全
力
が
注
が

れ
た
結
果
、
一
六
時
一
〇
分
、
つ
い
に

延
長
二
七
五
m
で
し
た
が
、
締
め
切
り

工
事
の
主
戦
力
と
な
る
第
二
若
築
丸
は

城
南
海
岸
で
、
大
栄
丸
は
長
島
海
岸
で

そ
れ
ぞ
れ
活
動
中
の
た
め
、
準
備
工
事

と
し
て
一
〇
月
二
四
日
か
ら
「
そ
だ
沈

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
体
験
伊
勢
湾
台
風
〜
語
り
継
ぐ
災
害
・
復
旧
〜
』

昭
和
六
〇
年
一
二
月　
　
　
　
　

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
木
曽
三
川
〜
そ
の
流
域
と
河
川
技
術
』　

昭
和
六
三
年
九
月
五
日　

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

か
ら
、
計
画
潮
位
四
．五
二
m 

（
〇
．九
七

m
＋
三
．五
五
m
）
に
、
波
高
の
ほ
か
若

干
の
余
裕
（
〇
．〇
八
m
）
を
加
え
て
、

新
し
い
海
岸
堤
防
の
高
さ
は
、
堤
防
天

端
標
高
で
七
．五
m
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

堤
防
法
線
は
、
局
部
的
に
強
い
波
力

を
受
け
な
い
よ
う
に
改
良
す
る
と
共

に
、
堤
防
構
造
は
次
の
よ
う
に
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

一
、
天
端
巾
を
六
．〇
m
程
度
と
す
る
。

二
、
天
端
お
よ
び
裏
法
面
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
被
覆
す
る
。

三
、
護
岸
の
水
密
性
を
保
つ
た
め
、
継

手
部
分
に
止
水
板
を
挿
入
す
る
。

四
、
表
護
岸
基
礎
に
は
、
鋼
ま
た
は
コ

ン
ク
リ
ー
ト
矢
板
を
打
込
み
、
前

面
に
は
捨
石
を
施
工
す
る
。

五
、
波
返
し
部
分
は
、
曲
線
部
を
設
け

た
型
式
と
す
る
。

　
新
堤
防
の
完
成
へ
向
け
て

　

一
一
月
二
六
日
、
海
岸
で
は
桑
名
市

城
南
地
先
で
、
ま
た
、
木
曽
川
で
は
木

曽
岬
村
地
先
、
揖
斐
長
良
川
で
は
長
島

町
都
羅
お
よ
び
伊
曽
島
地
先
を
皮
切
り

に
各
地
で
高
潮
防
衛
線
と
な
る
新
し
い

海
岸
・
河
川
堤
防
工
事
が
始
ま
り
ま
し

た
。

❋
参
考
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
の
記
録
』 

昭
和
三
六
年
八
月　
　
　

　

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

　
新
堤
防
は
高
さ
七
．五
メ
ー
ト
ル

　

堤
防
構
造
決
定
の
基
本
と
な
る
計
画

対
象
の
気
象
お
よ
び
海
象
条
件
と
し
て

は
、
潮
位

偏
差
お
よ

び
波
浪
は

伊
勢
湾
台

風
の
実
態

を
、
天
体

潮
位
は
台

風
期
平
均

満
潮
位
を

採
る
こ
と

と
さ
れ
ま

し
た
。
堤

防
の
高
さ

に
つ
い
て

は
、
こ
の

水
理
条
件

を
基
礎
と

し
て
、
背
後
地
の
条
件
、
堤
防
構
造
の

特
性
、
堤
防
前
面
の
海
底
地
形
な
ど
の

状
況
を
考
慮
し
て
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
背
後
地
が
海
面
下
に
あ
る

か
、
地
盤
が
低
平
で
人
口
緻
密
な
地
区

な
ど
に
お
い
て
は
、
堤
防
天
端
高
は
、

計
画
の
対
象
と
し
た
高
潮
な
ら
び
に
波

浪
に
よ
る
海
水
を
堤
内
に
流
入
さ
せ
な

い
よ
う
に
、
台
風
期
平
均
満
潮
位
に
伊

勢
湾
台
風
時
の
最
大
偏
差
お
よ
び
波
高

を
加
え
た
高
さ
を
基
準
と
す
る
こ
と
と

定
め
ら
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

　

台
風
期
平
均
満
潮
位　

〇
．九
七
m

　

最
大
偏
差　

三
．五
五
m

　

波
高　

二
．九
m

堤
防
と
の

取
付
部
が

完
成
し
、

高
潮
区
間

全
体
の
完

成
が
目
前

と
な
り
ま

し
た
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

『
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
誌
』　

昭
和
三
八
年
四
月
一
日　

 

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
昭
和
34
．35
．36
年
連
年
災
害
復
興
誌
』　

昭
和
四
〇
年
一
二
月　

岐
阜
県

『
復
興
の
あ
ゆ
み
』　
　
　
　
　

   　

三
重
県

『
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌
』　

昭
和
三
七
年
八
月　

全
国
防
災
協
会

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
あ
ゆ
み
』　

平
成
七
年
三
月
二
十
五
日

　

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

さ
れ
、
工
事
中
の
ご
神
体
は
、
桑
名
宗
社

（
春
日
神
社
）
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
一
一
年
度
に
な
る
と
、
木
曽
川
で

は
下
部
工
が
完
成
し
、
揖
斐
・
長
良
川
で

も
構
造
物
周
辺
を
除
き
下
部
工
が
完
成

し
、
伊
勢
湾
台
風
程
度
の
高
潮
が
襲
来
し

て
も
防
御
で
き
る
よ
う
に
高
潮
堤
防
の
機

能
が
回
復
し
ま
し
た
。

　
完
成
間
近
な
高
潮
堤
防
補
強

　

平
成
一
四
年
度
に
は
、
木
曽
川
で
は
構

造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部
工
が
完
成
し
、

揖
斐
・
長
良
川
で
も
平
成
一
九
年
度
に
な

る
と
橋
梁
や
構
造
物
周
辺
を
除
い
て
上
部

工
が
完
成
し
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事
の
完

成
が
近
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

構
造
物
で
は
、
大
島
水
門
が
平
成
一
一

年
度
に
完
成
し
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

平
成
一
四
年

度
に
は
住
吉

水
門
・
川
口

水
門
、
平
成

一
八
年
度
に

は
三
の
丸
水

門
、
平
成
一

九
年
度
に
は

伊
曽
島
水

門
、
近
江
島

樋
管
な
ど
が

次
々
と
完
成

し
、
平
成
二

〇
年
度
に
は

三
重
県
管
理

の
城
南
海
岸

ペ
ッ
ト
に
よ
る
高

潮
堤
防
緊
急
嵩
上

事
業
の
完
成
に

よ
っ
て
全
区
間
で

の
補
強
工
事
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
度
、

木
曽
川
で
は
河
口

部
か
ら
国
道
二
三

号
（
名
四
国
道
）

橋
梁
ま
で
の
消
波

工
（
下
部
工
）
が

完
成
、
翌
七
年
度

よ
り
波
返
工
（
上

部
工
）
の
施
工
が

本
格
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
河

川
区
域
の
高
潮
堤
防
も
伊
勢
湾
台
風
災
害

復
旧
事
業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
堤
防
の
機

能
が
回
復
す
る
区
間
が
逐
次
出
現
し
て
き

ま
し
た
。

　

平
成
九
年
度
に
な
る
と
木
曽
川
の
七

〇
％
、
揖
斐
・
長
良
川
の
九
〇
％
で
下
部

工
が
竣
工
し
、
補
強
工
事
の
主
体
は
上
部

工
お
よ
び
水
門
な
ど
の
構
造
物
が
主
体
と

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
一
〇

年
三
月
一
四

日
に
は
、
揖

斐
川
右
岸
の

吉
の
丸
・
赤

須
賀
地
区
の

着
手
に
先

立
っ
て
、
住

吉
神
社
の

「
仮
殿
遷
座

祭
」
が
斎
行

三
年
度
に
計
画
対
象
の
約
二
六
㎞
が
完
成

し
ま
し
た
。

(

注):

朔[

新
月]

お
よ
び
望[

満
月]

の
日
か
ら
前
2
日

後
4
日
以
内
に
観
測
さ
れ
た
各
月
の
最
高
満

潮
面
を
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
平
均
し
た
水

位(

編
者
記
す)

。

　
長
島
海
岸
堤
防
も
補
強
か
さ
上
げ

　

三
重
県
が
管
理
し
て
い
る
長
島
・
城
南

海
岸
堤
防
の
補
強
工
事
に
つ
い
て
も
、
昭

和
四
七
年
度

に
模
型
実
験

な
ど
に
よ
り

補
強
の
方
法

が
決
定
さ

れ
、
長
島
海

岸
（
一
三
六

八
m
）
に
つ

い
て
は
、
同

年
よ
り
補
強

工
事
を
開
始

し
昭
和
五
六
年
度
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
城
南
海
岸
（
一
六
三
〇
m
）
に

つ
い
て
も
昭
和
五
二
年
度
よ
り
補
強
工
事

が
開
始
さ
れ
、
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
事

業
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
海
岸
堤
防
の
機
能

が
回
復
し
ま
し
た
。

　
本
格
的
な
補
強
工
事
の
再
開

　

パ
ラ
ペ
ッ
ト
に
よ
る
緊
急
か
さ
上
げ
工

事
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
高
潮
堤
防
の
補

強
工
事
も
木
曽
川
左
岸
の
雁
ヶ
池
地
先

（
木
曽
岬
町
）
で
僅
か
な
が
ら
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
六
三
年
度
の
パ
ラ

■ パラペット嵩上の完成部分（昭和54年）

■ 前小段補強の完成状況

■ 城南海岸堤防の現況

■ 高潮堤防補強工の完成区間

■ パラペットによる緊急嵩上

■ 過去における台風による高潮の記録

第
九
節

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

伊
勢
湾
等

　
　

高
潮
対
策
事
業

(

昭
和
三
四
年
一
二
月
三
日
法
律
第
一
七
二
号
）

黒田　晃 氏
（1998年当時）

プロフィール

桑名市出身
大正13年1月29日生
現 日本工営（株）取締役会長
〃 社団法人雨水貯留浸透
 技術協会 会長
〃 財団法人道路
 保全技術センター 理事
〃 社団法人日本大ダム会議 理事
〃 国際大ダム会議国際
 河川分科会委員
元　木曽川下流工事事務所
 副所長
〃 中部地方建設局 局長
〃 北海道開発庁 事務次官
〃 社団法人建設コンサルタンツ
 協会　会長
〃 社団法人日本大ダム会議 会長

2～2.5
2.3
約3.0
3.1
2.0以上
2.4
3.6

有明海
東京湾
有明海
大阪湾
鹿児島湾
大阪湾
伊勢湾

大正  3年8月29日
6年10月1日

昭和  2年9月13日
9年9月21日
20年9月17日
25年9月 3 日
34年9月26日

発生年月日 発生場所 最大気象潮（m）

揖斐川
〃
〃
〃
〃
〃

木曽川
〃
〃
〃
〃

長 田 丸
大 興 丸
　一宝津丸
迎 録 丸
大 栄 丸
香 取 丸
児 島 丸
長 島 丸
　二末広丸
鶴 見 丸
筑 紫 丸

電　　動
〃
〃
〃

ディーゼル
〃

電　　動
〃
〃
〃

ディーゼル

船　　名 作業地 動　力
600
1000
〃
〃
1350
200
1000
1200
750
700
200

馬力HP
木曽川
四日市
〃

四　国
大　阪
四　国
木曽川
四　国
横　浜
〃

四　国

所在地

10月14日
10月 9 日

10月 5 日

10月 9 日
10月14日
10月15日
10月11日

出航日
10月 5 日
10月14日
10月 9 日

 
10月10日

10月15日
10月15日
10月18日
10月25日
10月16日

現地到達
■ 木曽川下流工事事務所関係浚渫船一覧表

TALK

＆TALK （Vol.28 1998 AU
TU
M
N

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ん
が
じ

　
　
　
　

 

お
う
み
じ
ま

　
　
　
　
　
　

さ
い
こ
う
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■ そだ集積状況
■ かます集積状況9月29日～11月29日

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

■ 締め切り口まで手渡しで運ぶ土のう（長島町白鶏）

■ 緊急締め切り状況（木曽岬村白鷺）

■ 最後の仮締め切り工事完了（長島町白鶏）

当
時
の
事
務
所
長
（
渡
辺
豊
さ
ん
）
の
推

薦
趣
旨
説
明
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
元
業
者

の
参
加
が
叶
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
の

日
、
委
員
会
で
の
緊
迫
し
た
様
を
私
は
傍

で
視
て
い
た
が
、
今
で
も
忘
れ
て
い
な

い
。
　

入
札
を
終
え
た
業
者
は
契
約
を
済
ま
す

と
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
地

域
及
び
工
事
延
長
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ

ぼ
、
同
じ
復
旧
断
面
の
完
成
を
目
指
し
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
一
大
建
設
コ
ン
テ
ス

ト
の
様
相
を
呈
し
た
。
特
に
大
手
業
者
は

新
た
に
工
事
部
隊
を
編
成
す
る
こ
と
な

く
、
例
え
ば
鹿
島
建
設
は
ゴ
ル
フ
場
建
設

じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
時
を
争
っ
て
突
進

し
て
い
た
。
よ
ご
れ
た
水
防
服
に
身
を
固
め

血
走
っ
た
眼
を
し
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
達
、
大
声
を
挙
げ
て
現
場
を
駆
け

回
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
達
、
彼
ら
を
激
励
し

て
い
る
幹
部
達
の
一
人
一
人
の
顔
が
今
で
も

く
っ
き
り
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
頃
主
役
だ
っ
た

人
達
の
大
部
分
が
過
去
の
人
達
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

多
少
な
り
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
は

三
五
年
の
出
水
期
の
後
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
出
来
事
は
統
べ
て
夢
の

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

か
く
し
て
一
二
月
二
五

日
か
ら
指
名
競
争
入
札
が

行
な
わ
れ
た
。

　

指
名
業
者
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
中
部
地
建
の

推
薦
し
た
業
者
と
大
臣
案

と
の
調
整
が
か
な
り
難
航

し
た
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
且
つ
大
規
模
工

事
に
地
元
業
者
を
参
加
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ

れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

長
良
川
左
岸
、
白
鶏
地
区
の
応
急
仮
締
め

切
り
を
最
後
に
破
堤
し
た
全
箇
所
か
ら
海

水
は
遮
断
さ
れ
た
。
直
ち
に
補
強
工
事
を

進
め
る
傍
ら
、
本
復
旧
工
事
の
発
注
準
備

を
進
め
た
。

　

何
し
ろ
、
当
時
は
電
気
な
し
、
水
な
し
、

家
な
し
、
路
も
な
し
、
の
無
い
無
い
づ
く
し

の
中
で
一
時
も
早
く
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
う
し
た
焦
り
の
中
で
現
地
事
務
所
の

人
達
の
あ
の
不
眠
不
休
の
努
力
の
様
は
、
私

の
筆
を
持
っ
て
し
て
は
到
底
表
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
兎
に
角
、
業
者
に
一
時
も
早
く
位

置
に
つ
い
て
も
ら
う
と
言
う
意
味
で
、
延
長

的
に
も
高
さ
的
に
も
そ
の
一
部
で
あ
れ
、
発

注
の
形
態
の
整
っ
た
も
の
か
ら
発
注
し
、
後

に
追
加
工
事
ま
た
は
、
変
更
工
事
で
補
完
し

て
行
く
と
言
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

一
、
昭
和
三
四
年
度
中
に
基
礎
工
事
を
完

了
す
る
。
（
綱
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
等
は
別
途
特
注
の
方
法

を
と
っ
た
）

一
、
昭
和
三
五
年
出
水
期
ま
で
に
計
画
洪

水
位
ま
で
概
成
す
る
。

　

と
い
う
こ
と
が
至
上
命
令
で
あ
り
、
今

考
え
る
と
無
我
夢
中
で
、
ひ
た
す
ら
、
同

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
か

ら
四
〇
年
。

　

当
時
、
伊
勢
湾
台
風
に
尽
力
さ
れ
た
上

司
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
す
で
に
他
界
さ

れ
、
今
や
、
こ
の
世
に
い
な
い
。
そ
れ
で

私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
記
録
や
記
事

は
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
且

つ
、
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
い
く
ら
語
ら
れ
て
も
語
り
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
不
肖
、
恐
縮

し
つ
つ
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
四

〇
年
の
歳
月
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
、

辛
か
っ
た
こ
と
も
薄
れ
る
一
方
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
今
も
尚
、
私
の
記
憶
の
中
に

再
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
幾
つ
か
あ
る
。
今

は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
美
化
さ
れ
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
本
復
旧

に
ま
つ
わ
る
二
、
三
の
秘
話
を
披
露
し
て

責
任
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。

　

先
ず
本
復
旧
工
事
に
着
工
し
た
当
時
に

つ
い
て
語
ろ
う
。
昭
和
三
四
（
一
九
五

九
）
年
一
一
月
一
八
日
、
難
行
を
極
め
た

積
算
は
適
性
価
格
を
決
め
る
こ
と
は
至
難

の
業
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
口
角
泡
を
飛

ば
し
な
が
ら
、
議
論
し
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
細
か
い
こ
と
は
忘
れ

た
が
、
当
時
、
我
々
は
お
互
い
に
強
い
使

命
感
に
燃
え
な
が
ら
、
業
者
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
て
、
復
旧
工
事
に
立
ち
向
か
っ

て
い
た
こ
と
は
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。

　

次
に
鍋
田
川
の
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い

て
述
べ
よ
う
。
鍋
田
川
の
当
核
事
業
を
施

工
す
る
に
先
立
ち
上
流
の
尾
張
大
橋
、
関

西
線
鉄
橋
へ
の
影
響
、
漁
業
権
の
設
置
状

況
、
用
水
、
舟
運
等
の
利
水
状
況
、
塩

害
、
復
旧
す
る
構
造
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
比
較
検
討
し
つ
つ
次
の
三
案
に
つ

い
て
具
体
的
検
討
を
行
な
っ
た
。

[第
一
案　

現
堤
補
強
案
〕

　

現
在
の
堤
防
延
長
一
四
㎞
を
高
さ
七
．

五
m
か
ら
六
m
に
漸
減
す
る
案
。

[第
二
案　

水
門
に
よ
る
締
め
切
り
案
〕

　

水
門
開
口
延
長
一
〇
〇
m
、
洪
水

量
、
一
〇
〇
〇
㎥/s
の
疎
通
能
力
を
持
つ

水
門
を
構
築
す
る
案

[第
三
案　

締
め
切
り
案
〕

　

上
下
流
に
締
め
切
り
堤
を
設
け
、
用

水
、
舟
運
の
為
、
開
口
延
長
一
〇
m
の

水
門
を
設
け
洪
水
流
量
は
木
曽
川
本
川

の
浚
渫
に
よ
り
ま
か
な
う
案

　

そ
し
て
三
五
年
六
月
大
蔵
省
説
明
を
経

て
第
三
案
が
河
口
部
の
水
路
維
持
に
難
は

あ
る
も
の
の
、
施
工
性
、
工
事
費
、
将
来

の
維
持
管
理
等
、
他
案
に
優
れ
て
い
る
た

め
第
三
案
で
施
工
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
こ
の
第
三
案
の
概
要
に
つ
い
て
記
す

と
河
口
部
に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
岬

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
は
、
相
当
高

く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
適
性
価

格
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

業
者
か
ら
増
額
の
陳
情
に
悩
ま
さ
れ
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。

　

機
械
損
料
に
付
い
て
は
建
設
省
に
お
い

て
現
場
損
料
、
修
理
費
な
ど
の
実
績
デ
ー

タ
が
充
実
し
て
い
た
の
で
、
現
場
で
使
用

さ
れ
て
い
る
実
機
械
に
つ
い
て
再
積
算
を

し
て
設
計
変
更
を
し
た
と
思
う
。

　

綱
矢
板
の
損
料
に
つ
い
て
は
、
機
械
貸

付
料
基
準
に
基
い
て
算
定
し
て
い
た
が
、

む
し
ろ
、
市
場
価
額
に
比
べ
て
高
く
、
以

前
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
も
あ
り
、
我
々

と
し
て
は
、
各
業
者
や
他
官
庁
の
実
態
調

査
を
し
て
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
建
設
省
の

積
算
基
準
に
照
ら
し
決
め
た
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
受
け
取
る
べ
き
構

造
物
そ
の
も
の
の
工
事
費
の
積
算
以
外

は
、
損
料
に
し
て
も
、
仮
設
工
、
準
備
工

に
し
て
も
業
者
の
裁
量
に
委
ね
る
工
種
の

れ
た
。

　

木
曽
三
川
の
下
流
部
流
域
の
地
形
を
大

別
す
れ
ば
各
川
の
扇
状
地
、
流
路
に
沿
っ

た
自
然
堤
防
、
デ
ル
タ
、
干
拓
地
、
埋
立

地
等
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
一

様
に
軟
弱
地
盤
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で

地
盤
沈
下
が
今
尚
進
ん
で
い
る
。

　

従
っ
て
、
高
潮
対
策
事
業
の
設
計
に
当

た
っ
て
は
堤
防
断
面
の
安
定
性
、
波
圧
の

減
殺
、
堤
体
土
砂
の
容
積
変
化
、
耐
震
又

は
地
盤
沈
下
に
対
す
る
考
慮
、
堤
防
内
圧

の
減
殺
、
故
障
の
早
期
発
見
、
並
び
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
容
易
さ
を
十
分
配
慮
し

た
。
そ
の
為
、
現
場
説
明
書
、
仕
様
書
に

忠
実
に
施
工
し
て
い
る
限
り
、
問
題
は
な

い
が
工
事
の
促
進
を
図
る
あ
ま
り
、
土
工

工
事
が
粗
雑
に
な
り
や
す
く
、
所
定
の
締

め
固
め
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が
度
々
あ

り
、
こ
れ
が
矢
板
打
ち
の
施
工
管
理
と
共

に
施
工
の
優
劣
を
計
る
最
大
の
着
眼
点
で

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　

我
々
は
設
計
審
査
に
当
た
り
、
工
事
費

の
低
減
に
は
特
に
留
意
し
物
価
動
向
、
労

務
状
況
の
実
体
を
把
握
し
て
設
計
積
算
に

反
映
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ

も
今
に
な
っ
て
思
え
ば
疑
心
暗
鬼
の
積
算

も
幾
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
単
価
表
の

中
の
雑
品
費
は
単
価
の
ラ
ウ
ン
ド
化
を
図

る
端
数
操
作
で
あ
っ
た
、
然
し
単
価
表
の

数
字
で
あ
る
だ
け
に
サ
ム
ア
ッ
ブ
さ
れ
る

と
馬
鹿
に
な
ら
な
い
額
に
な
り
驚
い
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
損
料

に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
営
繕
損
料
は
こ
の

時
の
よ
う
に
、
短
期
間
に
膨
大
の
工
事
量

を
施
工
し
た
例
も
な
く
、
民
家
の
借
り
上

げ
も
望
め
ず
、
労
務
者
も
遠
隔
地
か
ら
雇

部
隊
を
、
大
成
建
設
は
地
下
鉄
の
部
隊

を
、
熊
谷
組
は
ダ
ム
の
部
隊
を
と
い
う
よ

う
に
、
夫
々
の
施
工
し
て
い
た
工
事
を
一

時
中
止
し
て
急
遽
当
災
害
現
場
に
、
駆
け

つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の

部
隊
の
特
徴
が
随
所
に
現
れ
コ
ン
テ
ス
ト

の
興
味
を
更
に
倍
加
さ
せ
た
。
兎
に
角
、

各
現
場
に
お
い
て
現
場
代
理
人
の
影
響
が

如
何
に
大
き
い
か
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

伊
勢
湾
高
潮
対
策
事
業
、

本
復
旧
工
事
に

ま
つ
わ
る
思
い
出

第
十
節

に
責
め
ら
れ
て
も
、
私
の
答
え
は
「
事
情

ご
賢
察
」
の
五
文
字
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
私
の
こ
の
必
死
の
答
弁
に
、
検
察
官

も
渋
い
顔
し
て
、
わ
か
っ
た
と
一
言
、
言

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
検
査
院
の
中
で
私
は
中
部
の

タ
ヌ
キ
と
渾
名
さ
れ
て
い
た
と
第
三
者
か

ら
聞
か
さ
れ
た
。
（
記
憶
の
誤
り
に
よ

り
、
記
述
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
折
り
は
お
許

し
下
さ
い
。
）

　

木
曽
川
左
岸
加
路
戸
地
先
の
引
堤
に
伴

う
潰
れ
地
相
当
分
は
、
鍋
田
川
を
埋
立
て

て
土
地
造
成
し
、
等
価
値
交
換
す
る
こ
と

で
基
本
的
な
同
意
を
得
た
が
次
の
よ
う
な

手
続
き
を
要
し
た
。

一
、  

河
川
の
公
用
廃
止

二
、 

金
銭
補
償
の
範
囲
を
超
え
た
農
地
造 

成
の
承
認

三
、  

潰
れ
地
の
評
価

四
、  

廃
川
敷
地
処
分
に
よ
る
国
有
地
編
入

五
、  

造
成
地
補
償
工
事
の
施
工

六
、  

造
成
地
の
評
価

七
、  

交
換
時
の
評
価
調
書
作
成

八
、  

交
換
手
続
き
申
請

九
、  

残
農
地
の
大
蔵
省
へ
の
引
き
継
ぎ

一〇
、
自
作
農
経
営
安
定
農
地
と
し
て
農
林

省
へ
所
管
替
え

一一
、
農
民
へ
の
売
り
渡
し

　

尚
、
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
が
鍋
田

川
の
流
心
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
流
路
変
更

に
よ
る
県
境
決
定
に
も
困
難
を
極
め
、
未

だ
解
決
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

宅
地
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
民
生
安
定

と
工
事
の
早
期
完
成
上
先
行
投
資
を
迫
ら

れ
た
。
ま
た
、
集
団
移
転
計
画
は
、
地
元

事
情
か
ら
幾
度
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
た
ま
た
ま
会
計
検
査
の
際
に
、
宅
地

造
成
地
の
一
部
に
、
予
定
者
が
移
転
せ
ず

に
空
地
に
な
っ
て
い
た
の
に
眼
を
つ
け
、

こ
れ
は
国
損
工
事
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
た
。
私
は
当
時
、
中
部
地
建
の
担
当
工

事
課
長
と
し
て
、
応
答
の
任
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
こ
の
時
、
は
た
と
困
っ
た
が
勇

を
奮
っ
て
お
答
え
し
た
。
検
察
官
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
幾
度
問
わ
れ
て
も
、
如
何

海
岸
堤
防
と
同
じ
く
TP
七
．五
〇
m
の
三
面

張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
四
五
五
m
を
設

け
る
と
と
も
に
舟
運
及
び
排
水
の
た
め
幅

一
〇
m
の
ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト
の
水
門
一
基

を
設
け
る
。
ま
た
、
上
下
流
部
に
中
仕
切

堤
、
延
長
二
七
五
m
（
こ
れ
に
付
属
し
て

巾
五
m
二
連
の
水
門
を
併
設
）
を
設
け
舟

運
の
為
の
閘
門
を
代
用
さ
せ
る
、
分
派
点

に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
川
左
岸
堤
と

同
高
の
TP
六
．三
m
の
堤
防
延
長
一
七
五
m

で
締
め
切
る
。

　

尚
、
従
来
鍋
田
川
を
取
水
源
と
す
る
用

水
に
支
障
無
き
よ
う
に
ま
た
、
塩
害
が
新

た
に
生
じ
な
い
よ
う
に
幅
五
m
、
二
連
の

水
門
を
併
設
す
る
。
こ
の
締
め
切
り
に
よ

り
規
定
計
画
の
洪
水
流
下
量
一
〇
〇
〇
㎥/s

は
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
本
川
に
こ
れ
を
付

加
し
分
派
点
下
流
の
計
画
流
量
一
一
五
〇

〇
㎥/s
を
一
二
五
〇
〇
㎥/s
と
し
水
位
の
上
昇

を
来
さ
ぬ
よ
う
に
、
浚
渫
を
行
な
う
。
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 河川計画課長補佐
〃 中部地方建設局
 河川工事課長
〃 中部地方建設局掛川
 及び磐田工事事務所長
〃 川崎製鉄株式会社
 建材技術副部長
〃 川鉄商事株式会社
 建設開発部長
〃 川鉄鉄構工業株式会社
 顧問

木
曽
川

長

111111
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10

10

1010

9
9

9

9
9 8

8

8
8

8 7 7
77

7 6
6

6
6

6
5

555 4

4 44

3
3

33

2
2

2
2

1
1

00

揖

良斐
川

川

近鉄名古屋本線
国鉄関西線
国道

上之輪堤
第二
上之輪堤
第一

桜堤

松
ヶ
島
堤

大
島
堤

都
羅
堤

伊
曽
島
堤

松
蔭
堤

横
満
蔵
堤

霞
ヶ
須
堤

殿
名
堤
第
一

殿
名
堤

　
　
第
二

前
ヶ
須
堤

加
路
戸
堤

木
曽
岬
堤

住吉堤
桑名堤
赤須賀堤

鍋田川下流
中水門

鍋田川上水門

鍋田川下流
　　下水門地蔵堤第二

地蔵堤第一

城南堤

城南海岸堤

TALK

＆TALK （Vol.29 1999 W
IN
TER)

    　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

は
っ

 

け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

は
っ
け

岐阜県揖斐川　水系
三重県宮川　　水系
大阪・京都淀川　水系
愛知県矢作川　水系
静岡県天竜川　水系

 9 月29日～10月31日
10月11日～10月31日
10月16日～11月 8 日
10月 8 日～10月31日
10月 9 日～10月31日

産　地 期　間
65,330
168,188
37,433
22,339
42,418

数量（束）244,770
 35,590
31,180
16,000
10,000
3,000

大　阪
岐　阜
三　重
香　川
静　岡
冨　山

産　地 数量（箇）

※この他矢作川、鈴鹿川河口部の堤防も高潮対策事業で施行した。
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■ そだ集積状況
■ かます集積状況9月29日～11月29日

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

■ 締め切り口まで手渡しで運ぶ土のう（長島町白鶏）

■ 緊急締め切り状況（木曽岬村白鷺）

■ 最後の仮締め切り工事完了（長島町白鶏）

当
時
の
事
務
所
長
（
渡
辺
豊
さ
ん
）
の
推

薦
趣
旨
説
明
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
元
業
者

の
参
加
が
叶
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
の

日
、
委
員
会
で
の
緊
迫
し
た
様
を
私
は
傍

で
視
て
い
た
が
、
今
で
も
忘
れ
て
い
な

い
。
　

入
札
を
終
え
た
業
者
は
契
約
を
済
ま
す

と
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
地

域
及
び
工
事
延
長
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ

ぼ
、
同
じ
復
旧
断
面
の
完
成
を
目
指
し
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
一
大
建
設
コ
ン
テ
ス

ト
の
様
相
を
呈
し
た
。
特
に
大
手
業
者
は

新
た
に
工
事
部
隊
を
編
成
す
る
こ
と
な

く
、
例
え
ば
鹿
島
建
設
は
ゴ
ル
フ
場
建
設

じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
時
を
争
っ
て
突
進

し
て
い
た
。
よ
ご
れ
た
水
防
服
に
身
を
固
め

血
走
っ
た
眼
を
し
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
達
、
大
声
を
挙
げ
て
現
場
を
駆
け

回
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
達
、
彼
ら
を
激
励
し

て
い
る
幹
部
達
の
一
人
一
人
の
顔
が
今
で
も

く
っ
き
り
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
頃
主
役
だ
っ
た

人
達
の
大
部
分
が
過
去
の
人
達
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

多
少
な
り
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
は

三
五
年
の
出
水
期
の
後
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
出
来
事
は
統
べ
て
夢
の

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

か
く
し
て
一
二
月
二
五

日
か
ら
指
名
競
争
入
札
が

行
な
わ
れ
た
。

　

指
名
業
者
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
中
部
地
建
の

推
薦
し
た
業
者
と
大
臣
案

と
の
調
整
が
か
な
り
難
航

し
た
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
且
つ
大
規
模
工

事
に
地
元
業
者
を
参
加
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ

れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

長
良
川
左
岸
、
白
鶏
地
区
の
応
急
仮
締
め

切
り
を
最
後
に
破
堤
し
た
全
箇
所
か
ら
海

水
は
遮
断
さ
れ
た
。
直
ち
に
補
強
工
事
を

進
め
る
傍
ら
、
本
復
旧
工
事
の
発
注
準
備

を
進
め
た
。

　

何
し
ろ
、
当
時
は
電
気
な
し
、
水
な
し
、

家
な
し
、
路
も
な
し
、
の
無
い
無
い
づ
く
し

の
中
で
一
時
も
早
く
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
う
し
た
焦
り
の
中
で
現
地
事
務
所
の

人
達
の
あ
の
不
眠
不
休
の
努
力
の
様
は
、
私

の
筆
を
持
っ
て
し
て
は
到
底
表
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
兎
に
角
、
業
者
に
一
時
も
早
く
位

置
に
つ
い
て
も
ら
う
と
言
う
意
味
で
、
延
長

的
に
も
高
さ
的
に
も
そ
の
一
部
で
あ
れ
、
発

注
の
形
態
の
整
っ
た
も
の
か
ら
発
注
し
、
後

に
追
加
工
事
ま
た
は
、
変
更
工
事
で
補
完
し

て
行
く
と
言
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

一
、
昭
和
三
四
年
度
中
に
基
礎
工
事
を
完

了
す
る
。
（
綱
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
等
は
別
途
特
注
の
方
法

を
と
っ
た
）

一
、
昭
和
三
五
年
出
水
期
ま
で
に
計
画
洪

水
位
ま
で
概
成
す
る
。

　

と
い
う
こ
と
が
至
上
命
令
で
あ
り
、
今

考
え
る
と
無
我
夢
中
で
、
ひ
た
す
ら
、
同

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
か

ら
四
〇
年
。

　

当
時
、
伊
勢
湾
台
風
に
尽
力
さ
れ
た
上

司
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
す
で
に
他
界
さ

れ
、
今
や
、
こ
の
世
に
い
な
い
。
そ
れ
で

私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
記
録
や
記
事

は
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
且

つ
、
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
い
く
ら
語
ら
れ
て
も
語
り
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
不
肖
、
恐
縮

し
つ
つ
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
四

〇
年
の
歳
月
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
、

辛
か
っ
た
こ
と
も
薄
れ
る
一
方
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
今
も
尚
、
私
の
記
憶
の
中
に

再
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
幾
つ
か
あ
る
。
今

は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
美
化
さ
れ
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
本
復
旧

に
ま
つ
わ
る
二
、
三
の
秘
話
を
披
露
し
て

責
任
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。

　

先
ず
本
復
旧
工
事
に
着
工
し
た
当
時
に

つ
い
て
語
ろ
う
。
昭
和
三
四
（
一
九
五

九
）
年
一
一
月
一
八
日
、
難
行
を
極
め
た

積
算
は
適
性
価
格
を
決
め
る
こ
と
は
至
難

の
業
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
口
角
泡
を
飛

ば
し
な
が
ら
、
議
論
し
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
細
か
い
こ
と
は
忘
れ

た
が
、
当
時
、
我
々
は
お
互
い
に
強
い
使

命
感
に
燃
え
な
が
ら
、
業
者
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
て
、
復
旧
工
事
に
立
ち
向
か
っ

て
い
た
こ
と
は
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。

　

次
に
鍋
田
川
の
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い

て
述
べ
よ
う
。
鍋
田
川
の
当
核
事
業
を
施

工
す
る
に
先
立
ち
上
流
の
尾
張
大
橋
、
関

西
線
鉄
橋
へ
の
影
響
、
漁
業
権
の
設
置
状

況
、
用
水
、
舟
運
等
の
利
水
状
況
、
塩

害
、
復
旧
す
る
構
造
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
比
較
検
討
し
つ
つ
次
の
三
案
に
つ

い
て
具
体
的
検
討
を
行
な
っ
た
。

[第
一
案　

現
堤
補
強
案
〕

　

現
在
の
堤
防
延
長
一
四
㎞
を
高
さ
七
．

五
m
か
ら
六
m
に
漸
減
す
る
案
。

[第
二
案　

水
門
に
よ
る
締
め
切
り
案
〕

　

水
門
開
口
延
長
一
〇
〇
m
、
洪
水

量
、
一
〇
〇
〇
㎥/s
の
疎
通
能
力
を
持
つ

水
門
を
構
築
す
る
案

[第
三
案　

締
め
切
り
案
〕

　

上
下
流
に
締
め
切
り
堤
を
設
け
、
用

水
、
舟
運
の
為
、
開
口
延
長
一
〇
m
の

水
門
を
設
け
洪
水
流
量
は
木
曽
川
本
川

の
浚
渫
に
よ
り
ま
か
な
う
案

　

そ
し
て
三
五
年
六
月
大
蔵
省
説
明
を
経

て
第
三
案
が
河
口
部
の
水
路
維
持
に
難
は

あ
る
も
の
の
、
施
工
性
、
工
事
費
、
将
来

の
維
持
管
理
等
、
他
案
に
優
れ
て
い
る
た

め
第
三
案
で
施
工
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
こ
の
第
三
案
の
概
要
に
つ
い
て
記
す

と
河
口
部
に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
岬

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
は
、
相
当
高

く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
適
性
価

格
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

業
者
か
ら
増
額
の
陳
情
に
悩
ま
さ
れ
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。

　

機
械
損
料
に
付
い
て
は
建
設
省
に
お
い

て
現
場
損
料
、
修
理
費
な
ど
の
実
績
デ
ー

タ
が
充
実
し
て
い
た
の
で
、
現
場
で
使
用

さ
れ
て
い
る
実
機
械
に
つ
い
て
再
積
算
を

し
て
設
計
変
更
を
し
た
と
思
う
。

　

綱
矢
板
の
損
料
に
つ
い
て
は
、
機
械
貸

付
料
基
準
に
基
い
て
算
定
し
て
い
た
が
、

む
し
ろ
、
市
場
価
額
に
比
べ
て
高
く
、
以

前
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
も
あ
り
、
我
々

と
し
て
は
、
各
業
者
や
他
官
庁
の
実
態
調

査
を
し
て
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
建
設
省
の

積
算
基
準
に
照
ら
し
決
め
た
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
受
け
取
る
べ
き
構

造
物
そ
の
も
の
の
工
事
費
の
積
算
以
外

は
、
損
料
に
し
て
も
、
仮
設
工
、
準
備
工

に
し
て
も
業
者
の
裁
量
に
委
ね
る
工
種
の

れ
た
。

　

木
曽
三
川
の
下
流
部
流
域
の
地
形
を
大

別
す
れ
ば
各
川
の
扇
状
地
、
流
路
に
沿
っ

た
自
然
堤
防
、
デ
ル
タ
、
干
拓
地
、
埋
立

地
等
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
一

様
に
軟
弱
地
盤
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で

地
盤
沈
下
が
今
尚
進
ん
で
い
る
。

　

従
っ
て
、
高
潮
対
策
事
業
の
設
計
に
当

た
っ
て
は
堤
防
断
面
の
安
定
性
、
波
圧
の

減
殺
、
堤
体
土
砂
の
容
積
変
化
、
耐
震
又

は
地
盤
沈
下
に
対
す
る
考
慮
、
堤
防
内
圧

の
減
殺
、
故
障
の
早
期
発
見
、
並
び
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
容
易
さ
を
十
分
配
慮
し

た
。
そ
の
為
、
現
場
説
明
書
、
仕
様
書
に

忠
実
に
施
工
し
て
い
る
限
り
、
問
題
は
な

い
が
工
事
の
促
進
を
図
る
あ
ま
り
、
土
工

工
事
が
粗
雑
に
な
り
や
す
く
、
所
定
の
締

め
固
め
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が
度
々
あ

り
、
こ
れ
が
矢
板
打
ち
の
施
工
管
理
と
共

に
施
工
の
優
劣
を
計
る
最
大
の
着
眼
点
で

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　

我
々
は
設
計
審
査
に
当
た
り
、
工
事
費

の
低
減
に
は
特
に
留
意
し
物
価
動
向
、
労

務
状
況
の
実
体
を
把
握
し
て
設
計
積
算
に

反
映
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ

も
今
に
な
っ
て
思
え
ば
疑
心
暗
鬼
の
積
算

も
幾
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
単
価
表
の

中
の
雑
品
費
は
単
価
の
ラ
ウ
ン
ド
化
を
図

る
端
数
操
作
で
あ
っ
た
、
然
し
単
価
表
の

数
字
で
あ
る
だ
け
に
サ
ム
ア
ッ
ブ
さ
れ
る

と
馬
鹿
に
な
ら
な
い
額
に
な
り
驚
い
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
損
料

に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
営
繕
損
料
は
こ
の

時
の
よ
う
に
、
短
期
間
に
膨
大
の
工
事
量

を
施
工
し
た
例
も
な
く
、
民
家
の
借
り
上

げ
も
望
め
ず
、
労
務
者
も
遠
隔
地
か
ら
雇

部
隊
を
、
大
成
建
設
は
地
下
鉄
の
部
隊

を
、
熊
谷
組
は
ダ
ム
の
部
隊
を
と
い
う
よ

う
に
、
夫
々
の
施
工
し
て
い
た
工
事
を
一

時
中
止
し
て
急
遽
当
災
害
現
場
に
、
駆
け

つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の

部
隊
の
特
徴
が
随
所
に
現
れ
コ
ン
テ
ス
ト

の
興
味
を
更
に
倍
加
さ
せ
た
。
兎
に
角
、

各
現
場
に
お
い
て
現
場
代
理
人
の
影
響
が

如
何
に
大
き
い
か
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

伊
勢
湾
高
潮
対
策
事
業
、

本
復
旧
工
事
に

ま
つ
わ
る
思
い
出

第
十
節

に
責
め
ら
れ
て
も
、
私
の
答
え
は
「
事
情

ご
賢
察
」
の
五
文
字
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
私
の
こ
の
必
死
の
答
弁
に
、
検
察
官

も
渋
い
顔
し
て
、
わ
か
っ
た
と
一
言
、
言

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
検
査
院
の
中
で
私
は
中
部
の

タ
ヌ
キ
と
渾
名
さ
れ
て
い
た
と
第
三
者
か

ら
聞
か
さ
れ
た
。
（
記
憶
の
誤
り
に
よ

り
、
記
述
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
折
り
は
お
許

し
下
さ
い
。
）

　

木
曽
川
左
岸
加
路
戸
地
先
の
引
堤
に
伴

う
潰
れ
地
相
当
分
は
、
鍋
田
川
を
埋
立
て

て
土
地
造
成
し
、
等
価
値
交
換
す
る
こ
と

で
基
本
的
な
同
意
を
得
た
が
次
の
よ
う
な

手
続
き
を
要
し
た
。

一
、  

河
川
の
公
用
廃
止

二
、 

金
銭
補
償
の
範
囲
を
超
え
た
農
地
造 

成
の
承
認

三
、  

潰
れ
地
の
評
価

四
、  

廃
川
敷
地
処
分
に
よ
る
国
有
地
編
入

五
、  

造
成
地
補
償
工
事
の
施
工

六
、  

造
成
地
の
評
価

七
、  

交
換
時
の
評
価
調
書
作
成

八
、  

交
換
手
続
き
申
請

九
、  

残
農
地
の
大
蔵
省
へ
の
引
き
継
ぎ

一〇
、
自
作
農
経
営
安
定
農
地
と
し
て
農
林

省
へ
所
管
替
え

一一
、
農
民
へ
の
売
り
渡
し

　

尚
、
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
が
鍋
田

川
の
流
心
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
流
路
変
更

に
よ
る
県
境
決
定
に
も
困
難
を
極
め
、
未

だ
解
決
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

宅
地
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
民
生
安
定

と
工
事
の
早
期
完
成
上
先
行
投
資
を
迫
ら

れ
た
。
ま
た
、
集
団
移
転
計
画
は
、
地
元

事
情
か
ら
幾
度
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
た
ま
た
ま
会
計
検
査
の
際
に
、
宅
地

造
成
地
の
一
部
に
、
予
定
者
が
移
転
せ
ず

に
空
地
に
な
っ
て
い
た
の
に
眼
を
つ
け
、

こ
れ
は
国
損
工
事
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
た
。
私
は
当
時
、
中
部
地
建
の
担
当
工

事
課
長
と
し
て
、
応
答
の
任
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
こ
の
時
、
は
た
と
困
っ
た
が
勇

を
奮
っ
て
お
答
え
し
た
。
検
察
官
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
幾
度
問
わ
れ
て
も
、
如
何

海
岸
堤
防
と
同
じ
く
TP
七
．五
〇
m
の
三
面

張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
四
五
五
m
を
設

け
る
と
と
も
に
舟
運
及
び
排
水
の
た
め
幅

一
〇
m
の
ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト
の
水
門
一
基

を
設
け
る
。
ま
た
、
上
下
流
部
に
中
仕
切

堤
、
延
長
二
七
五
m
（
こ
れ
に
付
属
し
て

巾
五
m
二
連
の
水
門
を
併
設
）
を
設
け
舟

運
の
為
の
閘
門
を
代
用
さ
せ
る
、
分
派
点

に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
川
左
岸
堤
と

同
高
の
TP
六
．三
m
の
堤
防
延
長
一
七
五
m

で
締
め
切
る
。

　

尚
、
従
来
鍋
田
川
を
取
水
源
と
す
る
用

水
に
支
障
無
き
よ
う
に
ま
た
、
塩
害
が
新

た
に
生
じ
な
い
よ
う
に
幅
五
m
、
二
連
の

水
門
を
併
設
す
る
。
こ
の
締
め
切
り
に
よ

り
規
定
計
画
の
洪
水
流
下
量
一
〇
〇
〇
㎥/s

は
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
本
川
に
こ
れ
を
付

加
し
分
派
点
下
流
の
計
画
流
量
一
一
五
〇

〇
㎥/s
を
一
二
五
〇
〇
㎥/s
と
し
水
位
の
上
昇

を
来
さ
ぬ
よ
う
に
、
浚
渫
を
行
な
う
。

■ 河川工事施行区域図

鈴木 嶺夫 氏
プロフィール

山梨県甲府市出身
大正7年9月22日生
元 中部地方建設局
 河川計画課長補佐
〃 中部地方建設局
 河川工事課長
〃 中部地方建設局掛川
 及び磐田工事事務所長
〃 川崎製鉄株式会社
 建材技術副部長
〃 川鉄商事株式会社
 建設開発部長
〃 川鉄鉄構工業株式会社
 顧問
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国道

上之輪堤
第二
上之輪堤
第一

桜堤

松
ヶ
島
堤

大
島
堤

都
羅
堤

伊
曽
島
堤

松
蔭
堤

横
満
蔵
堤

霞
ヶ
須
堤

殿
名
堤
第
一

殿
名
堤

　
　
第
二

前
ヶ
須
堤

加
路
戸
堤

木
曽
岬
堤

住吉堤
桑名堤
赤須賀堤

鍋田川下流
中水門

鍋田川上水門

鍋田川下流
　　下水門地蔵堤第二

地蔵堤第一

城南堤

城南海岸堤
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は
っ
け

岐阜県揖斐川　水系
三重県宮川　　水系
大阪・京都淀川　水系
愛知県矢作川　水系
静岡県天竜川　水系

 9 月29日～10月31日
10月11日～10月31日
10月16日～11月 8 日
10月 8 日～10月31日
10月 9 日～10月31日

産　地 期　間
65,330
168,188
37,433
22,339
42,418

数量（束）244,770
 35,590
31,180
16,000
10,000
3,000

大　阪
岐　阜
三　重
香　川
静　岡
冨　山

産　地 数量（箇）

※この他矢作川、鈴鹿川河口部の堤防も高潮対策事業で施行した。



5960

第
二
章

第
二
章

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

当
時
の
事
務
所
長
（
渡
辺
豊
さ
ん
）
の
推

薦
趣
旨
説
明
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
元
業
者

の
参
加
が
叶
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
の

日
、
委
員
会
で
の
緊
迫
し
た
様
を
私
は
傍

で
視
て
い
た
が
、
今
で
も
忘
れ
て
い
な

い
。
　

入
札
を
終
え
た
業
者
は
契
約
を
済
ま
す

と
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
地

域
及
び
工
事
延
長
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ

ぼ
、
同
じ
復
旧
断
面
の
完
成
を
目
指
し
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
一
大
建
設
コ
ン
テ
ス

ト
の
様
相
を
呈
し
た
。
特
に
大
手
業
者
は

新
た
に
工
事
部
隊
を
編
成
す
る
こ
と
な

く
、
例
え
ば
鹿
島
建
設
は
ゴ
ル
フ
場
建
設

じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
時
を
争
っ
て
突
進

し
て
い
た
。
よ
ご
れ
た
水
防
服
に
身
を
固
め

血
走
っ
た
眼
を
し
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
達
、
大
声
を
挙
げ
て
現
場
を
駆
け

回
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
達
、
彼
ら
を
激
励
し

て
い
る
幹
部
達
の
一
人
一
人
の
顔
が
今
で
も

く
っ
き
り
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
頃
主
役
だ
っ
た

人
達
の
大
部
分
が
過
去
の
人
達
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

多
少
な
り
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
は

三
五
年
の
出
水
期
の
後
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
出
来
事
は
統
べ
て
夢
の

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

か
く
し
て
一
二
月
二
五

日
か
ら
指
名
競
争
入
札
が

行
な
わ
れ
た
。

　

指
名
業
者
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
中
部
地
建
の

推
薦
し
た
業
者
と
大
臣
案

と
の
調
整
が
か
な
り
難
航

し
た
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
且
つ
大
規
模
工

事
に
地
元
業
者
を
参
加
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ

れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

長
良
川
左
岸
、
白
鶏
地
区
の
応
急
仮
締
め

切
り
を
最
後
に
破
堤
し
た
全
箇
所
か
ら
海

水
は
遮
断
さ
れ
た
。
直
ち
に
補
強
工
事
を

進
め
る
傍
ら
、
本
復
旧
工
事
の
発
注
準
備

を
進
め
た
。

　

何
し
ろ
、
当
時
は
電
気
な
し
、
水
な
し
、

家
な
し
、
路
も
な
し
、
の
無
い
無
い
づ
く
し

の
中
で
一
時
も
早
く
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
う
し
た
焦
り
の
中
で
現
地
事
務
所
の

人
達
の
あ
の
不
眠
不
休
の
努
力
の
様
は
、
私

の
筆
を
持
っ
て
し
て
は
到
底
表
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
兎
に
角
、
業
者
に
一
時
も
早
く
位

置
に
つ
い
て
も
ら
う
と
言
う
意
味
で
、
延
長

的
に
も
高
さ
的
に
も
そ
の
一
部
で
あ
れ
、
発

注
の
形
態
の
整
っ
た
も
の
か
ら
発
注
し
、
後

に
追
加
工
事
ま
た
は
、
変
更
工
事
で
補
完
し

て
行
く
と
言
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

一
、
昭
和
三
四
年
度
中
に
基
礎
工
事
を
完

了
す
る
。
（
綱
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
等
は
別
途
特
注
の
方
法

を
と
っ
た
）

一
、
昭
和
三
五
年
出
水
期
ま
で
に
計
画
洪

水
位
ま
で
概
成
す
る
。

　

と
い
う
こ
と
が
至
上
命
令
で
あ
り
、
今

考
え
る
と
無
我
夢
中
で
、
ひ
た
す
ら
、
同

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
か

ら
四
〇
年
。

　

当
時
、
伊
勢
湾
台
風
に
尽
力
さ
れ
た
上

司
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
す
で
に
他
界
さ

れ
、
今
や
、
こ
の
世
に
い
な
い
。
そ
れ
で

私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
記
録
や
記
事

は
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
且

つ
、
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
い
く
ら
語
ら
れ
て
も
語
り
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
不
肖
、
恐
縮

し
つ
つ
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
四

〇
年
の
歳
月
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
、

辛
か
っ
た
こ
と
も
薄
れ
る
一
方
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
今
も
尚
、
私
の
記
憶
の
中
に

再
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
幾
つ
か
あ
る
。
今

は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
美
化
さ
れ
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
本
復
旧

に
ま
つ
わ
る
二
、
三
の
秘
話
を
披
露
し
て

責
任
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。

　

先
ず
本
復
旧
工
事
に
着
工
し
た
当
時
に

つ
い
て
語
ろ
う
。
昭
和
三
四
（
一
九
五

九
）
年
一
一
月
一
八
日
、
難
行
を
極
め
た

積
算
は
適
性
価
格
を
決
め
る
こ
と
は
至
難

の
業
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
口
角
泡
を
飛

ば
し
な
が
ら
、
議
論
し
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
細
か
い
こ
と
は
忘
れ

た
が
、
当
時
、
我
々
は
お
互
い
に
強
い
使

命
感
に
燃
え
な
が
ら
、
業
者
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
て
、
復
旧
工
事
に
立
ち
向
か
っ

て
い
た
こ
と
は
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。

　

次
に
鍋
田
川
の
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い

て
述
べ
よ
う
。
鍋
田
川
の
当
核
事
業
を
施

工
す
る
に
先
立
ち
上
流
の
尾
張
大
橋
、
関

西
線
鉄
橋
へ
の
影
響
、
漁
業
権
の
設
置
状

況
、
用
水
、
舟
運
等
の
利
水
状
況
、
塩

害
、
復
旧
す
る
構
造
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
比
較
検
討
し
つ
つ
次
の
三
案
に
つ

い
て
具
体
的
検
討
を
行
な
っ
た
。

[第
一
案　

現
堤
補
強
案
〕

　

現
在
の
堤
防
延
長
一
四
㎞
を
高
さ
七
．

五
m
か
ら
六
m
に
漸
減
す
る
案
。

[第
二
案　

水
門
に
よ
る
締
め
切
り
案
〕

　

水
門
開
口
延
長
一
〇
〇
m
、
洪
水

量
、
一
〇
〇
〇
㎥/s
の
疎
通
能
力
を
持
つ

水
門
を
構
築
す
る
案

[第
三
案　

締
め
切
り
案
〕

　

上
下
流
に
締
め
切
り
堤
を
設
け
、
用

水
、
舟
運
の
為
、
開
口
延
長
一
〇
m
の

水
門
を
設
け
洪
水
流
量
は
木
曽
川
本
川

の
浚
渫
に
よ
り
ま
か
な
う
案

　

そ
し
て
三
五
年
六
月
大
蔵
省
説
明
を
経

て
第
三
案
が
河
口
部
の
水
路
維
持
に
難
は

あ
る
も
の
の
、
施
工
性
、
工
事
費
、
将
来

の
維
持
管
理
等
、
他
案
に
優
れ
て
い
る
た

め
第
三
案
で
施
工
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
こ
の
第
三
案
の
概
要
に
つ
い
て
記
す

と
河
口
部
に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
岬

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
は
、
相
当
高

く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
適
性
価

格
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

業
者
か
ら
増
額
の
陳
情
に
悩
ま
さ
れ
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。

　

機
械
損
料
に
付
い
て
は
建
設
省
に
お
い

て
現
場
損
料
、
修
理
費
な
ど
の
実
績
デ
ー

タ
が
充
実
し
て
い
た
の
で
、
現
場
で
使
用

さ
れ
て
い
る
実
機
械
に
つ
い
て
再
積
算
を

し
て
設
計
変
更
を
し
た
と
思
う
。

　

綱
矢
板
の
損
料
に
つ
い
て
は
、
機
械
貸

付
料
基
準
に
基
い
て
算
定
し
て
い
た
が
、

む
し
ろ
、
市
場
価
額
に
比
べ
て
高
く
、
以

前
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
も
あ
り
、
我
々

と
し
て
は
、
各
業
者
や
他
官
庁
の
実
態
調

査
を
し
て
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
建
設
省
の

積
算
基
準
に
照
ら
し
決
め
た
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
受
け
取
る
べ
き
構

造
物
そ
の
も
の
の
工
事
費
の
積
算
以
外

は
、
損
料
に
し
て
も
、
仮
設
工
、
準
備
工

に
し
て
も
業
者
の
裁
量
に
委
ね
る
工
種
の

れ
た
。

　

木
曽
三
川
の
下
流
部
流
域
の
地
形
を
大

別
す
れ
ば
各
川
の
扇
状
地
、
流
路
に
沿
っ

た
自
然
堤
防
、
デ
ル
タ
、
干
拓
地
、
埋
立

地
等
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
一

様
に
軟
弱
地
盤
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で

地
盤
沈
下
が
今
尚
進
ん
で
い
る
。

　

従
っ
て
、
高
潮
対
策
事
業
の
設
計
に
当

た
っ
て
は
堤
防
断
面
の
安
定
性
、
波
圧
の

減
殺
、
堤
体
土
砂
の
容
積
変
化
、
耐
震
又

は
地
盤
沈
下
に
対
す
る
考
慮
、
堤
防
内
圧

の
減
殺
、
故
障
の
早
期
発
見
、
並
び
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
容
易
さ
を
十
分
配
慮
し

た
。
そ
の
為
、
現
場
説
明
書
、
仕
様
書
に

忠
実
に
施
工
し
て
い
る
限
り
、
問
題
は
な

い
が
工
事
の
促
進
を
図
る
あ
ま
り
、
土
工

工
事
が
粗
雑
に
な
り
や
す
く
、
所
定
の
締

め
固
め
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が
度
々
あ

り
、
こ
れ
が
矢
板
打
ち
の
施
工
管
理
と
共

に
施
工
の
優
劣
を
計
る
最
大
の
着
眼
点
で

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　

我
々
は
設
計
審
査
に
当
た
り
、
工
事
費

の
低
減
に
は
特
に
留
意
し
物
価
動
向
、
労

務
状
況
の
実
体
を
把
握
し
て
設
計
積
算
に

反
映
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ

も
今
に
な
っ
て
思
え
ば
疑
心
暗
鬼
の
積
算

も
幾
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
単
価
表
の

中
の
雑
品
費
は
単
価
の
ラ
ウ
ン
ド
化
を
図

る
端
数
操
作
で
あ
っ
た
、
然
し
単
価
表
の

数
字
で
あ
る
だ
け
に
サ
ム
ア
ッ
ブ
さ
れ
る

と
馬
鹿
に
な
ら
な
い
額
に
な
り
驚
い
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
損
料

に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
営
繕
損
料
は
こ
の

時
の
よ
う
に
、
短
期
間
に
膨
大
の
工
事
量

を
施
工
し
た
例
も
な
く
、
民
家
の
借
り
上

げ
も
望
め
ず
、
労
務
者
も
遠
隔
地
か
ら
雇

部
隊
を
、
大
成
建
設
は
地
下
鉄
の
部
隊

を
、
熊
谷
組
は
ダ
ム
の
部
隊
を
と
い
う
よ

う
に
、
夫
々
の
施
工
し
て
い
た
工
事
を
一

時
中
止
し
て
急
遽
当
災
害
現
場
に
、
駆
け

つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の

部
隊
の
特
徴
が
随
所
に
現
れ
コ
ン
テ
ス
ト

の
興
味
を
更
に
倍
加
さ
せ
た
。
兎
に
角
、

各
現
場
に
お
い
て
現
場
代
理
人
の
影
響
が

如
何
に
大
き
い
か
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

に
責
め
ら
れ
て
も
、
私
の
答
え
は
「
事
情

ご
賢
察
」
の
五
文
字
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
私
の
こ
の
必
死
の
答
弁
に
、
検
察
官

も
渋
い
顔
し
て
、
わ
か
っ
た
と
一
言
、
言

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
検
査
院
の
中
で
私
は
中
部
の

タ
ヌ
キ
と
渾
名
さ
れ
て
い
た
と
第
三
者
か

ら
聞
か
さ
れ
た
。
（
記
憶
の
誤
り
に
よ

り
、
記
述
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
折
り
は
お
許

し
下
さ
い
。
）

　

木
曽
川
左
岸
加
路
戸
地
先
の
引
堤
に
伴

う
潰
れ
地
相
当
分
は
、
鍋
田
川
を
埋
立
て

て
土
地
造
成
し
、
等
価
値
交
換
す
る
こ
と

で
基
本
的
な
同
意
を
得
た
が
次
の
よ
う
な

手
続
き
を
要
し
た
。

一
、  

河
川
の
公
用
廃
止

二
、 

金
銭
補
償
の
範
囲
を
超
え
た
農
地
造 

成
の
承
認

三
、  

潰
れ
地
の
評
価

四
、  

廃
川
敷
地
処
分
に
よ
る
国
有
地
編
入

五
、  

造
成
地
補
償
工
事
の
施
工

六
、  

造
成
地
の
評
価

七
、  

交
換
時
の
評
価
調
書
作
成

八
、  

交
換
手
続
き
申
請

九
、  

残
農
地
の
大
蔵
省
へ
の
引
き
継
ぎ

一〇
、
自
作
農
経
営
安
定
農
地
と
し
て
農
林

省
へ
所
管
替
え

一一
、
農
民
へ
の
売
り
渡
し

　

尚
、
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
が
鍋
田

川
の
流
心
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
流
路
変
更

に
よ
る
県
境
決
定
に
も
困
難
を
極
め
、
未

だ
解
決
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

宅
地
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
民
生
安
定

と
工
事
の
早
期
完
成
上
先
行
投
資
を
迫
ら

れ
た
。
ま
た
、
集
団
移
転
計
画
は
、
地
元

事
情
か
ら
幾
度
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
た
ま
た
ま
会
計
検
査
の
際
に
、
宅
地

造
成
地
の
一
部
に
、
予
定
者
が
移
転
せ
ず

に
空
地
に
な
っ
て
い
た
の
に
眼
を
つ
け
、

こ
れ
は
国
損
工
事
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
た
。
私
は
当
時
、
中
部
地
建
の
担
当
工

事
課
長
と
し
て
、
応
答
の
任
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
こ
の
時
、
は
た
と
困
っ
た
が
勇

を
奮
っ
て
お
答
え
し
た
。
検
察
官
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
幾
度
問
わ
れ
て
も
、
如
何

海
岸
堤
防
と
同
じ
く
TP
七
．五
〇
m
の
三
面

張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
四
五
五
m
を
設

け
る
と
と
も
に
舟
運
及
び
排
水
の
た
め
幅

一
〇
m
の
ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト
の
水
門
一
基

を
設
け
る
。
ま
た
、
上
下
流
部
に
中
仕
切

堤
、
延
長
二
七
五
m
（
こ
れ
に
付
属
し
て

巾
五
m
二
連
の
水
門
を
併
設
）
を
設
け
舟

運
の
為
の
閘
門
を
代
用
さ
せ
る
、
分
派
点

に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
川
左
岸
堤
と

同
高
の
TP
六
．三
m
の
堤
防
延
長
一
七
五
m

で
締
め
切
る
。

　

尚
、
従
来
鍋
田
川
を
取
水
源
と
す
る
用

水
に
支
障
無
き
よ
う
に
ま
た
、
塩
害
が
新

た
に
生
じ
な
い
よ
う
に
幅
五
m
、
二
連
の

水
門
を
併
設
す
る
。
こ
の
締
め
切
り
に
よ

り
規
定
計
画
の
洪
水
流
下
量
一
〇
〇
〇
㎥/s

は
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
本
川
に
こ
れ
を
付

加
し
分
派
点
下
流
の
計
画
流
量
一
一
五
〇

〇
㎥/s
を
一
二
五
〇
〇
㎥/s
と
し
水
位
の
上
昇

を
来
さ
ぬ
よ
う
に
、
浚
渫
を
行
な
う
。

■ 海岸別施工区域図

■ 木曽川左岸鍋田川上水門（元鍋田川分派点）

■ 現在の鍋田川河川敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ろ

と

愛 知 県

海 部 郡

桑
名
市

中川区
十四山村

川越村

川越海岸
L＝2,122m L＝1,374m L＝1,060m L＝4,320m L＝4,273m L＝1,165m

鍋田海岸 海部海岸長島海岸
木曽岬
海岸

南陽
海岸

朝日町 弥
富
町

木
曽
岬
村

長
島
町

南陽町

飛島村

鍋田干拓

木
曽
川

筏
川

日
光
川

町
屋
川朝

明
川

長
良
川

国鉄関西線

近鉄名古屋本線揖
斐
川一

級
国
道
一
号
線

港区

福
田
川

庄
内
川

新
川

蟹
江
川

蟹
江
川

日
光
川

善
田
川

宝
川

蟹江町

三 重 県

伊 勢 湾
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台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

当
時
の
事
務
所
長
（
渡
辺
豊
さ
ん
）
の
推

薦
趣
旨
説
明
の
熱
意
に
よ
っ
て
地
元
業
者

の
参
加
が
叶
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
の

日
、
委
員
会
で
の
緊
迫
し
た
様
を
私
は
傍

で
視
て
い
た
が
、
今
で
も
忘
れ
て
い
な

い
。
　

入
札
を
終
え
た
業
者
は
契
約
を
済
ま
す

と
、
直
ち
に
工
事
に
着
手
し
た
。
工
事
地

域
及
び
工
事
延
長
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ほ

ぼ
、
同
じ
復
旧
断
面
の
完
成
を
目
指
し
、

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
、
一
大
建
設
コ
ン
テ
ス

ト
の
様
相
を
呈
し
た
。
特
に
大
手
業
者
は

新
た
に
工
事
部
隊
を
編
成
す
る
こ
と
な

く
、
例
え
ば
鹿
島
建
設
は
ゴ
ル
フ
場
建
設

じ
目
的
に
向
か
っ
て
、
時
を
争
っ
て
突
進

し
て
い
た
。
よ
ご
れ
た
水
防
服
に
身
を
固
め

血
走
っ
た
眼
を
し
て
机
に
向
か
っ
て
い
た
ス

タ
ッ
フ
達
、
大
声
を
挙
げ
て
現
場
を
駆
け

回
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
達
、
彼
ら
を
激
励
し

て
い
る
幹
部
達
の
一
人
一
人
の
顔
が
今
で
も

く
っ
き
り
と
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
の
頃
主
役
だ
っ
た

人
達
の
大
部
分
が
過
去
の
人
達
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

多
少
な
り
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
の
は

三
五
年
の
出
水
期
の
後
で
あ
っ
た
と
思
う
。

そ
し
て
そ
れ
ま
で
の
出
来
事
は
統
べ
て
夢
の

よ
う
な
気
が
す
る
。

　

か
く
し
て
一
二
月
二
五

日
か
ら
指
名
競
争
入
札
が

行
な
わ
れ
た
。

　

指
名
業
者
を
決
定
す
る

に
当
た
り
、
中
部
地
建
の

推
薦
し
た
業
者
と
大
臣
案

と
の
調
整
が
か
な
り
難
航

し
た
、
そ
れ
は
、
こ
の
よ

う
な
緊
急
且
つ
大
規
模
工

事
に
地
元
業
者
を
参
加
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
が
問
わ

れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、

長
良
川
左
岸
、
白
鶏
地
区
の
応
急
仮
締
め

切
り
を
最
後
に
破
堤
し
た
全
箇
所
か
ら
海

水
は
遮
断
さ
れ
た
。
直
ち
に
補
強
工
事
を

進
め
る
傍
ら
、
本
復
旧
工
事
の
発
注
準
備

を
進
め
た
。

　

何
し
ろ
、
当
時
は
電
気
な
し
、
水
な
し
、

家
な
し
、
路
も
な
し
、
の
無
い
無
い
づ
く
し

の
中
で
一
時
も
早
く
着
工
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
う
し
た
焦
り
の
中
で
現
地
事
務
所
の

人
達
の
あ
の
不
眠
不
休
の
努
力
の
様
は
、
私

の
筆
を
持
っ
て
し
て
は
到
底
表
す
こ
と
は
出

来
な
い
。
兎
に
角
、
業
者
に
一
時
も
早
く
位

置
に
つ
い
て
も
ら
う
と
言
う
意
味
で
、
延
長

的
に
も
高
さ
的
に
も
そ
の
一
部
で
あ
れ
、
発

注
の
形
態
の
整
っ
た
も
の
か
ら
発
注
し
、
後

に
追
加
工
事
ま
た
は
、
変
更
工
事
で
補
完
し

て
行
く
と
言
う
形
式
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

一
、
昭
和
三
四
年
度
中
に
基
礎
工
事
を
完

了
す
る
。
（
綱
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
等
は
別
途
特
注
の
方
法

を
と
っ
た
）

一
、
昭
和
三
五
年
出
水
期
ま
で
に
計
画
洪

水
位
ま
で
概
成
す
る
。

　

と
い
う
こ
と
が
至
上
命
令
で
あ
り
、
今

考
え
る
と
無
我
夢
中
で
、
ひ
た
す
ら
、
同

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年

　
あ
の
猛
威
を
ふ
る
っ
た
伊
勢
湾
台
風
か

ら
四
〇
年
。

　

当
時
、
伊
勢
湾
台
風
に
尽
力
さ
れ
た
上

司
の
ほ
と
ん
ど
の
方
々
が
す
で
に
他
界
さ

れ
、
今
や
、
こ
の
世
に
い
な
い
。
そ
れ
で

私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

　

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
記
録
や
記
事

は
、
多
く
の
人
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
且

つ
、
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
い
く
ら
語
ら
れ
て
も
語
り
尽
く
せ
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
不
肖
、
恐
縮

し
つ
つ
お
引
き
受
け
し
た
。
し
か
し
、
四

〇
年
の
歳
月
は
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
、

辛
か
っ
た
こ
と
も
薄
れ
る
一
方
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
今
も
尚
、
私
の
記
憶
の
中
に

再
現
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
幾
つ
か
あ
る
。
今

は
そ
れ
ら
が
す
べ
て
美
化
さ
れ
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
本
復
旧

に
ま
つ
わ
る
二
、
三
の
秘
話
を
披
露
し
て

責
任
の
一
端
を
果
た
し
た
い
と
思
う
。

　

先
ず
本
復
旧
工
事
に
着
工
し
た
当
時
に

つ
い
て
語
ろ
う
。
昭
和
三
四
（
一
九
五

九
）
年
一
一
月
一
八
日
、
難
行
を
極
め
た

積
算
は
適
性
価
格
を
決
め
る
こ
と
は
至
難

の
業
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
口
角
泡
を
飛

ば
し
な
が
ら
、
議
論
し
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
細
か
い
こ
と
は
忘
れ

た
が
、
当
時
、
我
々
は
お
互
い
に
強
い
使

命
感
に
燃
え
な
が
ら
、
業
者
と
も
ど
も
一

丸
と
な
っ
て
、
復
旧
工
事
に
立
ち
向
か
っ

て
い
た
こ
と
は
今
で
も
誇
り
に
思
っ
て
い

る
。

　

次
に
鍋
田
川
の
高
潮
対
策
事
業
に
つ
い

て
述
べ
よ
う
。
鍋
田
川
の
当
核
事
業
を
施

工
す
る
に
先
立
ち
上
流
の
尾
張
大
橋
、
関

西
線
鉄
橋
へ
の
影
響
、
漁
業
権
の
設
置
状

況
、
用
水
、
舟
運
等
の
利
水
状
況
、
塩

害
、
復
旧
す
る
構
造
物
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

面
か
ら
比
較
検
討
し
つ
つ
次
の
三
案
に
つ

い
て
具
体
的
検
討
を
行
な
っ
た
。

[第
一
案　

現
堤
補
強
案
〕

　

現
在
の
堤
防
延
長
一
四
㎞
を
高
さ
七
．

五
m
か
ら
六
m
に
漸
減
す
る
案
。

[第
二
案　

水
門
に
よ
る
締
め
切
り
案
〕

　

水
門
開
口
延
長
一
〇
〇
m
、
洪
水

量
、
一
〇
〇
〇
㎥/s
の
疎
通
能
力
を
持
つ

水
門
を
構
築
す
る
案

[第
三
案　

締
め
切
り
案
〕

　

上
下
流
に
締
め
切
り
堤
を
設
け
、
用

水
、
舟
運
の
為
、
開
口
延
長
一
〇
m
の

水
門
を
設
け
洪
水
流
量
は
木
曽
川
本
川

の
浚
渫
に
よ
り
ま
か
な
う
案

　

そ
し
て
三
五
年
六
月
大
蔵
省
説
明
を
経

て
第
三
案
が
河
口
部
の
水
路
維
持
に
難
は

あ
る
も
の
の
、
施
工
性
、
工
事
費
、
将
来

の
維
持
管
理
等
、
他
案
に
優
れ
て
い
る
た

め
第
三
案
で
施
工
す
る
こ
と
に
決
定
し

た
。
こ
の
第
三
案
の
概
要
に
つ
い
て
記
す

と
河
口
部
に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
岬

用
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
は
、
相
当
高

く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
て
も
適
性
価

格
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

業
者
か
ら
増
額
の
陳
情
に
悩
ま
さ
れ
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。

　

機
械
損
料
に
付
い
て
は
建
設
省
に
お
い

て
現
場
損
料
、
修
理
費
な
ど
の
実
績
デ
ー

タ
が
充
実
し
て
い
た
の
で
、
現
場
で
使
用

さ
れ
て
い
る
実
機
械
に
つ
い
て
再
積
算
を

し
て
設
計
変
更
を
し
た
と
思
う
。

　

綱
矢
板
の
損
料
に
つ
い
て
は
、
機
械
貸

付
料
基
準
に
基
い
て
算
定
し
て
い
た
が
、

む
し
ろ
、
市
場
価
額
に
比
べ
て
高
く
、
以

前
、
会
計
検
査
院
の
指
摘
も
あ
り
、
我
々

と
し
て
は
、
各
業
者
や
他
官
庁
の
実
態
調

査
を
し
て
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
建
設
省
の

積
算
基
準
に
照
ら
し
決
め
た
と
思
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
受
け
取
る
べ
き
構

造
物
そ
の
も
の
の
工
事
費
の
積
算
以
外

は
、
損
料
に
し
て
も
、
仮
設
工
、
準
備
工

に
し
て
も
業
者
の
裁
量
に
委
ね
る
工
種
の

れ
た
。

　

木
曽
三
川
の
下
流
部
流
域
の
地
形
を
大

別
す
れ
ば
各
川
の
扇
状
地
、
流
路
に
沿
っ

た
自
然
堤
防
、
デ
ル
タ
、
干
拓
地
、
埋
立

地
等
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
一

様
に
軟
弱
地
盤
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で

地
盤
沈
下
が
今
尚
進
ん
で
い
る
。

　

従
っ
て
、
高
潮
対
策
事
業
の
設
計
に
当

た
っ
て
は
堤
防
断
面
の
安
定
性
、
波
圧
の

減
殺
、
堤
体
土
砂
の
容
積
変
化
、
耐
震
又

は
地
盤
沈
下
に
対
す
る
考
慮
、
堤
防
内
圧

の
減
殺
、
故
障
の
早
期
発
見
、
並
び
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
容
易
さ
を
十
分
配
慮
し

た
。
そ
の
為
、
現
場
説
明
書
、
仕
様
書
に

忠
実
に
施
工
し
て
い
る
限
り
、
問
題
は
な

い
が
工
事
の
促
進
を
図
る
あ
ま
り
、
土
工

工
事
が
粗
雑
に
な
り
や
す
く
、
所
定
の
締

め
固
め
が
出
来
て
い
な
い
場
合
が
度
々
あ

り
、
こ
れ
が
矢
板
打
ち
の
施
工
管
理
と
共

に
施
工
の
優
劣
を
計
る
最
大
の
着
眼
点
で

あ
っ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
た
。

　

我
々
は
設
計
審
査
に
当
た
り
、
工
事
費

の
低
減
に
は
特
に
留
意
し
物
価
動
向
、
労

務
状
況
の
実
体
を
把
握
し
て
設
計
積
算
に

反
映
し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
、
そ
れ

も
今
に
な
っ
て
思
え
ば
疑
心
暗
鬼
の
積
算

も
幾
つ
か
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
単
価
表
の

中
の
雑
品
費
は
単
価
の
ラ
ウ
ン
ド
化
を
図

る
端
数
操
作
で
あ
っ
た
、
然
し
単
価
表
の

数
字
で
あ
る
だ
け
に
サ
ム
ア
ッ
ブ
さ
れ
る

と
馬
鹿
に
な
ら
な
い
額
に
な
り
驚
い
た
こ

と
も
度
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
損
料

に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
営
繕
損
料
は
こ
の

時
の
よ
う
に
、
短
期
間
に
膨
大
の
工
事
量

を
施
工
し
た
例
も
な
く
、
民
家
の
借
り
上

げ
も
望
め
ず
、
労
務
者
も
遠
隔
地
か
ら
雇

部
隊
を
、
大
成
建
設
は
地
下
鉄
の
部
隊

を
、
熊
谷
組
は
ダ
ム
の
部
隊
を
と
い
う
よ

う
に
、
夫
々
の
施
工
し
て
い
た
工
事
を
一

時
中
止
し
て
急
遽
当
災
害
現
場
に
、
駆
け

つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の

部
隊
の
特
徴
が
随
所
に
現
れ
コ
ン
テ
ス
ト

の
興
味
を
更
に
倍
加
さ
せ
た
。
兎
に
角
、

各
現
場
に
お
い
て
現
場
代
理
人
の
影
響
が

如
何
に
大
き
い
か
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら

に
責
め
ら
れ
て
も
、
私
の
答
え
は
「
事
情

ご
賢
察
」
の
五
文
字
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん

と
、
私
の
こ
の
必
死
の
答
弁
に
、
検
察
官

も
渋
い
顔
し
て
、
わ
か
っ
た
と
一
言
、
言

わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
検
査
院
の
中
で
私
は
中
部
の

タ
ヌ
キ
と
渾
名
さ
れ
て
い
た
と
第
三
者
か

ら
聞
か
さ
れ
た
。
（
記
憶
の
誤
り
に
よ

り
、
記
述
に
ミ
ス
が
あ
っ
た
折
り
は
お
許

し
下
さ
い
。
）

　

木
曽
川
左
岸
加
路
戸
地
先
の
引
堤
に
伴

う
潰
れ
地
相
当
分
は
、
鍋
田
川
を
埋
立
て

て
土
地
造
成
し
、
等
価
値
交
換
す
る
こ
と

で
基
本
的
な
同
意
を
得
た
が
次
の
よ
う
な

手
続
き
を
要
し
た
。

一
、  

河
川
の
公
用
廃
止

二
、 

金
銭
補
償
の
範
囲
を
超
え
た
農
地
造 

成
の
承
認

三
、  

潰
れ
地
の
評
価

四
、  

廃
川
敷
地
処
分
に
よ
る
国
有
地
編
入

五
、  

造
成
地
補
償
工
事
の
施
工

六
、  

造
成
地
の
評
価

七
、  

交
換
時
の
評
価
調
書
作
成

八
、  

交
換
手
続
き
申
請

九
、  

残
農
地
の
大
蔵
省
へ
の
引
き
継
ぎ

一〇
、
自
作
農
経
営
安
定
農
地
と
し
て
農
林

省
へ
所
管
替
え

一一
、
農
民
へ
の
売
り
渡
し

　

尚
、
愛
知
県
と
三
重
県
の
県
境
が
鍋
田

川
の
流
心
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
流
路
変
更

に
よ
る
県
境
決
定
に
も
困
難
を
極
め
、
未

だ
解
決
し
て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

宅
地
造
成
に
当
た
っ
て
は
、
民
生
安
定

と
工
事
の
早
期
完
成
上
先
行
投
資
を
迫
ら

れ
た
。
ま
た
、
集
団
移
転
計
画
は
、
地
元

事
情
か
ら
幾
度
も
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
た
ま
た
ま
会
計
検
査
の
際
に
、
宅
地

造
成
地
の
一
部
に
、
予
定
者
が
移
転
せ
ず

に
空
地
に
な
っ
て
い
た
の
に
眼
を
つ
け
、

こ
れ
は
国
損
工
事
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ

れ
た
。
私
は
当
時
、
中
部
地
建
の
担
当
工

事
課
長
と
し
て
、
応
答
の
任
に
当
た
っ
て

い
た
が
、
こ
の
時
、
は
た
と
困
っ
た
が
勇

を
奮
っ
て
お
答
え
し
た
。
検
察
官
、
こ
の

件
に
つ
い
て
は
幾
度
問
わ
れ
て
も
、
如
何

海
岸
堤
防
と
同
じ
く
TP
七
．五
〇
m
の
三
面

張
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
四
五
五
m
を
設

け
る
と
と
も
に
舟
運
及
び
排
水
の
た
め
幅

一
〇
m
の
ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト
の
水
門
一
基

を
設
け
る
。
ま
た
、
上
下
流
部
に
中
仕
切

堤
、
延
長
二
七
五
m
（
こ
れ
に
付
属
し
て

巾
五
m
二
連
の
水
門
を
併
設
）
を
設
け
舟

運
の
為
の
閘
門
を
代
用
さ
せ
る
、
分
派
点

に
お
い
て
は
隣
接
す
る
木
曽
川
左
岸
堤
と

同
高
の
TP
六
．三
m
の
堤
防
延
長
一
七
五
m

で
締
め
切
る
。

　

尚
、
従
来
鍋
田
川
を
取
水
源
と
す
る
用

水
に
支
障
無
き
よ
う
に
ま
た
、
塩
害
が
新

た
に
生
じ
な
い
よ
う
に
幅
五
m
、
二
連
の

水
門
を
併
設
す
る
。
こ
の
締
め
切
り
に
よ

り
規
定
計
画
の
洪
水
流
下
量
一
〇
〇
〇
㎥/s

は
遮
断
さ
れ
る
の
で
、
本
川
に
こ
れ
を
付

加
し
分
派
点
下
流
の
計
画
流
量
一
一
五
〇

〇
㎥/s
を
一
二
五
〇
〇
㎥/s
と
し
水
位
の
上
昇

を
来
さ
ぬ
よ
う
に
、
浚
渫
を
行
な
う
。

■ 海岸別施工区域図

■ 木曽川左岸鍋田川上水門（元鍋田川分派点）

■ 現在の鍋田川河川敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

ろ

と

愛 知 県

海 部 郡

桑
名
市

中川区
十四山村

川越村

川越海岸
L＝2,122m L＝1,374m L＝1,060m L＝4,320m L＝4,273m L＝1,165m

鍋田海岸 海部海岸長島海岸
木曽岬
海岸

南陽
海岸

朝日町 弥
富
町

木
曽
岬
村

長
島
町

南陽町

飛島村

鍋田干拓

木
曽
川

筏
川

日
光
川

町
屋
川朝

明
川

長
良
川

国鉄関西線

近鉄名古屋本線揖
斐
川一

級
国
道
一
号
線

港区

福
田
川

庄
内
川

新
川

蟹
江
川

蟹
江
川

日
光
川

善
田
川

宝
川

蟹江町

三 重 県

伊 勢 湾
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台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

一
五
号
は
後
に
伊
勢
湾
台
風
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
史
に
残
る
未
曾
有
の
災
害

と
し
て
後
世
に
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
こ

の
災
害
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
口
（
木
曽

岬
村
）
の
お
よ
そ
一
割
に
あ
た
る
三
二
八

名
も
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
唄
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
二

年
を
経
た
昭
和
三
六
年
、
当
時
木
曽
岬
中

学
校
長
で
あ
っ
た
山
本
忠
二
氏
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
り
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
踊
り
の

輪
は
広
が
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
盆
踊
り
大
会
・
敬
老

会
・
村
民
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
想
定

を
超
え
る
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
常
に

あ
る
か
ら
で
す
。（
中
略
）
釡
石
市
の
取
組

で
は
、
津
波
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
に
留
め
ず
、
津
波
防
災
を
文
化
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
引
き
上
げ
、
あ
え
て
語
ら
せ
な

く
て
も
『
地
域
知
』
と
し
て
常
識
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
先
の
大
震
災
で
得
た
教
訓
と
し
て

多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
想
定
に
と
ら
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
命
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な
自

然
の
猛
威
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
限
界
が
あ
り

ま
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま

自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に
備
え
る
こ
と
。

そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
、
片
田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
．
木
曽
岬
小
唄
に
見
る
「
地
域
知
」

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
、
木
曽
岬
村
（
当
時
）
を
襲
っ
た
台
風

そ
ん
な
中
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る

危
機
対
応
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

釡
石
市
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
、
大
人
顔
負
け
の
判
断
力
と

行
動
力
を
持
っ
て
自
ら
の
力
で
巨
大
津
波

か
ら
逃
げ
の
び
た
、
い
わ
ゆ
る
「
釡
石
の

奇
跡
」
。

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
小
学

生
の
手
を
引
い
て
避
難
し
た
中
学
生
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
つ
ら
れ
て
、
避

難
に
転
じ
た
近
隣
住
民
も
い
ま
し
た
。
結

果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
命
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
後
に
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
行
動
に
つ
な
が
る
指
導
を
し
た
の

が
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
で
す
。

　

片
田
氏
は
そ
の
著
書
『
命
を
守
る
教
育

－

３
．
11
釡
石
か
ら
の
教
訓
』
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
防
波
堤
が
あ
っ
て

も
、
い
く
ら
頑
丈
な
防
砂
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て

も
、
人
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
よ
う
に
、

防
波
堤
な
ど
の
構
造
物
で
は
完
全
に
食
い

　
一
．
釡
石
の
奇
跡

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
〝
東
日
本
大

震
災
〞
。
未
曾
有
の
大
災
害
が
残
し
た
つ

め
跡
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

ト
マ
ト
栽
培
が
推
進
さ
れ
、
今
で
は
〝
ト

マ
ト
の
町
〞
と
し
て
町
外
・
県
外
に
木
曽

岬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
ト
マ
ト
は
木
曽
岬
町
に
と
っ
て

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
四
番
に
う
た
わ
れ
て
い
る
海
苔

養
殖
の
風
景
で
す
が
、
「
す
く
に
う
れ
し

い
」
と
は
、
海
苔
を
漉
く
時
に
う
れ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
当
時
は
天
日

乾
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
苔
を
収
穫

し
た
帰
り
の
舟
か
ら
見
え
る
晴
れ
晴
れ
と

し
た
風
景
が
人
々
の
期
待
感
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
海
苔
養
殖
の
様
子

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
稲
作
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
業
と

違
い
、
海
苔
養
殖
は
災
害
直
後
、
道
具
も

揃
っ
て
な
い
中
再
開
さ
れ
、
し
か
も
海
が

荒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊
作
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
と
海
苔
養
殖
に
つ
い
て

は
、
『
伊
勢
湾
台
風　

水
害
前
線
の
村
』

（
岡　

邦
行
著　

ゆ
い
ぽ
お
と
）
に
も
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

…

皮
肉
に
も
超
大
型
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
り
、
海
底
の
ヘ
ド
ロ
が
耕
さ
れ
た
よ
う
に

洗
わ
れ
、
新
た
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
。

木
曽
三
川
か
ら
流
れ
て
く
る
淡
水
と
海
水

が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
、
海
苔
養
殖
は
豊
作

に
恵
ま
れ
、
品
質
の
よ
い
海
苔
が
採
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
は
数
多
く
の
災
厄
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
海
苔
養
殖
に
関
し
て
は

ま
す
。
主
要
産
業
の
ト
マ
ト
は
、
伊
勢
湾

台
風
前
の
昭
和
三
一
年
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
よ
る
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
竹
で
作
っ
た

骨
組
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
伊
勢
湾

台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
ト

マ
ト
産
業
で
し
た
が
、
そ
の
後
本
格
的
に

　

二
番
の
歌
詞
に
「
夏
の
最
中
に
早
植
つ

く
り
ゃ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
曽

岬
町
に
限
ら
ず
木
曽
川
下
流
地
域
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
台
風
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
収
穫
の
時
期
を
早
め

る
知
恵
で
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
米
の
早
期

栽
培
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
で

も
、
八
月
の
末
に
も
な
る
と
一
面
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
方
々
か
ら

は
、
災
害
直
後
は
そ
の
あ
ま
り
に
痛
ま
し

い
惨
状
か
ら
、
「
も
う
こ
こ
に
は
住
め
な

い
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
た
く
ま
し
く
復
興
を
進
め
る
中

で
、
あ
え
て
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
わ
ず
、

あ
る
が
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

稲
作
を
早
生
・
極
早
生
品
種
に
切
り
替

え
、
収
穫
の
時
期
を
ず
ら
す
知
恵
が
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
述
し
た
片

田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
（
＝
想
定
に
と

ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ

災
害
に
備
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
地
域
の
文

化
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
）
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
三
．
伊
勢
湾
台
風
後
の
風
景

　

木
曽
岬
小
唄
に
は
、
先
に
述
べ
た
米
作

り
の
風
景
の
ほ
か
、
農
業
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々
が
い

き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
曽
岬
町
を
訪
れ
る
と
、
多
く

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き

 

一
． ハ
ア
ー
霜
の
頃
か
ら

　
　

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て

　
　

皆
で
育
て
た　

ト
マ
ト
や
な
す
が

　
　

春
の
日
ざ
し
に
ね　

つ
や
を
増
す

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

二
．  

ハ
ア
ー
夏
の
最
中
に

　
　

早
植
つ
く
り
ゃ

　
　

涼
し
南
風　

田
の
面
を
渡
り

　
　

波
に
み
の
り
を
ね　

よ
せ
て
く
る

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

三
． ハ
ア
ー
嫁
を
取
る
な
ら　

木
曽
岬
娘

　
　

や
さ
し
気
質
の　

働
き
者
よ

　
　

人
に
負
け
な
い
ね　

と
も
仕
事

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

四
． ハ
ア
ー
摘
ん
だ
新
の
り

　
　

か
え
り
の
舟
に

　
　

木
曽
の
お
山
の　

白
雪
は
え
て

　
　

す
く
に
う
れ
し
い
ね　

こ
の
日
和
リ

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

　

木
曽
岬
小
唄
の
歌
詞
か
ら
は
、

伊
勢
湾
台
風
後
の
木
曽
岬
の
農
業

の
様
子
や
た
く
ま
し
く
生
き
る

人
々
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
全
村
水
没
の
惨

状
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
の
ど

か
な
歌
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
勢

湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 伊勢湾台風締め切り記念碑

■ やろまい夏まつりで踊り

■ やろまい夏まつりで踊り

第
一
一
節

大
い
に
復
興
に
役

立
っ
た
面
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
作
で

あ
っ
た
海
苔
養
殖
に

し
て
も
現
在
の
よ
う

に
機
械
化
さ
れ
た
設

備
も
な
く
、
す
べ
て

手
作
業
で
行
う
真
冬

の
海
苔
作
り
作
業
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
し
、
ト
マ
ト
や

米
作
り
な
ど
と
同
じ

く
、
多
く
の
苦
労
と

ふ
る
さ
と
復
與
に
か

け
る
不
屈
の
意
志
が

な
け
れ
ば
今
の
木
曽

岬
町
は
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
三
番
の
「
や
さ
し
気
質

の
働
き
も
の
よ
」
は
心
に
迫
り
ま
す
し
、

「
人
に
負
け
な
い
」
努
力
の
上
に
今
の
木

曽
岬
町
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

四
．
未
来
へ

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
木
曽
岬
小

唄
。
そ
の
後
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に

作
ら
れ
た
木
曽
岬
音
頭
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
九
月

「
木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
発
足
以
来
毎
年
町
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
二
年
生
に
踊

り
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
中
学
校
の
運
動
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
と

し
て
披
露
さ
れ
て
い
た
木
曽
岬
小
唄
で
す

が
、
世
代
が
替
わ
り
、
今
は
踊
れ
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を
通
じ
て
木
曽

岬
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
こ
の
う
た
を

広
め
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
保
存

会
の
み
な
さ
ん
は
日
々
練
習
に
励
み
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
の
惨
禍
か
ら
み
ご
と
な
復
興

を
遂
げ
た
木
曽
岬
町
。

「
木
曽
岬
よ
い
と
こ　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ

い
と
こ
ろ
」

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

本
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
木
曽

岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
会
長
の
内
田
と
し

ゑ
さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
藤
た
つ
子
さ
ん
・

宇
佐
美
幸
子
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
木
曽
岬

町
の
暮
ら
し
や
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

❋
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台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

一
五
号
は
後
に
伊
勢
湾
台
風
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
史
に
残
る
未
曾
有
の
災
害

と
し
て
後
世
に
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
こ

の
災
害
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
口
（
木
曽

岬
村
）
の
お
よ
そ
一
割
に
あ
た
る
三
二
八

名
も
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
唄
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
二

年
を
経
た
昭
和
三
六
年
、
当
時
木
曽
岬
中

学
校
長
で
あ
っ
た
山
本
忠
二
氏
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
り
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
踊
り
の

輪
は
広
が
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
盆
踊
り
大
会
・
敬
老

会
・
村
民
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
想
定

を
超
え
る
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
常
に

あ
る
か
ら
で
す
。（
中
略
）
釡
石
市
の
取
組

で
は
、
津
波
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
に
留
め
ず
、
津
波
防
災
を
文
化
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
引
き
上
げ
、
あ
え
て
語
ら
せ
な

く
て
も
『
地
域
知
』
と
し
て
常
識
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
先
の
大
震
災
で
得
た
教
訓
と
し
て

多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
想
定
に
と
ら
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
命
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な
自

然
の
猛
威
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
限
界
が
あ
り

ま
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま

自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に
備
え
る
こ
と
。

そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
、
片
田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
．
木
曽
岬
小
唄
に
見
る
「
地
域
知
」

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
、
木
曽
岬
村
（
当
時
）
を
襲
っ
た
台
風

そ
ん
な
中
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る

危
機
対
応
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

釡
石
市
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
、
大
人
顔
負
け
の
判
断
力
と

行
動
力
を
持
っ
て
自
ら
の
力
で
巨
大
津
波

か
ら
逃
げ
の
び
た
、
い
わ
ゆ
る
「
釡
石
の

奇
跡
」
。

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
小
学

生
の
手
を
引
い
て
避
難
し
た
中
学
生
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
つ
ら
れ
て
、
避

難
に
転
じ
た
近
隣
住
民
も
い
ま
し
た
。
結

果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
命
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
後
に
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
行
動
に
つ
な
が
る
指
導
を
し
た
の

が
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
で
す
。

　

片
田
氏
は
そ
の
著
書
『
命
を
守
る
教
育

－

３
．
11
釡
石
か
ら
の
教
訓
』
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
防
波
堤
が
あ
っ
て

も
、
い
く
ら
頑
丈
な
防
砂
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て

も
、
人
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
よ
う
に
、

防
波
堤
な
ど
の
構
造
物
で
は
完
全
に
食
い

　
一
．
釡
石
の
奇
跡

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
〝
東
日
本
大

震
災
〞
。
未
曾
有
の
大
災
害
が
残
し
た
つ

め
跡
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

ト
マ
ト
栽
培
が
推
進
さ
れ
、
今
で
は
〝
ト

マ
ト
の
町
〞
と
し
て
町
外
・
県
外
に
木
曽

岬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
ト
マ
ト
は
木
曽
岬
町
に
と
っ
て

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
四
番
に
う
た
わ
れ
て
い
る
海
苔

養
殖
の
風
景
で
す
が
、
「
す
く
に
う
れ
し

い
」
と
は
、
海
苔
を
漉
く
時
に
う
れ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
当
時
は
天
日

乾
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
苔
を
収
穫

し
た
帰
り
の
舟
か
ら
見
え
る
晴
れ
晴
れ
と

し
た
風
景
が
人
々
の
期
待
感
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
海
苔
養
殖
の
様
子

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
稲
作
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
業
と

違
い
、
海
苔
養
殖
は
災
害
直
後
、
道
具
も

揃
っ
て
な
い
中
再
開
さ
れ
、
し
か
も
海
が

荒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊
作
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
と
海
苔
養
殖
に
つ
い
て

は
、
『
伊
勢
湾
台
風　

水
害
前
線
の
村
』

（
岡　

邦
行
著　

ゆ
い
ぽ
お
と
）
に
も
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

…

皮
肉
に
も
超
大
型
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
り
、
海
底
の
ヘ
ド
ロ
が
耕
さ
れ
た
よ
う
に

洗
わ
れ
、
新
た
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
。

木
曽
三
川
か
ら
流
れ
て
く
る
淡
水
と
海
水

が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
、
海
苔
養
殖
は
豊
作

に
恵
ま
れ
、
品
質
の
よ
い
海
苔
が
採
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
は
数
多
く
の
災
厄
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
海
苔
養
殖
に
関
し
て
は

ま
す
。
主
要
産
業
の
ト
マ
ト
は
、
伊
勢
湾

台
風
前
の
昭
和
三
一
年
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
よ
る
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
竹
で
作
っ
た

骨
組
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
伊
勢
湾

台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
ト

マ
ト
産
業
で
し
た
が
、
そ
の
後
本
格
的
に

　

二
番
の
歌
詞
に
「
夏
の
最
中
に
早
植
つ

く
り
ゃ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
曽

岬
町
に
限
ら
ず
木
曽
川
下
流
地
域
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
台
風
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
収
穫
の
時
期
を
早
め

る
知
恵
で
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
米
の
早
期

栽
培
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
で

も
、
八
月
の
末
に
も
な
る
と
一
面
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
方
々
か
ら

は
、
災
害
直
後
は
そ
の
あ
ま
り
に
痛
ま
し

い
惨
状
か
ら
、
「
も
う
こ
こ
に
は
住
め
な

い
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
た
く
ま
し
く
復
興
を
進
め
る
中

で
、
あ
え
て
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
わ
ず
、

あ
る
が
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

稲
作
を
早
生
・
極
早
生
品
種
に
切
り
替

え
、
収
穫
の
時
期
を
ず
ら
す
知
恵
が
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
述
し
た
片

田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
（
＝
想
定
に
と

ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ

災
害
に
備
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
地
域
の
文

化
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
）
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
三
．
伊
勢
湾
台
風
後
の
風
景

　

木
曽
岬
小
唄
に
は
、
先
に
述
べ
た
米
作

り
の
風
景
の
ほ
か
、
農
業
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々
が
い

き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
曽
岬
町
を
訪
れ
る
と
、
多
く

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き

 

一
． ハ
ア
ー
霜
の
頃
か
ら

　
　

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て

　
　

皆
で
育
て
た　

ト
マ
ト
や
な
す
が

　
　

春
の
日
ざ
し
に
ね　

つ
や
を
増
す

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

二
．  
ハ
ア
ー
夏
の
最
中
に

　
　

早
植
つ
く
り
ゃ

　
　

涼
し
南
風　

田
の
面
を
渡
り

　
　

波
に
み
の
り
を
ね　

よ
せ
て
く
る

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

三
． ハ
ア
ー
嫁
を
取
る
な
ら　

木
曽
岬
娘

　
　

や
さ
し
気
質
の　

働
き
者
よ

　
　

人
に
負
け
な
い
ね　

と
も
仕
事

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

四
． ハ
ア
ー
摘
ん
だ
新
の
り

　
　

か
え
り
の
舟
に

　
　

木
曽
の
お
山
の　

白
雪
は
え
て

　
　

す
く
に
う
れ
し
い
ね　

こ
の
日
和
リ

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

　

木
曽
岬
小
唄
の
歌
詞
か
ら
は
、

伊
勢
湾
台
風
後
の
木
曽
岬
の
農
業

の
様
子
や
た
く
ま
し
く
生
き
る

人
々
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
全
村
水
没
の
惨

状
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
の
ど

か
な
歌
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
勢

湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■ 伊勢湾台風締め切り記念碑

■ やろまい夏まつりで踊り

■ やろまい夏まつりで踊り

第
一
一
節

大
い
に
復
興
に
役

立
っ
た
面
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
作
で

あ
っ
た
海
苔
養
殖
に

し
て
も
現
在
の
よ
う

に
機
械
化
さ
れ
た
設

備
も
な
く
、
す
べ
て

手
作
業
で
行
う
真
冬

の
海
苔
作
り
作
業
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
し
、
ト
マ
ト
や

米
作
り
な
ど
と
同
じ

く
、
多
く
の
苦
労
と

ふ
る
さ
と
復
與
に
か

け
る
不
屈
の
意
志
が

な
け
れ
ば
今
の
木
曽

岬
町
は
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
三
番
の
「
や
さ
し
気
質

の
働
き
も
の
よ
」
は
心
に
迫
り
ま
す
し
、

「
人
に
負
け
な
い
」
努
力
の
上
に
今
の
木

曽
岬
町
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

四
．
未
来
へ

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
木
曽
岬
小

唄
。
そ
の
後
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に

作
ら
れ
た
木
曽
岬
音
頭
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
九
月

「
木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
発
足
以
来
毎
年
町
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
二
年
生
に
踊

り
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
中
学
校
の
運
動
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
と

し
て
披
露
さ
れ
て
い
た
木
曽
岬
小
唄
で
す

が
、
世
代
が
替
わ
り
、
今
は
踊
れ
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を
通
じ
て
木
曽

岬
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
こ
の
う
た
を

広
め
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
保
存

会
の
み
な
さ
ん
は
日
々
練
習
に
励
み
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
の
惨
禍
か
ら
み
ご
と
な
復
興

を
遂
げ
た
木
曽
岬
町
。

「
木
曽
岬
よ
い
と
こ　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ

い
と
こ
ろ
」

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

本
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
木
曽

岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
会
長
の
内
田
と
し

ゑ
さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
藤
た
つ
子
さ
ん
・

宇
佐
美
幸
子
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
木
曽
岬

町
の
暮
ら
し
や
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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第
二
章

　

台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

一
五
号
は
後
に
伊
勢
湾
台
風
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
史
に
残
る
未
曾
有
の
災
害

と
し
て
後
世
に
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
こ

の
災
害
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
口
（
木
曽

岬
村
）
の
お
よ
そ
一
割
に
あ
た
る
三
二
八

名
も
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
唄
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
二

年
を
経
た
昭
和
三
六
年
、
当
時
木
曽
岬
中

学
校
長
で
あ
っ
た
山
本
忠
二
氏
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
り
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
踊
り
の

輪
は
広
が
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
盆
踊
り
大
会
・
敬
老

会
・
村
民
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
想
定

を
超
え
る
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
常
に

あ
る
か
ら
で
す
。（
中
略
）
釡
石
市
の
取
組

で
は
、
津
波
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
に
留
め
ず
、
津
波
防
災
を
文
化
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
引
き
上
げ
、
あ
え
て
語
ら
せ
な

く
て
も
『
地
域
知
』
と
し
て
常
識
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
先
の
大
震
災
で
得
た
教
訓
と
し
て

多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
想
定
に
と
ら
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
命
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な
自

然
の
猛
威
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
限
界
が
あ
り

ま
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま

自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に
備
え
る
こ
と
。

そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
、
片
田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
．
木
曽
岬
小
唄
に
見
る
「
地
域
知
」

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
、
木
曽
岬
村
（
当
時
）
を
襲
っ
た
台
風

そ
ん
な
中
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る

危
機
対
応
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

釡
石
市
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
、
大
人
顔
負
け
の
判
断
力
と

行
動
力
を
持
っ
て
自
ら
の
力
で
巨
大
津
波

か
ら
逃
げ
の
び
た
、
い
わ
ゆ
る
「
釡
石
の

奇
跡
」
。

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
小
学

生
の
手
を
引
い
て
避
難
し
た
中
学
生
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
つ
ら
れ
て
、
避

難
に
転
じ
た
近
隣
住
民
も
い
ま
し
た
。
結

果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
命
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
後
に
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
行
動
に
つ
な
が
る
指
導
を
し
た
の

が
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
で
す
。

　

片
田
氏
は
そ
の
著
書
『
命
を
守
る
教
育

－

３
．
11
釡
石
か
ら
の
教
訓
』
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
防
波
堤
が
あ
っ
て

も
、
い
く
ら
頑
丈
な
防
砂
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て

も
、
人
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
よ
う
に
、

防
波
堤
な
ど
の
構
造
物
で
は
完
全
に
食
い

　
一
．
釡
石
の
奇
跡

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
〝
東
日
本
大

震
災
〞
。
未
曾
有
の
大
災
害
が
残
し
た
つ

め
跡
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

ト
マ
ト
栽
培
が
推
進
さ
れ
、
今
で
は
〝
ト

マ
ト
の
町
〞
と
し
て
町
外
・
県
外
に
木
曽

岬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
ト
マ
ト
は
木
曽
岬
町
に
と
っ
て

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
四
番
に
う
た
わ
れ
て
い
る
海
苔

養
殖
の
風
景
で
す
が
、
「
す
く
に
う
れ
し

い
」
と
は
、
海
苔
を
漉
く
時
に
う
れ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
当
時
は
天
日

乾
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
苔
を
収
穫

し
た
帰
り
の
舟
か
ら
見
え
る
晴
れ
晴
れ
と

し
た
風
景
が
人
々
の
期
待
感
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
海
苔
養
殖
の
様
子

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
稲
作
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
業
と

違
い
、
海
苔
養
殖
は
災
害
直
後
、
道
具
も

揃
っ
て
な
い
中
再
開
さ
れ
、
し
か
も
海
が

荒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊
作
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
と
海
苔
養
殖
に
つ
い
て

は
、
『
伊
勢
湾
台
風　

水
害
前
線
の
村
』

（
岡　

邦
行
著　

ゆ
い
ぽ
お
と
）
に
も
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

…

皮
肉
に
も
超
大
型
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
り
、
海
底
の
ヘ
ド
ロ
が
耕
さ
れ
た
よ
う
に

洗
わ
れ
、
新
た
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
。

木
曽
三
川
か
ら
流
れ
て
く
る
淡
水
と
海
水

が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
、
海
苔
養
殖
は
豊
作

に
恵
ま
れ
、
品
質
の
よ
い
海
苔
が
採
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
は
数
多
く
の
災
厄
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
海
苔
養
殖
に
関
し
て
は

ま
す
。
主
要
産
業
の
ト
マ
ト
は
、
伊
勢
湾

台
風
前
の
昭
和
三
一
年
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
よ
る
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
竹
で
作
っ
た

骨
組
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
伊
勢
湾

台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
ト

マ
ト
産
業
で
し
た
が
、
そ
の
後
本
格
的
に

　

二
番
の
歌
詞
に
「
夏
の
最
中
に
早
植
つ

く
り
ゃ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
曽

岬
町
に
限
ら
ず
木
曽
川
下
流
地
域
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
台
風
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
収
穫
の
時
期
を
早
め

る
知
恵
で
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
米
の
早
期

栽
培
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
で

も
、
八
月
の
末
に
も
な
る
と
一
面
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
方
々
か
ら

は
、
災
害
直
後
は
そ
の
あ
ま
り
に
痛
ま
し

い
惨
状
か
ら
、
「
も
う
こ
こ
に
は
住
め
な

い
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
た
く
ま
し
く
復
興
を
進
め
る
中

で
、
あ
え
て
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
わ
ず
、

あ
る
が
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

稲
作
を
早
生
・
極
早
生
品
種
に
切
り
替

え
、
収
穫
の
時
期
を
ず
ら
す
知
恵
が
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
述
し
た
片

田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
（
＝
想
定
に
と

ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ

災
害
に
備
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
地
域
の
文

化
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
）
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
三
．
伊
勢
湾
台
風
後
の
風
景

　

木
曽
岬
小
唄
に
は
、
先
に
述
べ
た
米
作

り
の
風
景
の
ほ
か
、
農
業
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々
が
い

き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
曽
岬
町
を
訪
れ
る
と
、
多
く

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き

 

一
． ハ
ア
ー
霜
の
頃
か
ら

　
　

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て

　
　

皆
で
育
て
た　

ト
マ
ト
や
な
す
が

　
　

春
の
日
ざ
し
に
ね　

つ
や
を
増
す

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

二
．  

ハ
ア
ー
夏
の
最
中
に

　
　

早
植
つ
く
り
ゃ

　
　

涼
し
南
風　

田
の
面
を
渡
り

　
　

波
に
み
の
り
を
ね　

よ
せ
て
く
る

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

三
． ハ
ア
ー
嫁
を
取
る
な
ら　

木
曽
岬
娘

　
　

や
さ
し
気
質
の　

働
き
者
よ

　
　

人
に
負
け
な
い
ね　

と
も
仕
事

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

四
． ハ
ア
ー
摘
ん
だ
新
の
り

　
　

か
え
り
の
舟
に

　
　

木
曽
の
お
山
の　

白
雪
は
え
て

　
　

す
く
に
う
れ
し
い
ね　

こ
の
日
和
リ

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

　

木
曽
岬
小
唄
の
歌
詞
か
ら
は
、

伊
勢
湾
台
風
後
の
木
曽
岬
の
農
業

の
様
子
や
た
く
ま
し
く
生
き
る

人
々
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
全
村
水
没
の
惨

状
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
の
ど

か
な
歌
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
勢

湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
い
に
復
興
に
役

立
っ
た
面
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
作
で

あ
っ
た
海
苔
養
殖
に

し
て
も
現
在
の
よ
う

に
機
械
化
さ
れ
た
設

備
も
な
く
、
す
べ
て

手
作
業
で
行
う
真
冬

の
海
苔
作
り
作
業
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
し
、
ト
マ
ト
や

米
作
り
な
ど
と
同
じ

く
、
多
く
の
苦
労
と

ふ
る
さ
と
復
與
に
か

け
る
不
屈
の
意
志
が

な
け
れ
ば
今
の
木
曽

岬
町
は
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
三
番
の
「
や
さ
し
気
質

の
働
き
も
の
よ
」
は
心
に
迫
り
ま
す
し
、

「
人
に
負
け
な
い
」
努
力
の
上
に
今
の
木

曽
岬
町
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

四
．
未
来
へ

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
木
曽
岬
小

唄
。
そ
の
後
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に

作
ら
れ
た
木
曽
岬
音
頭
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
九
月

「
木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
発
足
以
来
毎
年
町
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
二
年
生
に
踊

り
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
中
学
校
の
運
動
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
と

し
て
披
露
さ
れ
て
い
た
木
曽
岬
小
唄
で
す

が
、
世
代
が
替
わ
り
、
今
は
踊
れ
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を
通
じ
て
木
曽

岬
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
こ
の
う
た
を

広
め
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
保
存

会
の
み
な
さ
ん
は
日
々
練
習
に
励
み
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
の
惨
禍
か
ら
み
ご
と
な
復
興

を
遂
げ
た
木
曽
岬
町
。

「
木
曽
岬
よ
い
と
こ　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ

い
と
こ
ろ
」

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

本
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
木
曽

岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
会
長
の
内
田
と
し

ゑ
さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
藤
た
つ
子
さ
ん
・

宇
佐
美
幸
子
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
木
曽
岬

町
の
暮
ら
し
や
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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第
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台
風
が
過
ぎ
て
一
夜
明
け
、
さ
っ
そ
く

被
害
状
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
が
、
各
所
で
破
堤
し
、
一
面
は
海
原

と
化
し
、
陸
路
は
閉
ざ
さ
れ
て
お
り
、
舟

に
頼
る
し
か
交
通
の
手
段
は
な
か
っ
た
。

先
づ
各
地
か
ら
舟
を
集
め
る
こ
と
が
第
一

の
仕
事
で
あ
っ
た
。
又
、
航
空
写
真
を
撮
っ

て
災
害
の
全
貌
を
把
握
し
、
更
に
各
工
事

事
務
所
に
測
量
隊
の
支
援
を
お
願
い
し
て

集
め
た
舟
で
測
量
を
行
っ
た
。
堤
防
の
測

量
が
次
々
に
完
了
し
、
全
体
の
現
状
が
判

明
す
る
に
つ
れ
て
応
急
復
旧
工
事
の
工
法

の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
破
堤
箇
所
の
締
め

切
り
に
要
す
る
膨
大
な
土
量
を
ど
こ
か
ら

採
取
し
、
運
搬
す
る
か
で
あ
る
が
、
堤
内

は
浸
水
の
た
め
通
れ
ず
、
堤
防
も
寸
断
さ

れ
て
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
土
運
搬
は
不
可
能

で
あ
り
、
浚
渫
船
を
使
う
以
外
に
方
法
が

な
い
と
考
え
た
。
長
年
木
曽
三
川
下
流
部

の
浚
渫
工
事
を
施
工
し
て
慣
れ
て
お
り
、

又
昭
和
二
六
年
一
〇
月
ル
ー
ス
台
風
に

よ
っ
て
破
堤
し
た
城
南
導
水
堤
の
締
め
切

り
、
昭
和
二
八
年
九
月
一
三
号
台
風
に
よ
っ

て
破
堤
し
た
豊
橋
市
神
野
新
田
海
岸
堤
の

締
め
切
り
の
二
回
に
わ
た
っ
て
浚
渫
船
を

使
っ
て
締
め
切
っ
た
経
験
を
し
て
い
る
こ

は
警
戒
を
要
し
、
特
に
来
襲
時
刻
が
大
潮

の
満
潮
時
に
近
い
と
き
は
最
も
恐
ろ
し

く
、
又
気
圧
一
mb
の
差
で
約
一
cm
の
海
面
上

昇
と
な
る
が
、
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
、
台
風

の
気
圧
の
低
さ
、
台
風
に
よ
る
強
風
と
云

う
悪
条
件
が
重
な
り
、
伊
勢
湾
に
過
去
に

見
ら
れ
な

い
高
潮
現

象
が
生
じ

て
、
木
曽

川
下
流
工

事
事
務
所

職
員
六

人
、
そ
の

家
族
六

人
、
労
働

者
二
人
の

殉
職
を
始

め
と
し
て

五
〇
〇
〇

人
を
越
す

死
者
、
行

方
不
明
者

を
出
し
た

大
災
害
と

な
っ
た
。

五
三
）
年
三
河
湾
を
中
心
と
し
て
大
災
害

と
な
っ
た
台
風
一
三
号
の
時
よ
り
も
潮
位

は
一
．五
三
m
高
か
っ
た
。

　

気
象
台
で
は
九
月
二
六
日
一
六
時
三
〇

分
台
風
情
報
五
号
を
出
し
、
高
潮
は
一
．五

m
位
と
な
り
、
二
八
年
の
台
風
一
三
号
の
時

の
様
な
被
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
警
告
し
て

い
た
。

　

台
風
当
日
、
私
は
所
用
が
あ
っ
て
地
方

建
設
局
庁
舎
に
お
り
ま
し
た
が
、
夜
に
な

る
と
風
雨
は
一
段
と
激
し
く
な
り
、
木
曽

川
下
流
工
事
事
務
所
と
の
無
線
連
絡
が
と

れ
な
く
な
っ
た
と
の
情
報
が
入
っ
た
。
当

時
の
事
務
所
は
堤
外
地
高
水
敷
に
あ
り
、

無
線
室
が
台
風
の
た
め
に
水
浸
し
に
な
っ

て
送
受
信
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
軽
く
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

夜
が
明
け
る
と
二
七
日
は
台
風
一
過
の

秋
晴
れ
で
、
鈴
木
工
務
課
長
（
故
人
）
が

木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所
へ
様
子
を
見
に

行
く
と
言
っ
て
局
か
ら
出
か
け
た
が
、
暫

く
し
て
戻
っ
て
来
て
、
名
古
屋
駅
附
近
は

水
浸
し
で
、
国
鉄
、
私
鉄
と
も
不
通
で
あ

る
と
の
報
告
を
聞
い
て
、
事
の
重
大
さ
を

知
り
ま
し
た
。

　

太
平
洋
岸
で
は
台
風
が
西
側
を
通
る
時

　
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り

　
濃
尾
平
野
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
伊
勢
湾
台
風
の
襲
来
か
ら
早
く
も
四
〇

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
時
現
場

で
復
旧
に
日
夜
尽
力
さ
れ
た
中
部
地
方
建

設
局
長
・
河
川
部
長
・
工
事
事
務
所
長
は

既
に
他
界
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
際
風
化
し

て
ゆ
く
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
、
木
曽
川
下

流
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
伊
勢
湾
等
高

潮
対
策
事
業
に
か
か
る
災
害
復
旧
工
事
の

う
ち
破
堤
箇
所
の
締
め
切
り
完
了
ま
で
の

経
過
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

一
日
マ
リ
ア
ナ
の
東
に
あ
っ
た
熱
帯
低

気
圧
が
急
速
に
発
達
し
て
、
二
二
日
九

時
に
は
台
風
一
五
号
と
な
り
、
二
六
日

一
八
時
す
ぎ
に
潮
岬
の
西
お
よ
そ
一
五

㎞
の
所
に
中
心
が
上
陸
、
潮
岬
で
は
一

八
時
一
三
分
最
低
気
圧
九
二
九
．五

mb
、
一
九
時
に
は
奈
良
・
和
歌
山
の
県

境
、
二
一
時
鈴
鹿
峠
附
近
を
通
り
、
二

二
時
揖
斐
川
の
上
流
に
達
し
、
名
古
屋

で
は
最
大
風
速
三
七
㎧
を
観
測
し
た
。

二
一
時
三
十
分
名
古
屋
港
で
最
高
潮
位

三
．八
九
m
と
な
り
、
昭
和
二
八
（
一
九

完
了
の
当
初
計
画
を
五
三
日
で
完
了
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
地
元
の
人
々
・
工

事
事
務
所
職
員
・
締
め
切
り
工
事
関
係
者
・

資
材
納
入
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が
、

い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
一
刻
で
も

早
く
締
め
切
り
た
い
と
努
力
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
予
定
よ
り
も
二
日
早
く
締
め
切
り

が
終
わ
り
、
冠
水
地
区
の
排
水
に
と
り
か
か

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
の
締
め
切
り
と
な
っ
た
白
鶏
地
区

で
は
締
め
切
り
が
進
む
と
共
に
流
速
は
大

き
く
な
り
、
浚
渫
土
砂
を
ど
れ
だ
け
ふ
い
て

も
ま
だ
そ
だ
沈
床
と
共
に
流
さ
れ
て
し
ま
い

難
航
を
き
わ
め
た
。

　

一
日
も
早
く
締
め
切
る
た
め
に
、
潮
汐

に
関
係
な
く
工
事
を
強
行
し
た
せ
い
も
あ

り
、
小
西
河
川
部
長
（
故
人
）
が
現
場
で

陣
頭
指
揮
を
と
っ
て
い
る
間
は
締
め
切
り

が
成
功
し
な
い
と
の
ジ
ン
ク
ス
も
今
は
語

り
草
と
な
っ
た
。

経
て
一
〇
月
四
日
、
長
良
川
左
岸
伊
勢
湾
大

橋
附
近
の
締
め
切
り
に
着
手
し
た
の
を
始

め
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
長
良
川
左
岸
白

鶏
地
区
の
締
め
切
り
を
最
後
に
、
五
五
日
で

る
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
既
設
の
電
力
供

給
施
設
の
復
旧
の
他
に
一
一
〇
〇
〇
kw
の
供

給
を
中
部
電
力
と
協
議
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
作
業
を
行
い
一
〇
月
一
五
日
ま
で
に
整
備

し
た
。
又
そ
だ
、
割
石
、
か
ま
す
等
の
資
材

は
締
め
切
り
工
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
に

収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
工
法
が

決
定
さ
れ
る
と
同
時
に
発
注
し
、
建
設
機

械
・
運
転
手
の
派
遣
応
援
を
各
地
建
に
依

頼
し
た
。
し
か
し
輸
送
は
国
道
一
号
線
の
冠

水
に
よ
り
各
地
で
交
通
途
絶
し
て
お
り
、
資

器
材
の
輸
送
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

　

海
岸
堤
破
堤
五
〇
箇
所
・
河
川
堤
破
堤

二
二
箇
所
を
含
め
て
全
壊
延
長
約
九
〇
〇

〇
m
の
原
型
復
旧
を
翌
年
の
台
風
季
ま
で
に

完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に

は
工
事
事
務
所
従
来
の
職
員
で
は
足
り
な

い
の
で
中
部
地
建
管
内
は
も
と
よ
り
、
他
の

地
方
建
設
局
に
も
職
員
の
応
援
派
遣
を
求

め
た
。
こ
の
人
々
の
宿
舎
・
食
糧
を
ど
う
確

保
す
る
か
も
問
題
で
あ
っ
た
。
又
、
堤
防
は

寸
断
さ
れ
て
お
り
、
道
路
は
冠
水
し
て
い
て

陸
伝
い
に
締
め
切
り
現
場
ま
で
資
器
材
を

輸
送
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
初
め
の

う
ち
は
現

場
へ
の
水

上
輸
送
を

海
上
自
衛

隊
舟
艇
の

応
援
を
得

て
行
わ
ざ

る
を
得
な

か
っ
た
。

　

こ
の
様

な
準
備
を

と
か
ら
、
こ
の
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
問
題
点
と
し
て
は
全
国
各
地
に

点
在
す
る
浚
渫
船
を
何
隻
集
め
ら
れ
る

か
。
浚
渫
船
の
電
源
の
配
線
工
事
が
早
急

に
行
え
る
か
。
更
に
交
通
状
況
が
混
乱
し

て
い
る
中
で
必
要
と
す
る
大
量
の
そ
だ
、

石
材
等
の
資
材
が
集
め
ら
れ
る
か
等
の
問

題
が
あ
っ
た
。

　

政
府
は
事
の
重
大
さ
に
か
ん
が
み
て
、

早
急
に
応
急
対
策
を
た
て
る
一
方
、
浚
渫

船
の
集
結
、
復
旧
資
材
の
手
配
、
被
災
者

の
撤
出
、
援
護
の
基
本
計
画
を
立
て
る
と

共
に
地
方
関
係
者
を
督
励
す
る
目
的
を

も
っ
て
、
中
部
日
本
災
害
対
策
本
部
を
九

月
二
九
日
、
名
古
屋
に
設
置
し
、
益
谷
秀

次
副
総
理
を
本
部
長
に
任
命
し
た
。

　

事
務
所
は
一
〇
月
一
五
日
現
地
到
着
を

目
標
と
し
て
対
策
本
部
に
浚
渫
船
の
集
結

を
依
頼
し
、
本
部
で
は
全
国
浚
渫
業
協
会

の
代
表
を
中
部
地
建
に
集
め
浚
渫
船
の
集

結
い
か
ん
に
よ
っ
て
復
旧
作
業
の
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
全
国
で
行
わ
れ

て
い
た
海
岸
埋
土
工
事
を
一
時
中
止
し
て

で
も
締
め
切
り
に
動
員
す
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
結
果
全
国
か
ら
総
馬
力
数
二
五

〇
〇
〇
HP
、
三
一
隻
の
浚
渫
船
の
配
置
が
決

ま
り
、
こ
れ
は
全
国
可
動
能
力
の
二
五
％
に

も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
仮
締
め
切
り
完
了

は
、
長
島
・
木
曽
岬
地
区
は
台
風
襲
来
後
五

五
日
目
の
一
一
月
二
〇
日
と
決
定
さ
れ
た
。

又
、
城
南
海
岸
を
含
め
て
木
曽
川
下
流
地

区
の
締
め
切
り
工
事
は
木
曽
川
下
流
工
事

事
務
所
の
担
当
と
決
め
ら
れ
た
。

　

締
め
切
り
工
法
と
完
了
日
は
決
定
し
た

が
、
浚
渫
船
の
動
力
源
で
あ
る
電
力
の
確
保

が
締
め
切
り
工
事
の
完
成
時
期
を
左
右
す

一
五
号
は
後
に
伊
勢
湾
台
風
と
命
名
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
史
に
残
る
未
曾
有
の
災
害

と
し
て
後
世
に
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
こ

の
災
害
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
口
（
木
曽

岬
村
）
の
お
よ
そ
一
割
に
あ
た
る
三
二
八

名
も
の
方
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
岬
小
唄
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
二

年
を
経
た
昭
和
三
六
年
、
当
時
木
曽
岬
中

学
校
長
で
あ
っ
た
山
本
忠
二
氏
の
作
詞
・

作
曲
に
よ
り
世
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
四
〇
年
代
に
か
け
て
踊
り
の

輪
は
広
が
り
、
青
年
団
や
婦
人
会
の
方
々

が
中
心
と
な
っ
て
、
盆
踊
り
大
会
・
敬
老

会
・
村
民
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
で
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
想
定

を
超
え
る
災
害
が
起
き
る
可
能
性
は
常
に

あ
る
か
ら
で
す
。（
中
略
）
釡
石
市
の
取
組

で
は
、
津
波
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
に
留
め
ず
、
津
波
防
災
を
文
化
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
引
き
上
げ
、
あ
え
て
語
ら
せ
な

く
て
も
『
地
域
知
』
と
し
て
常
識
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
津
波
に
よ
る
犠
牲
を
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
」
と
い
う
こ

と
は
、
先
の
大
震
災
で
得
た
教
訓
と
し
て

多
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
想
定
に
と
ら
わ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
命
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
大
き
な
自

然
の
猛
威
に
対
し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
充
実

は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
限
界
が
あ
り

ま
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま

自
然
を
受
け
入
れ
災
害
に
備
え
る
こ
と
。

そ
れ
を
地
域
の
文
化
に
ま
で
引
き
上
げ
る

こ
と
が
、
片
田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
二
．
木
曽
岬
小
唄
に
見
る
「
地
域
知
」

　

昭
和
三
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
六

日
、
木
曽
岬
村
（
当
時
）
を
襲
っ
た
台
風

そ
ん
な
中
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
る

危
機
対
応
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

釡
石
市
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
小
中
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
、
大
人
顔
負
け
の
判
断
力
と

行
動
力
を
持
っ
て
自
ら
の
力
で
巨
大
津
波

か
ら
逃
げ
の
び
た
、
い
わ
ゆ
る
「
釡
石
の

奇
跡
」
。

　

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
小
学

生
の
手
を
引
い
て
避
難
し
た
中
学
生
。
そ

ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
つ
ら
れ
て
、
避

難
に
転
じ
た
近
隣
住
民
も
い
ま
し
た
。
結

果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
ら
の
命
だ
け
で
は

な
く
、
多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
後
に
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ

る
こ
の
行
動
に
つ
な
が
る
指
導
を
し
た
の

が
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
で
す
。

　

片
田
氏
は
そ
の
著
書
『
命
を
守
る
教
育

－

３
．
11
釡
石
か
ら
の
教
訓
』
で
こ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

い
く
ら
素
晴
ら
し
い
防
波
堤
が
あ
っ
て

も
、
い
く
ら
頑
丈
な
防
砂
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て

も
、
人
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
よ
う
に
、

防
波
堤
な
ど
の
構
造
物
で
は
完
全
に
食
い

　
一
．
釡
石
の
奇
跡

　

い
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。
〝
東
日
本
大

震
災
〞
。
未
曾
有
の
大
災
害
が
残
し
た
つ

め
跡
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
早
期
の
復

旧
・
復
興
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
が
、

ト
マ
ト
栽
培
が
推
進
さ
れ
、
今
で
は
〝
ト

マ
ト
の
町
〞
と
し
て
町
外
・
県
外
に
木
曽

岬
ブ
ラ
ン
ド
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
ト
マ
ト
は
木
曽
岬
町
に
と
っ
て

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
四
番
に
う
た
わ
れ
て
い
る
海
苔

養
殖
の
風
景
で
す
が
、
「
す
く
に
う
れ
し

い
」
と
は
、
海
苔
を
漉
く
時
に
う
れ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
当
時
は
天
日

乾
し
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
海
苔
を
収
穫

し
た
帰
り
の
舟
か
ら
見
え
る
晴
れ
晴
れ
と

し
た
風
景
が
人
々
の
期
待
感
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
当
時
の
海
苔
養
殖
の
様
子

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
っ
た
と
こ

ろ
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害

を
受
け
た
稲
作
や
ト
マ
ト
な
ど
の
農
業
と

違
い
、
海
苔
養
殖
は
災
害
直
後
、
道
具
も

揃
っ
て
な
い
中
再
開
さ
れ
、
し
か
も
海
が

荒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
豊
作
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
と
海
苔
養
殖
に
つ
い
て

は
、
『
伊
勢
湾
台
風　

水
害
前
線
の
村
』

（
岡　

邦
行
著　

ゆ
い
ぽ
お
と
）
に
も
詳

し
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

…

皮
肉
に
も
超
大
型
の
伊
勢
湾
台
風
に

よ
り
、
海
底
の
ヘ
ド
ロ
が
耕
さ
れ
た
よ
う
に

洗
わ
れ
、
新
た
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
発
生
。

木
曽
三
川
か
ら
流
れ
て
く
る
淡
水
と
海
水

が
ほ
ど
よ
く
混
じ
り
、
海
苔
養
殖
は
豊
作

に
恵
ま
れ
、
品
質
の
よ
い
海
苔
が
採
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
は
数
多
く
の
災
厄
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
海
苔
養
殖
に
関
し
て
は

ま
す
。
主
要
産
業
の
ト
マ
ト
は
、
伊
勢
湾

台
風
前
の
昭
和
三
一
年
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
よ
る
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
竹
で
作
っ
た

骨
組
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
伊
勢
湾

台
風
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
ト

マ
ト
産
業
で
し
た
が
、
そ
の
後
本
格
的
に

　

二
番
の
歌
詞
に
「
夏
の
最
中
に
早
植
つ

く
り
ゃ
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
木
曽

岬
町
に
限
ら
ず
木
曽
川
下
流
地
域
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
台
風
の
被

害
を
避
け
る
た
め
に
収
穫
の
時
期
を
早
め

る
知
恵
で
、
伊
勢
湾
台
風
後
に
米
の
早
期

栽
培
が
急
速
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
伊
勢

湾
台
風
か
ら
五
〇
年
余
り
を
経
た
現
在
で

も
、
八
月
の
末
に
も
な
る
と
一
面
き
れ
い

に
刈
り
取
ら
れ
た
田
ん
ぼ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
を
経
験
し
た
方
々
か
ら

は
、
災
害
直
後
は
そ
の
あ
ま
り
に
痛
ま
し

い
惨
状
か
ら
、
「
も
う
こ
こ
に
は
住
め
な

い
」
と
い
っ
た
絶
望
を
感
じ
た
と
い
う
こ

と
を
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
が
力
を

合
わ
せ
て
た
く
ま
し
く
復
興
を
進
め
る
中

で
、
あ
え
て
自
然
の
猛
威
に
逆
ら
わ
ず
、

あ
る
が
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ
る
形
で
、

稲
作
を
早
生
・
極
早
生
品
種
に
切
り
替

え
、
収
穫
の
時
期
を
ず
ら
す
知
恵
が
生
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
前
述
し
た
片

田
氏
の
言
う
「
地
域
知
」
（
＝
想
定
に
と

ら
わ
れ
ず
あ
り
の
ま
ま
自
然
を
受
け
入
れ

災
害
に
備
え
る
こ
と
。
そ
れ
を
地
域
の
文

化
に
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
）
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
三
．
伊
勢
湾
台
風
後
の
風
景

　

木
曽
岬
小
唄
に
は
、
先
に
述
べ
た
米
作

り
の
風
景
の
ほ
か
、
農
業
を
中
心
に
復
興

に
向
け
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
々
が
い

き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
木
曽
岬
町
を
訪
れ
る
と
、
多
く

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
見
る
こ
と
が
で
き

 

一
． ハ
ア
ー
霜
の
頃
か
ら

　
　

ビ
ニ
ー
ル
か
け
て

　
　

皆
で
育
て
た　

ト
マ
ト
や
な
す
が

　
　

春
の
日
ざ
し
に
ね　

つ
や
を
増
す

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

二
．  

ハ
ア
ー
夏
の
最
中
に

　
　

早
植
つ
く
り
ゃ

　
　

涼
し
南
風　

田
の
面
を
渡
り

　
　

波
に
み
の
り
を
ね　

よ
せ
て
く
る

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

三
． ハ
ア
ー
嫁
を
取
る
な
ら　

木
曽
岬
娘

　
　

や
さ
し
気
質
の　

働
き
者
よ

　
　

人
に
負
け
な
い
ね　

と
も
仕
事

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

 

四
． ハ
ア
ー
摘
ん
だ
新
の
り

　
　

か
え
り
の
舟
に

　
　

木
曽
の
お
山
の　

白
雪
は
え
て

　
　

す
く
に
う
れ
し
い
ね　

こ
の
日
和
リ

　
　

ソ
レ
木
曽
岬
よ
い
と
こ

　
　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ
い
と
こ
ろ

　

木
曽
岬
小
唄
の
歌
詞
か
ら
は
、

伊
勢
湾
台
風
後
の
木
曽
岬
の
農
業

の
様
子
や
た
く
ま
し
く
生
き
る

人
々
の
姿
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
全
村
水
没
の
惨

状
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、
の
ど

か
な
歌
詞
で
あ
り
な
が
ら
、
伊
勢

湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
い
に
復
興
に
役

立
っ
た
面
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
豊
作
で

あ
っ
た
海
苔
養
殖
に

し
て
も
現
在
の
よ
う

に
機
械
化
さ
れ
た
設

備
も
な
く
、
す
べ
て

手
作
業
で
行
う
真
冬

の
海
苔
作
り
作
業
は

厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ

ま
す
し
、
ト
マ
ト
や

米
作
り
な
ど
と
同
じ

く
、
多
く
の
苦
労
と

ふ
る
さ
と
復
與
に
か

け
る
不
屈
の
意
志
が

な
け
れ
ば
今
の
木
曽

岬
町
は
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
意
味
で
、
三
番
の
「
や
さ
し
気
質

の
働
き
も
の
よ
」
は
心
に
迫
り
ま
す
し
、

「
人
に
負
け
な
い
」
努
力
の
上
に
今
の
木

曽
岬
町
が
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

四
．
未
来
へ

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
興
に
か
け
る

人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
木
曽
岬
小

唄
。
そ
の
後
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
に

作
ら
れ
た
木
曽
岬
音
頭
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
こ
う

と
、
平
成
二
二
（
二
〇
一
〇
）
年
九
月

「
木
曽
岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
で
は
、
発
足
以
来
毎
年
町
内
の

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
二
年
生
に
踊

り
の
指
導
に
出
向
い
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
、
中
学
校
の
運
動
会
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
種
目
と

し
て
披
露
さ
れ
て
い
た
木
曽
岬
小
唄
で
す

が
、
世
代
が
替
わ
り
、
今
は
踊
れ
る
人
も

少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
を
通
じ
て
木
曽

岬
町
に
住
む
す
べ
て
の
人
に
こ
の
う
た
を

広
め
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
保
存

会
の
み
な
さ
ん
は
日
々
練
習
に
励
み
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し
て
い

ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
の
惨
禍
か
ら
み
ご
と
な
復
興

を
遂
げ
た
木
曽
岬
町
。

「
木
曽
岬
よ
い
と
こ　

ほ
ん
に
木
曽
岬
よ

い
と
こ
ろ
」

　

元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
渡
り

ま
す
。

　

本
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
木
曽

岬
音
頭
・
小
唄
保
存
会
会
長
の
内
田
と
し

ゑ
さ
ん
を
は
じ
め
、
伊
藤
た
つ
子
さ
ん
・

宇
佐
美
幸
子
さ
ん
か
ら
、
当
時
の
木
曽
岬

町
の
暮
ら
し
や
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て
貴

重
な
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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時
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

米
軍
気
象
観
測
機
に
よ
っ
て
二
三
日
一
五

時
に
中
心
の
最
低
気
圧
が
八
九
四
hPa
と
確

認
さ
れ
、
急
速
に
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し

ま
し
た
。
二
二
日
九
時
か
ら
二
三
日
九
時

の
二
四
時
間
に
九
一
hPa
も
中
心
気
圧
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
三
河
湾
を
襲
っ
た
台
風

第
一
三
号
に
よ
る
九
五
hPa
に
次
ぐ
史
上
二

番
目
の
急
速
に
発
達
し
た
台
風
で
す
。

(

二
）
衰
え
ず
に
北
上

　

台
風
は
最
低
気
圧
を
観
測
し
て
か
ら
わ

ず
か
三
日
後
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
暴
風
域
（
風
速
二
五
㎧
以
上
の
範

囲
）
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
上
を

続
け
二
六
日
一
八
時
す
ぎ
潮
岬
の
す
ぐ
西

に
上
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
潮
岬
測
候

所
で
は
、
一
八
時
一
三
分
に
最
低
気
圧
九

二
九
．二
hPa
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の

記
録
は
室
戸
台
風
の
九
一
一
．六
hPa
、
枕

崎
台
風
の
九
一
六
．一
hPa
に
次
い
で
三
番

目
に
低
い
値
で
す
。

(

三
）
伊
勢
湾
沿
岸
の
異
常
な
高
潮

　

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
は
、
台
風
が
伊
勢

を
越
え
る
こ
ろ
形
成
さ
れ
、
大
き
な
眼
は

直
径
約
一
五
〇
㎞
に
も
な
り
ま
す
。
眼
の

ま
わ
り
に
は
高
さ
一
〇
㎞
以
上
の
積
乱
雲

が
壁
の
よ
う
に
取
り
巻
き
、
そ
こ
で
は
猛

烈
な
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
台
風
の
風
は

反
時
計
ま
わ
り
に
吹
き
込
み
、
ふ
つ
う
は

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
、
右
側
の
方
で
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
す
ぐ
西
を
北
上
す

る
場
合
に
は
、
気
圧
の
低
下
と

湾
の
奧
に
向
か
っ
て
吹
く
風
に

よ
り
、
著
し
い
高
潮
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
台
風
は

上
空
の
風
に
乗
っ
て
移
動
し
ま

す
。
夏
か
ら
秋
は
、
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
北
上

し
日
本
付
近
に
や
っ
て
き
ま

す
。
台
風
は
毎
年
約
二
八
個
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
三
個
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
気
象
学
的
に
み
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

(

一
）
急
速
に
発
達

　

伊
勢
湾
台
風
（
台
風
第
一
五
号
）
は
、
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
一
日
二
一

す
る
最
新
の
台
風
情
報
を
入
手
し
、
台
風

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
の
初
歩
的
な
知
識

　

北
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
で
発
生
す
る

熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大

風
速
が
一
七
㎧
以
上
の
も
の
を
「
台
風
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
台
風
は
海
面
水
温
が

約
二
六
℃
以
上
の
熱
帯
海
域
で
発
生
・
発

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
積
乱
雲
が
群
を
な

し
、
こ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
が
う
ま
く
渦

を
巻
き
は
じ
め
、
発
達
し
た
も
の
が
台
風

で
す
。
台
風
の
眼
は
最
大
風
速
が
二
〇
㎧

　
は
じ
め
に

　

あ
の
伊
勢
湾
台
風
を
再
び
経
験
し
な
い

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
と
い
っ

て
必
要
以
上
に
台
風
を
恐
れ
る
こ
と
も
な

い
。
高
度
情
報
化
社
会
で
は
、
台
風
と
上

手
に
つ
き
合
い
私
た
ち
の
防
災
対
策
を
講

ず
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
気
象
台
が
発
表

は
、
午
後
八
時
頃
か
ら
隙
間
よ
り
雨
水
が

侵
入
し
て
き
た
。
職
員
た
ち
は
応
急
処
置

に
懸
命
だ
っ
た
。
気
圧
は
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が

り
、
風
は
ま
す
ま
す
狂
っ
た
よ
う
に
ほ
え

る
。
午
後
九
時
二
五
分
に
最
大
瞬
間
風
速

四
五
．七
㎧
、
二
七
分
に
最
低
気
圧
九
五

八
．五
hPa
の
歴
代
第
一
位
を
観
測
し
た
。

三
〇
分
に
情
報
第
九
号
を
発
表
。
一
刻
も

早
く
伝
え
よ
う
と
予
報
係
員
の
心
が
あ
せ

る
。
四
〇
分
に
予
報
作
業
室
の
屋
根
が
飛

び
一
大
音
響
に
て
各
所
の
壁
が
落
下
、
も

う
も
う
と
白
煙
が
立
つ
。
台
長
命
令
で
全

員
避
難
し
た
。
午
後
一
〇
時
、
気
圧
が
上

が
り
は
じ
め
、
三
〇
分
に
風
速
も
わ
ず
か

に
弱
ま
っ
て
き
た
。
台
風
も
ど
う
や
ら
峠

を
越
し
た
。
ま
だ
吹
き
返
し
の
風
は
強
い

が
職
員
た
ち
に
安
堵
の
色
が
浮
か
ん
だ
。

街
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。

午
後
六
時
一
〇
分
に
気
象
台
は
停
電
、
直

ぐ
自
家
発
電
に
切
り
替
え
た
。
台
風
は
午

後
六
時
す
ぎ
潮
岬
の
西
方
一
五
㎞
付
近
に

上
陸
し
た
。
同
六
時
半
に
台
風
情
報
第
六

号
を
発
表
。
予
報
課
長
が
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
「
夜
一
〇
時
こ
ろ
に
名
古
屋
を
通
過

し
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
る
た
め
大
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
。
伊
勢
湾
は
二
m
の
高
潮
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
海
岸
地
方
で
は
万
全

な
対
策
を
」
と
情
報
を
流
し
て
い
た
。
気

象
専
用
線
は
、
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
東

京
を
除
き
故
障
が
続
発
し
、
一
般
加
入
電

話
も
台
風
が
最
も
迫
っ
た
午
後
九
時
五
〇

分
こ
ろ
完
全
に
断
線
し
た
。
辛
う
じ
て
通

じ
て
い
た
報
道
関
係
の
専
用
線
を
使
っ
て

台
風
情
報
を
伝
え
た
。
名
古
屋
港
分
室
と

は
、
午
後
８
時
に
潮
位
偏
差
一
．六
m

（
気
象
潮
）
の
連
絡
を
最
後
に
途
絶
え
た

た
め
、
海
上
の
様
子
が
皆
目
分
か
ら
な
く

な
っ
た
。

　

木
造
二
階
建
の
八
角
形
の
現
業
庁
舎

　
伊
勢
湾
台
風
予
報
作
業
日
誌

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
は
慌
た
だ
し

く
明
け
た
。
す
で
に
前
日
の
九
月
二
五
日

夕
刻
に
台
風
情
報
第
一
号
を
発
表
。
つ
い

で
二
六
日
午
前
六
時
に
第
二
号
を
発
表
。

気
象
台
は
二
六
日
早
朝
か
ら
総
動
員
の
非

常
警
戒
体
制
に
入
っ
た
。
そ
の
日
は
土
曜

日
で
あ
っ
た
た
め
に
、
午
前
中
に
警
報
を

発
表
し
な
い
と
市
町
村
へ
の
伝
達
に
さ
し

つ
か
え
る
と
の
配
慮
か
ら
、
午
前
一
〇
時

に
は
関
係
官
公
庁
・
報
道
関
係
者
を
集
め

て
説
明
会
を
開
催
し
た
。
「
台
風
は
名
古

屋
の
西
側
を
す
れ
す
れ
に
通
る
最
悪
の

コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
、
そ
の
規
模
は
過
去

の
記
録
を
越
え
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
厳

重
な
警
戒
体
制
を
と
る
こ
と
を
訴
え
た
。

つ
い
で
午
前
一
一
時
一
五
分
、
暴
風
雨
・

高
潮
・
波
浪
の
各
警
報
を
発
表
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
気
象
台
か
ら
複
数
の
ル
ー
ト
を

使
っ
て
、
各
市
町
村
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

一
般
市
民
に
は
五
〇
一
番
（
今
日
の
電

話
一
七
七
番
）
で
知
ら
せ
た
。
昼
過
ぎ
か

ら
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
作
業
室
に
マ
イ
ク
を
設
置
し
放

送
を
開
始
し
た
。
午
後
二
時
こ
ろ
か
ら
そ

れ
ま
で
青
空
が
み
え
た
空
は
険
悪
と
な

り
、
同
三
〇
分
に
台
風
情
報
第
四
号
を
発

表
。
「
勢
力
は
台
風
第
13
号
に
勝
る
」
と

再
度
警
告
し
た
。
台
風
が
間
近
に
迫
っ
た

湾
沿
岸
に
と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
過

し
た
た
め
、
名
古
屋
港
で
三
．八
九
m

（
東
京
湾
平
均
海
面
上
）
と
記
録
的
に
高

く
な
り
、
名
古
屋
港
の
既
往
最
高
潮
位

二
．九
七
m
を
〇
．九
二
m
も
越
え
る
高
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 伊勢湾台風時の名古屋港の検潮記録

■ 地表付近における台風周辺の流線（実線）と風速分布（破線）の特徴
　（青色部は風が特に強い領域）　―「台風の科学」大西晴夫―■ 名古屋地方気象台における伊勢湾台風の瞬間風速の記録

第
一
節

　

「
残
念
な
が
ら
停
電
で
ラ
ジ
オ
の
声
も

消
え
、
新
し
い
情
報
は
住
民
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
も
し
と
ど
い
た
な
ら
ば
、
避
難

の
余
裕
は
ま
だ
あ
っ
た
は
ず
な
の
に

…
…

」
と
市
内
在
住
の
元
予
報
官
は
、
当

時
の
心
の
う
ち
を
語
っ
た
。

　
警
報
を
活
用
し
た
例

　

知
多
半
島
や
三
河
湾
沿
岸
の
大
部
分
の

市
町
村
で
は
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
第
一

三
号
の
教
訓
を
活
か
し
、
午
前
一
一
時
半

こ
ろ
警
報
を
受
け
直
ち
に
消
防
団
を
召
集

し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
で
は
碧

南
干
拓
地
の
一
〇
三
戸
、
四
五
五
人
に
避

難
命
令
を
だ
し
一
五
時
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
高
潮
に
よ
る
犠
牲
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
反
し
事
前
に

避
難
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
干
拓
地
で
は
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
で
は
運
転
を
休
止
し
、
客
車
は
安

全
な
所
に
、
臨
港
駅
の
貨
車
は
高
潮
の
心

配
な
い
所
に
退
避
さ
せ
て
警
戒
し
た
た

め
、
旅
客
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
部
電
力
名
古
屋
港
火
力
発

電
所
は
高
潮
の
た
め
水
に
浸
か
っ
た
が
、

発
電
機
は
全
部
事
前
に
吊
り
上
げ
て
置
い

た
た
め
、
二
八
日
か
ら
送
電
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
日
本
硝
子
四
日
市
工
場
は
大
阪

で
の
高
潮
の
教
訓
を
活
か
し
日
頃
か
ら
高

潮
の
備
え
が
で
き
て
い
た
か
ら
、
従
業
員

の
素
早
い
復
旧
活
動
に
よ
り
台
風
通
過
後

の
三
日
目
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
警
報
の
活
用
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
明
暗
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
こ

と
も
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
で
す
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

●
東
海
気
象
同
好
会
１
９
５
９
：

　

雲　

伊
勢
湾
台
風
特
集

●
気
象
庁
１
９
６
１
：

　

気
象
庁
技
術
報
告
第
７
号

伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告

●
名
古
屋
地
方
気
象
台
１
９
９
０
：

　

創
立
百
年
誌

●
藤
崎
康
夫
１
９
９
５
：

　

伊
勢
湾
台
風
と
闘
っ
た
人
び
と

９
月
の
祈
り

昭和24年石川県輪島市生
まれ
東京、金沢、津の各地方気象
台を経て、
現在　名古屋地方気象台予
報課気象情報官
昭和54年大雪のメカニズム
の研究で日本気象学会奨励
賞受賞

坂上 公平 氏

プロフィール

「
危
険
が
迫
っ
て
い
る
」

情
報
を
い
か
に
伝
え
た
か

          

防
災
最
前
線―

―

名
古
屋
地
方
気
象
台
の
奮
闘

■ 雨漏りがはげしく、傘をさして頑張る名古屋地方気象台職員

■ 伊勢湾台風当時の名古屋地方気象台（当時職員の山下秀司氏提供）
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時
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

米
軍
気
象
観
測
機
に
よ
っ
て
二
三
日
一
五

時
に
中
心
の
最
低
気
圧
が
八
九
四
hPa
と
確

認
さ
れ
、
急
速
に
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し

ま
し
た
。
二
二
日
九
時
か
ら
二
三
日
九
時

の
二
四
時
間
に
九
一
hPa
も
中
心
気
圧
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
三
河
湾
を
襲
っ
た
台
風

第
一
三
号
に
よ
る
九
五
hPa
に
次
ぐ
史
上
二

番
目
の
急
速
に
発
達
し
た
台
風
で
す
。

(

二
）
衰
え
ず
に
北
上

　

台
風
は
最
低
気
圧
を
観
測
し
て
か
ら
わ

ず
か
三
日
後
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
暴
風
域
（
風
速
二
五
㎧
以
上
の
範

囲
）
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
上
を

続
け
二
六
日
一
八
時
す
ぎ
潮
岬
の
す
ぐ
西

に
上
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
潮
岬
測
候

所
で
は
、
一
八
時
一
三
分
に
最
低
気
圧
九

二
九
．二
hPa
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の

記
録
は
室
戸
台
風
の
九
一
一
．六
hPa
、
枕

崎
台
風
の
九
一
六
．一
hPa
に
次
い
で
三
番

目
に
低
い
値
で
す
。

(

三
）
伊
勢
湾
沿
岸
の
異
常
な
高
潮

　

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
は
、
台
風
が
伊
勢

を
越
え
る
こ
ろ
形
成
さ
れ
、
大
き
な
眼
は

直
径
約
一
五
〇
㎞
に
も
な
り
ま
す
。
眼
の

ま
わ
り
に
は
高
さ
一
〇
㎞
以
上
の
積
乱
雲

が
壁
の
よ
う
に
取
り
巻
き
、
そ
こ
で
は
猛

烈
な
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
台
風
の
風
は

反
時
計
ま
わ
り
に
吹
き
込
み
、
ふ
つ
う
は

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
、
右
側
の
方
で
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
す
ぐ
西
を
北
上
す

る
場
合
に
は
、
気
圧
の
低
下
と

湾
の
奧
に
向
か
っ
て
吹
く
風
に

よ
り
、
著
し
い
高
潮
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
台
風
は

上
空
の
風
に
乗
っ
て
移
動
し
ま

す
。
夏
か
ら
秋
は
、
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
北
上

し
日
本
付
近
に
や
っ
て
き
ま

す
。
台
風
は
毎
年
約
二
八
個
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
三
個
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
気
象
学
的
に
み
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

(

一
）
急
速
に
発
達

　

伊
勢
湾
台
風
（
台
風
第
一
五
号
）
は
、
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
一
日
二
一

す
る
最
新
の
台
風
情
報
を
入
手
し
、
台
風

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
の
初
歩
的
な
知
識

　

北
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
で
発
生
す
る

熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大

風
速
が
一
七
㎧
以
上
の
も
の
を
「
台
風
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
台
風
は
海
面
水
温
が

約
二
六
℃
以
上
の
熱
帯
海
域
で
発
生
・
発

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
積
乱
雲
が
群
を
な

し
、
こ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
が
う
ま
く
渦

を
巻
き
は
じ
め
、
発
達
し
た
も
の
が
台
風

で
す
。
台
風
の
眼
は
最
大
風
速
が
二
〇
㎧

　
は
じ
め
に

　

あ
の
伊
勢
湾
台
風
を
再
び
経
験
し
な
い

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
と
い
っ

て
必
要
以
上
に
台
風
を
恐
れ
る
こ
と
も
な

い
。
高
度
情
報
化
社
会
で
は
、
台
風
と
上

手
に
つ
き
合
い
私
た
ち
の
防
災
対
策
を
講

ず
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
気
象
台
が
発
表

は
、
午
後
八
時
頃
か
ら
隙
間
よ
り
雨
水
が

侵
入
し
て
き
た
。
職
員
た
ち
は
応
急
処
置

に
懸
命
だ
っ
た
。
気
圧
は
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が

り
、
風
は
ま
す
ま
す
狂
っ
た
よ
う
に
ほ
え

る
。
午
後
九
時
二
五
分
に
最
大
瞬
間
風
速

四
五
．七
㎧
、
二
七
分
に
最
低
気
圧
九
五

八
．五
hPa
の
歴
代
第
一
位
を
観
測
し
た
。

三
〇
分
に
情
報
第
九
号
を
発
表
。
一
刻
も

早
く
伝
え
よ
う
と
予
報
係
員
の
心
が
あ
せ

る
。
四
〇
分
に
予
報
作
業
室
の
屋
根
が
飛

び
一
大
音
響
に
て
各
所
の
壁
が
落
下
、
も

う
も
う
と
白
煙
が
立
つ
。
台
長
命
令
で
全

員
避
難
し
た
。
午
後
一
〇
時
、
気
圧
が
上

が
り
は
じ
め
、
三
〇
分
に
風
速
も
わ
ず
か

に
弱
ま
っ
て
き
た
。
台
風
も
ど
う
や
ら
峠

を
越
し
た
。
ま
だ
吹
き
返
し
の
風
は
強
い

が
職
員
た
ち
に
安
堵
の
色
が
浮
か
ん
だ
。

街
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。

午
後
六
時
一
〇
分
に
気
象
台
は
停
電
、
直

ぐ
自
家
発
電
に
切
り
替
え
た
。
台
風
は
午

後
六
時
す
ぎ
潮
岬
の
西
方
一
五
㎞
付
近
に

上
陸
し
た
。
同
六
時
半
に
台
風
情
報
第
六

号
を
発
表
。
予
報
課
長
が
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
「
夜
一
〇
時
こ
ろ
に
名
古
屋
を
通
過

し
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
る
た
め
大
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
。
伊
勢
湾
は
二
m
の
高
潮
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
海
岸
地
方
で
は
万
全

な
対
策
を
」
と
情
報
を
流
し
て
い
た
。
気

象
専
用
線
は
、
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
東

京
を
除
き
故
障
が
続
発
し
、
一
般
加
入
電

話
も
台
風
が
最
も
迫
っ
た
午
後
九
時
五
〇

分
こ
ろ
完
全
に
断
線
し
た
。
辛
う
じ
て
通

じ
て
い
た
報
道
関
係
の
専
用
線
を
使
っ
て

台
風
情
報
を
伝
え
た
。
名
古
屋
港
分
室
と

は
、
午
後
８
時
に
潮
位
偏
差
一
．六
m

（
気
象
潮
）
の
連
絡
を
最
後
に
途
絶
え
た

た
め
、
海
上
の
様
子
が
皆
目
分
か
ら
な
く

な
っ
た
。

　

木
造
二
階
建
の
八
角
形
の
現
業
庁
舎

　
伊
勢
湾
台
風
予
報
作
業
日
誌

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
は
慌
た
だ
し

く
明
け
た
。
す
で
に
前
日
の
九
月
二
五
日

夕
刻
に
台
風
情
報
第
一
号
を
発
表
。
つ
い

で
二
六
日
午
前
六
時
に
第
二
号
を
発
表
。

気
象
台
は
二
六
日
早
朝
か
ら
総
動
員
の
非

常
警
戒
体
制
に
入
っ
た
。
そ
の
日
は
土
曜

日
で
あ
っ
た
た
め
に
、
午
前
中
に
警
報
を

発
表
し
な
い
と
市
町
村
へ
の
伝
達
に
さ
し

つ
か
え
る
と
の
配
慮
か
ら
、
午
前
一
〇
時

に
は
関
係
官
公
庁
・
報
道
関
係
者
を
集
め

て
説
明
会
を
開
催
し
た
。
「
台
風
は
名
古

屋
の
西
側
を
す
れ
す
れ
に
通
る
最
悪
の

コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
、
そ
の
規
模
は
過
去

の
記
録
を
越
え
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
厳

重
な
警
戒
体
制
を
と
る
こ
と
を
訴
え
た
。

つ
い
で
午
前
一
一
時
一
五
分
、
暴
風
雨
・

高
潮
・
波
浪
の
各
警
報
を
発
表
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
気
象
台
か
ら
複
数
の
ル
ー
ト
を

使
っ
て
、
各
市
町
村
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

一
般
市
民
に
は
五
〇
一
番
（
今
日
の
電

話
一
七
七
番
）
で
知
ら
せ
た
。
昼
過
ぎ
か

ら
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
作
業
室
に
マ
イ
ク
を
設
置
し
放

送
を
開
始
し
た
。
午
後
二
時
こ
ろ
か
ら
そ

れ
ま
で
青
空
が
み
え
た
空
は
険
悪
と
な

り
、
同
三
〇
分
に
台
風
情
報
第
四
号
を
発

表
。
「
勢
力
は
台
風
第
13
号
に
勝
る
」
と

再
度
警
告
し
た
。
台
風
が
間
近
に
迫
っ
た

湾
沿
岸
に
と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
過

し
た
た
め
、
名
古
屋
港
で
三
．八
九
m

（
東
京
湾
平
均
海
面
上
）
と
記
録
的
に
高

く
な
り
、
名
古
屋
港
の
既
往
最
高
潮
位

二
．九
七
m
を
〇
．九
二
m
も
越
え
る
高
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 伊勢湾台風時の名古屋港の検潮記録

■ 地表付近における台風周辺の流線（実線）と風速分布（破線）の特徴
　（青色部は風が特に強い領域）　―「台風の科学」大西晴夫―■ 名古屋地方気象台における伊勢湾台風の瞬間風速の記録
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「
残
念
な
が
ら
停
電
で
ラ
ジ
オ
の
声
も

消
え
、
新
し
い
情
報
は
住
民
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
も
し
と
ど
い
た
な
ら
ば
、
避
難

の
余
裕
は
ま
だ
あ
っ
た
は
ず
な
の
に

…
…

」
と
市
内
在
住
の
元
予
報
官
は
、
当

時
の
心
の
う
ち
を
語
っ
た
。

　
警
報
を
活
用
し
た
例

　

知
多
半
島
や
三
河
湾
沿
岸
の
大
部
分
の

市
町
村
で
は
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
第
一

三
号
の
教
訓
を
活
か
し
、
午
前
一
一
時
半

こ
ろ
警
報
を
受
け
直
ち
に
消
防
団
を
召
集

し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
で
は
碧

南
干
拓
地
の
一
〇
三
戸
、
四
五
五
人
に
避

難
命
令
を
だ
し
一
五
時
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
高
潮
に
よ
る
犠
牲
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
反
し
事
前
に

避
難
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
干
拓
地
で
は
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
で
は
運
転
を
休
止
し
、
客
車
は
安

全
な
所
に
、
臨
港
駅
の
貨
車
は
高
潮
の
心

配
な
い
所
に
退
避
さ
せ
て
警
戒
し
た
た

め
、
旅
客
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
部
電
力
名
古
屋
港
火
力
発

電
所
は
高
潮
の
た
め
水
に
浸
か
っ
た
が
、

発
電
機
は
全
部
事
前
に
吊
り
上
げ
て
置
い

た
た
め
、
二
八
日
か
ら
送
電
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
日
本
硝
子
四
日
市
工
場
は
大
阪

で
の
高
潮
の
教
訓
を
活
か
し
日
頃
か
ら
高

潮
の
備
え
が
で
き
て
い
た
か
ら
、
従
業
員

の
素
早
い
復
旧
活
動
に
よ
り
台
風
通
過
後

の
三
日
目
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
警
報
の
活
用
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
明
暗
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
こ

と
も
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
で
す
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

●
東
海
気
象
同
好
会
１
９
５
９
：

　

雲　

伊
勢
湾
台
風
特
集

●
気
象
庁
１
９
６
１
：

　

気
象
庁
技
術
報
告
第
７
号

伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告

●
名
古
屋
地
方
気
象
台
１
９
９
０
：

　

創
立
百
年
誌

●
藤
崎
康
夫
１
９
９
５
：

　

伊
勢
湾
台
風
と
闘
っ
た
人
び
と

９
月
の
祈
り

昭和24年石川県輪島市生
まれ
東京、金沢、津の各地方気象
台を経て、
現在　名古屋地方気象台予
報課気象情報官
昭和54年大雪のメカニズム
の研究で日本気象学会奨励
賞受賞

坂上 公平 氏

プロフィール

「
危
険
が
迫
っ
て
い
る
」

情
報
を
い
か
に
伝
え
た
か

          

防
災
最
前
線―

―

名
古
屋
地
方
気
象
台
の
奮
闘

■ 雨漏りがはげしく、傘をさして頑張る名古屋地方気象台職員

■ 伊勢湾台風当時の名古屋地方気象台（当時職員の山下秀司氏提供）
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昭和29年　愛知県名古屋市
生まれ。
八丈島測候所高層課、名古屋
航空測候所予報課・観測課、
津地方気象台防災業務課な
どを経て、現在、名古屋地方気
象台予報課気象情報官。

古川 鉄雄 氏

プロフィール

時
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

米
軍
気
象
観
測
機
に
よ
っ
て
二
三
日
一
五

時
に
中
心
の
最
低
気
圧
が
八
九
四
hPa
と
確

認
さ
れ
、
急
速
に
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し

ま
し
た
。
二
二
日
九
時
か
ら
二
三
日
九
時

の
二
四
時
間
に
九
一
hPa
も
中
心
気
圧
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
三
河
湾
を
襲
っ
た
台
風

第
一
三
号
に
よ
る
九
五
hPa
に
次
ぐ
史
上
二

番
目
の
急
速
に
発
達
し
た
台
風
で
す
。

(

二
）
衰
え
ず
に
北
上

　

台
風
は
最
低
気
圧
を
観
測
し
て
か
ら
わ

ず
か
三
日
後
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
暴
風
域
（
風
速
二
五
㎧
以
上
の
範

囲
）
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
上
を

続
け
二
六
日
一
八
時
す
ぎ
潮
岬
の
す
ぐ
西

に
上
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
潮
岬
測
候

所
で
は
、
一
八
時
一
三
分
に
最
低
気
圧
九

二
九
．二
hPa
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の

記
録
は
室
戸
台
風
の
九
一
一
．六
hPa
、
枕

崎
台
風
の
九
一
六
．一
hPa
に
次
い
で
三
番

目
に
低
い
値
で
す
。

(

三
）
伊
勢
湾
沿
岸
の
異
常
な
高
潮

　

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
は
、
台
風
が
伊
勢

を
越
え
る
こ
ろ
形
成
さ
れ
、
大
き
な
眼
は

直
径
約
一
五
〇
㎞
に
も
な
り
ま
す
。
眼
の

ま
わ
り
に
は
高
さ
一
〇
㎞
以
上
の
積
乱
雲

が
壁
の
よ
う
に
取
り
巻
き
、
そ
こ
で
は
猛

烈
な
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
台
風
の
風
は

反
時
計
ま
わ
り
に
吹
き
込
み
、
ふ
つ
う
は

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
、
右
側
の
方
で
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
す
ぐ
西
を
北
上
す

る
場
合
に
は
、
気
圧
の
低
下
と

湾
の
奧
に
向
か
っ
て
吹
く
風
に

よ
り
、
著
し
い
高
潮
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
台
風
は

上
空
の
風
に
乗
っ
て
移
動
し
ま

す
。
夏
か
ら
秋
は
、
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
北
上

し
日
本
付
近
に
や
っ
て
き
ま

す
。
台
風
は
毎
年
約
二
八
個
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
三
個
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
気
象
学
的
に
み
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

(

一
）
急
速
に
発
達

　

伊
勢
湾
台
風
（
台
風
第
一
五
号
）
は
、
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
一
日
二
一

す
る
最
新
の
台
風
情
報
を
入
手
し
、
台
風

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
の
初
歩
的
な
知
識

　

北
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
で
発
生
す
る

熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大

風
速
が
一
七
㎧
以
上
の
も
の
を
「
台
風
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
台
風
は
海
面
水
温
が

約
二
六
℃
以
上
の
熱
帯
海
域
で
発
生
・
発

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
積
乱
雲
が
群
を
な

し
、
こ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
が
う
ま
く
渦

を
巻
き
は
じ
め
、
発
達
し
た
も
の
が
台
風

で
す
。
台
風
の
眼
は
最
大
風
速
が
二
〇
㎧

　
は
じ
め
に

　

あ
の
伊
勢
湾
台
風
を
再
び
経
験
し
な
い

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
と
い
っ

て
必
要
以
上
に
台
風
を
恐
れ
る
こ
と
も
な

い
。
高
度
情
報
化
社
会
で
は
、
台
風
と
上

手
に
つ
き
合
い
私
た
ち
の
防
災
対
策
を
講

ず
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
気
象
台
が
発
表

は
、
午
後
八
時
頃
か
ら
隙
間
よ
り
雨
水
が

侵
入
し
て
き
た
。
職
員
た
ち
は
応
急
処
置

に
懸
命
だ
っ
た
。
気
圧
は
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が

り
、
風
は
ま
す
ま
す
狂
っ
た
よ
う
に
ほ
え

る
。
午
後
九
時
二
五
分
に
最
大
瞬
間
風
速

四
五
．七
㎧
、
二
七
分
に
最
低
気
圧
九
五

八
．五
hPa
の
歴
代
第
一
位
を
観
測
し
た
。

三
〇
分
に
情
報
第
九
号
を
発
表
。
一
刻
も

早
く
伝
え
よ
う
と
予
報
係
員
の
心
が
あ
せ

る
。
四
〇
分
に
予
報
作
業
室
の
屋
根
が
飛

び
一
大
音
響
に
て
各
所
の
壁
が
落
下
、
も

う
も
う
と
白
煙
が
立
つ
。
台
長
命
令
で
全

員
避
難
し
た
。
午
後
一
〇
時
、
気
圧
が
上

が
り
は
じ
め
、
三
〇
分
に
風
速
も
わ
ず
か

に
弱
ま
っ
て
き
た
。
台
風
も
ど
う
や
ら
峠

を
越
し
た
。
ま
だ
吹
き
返
し
の
風
は
強
い

が
職
員
た
ち
に
安
堵
の
色
が
浮
か
ん
だ
。

街
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。

午
後
六
時
一
〇
分
に
気
象
台
は
停
電
、
直

ぐ
自
家
発
電
に
切
り
替
え
た
。
台
風
は
午

後
六
時
す
ぎ
潮
岬
の
西
方
一
五
㎞
付
近
に

上
陸
し
た
。
同
六
時
半
に
台
風
情
報
第
六

号
を
発
表
。
予
報
課
長
が
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
「
夜
一
〇
時
こ
ろ
に
名
古
屋
を
通
過

し
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
る
た
め
大
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
。
伊
勢
湾
は
二
m
の
高
潮
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
海
岸
地
方
で
は
万
全

な
対
策
を
」
と
情
報
を
流
し
て
い
た
。
気

象
専
用
線
は
、
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
東

京
を
除
き
故
障
が
続
発
し
、
一
般
加
入
電

話
も
台
風
が
最
も
迫
っ
た
午
後
九
時
五
〇

分
こ
ろ
完
全
に
断
線
し
た
。
辛
う
じ
て
通

じ
て
い
た
報
道
関
係
の
専
用
線
を
使
っ
て

台
風
情
報
を
伝
え
た
。
名
古
屋
港
分
室
と

は
、
午
後
８
時
に
潮
位
偏
差
一
．六
m

（
気
象
潮
）
の
連
絡
を
最
後
に
途
絶
え
た

た
め
、
海
上
の
様
子
が
皆
目
分
か
ら
な
く

な
っ
た
。

　

木
造
二
階
建
の
八
角
形
の
現
業
庁
舎

　
伊
勢
湾
台
風
予
報
作
業
日
誌

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
は
慌
た
だ
し

く
明
け
た
。
す
で
に
前
日
の
九
月
二
五
日

夕
刻
に
台
風
情
報
第
一
号
を
発
表
。
つ
い

で
二
六
日
午
前
六
時
に
第
二
号
を
発
表
。

気
象
台
は
二
六
日
早
朝
か
ら
総
動
員
の
非

常
警
戒
体
制
に
入
っ
た
。
そ
の
日
は
土
曜

日
で
あ
っ
た
た
め
に
、
午
前
中
に
警
報
を

発
表
し
な
い
と
市
町
村
へ
の
伝
達
に
さ
し

つ
か
え
る
と
の
配
慮
か
ら
、
午
前
一
〇
時

に
は
関
係
官
公
庁
・
報
道
関
係
者
を
集
め

て
説
明
会
を
開
催
し
た
。
「
台
風
は
名
古

屋
の
西
側
を
す
れ
す
れ
に
通
る
最
悪
の

コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
、
そ
の
規
模
は
過
去

の
記
録
を
越
え
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
厳

重
な
警
戒
体
制
を
と
る
こ
と
を
訴
え
た
。

つ
い
で
午
前
一
一
時
一
五
分
、
暴
風
雨
・

高
潮
・
波
浪
の
各
警
報
を
発
表
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
気
象
台
か
ら
複
数
の
ル
ー
ト
を

使
っ
て
、
各
市
町
村
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

一
般
市
民
に
は
五
〇
一
番
（
今
日
の
電

話
一
七
七
番
）
で
知
ら
せ
た
。
昼
過
ぎ
か

ら
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
作
業
室
に
マ
イ
ク
を
設
置
し
放

送
を
開
始
し
た
。
午
後
二
時
こ
ろ
か
ら
そ

れ
ま
で
青
空
が
み
え
た
空
は
険
悪
と
な

り
、
同
三
〇
分
に
台
風
情
報
第
四
号
を
発

表
。
「
勢
力
は
台
風
第
13
号
に
勝
る
」
と

再
度
警
告
し
た
。
台
風
が
間
近
に
迫
っ
た

湾
沿
岸
に
と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
過

し
た
た
め
、
名
古
屋
港
で
三
．八
九
m

（
東
京
湾
平
均
海
面
上
）
と
記
録
的
に
高

く
な
り
、
名
古
屋
港
の
既
往
最
高
潮
位

二
．九
七
m
を
〇
．九
二
m
も
越
え
る
高
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
残
念
な
が
ら
停
電
で
ラ
ジ
オ
の
声
も

消
え
、
新
し
い
情
報
は
住
民
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
も
し
と
ど
い
た
な
ら
ば
、
避
難

の
余
裕
は
ま
だ
あ
っ
た
は
ず
な
の
に

…
…

」
と
市
内
在
住
の
元
予
報
官
は
、
当

時
の
心
の
う
ち
を
語
っ
た
。

　
警
報
を
活
用
し
た
例

　

知
多
半
島
や
三
河
湾
沿
岸
の
大
部
分
の

市
町
村
で
は
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
第
一

三
号
の
教
訓
を
活
か
し
、
午
前
一
一
時
半

こ
ろ
警
報
を
受
け
直
ち
に
消
防
団
を
召
集

し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
で
は
碧

南
干
拓
地
の
一
〇
三
戸
、
四
五
五
人
に
避

難
命
令
を
だ
し
一
五
時
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
高
潮
に
よ
る
犠
牲
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
反
し
事
前
に

避
難
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
干
拓
地
で
は
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
で
は
運
転
を
休
止
し
、
客
車
は
安

全
な
所
に
、
臨
港
駅
の
貨
車
は
高
潮
の
心

配
な
い
所
に
退
避
さ
せ
て
警
戒
し
た
た

め
、
旅
客
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
部
電
力
名
古
屋
港
火
力
発

電
所
は
高
潮
の
た
め
水
に
浸
か
っ
た
が
、

発
電
機
は
全
部
事
前
に
吊
り
上
げ
て
置
い

た
た
め
、
二
八
日
か
ら
送
電
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
日
本
硝
子
四
日
市
工
場
は
大
阪

で
の
高
潮
の
教
訓
を
活
か
し
日
頃
か
ら
高

潮
の
備
え
が
で
き
て
い
た
か
ら
、
従
業
員

の
素
早
い
復
旧
活
動
に
よ
り
台
風
通
過
後

の
三
日
目
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
警
報
の
活
用
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
明
暗
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
こ

と
も
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
で
す
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

●
東
海
気
象
同
好
会
１
９
５
９
：

　

雲　

伊
勢
湾
台
風
特
集

●
気
象
庁
１
９
６
１
：

　

気
象
庁
技
術
報
告
第
７
号

伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告

●
名
古
屋
地
方
気
象
台
１
９
９
０
：

　

創
立
百
年
誌

●
藤
崎
康
夫
１
９
９
５
：

　

伊
勢
湾
台
風
と
闘
っ
た
人
び
と

９
月
の
祈
り

　
今
日
の
気
象
観
測
網
と
予
報
技
術

(

一
）
宇
宙
か
ら
の
監
視　

　

昭
和
三
二
年
、
ソ
連
が
打
ち
上
げ
た
人

類
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
や

翌
年
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
上
げ
た
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
一
号
の
後
、
人
工
衛
星
に
よ
る
気

象
観
測
の
実
用
化
に
向
け
て
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
昭
和
三

五
年
に
気
象
衛
星
タ
イ
ロ
ス
一
号
を
打
ち

上
げ
て
雲
分
布
の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た

後
改
良
を
重
ね
、
日
本
で
も
昭
和
四
一
年

か
ら
雲
分
布
写
真
の
受
画
を
業
務
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
静
止
気
象
衛
星
が
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
、
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
昭
和

五
二
（
一
九
七
七
）
年
七
月
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
一
号
か
ら
現
在
の
五
号
ま
で
、
洋

上
の
台
風
や
低
気
圧
、
前
線
な
ど
を
捕
ら

え
様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
気
象
衛
星
が
捕
ら
え
た
台

風
の
姿
か
ら
強
さ
・
大
き
さ
の
程
度
を
割

り
出
す
調
査
も
進
め
ら
れ
、
中
心
気
圧
や

風
速
な
ど
飛
行
機
観
測
と
同
等
の
精
度
で

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
（
平
成
一
一
年
）
夏
に
は
運
輸
多

た
。
遭
難
を
避
け
大
浪
と
闘
い
な
が
ら
の

過
酷
な
観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
は
南
方
定

点
の
ご
く
近
傍
を
通
過
す
る
コ
ー
ス
を

と
っ
た
た
め
位
置
を
変
更
し
て
観
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、

大
阪
、
東
京
、
福
岡
、（
種
子
島
、
名
瀬
は

昭
和
三
四
年
完
成
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
（
一
九
六

〇
）
年
室
戸
岬
に
、
昭
和
三
六
年
名
古
屋
に

と
次
々
に
主
要
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

き
、
昭
和
三
九
年
に
は
富
士
山
の
山
頂
に
も

設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
一
九
基
の
気
象
レ
ー

ダ
ー
が
全
国
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

(

二
）
台
風
進
路
予
想

　

数
値
予
報
が
研
究
か
ら
業
務
と
し
て
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
四
年
四

月
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
精
度
が

充
分
で
は
な
く
、
台
風
進
路
予
想
は
主
に

天
気
図
を
用
い
た
運
動
学
的
手
法
や
統
計

学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
二
四
時
間
先
ま
で

を
予
報
し
進
行
方
向
の
誤
差
を
扇
形
で
表

示
す
る
方
式
で
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
進

路
予
想
で
は
誤
差
が
少
な
く
、
予
報
官
の

判
断
の
正
確
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
観
測
と
予
報

(

一
）
台
風
を
捕
ら
え
る
手
段

　

台
風
予
報
に
は
、
観
測
結
果
か
ら
台
風

の
正
確
な
位
置
の
割
り
出
し
と
追
跡
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
伊
勢
湾
台
風
当
時
も
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
は
気
象
衛
星
が
ま
だ

存
在
せ
ず
、
米
軍
の
飛
行
機
観
測
（
昭
和
二

〇
年
〜
昭
和
六
二
年
）
が
台
風
を
捕
ら
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
高
度
約

三
〇
〇
〇
m
を
飛
行
し
台
風
の
目
に
入
っ
て

は
、
観
測
機
器
を
投
下
す
る
と
い
う
果
敢
な

観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
発
生
か

ら
上
陸
直
前
ま
で
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
目
に
突
入
し
て
の
観
測
は
一
〇
回
に

も
の
ぼ
り
、
発
生
か
ら
四
二
時
間
後
の
観
測

で
は
、
中
心
の
気
圧
が
八
九
四
hPa
、
最
大
風

速
は
七
〇
㎧
と
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

南
方
定
点
観
測
船
〔
昭
和
五
六
（
一
九

八
一
）
年
無
人
ブ
イ
に
〕
は
、
潮
岬
の
南
約

四
五
〇
㎞
の
洋
上
で
五
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
の
間
観
測
を
続
け
、
天
気
図
か
ら
台
風

を
捕
ら
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

　
は
じ
め
に

　

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
防
災
体
制
の
強

化
と
高
潮
防
波
堤
や
河
川
堤
防
な
ど
の
防

災
施
設
の
整
備
強
化
が
進
め
ら
れ
、
気
象

庁
に
お
い
て
も
気
象
観
測
網
の
充
実
や
通

信
情
報
処
理
、
予
報
技
術
の
高
度
化
に
力

が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
後
、
死
者
行
方
不
明
者

が
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
気
象
災
害
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
度
情
報
化

社
会
で
は
災
害

形
態
が
複
雑
化

し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

の
防
災
気
象
情

報
は
、
災
害
か

ら
人
命
や
財
産

を
守
る
と
同
時

に
社
会
生
活
を

支
援
す
る
役
割

も
一
層
要
求
さ

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
、
次
世

代
の
予
報
技
術
、
発
展
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
「
高
い
精
度
と
迅
速

さ
」
、
「
き
め
細
か
さ
」
、
「
分
か
り
や

す
さ
」
を
さ
ら
に
追
求
し
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

気
象
庁
技
術
報
告
第
七
号

『
伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告
』…

気
象
庁

『
気
象
百
年
誌
』…

気
象
庁

『
気
象
業
務
は
い
ま
』…

気
象
庁

『
今
日
の
気
象
業
務
』…

気
象
庁

『
台
風
物
語
、
続
台
風
物
語
』…

饒
村
曜

『
台
風
の
科
学
』…

石
原
健
二

『
台
風
の
科
学
』…

大
西
晴
夫

に
よ
る
可
降
水
量

等
の
デ
ー
タ
の
利

用
技
術
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
モ
デ

ル
や
土
砂
災
害
の

危
険
性
を
示
す

土
壌
雨
量
指
数
、

降
水
短
時
間
予

報
の
予
報
時
間
延

長
（
計
画
）
は
、

豪
雨
災
害
に
関

す
る
情
報
の
充
実

に
貢
献
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る

　
防
災
気
象
情
報

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
向
上
に
伴

い
、
気
象
庁
も
含
め
防
災
機
関
の
情
報

処
理
・
通
信
シ
ス
テ
ム
が
互
い
に
オ
ン

ラ
イ
ン
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
台
風
や
低
気
圧
な
ど
に

伴
う
暴
風
や
大
雨
が
数
日
前
か
ら
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
防
災
機
関
の
初
動
体
制
の

確
保
や
一
般
の
生
活
情
報
と
し
て
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
可
能
な
限

り
早
め
に
情
報
を
発
表
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
刻
々
と
変
わ
る
大
雨
や

暴
風
に
つ
い
て
、
詳
細
な
現
況
や
具
体
的

な
予
想
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
示
し
、
注
意
・

警
戒
す
べ
き
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
、
防
災
機
関
が
適
切
な
対
応
が
と
れ
る

一
〇
分
毎
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

(

三
）
数
値
予
報
の
実
用
化
と
台
風
進
路
予
報

　

現
在
、
数
値
予
報
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各
種
の
高
度
な
予
報
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
と
比
べ
精
度

が
格
段
に
向
上
し
、
予
報
に
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
進
路

予
報
は
、
進
行
方
向
と
速
度
の
誤
差
を
表

示
す
る
予
報
円
方
式
が
昭
和
五
七
（
一
九
八

二
）
年
か
ら
用
い
ら
れ
、
昭
和
六
一
年
に
は

暴
風
に
な
る
可
能
性
を
表
示
す
る
暴
風
警

戒
域
が
加
わ
り
ま
し
た
。
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
七
月
か
ら
は
三
日
先
ま
で
を
予
報
す

る
よ
う
に
な
り
、
予
報
円
に
入
る
確
率
を
六

〇
％
か
ら
七
〇
％
と
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
七
月
か
ら
は
台
風
接
近
時

の
高
潮
を
予
測
す
る
予
報
モ
デ
ル
も
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
の
技
術
と

　
防
災
気
象
情
報
の
充
実

　

気
象
庁
で
は
、
局
地
的
な
気
象
現
象
の

予
測
を
目
的
と
し
た
メ
ソ
数
値
予
報
モ
デ

ル
を
開
発
し
、
そ
の
試
験
運
用
を
平
成
一

〇
年
三
月
か
ら
行
い
、
平
成
一
三
年
か
ら

の
本
運
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
衛

星
デ
ー
タ
・
レ
ー

ダ
ー
ア
メ
ダ
ス
解

析
雨
量
・
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
・

航
空
機
に
よ
る
観

測
デ
ー
タ
・
汎
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

目
的
衛
星
「M

T
SA
T

」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

春
か
ら
新
た
な
主
役
と

な
る
予
定
で
す
。

(

二
）
緻
密
な
観
測
網

　

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ほ

か
、
全
国
一
九
基
の
気
象

レ
ー
ダ
ー
、
気
象
台
や

測
候
所
が
行
う
地
上
気

象
観
測
、
全
国
約
一
三
〇

〇
箇
所
の
自
動
気
象
観

測
所
か
ら
な
る
地
域
気

象
観
測
網
ア
メ
ダ
ス
な
ど
緻
密
な
観
測
網

は
、
台
風
や
様
々
な
気
象
現
象
を
捕
ら
え

て
く
れ
ま
す
。

　

気
象
レ
ー
ダ
ー
や
地
上
気
象
観
測
装
置

は
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
に
比
べ
自
動
化
が

進
み
機
能
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
全

国
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
処
理
と

合
成
が
な
さ
れ
、
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
雨
量

と
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
レ
ー

ダ
ー
・
ア
メ
ダ
ス
解
析
雨
量
は
、
詳
細
な

雨
量
分
布
を
表
し
、
地
上
気
象
観
測
装
置

と
ア
メ
ダ
ス
は
、
台
風
の
追
跡
や
大
雨
・

暴
風
の
状
況
の
把
握
な
ど
必
用
に
応
じ
て

第
二
節

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に

お
け
る
防
災
気
象
情
報
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昭和29年　愛知県名古屋市
生まれ。
八丈島測候所高層課、名古屋
航空測候所予報課・観測課、
津地方気象台防災業務課な
どを経て、現在、名古屋地方気
象台予報課気象情報官。

古川 鉄雄 氏

プロフィール

時
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

米
軍
気
象
観
測
機
に
よ
っ
て
二
三
日
一
五

時
に
中
心
の
最
低
気
圧
が
八
九
四
hPa
と
確

認
さ
れ
、
急
速
に
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し

ま
し
た
。
二
二
日
九
時
か
ら
二
三
日
九
時

の
二
四
時
間
に
九
一
hPa
も
中
心
気
圧
が
低

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
二
八

（
一
九
五
三
）
年
に
三
河
湾
を
襲
っ
た
台
風

第
一
三
号
に
よ
る
九
五
hPa
に
次
ぐ
史
上
二

番
目
の
急
速
に
発
達
し
た
台
風
で
す
。

(

二
）
衰
え
ず
に
北
上

　

台
風
は
最
低
気
圧
を
観
測
し
て
か
ら
わ

ず
か
三
日
後
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。
大
き

な
暴
風
域
（
風
速
二
五
㎧
以
上
の
範

囲
）
、
強
い
勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
北
上
を

続
け
二
六
日
一
八
時
す
ぎ
潮
岬
の
す
ぐ
西

に
上
陸
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
潮
岬
測
候

所
で
は
、
一
八
時
一
三
分
に
最
低
気
圧
九

二
九
．二
hPa
を
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の

記
録
は
室
戸
台
風
の
九
一
一
．六
hPa
、
枕

崎
台
風
の
九
一
六
．一
hPa
に
次
い
で
三
番

目
に
低
い
値
で
す
。

(

三
）
伊
勢
湾
沿
岸
の
異
常
な
高
潮

　

伊
勢
湾
台
風
の
高
潮
は
、
台
風
が
伊
勢

を
越
え
る
こ
ろ
形
成
さ
れ
、
大
き
な
眼
は

直
径
約
一
五
〇
㎞
に
も
な
り
ま
す
。
眼
の

ま
わ
り
に
は
高
さ
一
〇
㎞
以
上
の
積
乱
雲

が
壁
の
よ
う
に
取
り
巻
き
、
そ
こ
で
は
猛

烈
な
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
。
台
風
の
風
は

反
時
計
ま
わ
り
に
吹
き
込
み
、
ふ
つ
う
は

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
、
右
側
の
方
で
強

く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
台
風

が
伊
勢
湾
の
す
ぐ
西
を
北
上
す

る
場
合
に
は
、
気
圧
の
低
下
と

湾
の
奧
に
向
か
っ
て
吹
く
風
に

よ
り
、
著
し
い
高
潮
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
台
風
は

上
空
の
風
に
乗
っ
て
移
動
し
ま

す
。
夏
か
ら
秋
は
、
太
平
洋
高

気
圧
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
北
上

し
日
本
付
近
に
や
っ
て
き
ま

す
。
台
風
は
毎
年
約
二
八
個
が

発
生
し
、
そ
の
う
ち
三
個
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
ま
す
。

　
気
象
学
的
に
み
た
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴

(

一
）
急
速
に
発
達

　

伊
勢
湾
台
風
（
台
風
第
一
五
号
）
は
、
昭

和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
一
日
二
一

す
る
最
新
の
台
風
情
報
を
入
手
し
、
台
風

に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　
台
風
の
初
歩
的
な
知
識

　

北
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
で
発
生
す
る

熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最
大

風
速
が
一
七
㎧
以
上
の
も
の
を
「
台
風
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
台
風
は
海
面
水
温
が

約
二
六
℃
以
上
の
熱
帯
海
域
で
発
生
・
発

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
積
乱
雲
が
群
を
な

し
、
こ
の
う
ち
の
あ
る
も
の
が
う
ま
く
渦

を
巻
き
は
じ
め
、
発
達
し
た
も
の
が
台
風

で
す
。
台
風
の
眼
は
最
大
風
速
が
二
〇
㎧

　
は
じ
め
に

　

あ
の
伊
勢
湾
台
風
を
再
び
経
験
し
な
い

と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
と
い
っ

て
必
要
以
上
に
台
風
を
恐
れ
る
こ
と
も
な

い
。
高
度
情
報
化
社
会
で
は
、
台
風
と
上

手
に
つ
き
合
い
私
た
ち
の
防
災
対
策
を
講

ず
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
気
象
台
が
発
表

は
、
午
後
八
時
頃
か
ら
隙
間
よ
り
雨
水
が

侵
入
し
て
き
た
。
職
員
た
ち
は
応
急
処
置

に
懸
命
だ
っ
た
。
気
圧
は
ぐ
ん
ぐ
ん
下
が

り
、
風
は
ま
す
ま
す
狂
っ
た
よ
う
に
ほ
え

る
。
午
後
九
時
二
五
分
に
最
大
瞬
間
風
速

四
五
．七
㎧
、
二
七
分
に
最
低
気
圧
九
五

八
．五
hPa
の
歴
代
第
一
位
を
観
測
し
た
。

三
〇
分
に
情
報
第
九
号
を
発
表
。
一
刻
も

早
く
伝
え
よ
う
と
予
報
係
員
の
心
が
あ
せ

る
。
四
〇
分
に
予
報
作
業
室
の
屋
根
が
飛

び
一
大
音
響
に
て
各
所
の
壁
が
落
下
、
も

う
も
う
と
白
煙
が
立
つ
。
台
長
命
令
で
全

員
避
難
し
た
。
午
後
一
〇
時
、
気
圧
が
上

が
り
は
じ
め
、
三
〇
分
に
風
速
も
わ
ず
か

に
弱
ま
っ
て
き
た
。
台
風
も
ど
う
や
ら
峠

を
越
し
た
。
ま
だ
吹
き
返
し
の
風
は
強
い

が
職
員
た
ち
に
安
堵
の
色
が
浮
か
ん
だ
。

街
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。

午
後
六
時
一
〇
分
に
気
象
台
は
停
電
、
直

ぐ
自
家
発
電
に
切
り
替
え
た
。
台
風
は
午

後
六
時
す
ぎ
潮
岬
の
西
方
一
五
㎞
付
近
に

上
陸
し
た
。
同
六
時
半
に
台
風
情
報
第
六

号
を
発
表
。
予
報
課
長
が
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
「
夜
一
〇
時
こ
ろ
に
名
古
屋
を
通
過

し
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
る
た
め
大
災
害
の

恐
れ
が
あ
る
。
伊
勢
湾
は
二
m
の
高
潮
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
海
岸
地
方
で
は
万
全

な
対
策
を
」
と
情
報
を
流
し
て
い
た
。
気

象
専
用
線
は
、
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
東

京
を
除
き
故
障
が
続
発
し
、
一
般
加
入
電

話
も
台
風
が
最
も
迫
っ
た
午
後
九
時
五
〇

分
こ
ろ
完
全
に
断
線
し
た
。
辛
う
じ
て
通

じ
て
い
た
報
道
関
係
の
専
用
線
を
使
っ
て

台
風
情
報
を
伝
え
た
。
名
古
屋
港
分
室
と

は
、
午
後
８
時
に
潮
位
偏
差
一
．六
m

（
気
象
潮
）
の
連
絡
を
最
後
に
途
絶
え
た

た
め
、
海
上
の
様
子
が
皆
目
分
か
ら
な
く

な
っ
た
。

　

木
造
二
階
建
の
八
角
形
の
現
業
庁
舎

　
伊
勢
湾
台
風
予
報
作
業
日
誌

　

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
は
慌
た
だ
し

く
明
け
た
。
す
で
に
前
日
の
九
月
二
五
日

夕
刻
に
台
風
情
報
第
一
号
を
発
表
。
つ
い

で
二
六
日
午
前
六
時
に
第
二
号
を
発
表
。

気
象
台
は
二
六
日
早
朝
か
ら
総
動
員
の
非

常
警
戒
体
制
に
入
っ
た
。
そ
の
日
は
土
曜

日
で
あ
っ
た
た
め
に
、
午
前
中
に
警
報
を

発
表
し
な
い
と
市
町
村
へ
の
伝
達
に
さ
し

つ
か
え
る
と
の
配
慮
か
ら
、
午
前
一
〇
時

に
は
関
係
官
公
庁
・
報
道
関
係
者
を
集
め

て
説
明
会
を
開
催
し
た
。
「
台
風
は
名
古

屋
の
西
側
を
す
れ
す
れ
に
通
る
最
悪
の

コ
ー
ス
に
な
る
こ
と
、
そ
の
規
模
は
過
去

の
記
録
を
越
え
る
」
こ
と
を
説
明
し
、
厳

重
な
警
戒
体
制
を
と
る
こ
と
を
訴
え
た
。

つ
い
で
午
前
一
一
時
一
五
分
、
暴
風
雨
・

高
潮
・
波
浪
の
各
警
報
を
発
表
。
こ
れ
ら

の
情
報
は
気
象
台
か
ら
複
数
の
ル
ー
ト
を

使
っ
て
、
各
市
町
村
へ
伝
え
ら
れ
た
。

　

一
般
市
民
に
は
五
〇
一
番
（
今
日
の
電

話
一
七
七
番
）
で
知
ら
せ
た
。
昼
過
ぎ
か

ら
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と

Ｃ
Ｂ
Ｃ
は
作
業
室
に
マ
イ
ク
を
設
置
し
放

送
を
開
始
し
た
。
午
後
二
時
こ
ろ
か
ら
そ

れ
ま
で
青
空
が
み
え
た
空
は
険
悪
と
な

り
、
同
三
〇
分
に
台
風
情
報
第
四
号
を
発

表
。
「
勢
力
は
台
風
第
13
号
に
勝
る
」
と

再
度
警
告
し
た
。
台
風
が
間
近
に
迫
っ
た

湾
沿
岸
に
と
っ
て
最
悪
の
コ
ー
ス
を
通
過

し
た
た
め
、
名
古
屋
港
で
三
．八
九
m

（
東
京
湾
平
均
海
面
上
）
と
記
録
的
に
高

く
な
り
、
名
古
屋
港
の
既
往
最
高
潮
位

二
．九
七
m
を
〇
．九
二
m
も
越
え
る
高
さ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
残
念
な
が
ら
停
電
で
ラ
ジ
オ
の
声
も

消
え
、
新
し
い
情
報
は
住
民
に
は
届
か
な

か
っ
た
。
も
し
と
ど
い
た
な
ら
ば
、
避
難

の
余
裕
は
ま
だ
あ
っ
た
は
ず
な
の
に

…
…

」
と
市
内
在
住
の
元
予
報
官
は
、
当

時
の
心
の
う
ち
を
語
っ
た
。

　
警
報
を
活
用
し
た
例

　

知
多
半
島
や
三
河
湾
沿
岸
の
大
部
分
の

市
町
村
で
は
、
昭
和
二
八
年
の
台
風
第
一

三
号
の
教
訓
を
活
か
し
、
午
前
一
一
時
半

こ
ろ
警
報
を
受
け
直
ち
に
消
防
団
を
召
集

し
て
警
戒
し
て
い
ま
す
。
碧
南
市
で
は
碧

南
干
拓
地
の
一
〇
三
戸
、
四
五
五
人
に
避

難
命
令
を
だ
し
一
五
時
に
完
了
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
高
潮
に
よ
る
犠
牲
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
反
し
事
前
に

避
難
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
干
拓
地
で
は
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　

国
鉄
で
は
運
転
を
休
止
し
、
客
車
は
安

全
な
所
に
、
臨
港
駅
の
貨
車
は
高
潮
の
心

配
な
い
所
に
退
避
さ
せ
て
警
戒
し
た
た

め
、
旅
客
に
一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
中
部
電
力
名
古
屋
港
火
力
発

電
所
は
高
潮
の
た
め
水
に
浸
か
っ
た
が
、

発
電
機
は
全
部
事
前
に
吊
り
上
げ
て
置
い

た
た
め
、
二
八
日
か
ら
送
電
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
日
本
硝
子
四
日
市
工
場
は
大
阪

で
の
高
潮
の
教
訓
を
活
か
し
日
頃
か
ら
高

潮
の
備
え
が
で
き
て
い
た
か
ら
、
従
業
員

の
素
早
い
復
旧
活
動
に
よ
り
台
風
通
過
後

の
三
日
目
か
ら
操
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
警
報
の
活
用
い
か
ん
に

よ
っ
て
、
明
暗
が
は
っ
き
り
と
現
れ
た
こ

と
も
伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
で
す
。
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●
東
海
気
象
同
好
会
１
９
５
９
：

　

雲　

伊
勢
湾
台
風
特
集

●
気
象
庁
１
９
６
１
：

　

気
象
庁
技
術
報
告
第
７
号

伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告

●
名
古
屋
地
方
気
象
台
１
９
９
０
：

　

創
立
百
年
誌

●
藤
崎
康
夫
１
９
９
５
：

　

伊
勢
湾
台
風
と
闘
っ
た
人
び
と

９
月
の
祈
り

　
今
日
の
気
象
観
測
網
と
予
報
技
術

(

一
）
宇
宙
か
ら
の
監
視　

　

昭
和
三
二
年
、
ソ
連
が
打
ち
上
げ
た
人

類
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
や

翌
年
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
上
げ
た
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
一
号
の
後
、
人
工
衛
星
に
よ
る
気

象
観
測
の
実
用
化
に
向
け
て
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
昭
和
三

五
年
に
気
象
衛
星
タ
イ
ロ
ス
一
号
を
打
ち

上
げ
て
雲
分
布
の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た

後
改
良
を
重
ね
、
日
本
で
も
昭
和
四
一
年

か
ら
雲
分
布
写
真
の
受
画
を
業
務
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
静
止
気
象
衛
星
が
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
、
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
昭
和

五
二
（
一
九
七
七
）
年
七
月
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
一
号
か
ら
現
在
の
五
号
ま
で
、
洋

上
の
台
風
や
低
気
圧
、
前
線
な
ど
を
捕
ら

え
様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
気
象
衛
星
が
捕
ら
え
た
台

風
の
姿
か
ら
強
さ
・
大
き
さ
の
程
度
を
割

り
出
す
調
査
も
進
め
ら
れ
、
中
心
気
圧
や

風
速
な
ど
飛
行
機
観
測
と
同
等
の
精
度
で

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
（
平
成
一
一
年
）
夏
に
は
運
輸
多

た
。
遭
難
を
避
け
大
浪
と
闘
い
な
が
ら
の

過
酷
な
観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
は
南
方
定

点
の
ご
く
近
傍
を
通
過
す
る
コ
ー
ス
を

と
っ
た
た
め
位
置
を
変
更
し
て
観
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、

大
阪
、
東
京
、
福
岡
、（
種
子
島
、
名
瀬
は

昭
和
三
四
年
完
成
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
（
一
九
六

〇
）
年
室
戸
岬
に
、
昭
和
三
六
年
名
古
屋
に

と
次
々
に
主
要
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

き
、
昭
和
三
九
年
に
は
富
士
山
の
山
頂
に
も

設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
一
九
基
の
気
象
レ
ー

ダ
ー
が
全
国
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

(

二
）
台
風
進
路
予
想

　

数
値
予
報
が
研
究
か
ら
業
務
と
し
て
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
四
年
四

月
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
精
度
が

充
分
で
は
な
く
、
台
風
進
路
予
想
は
主
に

天
気
図
を
用
い
た
運
動
学
的
手
法
や
統
計

学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
二
四
時
間
先
ま
で

を
予
報
し
進
行
方
向
の
誤
差
を
扇
形
で
表

示
す
る
方
式
で
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
進

路
予
想
で
は
誤
差
が
少
な
く
、
予
報
官
の

判
断
の
正
確
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
観
測
と
予
報

(

一
）
台
風
を
捕
ら
え
る
手
段

　

台
風
予
報
に
は
、
観
測
結
果
か
ら
台
風

の
正
確
な
位
置
の
割
り
出
し
と
追
跡
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
伊
勢
湾
台
風
当
時
も
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
は
気
象
衛
星
が
ま
だ

存
在
せ
ず
、
米
軍
の
飛
行
機
観
測
（
昭
和
二

〇
年
〜
昭
和
六
二
年
）
が
台
風
を
捕
ら
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
高
度
約

三
〇
〇
〇
m
を
飛
行
し
台
風
の
目
に
入
っ
て

は
、
観
測
機
器
を
投
下
す
る
と
い
う
果
敢
な

観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
発
生
か

ら
上
陸
直
前
ま
で
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
目
に
突
入
し
て
の
観
測
は
一
〇
回
に

も
の
ぼ
り
、
発
生
か
ら
四
二
時
間
後
の
観
測

で
は
、
中
心
の
気
圧
が
八
九
四
hPa
、
最
大
風

速
は
七
〇
㎧
と
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

南
方
定
点
観
測
船
〔
昭
和
五
六
（
一
九

八
一
）
年
無
人
ブ
イ
に
〕
は
、
潮
岬
の
南
約

四
五
〇
㎞
の
洋
上
で
五
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
の
間
観
測
を
続
け
、
天
気
図
か
ら
台
風

を
捕
ら
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

　
は
じ
め
に

　

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
防
災
体
制
の
強

化
と
高
潮
防
波
堤
や
河
川
堤
防
な
ど
の
防

災
施
設
の
整
備
強
化
が
進
め
ら
れ
、
気
象

庁
に
お
い
て
も
気
象
観
測
網
の
充
実
や
通

信
情
報
処
理
、
予
報
技
術
の
高
度
化
に
力

が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
後
、
死
者
行
方
不
明
者

が
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
気
象
災
害
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
度
情
報
化

社
会
で
は
災
害

形
態
が
複
雑
化

し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

の
防
災
気
象
情

報
は
、
災
害
か

ら
人
命
や
財
産

を
守
る
と
同
時

に
社
会
生
活
を

支
援
す
る
役
割

も
一
層
要
求
さ

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
、
次
世

代
の
予
報
技
術
、
発
展
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
「
高
い
精
度
と
迅
速

さ
」
、
「
き
め
細
か
さ
」
、
「
分
か
り
や

す
さ
」
を
さ
ら
に
追
求
し
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
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気
象
庁
技
術
報
告
第
七
号

『
伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告
』…

気
象
庁

『
気
象
百
年
誌
』…

気
象
庁

『
気
象
業
務
は
い
ま
』…

気
象
庁

『
今
日
の
気
象
業
務
』…

気
象
庁

『
台
風
物
語
、
続
台
風
物
語
』…

饒
村
曜

『
台
風
の
科
学
』…

石
原
健
二

『
台
風
の
科
学
』…

大
西
晴
夫

に
よ
る
可
降
水
量

等
の
デ
ー
タ
の
利

用
技
術
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
モ
デ

ル
や
土
砂
災
害
の

危
険
性
を
示
す

土
壌
雨
量
指
数
、

降
水
短
時
間
予

報
の
予
報
時
間
延

長
（
計
画
）
は
、

豪
雨
災
害
に
関

す
る
情
報
の
充
実

に
貢
献
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る

　
防
災
気
象
情
報

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
向
上
に
伴

い
、
気
象
庁
も
含
め
防
災
機
関
の
情
報

処
理
・
通
信
シ
ス
テ
ム
が
互
い
に
オ
ン

ラ
イ
ン
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
台
風
や
低
気
圧
な
ど
に

伴
う
暴
風
や
大
雨
が
数
日
前
か
ら
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
防
災
機
関
の
初
動
体
制
の

確
保
や
一
般
の
生
活
情
報
と
し
て
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
可
能
な
限

り
早
め
に
情
報
を
発
表
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
刻
々
と
変
わ
る
大
雨
や

暴
風
に
つ
い
て
、
詳
細
な
現
況
や
具
体
的

な
予
想
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
示
し
、
注
意
・

警
戒
す
べ
き
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
、
防
災
機
関
が
適
切
な
対
応
が
と
れ
る

一
〇
分
毎
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

(

三
）
数
値
予
報
の
実
用
化
と
台
風
進
路
予
報

　

現
在
、
数
値
予
報
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各
種
の
高
度
な
予
報
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
と
比
べ
精
度

が
格
段
に
向
上
し
、
予
報
に
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
進
路

予
報
は
、
進
行
方
向
と
速
度
の
誤
差
を
表

示
す
る
予
報
円
方
式
が
昭
和
五
七
（
一
九
八

二
）
年
か
ら
用
い
ら
れ
、
昭
和
六
一
年
に
は

暴
風
に
な
る
可
能
性
を
表
示
す
る
暴
風
警

戒
域
が
加
わ
り
ま
し
た
。
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
七
月
か
ら
は
三
日
先
ま
で
を
予
報
す

る
よ
う
に
な
り
、
予
報
円
に
入
る
確
率
を
六

〇
％
か
ら
七
〇
％
と
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
七
月
か
ら
は
台
風
接
近
時

の
高
潮
を
予
測
す
る
予
報
モ
デ
ル
も
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
の
技
術
と

　
防
災
気
象
情
報
の
充
実

　

気
象
庁
で
は
、
局
地
的
な
気
象
現
象
の

予
測
を
目
的
と
し
た
メ
ソ
数
値
予
報
モ
デ

ル
を
開
発
し
、
そ
の
試
験
運
用
を
平
成
一

〇
年
三
月
か
ら
行
い
、
平
成
一
三
年
か
ら

の
本
運
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
衛

星
デ
ー
タ
・
レ
ー

ダ
ー
ア
メ
ダ
ス
解

析
雨
量
・
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
・

航
空
機
に
よ
る
観

測
デ
ー
タ
・
汎
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

目
的
衛
星
「M

T
SA
T

」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

春
か
ら
新
た
な
主
役
と

な
る
予
定
で
す
。

(

二
）
緻
密
な
観
測
網

　

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ほ

か
、
全
国
一
九
基
の
気
象

レ
ー
ダ
ー
、
気
象
台
や

測
候
所
が
行
う
地
上
気

象
観
測
、
全
国
約
一
三
〇

〇
箇
所
の
自
動
気
象
観

測
所
か
ら
な
る
地
域
気

象
観
測
網
ア
メ
ダ
ス
な
ど
緻
密
な
観
測
網

は
、
台
風
や
様
々
な
気
象
現
象
を
捕
ら
え

て
く
れ
ま
す
。

　

気
象
レ
ー
ダ
ー
や
地
上
気
象
観
測
装
置

は
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
に
比
べ
自
動
化
が

進
み
機
能
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
全

国
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
処
理
と

合
成
が
な
さ
れ
、
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
雨
量

と
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
レ
ー

ダ
ー
・
ア
メ
ダ
ス
解
析
雨
量
は
、
詳
細
な

雨
量
分
布
を
表
し
、
地
上
気
象
観
測
装
置

と
ア
メ
ダ
ス
は
、
台
風
の
追
跡
や
大
雨
・

暴
風
の
状
況
の
把
握
な
ど
必
用
に
応
じ
て

第
二
節

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に

お
け
る
防
災
気
象
情
報

■ 名古屋地方気象台の気象レーダードーム

TALK
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M
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章

　
今
日
の
気
象
観
測
網
と
予
報
技
術

(

一
）
宇
宙
か
ら
の
監
視　

　

昭
和
三
二
年
、
ソ
連
が
打
ち
上
げ
た
人

類
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
や

翌
年
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
上
げ
た
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
一
号
の
後
、
人
工
衛
星
に
よ
る
気

象
観
測
の
実
用
化
に
向
け
て
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
昭
和
三

五
年
に
気
象
衛
星
タ
イ
ロ
ス
一
号
を
打
ち

上
げ
て
雲
分
布
の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た

後
改
良
を
重
ね
、
日
本
で
も
昭
和
四
一
年

か
ら
雲
分
布
写
真
の
受
画
を
業
務
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
静
止
気
象
衛
星
が
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
、
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
昭
和

五
二
（
一
九
七
七
）
年
七
月
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
一
号
か
ら
現
在
の
五
号
ま
で
、
洋

上
の
台
風
や
低
気
圧
、
前
線
な
ど
を
捕
ら

え
様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
気
象
衛
星
が
捕
ら
え
た
台

風
の
姿
か
ら
強
さ
・
大
き
さ
の
程
度
を
割

り
出
す
調
査
も
進
め
ら
れ
、
中
心
気
圧
や

風
速
な
ど
飛
行
機
観
測
と
同
等
の
精
度
で

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
（
平
成
一
一
年
）
夏
に
は
運
輸
多

た
。
遭
難
を
避
け
大
浪
と
闘
い
な
が
ら
の

過
酷
な
観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
は
南
方
定

点
の
ご
く
近
傍
を
通
過
す
る
コ
ー
ス
を

と
っ
た
た
め
位
置
を
変
更
し
て
観
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、

大
阪
、
東
京
、
福
岡
、（
種
子
島
、
名
瀬
は

昭
和
三
四
年
完
成
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
（
一
九
六

〇
）
年
室
戸
岬
に
、
昭
和
三
六
年
名
古
屋
に

と
次
々
に
主
要
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

き
、
昭
和
三
九
年
に
は
富
士
山
の
山
頂
に
も

設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
一
九
基
の
気
象
レ
ー

ダ
ー
が
全
国
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

(

二
）
台
風
進
路
予
想

　

数
値
予
報
が
研
究
か
ら
業
務
と
し
て
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
四
年
四

月
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
精
度
が

充
分
で
は
な
く
、
台
風
進
路
予
想
は
主
に

天
気
図
を
用
い
た
運
動
学
的
手
法
や
統
計

学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
二
四
時
間
先
ま
で

を
予
報
し
進
行
方
向
の
誤
差
を
扇
形
で
表

示
す
る
方
式
で
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
進

路
予
想
で
は
誤
差
が
少
な
く
、
予
報
官
の

判
断
の
正
確
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
観
測
と
予
報

(

一
）
台
風
を
捕
ら
え
る
手
段

　

台
風
予
報
に
は
、
観
測
結
果
か
ら
台
風

の
正
確
な
位
置
の
割
り
出
し
と
追
跡
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
伊
勢
湾
台
風
当
時
も
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
は
気
象
衛
星
が
ま
だ

存
在
せ
ず
、
米
軍
の
飛
行
機
観
測
（
昭
和
二

〇
年
〜
昭
和
六
二
年
）
が
台
風
を
捕
ら
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
高
度
約

三
〇
〇
〇
m
を
飛
行
し
台
風
の
目
に
入
っ
て

は
、
観
測
機
器
を
投
下
す
る
と
い
う
果
敢
な

観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
発
生
か

ら
上
陸
直
前
ま
で
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
目
に
突
入
し
て
の
観
測
は
一
〇
回
に

も
の
ぼ
り
、
発
生
か
ら
四
二
時
間
後
の
観
測

で
は
、
中
心
の
気
圧
が
八
九
四
hPa
、
最
大
風

速
は
七
〇
㎧
と
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

南
方
定
点
観
測
船
〔
昭
和
五
六
（
一
九

八
一
）
年
無
人
ブ
イ
に
〕
は
、
潮
岬
の
南
約

四
五
〇
㎞
の
洋
上
で
五
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
の
間
観
測
を
続
け
、
天
気
図
か
ら
台
風

を
捕
ら
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

　
は
じ
め
に

　

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
防
災
体
制
の
強

化
と
高
潮
防
波
堤
や
河
川
堤
防
な
ど
の
防

災
施
設
の
整
備
強
化
が
進
め
ら
れ
、
気
象

庁
に
お
い
て
も
気
象
観
測
網
の
充
実
や
通

信
情
報
処
理
、
予
報
技
術
の
高
度
化
に
力

が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
後
、
死
者
行
方
不
明
者

が
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
気
象
災
害
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
度
情
報
化

社
会
で
は
災
害

形
態
が
複
雑
化

し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

の
防
災
気
象
情

報
は
、
災
害
か

ら
人
命
や
財
産

を
守
る
と
同
時

に
社
会
生
活
を

支
援
す
る
役
割

も
一
層
要
求
さ

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
、
次
世

代
の
予
報
技
術
、
発
展
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
「
高
い
精
度
と
迅
速

さ
」
、
「
き
め
細
か
さ
」
、
「
分
か
り
や

す
さ
」
を
さ
ら
に
追
求
し
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

気
象
庁
技
術
報
告
第
七
号

『
伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告
』…

気
象
庁

『
気
象
百
年
誌
』…

気
象
庁

『
気
象
業
務
は
い
ま
』…

気
象
庁

『
今
日
の
気
象
業
務
』…

気
象
庁

『
台
風
物
語
、
続
台
風
物
語
』…

饒
村
曜

『
台
風
の
科
学
』…

石
原
健
二

『
台
風
の
科
学
』…

大
西
晴
夫

に
よ
る
可
降
水
量

等
の
デ
ー
タ
の
利

用
技
術
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
モ
デ

ル
や
土
砂
災
害
の

危
険
性
を
示
す

土
壌
雨
量
指
数
、

降
水
短
時
間
予

報
の
予
報
時
間
延

長
（
計
画
）
は
、

豪
雨
災
害
に
関

す
る
情
報
の
充
実

に
貢
献
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る

　
防
災
気
象
情
報

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
向
上
に
伴

い
、
気
象
庁
も
含
め
防
災
機
関
の
情
報

処
理
・
通
信
シ
ス
テ
ム
が
互
い
に
オ
ン

ラ
イ
ン
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
台
風
や
低
気
圧
な
ど
に

伴
う
暴
風
や
大
雨
が
数
日
前
か
ら
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
防
災
機
関
の
初
動
体
制
の

確
保
や
一
般
の
生
活
情
報
と
し
て
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
可
能
な
限

り
早
め
に
情
報
を
発
表
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
刻
々
と
変
わ
る
大
雨
や

暴
風
に
つ
い
て
、
詳
細
な
現
況
や
具
体
的

な
予
想
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
示
し
、
注
意
・

警
戒
す
べ
き
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
、
防
災
機
関
が
適
切
な
対
応
が
と
れ
る

一
〇
分
毎
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

(

三
）
数
値
予
報
の
実
用
化
と
台
風
進
路
予
報

　

現
在
、
数
値
予
報
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各
種
の
高
度
な
予
報
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
と
比
べ
精
度

が
格
段
に
向
上
し
、
予
報
に
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
進
路

予
報
は
、
進
行
方
向
と
速
度
の
誤
差
を
表

示
す
る
予
報
円
方
式
が
昭
和
五
七
（
一
九
八

二
）
年
か
ら
用
い
ら
れ
、
昭
和
六
一
年
に
は

暴
風
に
な
る
可
能
性
を
表
示
す
る
暴
風
警

戒
域
が
加
わ
り
ま
し
た
。
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
七
月
か
ら
は
三
日
先
ま
で
を
予
報
す

る
よ
う
に
な
り
、
予
報
円
に
入
る
確
率
を
六

〇
％
か
ら
七
〇
％
と
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
七
月
か
ら
は
台
風
接
近
時

の
高
潮
を
予
測
す
る
予
報
モ
デ
ル
も
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
の
技
術
と

　
防
災
気
象
情
報
の
充
実

　

気
象
庁
で
は
、
局
地
的
な
気
象
現
象
の

予
測
を
目
的
と
し
た
メ
ソ
数
値
予
報
モ
デ

ル
を
開
発
し
、
そ
の
試
験
運
用
を
平
成
一

〇
年
三
月
か
ら
行
い
、
平
成
一
三
年
か
ら

の
本
運
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
衛

星
デ
ー
タ
・
レ
ー

ダ
ー
ア
メ
ダ
ス
解

析
雨
量
・
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
・

航
空
機
に
よ
る
観

測
デ
ー
タ
・
汎
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

目
的
衛
星
「M

T
SA
T

」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

春
か
ら
新
た
な
主
役
と

な
る
予
定
で
す
。

(

二
）
緻
密
な
観
測
網

　

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ほ

か
、
全
国
一
九
基
の
気
象

レ
ー
ダ
ー
、
気
象
台
や

測
候
所
が
行
う
地
上
気

象
観
測
、
全
国
約
一
三
〇

〇
箇
所
の
自
動
気
象
観

測
所
か
ら
な
る
地
域
気

象
観
測
網
ア
メ
ダ
ス
な
ど
緻
密
な
観
測
網

は
、
台
風
や
様
々
な
気
象
現
象
を
捕
ら
え

て
く
れ
ま
す
。

　

気
象
レ
ー
ダ
ー
や
地
上
気
象
観
測
装
置

は
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
に
比
べ
自
動
化
が

進
み
機
能
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
全

国
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
処
理
と

合
成
が
な
さ
れ
、
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
雨
量

と
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
レ
ー

ダ
ー
・
ア
メ
ダ
ス
解
析
雨
量
は
、
詳
細
な

雨
量
分
布
を
表
し
、
地
上
気
象
観
測
装
置

と
ア
メ
ダ
ス
は
、
台
風
の
追
跡
や
大
雨
・

暴
風
の
状
況
の
把
握
な
ど
必
用
に
応
じ
て

■ 運輸多目的衛星「MTSAT」のイメージ図

■ 伊勢湾台風の24時間進路予想精度
　  大きい赤丸はグリニッジ0時（日本時間9時）小さい黒丸はグリニッジ6時、12時、
　  18時の位置を示す。各扇形は、向こう24時間の台風中心通過予想範囲を示す。

　
自
然
環
境
と
の
調
和
を
求
め
て

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
こ
ろ
ま
で
の

木
曽
三
川
河
口
部
は
、
広
大
な
干
潟
が
美

し
い
姿
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
群
生
す
る

ヨ
シ
に
は
野
鳥
や
魚
が
集
ま
り
、
豊
か
な

自
然
の
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
、
著
し

く
進
ん
だ
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
干
潟

の
面
積
は
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、

波
返
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
る
堤
防
の
緊

急
嵩
上
げ
を
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
行
い
、
昭

和
六
〇
年
度
に
は
完
了
し
、
現
在
は
、
上
記

高
潮
堤
防
補
強
計
画
に
沿
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

〈
木
曽
川
〉

　

下
部
工
（
消
波
工
及
び
高
水
敷
）
は
、

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
概
成
。
上
部

工
（
波
返
工
）
は
今
後
継
続
施
工
。

〈
長
良
・
揖
斐
川
〉

　

上
部
工
、
下
部
工
と
も
に
平
成
一
一
年

度
に
構
造
物
周
辺
を
除
き
完
成
。
こ
れ
に

よ
り
、
長
良
・
揖
斐
川
の
下
部
工
は
全
延

長
一
六
四
三
五
m
の
う
ち
約
九
八
％
が
完

成
。
長
良
・
揖
斐
川
の
上
部
工
の
進
捗
率

は
約
八
一
％
。

　

高
潮
区
間
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
長

島
町
大
島
地
先
の
大
島
水
門
、
福
豊
地
先

の
福
豊
排
水
樋
管
及
び
桑
名
市
福
島
地
先

の
福
島
排
水
樋
管
を
、
平
成
一
一
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
桑
名
市
吉
之
丸

地
区
に
つ
い
て
は
水
門
下
部
工
を
平
成
一
一

年
度
に
完
成
さ
せ
、
川
口
水
門
、
住
吉
水

門
本
体
工
に
着
手
し
ま
す
。

が
、
高
潮
堤
防
補
強
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、
堤
防

の
前
面
に
波
の
勢
い
を
減
少
さ
せ
る
機
能

を
兼
ね
備
え
た
前
小
段
を
造
成
し
て
そ
の

効
果
を
高
め
、
第
二
段
階
と
し
て
、
こ
の
前

小
段
を
利
用
し
て
堤
防
の
嵩
上
げ
を
行
う

も
の
で
、
昭
和
四
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
の

沈
下
が
深
刻
な
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

第
三
節

事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
伊

勢
湾
台
風
ほ
ど
の
大
規
模
な
被
害
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
発
生
し
て
は
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
日

本
は
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
来
襲

し
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
頑
丈
な
堤
防
で
も
、
ど
ん
な

強
固
な
護
岸
で
も
、
決
し
て
一
〇
〇
％

安
全
と
い
え
な
い
の
が
治
水
事
業
の
課

題
で
す
。
人
智
を
越
え
、
猛
威
を
振
る

う
災
害
か
ら
、
現
代
社
会
を
守
る
の

が
、
河
川
管
理
者
の
使
命
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　

ま
し
て
現
代
は
、
高
度
な
情
報
化
社

会
で
す
が
、
水
に
弱
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
水
害
に
あ
え
ば
、
そ
の
資
産
喪
失
は

膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
進
め
ら
れ
る
治
水
事
業

で
す
が
、
国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
す
べ
て
を
解
決
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
」
、
こ
う
し

た
一
人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
心
が
け

が
、
万
一
の
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守

る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
伊

勢
湾
台
風
の
被
害
者
の
皆
様
か
ら
学
び

ま
し
た
。

　

「
大
雨
が
降
っ
た
ら
、
堤
防
に
上

れ
」
「
風
を
背
に
し
て
、
台
風
の
進
行

方
向
を
予
測
し
ろ
」
「
海
に
投
げ
こ
ま

れ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
な
ん
で
も
か

ぶ
っ
て
頭
を
守
れ
」
、
伊
勢
湾
台
風
の

よ
う
に
逃
れ
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
瞬

の
高
潮
災
害
で
さ
え
、
そ
の
と
き
の
敏

・
河
川
水
の
浄
化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
憩
い
の
場

・
自
然
教
育
の
場

　

ま
た
、
高
水
敷
造
成
の
工
事
に
よ
る
ヨ

シ
原
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
、
水
ぎ
わ

の
護
岸
前
面
に
ヨ
シ
群
落
な
ど
を
創
造
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
害

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
着
々
と
進

め
ら
れ
る
治
水
事
業
、
現
代
社
会
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
事
業
を
、
よ

り
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
建
設

省
で
は
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
教
訓
を
後
世
に

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
、
早
、
四
〇
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
終
戦

後
、
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
を
み
せ
た
わ

が
国
を
襲
っ
た
台
風
は
、
人
々
に
ま
た
も

や
、
大
き
な
悲
し
さ
を
背
負
わ
せ
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
も
普
及
段
階
の
当
時
、
現
在
の

よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構
築
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
伝
達
に
気
象
台
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
官
公
庁
の
人
々
が
走

り
回
り
ま
し
た
。
復
興
の
兆
し
を
見
せ
て

い
た
と
は
い
え
、
今
の
よ
う
に
物
資
が
豊

富
で
は
な
い
当
時
、
災
害
復
旧
に
は
大
き

な
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
努
力
は
、
や
が

て
、
よ
り
強
固
で
安
全
な
治
水
事
業
に

向
か
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
高
潮
堤
防

補
強
工
事
や
多
自
然
型
工
法
に
よ
っ

て
、
自
然
に
も
人
々
に
も
優
し
い
治
水

に
お
い
て
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
で

干
潟
を
復
元
す
れ
ば
、
鳥
も
植
物
も
人
も

集
う
、
快
適
な
水
辺
空
間
が
創
出
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
の
大
切
な
資
産
で

あ
る
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
近
年
で

は
、
河
川
に
お
い
て
も
よ
り
自
然
に
近
い

カ
タ
チ
で
改
修
を
進
め
る
多
自
然
型
工
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
潮
対
策
工
事
等
で
失
わ
れ
た
自
然
環

境
を
回
復
す
る
た
め
に
、
木
曽
三
川
河
口

部
で
は
、
渚
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る
多
自

然
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
渚
プ
ラ
ン
と
は
、
干
潟
の
造
成
で
す
。

治
水
上
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
河
道
の

浚
渫
土
砂
を
導
入
し
、
豊
か
な
生
態
系
を

創
出
す
る
事
業
で
す
。

　

渚
プ
ラ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

・
堤
防
と
水
面
の
つ
な
が
り
の
確
保

・
貝
、
魚
、
鳥
な
ど
の
生
息
、
繁
殖
の
場

地
盤
沈
下
の
た
め
機
能
が
低
下
し
た
高
潮

堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
治
水
上
必
要
な
工

事
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
干
潟
も
さ
ら
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

速
な
判
断
力
や
防
災
に
対
す
る
日
頃
の

心
構
え
が
、
命
運
を
分
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
今
年
で
四
〇
年
、

木
曽
三
川
河
口
部
に
残
さ
れ
た
伊
勢
湾

台
風
の
碑
は
、
被
害
の
悲
し
さ
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
碑
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
い

う
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
、

防
災
の
重
要
性
を
訴
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
教
え
て
く
れ
た
教

訓
、
そ
れ
は
、
日
頃
の
防
災
の
大
切
さ

で
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
伊
勢
湾
台
風

四
〇
周
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
災

害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
へ
、

悲
惨
な
災
害
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❋
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献
❋

『
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三
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治
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年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

悲
惨
な
災
害
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

史
上
最
大
級
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
四
千
六
百
名
を
越
え
る
人
命
を
奪

い
、
各
地
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
悲
惨
な
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事

が
進
み
自
然
環
境
に
も
配
慮
し
た
治
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年
目
の
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
予
定
。

　
着
々
と
進
む
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

四
六
〇
〇
名
を
越
え
る
尊
い
人
命
を
一

瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
特

徴
は
、
高
潮
被
害
で
し
た
。
小
山
の
よ
う

に
ふ
く
ら
ん
だ
海
面
は
牙
を
む
き
、
史
上

最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
高
潮
災
害
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
の

が
、
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
で
す
。
昭

和
三
四
・
三
五
年

に
復
旧
計
画
が
策

定
さ
れ
、
昭
和
三

七
年
度
に
は
三
面

張
り
の
高
潮
堤
防

が
完
成
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半

か
ら
顕
在
化
し
た

地
下
水
揚
水
量
の

急
増
な
ど
に
よ
る

地
盤
沈
下
に
起
因

し
て
、
堤
防
の
機

能
は
著
し
く
低
下

し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
た
の
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今
日
の
気
象
観
測
網
と
予
報
技
術

(

一
）
宇
宙
か
ら
の
監
視　

　

昭
和
三
二
年
、
ソ
連
が
打
ち
上
げ
た
人

類
初
の
人
工
衛
星
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
一
号
や

翌
年
ア
メ
リ
カ
が
打
ち
上
げ
た
エ
ク
ス
プ

ロ
ー
ラ
一
号
の
後
、
人
工
衛
星
に
よ
る
気

象
観
測
の
実
用
化
に
向
け
て
技
術
開
発
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
昭
和
三

五
年
に
気
象
衛
星
タ
イ
ロ
ス
一
号
を
打
ち

上
げ
て
雲
分
布
の
写
真
撮
影
に
成
功
し
た

後
改
良
を
重
ね
、
日
本
で
も
昭
和
四
一
年

か
ら
雲
分
布
写
真
の
受
画
を
業
務
と
し
て

開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
静
止
気
象
衛
星
が
活
躍
す
る

よ
う
に
な
り
、
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
昭
和

五
二
（
一
九
七
七
）
年
七
月
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
一
号
か
ら
現
在
の
五
号
ま
で
、
洋

上
の
台
風
や
低
気
圧
、
前
線
な
ど
を
捕
ら

え
様
々
な
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
気
象
衛
星
が
捕
ら
え
た
台

風
の
姿
か
ら
強
さ
・
大
き
さ
の
程
度
を
割

り
出
す
調
査
も
進
め
ら
れ
、
中
心
気
圧
や

風
速
な
ど
飛
行
機
観
測
と
同
等
の
精
度
で

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
（
平
成
一
一
年
）
夏
に
は
運
輸
多

た
。
遭
難
を
避
け
大
浪
と
闘
い
な
が
ら
の

過
酷
な
観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
は
南
方
定

点
の
ご
く
近
傍
を
通
過
す
る
コ
ー
ス
を

と
っ
た
た
め
位
置
を
変
更
し
て
観
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
、

大
阪
、
東
京
、
福
岡
、（
種
子
島
、
名
瀬
は

昭
和
三
四
年
完
成
）
に
設
置
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
五
（
一
九
六

〇
）
年
室
戸
岬
に
、
昭
和
三
六
年
名
古
屋
に

と
次
々
に
主
要
な
場
所
に
設
置
さ
れ
て
い

き
、
昭
和
三
九
年
に
は
富
士
山
の
山
頂
に
も

設
置
さ
れ
、
現
在
で
は
一
九
基
の
気
象
レ
ー

ダ
ー
が
全
国
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

(

二
）
台
風
進
路
予
想

　

数
値
予
報
が
研
究
か
ら
業
務
と
し
て
用

い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
四
年
四

月
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
当
時
は
精
度
が

充
分
で
は
な
く
、
台
風
進
路
予
想
は
主
に

天
気
図
を
用
い
た
運
動
学
的
手
法
や
統
計

学
的
手
法
に
よ
っ
て
、
二
四
時
間
先
ま
で

を
予
報
し
進
行
方
向
の
誤
差
を
扇
形
で
表

示
す
る
方
式
で
し
た
。
伊
勢
湾
台
風
の
進

路
予
想
で
は
誤
差
が
少
な
く
、
予
報
官
の

判
断
の
正
確
さ
に
あ
ら
た
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
観
測
と
予
報

(

一
）
台
風
を
捕
ら
え
る
手
段

　

台
風
予
報
に
は
、
観
測
結
果
か
ら
台
風

の
正
確
な
位
置
の
割
り
出
し
と
追
跡
が
大

き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
伊
勢
湾
台
風
当
時
も
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
は
気
象
衛
星
が
ま
だ

存
在
せ
ず
、
米
軍
の
飛
行
機
観
測
（
昭
和
二

〇
年
〜
昭
和
六
二
年
）
が
台
風
を
捕
ら
え
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
高
度
約

三
〇
〇
〇
m
を
飛
行
し
台
風
の
目
に
入
っ
て

は
、
観
測
機
器
を
投
下
す
る
と
い
う
果
敢
な

観
測
で
、
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
発
生
か

ら
上
陸
直
前
ま
で
毎
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

台
風
の
目
に
突
入
し
て
の
観
測
は
一
〇
回
に

も
の
ぼ
り
、
発
生
か
ら
四
二
時
間
後
の
観
測

で
は
、
中
心
の
気
圧
が
八
九
四
hPa
、
最
大
風

速
は
七
〇
㎧
と
猛
烈
な
台
風
に
発
達
し
た

こ
と
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　

南
方
定
点
観
測
船
〔
昭
和
五
六
（
一
九

八
一
）
年
無
人
ブ
イ
に
〕
は
、
潮
岬
の
南
約

四
五
〇
㎞
の
洋
上
で
五
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
の
間
観
測
を
続
け
、
天
気
図
か
ら
台
風

を
捕
ら
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
し

　
は
じ
め
に

　

伊
勢
湾
台
風
を
教
訓
に
防
災
体
制
の
強

化
と
高
潮
防
波
堤
や
河
川
堤
防
な
ど
の
防

災
施
設
の
整
備
強
化
が
進
め
ら
れ
、
気
象

庁
に
お
い
て
も
気
象
観
測
網
の
充
実
や
通

信
情
報
処
理
、
予
報
技
術
の
高
度
化
に
力

が
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
以
後
、
死
者
行
方
不
明
者

が
一
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
気
象
災
害
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ゼ
ロ
に
な
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
度
情
報
化

社
会
で
は
災
害

形
態
が
複
雑
化

し
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら

の
防
災
気
象
情

報
は
、
災
害
か

ら
人
命
や
財
産

を
守
る
と
同
時

に
社
会
生
活
を

支
援
す
る
役
割

も
一
層
要
求
さ

れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

よ
う
に
と
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
気
象
情
報
は
、
次
世

代
の
予
報
技
術
、
発
展
す
る
情
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
「
高
い
精
度
と
迅
速

さ
」
、
「
き
め
細
か
さ
」
、
「
分
か
り
や

す
さ
」
を
さ
ら
に
追
求
し
、
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

❋
参
考
・
引
用
文
献
❋

気
象
庁
技
術
報
告
第
七
号

『
伊
勢
湾
台
風
調
査
報
告
』…

気
象
庁

『
気
象
百
年
誌
』…

気
象
庁

『
気
象
業
務
は
い
ま
』…

気
象
庁

『
今
日
の
気
象
業
務
』…

気
象
庁

『
台
風
物
語
、
続
台
風
物
語
』…

饒
村
曜

『
台
風
の
科
学
』…

石
原
健
二

『
台
風
の
科
学
』…

大
西
晴
夫

に
よ
る
可
降
水
量

等
の
デ
ー
タ
の
利

用
技
術
の
開
発
も

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
な
モ
デ

ル
や
土
砂
災
害
の

危
険
性
を
示
す

土
壌
雨
量
指
数
、

降
水
短
時
間
予

報
の
予
報
時
間
延

長
（
計
画
）
は
、

豪
雨
災
害
に
関

す
る
情
報
の
充
実

に
貢
献
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
時
代
に
お
け
る

　
防
災
気
象
情
報

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
技
術
の
向
上
に
伴

い
、
気
象
庁
も
含
め
防
災
機
関
の
情
報

処
理
・
通
信
シ
ス
テ
ム
が
互
い
に
オ
ン

ラ
イ
ン
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
台
風
や
低
気
圧
な
ど
に

伴
う
暴
風
や
大
雨
が
数
日
前
か
ら
予
想
さ

れ
る
場
合
は
、
防
災
機
関
の
初
動
体
制
の

確
保
や
一
般
の
生
活
情
報
と
し
て
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
可
能
な
限

り
早
め
に
情
報
を
発
表
す
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
刻
々
と
変
わ
る
大
雨
や

暴
風
に
つ
い
て
、
詳
細
な
現
況
や
具
体
的

な
予
想
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
示
し
、
注
意
・

警
戒
す
べ
き
事
柄
を
分
か
り
や
す
く
述

べ
、
防
災
機
関
が
適
切
な
対
応
が
と
れ
る

一
〇
分
毎
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。

(

三
）
数
値
予
報
の
実
用
化
と
台
風
進
路
予
報

　

現
在
、
数
値
予
報
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
と
各
種
の
高
度
な
予
報
モ
デ
ル

に
よ
っ
て
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
と
比
べ
精
度

が
格
段
に
向
上
し
、
予
報
に
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
台
風
進
路

予
報
は
、
進
行
方
向
と
速
度
の
誤
差
を
表

示
す
る
予
報
円
方
式
が
昭
和
五
七
（
一
九
八

二
）
年
か
ら
用
い
ら
れ
、
昭
和
六
一
年
に
は

暴
風
に
な
る
可
能
性
を
表
示
す
る
暴
風
警

戒
域
が
加
わ
り
ま
し
た
。
平
成
九
（
一
九
九

七
）
年
七
月
か
ら
は
三
日
先
ま
で
を
予
報
す

る
よ
う
に
な
り
、
予
報
円
に
入
る
確
率
を
六

〇
％
か
ら
七
〇
％
と
高
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
一
〇
年
七
月
か
ら
は
台
風
接
近
時

の
高
潮
を
予
測
す
る
予
報
モ
デ
ル
も
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
の
技
術
と

　
防
災
気
象
情
報
の
充
実

　

気
象
庁
で
は
、
局
地
的
な
気
象
現
象
の

予
測
を
目
的
と
し
た
メ
ソ
数
値
予
報
モ
デ

ル
を
開
発
し
、
そ
の
試
験
運
用
を
平
成
一

〇
年
三
月
か
ら
行
い
、
平
成
一
三
年
か
ら

の
本
運
用
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
衛

星
デ
ー
タ
・
レ
ー

ダ
ー
ア
メ
ダ
ス
解

析
雨
量
・
ド
ッ
プ

ラ
ー
レ
ー
ダ
ー
・

航
空
機
に
よ
る
観

測
デ
ー
タ
・
汎
地

球
測
位
シ
ス
テ
ム

目
的
衛
星
「M

T
SA
T

」

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
平

成
一
二
（
二
〇
〇
〇
）
年

春
か
ら
新
た
な
主
役
と

な
る
予
定
で
す
。

(

二
）
緻
密
な
観
測
網

　

「
ひ
ま
わ
り
」
の
ほ

か
、
全
国
一
九
基
の
気
象

レ
ー
ダ
ー
、
気
象
台
や

測
候
所
が
行
う
地
上
気

象
観
測
、
全
国
約
一
三
〇

〇
箇
所
の
自
動
気
象
観

測
所
か
ら
な
る
地
域
気

象
観
測
網
ア
メ
ダ
ス
な
ど
緻
密
な
観
測
網

は
、
台
風
や
様
々
な
気
象
現
象
を
捕
ら
え

て
く
れ
ま
す
。

　

気
象
レ
ー
ダ
ー
や
地
上
気
象
観
測
装
置

は
、
伊
勢
湾
台
風
当
時
に
比
べ
自
動
化
が

進
み
機
能
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
全

国
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
は
デ
ジ
タ
ル
処
理
と

合
成
が
な
さ
れ
、
ア
メ
ダ
ス
の
観
測
雨
量

と
を
組
み
合
わ
せ
て
作
ら
れ
る
レ
ー

ダ
ー
・
ア
メ
ダ
ス
解
析
雨
量
は
、
詳
細
な

雨
量
分
布
を
表
し
、
地
上
気
象
観
測
装
置

と
ア
メ
ダ
ス
は
、
台
風
の
追
跡
や
大
雨
・

暴
風
の
状
況
の
把
握
な
ど
必
用
に
応
じ
て

■ 運輸多目的衛星「MTSAT」のイメージ図

■ 伊勢湾台風の24時間進路予想精度
　  大きい赤丸はグリニッジ0時（日本時間9時）小さい黒丸はグリニッジ6時、12時、
　  18時の位置を示す。各扇形は、向こう24時間の台風中心通過予想範囲を示す。

　
自
然
環
境
と
の
調
和
を
求
め
て

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
こ
ろ
ま
で
の

木
曽
三
川
河
口
部
は
、
広
大
な
干
潟
が
美

し
い
姿
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
群
生
す
る

ヨ
シ
に
は
野
鳥
や
魚
が
集
ま
り
、
豊
か
な

自
然
の
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
、
著
し

く
進
ん
だ
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
干
潟

の
面
積
は
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、

波
返
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
る
堤
防
の
緊

急
嵩
上
げ
を
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
行
い
、
昭

和
六
〇
年
度
に
は
完
了
し
、
現
在
は
、
上
記

高
潮
堤
防
補
強
計
画
に
沿
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

〈
木
曽
川
〉

　

下
部
工
（
消
波
工
及
び
高
水
敷
）
は
、

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
概
成
。
上
部

工
（
波
返
工
）
は
今
後
継
続
施
工
。

〈
長
良
・
揖
斐
川
〉

　

上
部
工
、
下
部
工
と
も
に
平
成
一
一
年

度
に
構
造
物
周
辺
を
除
き
完
成
。
こ
れ
に

よ
り
、
長
良
・
揖
斐
川
の
下
部
工
は
全
延

長
一
六
四
三
五
m
の
う
ち
約
九
八
％
が
完

成
。
長
良
・
揖
斐
川
の
上
部
工
の
進
捗
率

は
約
八
一
％
。

　

高
潮
区
間
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
長

島
町
大
島
地
先
の
大
島
水
門
、
福
豊
地
先

の
福
豊
排
水
樋
管
及
び
桑
名
市
福
島
地
先

の
福
島
排
水
樋
管
を
、
平
成
一
一
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
桑
名
市
吉
之
丸

地
区
に
つ
い
て
は
水
門
下
部
工
を
平
成
一
一

年
度
に
完
成
さ
せ
、
川
口
水
門
、
住
吉
水

門
本
体
工
に
着
手
し
ま
す
。

が
、
高
潮
堤
防
補
強
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、
堤
防

の
前
面
に
波
の
勢
い
を
減
少
さ
せ
る
機
能

を
兼
ね
備
え
た
前
小
段
を
造
成
し
て
そ
の

効
果
を
高
め
、
第
二
段
階
と
し
て
、
こ
の
前

小
段
を
利
用
し
て
堤
防
の
嵩
上
げ
を
行
う

も
の
で
、
昭
和
四
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
の

沈
下
が
深
刻
な
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

第
三
節

事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
伊

勢
湾
台
風
ほ
ど
の
大
規
模
な
被
害
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
発
生
し
て
は
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
日

本
は
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
来
襲

し
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
頑
丈
な
堤
防
で
も
、
ど
ん
な

強
固
な
護
岸
で
も
、
決
し
て
一
〇
〇
％

安
全
と
い
え
な
い
の
が
治
水
事
業
の
課

題
で
す
。
人
智
を
越
え
、
猛
威
を
振
る

う
災
害
か
ら
、
現
代
社
会
を
守
る
の

が
、
河
川
管
理
者
の
使
命
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　

ま
し
て
現
代
は
、
高
度
な
情
報
化
社

会
で
す
が
、
水
に
弱
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
水
害
に
あ
え
ば
、
そ
の
資
産
喪
失
は

膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
進
め
ら
れ
る
治
水
事
業

で
す
が
、
国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
す
べ
て
を
解
決
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
」
、
こ
う
し

た
一
人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
心
が
け

が
、
万
一
の
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守

る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
伊

勢
湾
台
風
の
被
害
者
の
皆
様
か
ら
学
び

ま
し
た
。

　

「
大
雨
が
降
っ
た
ら
、
堤
防
に
上

れ
」
「
風
を
背
に
し
て
、
台
風
の
進
行

方
向
を
予
測
し
ろ
」
「
海
に
投
げ
こ
ま

れ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
な
ん
で
も
か

ぶ
っ
て
頭
を
守
れ
」
、
伊
勢
湾
台
風
の

よ
う
に
逃
れ
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
瞬

の
高
潮
災
害
で
さ
え
、
そ
の
と
き
の
敏

・
河
川
水
の
浄
化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
憩
い
の
場

・
自
然
教
育
の
場

　

ま
た
、
高
水
敷
造
成
の
工
事
に
よ
る
ヨ

シ
原
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
、
水
ぎ
わ

の
護
岸
前
面
に
ヨ
シ
群
落
な
ど
を
創
造
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
害

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
着
々
と
進

め
ら
れ
る
治
水
事
業
、
現
代
社
会
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
事
業
を
、
よ

り
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
建
設

省
で
は
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
教
訓
を
後
世
に

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
、
早
、
四
〇
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
終
戦

後
、
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
を
み
せ
た
わ

が
国
を
襲
っ
た
台
風
は
、
人
々
に
ま
た
も

や
、
大
き
な
悲
し
さ
を
背
負
わ
せ
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
も
普
及
段
階
の
当
時
、
現
在
の

よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構
築
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
伝
達
に
気
象
台
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
官
公
庁
の
人
々
が
走

り
回
り
ま
し
た
。
復
興
の
兆
し
を
見
せ
て

い
た
と
は
い
え
、
今
の
よ
う
に
物
資
が
豊

富
で
は
な
い
当
時
、
災
害
復
旧
に
は
大
き

な
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
努
力
は
、
や
が

て
、
よ
り
強
固
で
安
全
な
治
水
事
業
に

向
か
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
高
潮
堤
防

補
強
工
事
や
多
自
然
型
工
法
に
よ
っ

て
、
自
然
に
も
人
々
に
も
優
し
い
治
水

に
お
い
て
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
で

干
潟
を
復
元
す
れ
ば
、
鳥
も
植
物
も
人
も

集
う
、
快
適
な
水
辺
空
間
が
創
出
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
の
大
切
な
資
産
で

あ
る
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
近
年
で

は
、
河
川
に
お
い
て
も
よ
り
自
然
に
近
い

カ
タ
チ
で
改
修
を
進
め
る
多
自
然
型
工
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
潮
対
策
工
事
等
で
失
わ
れ
た
自
然
環

境
を
回
復
す
る
た
め
に
、
木
曽
三
川
河
口

部
で
は
、
渚
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る
多
自

然
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
渚
プ
ラ
ン
と
は
、
干
潟
の
造
成
で
す
。

治
水
上
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
河
道
の

浚
渫
土
砂
を
導
入
し
、
豊
か
な
生
態
系
を

創
出
す
る
事
業
で
す
。

　

渚
プ
ラ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

・
堤
防
と
水
面
の
つ
な
が
り
の
確
保

・
貝
、
魚
、
鳥
な
ど
の
生
息
、
繁
殖
の
場

地
盤
沈
下
の
た
め
機
能
が
低
下
し
た
高
潮

堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
治
水
上
必
要
な
工

事
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
干
潟
も
さ
ら
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

速
な
判
断
力
や
防
災
に
対
す
る
日
頃
の

心
構
え
が
、
命
運
を
分
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
今
年
で
四
〇
年
、

木
曽
三
川
河
口
部
に
残
さ
れ
た
伊
勢
湾

台
風
の
碑
は
、
被
害
の
悲
し
さ
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
碑
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
い

う
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
、

防
災
の
重
要
性
を
訴
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
教
え
て
く
れ
た
教

訓
、
そ
れ
は
、
日
頃
の
防
災
の
大
切
さ

で
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
伊
勢
湾
台
風

四
〇
周
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
災

害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
へ
、

悲
惨
な
災
害
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❋
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献
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潮
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建
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省
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悲
惨
な
災
害
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
。

史
上
最
大
級
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
四
千
六
百
名
を
越
え
る
人
命
を
奪

い
、
各
地
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
悲
惨
な
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
高
潮
堤
防
補
強
工
事

が
進
み
自
然
環
境
に
も
配
慮
し
た
治
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
四
〇
年
目
の
今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
予
定
。

　
着
々
と
進
む
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

四
六
〇
〇
名
を
越
え
る
尊
い
人
命
を
一

瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
特

徴
は
、
高
潮
被
害
で
し
た
。
小
山
の
よ
う

に
ふ
く
ら
ん
だ
海
面
は
牙
を
む
き
、
史
上

最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
高
潮
災
害
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
の

が
、
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
で
す
。
昭

和
三
四
・
三
五
年

に
復
旧
計
画
が
策

定
さ
れ
、
昭
和
三

七
年
度
に
は
三
面

張
り
の
高
潮
堤
防

が
完
成
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半

か
ら
顕
在
化
し
た

地
下
水
揚
水
量
の

急
増
な
ど
に
よ
る

地
盤
沈
下
に
起
因

し
て
、
堤
防
の
機

能
は
著
し
く
低
下

し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
た
の

■ 高潮堤防補強工事〈揖斐川右岸2.6㎞付近〉国道23号より下流を望む

歴
史
ド
キ
ュメ
ン
ト 

特
集
伊
勢
湾
台
風
第
七
編 （Vol.31 1999 SU

M
M
ER

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

ふ
く
と
よ

30

20

140130 150

20

220000Z

230000Z

240000Z

250000Z

260000Z

270000Z

280000Z

30

40
40

■ 静止気象衛星「ひまわり5号」の赤外画像
　（平成10年9月21日21時）
　沖縄の東海上を北上する台風第7号と上陸後急
　速に衰える台風第8号

■ 数値予報に用いられる格子網の概念図
地表から数万mの高度まで、地球全体を3次元
の規則的な格子網で覆い、各格子点で気温、
風向、風速、水蒸気量などの気象要素の値が
時間とともに変化する様子を予測する。（図は東
西・南北方向に比べて鉛直方向を拡大）

■ 揖斐川左岸　0.0㎞付近

■ 回復した植生（木曽川左岸）



7172

第
三
章

第
三
章

■ 豊かな自然環境の保全と創造

■ 高潮堤防補強施工順序図（河口部）

　
自
然
環
境
と
の
調
和
を
求
め
て

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
こ
ろ
ま
で
の

木
曽
三
川
河
口
部
は
、
広
大
な
干
潟
が
美

し
い
姿
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
群
生
す
る

ヨ
シ
に
は
野
鳥
や
魚
が
集
ま
り
、
豊
か
な

自
然
の
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
、
著
し

く
進
ん
だ
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
干
潟

の
面
積
は
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、

波
返
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
る
堤
防
の
緊

急
嵩
上
げ
を
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
行
い
、
昭

和
六
〇
年
度
に
は
完
了
し
、
現
在
は
、
上
記

高
潮
堤
防
補
強
計
画
に
沿
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

〈
木
曽
川
〉

　

下
部
工
（
消
波
工
及
び
高
水
敷
）
は
、

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
概
成
。
上
部

工
（
波
返
工
）
は
今
後
継
続
施
工
。

〈
長
良
・
揖
斐
川
〉

　

上
部
工
、
下
部
工
と
も
に
平
成
一
一
年

度
に
構
造
物
周
辺
を
除
き
完
成
。
こ
れ
に

よ
り
、
長
良
・
揖
斐
川
の
下
部
工
は
全
延

長
一
六
四
三
五
m
の
う
ち
約
九
八
％
が
完

成
。
長
良
・
揖
斐
川
の
上
部
工
の
進
捗
率

は
約
八
一
％
。

　

高
潮
区
間
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
長

島
町
大
島
地
先
の
大
島
水
門
、
福
豊
地
先

の
福
豊
排
水
樋
管
及
び
桑
名
市
福
島
地
先

の
福
島
排
水
樋
管
を
、
平
成
一
一
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
桑
名
市
吉
之
丸

地
区
に
つ
い
て
は
水
門
下
部
工
を
平
成
一
一

年
度
に
完
成
さ
せ
、
川
口
水
門
、
住
吉
水

門
本
体
工
に
着
手
し
ま
す
。

が
、
高
潮
堤
防
補
強
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、
堤
防

の
前
面
に
波
の
勢
い
を
減
少
さ
せ
る
機
能

を
兼
ね
備
え
た
前
小
段
を
造
成
し
て
そ
の

効
果
を
高
め
、
第
二
段
階
と
し
て
、
こ
の
前

小
段
を
利
用
し
て
堤
防
の
嵩
上
げ
を
行
う

も
の
で
、
昭
和
四
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
の

沈
下
が
深
刻
な
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
伊

勢
湾
台
風
ほ
ど
の
大
規
模
な
被
害
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
発
生
し
て
は
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
日

本
は
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
来
襲

し
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
頑
丈
な
堤
防
で
も
、
ど
ん
な

強
固
な
護
岸
で
も
、
決
し
て
一
〇
〇
％

安
全
と
い
え
な
い
の
が
治
水
事
業
の
課

題
で
す
。
人
智
を
越
え
、
猛
威
を
振
る

う
災
害
か
ら
、
現
代
社
会
を
守
る
の

が
、
河
川
管
理
者
の
使
命
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　

ま
し
て
現
代
は
、
高
度
な
情
報
化
社

会
で
す
が
、
水
に
弱
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
水
害
に
あ
え
ば
、
そ
の
資
産
喪
失
は

膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
進
め
ら
れ
る
治
水
事
業

で
す
が
、
国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
す
べ
て
を
解
決
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
」
、
こ
う
し

た
一
人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
心
が
け

が
、
万
一
の
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守

る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
伊

勢
湾
台
風
の
被
害
者
の
皆
様
か
ら
学
び

ま
し
た
。

　

「
大
雨
が
降
っ
た
ら
、
堤
防
に
上

れ
」
「
風
を
背
に
し
て
、
台
風
の
進
行

方
向
を
予
測
し
ろ
」
「
海
に
投
げ
こ
ま

れ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
な
ん
で
も
か

ぶ
っ
て
頭
を
守
れ
」
、
伊
勢
湾
台
風
の

よ
う
に
逃
れ
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
瞬

の
高
潮
災
害
で
さ
え
、
そ
の
と
き
の
敏

・
河
川
水
の
浄
化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
憩
い
の
場

・
自
然
教
育
の
場

　

ま
た
、
高
水
敷
造
成
の
工
事
に
よ
る
ヨ

シ
原
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
、
水
ぎ
わ

の
護
岸
前
面
に
ヨ
シ
群
落
な
ど
を
創
造
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
害

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
着
々
と
進

め
ら
れ
る
治
水
事
業
、
現
代
社
会
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
事
業
を
、
よ

り
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
建
設

省
で
は
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
教
訓
を
後
世
に

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
、
早
、
四
〇
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
終
戦

後
、
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
を
み
せ
た
わ

が
国
を
襲
っ
た
台
風
は
、
人
々
に
ま
た
も

や
、
大
き
な
悲
し
さ
を
背
負
わ
せ
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
も
普
及
段
階
の
当
時
、
現
在
の

よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構
築
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
伝
達
に
気
象
台
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
官
公
庁
の
人
々
が
走

り
回
り
ま
し
た
。
復
興
の
兆
し
を
見
せ
て

い
た
と
は
い
え
、
今
の
よ
う
に
物
資
が
豊

富
で
は
な
い
当
時
、
災
害
復
旧
に
は
大
き

な
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
努
力
は
、
や
が

て
、
よ
り
強
固
で
安
全
な
治
水
事
業
に

向
か
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
高
潮
堤
防

補
強
工
事
や
多
自
然
型
工
法
に
よ
っ

て
、
自
然
に
も
人
々
に
も
優
し
い
治
水

に
お
い
て
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
で

干
潟
を
復
元
す
れ
ば
、
鳥
も
植
物
も
人
も

集
う
、
快
適
な
水
辺
空
間
が
創
出
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
の
大
切
な
資
産
で

あ
る
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
近
年
で

は
、
河
川
に
お
い
て
も
よ
り
自
然
に
近
い

カ
タ
チ
で
改
修
を
進
め
る
多
自
然
型
工
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
潮
対
策
工
事
等
で
失
わ
れ
た
自
然
環

境
を
回
復
す
る
た
め
に
、
木
曽
三
川
河
口

部
で
は
、
渚
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る
多
自

然
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
渚
プ
ラ
ン
と
は
、
干
潟
の
造
成
で
す
。

治
水
上
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
河
道
の

浚
渫
土
砂
を
導
入
し
、
豊
か
な
生
態
系
を

創
出
す
る
事
業
で
す
。

　

渚
プ
ラ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

・
堤
防
と
水
面
の
つ
な
が
り
の
確
保

・
貝
、
魚
、
鳥
な
ど
の
生
息
、
繁
殖
の
場

地
盤
沈
下
の
た
め
機
能
が
低
下
し
た
高
潮

堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
治
水
上
必
要
な
工

事
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
干
潟
も
さ
ら
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

速
な
判
断
力
や
防
災
に
対
す
る
日
頃
の

心
構
え
が
、
命
運
を
分
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
今
年
で
四
〇
年
、

木
曽
三
川
河
口
部
に
残
さ
れ
た
伊
勢
湾

台
風
の
碑
は
、
被
害
の
悲
し
さ
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
碑
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
い

う
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
、

防
災
の
重
要
性
を
訴
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
教
え
て
く
れ
た
教

訓
、
そ
れ
は
、
日
頃
の
防
災
の
大
切
さ

で
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
伊
勢
湾
台
風

四
〇
周
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
災

害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
へ
、

悲
惨
な
災
害
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

　
着
々
と
進
む
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

四
六
〇
〇
名
を
越
え
る
尊
い
人
命
を
一

瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
特

徴
は
、
高
潮
被
害
で
し
た
。
小
山
の
よ
う

に
ふ
く
ら
ん
だ
海
面
は
牙
を
む
き
、
史
上

最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
高
潮
災
害
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
の

が
、
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
で
す
。
昭

和
三
四
・
三
五
年

に
復
旧
計
画
が
策

定
さ
れ
、
昭
和
三

七
年
度
に
は
三
面

張
り
の
高
潮
堤
防

が
完
成
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半

か
ら
顕
在
化
し
た

地
下
水
揚
水
量
の

急
増
な
ど
に
よ
る

地
盤
沈
下
に
起
因

し
て
、
堤
防
の
機

能
は
著
し
く
低
下

し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
た
の

①伊勢湾台風殉難之塔 （愛知県海部郡弥富町鍋田干拓）
　史上最大といわれた伊勢湾台風の殉難者の霊安かれと念じ、泥の
なかで衣食に窮した避難生活80余日に及ぶ自然の猛威を心の戒めと
して後世に語り継ぎ、全国及び海外の各地から寄せられた温かい救
援の好意に謝するため、広く浄財を募り、昭和38年建立。

⑤伊勢湾台風不忘碑 
　（三重県桑名市小貝須）
　伊勢湾台風の惨状を永く市民の心に残し、
犠牲者の霊に哀悼の誠を捧げるために建立。

⑥観音像 （三重県桑名郡長島町西外面）
　昭和34年9月26日夜半、史上最大級の伊勢湾台風により長島町
では383名の尊い人名を失った。水難者の霊を弔うため、長島観音
像をたてて遭難者の氏名を刻み、霊を慰めるとともに、治水神社境
内（岐阜県海津町）に昭和の宮を建立した。

⑦昭和の宮

②伊勢湾台風慰霊碑
　建設省職員とその家族、河川従事者
の殉職者を弔うとともに二度とこのような災
害がないとの願いを込めて、殉難の地、桑
名市小貝須及び長島町松蔭の２か所に
碑が昭和36年、建立された。

③伊勢湾台風災害復興
　竣工記念碑
　（愛知県海部郡弥富町）
　伊勢湾台風による苦しみ、悲
しみを再び繰り返さないとの願
いを込め、当時の異常高潮に加
えて想像を絶する高波を模し、
竣工記念碑を建立。

④伊勢湾台風高潮潮止
　記念碑
　（三重県桑名郡長島町松蔭）
　伊勢湾台風によって決壊した
堤防の最後の締め切り箇所とし
て記念し建立。現在は、工事の
ため取り払われているが、新た
に復元する予定。

※位置は71ページ
　上図参照

■ 渚プラン（揖斐川右岸）

桜堤

ヤナギ植栽

回復した植生
葛木の松林

渚プラン

木
曽
・
長
良
川
背
割
堤

南濃町

平田町

海津町

八開村

佐織町

立田村

海部郡
桑名郡
多度町

弥富町

桑名市

長島町

桑名郡 木曽岬町

揖　

斐　

川

木
曽
川

伊 勢 湾

長良
川

河口
堰

東海広場

木曽川下流工事事務所

ヨシ栽培

木曽三川公園
フジバカマ試験地

カニの楽園

ヨシ、ヤナギ群落の保護
千本松原

木曽三川流域の
貴重な植物

中央水郷地区センター

①

②

④
②

⑤

⑥

⑦

③

①～⑦は伊勢湾台風の碑の位置

T.P＋3.89m

T.P＋7.5mT.P＋7.0m現在の堤防
　（3面張り）

長 島 町

T.P＋4.0m

波返工
③

①

② 長 良 川

堤防補強および消波工
伊勢湾台風時の堤防（土堤）

伊勢湾台風時
実測高潮位

①緊急対策として波返し工の嵩上げ。
②現在の高潮堤防前面に前小段を造成して、
　消波効果を高めることによって、安全度を確保する。
③この前小段を利用して高潮防波堤を嵩上げする。

凡例
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■ 豊かな自然環境の保全と創造

■ 高潮堤防補強施工順序図（河口部）

　
自
然
環
境
と
の
調
和
を
求
め
て

　

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
こ
ろ
ま
で
の

木
曽
三
川
河
口
部
は
、
広
大
な
干
潟
が
美

し
い
姿
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。
群
生
す
る

ヨ
シ
に
は
野
鳥
や
魚
が
集
ま
り
、
豊
か
な

自
然
の
生
態
系
が
保
た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
四
〇
年
頃
か
ら
、
著
し

く
進
ん
だ
広
域
地
盤
沈
下
に
よ
り
、
干
潟

の
面
積
は
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、

波
返
工
（
パ
ラ
ペ
ッ
ト
）
に
よ
る
堤
防
の
緊

急
嵩
上
げ
を
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
行
い
、
昭

和
六
〇
年
度
に
は
完
了
し
、
現
在
は
、
上
記

高
潮
堤
防
補
強
計
画
に
沿
っ
て
急
ピ
ッ
チ
で

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
の
進
捗
状
況
は
、
以
下
の
通

り
で
す
。

〈
木
曽
川
〉

　

下
部
工
（
消
波
工
及
び
高
水
敷
）
は
、

平
成
一
一
（
一
九
九
九
）
年
概
成
。
上
部

工
（
波
返
工
）
は
今
後
継
続
施
工
。

〈
長
良
・
揖
斐
川
〉

　

上
部
工
、
下
部
工
と
も
に
平
成
一
一
年

度
に
構
造
物
周
辺
を
除
き
完
成
。
こ
れ
に

よ
り
、
長
良
・
揖
斐
川
の
下
部
工
は
全
延

長
一
六
四
三
五
m
の
う
ち
約
九
八
％
が
完

成
。
長
良
・
揖
斐
川
の
上
部
工
の
進
捗
率

は
約
八
一
％
。

　

高
潮
区
間
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
長

島
町
大
島
地
先
の
大
島
水
門
、
福
豊
地
先

の
福
豊
排
水
樋
管
及
び
桑
名
市
福
島
地
先

の
福
島
排
水
樋
管
を
、
平
成
一
一
年
度
に

完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
桑
名
市
吉
之
丸

地
区
に
つ
い
て
は
水
門
下
部
工
を
平
成
一
一

年
度
に
完
成
さ
せ
、
川
口
水
門
、
住
吉
水

門
本
体
工
に
着
手
し
ま
す
。

が
、
高
潮
堤
防
補
強
計
画
で
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
第
一
段
階
と
し
て
、
堤
防

の
前
面
に
波
の
勢
い
を
減
少
さ
せ
る
機
能

を
兼
ね
備
え
た
前
小
段
を
造
成
し
て
そ
の

効
果
を
高
め
、
第
二
段
階
と
し
て
、
こ
の
前

小
段
を
利
用
し
て
堤
防
の
嵩
上
げ
を
行
う

も
の
で
、
昭
和
四
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
盤
沈
下
に
よ
る
堤
防
の

沈
下
が
深
刻
な
た
め
、
緊
急
対
策
と
し
て
、

事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
伊

勢
湾
台
風
ほ
ど
の
大
規
模
な
被
害
は
、

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
発
生
し
て
は
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
台
風
銀
座
と
呼
ば
れ
る
日

本
は
、
毎
年
の
よ
う
に
台
風
が
来
襲

し
、
全
国
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
頑
丈
な
堤
防
で
も
、
ど
ん
な

強
固
な
護
岸
で
も
、
決
し
て
一
〇
〇
％

安
全
と
い
え
な
い
の
が
治
水
事
業
の
課

題
で
す
。
人
智
を
越
え
、
猛
威
を
振
る

う
災
害
か
ら
、
現
代
社
会
を
守
る
の

が
、
河
川
管
理
者
の
使
命
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　

ま
し
て
現
代
は
、
高
度
な
情
報
化
社

会
で
す
が
、
水
に
弱
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

が
水
害
に
あ
え
ば
、
そ
の
資
産
喪
失
は

膨
大
な
も
の
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
進
め
ら
れ
る
治
水
事
業

で
す
が
、
国
家
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
す
べ
て
を
解
決
し
て
く
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
災
害
か
ら
身
を
守
る
」
、
こ
う
し

た
一
人
ひ
と
り
の
普
段
か
ら
の
心
が
け

が
、
万
一
の
災
害
か
ら
自
分
自
身
を
守

る
方
法
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
伊

勢
湾
台
風
の
被
害
者
の
皆
様
か
ら
学
び

ま
し
た
。

　

「
大
雨
が
降
っ
た
ら
、
堤
防
に
上

れ
」
「
風
を
背
に
し
て
、
台
風
の
進
行

方
向
を
予
測
し
ろ
」
「
海
に
投
げ
こ
ま

れ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
な
ん
で
も
か

ぶ
っ
て
頭
を
守
れ
」
、
伊
勢
湾
台
風
の

よ
う
に
逃
れ
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
瞬

の
高
潮
災
害
で
さ
え
、
そ
の
と
き
の
敏

・
河
川
水
の
浄
化

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
憩
い
の
場

・
自
然
教
育
の
場

　

ま
た
、
高
水
敷
造
成
の
工
事
に
よ
る
ヨ

シ
原
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
に
、
水
ぎ
わ

の
護
岸
前
面
に
ヨ
シ
群
落
な
ど
を
創
造
し

て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な
大
規
模
な
水
害

か
ら
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
着
々
と
進

め
ら
れ
る
治
水
事
業
、
現
代
社
会
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
の
事
業
を
、
よ

り
快
適
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
建
設

省
で
は
自
然
と
の
共
生
を
め
ざ
し
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
の
教
訓
を
後
世
に

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
、
早
、
四
〇
年
の
歳

月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
終
戦

後
、
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
を
み
せ
た
わ

が
国
を
襲
っ
た
台
風
は
、
人
々
に
ま
た
も

や
、
大
き
な
悲
し
さ
を
背
負
わ
せ
ま
し

た
。

　

テ
レ
ビ
も
普
及
段
階
の
当
時
、
現
在
の

よ
う
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
構
築
さ
れ

て
お
ら
ず
、
そ
の
伝
達
に
気
象
台
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
官
公
庁
の
人
々
が
走

り
回
り
ま
し
た
。
復
興
の
兆
し
を
見
せ
て

い
た
と
は
い
え
、
今
の
よ
う
に
物
資
が
豊

富
で
は
な
い
当
時
、
災
害
復
旧
に
は
大
き

な
困
難
を
伴
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
人
々
の
努
力
は
、
や
が

て
、
よ
り
強
固
で
安
全
な
治
水
事
業
に

向
か
い
ま
す
。
先
に
述
べ
た
高
潮
堤
防

補
強
工
事
や
多
自
然
型
工
法
に
よ
っ

て
、
自
然
に
も
人
々
に
も
優
し
い
治
水

に
お
い
て
、
治
水
上
支
障
の
な
い
範
囲
で

干
潟
を
復
元
す
れ
ば
、
鳥
も
植
物
も
人
も

集
う
、
快
適
な
水
辺
空
間
が
創
出
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
地
球
の
大
切
な
資
産
で

あ
る
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
近
年
で

は
、
河
川
に
お
い
て
も
よ
り
自
然
に
近
い

カ
タ
チ
で
改
修
を
進
め
る
多
自
然
型
工
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
潮
対
策
工
事
等
で
失
わ
れ
た
自
然
環

境
を
回
復
す
る
た
め
に
、
木
曽
三
川
河
口

部
で
は
、
渚
プ
ラ
ン
に
代
表
さ
れ
る
多
自

然
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
渚
プ
ラ
ン
と
は
、
干
潟
の
造
成
で
す
。

治
水
上
支
障
に
な
ら
な
い
場
所
に
河
道
の

浚
渫
土
砂
を
導
入
し
、
豊
か
な
生
態
系
を

創
出
す
る
事
業
で
す
。

　

渚
プ
ラ
ン
に
は
、
次
の
よ
う
な
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

・
堤
防
と
水
面
の
つ
な
が
り
の
確
保

・
貝
、
魚
、
鳥
な
ど
の
生
息
、
繁
殖
の
場

地
盤
沈
下
の
た
め
機
能
が
低
下
し
た
高
潮

堤
防
の
補
強
工
事
な
ど
治
水
上
必
要
な
工

事
に
よ
り
、
残
さ
れ
た
干
潟
も
さ
ら
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下

速
な
判
断
力
や
防
災
に
対
す
る
日
頃
の

心
構
え
が
、
命
運
を
分
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
今
年
で
四
〇
年
、

木
曽
三
川
河
口
部
に
残
さ
れ
た
伊
勢
湾

台
風
の
碑
は
、
被
害
の
悲
し
さ
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。
自
然
の
猛
威
の
恐
ろ

し
さ
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
碑
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
い

う
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
、

防
災
の
重
要
性
を
訴
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
で
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
が
教
え
て
く
れ
た
教

訓
、
そ
れ
は
、
日
頃
の
防
災
の
大
切
さ

で
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
伊
勢
湾
台
風

四
〇
周
年
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
災

害
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
へ
、

悲
惨
な
災
害
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
防
災
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

❋
参
考
文
献
❋

『
木
曽
三
川
治
水
百
年
の
歩
み
』

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局

『
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
工
事
誌
』

建
設
省
木
曽
川
下
流
工
事
事
務
所

　
着
々
と
進
む
高
潮
堤
防
補
強
工
事

　

四
六
〇
〇
名
を
越
え
る
尊
い
人
命
を
一

瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
た
伊
勢
湾
台
風
の
特

徴
は
、
高
潮
被
害
で
し
た
。
小
山
の
よ
う

に
ふ
く
ら
ん
だ
海
面
は
牙
を
む
き
、
史
上

最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
高
潮
災
害
を
契
機
に
実
施
さ
れ
た
の

が
、
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
で
す
。
昭

和
三
四
・
三
五
年

に
復
旧
計
画
が
策

定
さ
れ
、
昭
和
三

七
年
度
に
は
三
面

張
り
の
高
潮
堤
防

が
完
成
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
昭

和
三
〇
年
代
後
半

か
ら
顕
在
化
し
た

地
下
水
揚
水
量
の

急
増
な
ど
に
よ
る

地
盤
沈
下
に
起
因

し
て
、
堤
防
の
機

能
は
著
し
く
低
下

し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
処
す
る
た
め

に
策
定
さ
れ
た
の

①伊勢湾台風殉難之塔 （愛知県海部郡弥富町鍋田干拓）
　史上最大といわれた伊勢湾台風の殉難者の霊安かれと念じ、泥の
なかで衣食に窮した避難生活80余日に及ぶ自然の猛威を心の戒めと
して後世に語り継ぎ、全国及び海外の各地から寄せられた温かい救
援の好意に謝するため、広く浄財を募り、昭和38年建立。

⑤伊勢湾台風不忘碑 
　（三重県桑名市小貝須）
　伊勢湾台風の惨状を永く市民の心に残し、
犠牲者の霊に哀悼の誠を捧げるために建立。

⑥観音像 （三重県桑名郡長島町西外面）
　昭和34年9月26日夜半、史上最大級の伊勢湾台風により長島町
では383名の尊い人名を失った。水難者の霊を弔うため、長島観音
像をたてて遭難者の氏名を刻み、霊を慰めるとともに、治水神社境
内（岐阜県海津町）に昭和の宮を建立した。

⑦昭和の宮

②伊勢湾台風慰霊碑
　建設省職員とその家族、河川従事者
の殉職者を弔うとともに二度とこのような災
害がないとの願いを込めて、殉難の地、桑
名市小貝須及び長島町松蔭の２か所に
碑が昭和36年、建立された。

③伊勢湾台風災害復興
　竣工記念碑
　（愛知県海部郡弥富町）
　伊勢湾台風による苦しみ、悲
しみを再び繰り返さないとの願
いを込め、当時の異常高潮に加
えて想像を絶する高波を模し、
竣工記念碑を建立。

④伊勢湾台風高潮潮止
　記念碑
　（三重県桑名郡長島町松蔭）
　伊勢湾台風によって決壊した
堤防の最後の締め切り箇所とし
て記念し建立。現在は、工事の
ため取り払われているが、新た
に復元する予定。

※位置は71ページ
　上図参照

■ 渚プラン（揖斐川右岸）

桜堤

ヤナギ植栽

回復した植生
葛木の松林

渚プラン

木
曽
・
長
良
川
背
割
堤

南濃町

平田町

海津町

八開村

佐織町

立田村

海部郡
桑名郡
多度町

弥富町

桑名市

長島町

桑名郡 木曽岬町

揖　

斐　

川

木
曽
川

伊勢湾

長良
川

河口
堰

東海広場

木曽川下流工事事務所

ヨシ栽培

木曽三川公園
フジバカマ試験地

カニの楽園

ヨシ、ヤナギ群落の保護
千本松原

木曽三川流域の
貴重な植物

中央水郷地区センター

①

②

④
②

⑤

⑥

⑦

③

①～⑦は伊勢湾台風の碑の位置

T.P＋3.89m

T.P＋7.5mT.P＋7.0m現在の堤防
　（3面張り）

長 島 町

T.P＋4.0m

波返工
③

①

② 長 良 川

堤防補強および消波工
伊勢湾台風時の堤防（土堤）

伊勢湾台風時
実測高潮位

①緊急対策として波返し工の嵩上げ。
②現在の高潮堤防前面に前小段を造成して、
　消波効果を高めることによって、安全度を確保する。
③この前小段を利用して高潮防波堤を嵩上げする。

凡例
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■ 扇形方式

■ 暴風警戒域（赤の円）の追加

■ 予報円方式

二
五
㎧
以
上
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
範
囲
を
円
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
四
． 台
風
予
報
の
改
善

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
気
象
庁
（
当
時

の
中
央
気
象
台
）
が
台
風
の
予
報
業
務
を

独
自
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
二
七
年
四
月
二
八
日
の
日
本
国
と
の
平

和
条
約
、
い
わ
ゆ
る
連
合
国
と
日
本
国
の

「
講
和
条
約
」
の
発
効
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
進
路
予
報
は
点
で
表
示

し
、
そ
こ
に
誤
差
範
囲
を
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら

台
風
の
進
路
予
報
は
、
扇
形
で
発
表
す
る

　

台
風
情
報
の
原
型
は
、
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
九
月
の
室
戸
台
風
（
昭
和
の
三

大
台
風
の
一
つ
）
で
死
者
・
行
方
不
明
者

が
三
千
人
以
上
と
い
う
日
本
の
災
害
史
に

記
録
さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
値

予
報
と
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
基
に
現
在
の

大
気
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
物
理
法
則
に
基
づ

い
て
将
来
の
大
気
の
状
態
を
予
測
す
る
も

の
で
、
各
種
気
象
情
報
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 台
風
の
実
況
に
関
す
る
情
報

　

気
象
庁
は
、
北
西
太
平
洋
に
台
風
が
あ

る
時
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
に
基
づ

き
、
中
心
位
置
（
緯
度
、
経
度
）
、
強
度

（
中
心
気
圧
、
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風

速
）
、
進
行
方
向
、
大
き
さ
（
強
風
域
と

暴
風
域
）
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
付
近
で

は
１
時
間
毎
、
そ
れ
以
外
の
領
域
で
は
三

時
間
毎
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
風
速
は
、
一
〇
分
間
平
均
の
風
速

で
表
現
し
て
い
て
、
強
風
域
、
暴
風
域
は

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
分
間
平
均
風
速
が
一
五
㎧
、

つ
で
あ
る
伊
勢
湾
台
風
﹇
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）
年
九
月]

の
英
語
名
（
人
名
）

は
ベ
ラ
で
す
。

　

台
風
番
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
二
八
年
以
降
も
、
台
風
に
は
ア

メ
リ
カ
が
英
語
名
を
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
北
西
太
平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
で

発
生
す
る
台
風
に
関
す
る
各
国
の
政
府

間
組
織
で
あ
る
台
風
委
員
会
（
日
本
ほ

か
一
四
箇
国
等
が
加
盟
）
は
、
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
、
加
盟
国
な
ど

が
提
案
し
た
固
有
の
名
前
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
．台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

　

台
風
は
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波
、
高
潮

な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
非

常
に
激
し
い
自
然
現
象
で
す
。
こ
の
た
め

気
象
庁
で
は
、
気
象
衛
星
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
、
船
舶
、
ア
メ
ダ
ス
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
観
測
網
に
よ
っ
て
台
風
の
発
生
か

ら
消
滅
ま
で
を
常
時
監
視
す
る
と
と
も

に
、
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た

予
報
技
術
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
情
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
．台
風
と
は

　

台
風
は
、
日
本
の
南
の
熱
帯
海
上
（
北

西
太
平
洋
：
赤
道
よ
り
北
で
、
東
経
一
八

〇
度
よ
り
西
側
の
太
平
洋
で
南
シ
ナ
海
等

の
付
属
海
を
含
む
）
で
発
生
す
る
熱
帯
低

気
圧
の
う
ち
、
最
大
風
速
が
一
七
．二
㎧

以
上
の
も
の
を
い
い
、
猛
烈
な
風
雨
を
伴

う
反
時
計
回
り
（
低
気
圧
性
循
環
）
の
巨

大
な
渦
巻
き
で
す
。

　

台
風
が
発
生
す
る
と
、
日
本
で
は
気
象

庁
が
そ
の
年
の
西
暦
の
下
二
桁
と
発
生
順

の
二
桁
の
計
四
桁
の
数
字
を
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
共
通
番
号
と
も
な
り
ま

す
。
現
在
の
台
風
番
号
が
使
わ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か

ら
で
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
二
（
一
九
四

七
）
年
〜
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

は
、
米
軍
が
付
け
て
い
た
女
性
名
で
台
風

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
女
性
名
で
大

災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
は
、
昭
和
二

二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和

二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
甚
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
の
三
大
台
風
の
一

た
。
こ
れ
は
、
「
台
風
情
報
の
表
示
方
法
等

に
関
す
る
懇
談
会
」
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
新
た
に
定
め
た
「
台
風
予
報
の
図
表
示

方
法
の
指
針
」
に
沿
っ
た
変
更
で
す
。

・
日
本
付
近
で
は
、
二
四
時
間
先
ま
で
を

三
時
間
刻
み
に
予
報
す
る
こ
と

・
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最
大
瞬
間

風
速
の
情
報
を
加
え
る
こ
と

・
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
を
充
実
す

る
こ
と

・
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て

も
、
暴
風
を
伴
っ
て
災
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
場
合
に
は
、
台
風
情
報
と
し
て
情

報
の
発
表
を
継
続
す
る
こ
と

・
予
報
期
間
の
暴
風
警
戒
域
全
体
を
囲
む

線
を
表
示
す
る
こ
と

・
予
報
円
の
中
心
点
や
そ
れ
を
結
ぶ
線
を

表
示
す
る
こ
と

・
七
二
時
間
先
ま
で
の
時
間
帯
に
暴
風
域

に
入
る
確
率
を
示
す
「
暴
風
域
に
入
る

確
率
の
面
的
情
報
」
を
発
表
す
る
こ
と

　

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
五
月
二
一

日
か
ら
精
度
の
向
上
に
伴
い
予
報
円
の
半

径
が
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
約
一
五
％
、
特

に
北
西
方
向
に
進
む
場
合
に
は
約
二
〇
％

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

(

２
）
今
後
の
改
善

　

台
風
の
進
路
予
報
の
期
間
は
現
在
、
三

日
先
（
七
二
時
間
）
ま
で
で
す
が
、
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
四
月
か
ら
は
、

五
日
先
（
一
二
〇
時
間
）
ま
で
予
報
期
間

を
延
長
す
る
予
定
で
す
。

(

３
）
台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
の
変
更

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
〇
月
一

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
一
日
か

ら
全
国
の
二
九
地
点
に
お
い
て
二
四
時
間

以
内
に
暴
風
域
に
入
る
確
率
の
発
表
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
七
月
一
日
か

ら
七
二
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
台
風
の
中
心
が
予
報

円
に
入
る
確
率
が
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
へ

と
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四

時
間
予
報
ま
で
の
予
報
位
置
を
〇
．一
度

単
位
で
予
報
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
の
強
度
（
中
心
気
圧
、
最
大
風

速
）
に
関
す
る
四
八
時
間
予
報
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
六
月
四
日

か
ら
一
時
間
後
の
位
置
情
報
の
充
実
、
三

時
間
毎
の
暴
風
域
に
入
る
確
率
を
二
次
細

分
区
域
（
警
報
・
注
意
報
の
区
域
と
同

じ
）
毎
と
し
、
対
象
時
間
を
二
四
時
間
か

ら
四
八
時
間
に
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
の
強
度
に
関
す
る
予
報
を
四
八
時
間

か
ら
七
二
時
間
へ
と
延
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
予
報
の
精
度
向
上
に
よ
り
予
報

円
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
平
均
で
約
一
〇
％
）
。

　

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
六
月
一
日

か
ら
二
四
時
間
以
内
に
台
風
に
な
り
、
日

本
に
接
近
す
る
と
予
想
し
た
熱
帯
低
気
圧

に
つ
い
て
、
そ
の
実
況
と
二
四
時
間
後
の

予
想
位
置
を
「
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
に

関
す
る
情
報
」
と
し
て
、
発
表
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
一
八
日

か
ら
台
風
情
報
が
新
た
に
変
更
さ
れ
ま
し

明
海
で
小
型
漁
船
が
遭
難
し
た
こ
と
で

す
。
漁
船
は
出
港
す
る
前
に
入
手
し
た
台

風
の
予
報
円
の
周
辺
付
近
で
操
業
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
実
況
位
置
に
表

示
し
て
あ
る
暴
風
域
を
示
す
円
と
、
進
路

予
報
図
に
表
示
し
て
あ
る
予
報
円
を
示
す

円
の
違
い
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
く
、

予
報
円
を
暴
風
域
の
予
想
範
囲
と
誤
解
し

た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
遭
難
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
六
一
（
一
九
八

六
）
年
六
月
一
日
か
ら
暴
風
警
戒
域
（
平

均
風
速
二
五
㎧
以
上
の
暴
風
が
吹
く
可
能

性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
範
囲
）
を
追
加

し
た
予
報
円
方
式
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
台
風
予
報
進
路
予
報
図
の
原
型
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
円
予
報
が
採
用
さ
れ
て

か
ら
予
報
円
の
中
心
は
、×

と
し
て
表
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
か
ら
中
心
点

の
表
示
は
取
り
や
め
ま
し
た
。

(

一
）
予
報
期
間
の
延
長
、
図
表
示
方
法

　
　

 

な
ど
の
変
更

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
七
月
一
日
か

ら
四
八
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
予
報
時
間

は
一
二
時
間
及
び
二
四
時
間
後
ま
で
で
、

台
風
の
位
置
は
扇
の
縁
で
表
し
、
進
行
方

向
及
び
誤
差
範
囲
は
扇
の
広
が
り
の
幅
で

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扇
形
予
報
は
見
た
目
に
は
分
か
り

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
進

行
方
向
の
左
右
へ
の
ず
れ
は
表
現
で
き
て

も
、
進
行
速
度
の
速
い
遅
い
が
ま
っ
た
く

表
現
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、
過
去
の
台

風
進
路
予
報
の
精
度
検
証
結
果
か
ら
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）
年
六
月
一
日
か
ら

は
、
円
形
の
予
報
円
の
進
路
予
報
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

予
報
円
と
は
、
予
報
さ
れ
た
時
刻
に
台

風
の
中
心
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範

囲
を
円
で
表
し
た
も
の
で
す
。
台
風
の
中

心
が
予
報
円
に
入
る
確
率
は
六
〇
％
で

す
。
し
か
し
、
予
報
円
だ
け
で
は
、
暴
風

に
対
し
て
、
ど
の
地
域
ま
で
警
戒
が
必
要

な
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
の
台
風

第
一
三
号
が
九
州
を
北
上
し
た
際
に
、
有

昭和29年　長野県高山村
生まれ
前橋地方気象台、松本測候
所、軽井沢測候所長野地方
気象台などを経て、現在、名古
屋地方気象台防災業務課　
調査官

島田　誠 氏

プロフィール

台
風
予
報
の
改
善
の
歴
史

名
古
屋
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
調
査
官　

島
田　

誠

第
四
節

二
日
か
ら
一
〇
〇
〇
hPa
の
等
圧
線
の
半
径

や
中
心
気
圧
を
基
準
に
し
て
台
風
の
勢
力

を
防
災
上
の
観
点
か
ら
５
階
級
の
「
大
き

さ
と
強
さ
」
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
防
災
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
一
日
に
風
速
を

基
準
と
す
る
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
平
成

一
二
年
六
月
一
日
か
ら
は
大
き
さ
の
階
級

の
「
ご
く
小
さ
い
」
「
小
型
」
「
中

型
」
、
強
さ
の
階
級
の
「
弱
い
」
「
並
の

強
さ
」
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
一
一

（
一
九
九
九
）
年
八
月
一
四
日
に
「
弱
い

熱
帯
低
気
圧
」
が
関
東
南
部
か
ら
北
陸
に

進
ん
だ
影
響
で
、
神
奈
川
県
の
玄
倉
川
の

河
川
敷
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
大
勢
の

家
族
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
「
弱

い
」
と
い
う
表
現
が
一
般
の
人
に
大
し
た

影
響
は
な
い
と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
、
「
弱

い
熱
帯
低
気
圧
」
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
に

変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
台
風
の

「
中
型
」
や
「
小
型
」
と
い
っ
た
階
級
も

同
様
に
誤
解
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
の
表
現

も
止
め
ま
し
た
。

(

４
）
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

　
　

  

接
近
し
た
ら

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
進
路
予
報

は
、
二
四
時
間
先
ま
で
の
扇
形
の
予
報
図

で
し
た
が
、
現
在
、
台
風
の
予
報
精
度
は

格
段
に
向
上
し
、
五
日
先
ま
で
予
報
を
発

表
し
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

東
海
地
方
に
接
近
す
る
と
し
た
場
合
、
高

潮
に
よ
り
名
古
屋
を
は
じ
め
東
海
地
方
を

中
心
と
し
た
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
防
災
活
動
の
規
模
が
大
き

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
気
象
台
は

通
常
よ
り
早
め
に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
予
報
精
度
を
考
慮
し
つ
つ
台
風
の
接

近
の
状
況
に
応
じ
た
台
風
情
報
を
発
表
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
執
れ
る
最
大
の

対
応
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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■ 扇形方式

■ 暴風警戒域（赤の円）の追加

■ 予報円方式

二
五
㎧
以
上
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
範
囲
を
円
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
四
． 台
風
予
報
の
改
善

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
気
象
庁
（
当
時

の
中
央
気
象
台
）
が
台
風
の
予
報
業
務
を

独
自
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
二
七
年
四
月
二
八
日
の
日
本
国
と
の
平

和
条
約
、
い
わ
ゆ
る
連
合
国
と
日
本
国
の

「
講
和
条
約
」
の
発
効
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
進
路
予
報
は
点
で
表
示

し
、
そ
こ
に
誤
差
範
囲
を
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら

台
風
の
進
路
予
報
は
、
扇
形
で
発
表
す
る

　

台
風
情
報
の
原
型
は
、
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
九
月
の
室
戸
台
風
（
昭
和
の
三

大
台
風
の
一
つ
）
で
死
者
・
行
方
不
明
者

が
三
千
人
以
上
と
い
う
日
本
の
災
害
史
に

記
録
さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
値

予
報
と
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
基
に
現
在
の

大
気
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
物
理
法
則
に
基
づ

い
て
将
来
の
大
気
の
状
態
を
予
測
す
る
も

の
で
、
各
種
気
象
情
報
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 台
風
の
実
況
に
関
す
る
情
報

　

気
象
庁
は
、
北
西
太
平
洋
に
台
風
が
あ

る
時
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
に
基
づ

き
、
中
心
位
置
（
緯
度
、
経
度
）
、
強
度

（
中
心
気
圧
、
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風

速
）
、
進
行
方
向
、
大
き
さ
（
強
風
域
と

暴
風
域
）
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
付
近
で

は
１
時
間
毎
、
そ
れ
以
外
の
領
域
で
は
三

時
間
毎
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
風
速
は
、
一
〇
分
間
平
均
の
風
速

で
表
現
し
て
い
て
、
強
風
域
、
暴
風
域
は

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
分
間
平
均
風
速
が
一
五
㎧
、

つ
で
あ
る
伊
勢
湾
台
風
﹇
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）
年
九
月]

の
英
語
名
（
人
名
）

は
ベ
ラ
で
す
。

　

台
風
番
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
二
八
年
以
降
も
、
台
風
に
は
ア

メ
リ
カ
が
英
語
名
を
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
北
西
太
平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
で

発
生
す
る
台
風
に
関
す
る
各
国
の
政
府

間
組
織
で
あ
る
台
風
委
員
会
（
日
本
ほ

か
一
四
箇
国
等
が
加
盟
）
は
、
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
、
加
盟
国
な
ど

が
提
案
し
た
固
有
の
名
前
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
．台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

　

台
風
は
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波
、
高
潮

な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
非

常
に
激
し
い
自
然
現
象
で
す
。
こ
の
た
め

気
象
庁
で
は
、
気
象
衛
星
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
、
船
舶
、
ア
メ
ダ
ス
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
観
測
網
に
よ
っ
て
台
風
の
発
生
か

ら
消
滅
ま
で
を
常
時
監
視
す
る
と
と
も

に
、
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た

予
報
技
術
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
情
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
．台
風
と
は

　

台
風
は
、
日
本
の
南
の
熱
帯
海
上
（
北

西
太
平
洋
：
赤
道
よ
り
北
で
、
東
経
一
八

〇
度
よ
り
西
側
の
太
平
洋
で
南
シ
ナ
海
等

の
付
属
海
を
含
む
）
で
発
生
す
る
熱
帯
低

気
圧
の
う
ち
、
最
大
風
速
が
一
七
．二
㎧

以
上
の
も
の
を
い
い
、
猛
烈
な
風
雨
を
伴

う
反
時
計
回
り
（
低
気
圧
性
循
環
）
の
巨

大
な
渦
巻
き
で
す
。

　

台
風
が
発
生
す
る
と
、
日
本
で
は
気
象

庁
が
そ
の
年
の
西
暦
の
下
二
桁
と
発
生
順

の
二
桁
の
計
四
桁
の
数
字
を
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
共
通
番
号
と
も
な
り
ま

す
。
現
在
の
台
風
番
号
が
使
わ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か

ら
で
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
二
（
一
九
四

七
）
年
〜
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

は
、
米
軍
が
付
け
て
い
た
女
性
名
で
台
風

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
女
性
名
で
大

災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
は
、
昭
和
二

二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和

二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
甚
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
の
三
大
台
風
の
一

た
。
こ
れ
は
、
「
台
風
情
報
の
表
示
方
法
等

に
関
す
る
懇
談
会
」
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
新
た
に
定
め
た
「
台
風
予
報
の
図
表
示

方
法
の
指
針
」
に
沿
っ
た
変
更
で
す
。

・
日
本
付
近
で
は
、
二
四
時
間
先
ま
で
を

三
時
間
刻
み
に
予
報
す
る
こ
と

・
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最
大
瞬
間

風
速
の
情
報
を
加
え
る
こ
と

・
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
を
充
実
す

る
こ
と

・
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て

も
、
暴
風
を
伴
っ
て
災
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
場
合
に
は
、
台
風
情
報
と
し
て
情

報
の
発
表
を
継
続
す
る
こ
と

・
予
報
期
間
の
暴
風
警
戒
域
全
体
を
囲
む

線
を
表
示
す
る
こ
と

・
予
報
円
の
中
心
点
や
そ
れ
を
結
ぶ
線
を

表
示
す
る
こ
と

・
七
二
時
間
先
ま
で
の
時
間
帯
に
暴
風
域

に
入
る
確
率
を
示
す
「
暴
風
域
に
入
る

確
率
の
面
的
情
報
」
を
発
表
す
る
こ
と

　

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
五
月
二
一

日
か
ら
精
度
の
向
上
に
伴
い
予
報
円
の
半

径
が
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
約
一
五
％
、
特

に
北
西
方
向
に
進
む
場
合
に
は
約
二
〇
％

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

(

２
）
今
後
の
改
善

　

台
風
の
進
路
予
報
の
期
間
は
現
在
、
三

日
先
（
七
二
時
間
）
ま
で
で
す
が
、
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
四
月
か
ら
は
、

五
日
先
（
一
二
〇
時
間
）
ま
で
予
報
期
間

を
延
長
す
る
予
定
で
す
。

(

３
）
台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
の
変
更

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
〇
月
一

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
一
日
か

ら
全
国
の
二
九
地
点
に
お
い
て
二
四
時
間

以
内
に
暴
風
域
に
入
る
確
率
の
発
表
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
七
月
一
日
か

ら
七
二
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
台
風
の
中
心
が
予
報

円
に
入
る
確
率
が
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
へ

と
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四

時
間
予
報
ま
で
の
予
報
位
置
を
〇
．一
度

単
位
で
予
報
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
の
強
度
（
中
心
気
圧
、
最
大
風

速
）
に
関
す
る
四
八
時
間
予
報
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
六
月
四
日

か
ら
一
時
間
後
の
位
置
情
報
の
充
実
、
三

時
間
毎
の
暴
風
域
に
入
る
確
率
を
二
次
細

分
区
域
（
警
報
・
注
意
報
の
区
域
と
同

じ
）
毎
と
し
、
対
象
時
間
を
二
四
時
間
か

ら
四
八
時
間
に
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
の
強
度
に
関
す
る
予
報
を
四
八
時
間

か
ら
七
二
時
間
へ
と
延
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
予
報
の
精
度
向
上
に
よ
り
予
報

円
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
平
均
で
約
一
〇
％
）
。

　

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
六
月
一
日

か
ら
二
四
時
間
以
内
に
台
風
に
な
り
、
日

本
に
接
近
す
る
と
予
想
し
た
熱
帯
低
気
圧

に
つ
い
て
、
そ
の
実
況
と
二
四
時
間
後
の

予
想
位
置
を
「
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
に

関
す
る
情
報
」
と
し
て
、
発
表
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
一
八
日

か
ら
台
風
情
報
が
新
た
に
変
更
さ
れ
ま
し

明
海
で
小
型
漁
船
が
遭
難
し
た
こ
と
で

す
。
漁
船
は
出
港
す
る
前
に
入
手
し
た
台

風
の
予
報
円
の
周
辺
付
近
で
操
業
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
実
況
位
置
に
表

示
し
て
あ
る
暴
風
域
を
示
す
円
と
、
進
路

予
報
図
に
表
示
し
て
あ
る
予
報
円
を
示
す

円
の
違
い
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
く
、

予
報
円
を
暴
風
域
の
予
想
範
囲
と
誤
解
し

た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
遭
難
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
六
一
（
一
九
八

六
）
年
六
月
一
日
か
ら
暴
風
警
戒
域
（
平

均
風
速
二
五
㎧
以
上
の
暴
風
が
吹
く
可
能

性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
範
囲
）
を
追
加

し
た
予
報
円
方
式
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
台
風
予
報
進
路
予
報
図
の
原
型
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
円
予
報
が
採
用
さ
れ
て

か
ら
予
報
円
の
中
心
は
、×

と
し
て
表
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
か
ら
中
心
点

の
表
示
は
取
り
や
め
ま
し
た
。

(

一
）
予
報
期
間
の
延
長
、
図
表
示
方
法

　
　

 

な
ど
の
変
更

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
七
月
一
日
か

ら
四
八
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
予
報
時
間

は
一
二
時
間
及
び
二
四
時
間
後
ま
で
で
、

台
風
の
位
置
は
扇
の
縁
で
表
し
、
進
行
方

向
及
び
誤
差
範
囲
は
扇
の
広
が
り
の
幅
で

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扇
形
予
報
は
見
た
目
に
は
分
か
り

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
進

行
方
向
の
左
右
へ
の
ず
れ
は
表
現
で
き
て

も
、
進
行
速
度
の
速
い
遅
い
が
ま
っ
た
く

表
現
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、
過
去
の
台

風
進
路
予
報
の
精
度
検
証
結
果
か
ら
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）
年
六
月
一
日
か
ら

は
、
円
形
の
予
報
円
の
進
路
予
報
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

予
報
円
と
は
、
予
報
さ
れ
た
時
刻
に
台

風
の
中
心
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範

囲
を
円
で
表
し
た
も
の
で
す
。
台
風
の
中

心
が
予
報
円
に
入
る
確
率
は
六
〇
％
で

す
。
し
か
し
、
予
報
円
だ
け
で
は
、
暴
風

に
対
し
て
、
ど
の
地
域
ま
で
警
戒
が
必
要

な
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
の
台
風

第
一
三
号
が
九
州
を
北
上
し
た
際
に
、
有

昭和29年　長野県高山村
生まれ
前橋地方気象台、松本測候
所、軽井沢測候所長野地方
気象台などを経て、現在、名古
屋地方気象台防災業務課　
調査官

島田　誠 氏

プロフィール

台
風
予
報
の
改
善
の
歴
史

名
古
屋
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課
調
査
官　

島
田　

誠

第
四
節

二
日
か
ら
一
〇
〇
〇
hPa
の
等
圧
線
の
半
径

や
中
心
気
圧
を
基
準
に
し
て
台
風
の
勢
力

を
防
災
上
の
観
点
か
ら
５
階
級
の
「
大
き

さ
と
強
さ
」
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
防
災
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
一
日
に
風
速
を

基
準
と
す
る
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
平
成

一
二
年
六
月
一
日
か
ら
は
大
き
さ
の
階
級

の
「
ご
く
小
さ
い
」
「
小
型
」
「
中

型
」
、
強
さ
の
階
級
の
「
弱
い
」
「
並
の

強
さ
」
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
一
一

（
一
九
九
九
）
年
八
月
一
四
日
に
「
弱
い

熱
帯
低
気
圧
」
が
関
東
南
部
か
ら
北
陸
に

進
ん
だ
影
響
で
、
神
奈
川
県
の
玄
倉
川
の

河
川
敷
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
大
勢
の

家
族
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
「
弱

い
」
と
い
う
表
現
が
一
般
の
人
に
大
し
た

影
響
は
な
い
と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
、
「
弱

い
熱
帯
低
気
圧
」
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
に

変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
台
風
の

「
中
型
」
や
「
小
型
」
と
い
っ
た
階
級
も

同
様
に
誤
解
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
の
表
現

も
止
め
ま
し
た
。

(

４
）
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

　
　

  

接
近
し
た
ら

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
進
路
予
報

は
、
二
四
時
間
先
ま
で
の
扇
形
の
予
報
図

で
し
た
が
、
現
在
、
台
風
の
予
報
精
度
は

格
段
に
向
上
し
、
五
日
先
ま
で
予
報
を
発

表
し
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

東
海
地
方
に
接
近
す
る
と
し
た
場
合
、
高

潮
に
よ
り
名
古
屋
を
は
じ
め
東
海
地
方
を

中
心
と
し
た
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
防
災
活
動
の
規
模
が
大
き

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
気
象
台
は

通
常
よ
り
早
め
に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
予
報
精
度
を
考
慮
し
つ
つ
台
風
の
接

近
の
状
況
に
応
じ
た
台
風
情
報
を
発
表
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
執
れ
る
最
大
の

対
応
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
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■ 台風の大きさと強さの階級

■ 台風の大きさ

■ 台風情報の事例・現況と予報（12、24、48、72時間後）

現
代
の
予
報
技
術
に
よ
る

高
潮
予
報

　
　
　
　
　
　
　

  

名
古
屋
地
方
気
象
台 　

伊
藤 

晴
夫

二
五
㎧
以
上
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
範
囲
を
円
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
四
． 台
風
予
報
の
改
善

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
気
象
庁
（
当
時

の
中
央
気
象
台
）
が
台
風
の
予
報
業
務
を

独
自
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
二
七
年
四
月
二
八
日
の
日
本
国
と
の
平

和
条
約
、
い
わ
ゆ
る
連
合
国
と
日
本
国
の

「
講
和
条
約
」
の
発
効
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
進
路
予
報
は
点
で
表
示

し
、
そ
こ
に
誤
差
範
囲
を
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら

台
風
の
進
路
予
報
は
、
扇
形
で
発
表
す
る

　

台
風
情
報
の
原
型
は
、
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
九
月
の
室
戸
台
風
（
昭
和
の
三

大
台
風
の
一
つ
）
で
死
者
・
行
方
不
明
者

が
三
千
人
以
上
と
い
う
日
本
の
災
害
史
に

記
録
さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
値

予
報
と
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
基
に
現
在
の

大
気
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
物
理
法
則
に
基
づ

い
て
将
来
の
大
気
の
状
態
を
予
測
す
る
も

の
で
、
各
種
気
象
情
報
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 台
風
の
実
況
に
関
す
る
情
報

　

気
象
庁
は
、
北
西
太
平
洋
に
台
風
が
あ

る
時
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
に
基
づ

き
、
中
心
位
置
（
緯
度
、
経
度
）
、
強
度

（
中
心
気
圧
、
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風

速
）
、
進
行
方
向
、
大
き
さ
（
強
風
域
と

暴
風
域
）
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
付
近
で

は
１
時
間
毎
、
そ
れ
以
外
の
領
域
で
は
三

時
間
毎
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
風
速
は
、
一
〇
分
間
平
均
の
風
速

で
表
現
し
て
い
て
、
強
風
域
、
暴
風
域
は

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
分
間
平
均
風
速
が
一
五
㎧
、

つ
で
あ
る
伊
勢
湾
台
風
﹇
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）
年
九
月]

の
英
語
名
（
人
名
）

は
ベ
ラ
で
す
。

　

台
風
番
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
二
八
年
以
降
も
、
台
風
に
は
ア

メ
リ
カ
が
英
語
名
を
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
北
西
太
平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
で

発
生
す
る
台
風
に
関
す
る
各
国
の
政
府

間
組
織
で
あ
る
台
風
委
員
会
（
日
本
ほ

か
一
四
箇
国
等
が
加
盟
）
は
、
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
、
加
盟
国
な
ど

が
提
案
し
た
固
有
の
名
前
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
．台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

　

台
風
は
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波
、
高
潮

な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
非

常
に
激
し
い
自
然
現
象
で
す
。
こ
の
た
め

気
象
庁
で
は
、
気
象
衛
星
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
、
船
舶
、
ア
メ
ダ
ス
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
観
測
網
に
よ
っ
て
台
風
の
発
生
か

ら
消
滅
ま
で
を
常
時
監
視
す
る
と
と
も

に
、
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た

予
報
技
術
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
情
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
．台
風
と
は

　

台
風
は
、
日
本
の
南
の
熱
帯
海
上
（
北

西
太
平
洋
：
赤
道
よ
り
北
で
、
東
経
一
八

〇
度
よ
り
西
側
の
太
平
洋
で
南
シ
ナ
海
等

の
付
属
海
を
含
む
）
で
発
生
す
る
熱
帯
低

気
圧
の
う
ち
、
最
大
風
速
が
一
七
．二
㎧

以
上
の
も
の
を
い
い
、
猛
烈
な
風
雨
を
伴

う
反
時
計
回
り
（
低
気
圧
性
循
環
）
の
巨

大
な
渦
巻
き
で
す
。

　

台
風
が
発
生
す
る
と
、
日
本
で
は
気
象

庁
が
そ
の
年
の
西
暦
の
下
二
桁
と
発
生
順

の
二
桁
の
計
四
桁
の
数
字
を
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
共
通
番
号
と
も
な
り
ま

す
。
現
在
の
台
風
番
号
が
使
わ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か

ら
で
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
二
（
一
九
四

七
）
年
〜
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

は
、
米
軍
が
付
け
て
い
た
女
性
名
で
台
風

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
女
性
名
で
大

災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
は
、
昭
和
二

二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和

二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
甚
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
の
三
大
台
風
の
一

た
。
こ
れ
は
、
「
台
風
情
報
の
表
示
方
法
等

に
関
す
る
懇
談
会
」
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
新
た
に
定
め
た
「
台
風
予
報
の
図
表
示

方
法
の
指
針
」
に
沿
っ
た
変
更
で
す
。

・
日
本
付
近
で
は
、
二
四
時
間
先
ま
で
を

三
時
間
刻
み
に
予
報
す
る
こ
と

・
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最
大
瞬
間

風
速
の
情
報
を
加
え
る
こ
と

・
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
を
充
実
す

る
こ
と

・
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て

も
、
暴
風
を
伴
っ
て
災
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
場
合
に
は
、
台
風
情
報
と
し
て
情

報
の
発
表
を
継
続
す
る
こ
と

・
予
報
期
間
の
暴
風
警
戒
域
全
体
を
囲
む

線
を
表
示
す
る
こ
と

・
予
報
円
の
中
心
点
や
そ
れ
を
結
ぶ
線
を

表
示
す
る
こ
と

・
七
二
時
間
先
ま
で
の
時
間
帯
に
暴
風
域

に
入
る
確
率
を
示
す
「
暴
風
域
に
入
る

確
率
の
面
的
情
報
」
を
発
表
す
る
こ
と

　

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
五
月
二
一

日
か
ら
精
度
の
向
上
に
伴
い
予
報
円
の
半

径
が
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
約
一
五
％
、
特

に
北
西
方
向
に
進
む
場
合
に
は
約
二
〇
％

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

(

２
）
今
後
の
改
善

　

台
風
の
進
路
予
報
の
期
間
は
現
在
、
三

日
先
（
七
二
時
間
）
ま
で
で
す
が
、
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
四
月
か
ら
は
、

五
日
先
（
一
二
〇
時
間
）
ま
で
予
報
期
間

を
延
長
す
る
予
定
で
す
。

(

３
）
台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
の
変
更

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
〇
月
一

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
一
日
か

ら
全
国
の
二
九
地
点
に
お
い
て
二
四
時
間

以
内
に
暴
風
域
に
入
る
確
率
の
発
表
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
七
月
一
日
か

ら
七
二
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
台
風
の
中
心
が
予
報

円
に
入
る
確
率
が
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
へ

と
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四

時
間
予
報
ま
で
の
予
報
位
置
を
〇
．一
度

単
位
で
予
報
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
の
強
度
（
中
心
気
圧
、
最
大
風

速
）
に
関
す
る
四
八
時
間
予
報
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
六
月
四
日

か
ら
一
時
間
後
の
位
置
情
報
の
充
実
、
三

時
間
毎
の
暴
風
域
に
入
る
確
率
を
二
次
細

分
区
域
（
警
報
・
注
意
報
の
区
域
と
同

じ
）
毎
と
し
、
対
象
時
間
を
二
四
時
間
か

ら
四
八
時
間
に
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
の
強
度
に
関
す
る
予
報
を
四
八
時
間

か
ら
七
二
時
間
へ
と
延
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
予
報
の
精
度
向
上
に
よ
り
予
報

円
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
平
均
で
約
一
〇
％
）
。

　

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
六
月
一
日

か
ら
二
四
時
間
以
内
に
台
風
に
な
り
、
日

本
に
接
近
す
る
と
予
想
し
た
熱
帯
低
気
圧

に
つ
い
て
、
そ
の
実
況
と
二
四
時
間
後
の

予
想
位
置
を
「
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
に

関
す
る
情
報
」
と
し
て
、
発
表
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
一
八
日

か
ら
台
風
情
報
が
新
た
に
変
更
さ
れ
ま
し

明
海
で
小
型
漁
船
が
遭
難
し
た
こ
と
で

す
。
漁
船
は
出
港
す
る
前
に
入
手
し
た
台

風
の
予
報
円
の
周
辺
付
近
で
操
業
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
実
況
位
置
に
表

示
し
て
あ
る
暴
風
域
を
示
す
円
と
、
進
路

予
報
図
に
表
示
し
て
あ
る
予
報
円
を
示
す

円
の
違
い
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
く
、

予
報
円
を
暴
風
域
の
予
想
範
囲
と
誤
解
し

た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
遭
難
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
六
一
（
一
九
八

六
）
年
六
月
一
日
か
ら
暴
風
警
戒
域
（
平

均
風
速
二
五
㎧
以
上
の
暴
風
が
吹
く
可
能

性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
範
囲
）
を
追
加

し
た
予
報
円
方
式
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
台
風
予
報
進
路
予
報
図
の
原
型
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
円
予
報
が
採
用
さ
れ
て

か
ら
予
報
円
の
中
心
は
、×

と
し
て
表
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
か
ら
中
心
点

の
表
示
は
取
り
や
め
ま
し
た
。

(

一
）
予
報
期
間
の
延
長
、
図
表
示
方
法

　
　

 

な
ど
の
変
更

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
七
月
一
日
か

ら
四
八
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
予
報
時
間

は
一
二
時
間
及
び
二
四
時
間
後
ま
で
で
、

台
風
の
位
置
は
扇
の
縁
で
表
し
、
進
行
方

向
及
び
誤
差
範
囲
は
扇
の
広
が
り
の
幅
で

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扇
形
予
報
は
見
た
目
に
は
分
か
り

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
進

行
方
向
の
左
右
へ
の
ず
れ
は
表
現
で
き
て

も
、
進
行
速
度
の
速
い
遅
い
が
ま
っ
た
く

表
現
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、
過
去
の
台

風
進
路
予
報
の
精
度
検
証
結
果
か
ら
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）
年
六
月
一
日
か
ら

は
、
円
形
の
予
報
円
の
進
路
予
報
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

予
報
円
と
は
、
予
報
さ
れ
た
時
刻
に
台

風
の
中
心
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範

囲
を
円
で
表
し
た
も
の
で
す
。
台
風
の
中

心
が
予
報
円
に
入
る
確
率
は
六
〇
％
で

す
。
し
か
し
、
予
報
円
だ
け
で
は
、
暴
風

に
対
し
て
、
ど
の
地
域
ま
で
警
戒
が
必
要

な
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
の
台
風

第
一
三
号
が
九
州
を
北
上
し
た
際
に
、
有

二
日
か
ら
一
〇
〇
〇
hPa
の
等
圧
線
の
半
径

や
中
心
気
圧
を
基
準
に
し
て
台
風
の
勢
力

を
防
災
上
の
観
点
か
ら
５
階
級
の
「
大
き

さ
と
強
さ
」
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
防
災
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
一
日
に
風
速
を

基
準
と
す
る
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
平
成

一
二
年
六
月
一
日
か
ら
は
大
き
さ
の
階
級

の
「
ご
く
小
さ
い
」
「
小
型
」
「
中

型
」
、
強
さ
の
階
級
の
「
弱
い
」
「
並
の

強
さ
」
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
一
一

（
一
九
九
九
）
年
八
月
一
四
日
に
「
弱
い

熱
帯
低
気
圧
」
が
関
東
南
部
か
ら
北
陸
に

進
ん
だ
影
響
で
、
神
奈
川
県
の
玄
倉
川
の

河
川
敷
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
大
勢
の

家
族
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
「
弱

い
」
と
い
う
表
現
が
一
般
の
人
に
大
し
た

影
響
は
な
い
と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
、
「
弱

い
熱
帯
低
気
圧
」
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
に

変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
台
風
の

「
中
型
」
や
「
小
型
」
と
い
っ
た
階
級
も

同
様
に
誤
解
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
の
表
現

も
止
め
ま
し
た
。

(

４
）
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

　
　

  

接
近
し
た
ら

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
進
路
予
報

は
、
二
四
時
間
先
ま
で
の
扇
形
の
予
報
図

で
し
た
が
、
現
在
、
台
風
の
予
報
精
度
は

格
段
に
向
上
し
、
五
日
先
ま
で
予
報
を
発

表
し
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

東
海
地
方
に
接
近
す
る
と
し
た
場
合
、
高

潮
に
よ
り
名
古
屋
を
は
じ
め
東
海
地
方
を

中
心
と
し
た
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
防
災
活
動
の
規
模
が
大
き

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
気
象
台
は

通
常
よ
り
早
め
に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
予
報
精
度
を
考
慮
し
つ
つ
台
風
の
接

近
の
状
況
に
応
じ
た
台
風
情
報
を
発
表
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
執
れ
る
最
大
の

対
応
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

台風情報では、台風の中心位置、進行方向と速度、中心気圧、最大風速（10分間平均）、最大瞬間風速、暴風域、強風域の実況
と、各予報時刻毎の台風の中心位置（予報円）、中心気圧、最大風速、最大瞬間風速、暴風警戒域を提供します。

の
四
八
時
間
予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
、
同

様
に
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
四
八
時

間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風
の
二
四
時
間

予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
と
な
る
な
ど
、
予

報
誤
差
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
（
な

お
、
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
資
料
と
数
㎞
程
度
の
差
異
が
あ

る
）
。

　

日
本
付
近
の
予
報
誤
差
を
見
る
た
め
、

北
緯
二
五
度
以
上
に
対
象
を
限
定
し
た
計

算
も
行
っ
た
。
対
象
の
数
が
少
な
い
た

め
、
参
考
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

二
四
時
間
、
四
八
時
間
、
七
二
時
間
予
報

の
誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
㎞
、
一
二
四

㎞
、
一
七
五
㎞
と
、
全
領
域
の
結
果
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

方
位
方
向
の
誤
差
に
つ
い
て
は
二
四
時

間
予
報
で
は
南
西
に
ず
れ
る
場
合
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
に
対
す
る
高
潮
予
報

　

高
潮
は
遠
浅
の
湾
で
大
き
く
な
り
、
湾

の
形
状
と
風
向
と
の
関
係
で
特
性
が
大
き

く
異
な
る
な
ど
地
域
毎
の
差
異
が
大
き

　

結
果
を
図
１
に
示
す
。
二
四
時
間
、
四

八
時
間
、
七
二
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
中

心
の
予
報
誤
差
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一

七
）
年
か
ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年

の
平
均
で
、
七
〇
㎞
、
一
一
四
㎞
、
一
九

三
㎞
で
あ
る
。
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強

い
」
台
風
の
誤
差
を
全
台
風
の
誤
差
と
比

較
す
る
と
、
三
〇
か
ら
四
〇
％
程
度
誤
差

が
小
さ
い
。
ま
た
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
七
二
時
間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風

災
害
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

高
潮
の
予
報
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
の
で
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　

最
新
の
予
報
技
術
で
は
、
大
型
で
強
い

台
風
に
対
す
る
予
報
の
精
度
が
か
な
り
高

く
、
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
規
模
で

同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
場
合
の
高
潮
予

報
に
つ
い
て
も
、
一
二
時
間
前
に
は
高
い

精
度
で
予
報
で
き
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

　
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度

　

ま
ず
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
か

ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
ま
で
の
大

型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度
を
調

べ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
気
象
庁
の
定
義

に
よ
る
と
、
「
大
型
の
台
風
」
は
、
最
大

風
速
一
五
㎧
以
上
の
強
風
半
径
が
五
〇
〇

㎞
以
上
の
台
風
、
「
非
常
に
強
い
台
風
」

は
、
最
大
風
速
が
八
五
ノ
ッ
ト
（
約
四
四

㎧
）
以
上
の
台
風
を
さ
す
。
伊
勢
湾
台
風

は
、
上
陸
直
前
に
は
「
超
大
型
」
で
「
非

常
に
強
い
」
台
風
だ
っ
た
が
、
「
超
大

型
」
の
台
風
が
少
な
い
の
で
、
「
大
型
」

の
台
風
の
予
報
精
度
を
調
べ
た
。

第
五
節

あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り
精

度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
予
測

計
算
と
同
じ
高
潮
モ
デ
ル
を
使
っ
た
中
央

防
災
会
議
の
資
料
で
は
、
実
際
の
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
と
強
度
を
元
に
し
た
場
合
の

高
潮
の
再
現
計
算
も
行
っ
て
お
り
、
同
様

の
数
値
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
の
台
風

に
つ
い
て
は
、
高
潮
モ
デ
ル
に
よ
り
、
誤

差
数
一
〇
cm
で
予
測
が
で
き
る
可
能
性
が

合
、
伊
勢
湾
北
部
を
通
過
す
る
場
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
高
潮
予
報
に
つ
い
て
、
名
古
屋

港
に
お
け
る
潮
位
の
時
間
変
化
を
図
３
に

示
す
。
さ
ら
に
、
潮
位
の
最
も
高
い
時
刻

に
お
け
る
潮
位
の
上
昇
量
の
伊
勢
湾
周
辺

で
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
図
４
、
５
、
６
に

示
す
。
図
に
対
応
す
る
時
刻
の
台
風
中
心

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
２
に
示
し
た
番

号
を
分
布
図
の
右
上
の
番
号
で
示
し
た
。

こ
の
予
報
円
の
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
強

さ
・
大
き
さ
の
台
風
を
対
象
に
し
た
場
合

で
、
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強
い
」
台
風

で
は
予
報
円
は
も
っ
と
小
さ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
台
風

の
進
路
予
報
の
誤
差
の
影
響
で
ピ
ー
ク
時

刻
が
一
時
間
程
度
遅
れ
る
も
の
の
約
三
．

六
m
の
高
潮
を
予
測
し
て
い
る
（
図

３
）
。
伊
勢
湾
台
風
で
は
名
古
屋
港
で
最

高
潮
位
三
．八
九
m
を
記
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
約
三
〇
㎝
の
誤
差
で
予
測
が
で

き
て
い
る
。
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
た
当

時
の
高
潮
の
予
報
が
、
一
〜
一
．五
m
で

発
表
す
る
一
二
時
間
予
報
で
は
、
南
西
方

向
に
三
五
㎞
（
二
四
時
間
予
報
の
半
分
）

ず
ら
す
こ
と
で
、
仮
想
的
な
台
風
予
報
を

作
成
し
た
。

【 

高
潮
予
報
の
精
度 

】

 

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
九
時
に
発
表

す
る
台
風
の
一
二
時
間
予
報
の
予
報
円

（
図
２
の
青
い
点
線
の
円
）
と
予
報
円
の

中
心
（
図
２
の
赤
い
丸
）
を
図
２
に
示

す
。
ま
た
、
台
風
が
予
報
円
の
中
心
を
進

む
場
合
、
若
狭
湾
付
近
を
通
過
す
る
場

い
。
従
っ
て
、
他
の
地
域
を
含
め
た
平
均

的
な
高
潮
予
報
の
精
度
を
伊
勢
湾
へ
そ
の

ま
ま
適
用
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、

伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
高
潮
が
現
在
の
台

風
予
報
の
精
度
で
は
ど
の
程
度
予
報
で
き

る
か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

【 

方
法 

】

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議[

平
成
一
（
二
〇
〇
八
）

年]

で
は
、
実
際
の
観
測
結
果
に
よ
る
伊
勢

湾
台
風
の
進
路
と
規
模
か
ら
高
潮
モ
デ
ル

に
よ
る
再
現
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
伊
勢

湾
で
実
測
値
と
ほ
ぼ
同
じ
高
潮
が
再
現
で

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
実
際
の
高

潮
の
予
報
に
は
、
高
潮
モ
デ
ル
の
誤
差
に

加
え
台
風
の
進
路
予
報
の
誤
差
も
影
響
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
誤
差
を
考

慮
し
た
高
潮
予
報
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

進
路
予
報
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風

の
実
際
の
経
路
に
、
本
節
で
紹
介
し
た
予

報
の
平
均
誤
差
を
加

え
、
現
代
の
予
報
精

度
を
持
つ
仮
想
的
な

「
台
風
予
報
」
を

作
っ
た
。
例
え
ば
、

二
五
日
二
一
時
に
発

表
す
る
予
報
で
は
、

二
四
時
間
先
の
二
六

日
二
一
時
の
伊
勢
湾

台
風
の
実
際
の
位
置

か
ら
南
西
方
向
に
七

〇
㎞
ず
ら
し
た
位
置

を
予
報
の
位
置
と

し
、
二
六
日
九
時
に

歩
し
た
。
今
後
伊
勢
湾
台
風
規
模
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
台
風
が
来
襲
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
五
〇
年
近
く
上
陸
し
て
い
な
い

台
風
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
被

害
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
に
十
分
に
留
意

し
て
、
最
新
技
術
に
基
づ
く
高
潮
予
報
、

台
風
予
報
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
情
報
を

活
用
し
、
避
難
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
庁

地
球
環
境
海
洋
部
海
洋
気
象
情
報
室
、
予

報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー
、
な

ら
び
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
諸
氏
に
多
大

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

❋
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台
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報
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書

 

中
央
防
災
会
議

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
と
、

台
風
が
ど
の
コ
ー
ス
を
通
る
と
ど
の
程
度

の
高
潮
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
か
に
つ

い
て
も
高
い
精
度
で
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
狭
湾
付
近
を
台
風
が
通
過
し
た

場
合
（
図
２
中
の
①
）
は
、
三
．五
m

（
図
５
）
に
近
い
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
付

近
を
通
過
し
た
場
合
（
図
２
中
の
②
）

は
、
約
二
．八
m
（
図
６
）
の
高
潮
に
よ

る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
四
時
間
前
の
二
五
日
二
一
時

に
発
表
す
る
予
報
の
う
ち
、
予
報
円
の
中

心
を
通
っ
た
場
合
（
グ
ラ
フ
図
３
中
の

Ａ
）
で
も
、
や
は
り
三
．五
m
を
超
え
る

高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
を
予
測
し
て
お

り
、
二
四
時
間
前
に
お
い
て
も
、
伊
勢
湾

の
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
が
三
．五
m
を

超
え
る
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
第
二
の
伊
勢
湾
台
風
に
備
え
て

　

伊
勢
湾
台
風
以
来
、
一
つ
の
台
風
で
五

〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な
い
。

最
近
の
台
風
で
は
二
〇
〇
四
（
平
成
一

六
）
年
の
台
風
第
二
三
号
に
よ
る
九
八
名

の
死
者･

行
方
不
明
者
が
突
出
し
て
い
る

が
、
地
震
以
外
の
自
然
災
害
で
一
〇
〇
人

近
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
島
根
県
を
中

心
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
五
八
年

七
月
豪
雨
」
（
死
者
一
一
二
名
）
、
一
九

八
三
・
八
四
年
の
「
昭
和
五
九
年
豪
雪
」

（
死
者
一
三
一
名
）
以
来
、
約
二
〇
年
ぶ

り
で
あ
る
。
防
波
堤
、
水
門
、
河
川
堤
防

等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
や

台
風
情
報
や
情
報
伝
達
手
段
の
高
度
化
が

減
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な

い
。
図
７
に
示
す
よ
う
に
、
伊
勢
湾
台
風

と
同
程
度
の
最
低
気
圧
、
暴
風
半
径
で
上

陸
し
た
台
風
は
、
四
八
年
前
の
第
二
室
戸

台
風
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
第
二
室
戸
台
風

の
犠
牲
者
は
二
〇
二
人
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
が
、
上
陸
に
際
し
て
は
、
行
政
、
住

民
、
報
道
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に

あ
た
り
、
大
阪
で
は
四
四
万
人
が
実
際
に

避
難
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
を
経
て
、
台

風
予
報
、
高
潮
予
報
の
技
術
も
相
当
に
進

　

台
風
予
報
は
、
天
気
予
報
の
基
礎
資
料

と
な
る
数
値
予
報
の
改
善
、
観
測
デ
ー
タ

の
充
実
等
に
よ
り
、
精
度
が
年
々
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
本
章

第
四
節
に
詳
し
い
が
、
高
潮
予
報
に
つ
い

て
も
大
き
く
進
歩
し
、
現
在
は
三
三
時
間

先
ま
で
の
定
量
的
で
詳
細
な
予
測
を
行
う

「
高
潮
モ
デ
ル
」
（
気
圧
や
風
に
よ
っ
て

海
面
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
表
現
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
計
算
結

果
に
基
づ
い
て
警
報･

注
意
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　

台
風
の
予
報
精
度
が
低
い
場
合
、
見
逃

し
が
起
こ
れ
ば
予
測
で
き
な
か
っ
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
。
空
振
り

が
起
こ
れ
ば
無
駄
な
対
策
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
か
ら
の
信
頼
が
な
く
な
り
避

難
行
動
が
遅
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被

害
を
増
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
し

か
し
、
精
度
が
高
け
れ
ば
、
早
め
の
対
策

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
を
減

ら
す
効
果
は
高
い
。

　

こ
こ
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
な

「
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
」
の
台
風
予

報
の
精
度
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
新

の
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾
台
風
で

昭和26年　東京都生まれ
気象庁予報部電子計算室（現
数値予報課）、予報課、業務
課、成田航空地方気象台、横
浜地方気象台などを経て、現
在、名古屋地方気象台　防災
調整官

伊藤 晴夫 氏

プロフィール

研
究
資
料 （Vol.71 2009 SU

M
M
ER

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
く
ら
が
わ

■ 図1 全台風および非常に強い台風の予報誤差

大型の非常に強い台風と全ての台風の予想誤差
（非常に強い：44m/s以上、大型：強風域500ｋｍ以上）
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■ 台風の大きさと強さの階級

■ 台風の大きさ

■ 台風情報の事例・現況と予報（12、24、48、72時間後）

現
代
の
予
報
技
術
に
よ
る

高
潮
予
報

　
　
　
　
　
　
　

  

名
古
屋
地
方
気
象
台 　

伊
藤 

晴
夫

二
五
㎧
以
上
の
風
が
吹
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
範
囲
を
円
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　
四
． 台
風
予
報
の
改
善

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
気
象
庁
（
当
時

の
中
央
気
象
台
）
が
台
風
の
予
報
業
務
を

独
自
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭

和
二
七
年
四
月
二
八
日
の
日
本
国
と
の
平

和
条
約
、
い
わ
ゆ
る
連
合
国
と
日
本
国
の

「
講
和
条
約
」
の
発
効
か
ら
で
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
の
進
路
予
報
は
点
で
表
示

し
、
そ
こ
に
誤
差
範
囲
を
付
け
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か
ら

台
風
の
進
路
予
報
は
、
扇
形
で
発
表
す
る

　

台
風
情
報
の
原
型
は
、
昭
和
九
（
一
九

三
四
）
年
九
月
の
室
戸
台
風
（
昭
和
の
三

大
台
風
の
一
つ
）
で
死
者
・
行
方
不
明
者

が
三
千
人
以
上
と
い
う
日
本
の
災
害
史
に

記
録
さ
れ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
数
値

予
報
と
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
基
に
現
在
の

大
気
の
状
態
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
物
理
法
則
に
基
づ

い
て
将
来
の
大
気
の
状
態
を
予
測
す
る
も

の
で
、
各
種
気
象
情
報
の
基
礎
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 台
風
の
実
況
に
関
す
る
情
報

　

気
象
庁
は
、
北
西
太
平
洋
に
台
風
が
あ

る
時
に
は
、
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
に
基
づ

き
、
中
心
位
置
（
緯
度
、
経
度
）
、
強
度

（
中
心
気
圧
、
最
大
風
速
、
最
大
瞬
間
風

速
）
、
進
行
方
向
、
大
き
さ
（
強
風
域
と

暴
風
域
）
な
ど
の
情
報
を
、
日
本
付
近
で

は
１
時
間
毎
、
そ
れ
以
外
の
領
域
で
は
三

時
間
毎
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

最
大
風
速
は
、
一
〇
分
間
平
均
の
風
速

で
表
現
し
て
い
て
、
強
風
域
、
暴
風
域
は

そ
れ
ぞ
れ
一
〇
分
間
平
均
風
速
が
一
五
㎧
、

つ
で
あ
る
伊
勢
湾
台
風
﹇
昭
和
三
四
（
一

九
五
九
）
年
九
月]

の
英
語
名
（
人
名
）

は
ベ
ラ
で
す
。

　

台
風
番
号
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
昭
和
二
八
年
以
降
も
、
台
風
に
は
ア

メ
リ
カ
が
英
語
名
を
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
北
西
太
平
洋
ま
た
は
南
シ
ナ
海
で

発
生
す
る
台
風
に
関
す
る
各
国
の
政
府

間
組
織
で
あ
る
台
風
委
員
会
（
日
本
ほ

か
一
四
箇
国
等
が
加
盟
）
は
、
平
成
十

二
（
二
〇
〇
〇
）
年
か
ら
、
加
盟
国
な
ど

が
提
案
し
た
固
有
の
名
前
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
．台
風
に
関
す
る
気
象
情
報

　

台
風
は
、
大
雨
や
暴
風
、
高
波
、
高
潮

な
ど
に
よ
り
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
す
非

常
に
激
し
い
自
然
現
象
で
す
。
こ
の
た
め

気
象
庁
で
は
、
気
象
衛
星
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
、
船
舶
、
ア
メ
ダ
ス
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
る
観
測
網
に
よ
っ
て
台
風
の
発
生
か

ら
消
滅
ま
で
を
常
時
監
視
す
る
と
と
も

に
、
数
値
予
報
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し
た

予
報
技
術
に
よ
り
、
状
況
に
応
じ
た
情
報

を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
一
．台
風
と
は

　

台
風
は
、
日
本
の
南
の
熱
帯
海
上
（
北

西
太
平
洋
：
赤
道
よ
り
北
で
、
東
経
一
八

〇
度
よ
り
西
側
の
太
平
洋
で
南
シ
ナ
海
等

の
付
属
海
を
含
む
）
で
発
生
す
る
熱
帯
低

気
圧
の
う
ち
、
最
大
風
速
が
一
七
．二
㎧

以
上
の
も
の
を
い
い
、
猛
烈
な
風
雨
を
伴

う
反
時
計
回
り
（
低
気
圧
性
循
環
）
の
巨

大
な
渦
巻
き
で
す
。

　

台
風
が
発
生
す
る
と
、
日
本
で
は
気
象

庁
が
そ
の
年
の
西
暦
の
下
二
桁
と
発
生
順

の
二
桁
の
計
四
桁
の
数
字
を
付
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
際
共
通
番
号
と
も
な
り
ま

す
。
現
在
の
台
風
番
号
が
使
わ
れ
は
じ
め

た
の
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
か

ら
で
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
二
二
（
一
九
四

七
）
年
〜
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年

は
、
米
軍
が
付
け
て
い
た
女
性
名
で
台
風

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
女
性
名
で
大

災
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
に
は
、
昭
和
二

二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
、
昭
和
二
四

（
一
九
四
九
）
年
の
キ
テ
ィ
台
風
、
昭
和

二
五
（
一
九
五
〇
）
年
の
ジ
ェ
ー
ン
台
風

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
甚
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
た
昭
和
の
三
大
台
風
の
一

た
。
こ
れ
は
、
「
台
風
情
報
の
表
示
方
法
等

に
関
す
る
懇
談
会
」
か
ら
の
意
見
を
受
け

て
、
新
た
に
定
め
た
「
台
風
予
報
の
図
表
示

方
法
の
指
針
」
に
沿
っ
た
変
更
で
す
。

・
日
本
付
近
で
は
、
二
四
時
間
先
ま
で
を

三
時
間
刻
み
に
予
報
す
る
こ
と

・
台
風
の
強
さ
の
目
安
と
し
て
最
大
瞬
間

風
速
の
情
報
を
加
え
る
こ
と

・
熱
帯
低
気
圧
に
関
す
る
情
報
を
充
実
す

る
こ
と

・
台
風
か
ら
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
て

も
、
暴
風
を
伴
っ
て
災
害
を
及
ぼ
す
よ

う
な
場
合
に
は
、
台
風
情
報
と
し
て
情

報
の
発
表
を
継
続
す
る
こ
と

・
予
報
期
間
の
暴
風
警
戒
域
全
体
を
囲
む

線
を
表
示
す
る
こ
と

・
予
報
円
の
中
心
点
や
そ
れ
を
結
ぶ
線
を

表
示
す
る
こ
と

・
七
二
時
間
先
ま
で
の
時
間
帯
に
暴
風
域

に
入
る
確
率
を
示
す
「
暴
風
域
に
入
る

確
率
の
面
的
情
報
」
を
発
表
す
る
こ
と

　

平
成
二
〇
（
二
〇
〇
八
）
年
五
月
二
一

日
か
ら
精
度
の
向
上
に
伴
い
予
報
円
の
半

径
が
こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
約
一
五
％
、
特

に
北
西
方
向
に
進
む
場
合
に
は
約
二
〇
％

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

(

２
）
今
後
の
改
善

　

台
風
の
進
路
予
報
の
期
間
は
現
在
、
三

日
先
（
七
二
時
間
）
ま
で
で
す
が
、
平
成

二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
の
四
月
か
ら
は
、

五
日
先
（
一
二
〇
時
間
）
ま
で
予
報
期
間

を
延
長
す
る
予
定
で
す
。

(

３
）
台
風
の
大
き
さ
と
強
さ
の
変
更

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
一
〇
月
一

　

平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
四
月
一
日
か

ら
全
国
の
二
九
地
点
に
お
い
て
二
四
時
間

以
内
に
暴
風
域
に
入
る
確
率
の
発
表
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

平
成
九
（
一
九
九
七
）
年
七
月
一
日
か

ら
七
二
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
る
と
と
も
に
、
台
風
の
中
心
が
予
報

円
に
入
る
確
率
が
六
〇
％
か
ら
七
〇
％
へ

と
精
度
が
向
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四

時
間
予
報
ま
で
の
予
報
位
置
を
〇
．一
度

単
位
で
予
報
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
三
（
二
〇
〇
一
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
の
強
度
（
中
心
気
圧
、
最
大
風

速
）
に
関
す
る
四
八
時
間
予
報
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
六
月
四
日

か
ら
一
時
間
後
の
位
置
情
報
の
充
実
、
三

時
間
毎
の
暴
風
域
に
入
る
確
率
を
二
次
細

分
区
域
（
警
報
・
注
意
報
の
区
域
と
同

じ
）
毎
と
し
、
対
象
時
間
を
二
四
時
間
か

ら
四
八
時
間
に
延
長
し
ま
し
た
。
ま
た
、

台
風
の
強
度
に
関
す
る
予
報
を
四
八
時
間

か
ら
七
二
時
間
へ
と
延
長
し
ま
し
た
。

　

平
成
一
六
（
二
〇
〇
四
）
年
六
月
一
日

か
ら
台
風
予
報
の
精
度
向
上
に
よ
り
予
報

円
が
縮
小
さ
れ
ま
し
た
（
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
平
均
で
約
一
〇
％
）
。

　

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
六
月
一
日

か
ら
二
四
時
間
以
内
に
台
風
に
な
り
、
日

本
に
接
近
す
る
と
予
想
し
た
熱
帯
低
気
圧

に
つ
い
て
、
そ
の
実
況
と
二
四
時
間
後
の

予
想
位
置
を
「
発
達
す
る
熱
帯
低
気
圧
に

関
す
る
情
報
」
と
し
て
、
発
表
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

平
成
一
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
一
八
日

か
ら
台
風
情
報
が
新
た
に
変
更
さ
れ
ま
し

明
海
で
小
型
漁
船
が
遭
難
し
た
こ
と
で

す
。
漁
船
は
出
港
す
る
前
に
入
手
し
た
台

風
の
予
報
円
の
周
辺
付
近
で
操
業
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
台
風
の
実
況
位
置
に
表

示
し
て
あ
る
暴
風
域
を
示
す
円
と
、
進
路

予
報
図
に
表
示
し
て
あ
る
予
報
円
を
示
す

円
の
違
い
が
正
確
に
理
解
さ
れ
て
い
な
く
、

予
報
円
を
暴
風
域
の
予
想
範
囲
と
誤
解
し

た
こ
と
に
よ
り
起
こ
っ
た
遭
難
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
昭
和
六
一
（
一
九
八

六
）
年
六
月
一
日
か
ら
暴
風
警
戒
域
（
平

均
風
速
二
五
㎧
以
上
の
暴
風
が
吹
く
可
能

性
が
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
範
囲
）
を
追
加

し
た
予
報
円
方
式
と
な
り
ま
し
た
。
現
在

の
台
風
予
報
進
路
予
報
図
の
原
型
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
円
予
報
が
採
用
さ
れ
て

か
ら
予
報
円
の
中
心
は
、×

と
し
て
表
示

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
年
か
ら
中
心
点

の
表
示
は
取
り
や
め
ま
し
た
。

(

一
）
予
報
期
間
の
延
長
、
図
表
示
方
法

　
　

 

な
ど
の
変
更

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
七
月
一
日
か

ら
四
八
時
間
先
ま
で
の
進
路
予
報
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
台
風
の
予
報
時
間

は
一
二
時
間
及
び
二
四
時
間
後
ま
で
で
、

台
風
の
位
置
は
扇
の
縁
で
表
し
、
進
行
方

向
及
び
誤
差
範
囲
は
扇
の
広
が
り
の
幅
で

示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
扇
形
予
報
は
見
た
目
に
は
分
か
り

や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
一
方
で
、
進

行
方
向
の
左
右
へ
の
ず
れ
は
表
現
で
き
て

も
、
進
行
速
度
の
速
い
遅
い
が
ま
っ
た
く

表
現
で
き
な
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、
過
去
の
台

風
進
路
予
報
の
精
度
検
証
結
果
か
ら
昭
和

五
七
（
一
九
八
二
）
年
六
月
一
日
か
ら

は
、
円
形
の
予
報
円
の
進
路
予
報
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

予
報
円
と
は
、
予
報
さ
れ
た
時
刻
に
台

風
の
中
心
が
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ
る
範

囲
を
円
で
表
し
た
も
の
で
す
。
台
風
の
中

心
が
予
報
円
に
入
る
確
率
は
六
〇
％
で

す
。
し
か
し
、
予
報
円
だ
け
で
は
、
暴
風

に
対
し
て
、
ど
の
地
域
ま
で
警
戒
が
必
要

な
の
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
昭
和
六
〇
（
一
九
八
五
）
年
の
台
風

第
一
三
号
が
九
州
を
北
上
し
た
際
に
、
有

二
日
か
ら
一
〇
〇
〇
hPa
の
等
圧
線
の
半
径

や
中
心
気
圧
を
基
準
に
し
て
台
風
の
勢
力

を
防
災
上
の
観
点
か
ら
５
階
級
の
「
大
き

さ
と
強
さ
」
に
分
類
し
て
い
ま
し
た
が
、

よ
り
防
災
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
平
成

三
（
一
九
九
一
）
年
四
月
一
日
に
風
速
を

基
準
と
す
る
も
の
に
変
え
ま
し
た
。
平
成

一
二
年
六
月
一
日
か
ら
は
大
き
さ
の
階
級

の
「
ご
く
小
さ
い
」
「
小
型
」
「
中

型
」
、
強
さ
の
階
級
の
「
弱
い
」
「
並
の

強
さ
」
を
削
除
し
ま
し
た
。

　

こ
の
改
善
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
一
一

（
一
九
九
九
）
年
八
月
一
四
日
に
「
弱
い

熱
帯
低
気
圧
」
が
関
東
南
部
か
ら
北
陸
に

進
ん
だ
影
響
で
、
神
奈
川
県
の
玄
倉
川
の

河
川
敷
で
キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
た
大
勢
の

家
族
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
「
弱

い
」
と
い
う
表
現
が
一
般
の
人
に
大
し
た

影
響
は
な
い
と
誤
解
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
、
「
弱

い
熱
帯
低
気
圧
」
を
「
熱
帯
低
気
圧
」
に

変
え
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
台
風
の

「
中
型
」
や
「
小
型
」
と
い
っ
た
階
級
も

同
様
に
誤
解
さ
れ
る
と
考
え
、
こ
の
表
現

も
止
め
ま
し
た
。

(

４
）
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

　
　

  

接
近
し
た
ら

　

伊
勢
湾
台
風
当
時
の
台
風
進
路
予
報

は
、
二
四
時
間
先
ま
で
の
扇
形
の
予
報
図

で
し
た
が
、
現
在
、
台
風
の
予
報
精
度
は

格
段
に
向
上
し
、
五
日
先
ま
で
予
報
を
発

表
し
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
並
み
の
台
風
が

東
海
地
方
に
接
近
す
る
と
し
た
場
合
、
高

潮
に
よ
り
名
古
屋
を
は
じ
め
東
海
地
方
を

中
心
と
し
た
重
大
な
災
害
の
発
生
す
る
お

そ
れ
が
あ
り
、
防
災
活
動
の
規
模
が
大
き

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
気
象
台
は

通
常
よ
り
早
め
に
警
戒
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
予
報
精
度
を
考
慮
し
つ
つ
台
風
の
接

近
の
状
況
に
応
じ
た
台
風
情
報
を
発
表
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
警
戒
を
緩

め
る
こ
と
な
く
、
事
前
に
執
れ
る
最
大
の

対
応
策
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

台風情報では、台風の中心位置、進行方向と速度、中心気圧、最大風速（10分間平均）、最大瞬間風速、暴風域、強風域の実況
と、各予報時刻毎の台風の中心位置（予報円）、中心気圧、最大風速、最大瞬間風速、暴風警戒域を提供します。

の
四
八
時
間
予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
、
同

様
に
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
四
八
時

間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風
の
二
四
時
間

予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
と
な
る
な
ど
、
予

報
誤
差
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
（
な

お
、
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
資
料
と
数
㎞
程
度
の
差
異
が
あ

る
）
。

　

日
本
付
近
の
予
報
誤
差
を
見
る
た
め
、

北
緯
二
五
度
以
上
に
対
象
を
限
定
し
た
計

算
も
行
っ
た
。
対
象
の
数
が
少
な
い
た

め
、
参
考
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

二
四
時
間
、
四
八
時
間
、
七
二
時
間
予
報

の
誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
㎞
、
一
二
四

㎞
、
一
七
五
㎞
と
、
全
領
域
の
結
果
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

方
位
方
向
の
誤
差
に
つ
い
て
は
二
四
時

間
予
報
で
は
南
西
に
ず
れ
る
場
合
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
に
対
す
る
高
潮
予
報

　

高
潮
は
遠
浅
の
湾
で
大
き
く
な
り
、
湾

の
形
状
と
風
向
と
の
関
係
で
特
性
が
大
き

く
異
な
る
な
ど
地
域
毎
の
差
異
が
大
き

　

結
果
を
図
１
に
示
す
。
二
四
時
間
、
四

八
時
間
、
七
二
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
中

心
の
予
報
誤
差
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一

七
）
年
か
ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年

の
平
均
で
、
七
〇
㎞
、
一
一
四
㎞
、
一
九

三
㎞
で
あ
る
。
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強

い
」
台
風
の
誤
差
を
全
台
風
の
誤
差
と
比

較
す
る
と
、
三
〇
か
ら
四
〇
％
程
度
誤
差

が
小
さ
い
。
ま
た
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
七
二
時
間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風

災
害
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

高
潮
の
予
報
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
の
で
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　

最
新
の
予
報
技
術
で
は
、
大
型
で
強
い

台
風
に
対
す
る
予
報
の
精
度
が
か
な
り
高

く
、
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
規
模
で

同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
場
合
の
高
潮
予

報
に
つ
い
て
も
、
一
二
時
間
前
に
は
高
い

精
度
で
予
報
で
き
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

　
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度

　

ま
ず
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
か

ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
ま
で
の
大

型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度
を
調

べ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
気
象
庁
の
定
義

に
よ
る
と
、
「
大
型
の
台
風
」
は
、
最
大

風
速
一
五
㎧
以
上
の
強
風
半
径
が
五
〇
〇

㎞
以
上
の
台
風
、
「
非
常
に
強
い
台
風
」

は
、
最
大
風
速
が
八
五
ノ
ッ
ト
（
約
四
四

㎧
）
以
上
の
台
風
を
さ
す
。
伊
勢
湾
台
風

は
、
上
陸
直
前
に
は
「
超
大
型
」
で
「
非

常
に
強
い
」
台
風
だ
っ
た
が
、
「
超
大

型
」
の
台
風
が
少
な
い
の
で
、
「
大
型
」

の
台
風
の
予
報
精
度
を
調
べ
た
。

第
五
節

あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り
精

度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
予
測

計
算
と
同
じ
高
潮
モ
デ
ル
を
使
っ
た
中
央

防
災
会
議
の
資
料
で
は
、
実
際
の
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
と
強
度
を
元
に
し
た
場
合
の

高
潮
の
再
現
計
算
も
行
っ
て
お
り
、
同
様

の
数
値
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
の
台
風

に
つ
い
て
は
、
高
潮
モ
デ
ル
に
よ
り
、
誤

差
数
一
〇
cm
で
予
測
が
で
き
る
可
能
性
が

合
、
伊
勢
湾
北
部
を
通
過
す
る
場
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
高
潮
予
報
に
つ
い
て
、
名
古
屋

港
に
お
け
る
潮
位
の
時
間
変
化
を
図
３
に

示
す
。
さ
ら
に
、
潮
位
の
最
も
高
い
時
刻

に
お
け
る
潮
位
の
上
昇
量
の
伊
勢
湾
周
辺

で
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
図
４
、
５
、
６
に

示
す
。
図
に
対
応
す
る
時
刻
の
台
風
中
心

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
２
に
示
し
た
番

号
を
分
布
図
の
右
上
の
番
号
で
示
し
た
。

こ
の
予
報
円
の
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
強

さ
・
大
き
さ
の
台
風
を
対
象
に
し
た
場
合

で
、
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強
い
」
台
風

で
は
予
報
円
は
も
っ
と
小
さ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
台
風

の
進
路
予
報
の
誤
差
の
影
響
で
ピ
ー
ク
時

刻
が
一
時
間
程
度
遅
れ
る
も
の
の
約
三
．

六
m
の
高
潮
を
予
測
し
て
い
る
（
図

３
）
。
伊
勢
湾
台
風
で
は
名
古
屋
港
で
最

高
潮
位
三
．八
九
m
を
記
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
約
三
〇
㎝
の
誤
差
で
予
測
が
で

き
て
い
る
。
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
た
当

時
の
高
潮
の
予
報
が
、
一
〜
一
．五
m
で

発
表
す
る
一
二
時
間
予
報
で
は
、
南
西
方

向
に
三
五
㎞
（
二
四
時
間
予
報
の
半
分
）

ず
ら
す
こ
と
で
、
仮
想
的
な
台
風
予
報
を

作
成
し
た
。

【 

高
潮
予
報
の
精
度 

】

 

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
九
時
に
発
表

す
る
台
風
の
一
二
時
間
予
報
の
予
報
円

（
図
２
の
青
い
点
線
の
円
）
と
予
報
円
の

中
心
（
図
２
の
赤
い
丸
）
を
図
２
に
示

す
。
ま
た
、
台
風
が
予
報
円
の
中
心
を
進

む
場
合
、
若
狭
湾
付
近
を
通
過
す
る
場

い
。
従
っ
て
、
他
の
地
域
を
含
め
た
平
均

的
な
高
潮
予
報
の
精
度
を
伊
勢
湾
へ
そ
の

ま
ま
適
用
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、

伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
高
潮
が
現
在
の
台

風
予
報
の
精
度
で
は
ど
の
程
度
予
報
で
き

る
か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

【 

方
法 

】

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議[

平
成
一
（
二
〇
〇
八
）

年]

で
は
、
実
際
の
観
測
結
果
に
よ
る
伊
勢

湾
台
風
の
進
路
と
規
模
か
ら
高
潮
モ
デ
ル

に
よ
る
再
現
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
伊
勢

湾
で
実
測
値
と
ほ
ぼ
同
じ
高
潮
が
再
現
で

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
実
際
の
高

潮
の
予
報
に
は
、
高
潮
モ
デ
ル
の
誤
差
に

加
え
台
風
の
進
路
予
報
の
誤
差
も
影
響
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
誤
差
を
考

慮
し
た
高
潮
予
報
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

進
路
予
報
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風

の
実
際
の
経
路
に
、
本
節
で
紹
介
し
た
予

報
の
平
均
誤
差
を
加

え
、
現
代
の
予
報
精

度
を
持
つ
仮
想
的
な

「
台
風
予
報
」
を

作
っ
た
。
例
え
ば
、

二
五
日
二
一
時
に
発

表
す
る
予
報
で
は
、

二
四
時
間
先
の
二
六

日
二
一
時
の
伊
勢
湾

台
風
の
実
際
の
位
置

か
ら
南
西
方
向
に
七

〇
㎞
ず
ら
し
た
位
置

を
予
報
の
位
置
と

し
、
二
六
日
九
時
に

歩
し
た
。
今
後
伊
勢
湾
台
風
規
模
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
台
風
が
来
襲
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
五
〇
年
近
く
上
陸
し
て
い
な
い

台
風
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
被

害
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
に
十
分
に
留
意

し
て
、
最
新
技
術
に
基
づ
く
高
潮
予
報
、

台
風
予
報
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
情
報
を

活
用
し
、
避
難
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
庁

地
球
環
境
海
洋
部
海
洋
気
象
情
報
室
、
予

報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー
、
な

ら
び
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
諸
氏
に
多
大

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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中
央
防
災
会
議

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
と
、

台
風
が
ど
の
コ
ー
ス
を
通
る
と
ど
の
程
度

の
高
潮
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
か
に
つ

い
て
も
高
い
精
度
で
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
狭
湾
付
近
を
台
風
が
通
過
し
た

場
合
（
図
２
中
の
①
）
は
、
三
．五
m

（
図
５
）
に
近
い
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
付

近
を
通
過
し
た
場
合
（
図
２
中
の
②
）

は
、
約
二
．八
m
（
図
６
）
の
高
潮
に
よ

る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
四
時
間
前
の
二
五
日
二
一
時

に
発
表
す
る
予
報
の
う
ち
、
予
報
円
の
中

心
を
通
っ
た
場
合
（
グ
ラ
フ
図
３
中
の

Ａ
）
で
も
、
や
は
り
三
．五
m
を
超
え
る

高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
を
予
測
し
て
お

り
、
二
四
時
間
前
に
お
い
て
も
、
伊
勢
湾

の
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
が
三
．五
m
を

超
え
る
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
第
二
の
伊
勢
湾
台
風
に
備
え
て

　

伊
勢
湾
台
風
以
来
、
一
つ
の
台
風
で
五

〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な
い
。

最
近
の
台
風
で
は
二
〇
〇
四
（
平
成
一

六
）
年
の
台
風
第
二
三
号
に
よ
る
九
八
名

の
死
者･

行
方
不
明
者
が
突
出
し
て
い
る

が
、
地
震
以
外
の
自
然
災
害
で
一
〇
〇
人

近
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
島
根
県
を
中

心
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
五
八
年

七
月
豪
雨
」
（
死
者
一
一
二
名
）
、
一
九

八
三
・
八
四
年
の
「
昭
和
五
九
年
豪
雪
」

（
死
者
一
三
一
名
）
以
来
、
約
二
〇
年
ぶ

り
で
あ
る
。
防
波
堤
、
水
門
、
河
川
堤
防

等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
や

台
風
情
報
や
情
報
伝
達
手
段
の
高
度
化
が

減
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な

い
。
図
７
に
示
す
よ
う
に
、
伊
勢
湾
台
風

と
同
程
度
の
最
低
気
圧
、
暴
風
半
径
で
上

陸
し
た
台
風
は
、
四
八
年
前
の
第
二
室
戸

台
風
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
第
二
室
戸
台
風

の
犠
牲
者
は
二
〇
二
人
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
が
、
上
陸
に
際
し
て
は
、
行
政
、
住

民
、
報
道
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に

あ
た
り
、
大
阪
で
は
四
四
万
人
が
実
際
に

避
難
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
を
経
て
、
台

風
予
報
、
高
潮
予
報
の
技
術
も
相
当
に
進

　

台
風
予
報
は
、
天
気
予
報
の
基
礎
資
料

と
な
る
数
値
予
報
の
改
善
、
観
測
デ
ー
タ

の
充
実
等
に
よ
り
、
精
度
が
年
々
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
本
章

第
四
節
に
詳
し
い
が
、
高
潮
予
報
に
つ
い

て
も
大
き
く
進
歩
し
、
現
在
は
三
三
時
間

先
ま
で
の
定
量
的
で
詳
細
な
予
測
を
行
う

「
高
潮
モ
デ
ル
」
（
気
圧
や
風
に
よ
っ
て

海
面
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
表
現
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
計
算
結

果
に
基
づ
い
て
警
報･

注
意
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　

台
風
の
予
報
精
度
が
低
い
場
合
、
見
逃

し
が
起
こ
れ
ば
予
測
で
き
な
か
っ
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
。
空
振
り

が
起
こ
れ
ば
無
駄
な
対
策
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
か
ら
の
信
頼
が
な
く
な
り
避

難
行
動
が
遅
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被

害
を
増
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
し

か
し
、
精
度
が
高
け
れ
ば
、
早
め
の
対
策

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
を
減

ら
す
効
果
は
高
い
。

　

こ
こ
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
な

「
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
」
の
台
風
予

報
の
精
度
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
新

の
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾
台
風
で

昭和26年　東京都生まれ
気象庁予報部電子計算室（現
数値予報課）、予報課、業務
課、成田航空地方気象台、横
浜地方気象台などを経て、現
在、名古屋地方気象台　防災
調整官

伊藤 晴夫 氏

プロフィール

研
究
資
料 （Vol.71 2009 SU

M
M
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）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
ろ
く
ら
が
わ

■ 図1 全台風および非常に強い台風の予報誤差

大型の非常に強い台風と全ての台風の予想誤差
（非常に強い：44m/s以上、大型：強風域500ｋｍ以上）
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の
四
八
時
間
予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
、
同

様
に
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
四
八
時

間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風
の
二
四
時
間

予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
と
な
る
な
ど
、
予

報
誤
差
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
（
な

お
、
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
資
料
と
数
㎞
程
度
の
差
異
が
あ

る
）
。

　

日
本
付
近
の
予
報
誤
差
を
見
る
た
め
、

北
緯
二
五
度
以
上
に
対
象
を
限
定
し
た
計

算
も
行
っ
た
。
対
象
の
数
が
少
な
い
た

め
、
参
考
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

二
四
時
間
、
四
八
時
間
、
七
二
時
間
予
報

の
誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
㎞
、
一
二
四

㎞
、
一
七
五
㎞
と
、
全
領
域
の
結
果
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

方
位
方
向
の
誤
差
に
つ
い
て
は
二
四
時

間
予
報
で
は
南
西
に
ず
れ
る
場
合
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
に
対
す
る
高
潮
予
報

　

高
潮
は
遠
浅
の
湾
で
大
き
く
な
り
、
湾

の
形
状
と
風
向
と
の
関
係
で
特
性
が
大
き

く
異
な
る
な
ど
地
域
毎
の
差
異
が
大
き

　

結
果
を
図
１
に
示
す
。
二
四
時
間
、
四

八
時
間
、
七
二
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
中

心
の
予
報
誤
差
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一

七
）
年
か
ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年

の
平
均
で
、
七
〇
㎞
、
一
一
四
㎞
、
一
九

三
㎞
で
あ
る
。
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強

い
」
台
風
の
誤
差
を
全
台
風
の
誤
差
と
比

較
す
る
と
、
三
〇
か
ら
四
〇
％
程
度
誤
差

が
小
さ
い
。
ま
た
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
七
二
時
間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風

災
害
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

高
潮
の
予
報
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
の
で
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　

最
新
の
予
報
技
術
で
は
、
大
型
で
強
い

台
風
に
対
す
る
予
報
の
精
度
が
か
な
り
高

く
、
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
規
模
で

同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
場
合
の
高
潮
予

報
に
つ
い
て
も
、
一
二
時
間
前
に
は
高
い

精
度
で
予
報
で
き
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

　
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度

　

ま
ず
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
か

ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
ま
で
の
大

型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度
を
調

べ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
気
象
庁
の
定
義

に
よ
る
と
、
「
大
型
の
台
風
」
は
、
最
大

風
速
一
五
㎧
以
上
の
強
風
半
径
が
五
〇
〇

㎞
以
上
の
台
風
、
「
非
常
に
強
い
台
風
」

は
、
最
大
風
速
が
八
五
ノ
ッ
ト
（
約
四
四

㎧
）
以
上
の
台
風
を
さ
す
。
伊
勢
湾
台
風

は
、
上
陸
直
前
に
は
「
超
大
型
」
で
「
非

常
に
強
い
」
台
風
だ
っ
た
が
、
「
超
大

型
」
の
台
風
が
少
な
い
の
で
、
「
大
型
」

の
台
風
の
予
報
精
度
を
調
べ
た
。

あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り
精

度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
予
測

計
算
と
同
じ
高
潮
モ
デ
ル
を
使
っ
た
中
央

防
災
会
議
の
資
料
で
は
、
実
際
の
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
と
強
度
を
元
に
し
た
場
合
の

高
潮
の
再
現
計
算
も
行
っ
て
お
り
、
同
様

の
数
値
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
の
台
風

に
つ
い
て
は
、
高
潮
モ
デ
ル
に
よ
り
、
誤

差
数
一
〇
cm
で
予
測
が
で
き
る
可
能
性
が

合
、
伊
勢
湾
北
部
を
通
過
す
る
場
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
高
潮
予
報
に
つ
い
て
、
名
古
屋

港
に
お
け
る
潮
位
の
時
間
変
化
を
図
３
に

示
す
。
さ
ら
に
、
潮
位
の
最
も
高
い
時
刻

に
お
け
る
潮
位
の
上
昇
量
の
伊
勢
湾
周
辺

で
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
図
４
、
５
、
６
に

示
す
。
図
に
対
応
す
る
時
刻
の
台
風
中
心

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
２
に
示
し
た
番

号
を
分
布
図
の
右
上
の
番
号
で
示
し
た
。

こ
の
予
報
円
の
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
強

さ
・
大
き
さ
の
台
風
を
対
象
に
し
た
場
合

で
、
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強
い
」
台
風

で
は
予
報
円
は
も
っ
と
小
さ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
台
風

の
進
路
予
報
の
誤
差
の
影
響
で
ピ
ー
ク
時

刻
が
一
時
間
程
度
遅
れ
る
も
の
の
約
三
．

六
m
の
高
潮
を
予
測
し
て
い
る
（
図

３
）
。
伊
勢
湾
台
風
で
は
名
古
屋
港
で
最

高
潮
位
三
．八
九
m
を
記
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
約
三
〇
㎝
の
誤
差
で
予
測
が
で

き
て
い
る
。
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
た
当

時
の
高
潮
の
予
報
が
、
一
〜
一
．五
m
で

発
表
す
る
一
二
時
間
予
報
で
は
、
南
西
方

向
に
三
五
㎞
（
二
四
時
間
予
報
の
半
分
）

ず
ら
す
こ
と
で
、
仮
想
的
な
台
風
予
報
を

作
成
し
た
。

【 

高
潮
予
報
の
精
度 

】

 

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
九
時
に
発
表

す
る
台
風
の
一
二
時
間
予
報
の
予
報
円

（
図
２
の
青
い
点
線
の
円
）
と
予
報
円
の

中
心
（
図
２
の
赤
い
丸
）
を
図
２
に
示

す
。
ま
た
、
台
風
が
予
報
円
の
中
心
を
進

む
場
合
、
若
狭
湾
付
近
を
通
過
す
る
場

い
。
従
っ
て
、
他
の
地
域
を
含
め
た
平
均

的
な
高
潮
予
報
の
精
度
を
伊
勢
湾
へ
そ
の

ま
ま
適
用
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、

伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
高
潮
が
現
在
の
台

風
予
報
の
精
度
で
は
ど
の
程
度
予
報
で
き

る
か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

【 

方
法 
】

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議[
平
成
一
（
二
〇
〇
八
）

年]

で
は
、
実
際
の
観
測
結
果
に
よ
る
伊
勢

湾
台
風
の
進
路
と
規
模
か
ら
高
潮
モ
デ
ル

に
よ
る
再
現
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
伊
勢

湾
で
実
測
値
と
ほ
ぼ
同
じ
高
潮
が
再
現
で

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
実
際
の
高

潮
の
予
報
に
は
、
高
潮
モ
デ
ル
の
誤
差
に

加
え
台
風
の
進
路
予
報
の
誤
差
も
影
響
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
誤
差
を
考

慮
し
た
高
潮
予
報
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

進
路
予
報
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風

の
実
際
の
経
路
に
、
本
節
で
紹
介
し
た
予

報
の
平
均
誤
差
を
加

え
、
現
代
の
予
報
精

度
を
持
つ
仮
想
的
な

「
台
風
予
報
」
を

作
っ
た
。
例
え
ば
、

二
五
日
二
一
時
に
発

表
す
る
予
報
で
は
、

二
四
時
間
先
の
二
六

日
二
一
時
の
伊
勢
湾

台
風
の
実
際
の
位
置

か
ら
南
西
方
向
に
七

〇
㎞
ず
ら
し
た
位
置

を
予
報
の
位
置
と

し
、
二
六
日
九
時
に

歩
し
た
。
今
後
伊
勢
湾
台
風
規
模
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
台
風
が
来
襲
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
五
〇
年
近
く
上
陸
し
て
い
な
い

台
風
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
被

害
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
に
十
分
に
留
意

し
て
、
最
新
技
術
に
基
づ
く
高
潮
予
報
、

台
風
予
報
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
情
報
を

活
用
し
、
避
難
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
庁

地
球
環
境
海
洋
部
海
洋
気
象
情
報
室
、
予

報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー
、
な

ら
び
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
諸
氏
に
多
大

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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中
央
防
災
会
議

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
と
、

台
風
が
ど
の
コ
ー
ス
を
通
る
と
ど
の
程
度

の
高
潮
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
か
に
つ

い
て
も
高
い
精
度
で
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
狭
湾
付
近
を
台
風
が
通
過
し
た

場
合
（
図
２
中
の
①
）
は
、
三
．五
m

（
図
５
）
に
近
い
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
付

近
を
通
過
し
た
場
合
（
図
２
中
の
②
）

は
、
約
二
．八
m
（
図
６
）
の
高
潮
に
よ

る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
四
時
間
前
の
二
五
日
二
一
時

に
発
表
す
る
予
報
の
う
ち
、
予
報
円
の
中

心
を
通
っ
た
場
合
（
グ
ラ
フ
図
３
中
の

Ａ
）
で
も
、
や
は
り
三
．五
m
を
超
え
る

高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
を
予
測
し
て
お

り
、
二
四
時
間
前
に
お
い
て
も
、
伊
勢
湾

の
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
が
三
．五
m
を

超
え
る
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
第
二
の
伊
勢
湾
台
風
に
備
え
て

　

伊
勢
湾
台
風
以
来
、
一
つ
の
台
風
で
五

〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な
い
。

最
近
の
台
風
で
は
二
〇
〇
四
（
平
成
一

六
）
年
の
台
風
第
二
三
号
に
よ
る
九
八
名

の
死
者･

行
方
不
明
者
が
突
出
し
て
い
る

が
、
地
震
以
外
の
自
然
災
害
で
一
〇
〇
人

近
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
島
根
県
を
中

心
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
五
八
年

七
月
豪
雨
」
（
死
者
一
一
二
名
）
、
一
九

八
三
・
八
四
年
の
「
昭
和
五
九
年
豪
雪
」

（
死
者
一
三
一
名
）
以
来
、
約
二
〇
年
ぶ

り
で
あ
る
。
防
波
堤
、
水
門
、
河
川
堤
防

等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
や

台
風
情
報
や
情
報
伝
達
手
段
の
高
度
化
が

減
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な

い
。
図
７
に
示
す
よ
う
に
、
伊
勢
湾
台
風

と
同
程
度
の
最
低
気
圧
、
暴
風
半
径
で
上

陸
し
た
台
風
は
、
四
八
年
前
の
第
二
室
戸

台
風
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
第
二
室
戸
台
風

の
犠
牲
者
は
二
〇
二
人
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
が
、
上
陸
に
際
し
て
は
、
行
政
、
住

民
、
報
道
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に

あ
た
り
、
大
阪
で
は
四
四
万
人
が
実
際
に

避
難
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
を
経
て
、
台

風
予
報
、
高
潮
予
報
の
技
術
も
相
当
に
進

　

台
風
予
報
は
、
天
気
予
報
の
基
礎
資
料

と
な
る
数
値
予
報
の
改
善
、
観
測
デ
ー
タ

の
充
実
等
に
よ
り
、
精
度
が
年
々
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
本
章

第
四
節
に
詳
し
い
が
、
高
潮
予
報
に
つ
い

て
も
大
き
く
進
歩
し
、
現
在
は
三
三
時
間

先
ま
で
の
定
量
的
で
詳
細
な
予
測
を
行
う

「
高
潮
モ
デ
ル
」
（
気
圧
や
風
に
よ
っ
て

海
面
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
表
現
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
計
算
結

果
に
基
づ
い
て
警
報･

注
意
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　

台
風
の
予
報
精
度
が
低
い
場
合
、
見
逃

し
が
起
こ
れ
ば
予
測
で
き
な
か
っ
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
。
空
振
り

が
起
こ
れ
ば
無
駄
な
対
策
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
か
ら
の
信
頼
が
な
く
な
り
避

難
行
動
が
遅
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被

害
を
増
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
し

か
し
、
精
度
が
高
け
れ
ば
、
早
め
の
対
策

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
を
減

ら
す
効
果
は
高
い
。

　

こ
こ
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
な

「
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
」
の
台
風
予

報
の
精
度
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
新

の
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾
台
風
で

■ 図３ 名古屋港における高潮モデルによる潮位予報の時系列と観測潮位

■ 図７ 上陸時の中心気圧で分類した近年の上陸台風の数

■ 図２ 9月26日9時を初期値とする12時間後の
　 台風予報円と高潮予報に使用した台風中心の位置

■ 図４ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （予報円の中心を通る場合）

■ 図６　高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （名古屋市付近を通る場合）

■ 図５ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （若狭湾付近を通る場合）
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の
四
八
時
間
予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
、
同

様
に
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
四
八
時

間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風
の
二
四
時
間

予
報
と
ほ
ぼ
同
じ
精
度
と
な
る
な
ど
、
予

報
誤
差
が
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
（
な

お
、
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
に
若
干
の
違
い

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
資
料
と
数
㎞
程
度
の
差
異
が
あ

る
）
。

　

日
本
付
近
の
予
報
誤
差
を
見
る
た
め
、

北
緯
二
五
度
以
上
に
対
象
を
限
定
し
た
計

算
も
行
っ
た
。
対
象
の
数
が
少
な
い
た

め
、
参
考
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

二
四
時
間
、
四
八
時
間
、
七
二
時
間
予
報

の
誤
差
は
そ
れ
ぞ
れ
六
七
㎞
、
一
二
四

㎞
、
一
七
五
㎞
と
、
全
領
域
の
結
果
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

方
位
方
向
の
誤
差
に
つ
い
て
は
二
四
時

間
予
報
で
は
南
西
に
ず
れ
る
場
合
が
も
っ

と
も
多
か
っ
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
に
対
す
る
高
潮
予
報

　

高
潮
は
遠
浅
の
湾
で
大
き
く
な
り
、
湾

の
形
状
と
風
向
と
の
関
係
で
特
性
が
大
き

く
異
な
る
な
ど
地
域
毎
の
差
異
が
大
き

　

結
果
を
図
１
に
示
す
。
二
四
時
間
、
四

八
時
間
、
七
二
時
間
そ
れ
ぞ
れ
の
台
風
中

心
の
予
報
誤
差
は
、
二
〇
〇
五
（
平
成
一

七
）
年
か
ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年

の
平
均
で
、
七
〇
㎞
、
一
一
四
㎞
、
一
九

三
㎞
で
あ
る
。
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強

い
」
台
風
の
誤
差
を
全
台
風
の
誤
差
と
比

較
す
る
と
、
三
〇
か
ら
四
〇
％
程
度
誤
差

が
小
さ
い
。
ま
た
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
七
二
時
間
予
報
の
精
度
は
、
全
台
風

災
害
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
で
あ
る

高
潮
の
予
報
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
の
で
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　

最
新
の
予
報
技
術
で
は
、
大
型
で
強
い

台
風
に
対
す
る
予
報
の
精
度
が
か
な
り
高

く
、
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
と
同
じ
規
模
で

同
じ
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
場
合
の
高
潮
予

報
に
つ
い
て
も
、
一
二
時
間
前
に
は
高
い

精
度
で
予
報
で
き
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

　
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度

　

ま
ず
、
二
〇
〇
二
（
平
成
一
四
）
年
か

ら
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
ま
で
の
大

型
で
非
常
に
強
い
台
風
の
予
報
精
度
を
調

べ
た
結
果
を
紹
介
す
る
。
気
象
庁
の
定
義

に
よ
る
と
、
「
大
型
の
台
風
」
は
、
最
大

風
速
一
五
㎧
以
上
の
強
風
半
径
が
五
〇
〇

㎞
以
上
の
台
風
、
「
非
常
に
強
い
台
風
」

は
、
最
大
風
速
が
八
五
ノ
ッ
ト
（
約
四
四

㎧
）
以
上
の
台
風
を
さ
す
。
伊
勢
湾
台
風

は
、
上
陸
直
前
に
は
「
超
大
型
」
で
「
非

常
に
強
い
」
台
風
だ
っ
た
が
、
「
超
大

型
」
の
台
風
が
少
な
い
の
で
、
「
大
型
」

の
台
風
の
予
報
精
度
を
調
べ
た
。

あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
か
な
り
精

度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
の
予
測

計
算
と
同
じ
高
潮
モ
デ
ル
を
使
っ
た
中
央

防
災
会
議
の
資
料
で
は
、
実
際
の
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
と
強
度
を
元
に
し
た
場
合
の

高
潮
の
再
現
計
算
も
行
っ
て
お
り
、
同
様

の
数
値
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
の
台
風

に
つ
い
て
は
、
高
潮
モ
デ
ル
に
よ
り
、
誤

差
数
一
〇
cm
で
予
測
が
で
き
る
可
能
性
が

合
、
伊
勢
湾
北
部
を
通
過
す
る
場
合
の
そ

れ
ぞ
れ
の
高
潮
予
報
に
つ
い
て
、
名
古
屋

港
に
お
け
る
潮
位
の
時
間
変
化
を
図
３
に

示
す
。
さ
ら
に
、
潮
位
の
最
も
高
い
時
刻

に
お
け
る
潮
位
の
上
昇
量
の
伊
勢
湾
周
辺

で
の
分
布
を
そ
れ
ぞ
れ
図
４
、
５
、
６
に

示
す
。
図
に
対
応
す
る
時
刻
の
台
風
中
心

の
位
置
に
つ
い
て
は
、
図
２
に
示
し
た
番

号
を
分
布
図
の
右
上
の
番
号
で
示
し
た
。

こ
の
予
報
円
の
大
き
さ
は
さ
ま
ざ
ま
な
強

さ
・
大
き
さ
の
台
風
を
対
象
に
し
た
場
合

で
、
「
大
型
」
で
「
非
常
に
強
い
」
台
風

で
は
予
報
円
は
も
っ
と
小
さ
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

予
報
円
の
中
心
を
進
ん
だ
場
合
、
台
風

の
進
路
予
報
の
誤
差
の
影
響
で
ピ
ー
ク
時

刻
が
一
時
間
程
度
遅
れ
る
も
の
の
約
三
．

六
m
の
高
潮
を
予
測
し
て
い
る
（
図

３
）
。
伊
勢
湾
台
風
で
は
名
古
屋
港
で
最

高
潮
位
三
．八
九
m
を
記
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
約
三
〇
㎝
の
誤
差
で
予
測
が
で

き
て
い
る
。
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
た
当

時
の
高
潮
の
予
報
が
、
一
〜
一
．五
m
で

発
表
す
る
一
二
時
間
予
報
で
は
、
南
西
方

向
に
三
五
㎞
（
二
四
時
間
予
報
の
半
分
）

ず
ら
す
こ
と
で
、
仮
想
的
な
台
風
予
報
を

作
成
し
た
。

【 

高
潮
予
報
の
精
度 

】

 

昭
和
三
四
年
九
月
二
六
日
九
時
に
発
表

す
る
台
風
の
一
二
時
間
予
報
の
予
報
円

（
図
２
の
青
い
点
線
の
円
）
と
予
報
円
の

中
心
（
図
２
の
赤
い
丸
）
を
図
２
に
示

す
。
ま
た
、
台
風
が
予
報
円
の
中
心
を
進

む
場
合
、
若
狭
湾
付
近
を
通
過
す
る
場

い
。
従
っ
て
、
他
の
地
域
を
含
め
た
平
均

的
な
高
潮
予
報
の
精
度
を
伊
勢
湾
へ
そ
の

ま
ま
適
用
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
切
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、

伊
勢
湾
台
風
来
襲
時
の
高
潮
が
現
在
の
台

風
予
報
の
精
度
で
は
ど
の
程
度
予
報
で
き

る
か
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。

【 

方
法 

】

　

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
高
潮
に
つ
い
て
、

中
央
防
災
会
議[

平
成
一
（
二
〇
〇
八
）

年]

で
は
、
実
際
の
観
測
結
果
に
よ
る
伊
勢

湾
台
風
の
進
路
と
規
模
か
ら
高
潮
モ
デ
ル

に
よ
る
再
現
計
算
を
行
っ
た
結
果
、
伊
勢

湾
で
実
測
値
と
ほ
ぼ
同
じ
高
潮
が
再
現
で

き
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
実
際
の
高

潮
の
予
報
に
は
、
高
潮
モ
デ
ル
の
誤
差
に

加
え
台
風
の
進
路
予
報
の
誤
差
も
影
響
す

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
誤
差
を
考

慮
し
た
高
潮
予
報
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

 

進
路
予
報
に
つ
い
て
は
、
伊
勢
湾
台
風

の
実
際
の
経
路
に
、
本
節
で
紹
介
し
た
予

報
の
平
均
誤
差
を
加

え
、
現
代
の
予
報
精

度
を
持
つ
仮
想
的
な

「
台
風
予
報
」
を

作
っ
た
。
例
え
ば
、

二
五
日
二
一
時
に
発

表
す
る
予
報
で
は
、

二
四
時
間
先
の
二
六

日
二
一
時
の
伊
勢
湾

台
風
の
実
際
の
位
置

か
ら
南
西
方
向
に
七

〇
㎞
ず
ら
し
た
位
置

を
予
報
の
位
置
と

し
、
二
六
日
九
時
に

歩
し
た
。
今
後
伊
勢
湾
台
風
規
模
あ
る
い

は
そ
れ
以
上
の
台
風
が
来
襲
し
た
場
合
に

は
、
こ
の
五
〇
年
近
く
上
陸
し
て
い
な
い

台
風
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
被

害
の
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
に
十
分
に
留
意

し
て
、
最
新
技
術
に
基
づ
く
高
潮
予
報
、

台
風
予
報
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
情
報
を

活
用
し
、
避
難
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
活

動
を
実
施
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

　

本
原
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
気
象
庁

地
球
環
境
海
洋
部
海
洋
気
象
情
報
室
、
予

報
部
予
報
課
太
平
洋
台
風
セ
ン
タ
ー
、
な

ら
び
に
名
古
屋
地
方
気
象
台
諸
氏
に
多
大

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
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中
央
防
災
会
議

高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
の
モ
デ
ル
を
利
用
す
る
と
、

台
風
が
ど
の
コ
ー
ス
を
通
る
と
ど
の
程
度

の
高
潮
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
い
か
に
つ

い
て
も
高
い
精
度
で
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
若
狭
湾
付
近
を
台
風
が
通
過
し
た

場
合
（
図
２
中
の
①
）
は
、
三
．五
m

（
図
５
）
に
近
い
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
名
古
屋
市
付

近
を
通
過
し
た
場
合
（
図
２
中
の
②
）

は
、
約
二
．八
m
（
図
６
）
の
高
潮
に
よ

る
潮
位
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
二
四
時
間
前
の
二
五
日
二
一
時

に
発
表
す
る
予
報
の
う
ち
、
予
報
円
の
中

心
を
通
っ
た
場
合
（
グ
ラ
フ
図
３
中
の

Ａ
）
で
も
、
や
は
り
三
．五
m
を
超
え
る

高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
を
予
測
し
て
お

り
、
二
四
時
間
前
に
お
い
て
も
、
伊
勢
湾

の
高
潮
に
よ
る
潮
位
上
昇
が
三
．五
m
を

超
え
る
お
そ
れ
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
第
二
の
伊
勢
湾
台
風
に
備
え
て

　

伊
勢
湾
台
風
以
来
、
一
つ
の
台
風
で
五

〇
〇
人
以
上
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な
い
。

最
近
の
台
風
で
は
二
〇
〇
四
（
平
成
一

六
）
年
の
台
風
第
二
三
号
に
よ
る
九
八
名

の
死
者･

行
方
不
明
者
が
突
出
し
て
い
る

が
、
地
震
以
外
の
自
然
災
害
で
一
〇
〇
人

近
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
は
島
根
県
を
中

心
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
「
昭
和
五
八
年

七
月
豪
雨
」
（
死
者
一
一
二
名
）
、
一
九

八
三
・
八
四
年
の
「
昭
和
五
九
年
豪
雪
」

（
死
者
一
三
一
名
）
以
来
、
約
二
〇
年
ぶ

り
で
あ
る
。
防
波
堤
、
水
門
、
河
川
堤
防

等
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
め
ざ
ま
し
い
進
展
や

台
風
情
報
や
情
報
伝
達
手
段
の
高
度
化
が

減
災
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な

い
。
図
７
に
示
す
よ
う
に
、
伊
勢
湾
台
風

と
同
程
度
の
最
低
気
圧
、
暴
風
半
径
で
上

陸
し
た
台
風
は
、
四
八
年
前
の
第
二
室
戸

台
風
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
第
二
室
戸
台
風

の
犠
牲
者
は
二
〇
二
人
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
が
、
上
陸
に
際
し
て
は
、
行
政
、
住

民
、
報
道
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
活
動
に

あ
た
り
、
大
阪
で
は
四
四
万
人
が
実
際
に

避
難
し
た
。

　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇
年
を
経
て
、
台

風
予
報
、
高
潮
予
報
の
技
術
も
相
当
に
進

　

台
風
予
報
は
、
天
気
予
報
の
基
礎
資
料

と
な
る
数
値
予
報
の
改
善
、
観
測
デ
ー
タ

の
充
実
等
に
よ
り
、
精
度
が
年
々
向
上
し

て
い
る
。
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
本
章

第
四
節
に
詳
し
い
が
、
高
潮
予
報
に
つ
い

て
も
大
き
く
進
歩
し
、
現
在
は
三
三
時
間

先
ま
で
の
定
量
的
で
詳
細
な
予
測
を
行
う

「
高
潮
モ
デ
ル
」
（
気
圧
や
風
に
よ
っ
て

海
面
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を
表
現
す
る
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
計
算
結

果
に
基
づ
い
て
警
報･

注
意
報
が
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　

台
風
の
予
報
精
度
が
低
い
場
合
、
見
逃

し
が
起
こ
れ
ば
予
測
で
き
な
か
っ
た
台
風

の
影
響
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
。
空
振
り

が
起
こ
れ
ば
無
駄
な
対
策
を
と
る
だ
け
で

な
く
、
住
民
か
ら
の
信
頼
が
な
く
な
り
避

難
行
動
が
遅
れ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
被

害
を
増
や
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
。
し

か
し
、
精
度
が
高
け
れ
ば
、
早
め
の
対
策

を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
災
害
を
減

ら
す
効
果
は
高
い
。

　

こ
こ
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
と
同
様
な

「
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
」
の
台
風
予

報
の
精
度
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
新

の
高
潮
モ
デ
ル
を
使
い
、
伊
勢
湾
台
風
で

■ 図３ 名古屋港における高潮モデルによる潮位予報の時系列と観測潮位

■ 図７ 上陸時の中心気圧で分類した近年の上陸台風の数

■ 図２ 9月26日9時を初期値とする12時間後の
　 台風予報円と高潮予報に使用した台風中心の位置

■ 図４ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （予報円の中心を通る場合）

■ 図６　高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （名古屋市付近を通る場合）

■ 図５ 高潮モデルによる潮位上昇量の分布の予報
　 （若狭湾付近を通る場合）
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一
．六
m
も
の
地
盤
沈
下

　

一
方
、
木
曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
の
低

い
こ
と
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
に
よ
っ
て
改

め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
広

域
的
な
地
盤
沈
下
に
よ
り
長
島
町
南
部
で

は
一
．六
m
も
地
盤
が
下
が
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
床
下
浸
水
程

度
で
あ
っ
た
家
屋
で
は
一
階
部
分
が
水
没

す
る
こ
と
に
な
り
被
害
区
域
と
被
害
程
度

の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
．五
倍
に
広
が
っ
た
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

　

木
曽
三
川
河
口
部
を
中
心
と
す
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
（
地
盤
標
高
が
海
抜
０
m

以
下
の
地
域
）
の
面
積
は
、
伊
勢
湾
台
風

当
時
で
は
約
一
八
六
㎢
で
し
た
が
、
現
在

で
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

海
面
が
最
も
高
く
な
る
大
潮
の
平
均
満

潮
位
（
標
高
一
．二
m
）
以
下
の
地
盤
高
の

区
域
で
は
、
自
然
排
水
が
困
難
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
潮
時
の
平
均
満
潮

位
の
面
積
は
約
四
〇
〇
㎢
に
及
び
そ
の
上

流
端
は
稲
沢
市
か
ら
養
老
町
を
結
ぶ
線
に

ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
生
む
長
期
湛
水

　

伊
勢
湾
で
の
高
潮
が
次
第
に
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
、
各
地
で
海
岸
堤
防
を
越
え

た
高
潮
が
住
宅
地
や
耕
地
に
浸
水
を
始

め
、
や
が
て
各
地
で
破
堤
し
海
水
が
奔
流

と
な
っ
て
陸
地
に
侵
入
し
多
く
の
人
命
を

奪
い
、
家
屋
や
財
産
を
押
し
流
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤
防
や
河
川
堤

防
の
破
堤
箇
所
は
二
二
〇
箇
所
、
破
堤
口

か
ら
侵
入
し
た
高
潮
は
激
流
と
な
っ
て
、

海
岸
よ
り
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市
ま
で

達
し
、
そ
の
浸
水
面
積
は
約
三
〇
〇
㎢
に

及
び
、
長
島
町
南
部
で
は
百
日
に
お
よ
ぶ

長
期
湛
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
倍
を
超
え
る
人
口
の
増
加

　

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
再
び
伊
勢
湾
台
風

と
同
じ
よ
う
な
状
態
が
再
現
さ
れ
る
と
、

さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
口
の
増
加

と
大
規
模
な
地
盤
の
沈
下
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年

に
長
島
町
南
部
で
温
泉
が
開
発
さ
れ
大
遊

園
地
が
出
現
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
す
る
住
宅
地
開
発
が
木
曽
三
川

河
口
部
に
ま
で
拡
が
り
、
全
町
村
域
が
水

没
し
た
長
島
町
や
木
曽
岬
村
の
人
口
は
、

被
災
時
に
比
べ
て
一
．八
〜
二
．三
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

伊
勢
湾
台
風
を
体
験
し
て
い
な
い
人
が
住

民
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
効
果
的
な
避

難
態
勢
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
戦
後

最
大
の
自
然
災
害
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
湾
台

風
災
害
か
ら
五
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
っ
た
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
は
、

こ
の
体
験
を
「
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
」

と
防
災
訓
練
・
写
真
展
・
講
演
会
・
追
悼

式
な
ど
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
激
甚
な
高
潮
災
害

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
は
、
類
を
見
な
い

気
圧
の
低
さ
と
強
風
、
こ
れ
に
伴
う
異
常

な
高
潮
の
発
生
で
し
た
。
こ
の
た
め
被
害

は
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
伊
勢
湾
海
岸
部

が
最
も
激
甚
で
「
高
潮
災
害
」
と
も
云
わ

れ
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
の
三
県
の
死
者·

行
方
不
明
者
は
、
四
七
五
五
名
に
の
ぼ
り

全
国
の
死
者･

行
方　

不
明
者
の
九
三
％

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
伊
勢
湾
台
風
と
は

ど
ん
な
台
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
、な
に
が
起
き
た
か

伊
勢
湾
台
風
の
爪
痕

第
六
節

上
で
は
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
が
最
も
大

き
な
高
潮
を
発
生
さ
せ
る
進
路
で
し
た

が
、
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に
よ
る

「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

潮
位
偏
差
で
表
さ
れ
ま
す
。
吹
き
寄
せ

に
よ
る
海
面
上
昇
は
風
速
の
自
乗
に
比

例
し
、
吸
い
上
げ
に
よ
る
海
面
上
昇
は

気
圧
が
一
hPa
低
く
な
る
と
約
一
㎝
上
昇

す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
港

で
最
高
潮
位
（
標
高
）
三
．八
九
m
を
記

録
し
た
時
の
天
体
潮
は
〇
．三
四
m
で
し

た
が
、
暴
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
と
低
気

圧
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
っ
て
三
．五
五

m
の
潮
位
偏
差
が
発
生
し
、
未
曾
有
の

高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
高
潮
の
可
能
性

　

こ
の
時
の
名
古
屋
測
候
所
で
の
気
圧

は
九
六
〇
hPa
、
風
速
は
三
〇
㎧
で
し

た
。
我
が
国
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
を
上

回
る
室
戸
台
風
や
枕
崎
台
風
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
を
通
過
し
た
と
す
る
と
、

伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
大
き
な
高
潮
が

発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
上
陸
地
点
が

伊
勢
湾
台
風
よ
り
や
や
西
側
で
北
側
寄

り
の
進
路
を
と
っ
た
場
合
が
、
伊
勢
湾

に
お
い
て
最
も
大
き
な
高
潮
が
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
台
風
の
進
路
と
高
潮
の
発
生

　

台
風
に
と
も
な
う
高
潮
の
大

き
さ
は
、
台
風
の
進
路
・
気

圧
・
風
速
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反

時
計
回
り
で
す
か
ら
、
伊
勢
湾

で
は
台
風
が
湾
の
西
側
を
北
上

し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け

高
潮
が
起
こ
り
ま
す
。
台
風
史

歴
史
の
記
録 （Vol.73 2010 W

IN
TER

）
■ 東海三県の家屋被害状況

■ 名古屋港の験潮記録

■ 気圧・風速と潮位偏差の関係

■ 気圧と風速の変化（名古屋測候所記錄）

■ 伊勢湾台風進路図

■ 伊勢湾台風進路データ

■ 主要な三大台風諸元

■ 行政区別死者行方不明者数
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が
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の
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水

　

伊
勢
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で
の
高
潮
が
次
第
に
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
、
各
地
で
海
岸
堤
防
を
越
え

た
高
潮
が
住
宅
地
や
耕
地
に
浸
水
を
始

め
、
や
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て
各
地
で
破
堤
し
海
水
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と
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て
陸
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、
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の
海
岸
堤
防
や
河
川
堤

防
の
破
堤
箇
所
は
二
二
〇
箇
所
、
破
堤
口

か
ら
侵
入
し
た
高
潮
は
激
流
と
な
っ
て
、

海
岸
よ
り
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市
ま
で

達
し
、
そ
の
浸
水
面
積
は
約
三
〇
〇
㎢
に

及
び
、
長
島
町
南
部
で
は
百
日
に
お
よ
ぶ

長
期
湛
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
倍
を
超
え
る
人
口
の
増
加

　

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
再
び
伊
勢
湾
台
風

と
同
じ
よ
う
な
状
態
が
再
現
さ
れ
る
と
、

さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
口
の
増
加

と
大
規
模
な
地
盤
の
沈
下
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年

に
長
島
町
南
部
で
温
泉
が
開
発
さ
れ
大
遊

園
地
が
出
現
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
す
る
住
宅
地
開
発
が
木
曽
三
川

河
口
部
に
ま
で
拡
が
り
、
全
町
村
域
が
水

没
し
た
長
島
町
や
木
曽
岬
村
の
人
口
は
、

被
災
時
に
比
べ
て
一
．八
〜
二
．三
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

伊
勢
湾
台
風
を
体
験
し
て
い
な
い
人
が
住

民
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
効
果
的
な
避

難
態
勢
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
戦
後

最
大
の
自
然
災
害
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
湾
台

風
災
害
か
ら
五
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
っ
た
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
は
、

こ
の
体
験
を
「
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
」

と
防
災
訓
練
・
写
真
展
・
講
演
会
・
追
悼

式
な
ど
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
激
甚
な
高
潮
災
害

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
は
、
類
を
見
な
い

気
圧
の
低
さ
と
強
風
、
こ
れ
に
伴
う
異
常

な
高
潮
の
発
生
で
し
た
。
こ
の
た
め
被
害

は
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
伊
勢
湾
海
岸
部

が
最
も
激
甚
で
「
高
潮
災
害
」
と
も
云
わ

れ
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
の
三
県
の
死
者·

行
方
不
明
者
は
、
四
七
五
五
名
に
の
ぼ
り

全
国
の
死
者･

行
方　

不
明
者
の
九
三
％

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
伊
勢
湾
台
風
と
は

ど
ん
な
台
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

そ
の
時
、な
に
が
起
き
た
か

伊
勢
湾
台
風
の
爪
痕

第
六
節

上
で
は
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
が
最
も
大

き
な
高
潮
を
発
生
さ
せ
る
進
路
で
し
た

が
、
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に
よ
る

「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

潮
位
偏
差
で
表
さ
れ
ま
す
。
吹
き
寄
せ

に
よ
る
海
面
上
昇
は
風
速
の
自
乗
に
比

例
し
、
吸
い
上
げ
に
よ
る
海
面
上
昇
は

気
圧
が
一
hPa
低
く
な
る
と
約
一
㎝
上
昇

す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
港

で
最
高
潮
位
（
標
高
）
三
．八
九
m
を
記

録
し
た
時
の
天
体
潮
は
〇
．三
四
m
で
し

た
が
、
暴
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
と
低
気

圧
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
っ
て
三
．五
五

m
の
潮
位
偏
差
が
発
生
し
、
未
曾
有
の

高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
高
潮
の
可
能
性

　

こ
の
時
の
名
古
屋
測
候
所
で
の
気
圧

は
九
六
〇
hPa
、
風
速
は
三
〇
㎧
で
し

た
。
我
が
国
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
を
上

回
る
室
戸
台
風
や
枕
崎
台
風
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
を
通
過
し
た
と
す
る
と
、

伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
大
き
な
高
潮
が

発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
上
陸
地
点
が

伊
勢
湾
台
風
よ
り
や
や
西
側
で
北
側
寄

り
の
進
路
を
と
っ
た
場
合
が
、
伊
勢
湾

に
お
い
て
最
も
大
き
な
高
潮
が
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
台
風
の
進
路
と
高
潮
の
発
生

　

台
風
に
と
も
な
う
高
潮
の
大

き
さ
は
、
台
風
の
進
路
・
気

圧
・
風
速
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反

時
計
回
り
で
す
か
ら
、
伊
勢
湾

で
は
台
風
が
湾
の
西
側
を
北
上

し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け

高
潮
が
起
こ
り
ま
す
。
台
風
史

歴
史
の
記
録 （Vol.73 2010 W

IN
TER

）
■ 東海三県の家屋被害状況

■ 名古屋港の験潮記録

■ 気圧・風速と潮位偏差の関係

■ 気圧と風速の変化（名古屋測候所記錄）

■ 伊勢湾台風進路図

■ 伊勢湾台風進路データ

■ 主要な三大台風諸元

■ 行政区別死者行方不明者数
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一
．六
m
も
の
地
盤
沈
下

　

一
方
、
木
曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
の
低

い
こ
と
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
に
よ
っ
て
改

め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
広

域
的
な
地
盤
沈
下
に
よ
り
長
島
町
南
部
で

は
一
．六
m
も
地
盤
が
下
が
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
床
下
浸
水
程

度
で
あ
っ
た
家
屋
で
は
一
階
部
分
が
水
没

す
る
こ
と
に
な
り
被
害
区
域
と
被
害
程
度

の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
．五
倍
に
広
が
っ
た
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

　

木
曽
三
川
河
口
部
を
中
心
と
す
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
（
地
盤
標
高
が
海
抜
０
m

以
下
の
地
域
）
の
面
積
は
、
伊
勢
湾
台
風

当
時
で
は
約
一
八
六
㎢
で
し
た
が
、
現
在

で
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

海
面
が
最
も
高
く
な
る
大
潮
の
平
均
満

潮
位
（
標
高
一
．二
m
）
以
下
の
地
盤
高
の

区
域
で
は
、
自
然
排
水
が
困
難
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
潮
時
の
平
均
満
潮

位
の
面
積
は
約
四
〇
〇
㎢
に
及
び
そ
の
上

流
端
は
稲
沢
市
か
ら
養
老
町
を
結
ぶ
線
に

ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
生
む
長
期
湛
水

　

伊
勢
湾
で
の
高
潮
が
次
第
に
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
、
各
地
で
海
岸
堤
防
を
越
え

た
高
潮
が
住
宅
地
や
耕
地
に
浸
水
を
始

め
、
や
が
て
各
地
で
破
堤
し
海
水
が
奔
流

と
な
っ
て
陸
地
に
侵
入
し
多
く
の
人
命
を

奪
い
、
家
屋
や
財
産
を
押
し
流
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤
防
や
河
川
堤

防
の
破
堤
箇
所
は
二
二
〇
箇
所
、
破
堤
口

か
ら
侵
入
し
た
高
潮
は
激
流
と
な
っ
て
、

海
岸
よ
り
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市
ま
で

達
し
、
そ
の
浸
水
面
積
は
約
三
〇
〇
㎢
に

及
び
、
長
島
町
南
部
で
は
百
日
に
お
よ
ぶ

長
期
湛
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
倍
を
超
え
る
人
口
の
増
加

　

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
再
び
伊
勢
湾
台
風

と
同
じ
よ
う
な
状
態
が
再
現
さ
れ
る
と
、

さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
口
の
増
加

と
大
規
模
な
地
盤
の
沈
下
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年

に
長
島
町
南
部
で
温
泉
が
開
発
さ
れ
大
遊

園
地
が
出
現
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
す
る
住
宅
地
開
発
が
木
曽
三
川

河
口
部
に
ま
で
拡
が
り
、
全
町
村
域
が
水

没
し
た
長
島
町
や
木
曽
岬
村
の
人
口
は
、

被
災
時
に
比
べ
て
一
．八
〜
二
．三
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

伊
勢
湾
台
風
を
体
験
し
て
い
な
い
人
が
住

民
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
効
果
的
な
避

難
態
勢
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
戦
後

最
大
の
自
然
災
害
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
湾
台

風
災
害
か
ら
五
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
っ
た
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
は
、

こ
の
体
験
を
「
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
」

と
防
災
訓
練
・
写
真
展
・
講
演
会
・
追
悼

式
な
ど
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
激
甚
な
高
潮
災
害

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
は
、
類
を
見
な
い

気
圧
の
低
さ
と
強
風
、
こ
れ
に
伴
う
異
常

な
高
潮
の
発
生
で
し
た
。
こ
の
た
め
被
害

は
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
伊
勢
湾
海
岸
部

が
最
も
激
甚
で
「
高
潮
災
害
」
と
も
云
わ

れ
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
の
三
県
の
死
者·

行
方
不
明
者
は
、
四
七
五
五
名
に
の
ぼ
り

全
国
の
死
者･

行
方　

不
明
者
の
九
三
％

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
伊
勢
湾
台
風
と
は

ど
ん
な
台
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
で
は
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
が
最
も
大

き
な
高
潮
を
発
生
さ
せ
る
進
路
で
し
た

が
、
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に
よ
る

「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

潮
位
偏
差
で
表
さ
れ
ま
す
。
吹
き
寄
せ

に
よ
る
海
面
上
昇
は
風
速
の
自
乗
に
比

例
し
、
吸
い
上
げ
に
よ
る
海
面
上
昇
は

気
圧
が
一
hPa
低
く
な
る
と
約
一
㎝
上
昇

す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
港

で
最
高
潮
位
（
標
高
）
三
．八
九
m
を
記

録
し
た
時
の
天
体
潮
は
〇
．三
四
m
で
し

た
が
、
暴
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
と
低
気

圧
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
っ
て
三
．五
五

m
の
潮
位
偏
差
が
発
生
し
、
未
曾
有
の

高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
高
潮
の
可
能
性

　

こ
の
時
の
名
古
屋
測
候
所
で
の
気
圧

は
九
六
〇
hPa
、
風
速
は
三
〇
㎧
で
し

た
。
我
が
国
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
を
上

回
る
室
戸
台
風
や
枕
崎
台
風
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
を
通
過
し
た
と
す
る
と
、

伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
大
き
な
高
潮
が

発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
上
陸
地
点
が

伊
勢
湾
台
風
よ
り
や
や
西
側
で
北
側
寄

り
の
進
路
を
と
っ
た
場
合
が
、
伊
勢
湾

に
お
い
て
最
も
大
き
な
高
潮
が
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
台
風
の
進
路
と
高
潮
の
発
生

　

台
風
に
と
も
な
う
高
潮
の
大

き
さ
は
、
台
風
の
進
路
・
気

圧
・
風
速
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反

時
計
回
り
で
す
か
ら
、
伊
勢
湾

で
は
台
風
が
湾
の
西
側
を
北
上

し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け

高
潮
が
起
こ
り
ま
す
。
台
風
史

大
き
く
変
わ
っ
た

　
　
　
木
曽
三
川
河
口
部
の
生
活
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

き  

そ  

さ
き

■ 被害状況平面図

■ 人口の変化

■ B - B’ 断面図　　　■ A - A’ 断面図　　　

■ ゼロメートル地帯

■ 地盤沈下の状況
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一
．六
m
も
の
地
盤
沈
下

　

一
方
、
木
曽
三
川
河
口
部
の
地
盤
の
低

い
こ
と
は
高
潮
に
よ
る
浸
水
に
よ
っ
て
改

め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
広

域
的
な
地
盤
沈
下
に
よ
り
長
島
町
南
部
で

は
一
．六
m
も
地
盤
が
下
が
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
伊
勢
湾
台
風
で
床
下
浸
水
程

度
で
あ
っ
た
家
屋
で
は
一
階
部
分
が
水
没

す
る
こ
と
に
な
り
被
害
区
域
と
被
害
程
度

の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
一
．五
倍
に
広
が
っ
た
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯

　

木
曽
三
川
河
口
部
を
中
心
と
す
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
（
地
盤
標
高
が
海
抜
０
m

以
下
の
地
域
）
の
面
積
は
、
伊
勢
湾
台
風

当
時
で
は
約
一
八
六
㎢
で
し
た
が
、
現
在

で
は
約
二
七
四
㎢
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

海
面
が
最
も
高
く
な
る
大
潮
の
平
均
満

潮
位
（
標
高
一
．二
m
）
以
下
の
地
盤
高
の

区
域
で
は
、
自
然
排
水
が
困
難
と
な
り
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
大
潮
時
の
平
均
満
潮

位
の
面
積
は
約
四
〇
〇
㎢
に
及
び
そ
の
上

流
端
は
稲
沢
市
か
ら
養
老
町
を
結
ぶ
線
に

ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

　
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
生
む
長
期
湛
水

　

伊
勢
湾
で
の
高
潮
が
次
第
に
大
き
く
な

る
に
つ
れ
て
、
各
地
で
海
岸
堤
防
を
越
え

た
高
潮
が
住
宅
地
や
耕
地
に
浸
水
を
始

め
、
や
が
て
各
地
で
破
堤
し
海
水
が
奔
流

と
な
っ
て
陸
地
に
侵
入
し
多
く
の
人
命
を

奪
い
、
家
屋
や
財
産
を
押
し
流
し
ま
し

た
。
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤
防
や
河
川
堤

防
の
破
堤
箇
所
は
二
二
〇
箇
所
、
破
堤
口

か
ら
侵
入
し
た
高
潮
は
激
流
と
な
っ
て
、

海
岸
よ
り
一
五
㎞
も
離
れ
た
津
島
市
ま
で

達
し
、
そ
の
浸
水
面
積
は
約
三
〇
〇
㎢
に

及
び
、
長
島
町
南
部
で
は
百
日
に
お
よ
ぶ

長
期
湛
水
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
倍
を
超
え
る
人
口
の
増
加

　

あ
れ
か
ら
五
〇
年
、
私
た
ち
の
生
活
環

境
は
大
き
く
変
化
し
、
再
び
伊
勢
湾
台
風

と
同
じ
よ
う
な
状
態
が
再
現
さ
れ
る
と
、

さ
ら
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
口
の
増
加

と
大
規
模
な
地
盤
の
沈
下
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
ま
す
。
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）
年

に
長
島
町
南
部
で
温
泉
が
開
発
さ
れ
大
遊

園
地
が
出
現
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市

を
中
心
と
す
る
住
宅
地
開
発
が
木
曽
三
川

河
口
部
に
ま
で
拡
が
り
、
全
町
村
域
が
水

没
し
た
長
島
町
や
木
曽
岬
村
の
人
口
は
、

被
災
時
に
比
べ
て
一
．八
〜
二
．三
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

伊
勢
湾
台
風
を
体
験
し
て
い
な
い
人
が
住

民
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
、
効
果
的
な
避

難
態
勢
が
講
じ
ら
れ
な
い
場
合
は
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
犠
牲
者
が
出
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
二
一
時
三
五
分
、
伊
勢
湾
台
風
が
名
古

屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻
で
す
。
戦
後

最
大
の
自
然
災
害
と
呼
ば
れ
た
伊
勢
湾
台

風
災
害
か
ら
五
〇
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
っ
た
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
は
、

こ
の
体
験
を
「
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
」

と
防
災
訓
練
・
写
真
展
・
講
演
会
・
追
悼

式
な
ど
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
激
甚
な
高
潮
災
害

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
は
、
類
を
見
な
い

気
圧
の
低
さ
と
強
風
、
こ
れ
に
伴
う
異
常

な
高
潮
の
発
生
で
し
た
。
こ
の
た
め
被
害

は
、
愛
知
・
三
重
両
県
の
伊
勢
湾
海
岸
部

が
最
も
激
甚
で
「
高
潮
災
害
」
と
も
云
わ

れ
、
愛
知
・
三
重
・
岐
阜
の
三
県
の
死
者·

行
方
不
明
者
は
、
四
七
五
五
名
に
の
ぼ
り

全
国
の
死
者･

行
方　

不
明
者
の
九
三
％

に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
伊
勢
湾
台
風
と
は

ど
ん
な
台
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、

改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

上
で
は
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
が
最
も
大

き
な
高
潮
を
発
生
さ
せ
る
進
路
で
し
た

が
、
高
潮
の
大
き
さ
は
、
風
に
よ
る

「
吹
き
寄
せ
効
果
」
と
気
圧
に
よ
る

「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

潮
位
偏
差
で
表
さ
れ
ま
す
。
吹
き
寄
せ

に
よ
る
海
面
上
昇
は
風
速
の
自
乗
に
比

例
し
、
吸
い
上
げ
に
よ
る
海
面
上
昇
は

気
圧
が
一
hPa
低
く
な
る
と
約
一
㎝
上
昇

す
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
港

で
最
高
潮
位
（
標
高
）
三
．八
九
m
を
記

録
し
た
時
の
天
体
潮
は
〇
．三
四
m
で
し

た
が
、
暴
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
と
低
気

圧
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
っ
て
三
．五
五

m
の
潮
位
偏
差
が
発
生
し
、
未
曾
有
の

高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
高
潮
の
可
能
性

　

こ
の
時
の
名
古
屋
測
候
所
で
の
気
圧

は
九
六
〇
hPa
、
風
速
は
三
〇
㎧
で
し

た
。
我
が
国
に
は
、
伊
勢
湾
台
風
を
上

回
る
室
戸
台
風
や
枕
崎
台
風
の
経
験
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
が
伊
勢
湾

台
風
の
進
路
を
通
過
し
た
と
す
る
と
、

伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
大
き
な
高
潮
が

発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
上
陸
地
点
が

伊
勢
湾
台
風
よ
り
や
や
西
側
で
北
側
寄

り
の
進
路
を
と
っ
た
場
合
が
、
伊
勢
湾

に
お
い
て
最
も
大
き
な
高
潮
が
発
生
す

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
台
風
の
進
路
と
高
潮
の
発
生

　

台
風
に
と
も
な
う
高
潮
の
大

き
さ
は
、
台
風
の
進
路
・
気

圧
・
風
速
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。
台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反

時
計
回
り
で
す
か
ら
、
伊
勢
湾

で
は
台
風
が
湾
の
西
側
を
北
上

し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け

高
潮
が
起
こ
り
ま
す
。
台
風
史

大
き
く
変
わ
っ
た

　
　
　
木
曽
三
川
河
口
部
の
生
活
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

   

き  

そ  

さ
き

■ 被害状況平面図

■ 人口の変化

■ B - B’ 断面図　　　■ A - A’ 断面図　　　

■ ゼロメートル地帯

■ 地盤沈下の状況
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
四
． 慰
霊
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑦
水
難
の
碑

津
島
市
藤
浪
中
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

二
六-

二
九
六
一
）

「
お
み
よ
し

松
」
の
側
の

碑
と
同
じ
で

あ
る
。

●⑧
伊
勢
湾
台
風
水
難
の
碑

　

旧
弥
富
中

学
校
校
舎
に

設
置
さ
れ
て

い
た
藤
浪
中

学
と
同
じ
碑

は
、
中
学
校

移
転
に
伴

い
、
弥
富
市

平
島
町
西
新
田
の
「
お
み
よ
し
松
」
の

側
に
移
転
し
た
。

●⑨
伊
勢
湾
台
風
水
難
児
童
慰
霊
の
像

弥
富
市
立
大
藤

小
学
校
正
門
脇

（
℡
〇
五
六
七

-

六
八-

八
〇
一

四
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
三
． 神
社
創
建

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑤
鍋
田
神
明
社・伊
勢
湾
台
風
殉
難
之

碑・伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
慰
霊
観
音

弥
富
市
鍋
田
町

※

湾
岸
弥
富
IC
と
弥
富
木
曽
岬
IC
の
中
間
点

か
ら
北
へ
約
八
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
九

（
昭
和
四

四
）
年
の

「
伊
勢
湾
台

風
十
周
年
復

興
事
業
」

で
、
鍋
田
神

明
社
と
共
に

殉
難
之
碑
・

慰
霊
観
音
が

建
立
さ
れ
た
。

　

神
社
側
に
鍋
田
干
拓
の
歴
史
を
知
る

八
穂
地
蔵
が
あ
る
。

●⑥
木
曽
岬
神
社

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地

※

木
曽
岬
小
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

〇
五
一
）
か
ら
南
へ
約
七
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
〇

（
昭
和
三

五
）
年
九

月
、
遭
難
者

の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
創

建
さ
れ
た
。

嵩
上
げ
補
強
工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
一
月
に

新
し
く
再
建
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
二
． 復
旧
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●③
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
竣
功
記
念
碑

弥
富
市
中
山
町
松
山

※

弥
富
市
水
郷
公
園
内
、
総
合
体
育
館
（
℡

〇
五
六
七-

六
五-

〇
〇
〇
二
）
か
ら
木
曽
川

左
岸
へ

　

伊
勢
湾
台

風
の
全
復
旧

工
事
が
災
害

か
ら
三
年
後

の
一
九
六
二

（
昭
和
三

七
）
年
度
に

完
了
し
た
こ

と
を
記
念
し

て
、
竣
功
記
念
碑
が
鍋
田
川
締
切
の
地

に
建
立
さ
れ
た
。

●④
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
之
碑
　

弥
富
市
六
條
町
中
切
４
（
十
四
山
西
公
園
）

　

被
災
か
ら
七
年
経
っ
た
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
九
月
に
復
興
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
一
． 仮
締
切
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●①
伊
勢
湾
台
風
締
切
記
念
碑
　

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
（
源
緑
輪
中
）

※

名
四
国
道
木
曽
川
大
橋
下
流
の
木
曽
川
左

岸
二
．
九
㎞
付
近

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
一
月

九
日
に
桑
名
郡
木
曽
岬
町
の
源
禄
輪
中

の
仮
締
切
が
完
成
し
た
。

●②
伊
勢
湾
台
風
復
旧

　
仮
締
切
工
事
完
成
記
念
碑

（
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
碑
）

桑
名
市
長
島
町
白
鶏

※

野
亨
寺
（
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
七
九
九　

℡
〇
五
九
四-

四
五-

〇
八
一
九
）
か
ら
西
の

揖
斐
川
左
岸
堤
上

　

最
後
に

残
っ
た
白
鶏

地
区
の
仮
締

切
が
災
害
発

生
か
ら
五
三

日
目
の
一
一

月
一
八
日
に

完
了
し
、
そ

の
地
点
に
碑

が
建
立
さ
れ

た
。
な
お
、
地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
堤

●⑩
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
塔

愛
知
県
弥
富
市
操
出
一
一
丁
目

※

七
一
号
線
の
西
末
広
交
差
点
傍
で
鍋
田
神

明
社
か
ら
は
約
五
〇
〇
ｍ
東

　

最
上
部
に
観
音
像
、
向
か
っ
て
左
は

子
供
を
抱
き
か
か
え
る
母
親
の
像
、
右

は
自
衛
隊
員
が
引
き
上
げ
る
犠
牲
者
の

像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

●⑪
伊
勢
湾
台
風
殉
難
慰
霊
之
碑

弥
富
市
立
栄
南
小
学
校
プ
ー
ル
脇
県
道

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）

　

栄
南
小
学

校
の
学
区
の

園
児
六
名
を

慰
霊
す
る
。

●⑫
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
碑

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
新
政
成

※

筏
川
排
水
機
場
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

五
一
四
）
、
筏
川
河
口
新
末
広
橋
東
詰 

　

飛
島
村
住
民
一
三
〇
名
を
慰
霊
す
る
。

●⑬
治
水
昭
和
の
宮

海
津
市
海
津
町
油
島
（
治
水
神
社
内
）

　

下
流
域
一

〇
市
町
村
の

被
災
者
一
六

〇
一
名
が
祀

ら
れ
て
い

る
。

●⑭
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
碑

木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

※

木
曽
岬
温
泉
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
一

三
一
）
９
か
ら
北
東
に
約
三
〇
〇
ｍ

 

●⑮
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町
（
揖
斐
川
河
口
右
岸

堤
防
裏
）
と
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
（
木
曽
川

〇
．
八
k
付
近
右
岸
）
の
二
箇
所
に
同
じ
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
は
、両
脇

に
愛
児
を
抱

え
る
厳
し
い
母

の
姿
を
中
心
に

身
命
を
賭
し

て
職
場
に
散
っ

た
崇
高
な
責

任
感
を
象
徴

し
て
い
る
。

●⑯
伊
勢
湾
台
風
水
難
犠
牲
者
慰
霊
碑

桑
名
市
長
島
町

浦
安（
長
島
温

泉
、揖
斐
川
左

岸
河
口
）

　

松
影
地
区

の
一
〇
五
名

を
慰
霊
。

●⑰
伊
勢
湾
台
風
記
念
観
音

②
の
「
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
」
の

傍
。
桑
名
市
長
島
町
松
陰
（
白
坊
主
山
公
園

内
、
揖
斐
川
左
岸
〇
．六
㎞
）

　

松
陰
集
落
の
一
〇
三
名
を
慰
霊
。

●⑱
平
和
観
音
像

桑
名
市
長
島
町
中
部
小
学
校
（
℡
〇
五
九
四

-

四
二-

〇
〇
三
八
）
横
の
公
園
内

　

長
島
町
の
三
八
二
名
を
慰
霊
。

●⑲
城
南
干
拓
開
拓
史
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町

※

桑
名
温
泉
元
気
村
（
℡
〇
五
九
四-

二
一-

五
一

七
〇
）
の
東
隣
、

墓
地
の
入
口
）

●⑳
伊
勢
湾
台
風
不
忘
碑

三
重
県
桑
名
市

立
田
町

※

五
〇
四
号
線

で
揖
斐
長
良
大

橋
か
ら
南
六
〇

〇
ｍ
、
揖
斐
川

右
岸
一
．
九
㎞

　

災
害
復
旧

工
事
が
完
成

し
た
一
九
六

二
（
昭
和
三
七
）
年
に
建
立
さ
れ
た
慰

霊
碑
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
五
． 荼
毘・火
葬
な
ど
の
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●㉑
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
荼
毘
之
跡
碑

桑
名
市
稗
田
（
員
弁
川
桑
部
橋
下
流
左
岸
堤

防
上
）

　

桑
名
市
の
二
〇
七
名
の
受
難
者
を

こ
こ
か
ら
南
五
二
ｍ
の
地
で
荼
毘
に

付
し
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
　
六
． そ 

の 

他

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●35
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
碑
、高
潮
堤

防
緊
急
嵩
上
事
業
竣
工
之
碑

三
重
県
桑
名
市
吉
の
丸

※

桑
名
市
民
プ
ー
ル（
℡
〇
五
九
四-

二
三-

二
二

八
三
）の
北
側
夏
季
限
定
、揖
斐
川
右
岸
四
．二

㎞
付
近

●36
狐
地
土
地
改
良
之
碑

弥
富
市
狐
地

※

栄
南
小
学
校（
弥
富
市
狐
地
二
丁
目　

℡
〇

五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）か
ら
一
〇
三
号
線
で
西

六
〇
〇
ｍ
、狐
地
公
民
館
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ん
ろ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
っ
け

　
　

  

は
っ
ぽ

災
害
を
思
い
出
す
道
し
る
べ

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
、
木
曽
三
川
河
口
部
の
海
岸
堤
防
・

河
川
堤
防
は
二
六
箇
所
で
破
堤
し
、
こ
こ
か
ら
激
流
と
な
っ
て

流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
高
潮
堤
防

も
、
現
在
で
は
補
強
工
事
が
進
み
穏
や
か
な
河
口
部
の
風
景
が

見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
伊
勢
湾
台
風
の
惨
事
の
片
鱗
を
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
高
潮
堤
防
周
辺

や
地
域
を
丹
念
に
見
て
ゆ
く

と
、
処
々
に
当
時
の
状
況
を

思
い
出
さ
せ
る
施
設
や
記

念
碑
・
慰
霊
碑
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に

刻
ま
れ
て
い
る
一
字
一
句

が
再
び
惨
事
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
後
世
へ
呼
び
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。

M
A
P

本
節
最
後
の
「
災
害
を
思
い
出
す

道
し
る
べ
」
で
は
、
二
〇
箇
所
ほ

ど
の
慰
霊
碑
等
の
写
真
が
地
図
上

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
川

下
流
域
に
は
多
く
の
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
特

別
号
を
編
集
す
る
際
、
各
地
に
建

て
ら
れ
た
慰
霊
碑
等
を
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ

て
下
さ
る
こ
と
を
願
い
、
木
曽
川

下
流
河
川
事
務
所
が
発
行
し
た

「
木
曽
三
川
下
流
散
策
マ
ッ
プ
」

の
「
伊
勢
湾
台
風
の
碑
」
の
写
真

を
使
用
し
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
の
碑

　
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
（
台
風
一
五
号
）
は
、
伊
勢
湾
沿

岸
コ
ー
ス
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
わ
が
国
の
台
風
史
上
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
高
潮
災
害
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五
、一
〇
〇
余
名
、
流
失
・
全
半
壊

戸
数
八
〇
数
万
戸
、
海
岸
堤
防
や
河
口
に
近
い
河
川
堤
防
は
各
所
で
破
堤
・
決
壊
。
高

潮
は
内
陸
部
に
深
く
進
入
し
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
は
大
被
害
を
受
け
ま
し
た （
対
象
と

し
た
碑
は
、
津
島
市
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
木
曽
岬
町
、
桑
名
市
の
計
三
六
基
で
す
） 

。※木曽岬町内の13基の碑は割愛しています。⑮は2箇所に同じ碑が建立されています。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
四
． 慰
霊
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑦
水
難
の
碑

津
島
市
藤
浪
中
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

二
六-

二
九
六
一
）

「
お
み
よ
し

松
」
の
側
の

碑
と
同
じ
で

あ
る
。

●⑧
伊
勢
湾
台
風
水
難
の
碑

　

旧
弥
富
中

学
校
校
舎
に

設
置
さ
れ
て

い
た
藤
浪
中

学
と
同
じ
碑

は
、
中
学
校

移
転
に
伴

い
、
弥
富
市

平
島
町
西
新
田
の
「
お
み
よ
し
松
」
の

側
に
移
転
し
た
。

●⑨
伊
勢
湾
台
風
水
難
児
童
慰
霊
の
像

弥
富
市
立
大
藤

小
学
校
正
門
脇

（
℡
〇
五
六
七

-

六
八-

八
〇
一

四
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
三
． 神
社
創
建

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑤
鍋
田
神
明
社・伊
勢
湾
台
風
殉
難
之

碑・伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
慰
霊
観
音

弥
富
市
鍋
田
町

※

湾
岸
弥
富
IC
と
弥
富
木
曽
岬
IC
の
中
間
点

か
ら
北
へ
約
八
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
九

（
昭
和
四

四
）
年
の

「
伊
勢
湾
台

風
十
周
年
復

興
事
業
」

で
、
鍋
田
神

明
社
と
共
に

殉
難
之
碑
・

慰
霊
観
音
が

建
立
さ
れ
た
。

　

神
社
側
に
鍋
田
干
拓
の
歴
史
を
知
る

八
穂
地
蔵
が
あ
る
。

●⑥
木
曽
岬
神
社

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地

※

木
曽
岬
小
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

〇
五
一
）
か
ら
南
へ
約
七
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
〇

（
昭
和
三

五
）
年
九

月
、
遭
難
者

の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
創

建
さ
れ
た
。

嵩
上
げ
補
強
工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
一
月
に

新
し
く
再
建
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
二
． 復
旧
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●③
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
竣
功
記
念
碑

弥
富
市
中
山
町
松
山

※

弥
富
市
水
郷
公
園
内
、
総
合
体
育
館
（
℡

〇
五
六
七-

六
五-

〇
〇
〇
二
）
か
ら
木
曽
川

左
岸
へ

　

伊
勢
湾
台

風
の
全
復
旧

工
事
が
災
害

か
ら
三
年
後

の
一
九
六
二

（
昭
和
三

七
）
年
度
に

完
了
し
た
こ

と
を
記
念
し

て
、
竣
功
記
念
碑
が
鍋
田
川
締
切
の
地

に
建
立
さ
れ
た
。

●④
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
之
碑
　

弥
富
市
六
條
町
中
切
４
（
十
四
山
西
公
園
）

　

被
災
か
ら
七
年
経
っ
た
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
九
月
に
復
興
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
一
． 仮
締
切
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●①
伊
勢
湾
台
風
締
切
記
念
碑
　

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
（
源
緑
輪
中
）

※

名
四
国
道
木
曽
川
大
橋
下
流
の
木
曽
川
左

岸
二
．
九
㎞
付
近

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
一
月

九
日
に
桑
名
郡
木
曽
岬
町
の
源
禄
輪
中

の
仮
締
切
が
完
成
し
た
。

●②
伊
勢
湾
台
風
復
旧

　
仮
締
切
工
事
完
成
記
念
碑

（
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
碑
）

桑
名
市
長
島
町
白
鶏

※

野
亨
寺
（
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
七
九
九　

℡
〇
五
九
四-

四
五-

〇
八
一
九
）
か
ら
西
の

揖
斐
川
左
岸
堤
上

　

最
後
に

残
っ
た
白
鶏

地
区
の
仮
締

切
が
災
害
発

生
か
ら
五
三

日
目
の
一
一

月
一
八
日
に

完
了
し
、
そ

の
地
点
に
碑

が
建
立
さ
れ

た
。
な
お
、
地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
堤

●⑩
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
塔

愛
知
県
弥
富
市
操
出
一
一
丁
目

※

七
一
号
線
の
西
末
広
交
差
点
傍
で
鍋
田
神

明
社
か
ら
は
約
五
〇
〇
ｍ
東

　

最
上
部
に
観
音
像
、
向
か
っ
て
左
は

子
供
を
抱
き
か
か
え
る
母
親
の
像
、
右

は
自
衛
隊
員
が
引
き
上
げ
る
犠
牲
者
の

像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

●⑪
伊
勢
湾
台
風
殉
難
慰
霊
之
碑

弥
富
市
立
栄
南
小
学
校
プ
ー
ル
脇
県
道

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）

　

栄
南
小
学

校
の
学
区
の

園
児
六
名
を

慰
霊
す
る
。

●⑫
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
碑

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
新
政
成

※

筏
川
排
水
機
場
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

五
一
四
）
、
筏
川
河
口
新
末
広
橋
東
詰 

　

飛
島
村
住
民
一
三
〇
名
を
慰
霊
す
る
。

●⑬
治
水
昭
和
の
宮

海
津
市
海
津
町
油
島
（
治
水
神
社
内
）

　

下
流
域
一

〇
市
町
村
の

被
災
者
一
六

〇
一
名
が
祀

ら
れ
て
い

る
。

●⑭
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
碑

木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

※

木
曽
岬
温
泉
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
一

三
一
）
９
か
ら
北
東
に
約
三
〇
〇
ｍ

 

●⑮
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町
（
揖
斐
川
河
口
右
岸

堤
防
裏
）
と
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
（
木
曽
川

〇
．
八
k
付
近
右
岸
）
の
二
箇
所
に
同
じ
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
は
、両
脇

に
愛
児
を
抱

え
る
厳
し
い
母

の
姿
を
中
心
に

身
命
を
賭
し

て
職
場
に
散
っ

た
崇
高
な
責

任
感
を
象
徴

し
て
い
る
。

●⑯
伊
勢
湾
台
風
水
難
犠
牲
者
慰
霊
碑

桑
名
市
長
島
町

浦
安（
長
島
温

泉
、揖
斐
川
左

岸
河
口
）

　

松
影
地
区

の
一
〇
五
名

を
慰
霊
。

●⑰
伊
勢
湾
台
風
記
念
観
音

②
の
「
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
」
の

傍
。
桑
名
市
長
島
町
松
陰
（
白
坊
主
山
公
園

内
、
揖
斐
川
左
岸
〇
．六
㎞
）

　

松
陰
集
落
の
一
〇
三
名
を
慰
霊
。

●⑱
平
和
観
音
像

桑
名
市
長
島
町
中
部
小
学
校
（
℡
〇
五
九
四

-

四
二-

〇
〇
三
八
）
横
の
公
園
内

　

長
島
町
の
三
八
二
名
を
慰
霊
。

●⑲
城
南
干
拓
開
拓
史
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町

※

桑
名
温
泉
元
気
村
（
℡
〇
五
九
四-

二
一-

五
一

七
〇
）
の
東
隣
、

墓
地
の
入
口
）

●⑳
伊
勢
湾
台
風
不
忘
碑

三
重
県
桑
名
市

立
田
町

※

五
〇
四
号
線

で
揖
斐
長
良
大

橋
か
ら
南
六
〇

〇
ｍ
、
揖
斐
川

右
岸
一
．
九
㎞

　

災
害
復
旧

工
事
が
完
成

し
た
一
九
六

二
（
昭
和
三
七
）
年
に
建
立
さ
れ
た
慰

霊
碑
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
五
． 荼
毘・火
葬
な
ど
の
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●㉑
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
荼
毘
之
跡
碑

桑
名
市
稗
田
（
員
弁
川
桑
部
橋
下
流
左
岸
堤

防
上
）

　

桑
名
市
の
二
〇
七
名
の
受
難
者
を

こ
こ
か
ら
南
五
二
ｍ
の
地
で
荼
毘
に

付
し
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
　
六
． そ 

の 

他

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●35
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
碑
、高
潮
堤

防
緊
急
嵩
上
事
業
竣
工
之
碑

三
重
県
桑
名
市
吉
の
丸

※

桑
名
市
民
プ
ー
ル（
℡
〇
五
九
四-

二
三-

二
二

八
三
）の
北
側
夏
季
限
定
、揖
斐
川
右
岸
四
．二

㎞
付
近

●36
狐
地
土
地
改
良
之
碑

弥
富
市
狐
地

※

栄
南
小
学
校（
弥
富
市
狐
地
二
丁
目　

℡
〇

五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）か
ら
一
〇
三
号
線
で
西

六
〇
〇
ｍ
、狐
地
公
民
館
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

げ
ん
ろ
く

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

は
っ
け

　
　

  

は
っ
ぽ

災
害
を
思
い
出
す
道
し
る
べ

　
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
、
木
曽
三
川
河
口
部
の
海
岸
堤
防
・

河
川
堤
防
は
二
六
箇
所
で
破
堤
し
、
こ
こ
か
ら
激
流
と
な
っ
て

流
れ
込
ん
だ
高
潮
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々
が
犠
牲
と
な
り
ま
し

た
。
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
そ
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
高
潮
堤
防

も
、
現
在
で
は
補
強
工
事
が
進
み
穏
や
か
な
河
口
部
の
風
景
が

見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
伊
勢
湾
台
風
の
惨
事
の
片
鱗
を
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
高
潮
堤
防
周
辺

や
地
域
を
丹
念
に
見
て
ゆ
く

と
、
処
々
に
当
時
の
状
況
を

思
い
出
さ
せ
る
施
設
や
記

念
碑
・
慰
霊
碑
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に

刻
ま
れ
て
い
る
一
字
一
句

が
再
び
惨
事
を
繰
り
返
さ

な
い
よ
う
後
世
へ
呼
び
か

け
て
い
る
よ
う
で
す
。

M
A
P

本
節
最
後
の
「
災
害
を
思
い
出
す

道
し
る
べ
」
で
は
、
二
〇
箇
所
ほ

ど
の
慰
霊
碑
等
の
写
真
が
地
図
上

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
川

下
流
域
に
は
多
く
の
碑
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
特

別
号
を
編
集
す
る
際
、
各
地
に
建

て
ら
れ
た
慰
霊
碑
等
を
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
訪
れ

て
下
さ
る
こ
と
を
願
い
、
木
曽
川

下
流
河
川
事
務
所
が
発
行
し
た

「
木
曽
三
川
下
流
散
策
マ
ッ
プ
」

の
「
伊
勢
湾
台
風
の
碑
」
の
写
真

を
使
用
し
ま
し
た
。

伊
勢
湾
台
風
の
碑

　
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
九
月
の
伊
勢
湾
台
風
（
台
風
一
五
号
）
は
、
伊
勢
湾
沿

岸
コ
ー
ス
に
よ
る
高
潮
災
害
で
、
わ
が
国
の
台
風
史
上
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
こ
の
高
潮
災
害
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五
、一
〇
〇
余
名
、
流
失
・
全
半
壊

戸
数
八
〇
数
万
戸
、
海
岸
堤
防
や
河
口
に
近
い
河
川
堤
防
は
各
所
で
破
堤
・
決
壊
。
高

潮
は
内
陸
部
に
深
く
進
入
し
、
伊
勢
湾
沿
岸
一
帯
は
大
被
害
を
受
け
ま
し
た （
対
象
と

し
た
碑
は
、
津
島
市
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
木
曽
岬
町
、
桑
名
市
の
計
三
六
基
で
す
） 

。※木曽岬町内の13基の碑は割愛しています。⑮は2箇所に同じ碑が建立されています。
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│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
四
． 慰
霊
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑦
水
難
の
碑

津
島
市
藤
浪
中
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

二
六-

二
九
六
一
）

「
お
み
よ
し

松
」
の
側
の

碑
と
同
じ
で

あ
る
。

●⑧
伊
勢
湾
台
風
水
難
の
碑

　

旧
弥
富
中

学
校
校
舎
に

設
置
さ
れ
て

い
た
藤
浪
中

学
と
同
じ
碑

は
、
中
学
校

移
転
に
伴

い
、
弥
富
市

平
島
町
西
新
田
の
「
お
み
よ
し
松
」
の

側
に
移
転
し
た
。

●⑨
伊
勢
湾
台
風
水
難
児
童
慰
霊
の
像

弥
富
市
立
大
藤

小
学
校
正
門
脇

（
℡
〇
五
六
七

-

六
八-

八
〇
一

四
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
三
． 神
社
創
建

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑤
鍋
田
神
明
社・伊
勢
湾
台
風
殉
難
之

碑・伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
慰
霊
観
音

弥
富
市
鍋
田
町

※

湾
岸
弥
富
IC
と
弥
富
木
曽
岬
IC
の
中
間
点

か
ら
北
へ
約
八
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
九

（
昭
和
四

四
）
年
の

「
伊
勢
湾
台

風
十
周
年
復

興
事
業
」

で
、
鍋
田
神

明
社
と
共
に

殉
難
之
碑
・

慰
霊
観
音
が

建
立
さ
れ
た
。

　

神
社
側
に
鍋
田
干
拓
の
歴
史
を
知
る

八
穂
地
蔵
が
あ
る
。

●⑥
木
曽
岬
神
社

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地

※

木
曽
岬
小
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

〇
五
一
）
か
ら
南
へ
約
七
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
〇

（
昭
和
三

五
）
年
九

月
、
遭
難
者

の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
創

建
さ
れ
た
。

嵩
上
げ
補
強
工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
一
月
に

新
し
く
再
建
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
二
． 復
旧
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●③
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
竣
功
記
念
碑

弥
富
市
中
山
町
松
山

※

弥
富
市
水
郷
公
園
内
、
総
合
体
育
館
（
℡

〇
五
六
七-

六
五-

〇
〇
〇
二
）
か
ら
木
曽
川

左
岸
へ

　

伊
勢
湾
台

風
の
全
復
旧

工
事
が
災
害

か
ら
三
年
後

の
一
九
六
二

（
昭
和
三

七
）
年
度
に

完
了
し
た
こ

と
を
記
念
し

て
、
竣
功
記
念
碑
が
鍋
田
川
締
切
の
地

に
建
立
さ
れ
た
。

●④
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
之
碑
　

弥
富
市
六
條
町
中
切
４
（
十
四
山
西
公
園
）

　

被
災
か
ら
七
年
経
っ
た
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
九
月
に
復
興
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
一
． 仮
締
切
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●①
伊
勢
湾
台
風
締
切
記
念
碑
　

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
（
源
緑
輪
中
）

※

名
四
国
道
木
曽
川
大
橋
下
流
の
木
曽
川
左

岸
二
．
九
㎞
付
近

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
一
月

九
日
に
桑
名
郡
木
曽
岬
町
の
源
禄
輪
中

の
仮
締
切
が
完
成
し
た
。

●②
伊
勢
湾
台
風
復
旧

　
仮
締
切
工
事
完
成
記
念
碑

（
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
碑
）

桑
名
市
長
島
町
白
鶏

※

野
亨
寺
（
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
七
九
九　

℡
〇
五
九
四-

四
五-

〇
八
一
九
）
か
ら
西
の

揖
斐
川
左
岸
堤
上

　

最
後
に

残
っ
た
白
鶏

地
区
の
仮
締

切
が
災
害
発

生
か
ら
五
三

日
目
の
一
一

月
一
八
日
に

完
了
し
、
そ

の
地
点
に
碑

が
建
立
さ
れ

た
。
な
お
、
地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
堤

●⑩
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
塔

愛
知
県
弥
富
市
操
出
一
一
丁
目

※

七
一
号
線
の
西
末
広
交
差
点
傍
で
鍋
田
神

明
社
か
ら
は
約
五
〇
〇
ｍ
東

　

最
上
部
に
観
音
像
、
向
か
っ
て
左
は

子
供
を
抱
き
か
か
え
る
母
親
の
像
、
右

は
自
衛
隊
員
が
引
き
上
げ
る
犠
牲
者
の

像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

●⑪
伊
勢
湾
台
風
殉
難
慰
霊
之
碑

弥
富
市
立
栄
南
小
学
校
プ
ー
ル
脇
県
道

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）

　

栄
南
小
学

校
の
学
区
の

園
児
六
名
を

慰
霊
す
る
。

●⑫
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
碑

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
新
政
成

※

筏
川
排
水
機
場
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

五
一
四
）
、
筏
川
河
口
新
末
広
橋
東
詰 

　

飛
島
村
住
民
一
三
〇
名
を
慰
霊
す
る
。

●⑬
治
水
昭
和
の
宮

海
津
市
海
津
町
油
島
（
治
水
神
社
内
）

　

下
流
域
一

〇
市
町
村
の

被
災
者
一
六

〇
一
名
が
祀

ら
れ
て
い

る
。

●⑭
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
碑

木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

※

木
曽
岬
温
泉
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
一

三
一
）
９
か
ら
北
東
に
約
三
〇
〇
ｍ

 

●⑮
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町
（
揖
斐
川
河
口
右
岸

堤
防
裏
）
と
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
（
木
曽
川

〇
．
八
k
付
近
右
岸
）
の
二
箇
所
に
同
じ
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
は
、両
脇

に
愛
児
を
抱

え
る
厳
し
い
母

の
姿
を
中
心
に

身
命
を
賭
し

て
職
場
に
散
っ

た
崇
高
な
責

任
感
を
象
徴

し
て
い
る
。

●⑯
伊
勢
湾
台
風
水
難
犠
牲
者
慰
霊
碑

桑
名
市
長
島
町

浦
安（
長
島
温

泉
、揖
斐
川
左

岸
河
口
）

　

松
影
地
区

の
一
〇
五
名

を
慰
霊
。

●⑰
伊
勢
湾
台
風
記
念
観
音

②
の
「
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
」
の

傍
。
桑
名
市
長
島
町
松
陰
（
白
坊
主
山
公
園

内
、
揖
斐
川
左
岸
〇
．六
㎞
）

　

松
陰
集
落
の
一
〇
三
名
を
慰
霊
。

●⑱
平
和
観
音
像

桑
名
市
長
島
町
中
部
小
学
校
（
℡
〇
五
九
四

-

四
二-

〇
〇
三
八
）
横
の
公
園
内

　

長
島
町
の
三
八
二
名
を
慰
霊
。

●⑲
城
南
干
拓
開
拓
史
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町

※

桑
名
温
泉
元
気
村
（
℡
〇
五
九
四-

二
一-

五
一

七
〇
）
の
東
隣
、

墓
地
の
入
口
）

●⑳
伊
勢
湾
台
風
不
忘
碑

三
重
県
桑
名
市

立
田
町

※

五
〇
四
号
線

で
揖
斐
長
良
大

橋
か
ら
南
六
〇

〇
ｍ
、
揖
斐
川

右
岸
一
．
九
㎞

　

災
害
復
旧

工
事
が
完
成

し
た
一
九
六

二
（
昭
和
三
七
）
年
に
建
立
さ
れ
た
慰

霊
碑
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
五
． 荼
毘・火
葬
な
ど
の
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●㉑
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
荼
毘
之
跡
碑

桑
名
市
稗
田
（
員
弁
川
桑
部
橋
下
流
左
岸
堤

防
上
）

　

桑
名
市
の
二
〇
七
名
の
受
難
者
を

こ
こ
か
ら
南
五
二
ｍ
の
地
で
荼
毘
に

付
し
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
　
六
． そ 

の 

他

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●35
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
碑
、高
潮
堤

防
緊
急
嵩
上
事
業
竣
工
之
碑

三
重
県
桑
名
市
吉
の
丸

※

桑
名
市
民
プ
ー
ル（
℡
〇
五
九
四-

二
三-

二
二

八
三
）の
北
側
夏
季
限
定
、揖
斐
川
右
岸
四
．二

㎞
付
近

●36
狐
地
土
地
改
良
之
碑

弥
富
市
狐
地

※

栄
南
小
学
校（
弥
富
市
狐
地
二
丁
目　

℡
〇

五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）か
ら
一
〇
三
号
線
で
西

六
〇
〇
ｍ
、狐
地
公
民
館
側

●
木
曽
岬
町
に
は
一
三
基
の

  

「
殉
難
者
火
葬
の
地
碑
」が
あ
り
ま
す
。

㉒
木
曽
岬
町
新
加
路
戸
浄
覚
寺
（
℡
〇
五

六
七-

六
七-

二
三
三
五
）
、
㉓
木
曽
岬
町

加
路
戸
、
㉔
木
曽
岬
町
見
入
、
㉕
木
曽
岬

町
近
江
島
清
雲
院
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
三
七
〇
）
、
㉖
木
曽
岬
町
和
泉
透
前
寺

（
下
和
泉
集
会
所
側
）
、
㉗
木
曽
岬
町

雁
ヶ
地
十
輪
寺
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一

〇
四
一
）
、
㉘
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地
誓
念
寺

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
二
五
三
）
、
㉙

木
曽
岬
町
富
田
子
、
㉚
木
曽
岬
町
三
崎
、

㉛
木
曽
岬
町
富
田
子
（
中
央
幹
線
水
路
川

先
排
水
機
場
）
、
32
木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

松
永
、
33
藤
里
殉
難
者
供
養
塔
（
木
曽
岬

町
源
緑
輪
中
上
藤
里
）
、
34
木
曽
岬
町
源

緑
輪
中

　
　
　
　

 

ま
つ
か
げ

　
　
　
　
　

お
う
み
じ
ま

　
　
　

　
　
　

が
ん 

が 

じ

                              

と
み
た 

ね

舟
が
春
日
神
社
の
鳥
居
に
衝
突

　

初
代
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
が
一
六
〇
二（
慶

長
七
）年
に
初
代
木
造
鳥
居
を
春
日
神
社
に
寄

進
し
た
後
、一
六
六
七（
寛
文
七
）年
、桑
名
七
代

藩
主
松
平
定
垂
が
鋳
物
師
辻
内
善
右
衛
門
種

次
に
命
じ
て
青
銅
の
鳥
居
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
舟
が
衝

突
し
て
鳥
居
を
破
損
し
た
時
も
、辻
内
家
が
修

復
し
、衝
突
の
傷
は
今
も
柱
に
残
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、鳥
居
の
脇
に
は
、「
迷
い
児
石
」と
も
呼
ば

れ
る
江
戸
時
代
の
掲
示
板
・
石
柱
「
し
る
べ
い
し

（
明
治
一
六
年
製
）」が
建
っ
て
い
ま
す
。

『伊勢湾台風 桑名市の全貌』全日本写真連盟 桑名支部 昭和35年
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第
三
章

第
三
章

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
四
． 慰
霊
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑦
水
難
の
碑

津
島
市
藤
浪
中
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

二
六-

二
九
六
一
）

「
お
み
よ
し

松
」
の
側
の

碑
と
同
じ
で

あ
る
。

●⑧
伊
勢
湾
台
風
水
難
の
碑

　

旧
弥
富
中

学
校
校
舎
に

設
置
さ
れ
て

い
た
藤
浪
中

学
と
同
じ
碑

は
、
中
学
校

移
転
に
伴

い
、
弥
富
市

平
島
町
西
新
田
の
「
お
み
よ
し
松
」
の

側
に
移
転
し
た
。

●⑨
伊
勢
湾
台
風
水
難
児
童
慰
霊
の
像

弥
富
市
立
大
藤

小
学
校
正
門
脇

（
℡
〇
五
六
七

-

六
八-

八
〇
一

四
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
三
． 神
社
創
建

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●⑤
鍋
田
神
明
社・伊
勢
湾
台
風
殉
難
之

碑・伊
勢
湾
台
風
殉
難
者
慰
霊
観
音

弥
富
市
鍋
田
町

※

湾
岸
弥
富
IC
と
弥
富
木
曽
岬
IC
の
中
間
点

か
ら
北
へ
約
八
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
九

（
昭
和
四

四
）
年
の

「
伊
勢
湾
台

風
十
周
年
復

興
事
業
」

で
、
鍋
田
神

明
社
と
共
に

殉
難
之
碑
・

慰
霊
観
音
が

建
立
さ
れ
た
。

　

神
社
側
に
鍋
田
干
拓
の
歴
史
を
知
る

八
穂
地
蔵
が
あ
る
。

●⑥
木
曽
岬
神
社

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地

※

木
曽
岬
小
学
校
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

〇
五
一
）
か
ら
南
へ
約
七
〇
〇
ｍ

　

一
九
六
〇

（
昭
和
三

五
）
年
九

月
、
遭
難
者

の
霊
を
慰
め

る
た
め
に
創

建
さ
れ
た
。

嵩
上
げ
補
強
工
事
の
た
め
撤
去
さ
れ
、

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
一
一
月
に

新
し
く
再
建
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
二
． 復
旧
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●③
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
旧
竣
功
記
念
碑

弥
富
市
中
山
町
松
山

※

弥
富
市
水
郷
公
園
内
、
総
合
体
育
館
（
℡

〇
五
六
七-

六
五-

〇
〇
〇
二
）
か
ら
木
曽
川

左
岸
へ

　

伊
勢
湾
台

風
の
全
復
旧

工
事
が
災
害

か
ら
三
年
後

の
一
九
六
二

（
昭
和
三

七
）
年
度
に

完
了
し
た
こ

と
を
記
念
し

て
、
竣
功
記
念
碑
が
鍋
田
川
締
切
の
地

に
建
立
さ
れ
た
。

●④
伊
勢
湾
台
風
災
害
復
興
之
碑
　

弥
富
市
六
條
町
中
切
４
（
十
四
山
西
公
園
）

　

被
災
か
ら
七
年
経
っ
た
一
九
六
六

（
昭
和
四
一
）
年
九
月
に
復
興
を
記
念

し
て
建
立
さ
れ
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
一
． 仮
締
切
関
係

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●①
伊
勢
湾
台
風
締
切
記
念
碑
　

三
重
県
桑
名
郡
木
曽
岬
町
（
源
緑
輪
中
）

※

名
四
国
道
木
曽
川
大
橋
下
流
の
木
曽
川
左

岸
二
．
九
㎞
付
近

 

一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
一
一
月

九
日
に
桑
名
郡
木
曽
岬
町
の
源
禄
輪
中

の
仮
締
切
が
完
成
し
た
。

●②
伊
勢
湾
台
風
復
旧

　
仮
締
切
工
事
完
成
記
念
碑

（
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
碑
）

桑
名
市
長
島
町
白
鶏

※

野
亨
寺
（
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
七
九
九　

℡
〇
五
九
四-

四
五-

〇
八
一
九
）
か
ら
西
の

揖
斐
川
左
岸
堤
上

　

最
後
に

残
っ
た
白
鶏

地
区
の
仮
締

切
が
災
害
発

生
か
ら
五
三

日
目
の
一
一

月
一
八
日
に

完
了
し
、
そ

の
地
点
に
碑

が
建
立
さ
れ

た
。
な
お
、
地
盤
沈
下
に
伴
う
高
潮
堤

●⑩
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
塔

愛
知
県
弥
富
市
操
出
一
一
丁
目

※

七
一
号
線
の
西
末
広
交
差
点
傍
で
鍋
田
神

明
社
か
ら
は
約
五
〇
〇
ｍ
東

　

最
上
部
に
観
音
像
、
向
か
っ
て
左
は

子
供
を
抱
き
か
か
え
る
母
親
の
像
、
右

は
自
衛
隊
員
が
引
き
上
げ
る
犠
牲
者
の

像
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

●⑪
伊
勢
湾
台
風
殉
難
慰
霊
之
碑

弥
富
市
立
栄
南
小
学
校
プ
ー
ル
脇
県
道

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）

　

栄
南
小
学

校
の
学
区
の

園
児
六
名
を

慰
霊
す
る
。

●⑫
伊
勢
湾
台
風
殉
難
之
碑

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
新
政
成

※

筏
川
排
水
機
場
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

八

五
一
四
）
、
筏
川
河
口
新
末
広
橋
東
詰 

　

飛
島
村
住
民
一
三
〇
名
を
慰
霊
す
る
。

●⑬
治
水
昭
和
の
宮

海
津
市
海
津
町
油
島
（
治
水
神
社
内
）

　

下
流
域
一

〇
市
町
村
の

被
災
者
一
六

〇
一
名
が
祀

ら
れ
て
い

る
。

●⑭
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
碑

木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

※

木
曽
岬
温
泉
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
一

三
一
）
９
か
ら
北
東
に
約
三
〇
〇
ｍ

 

●⑮
伊
勢
湾
台
風
殉
難
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町
（
揖
斐
川
河
口
右
岸

堤
防
裏
）
と
桑
名
市
長
島
町
松
蔭
（
木
曽
川

〇
．
八
k
付
近
右
岸
）
の
二
箇
所
に
同
じ
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

碑
は
、両
脇

に
愛
児
を
抱

え
る
厳
し
い
母

の
姿
を
中
心
に

身
命
を
賭
し

て
職
場
に
散
っ

た
崇
高
な
責

任
感
を
象
徴

し
て
い
る
。

●⑯
伊
勢
湾
台
風
水
難
犠
牲
者
慰
霊
碑

桑
名
市
長
島
町

浦
安（
長
島
温

泉
、揖
斐
川
左

岸
河
口
）

　

松
影
地
区

の
一
〇
五
名

を
慰
霊
。

●⑰
伊
勢
湾
台
風
記
念
観
音

②
の
「
現
伊
勢
湾
台
風
仮
締
切
記
念
」
の

傍
。
桑
名
市
長
島
町
松
陰
（
白
坊
主
山
公
園

内
、
揖
斐
川
左
岸
〇
．六
㎞
）

　

松
陰
集
落
の
一
〇
三
名
を
慰
霊
。

●⑱
平
和
観
音
像

桑
名
市
長
島
町
中
部
小
学
校
（
℡
〇
五
九
四

-

四
二-

〇
〇
三
八
）
横
の
公
園
内

　

長
島
町
の
三
八
二
名
を
慰
霊
。

●⑲
城
南
干
拓
開
拓
史
の
碑

三
重
県
桑
名
市
福
岡
町

※

桑
名
温
泉
元
気
村
（
℡
〇
五
九
四-

二
一-

五
一

七
〇
）
の
東
隣
、

墓
地
の
入
口
）

●⑳
伊
勢
湾
台
風
不
忘
碑

三
重
県
桑
名
市

立
田
町

※

五
〇
四
号
線

で
揖
斐
長
良
大

橋
か
ら
南
六
〇

〇
ｍ
、
揖
斐
川

右
岸
一
．
九
㎞

　

災
害
復
旧

工
事
が
完
成

し
た
一
九
六

二
（
昭
和
三
七
）
年
に
建
立
さ
れ
た
慰

霊
碑
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
五
． 荼
毘・火
葬
な
ど
の
碑

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●㉑
伊
勢
湾
台
風
遭
難
者
荼
毘
之
跡
碑

桑
名
市
稗
田
（
員
弁
川
桑
部
橋
下
流
左
岸
堤

防
上
）

　

桑
名
市
の
二
〇
七
名
の
受
難
者
を

こ
こ
か
ら
南
五
二
ｍ
の
地
で
荼
毘
に

付
し
た
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

　
　
六
． そ 

の 

他

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

●35
伊
勢
湾
台
風
三
〇
年
碑
、高
潮
堤

防
緊
急
嵩
上
事
業
竣
工
之
碑

三
重
県
桑
名
市
吉
の
丸

※

桑
名
市
民
プ
ー
ル（
℡
〇
五
九
四-

二
三-

二
二

八
三
）の
北
側
夏
季
限
定
、揖
斐
川
右
岸
四
．二

㎞
付
近

●36
狐
地
土
地
改
良
之
碑

弥
富
市
狐
地

※

栄
南
小
学
校（
弥
富
市
狐
地
二
丁
目　

℡
〇

五
六
七-

六
八-

八
〇
一
五
）か
ら
一
〇
三
号
線
で
西

六
〇
〇
ｍ
、狐
地
公
民
館
側

●
木
曽
岬
町
に
は
一
三
基
の

  

「
殉
難
者
火
葬
の
地
碑
」が
あ
り
ま
す
。

㉒
木
曽
岬
町
新
加
路
戸
浄
覚
寺
（
℡
〇
五

六
七-

六
七-

二
三
三
五
）
、
㉓
木
曽
岬
町

加
路
戸
、
㉔
木
曽
岬
町
見
入
、
㉕
木
曽
岬

町
近
江
島
清
雲
院
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
三
七
〇
）
、
㉖
木
曽
岬
町
和
泉
透
前
寺

（
下
和
泉
集
会
所
側
）
、
㉗
木
曽
岬
町

雁
ヶ
地
十
輪
寺
（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一

〇
四
一
）
、
㉘
木
曽
岬
町
雁
ヶ
地
誓
念
寺

（
℡
〇
五
六
七-

六
八-

一
二
五
三
）
、
㉙

木
曽
岬
町
富
田
子
、
㉚
木
曽
岬
町
三
崎
、

㉛
木
曽
岬
町
富
田
子
（
中
央
幹
線
水
路
川

先
排
水
機
場
）
、
32
木
曽
岬
町
源
緑
輪
中

松
永
、
33
藤
里
殉
難
者
供
養
塔
（
木
曽
岬

町
源
緑
輪
中
上
藤
里
）
、
34
木
曽
岬
町
源

緑
輪
中

　
　
　
　

 

ま
つ
か
げ

　
　
　
　
　

お
う
み
じ
ま

　
　
　

　
　
　

が
ん 

が 

じ

                              

と
み
た 

ね

舟
が
春
日
神
社
の
鳥
居
に
衝
突

　

初
代
桑
名
藩
主
本
多
忠
勝
が
一
六
〇
二（
慶

長
七
）年
に
初
代
木
造
鳥
居
を
春
日
神
社
に
寄

進
し
た
後
、一
六
六
七（
寛
文
七
）年
、桑
名
七
代

藩
主
松
平
定
垂
が
鋳
物
師
辻
内
善
右
衛
門
種

次
に
命
じ
て
青
銅
の
鳥
居
を
建
立
し
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
舟
が
衝

突
し
て
鳥
居
を
破
損
し
た
時
も
、辻
内
家
が
修

復
し
、衝
突
の
傷
は
今
も
柱
に
残
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、鳥
居
の
脇
に
は
、「
迷
い
児
石
」と
も
呼
ば

れ
る
江
戸
時
代
の
掲
示
板
・
石
柱
「
し
る
べ
い
し

（
明
治
一
六
年
製
）」が
建
っ
て
い
ま
す
。

『伊勢湾台風 桑名市の全貌』全日本写真連盟 桑名支部 昭和35年

コ ラ ム
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伊
勢
湾
台
風
の
被
災
水
位
を
表
示
し
た
標
識
一
三
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。
背
丈
よ
り

は
る
か
上
に
印
さ
れ
た
各
地
の
潮
位
記
録
の
印
を
見
て
、
当
時
の
惨
状
を
思
い
起
こ
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

●①
長
島
町
総
合
支
所

℡
〇
五
九
四-

四
二-

四
一
一
一

三
重
県
桑
名
市
長
島
町
松
ケ
島
三
八

●②
伊
曽
島
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

(

伊
曽
島
幼
稚
園

℡
〇
五
九
四-

四
五-

〇
八
三
〇
の
北
側
）

桑
名
市
長
島
町
白
鶏
一-

三
八

●③
輪
中
の
郷
玄
関

℡
〇
五
九
四-

四
二-

〇
〇
〇
一

桑
名
市
長
島
町
西
川
一
〇
九
三
番
地

●④
長
島
中
学
校

℡
〇
五
九
四-

四
二-

〇
〇
五
四

桑
名
市
長
島
町
西
外
面
二
一
七
五

●⑤
桑
名
市
消
防
団
長
島
方
面
団

℡
〇
五
九
四-

四
二-

五
二
一
七

三
重
県
桑
名
市
長
島
町
殿
名
五
六
一-

三

●⑥
飛
島
村
役
場

℡
〇
五
六
七-

五
二-

一
二
三
一

海
部
郡
飛
島
村
竹
之
郷
三
丁
目
一
番
地

●⑦
飛
島
中
学
校

℡
〇
五
六
七-
五
二-

四
〇
〇
一

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村
大
字
松
之
郷
三
丁
目

二
一

●⑧
弥
富
市
役
所
前

℡
〇
五
六
七-

六
五-

一
一
一
一

愛
知
県
弥
富
市
前
ケ
須
町
南
本
田
三
三
五

●⑨
弥
富
市
鍋
田
支
所

℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
〇
一

弥
富
市
稲
吉
一
丁
目
八

●⑩
木
曽
岬
町
役
場

℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
一
一
一

桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
西
対
海
地

●⑪
木
曽
岬
小
学
校

℡
〇
五
六
七-

六
八-

八
〇
五
一

桑
名
郡
木
曽
岬
町
田
代
一
六
〇

●⑫
木
曽
岬
中
学
校

℡
〇
五
六
七‒

六
八‒

八
〇
三
九

桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
中
和
泉
三
六
一
番
地

●⑬
雁
ヶ
地
地
内

桑
名
郡
木
曽
岬
町
大
字
雁
ケ
地

①
長
島
町
総
合
支
所

②
伊
曽
島
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

③
輪
中
の
郷
玄
関

⑧
弥
富
市
役
所
前

⑨
弥
富
市
鍋
田
支
所

⑩
木
曽
岬
町
役
場

⑫
木
曽
岬
中
学
校

⑦
飛
島
中
学
校

⑪
木
曽
岬
小
学
校

⑤
桑
名
市
消
防
団
長
島
方
面
団

⑥
飛
島
村
役
場

④
長
島
中
学
校

⑬
雁
ヶ
地
地
内
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潮
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③
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⑦
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⑪
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⑤
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 桑名市、多度町、長島町、木曽岬村の被害

■ 浸水状況図（『自然に学び自然に備える』中部建設協会 平成21年より）

■ 電通学園に避難した長島・木曽岬の被災者10月3日
　 （中日新聞社提供）

■ 数年前に取り壊された電通学園の大ホール
　 （NTT西日本三重支店提供）

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 高田本山の食堂

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録
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重
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史　

木
曽
岬
村
役
場　

昭
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●
日
本
自
然
災
害
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第
四
巻
伊
勢
湾
台
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害
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昭
和
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年

●
写
真
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伊
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国
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昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

集
団
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
じ
ゅ 

じ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

じ
き
ど
う

罹災総数（人）

38,004 

980 

1,290 

5,139 

2,279 

8,708 

3,312 

51,004 

桑名市 　 

多度町 　 

北部地区
（学区・長島北小学校）

中部地区
（学区・長島南小学校）

伊曽島地区
（学区・伊曽島小学校）

小計 　 

木曽岬村 　 

合計 　 

死者（人）

184
（0.48％）

ー

1
（0.08％）
101

（1.97％）
281

（12.33％）
383

（4.40％）
328

（9.90％）

895 

全壊（戸）

244 

16 

4 

130 

96 

244 

95 

599 

半壊（戸）

1,924 

95 

65 

408 

109 

582 

281 

2,787 

長

島

町

『伊勢湾台風30周年記念』桑名郡長島役場 平成元年、『木曽岬村史』木曽岬村役場 昭和44年
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第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 桑名市、多度町、長島町、木曽岬村の被害

■ 浸水状況図（『自然に学び自然に備える』中部建設協会 平成21年より）

■ 電通学園に避難した長島・木曽岬の被災者10月3日
　 （中日新聞社提供）

■ 数年前に取り壊された電通学園の大ホール
　 （NTT西日本三重支店提供）

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 高田本山の食堂

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
信
編
著　

三
重
県
郷
土
資
料
刊

行
会　

昭
和
五
七
年

●
木
曽
岬
村
史　

木
曽
岬
村
役
場　

昭
和
四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
集
伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る

集
団
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

せ
ん
じ
ゅ 

じ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

じ
き
ど
う

罹災総数（人）

38,004 

980 

1,290 

5,139 

2,279 

8,708 

3,312 

51,004 

桑名市 　 

多度町 　 

北部地区
（学区・長島北小学校）

中部地区
（学区・長島南小学校）

伊曽島地区
（学区・伊曽島小学校）

小計 　 

木曽岬村 　 

合計 　 

死者（人）

184
（0.48％）

ー

1
（0.08％）
101

（1.97％）
281

（12.33％）
383

（4.40％）
328

（9.90％）

895 

全壊（戸）

244 

16 

4 

130 

96 

244 

95 

599 

半壊（戸）

1,924 

95 

65 

408 

109 

582 

281 

2,787 

長

島

町

『伊勢湾台風30周年記念』桑名郡長島役場 平成元年、『木曽岬村史』木曽岬村役場 昭和44年
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第
四
章

第
四
章

四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 新聞記事における避難状況の記述

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 昭和初期の如雪園(『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年)■ 観光客でにぎわう旧五鈴館跡の店

■ 神都道場として使用された昭和10年頃の別館対泉閣（通称大橋館）
　 （『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年）

■ 桑名郡長島町都羅新田（揖斐川左岸側）に着陸した米軍ヘリ
　 に集まる被災者（提供 朝日新聞社）

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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❋
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台
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年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

　
　

し
ん  

と

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

ご  

れ
い
か
ん

　
　
　
　

      

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
ち
ょ
う　
　

  

ご   

み 

づ
か

【被害状況】
〇桑名市市内の小・中学生の約半分に当る6,500人が学校を失い、伊曽島小では59名、木曽岬小で57人、木曽岬中で13人も亡くなった。
〇長島北小・伊曽島小は水に浸かり、長島南小学校と長島中学は被災者収容所、桑名の光風中学は災害本部でヘリコプター基地となった。
〇三重県教育委員会は、桑名市・長島町・木曽岬村の小学生8,200人　中学生1,200の集団避難について協議した。
〇三重県は、木曽岬村・長島町の被災者が伝染病に罹患しないように、員弁郡下の北勢町などへ強制避難を決定。
〇長島町2500人と木曽岬村500人の老幼婦女子を鈴鹿市の電通学園大ホール等への避難を決定。
【県営避難所設置の決定】
〇県営避難所を設置して緊急避難の方針が決定 
 
【避難説得】
〇被害が甚大な長島町伊曽島地区は集団避難に賛成。被害が軽微な被災者は防災上の理由で避難を渋る。
〇長島町と木曽岬村の被災者3000人（長島町2500人、木曽岬村500人）の説得を開始。
〇2日までの集団避難希望者は、長島町455人、木曽岬村531人の計986人。
〇2日中に被災者に避難を説得し、3日から自衛艦2隻、小舟3隻で避難開始。
〇長島町の一部被災者は待ちきれずに2日に一部（96人）が鈴鹿避難所の電通学園に避難した。
〇2日から、四日市港・名古屋港間に1日2便の定期便（海上保安庁の船）が開通した。 

【避難行動】
〇長島町の老幼婦女子96名が、3日の避難を繰り上げて電通学園に避難。
〇長島町⇒米軍ヘリで光風中学⇒バス2台で鈴鹿へ 

【避難行動】
〇3日早朝から、長島町（560人）と木曽岬村（643人）の計1203人が陸海空で電通学園と高田本山へ避難した。
〇木曽岬村の643人の内、215人（小学生99人）は電通へ避難。残りの428人は電通と高田へ避難。
〇3日夜の段階で、避難希望者は長島町伊曽島約50人、木曽岬村約150人（老・小中生）であり、4日に高田本山へ移動した 

〇長島町の560人（伊曽島地区461人）は揚陸艇・ヘリコプター・バスで電通学園へ

【避難行動】
〇伊曽島の約50人は都羅新田の砂浜からヘリと伊勢大橋左岸側からバスで高田本
山へ

【避難者数】
〇高田本山は、3日に118人、4日に121人の計239人（内７割が児童。教師の不在に不満が発生）。
〇電通学園は1337人で、4日時点で満員（定員1308人）。
◎三重県下小・中・高676校のうち、水害で144校が休校、11校が分散授業、11校が2部授業。 

【避難行動】
〇6日午後、長島町の学童1170人（長島北小270人、長島南小500人、長島中400人）
と教師20人（学童905人・教師32人・PTA９人との記載もあり）が伊勢市の如雪園、
五鈴園と奥野家の各旅館へ集団避難した。

【避難経路】
〇伊勢大橋左岸と都羅新田（伊曽島小の北側）の集結所⇒舟で自衛艦へ、
〇伊勢大橋右岸側（遠方からはトラックで集合） の集結所
　　⇒徒歩で桑名市の住吉船着場⇒上陸用舟艇４隻
　　⇒揖斐川河口で自衛艦に乗り換え鳥羽港⇒バスで伊勢市の避難所。
 
【臨時避難学校の開設計画】
〇電通学園内の建物を借り、1学級を小学校で14人、中学校で8人程度とし、木曽岬小と伊曽島小で各６学級、木曽岬中で3学級で、授業再開を12
日頃と予定。
〇高田本山[5日現在で木曽岬・長島の239人（330人の記載有り）を収容]での授業再開は遅れるが、小学生は同本山で合同授業。中学生は近くの
「一身田中」に編入予定。 

【学校別の再編】
〇避難生徒1870人が電通学園、高田本山に避難しているが、学校別に再編する。 

【授業再開への移動】
〇高田本山の伊曽島小219人が14日迄に電通学園に移動する。
〇長島北小268人が如雪園から楠小へ移動する。
〇電通学園と高田本山の長島南小（209人）と長島中（412人）が伊勢市の4避難所
に移動する。
〇伊勢市内で新たに避難所1ヶ所（神都道場）を新設する。 

【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（239人）が三重大学旧校舎へ移動
【授業再開の延期】
〇電通学園での12日の授業再開予定は、準備不足等で見送り。

【10月12日現在の避難先の生徒数】
〇高田本山には木曽岬小・中の約190人が避難。
〇10月13日の毎日新聞人名調査（12日現在）より　⇒　①如雪園は長島南小269人と職員14人、長島北小268人と職員10人、②五鈴館は長島中
135人と職員（校長を含み）7人、③奥野家は長島中142人と職員7人。 

 
【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（221人）が「電通学園212人+高田本山9人」から三重大学旧校舎
へ14日迄に移動。 

【さらなる集団化で長島南小学校全員集合】
〇長島北小学校（267人）と職員（11人）は18日に如雪園から三重郡楠町（現四日市
市楠町）の楠小学校に移動し、19日から授業開始。

〇この入れ替えに伴って、電通学園と高田本山に避難していた長島南小学校の各
約100人が如雪園（既に児童269人と教師14人が避難）に移り、同校全児童（約
500人）が如雪園に集合した。 

【授業再開】
〇19日に長島北小学校（267人、教職員11人）が楠小で授業再開

【長島中学全員集合】
〇電通学園と高田本山に避難していた長島中（128人）が伊勢市の神都道場に到
着し、先に四日市から自衛艦4隻で伊勢市に着いていた300人（五鈴館に男子145
人、奥野家に女子155人）と再会し、長島中学校が23日目に全員集合した。

〇現在３つの避難所（修練道場、五鈴館、奥野家）と近くの進修小学校を借りて授業。 

〇木曽岬村の215人（小学生99人）は自衛艦で電通学園へ
　

〇木曽岬村の約150人は鍋田川・木曽川沿いに海路で高田
　本山へ

〇木曽岬村からの集団避難の希望者はいなかった。

〇木曽岬小（259人）と木曽岬中（39人）の計298人は電通学
園へ

〇木曽岬小（345人）中（142人）の計487人が電通学園から
鈴峯荘に移動。

〇木曽岬小・中学校(371人)が電通学園から鈴峯荘へ17日に
移動。

〇19日から鈴峯荘の木曽岬小・中学校（509人）の授業が、小
中学生共に１学年１学級で、当分は午前中だけ授業。

桑名郡長島町関係 桑名郡木曽岬村関係

1日

2日

3日

4日

5日

6日

9日

12日

13日

18日

19日

20日
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

■ 新聞記事における避難状況の記述

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 昭和初期の如雪園(『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年)■ 観光客でにぎわう旧五鈴館跡の店

■ 神都道場として使用された昭和10年頃の別館対泉閣（通称大橋館）
　 （『写真集伊勢』国書刊行会昭和61年）

■ 桑名郡長島町都羅新田（揖斐川左岸側）に着陸した米軍ヘリ
　 に集まる被災者（提供 朝日新聞社）

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

　
　

し
ん  

と

  　
　
　
　

 　
　
　
　
　

ご  

れ
い
か
ん

　
　
　
　

      

く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
す
ち
ょ
う　
　

  

ご   

み 

づ
か

【被害状況】
〇桑名市市内の小・中学生の約半分に当る6,500人が学校を失い、伊曽島小では59名、木曽岬小で57人、木曽岬中で13人も亡くなった。
〇長島北小・伊曽島小は水に浸かり、長島南小学校と長島中学は被災者収容所、桑名の光風中学は災害本部でヘリコプター基地となった。
〇三重県教育委員会は、桑名市・長島町・木曽岬村の小学生8,200人　中学生1,200の集団避難について協議した。
〇三重県は、木曽岬村・長島町の被災者が伝染病に罹患しないように、員弁郡下の北勢町などへ強制避難を決定。
〇長島町2500人と木曽岬村500人の老幼婦女子を鈴鹿市の電通学園大ホール等への避難を決定。
【県営避難所設置の決定】
〇県営避難所を設置して緊急避難の方針が決定 
 
【避難説得】
〇被害が甚大な長島町伊曽島地区は集団避難に賛成。被害が軽微な被災者は防災上の理由で避難を渋る。
〇長島町と木曽岬村の被災者3000人（長島町2500人、木曽岬村500人）の説得を開始。
〇2日までの集団避難希望者は、長島町455人、木曽岬村531人の計986人。
〇2日中に被災者に避難を説得し、3日から自衛艦2隻、小舟3隻で避難開始。
〇長島町の一部被災者は待ちきれずに2日に一部（96人）が鈴鹿避難所の電通学園に避難した。
〇2日から、四日市港・名古屋港間に1日2便の定期便（海上保安庁の船）が開通した。 

【避難行動】
〇長島町の老幼婦女子96名が、3日の避難を繰り上げて電通学園に避難。
〇長島町⇒米軍ヘリで光風中学⇒バス2台で鈴鹿へ 

【避難行動】
〇3日早朝から、長島町（560人）と木曽岬村（643人）の計1203人が陸海空で電通学園と高田本山へ避難した。
〇木曽岬村の643人の内、215人（小学生99人）は電通へ避難。残りの428人は電通と高田へ避難。
〇3日夜の段階で、避難希望者は長島町伊曽島約50人、木曽岬村約150人（老・小中生）であり、4日に高田本山へ移動した 

〇長島町の560人（伊曽島地区461人）は揚陸艇・ヘリコプター・バスで電通学園へ

【避難行動】
〇伊曽島の約50人は都羅新田の砂浜からヘリと伊勢大橋左岸側からバスで高田本
山へ

【避難者数】
〇高田本山は、3日に118人、4日に121人の計239人（内７割が児童。教師の不在に不満が発生）。
〇電通学園は1337人で、4日時点で満員（定員1308人）。
◎三重県下小・中・高676校のうち、水害で144校が休校、11校が分散授業、11校が2部授業。 

【避難行動】
〇6日午後、長島町の学童1170人（長島北小270人、長島南小500人、長島中400人）
と教師20人（学童905人・教師32人・PTA９人との記載もあり）が伊勢市の如雪園、
五鈴園と奥野家の各旅館へ集団避難した。

【避難経路】
〇伊勢大橋左岸と都羅新田（伊曽島小の北側）の集結所⇒舟で自衛艦へ、
〇伊勢大橋右岸側（遠方からはトラックで集合） の集結所
　　⇒徒歩で桑名市の住吉船着場⇒上陸用舟艇４隻
　　⇒揖斐川河口で自衛艦に乗り換え鳥羽港⇒バスで伊勢市の避難所。
 
【臨時避難学校の開設計画】
〇電通学園内の建物を借り、1学級を小学校で14人、中学校で8人程度とし、木曽岬小と伊曽島小で各６学級、木曽岬中で3学級で、授業再開を12
日頃と予定。
〇高田本山[5日現在で木曽岬・長島の239人（330人の記載有り）を収容]での授業再開は遅れるが、小学生は同本山で合同授業。中学生は近くの
「一身田中」に編入予定。 

【学校別の再編】
〇避難生徒1870人が電通学園、高田本山に避難しているが、学校別に再編する。 

【授業再開への移動】
〇高田本山の伊曽島小219人が14日迄に電通学園に移動する。
〇長島北小268人が如雪園から楠小へ移動する。
〇電通学園と高田本山の長島南小（209人）と長島中（412人）が伊勢市の4避難所
に移動する。
〇伊勢市内で新たに避難所1ヶ所（神都道場）を新設する。 

【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（239人）が三重大学旧校舎へ移動
【授業再開の延期】
〇電通学園での12日の授業再開予定は、準備不足等で見送り。

【10月12日現在の避難先の生徒数】
〇高田本山には木曽岬小・中の約190人が避難。
〇10月13日の毎日新聞人名調査（12日現在）より　⇒　①如雪園は長島南小269人と職員14人、長島北小268人と職員10人、②五鈴館は長島中
135人と職員（校長を含み）7人、③奥野家は長島中142人と職員7人。 

 
【授業再開への移動】
〇伊曽島小学校（221人）が「電通学園212人+高田本山9人」から三重大学旧校舎
へ14日迄に移動。 

【さらなる集団化で長島南小学校全員集合】
〇長島北小学校（267人）と職員（11人）は18日に如雪園から三重郡楠町（現四日市
市楠町）の楠小学校に移動し、19日から授業開始。

〇この入れ替えに伴って、電通学園と高田本山に避難していた長島南小学校の各
約100人が如雪園（既に児童269人と教師14人が避難）に移り、同校全児童（約
500人）が如雪園に集合した。 

【授業再開】
〇19日に長島北小学校（267人、教職員11人）が楠小で授業再開

【長島中学全員集合】
〇電通学園と高田本山に避難していた長島中（128人）が伊勢市の神都道場に到
着し、先に四日市から自衛艦4隻で伊勢市に着いていた300人（五鈴館に男子145
人、奥野家に女子155人）と再会し、長島中学校が23日目に全員集合した。

〇現在３つの避難所（修練道場、五鈴館、奥野家）と近くの進修小学校を借りて授業。 

〇木曽岬村の215人（小学生99人）は自衛艦で電通学園へ
　

〇木曽岬村の約150人は鍋田川・木曽川沿いに海路で高田
　本山へ

〇木曽岬村からの集団避難の希望者はいなかった。

〇木曽岬小（259人）と木曽岬中（39人）の計298人は電通学
園へ

〇木曽岬小（345人）中（142人）の計487人が電通学園から
鈴峯荘に移動。

〇木曽岬小・中学校(371人)が電通学園から鈴峯荘へ17日に
移動。

〇19日から鈴峯荘の木曽岬小・中学校（509人）の授業が、小
中学生共に１学年１学級で、当分は午前中だけ授業。

桑名郡長島町関係 桑名郡木曽岬村関係

1日

2日

3日

4日

5日

6日

9日

12日

13日

18日

19日

20日
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 桑名の住吉船着場から上陸用舟艇に乗り、揖斐川河口で自衛艦
 　に乗り換えて伊勢市に向かう避難学童

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ 県営避難所での避難者の移動状況

■ 小・中学校の移動の経緯

■ 鳥羽港に入港した被災者（『伊勢湾台風30周年記念』より）

電通学園

高田本山

如雪園

五鈴館

奥野屋

三重県立大学

鈴峯荘

楠小学校

神都道場

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
長島北小学校

当初の避難校
長島中学校（男子）

当初の避難校
長島中学校（女子）

【伊曽島小学校が集合】

【木曽岬小・中学が集合】

【長島北小学校が集合】

【長島中学校は3＋に集合】

【8日】 【9日】 【14日】【17日】【18日】【20日】

長島北小学校 11月8日

長島南小学校 11月13日

長島中学校 11月14日

伊曽島小学校 12月5日

木曽岬小・中学校 小11月25日 中12月20日

帰郷日

〇如雪園から長島北小が楠小へ
の移動に伴い、長島南小が如雪
園に電通と高田より各約100名
が移動。
〇既に移動していた269人が加
わり、長島南小の全児童約500
人が集合した。

長島中学生の避難者数は、
五鈴館男子135人+奥野家
女子142人+128人(=電通+
高田)=405人

木曽岬小298人
(小259人+中39人)

長
島
南
小
 約
100人

長
島
南
小
 約
100人

約100人
約100人

269人+職員14人269人+職員14人

268人
268人 長島中

男子135人+職員7人
長島中

男子135人+職員7人

木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)
木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)

253人＋教師12人253人＋教師12人

女子142人+職員7人女子142人+職員7人

長島中の電通と高田の合計128人長島中の電通と高田の合計128人

20日
『三重県の災害誌』より

3日10月2日避難者避難所 4日 5日 6日 8日 ９日の
学校再編計画 12日 14日

413人
（校名不明）

353人̶̶̶̶
（657人） 29人̶̶̶̶

（302人）

17日 18日
開設から15日
までの日平均

16日～31日
までの日平均

376人
（校名不明）

351人̶̶̶̶
（563人）

25人̶̶̶̶
（193人）

〇219人（伊曽島小）が
14日迄に移動⇒Ⓐ
〇約100人（長島南小）
が18日に移動⇒Ⓑ
〇長島中（C1）は
20日に移動⇒Ⓒ

̶̶
̶̶̶̶
（735人）

（7班～12班）
（中日新聞が氏
名明記）

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注)参照

̶̶
̶̶̶̶
（746人） 5

日
時
点
で
満
員

電通学園の収容
定員は1308人
（中日新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（560人）

̶̶
̶̶̶̶
（96人）

長島町

〇487人（木曽岬小
345人+中142人）が
　移動⇒Ⓓ

̶̶
̶̶̶̶
（527人）

（1班～6班）
（中日新聞が氏
名明記）

̶̶
̶̶̶̶
（591人）

99人（木曽岬小）
̶̶̶̶̶̶̶
（215人）

木曽岬村

48人̶̶̶̶
（79人）

8人̶̶̶̶
（32人）

〇約100人（長島南
小）が18日に
移動⇒Ⓑ

〇長島中（C2）は20
日に移動⇒Ⓒ

219人
（伊曽島小）

電通へ移動

268人（長島北小）
は18日に楠小へ
移動 ⇒Ⓔ

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注）参照
７割が児童数
̶̶̶̶̶̶
（239人）

長島町

123人̶̶̶̶
（255人）

13人̶̶̶̶
（160人）

582人̶̶̶̶
（599人）

504人̶̶̶̶
（518人）

126人̶̶̶̶
（133人）

140人̶̶̶̶
（147人）

128人̶̶̶̶
（139人）

143人̶̶̶̶
（149人）

38人̶̶̶̶
（39人）

253人̶̶̶̶
（265人）

487人̶̶̶̶
（507人）

233人̶̶̶̶
（242人）

68人̶̶̶̶
（123人）

298人
（木曽岬小・中）

電通へ移動

〇500人（長島
南小）

〇270人（長島
北小）

̶̶
̶̶̶̶
（約50人）

高田本
山の収
容定員
500人
（中日
新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（約150人）

　　
　　
　　
　　
　　
　　

277人
（長島
中）

142人
（女子）

135人
（男子）

如雪園
10月5日開設

五鈴館
10月5日開設

奥野家
10月5日開設

〇269人（長島南
小）と職員14人
〇268人（長島北
小）と職員10人

⇒Ⓑ
478人（長島南
小）の全児童が

集合

 ⇒Ⓐ
253人（伊曽島
小）と教師12人
が移動

⇒Ⓓ
487人（木曽岬
小中生）が移動

⇒Ⓔ
268人（長島北
小）が如雪園
から移動

⇒Ⓒ
128人（長島中）
が移動

135人（男子・長島
中）と校長・職員7人

142人（女子・長島
中）と職員7人

三重県立大学
10月3日開設
定員300人

鈴峯荘
10月4日開設

楠小学校
15日開設

神都道場
長島町
18日開設

̶̶
̶̶̶̶
（428人）

木曽岬村

鈴鹿避難所
（電通学園）
10月2日開設
定員1308人

高田本山
10月3日開設
定員500人

【避難者数について】
本表は、中日・毎日・朝日の新聞記事から纏めているが、同一新
聞でも人数等について異なる場合が多々あった。
しかし、本章ではこれら異なる人数を統一することはせずに、そ
のまま記載している。このため人数は「概数」である。
また、本表中の避難者数は、分母の（ ）内に総避難者数を、分
子に避難者児童数と（ ）内に所属学校名を記載した。
なお、児童数が不明の場合は児童数を横棒で示し、総避難者
数が不明の場合は、児童数(所属学校名)だけを記している。
　
　〇表記の例　　　児童数（所属学校名）/総避難者数
　　　　　　　又は　　　　　　 　　－/総避難者数

 注） 「県営避難所」避難者調べ」の累積避難者数を日平均に直した。
　『日本自然災害資料集 第四巻伊勢湾台風災害誌』三重県  昭和36年

全避難民643人の内、
215人は電通学園へ
428人は高田本山へ

分散避難

避難者数
約330人との
記載有り

高田本山から
8日に移動した

ｃ1とｃ2の
合計が128人

避難者総数
（657＋563）
＝1220人

高田から8日に
移動した298人
が487人と記載

９日記載の電通学園の約100人と
高田本山の約100人の合計が209人。
如雪園の289人を加えて、209+169＝478人

長島中学生（電通学園のｃ1と
高田本山のｃ2）の合計
（ｃ1+ｃ2）＝128人

電通のｃ1+高田
のｃ2＝128人

6日記載の長島南小の
　500人が269人と記載

電通学園から移動

注）
長島中の避難生徒405人の内、
128人(=405-[五鈴館と奥野家の
計277人]）は電通学園と
高田本山へ分散避難

木曽岬小中生（小345人
＋中142人＝487人）が
電通学園から移動　
（23日の毎日新聞は
509人と記載）
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

■ 桑名の住吉船着場から上陸用舟艇に乗り、揖斐川河口で自衛艦
 　に乗り換えて伊勢市に向かう避難学童

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ 県営避難所での避難者の移動状況

■ 小・中学校の移動の経緯

■ 鳥羽港に入港した被災者（『伊勢湾台風30周年記念』より）

電通学園

高田本山

如雪園

五鈴館

奥野屋

三重県立大学

鈴峯荘

楠小学校

神都道場

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
伊曽島小学校
長島中学校
木曽岬小・中学校

当初の避難校
長島南小学校
長島北小学校

当初の避難校
長島中学校（男子）

当初の避難校
長島中学校（女子）

【伊曽島小学校が集合】

【木曽岬小・中学が集合】

【長島北小学校が集合】

【長島中学校は3＋に集合】

【8日】 【9日】 【14日】【17日】【18日】【20日】

長島北小学校 11月8日

長島南小学校 11月13日

長島中学校 11月14日

伊曽島小学校 12月5日

木曽岬小・中学校 小11月25日 中12月20日

帰郷日

〇如雪園から長島北小が楠小へ
の移動に伴い、長島南小が如雪
園に電通と高田より各約100名
が移動。
〇既に移動していた269人が加
わり、長島南小の全児童約500
人が集合した。

長島中学生の避難者数は、
五鈴館男子135人+奥野家
女子142人+128人(=電通+
高田)=405人

木曽岬小298人
(小259人+中39人)

長
島
南
小
 約
100人

長
島
南
小
 約
100人

約100人
約100人

269人+職員14人269人+職員14人

268人
268人 長島中

男子135人+職員7人
長島中

男子135人+職員7人

木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)
木曽岬小・中382人
(小350人+中32人)

253人＋教師12人253人＋教師12人

女子142人+職員7人女子142人+職員7人

長島中の電通と高田の合計128人長島中の電通と高田の合計128人

20日
『三重県の災害誌』より

3日10月2日避難者避難所 4日 5日 6日 8日 ９日の
学校再編計画 12日 14日

413人
（校名不明）

353人̶̶̶̶
（657人） 29人̶̶̶̶

（302人）

17日 18日
開設から15日
までの日平均

16日～31日
までの日平均

376人
（校名不明）

351人̶̶̶̶
（563人）

25人̶̶̶̶
（193人）

〇219人（伊曽島小）が
14日迄に移動⇒Ⓐ
〇約100人（長島南小）
が18日に移動⇒Ⓑ
〇長島中（C1）は
20日に移動⇒Ⓒ

̶̶
̶̶̶̶
（735人）

（7班～12班）
（中日新聞が氏
名明記）

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注)参照

̶̶
̶̶̶̶
（746人） 5

日
時
点
で
満
員

電通学園の収容
定員は1308人
（中日新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（560人）

̶̶
̶̶̶̶
（96人）

長島町

〇487人（木曽岬小
345人+中142人）が
　移動⇒Ⓓ

̶̶
̶̶̶̶
（527人）

（1班～6班）
（中日新聞が氏
名明記）

̶̶
̶̶̶̶
（591人）

99人（木曽岬小）
̶̶̶̶̶̶̶
（215人）

木曽岬村

48人̶̶̶̶
（79人）

8人̶̶̶̶
（32人）

〇約100人（長島南
小）が18日に
移動⇒Ⓑ

〇長島中（C2）は20
日に移動⇒Ⓒ

219人
（伊曽島小）

電通へ移動

268人（長島北小）
は18日に楠小へ
移動 ⇒Ⓔ

128人（長島中）
が電通と
高田へ

注）参照
７割が児童数
̶̶̶̶̶̶
（239人）

長島町

123人̶̶̶̶
（255人）

13人̶̶̶̶
（160人）

582人̶̶̶̶
（599人）

504人̶̶̶̶
（518人）

126人̶̶̶̶
（133人）

140人̶̶̶̶
（147人）

128人̶̶̶̶
（139人）

143人̶̶̶̶
（149人）

38人̶̶̶̶
（39人）

253人̶̶̶̶
（265人）

487人̶̶̶̶
（507人）

233人̶̶̶̶
（242人）

68人̶̶̶̶
（123人）

298人
（木曽岬小・中）

電通へ移動

〇500人（長島
南小）

〇270人（長島
北小）

̶̶
̶̶̶̶
（約50人）

高田本
山の収
容定員
500人
（中日
新聞）

̶̶
̶̶̶̶
（約150人）

　　
　　
　　
　　
　　
　　

277人
（長島
中）

142人
（女子）

135人
（男子）

如雪園
10月5日開設

五鈴館
10月5日開設

奥野家
10月5日開設

〇269人（長島南
小）と職員14人
〇268人（長島北
小）と職員10人

⇒Ⓑ
478人（長島南
小）の全児童が

集合

 ⇒Ⓐ
253人（伊曽島
小）と教師12人
が移動

⇒Ⓓ
487人（木曽岬
小中生）が移動

⇒Ⓔ
268人（長島北
小）が如雪園
から移動

⇒Ⓒ
128人（長島中）
が移動

135人（男子・長島
中）と校長・職員7人

142人（女子・長島
中）と職員7人

三重県立大学
10月3日開設
定員300人

鈴峯荘
10月4日開設

楠小学校
15日開設

神都道場
長島町
18日開設

̶̶
̶̶̶̶
（428人）

木曽岬村

鈴鹿避難所
（電通学園）
10月2日開設
定員1308人

高田本山
10月3日開設
定員500人

【避難者数について】
本表は、中日・毎日・朝日の新聞記事から纏めているが、同一新
聞でも人数等について異なる場合が多々あった。
しかし、本章ではこれら異なる人数を統一することはせずに、そ
のまま記載している。このため人数は「概数」である。
また、本表中の避難者数は、分母の（ ）内に総避難者数を、分
子に避難者児童数と（ ）内に所属学校名を記載した。
なお、児童数が不明の場合は児童数を横棒で示し、総避難者
数が不明の場合は、児童数(所属学校名)だけを記している。
　
　〇表記の例　　　児童数（所属学校名）/総避難者数
　　　　　　　又は　　　　　　 　　－/総避難者数

 注） 「県営避難所」避難者調べ」の累積避難者数を日平均に直した。
　『日本自然災害資料集 第四巻伊勢湾台風災害誌』三重県  昭和36年

全避難民643人の内、
215人は電通学園へ
428人は高田本山へ

分散避難

避難者数
約330人との
記載有り

高田本山から
8日に移動した

ｃ1とｃ2の
合計が128人

避難者総数
（657＋563）
＝1220人

高田から8日に
移動した298人
が487人と記載

９日記載の電通学園の約100人と
高田本山の約100人の合計が209人。
如雪園の289人を加えて、209+169＝478人

長島中学生（電通学園のｃ1と
高田本山のｃ2）の合計
（ｃ1+ｃ2）＝128人

電通のｃ1+高田
のｃ2＝128人

6日記載の長島南小の
　500人が269人と記載

電通学園から移動

注）
長島中の避難生徒405人の内、
128人(=405-[五鈴館と奥野家の
計277人]）は電通学園と
高田本山へ分散避難

木曽岬小中生（小345人
＋中142人＝487人）が
電通学園から移動　
（23日の毎日新聞は
509人と記載）
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 現在の高潮堤防の状況
 １．伊勢湾台風からの高潮堤防復旧計画の考え方
 ２．伊勢湾台風クラスの高潮にも
 　　　　　　　安全な木曽三川下流部高潮堤防の完成

 温暖化により巨大化する台風
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 ●コラム② 伊勢湾台風で早期避難を実施した三重県楠町

 まとめ
 １．木曽三川下流部は全国一の
                                                        ゼロメートル地帯に位置する
 ２．気候変動はスーパー伊勢湾台風を発生させる
 ３．「水防災意識社会」構築の必要性と早期避難
 ４．住民一人一人が意識すること。
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。
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中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ お話を聞かせて頂いた人 （々敬称略）。
　　　後列左から高木安郎、杉浦文江、服部たみ子、濱田わか
　　　前列左から日沖茂行、金森泰久、服部義和、早川春美
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台
風
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四
人
で
あ
り
、
旧
長
島
町
は
三
八

三
人
（
四
．四
〇
％
）
で
そ
の
内

七
〇
％
以
上
の
二
八
一
人
（
一

二
．三
三
％
）
が
長
島
町
南
部
の

伊
曽
島
地
区
で
あ
り
、
鍋
田
川
と

木
曽
川
に
囲
ま
れ
た
木
曽
岬
村
は

三
二
八
人
（
九
．九
〇
％
）
と
異

常
な
数
に
上
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
、
（ 

）
内
は
地
域
の
罹
災
総

数
当
た
り
の
死
者
数
の
割
合
で
あ

り
、
木
曽
岬
村
で
は
ほ
ぼ
一
〇
人
に
一
人

の
死
者
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
． 被
災
地
か
ら
の
避
難

　

台
風
通
過
か
ら
四
日
経
っ
た
三
〇
日
に

な
っ
て
も
、
桑
名
郡
長
島
町
や
木
曽
岬
村

の
家
屋
は
屋
根
ま
で
没
し
、
泥
海
に
孤
立

し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
の

被
災
者
に
赤
痢
が
感
染
・
拡
大
す
る
恐
れ

が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
非
衛
生
的
な
状
況
と
交
通

途
絶
に
よ
る
生
活
物
資
の
欠
乏
、
さ
ら
に

小
・
中
学
生
達
へ
の
教
育
等
を
勘
案
し
、

一
〇
月
一
日
に
、
三
重
県
の
災
害
対
策
本

部
は
、
老
幼
婦
女
子
や
子
供
を
主
体
と
し

長
島
町
・
木
曽
岬
村
の
堤
防
は
各
所
で
決

壊
し
、
弥
富
町
の
鍋
田
干
拓
地
は
壊
滅
的

状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
重
県
桑
名
郡
や
愛
知
県
海
部
郡
南
部

の
多
く
の
被
災
者
は
、
自
衛
隊
の
船
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
っ
て
泥
海
に
沈
む
家
屋
か
ら

救
出
さ
れ
、
老
幼
婦
女
子
や
学
童
が
各
県
内

各
地
に
集
団
避
難
し
ま
し
た
。
本
章
で
は
避

難
の
「
状
況
経
過
」
を
整
理
す
る
事
と
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
集
団
避
難
方
針
は
各
県
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
本
章
で

は
三
重
県
桑
名
郡
の
長
島
町
と
木
曽
岬
村
を

対
象
に
調
べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
桑
名
市
全
体
で
の
死
者
数
は
八

九
五
人
で
す
。
幸
い
現
在
の
多
度
町
の
死

者
は
〇
人
で
し
た
が
、
旧
桑
名
市
は
一
八

　
一
． は
じ
め
に

　

昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二
六

日
の
夜
半
に
東
海
地
方
を
襲
っ
た
伊
勢
湾

台
風
は
、
伊
勢
湾
に
面
す
る
海
岸
堤
防
を

至
る
所
で
破
壊
し
、
名
古
屋
市
南
部
か
ら

（
二
）高
田
本
山
専
修
寺

　

高
田
本
山
専
修
寺
（
津
市
一
身
田
町
）

は
真
宗
高
田
派
の
本
山
で
あ
り
、
通
称
は

高
田
本
山
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
専
修
寺
の
大
講
堂
や
大
講
堂
よ

り
大
き
い
食
堂
（
全
僧
侶
が
食
事
を
す
る

堂
）
が
津
避
難
所
と
さ
れ
、
同
日
に
木
曽

岬
村
の
避
難
者
六
四
三
人
の
内
、
四
二
八

人
が
高
田
本
山
と
電
通
学
園
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

﹇
授
業
再
開
用
避
難
所
の
概
要
﹈

（
一
）如
雪
園

　

如
雪
園
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に

篤
志
家
が
参
拝
者
の
た
め
に
造
っ
た
敷
地

約
二
六
四
〇
〇
㎡
の
施
設
で
、
皇
族
を
始

め
一
般
団
体
の
利
用
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
伊
勢
避
難
所
本
部
と
な
り
ま
し
た
。

名
称
は
庭
園
の
花
々
が
雪
が
降
る
如
く
咲

き
乱
れ
て
い
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
神
宮
会
館
（
伊
勢
市
宇
治
中

之
切
町
）
と
な
っ
て
お
り
、
会
館
内
の
ば

鹿
医
療
科
学
大
学
薬
学
部
（
鈴
鹿
市
南
玉
垣

町
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
〇
月
二
日
に
鈴
鹿
避
難
所
と
し
て
開

設
さ
れ
た
電
通
学
園
大
ホ
ー
ル
に
、
長
島

町
の
九
八
人
が
三
日
か
ら
の
集
団
避
難
予

定
日
を
繰
り
上
げ
て
避
難
し
、
翌
三
日
に

は
長
島
町
か
ら
五
六
〇
人
程
が
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

一
次
避
難
所
と
な
っ
た
長
島
北
小
学
校

と
伊
曽
島
小
学
校
は
水
に
浸
か
り
、
隣
接

し
て
い
る
長
島
南
小
学
校
と
長
島
中
学
は

被
災
者
約
八
〇
〇
人
が
避
難
し
て
お
り
、

児
童
生
徒
の
教
育
環
境
は
劣
悪
で
し
た
。

さ
ら
に
、
劣
悪
な
衛
生
状
態
の
た
め
、
老

幼
婦
女
子
等
へ
の
赤
痢
等
の
伝
染
病
の
蔓

延
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
は
被
災
児
童
・

生
徒
の
教
育
に
つ
い
て
「
と
り
あ
え
ず
避

難
先
の
学
校
で
授
業
を
受
け
さ
せ
る
」
こ

と
を
決
め
、
愛
知
県
海
部
郡
も
被
災
児

童
・
生
徒
に
対
し
て
名
古
屋
市
と
同
じ
方

針
を
取
る
事
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
一
〇
月
一
日
に
三
重
県
は
桑
名

市
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
被
災

者
に
対
す
る
県
営
避
難
所
の
設
置
を
決
め

ま
し
た
が
、
児
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
に

関
し
て
三
重
県
教
育
委
員
会
は
、
地
元
が

要
望
す
る
「
授
業
再
開
は
学
校
ご
と
に
一

箇
所
で
の
授
業
」
を
基
本
方
針
と
し
て
検

討
を
加
え
、
五
日
の
夕
刊
に
は
「
あ
す
か

ら
長
島
木
曽
岬
の
学
生　

伊
勢
へ
集
団
避

難
」
と
学
校
ご
と
で
授
業
を
再
開
す
る
こ

と
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
五
． 三
重
県
内
の
避
難
所

﹇
県
営
避
難
所
の
概
要
﹈

(

一)

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
大
ホ
ー
ル

　

旧
海
軍
航
空
隊
の
格
納
庫
跡
で
あ
っ
た

鈴
鹿
電
気
通
信
学
園
（
電
通
学
園
）
大
ホ
ー

ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
底
面
約
三
〇
〇
㎡
に
床

を
造
り
、
畳
を
入
れ
て
避
難
所
と
し
ま
し

た
。
こ
の
避
難
所
が
最
も
多
く
の
被
災
者
を

収
容
し
て
い
ま
す
。
な
お
現
在
、
跡
地
は
鈴

た
緊
急
避
難
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

一
日
に
県
教
育
委
員
会
の
方
針
が

「
学
童
避
難
も
考
え
る-

桑
名
、
長
島
、

木
曽
岬
で-

」
と
毎
日
新
聞
の
見
出
し
に

書
か
れ
、
同
日
の
中
日
新
聞
夕
刊
は

「
伝
染
病
を
避
け
る
た
め
強
制
避
難-

木

曽
岬
、
長
島
の
被
災
者-

」
と
知
事
の
考

え
を
伝
え
て
い
ま
す
。
激
甚
被
災
地
域

に
対
し
て
、
よ
う
や
く
混
乱
の
中
に
も

災
害
弱
者
へ
の
対
応
も
軌
道
に
乗
り
始

め
ま
し
た
。

　

長
島
町
の
学
校
は
北
か
ら
長
島
北
小
学

校
、
長
島
南
小
学
校
、
伊
曽
島
小
学
校
と

長
島
中
学
校
の
計
四
校
、
木
曽
岬
村
で
は

木
曽
岬
小
学
校
と
木
曽
岬
中
学
校
の
計
二

校
で
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
児
童
生
徒
数
は
、
長
島
町

で
の
死
者
三
八
三
人
の
内
、
長
島
町
南
部

の
伊
曽
島
小
学
校
の
児
童
五
九
名
が
含
ま

れ
、
多
数
の
被
災
者
が
発
生
し
た
木
曽
岬

村
の
死
者
三
二
八
人
の
内
に
は
、
木
曽
岬

小
学
校
の
児
童
五
七
人
と
木
曽
岬
中
学
生

一
三
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
章
で
は
、
台
風
の
翌
年
昭

和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
四
月
に
、
長

島
北
小
学
校
は
長
島
北
部
小
学
校
、
長

島
南
小
学
校
は
長
島
中
部
小
学
校
と
改

称
し
ま
し
た
が
、
被
災
時
の
学
校
名
と

し
て
い
ま
す
。

　
四
． 避
難
所
の
設
置
に
向
け
て

　

避
難
行
動
に
際
し
て
第
一
番
の
重
要

課
題
は
避
難
者
の
避
難
所
確
保
で
あ

り
、
次
が
避
難
し
た
学
童
・
生
徒
の
教

育
環
境
の
整
備
で
す
。

桑
名
市
に
至
る
広
範
な
地
域
が
長
期
間
に

わ
た
っ
て
濁
水
に
沈
み
ま
し
た
。
多
く
の

被
災
者
は
浸
水
し
た
家
屋
の
屋
根
裏
部
屋

等
で
の
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
、
ま
さ
に

「
衣
食
住
」
に
事
欠
く
状
態
で
あ
り
、
さ

ら
に
不
衛
生
な
環
境
下
で
の
伝
染
病
が
被

災
者
を
襲
っ
て
き
ま
し
た
。

　
伊
勢
湾
台
風
が
及
ぼ
し
た
被
害
の
原
因
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
工
学
的
あ
る

い
は
気
象
学
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
、
ま

た
、
多
数
の
地
域
住
民
の
被
災
体
験
談
も

記
録
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害

弱
者
と
呼
ば
れ
る
老
幼
婦
女
子
や
児
童
生

徒
た
ち
の
集
団
避
難
状
況
は
余
り
記
録
さ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
本
章
で

は
、
集
団
避
難
状
況
を
当
時
の
新
聞
記
事

よ
り
取
り
ま
と
め
、
特
に
各
地
域
の
小
・

中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
移
動
状
況
を
整
理

し
ま
し
た
。
な
お
、
本
章
で
記
載
す
る
市

町
村
名
は
、
特
に
記
載
が
な
い
場
合
は
、

被
災
時
の
市
町
村
名
と
し
て
い
ま
す
。

　
二
． 対
象
と
す
る
地
域

　

伊
勢
湾
に
面
し
た
名
古
屋
市
港
区
、
海

部
郡
南
部
の
飛
島
村
・
弥
冨
町
、
桑
名
郡

ら
園
の
片
隅
に
如
雪
園
の
碑
が
残
っ
て
い

ま
す
。

（
二
）五
鈴
館
と
奥
野
家

　

民
営
旅
館
で
あ
っ
た
両
館
は
、
「
お
は

ら
い
町
通
り
」
の
宇
治
橋
と
新
橋
と
の

間
に
現
存
し
て
い
ま
す
。
奥
野
家
は
宇

治
橋
近
く
で
現
在
は
飲
食
業
を
営
業
し

て
お
り
、
四
一
〇
m
ほ
ど
新
橋
方
面
に

行
く
と
プ
リ
ン
や
揚
げ
物
な
ど
を
扱
う

お
店
が
旧
五
鈴
館
で
、
昔
の
ま
ま
の
建

物
で
す
。

（
三
）三
重
大
学
旧
校
舎（
県
立
水
産
学
部
） 

　

避
難
所
と
な
っ
た
校
舎
（
津
市
大
谷

町
）
は
、
台
風
が
来
襲
し
た
昭
和
三
四
年

四
月
に
三
重
県
立
医
科
大
学
（
現
三
重
大

学
）
か
ら
水
産
学
部
へ
所
属
変
更
さ
れ
て

お
り
、
新
聞
記
事
等
の
避
難
所
名
は
「
三

重
大
学
旧
校
舎
」
、
「
県
立
水
産
学
部
」

等
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
生

活
の
場
と
勉
学
の
場
に
区
別
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
実
験
室
が
寮
に
改
造
さ
れ
、
一
部

屋
平
均
一
五
人
で
、
荷
物
も
あ
り
ま
し
た

の
で
一
人
一
畳
半
程
度
で
し
た
。

（
四
）鈴
鹿
逓
信
病
院
鈴
峯
荘（
鈴
峯
荘
）

　

鈴
峯
荘
（
鈴
鹿
市
庄
野
町
）
は
、
旧
海

軍
工
廠
の
施
設
を
利
用
し
て
昭
和
二
五

（
一
九
五
〇
）
年
八
月
に
開
設
さ
れ
、
昭

和
三
四
年
夏
ま
で
逓
信
病
院
の
看
護
婦
・

職
員
宿
舎
で
し
た
。
鈴
峯
荘
は
木
造
二
階

建
て
三
棟
（
一
棟
延
べ
七
二
六
㎡
。
二
階

に
約
三
〇
㎡
の
和
室
が
各
七
室
）
の
内
、

二
棟
と
約
二
〇
〇
㎡
の
中
央
ホ
ー
ル
を
使

用
し
ま
し
が
、
宿
舎
で
あ
っ
た
た
め
に
学

習
の
施
設
は
無
く
、
ま
た
、
お
風
呂
は
約

一
㎞
離
れ
た
民
間
工
場
の
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

（
五
）楠
小
学
校

　

楠
小
学
校
は
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年

に
現
四
日
市
市
楠
町
北
五
味
塚
（
三
重
郡

楠
町
）
に
創
立
さ
れ
、
明
治
二
〇
（
一
八
八

七
）
年
に
楠
尋
常
小
学
校
、
昭
和
二
二
（
一

九
四
七
）
年
に
楠
町
立
楠
小
学
校
と
改
称

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
新
聞
記
事
は
、
長
島
北
小
学
校

が
楠
小
学
校
へ
避
難
あ
る
い
は
小
学
校
で

「
勉
強
し
た
」
と
は
書
い
て
い
ま
す
が
、
北

小
学
校
の
児
童
達
の
避
難
生
活
場
所
に
つ
い

て
は
明
確
に
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

『
楠
町
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
長
島
北
小

学
校
の
児
童
を
一
〇
月
一
八
日
か
ら
一
一

月
八
日
ま
で
避
難
所
と
し
て
受
け
入
れ
、

楠
小
学
校
旧
木
造
校
舎
（
昭
和
三
四
年
二

月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
校
舎

が
完
成
）
に
二
〇
〇
人
程
の
学
童
が
先
生

と
共
に
寝
泊
り
し
、
こ
こ
で
勉
強
し
た
。

楠
小
学
校
の
学
童
と
の
交
歓
や
、
町
民
特

に
主
婦
た
ち
の
善
意
の
奉
仕
も
あ
っ
て
、

苦
し
く
も
暖
か
さ
に
満
ち
た
避
難
授
業
で

あ
っ
た
。
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な

お
、
当
時
楠
小
学
校
に
避
難
し
た
人
も
、

「
楠
小
の
生
徒
と
交
流
し
た
」
と
当
時
の

事
を
楽
し
げ
に
話
を
し
て
い
ま
す
。

（
六
）神
都
国
民
道
場（
略
称
は
神
都
道
場
）

　

神
都
国
民
道
場
は
、
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
に
発
足
し
た
社
会
教
育
団
体
の

修
養
団
の
伊
勢
市
で
の
施
設
で
す
。

　

神
都
道
場
は
如
雪
園
か
ら
南
に
三
〇
〇

m
ほ
ど
離
れ
た
旅
館
「
別
館
対
泉
閣
」

（
通
称
大
橋
館
）
の
建
物
を
使
用
し
て
お

り
、
長
島
中
学
校
生
は
こ
の
建
物
に
避
難

し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
七
（
一
九
六
二
）
年
頃
に
立

て
替
え
ら
れ
た
現
在
の
建
物
の
側
に

は
、
写
真
右
隅
に
写
っ
て
い
る
楠
が
大

き
く
聳
え
立
っ
て
い
ま
す
。
な
お
同
道

場
は
、
現
在
「
伊
勢
青
少
年
研
修
セ
ン

タ
ー
」
（
公
益
財
団
法
人
修
養
団
）
と

改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
伊
勢
市
に
設
置
さ
れ
た
四
避

難
所
（
如
雪
園
、
五
鈴
館
、
奥
野
家
、

神
都
道
場
）
は
約
三
〇
〇
m
四
方
内
に

入
る
位
置
に
近
接
し
て
い
ま
し
た
が
、

他
は
津
市
の
三
重
県
立
大
学
、
高
田
本

山
、
鈴
鹿
市
の
電
通
学
園
、
鈴
峯
荘
、

現
四
日
市
市
の
楠
小
学
校
と
互
い
に
離

れ
て
お
り
、
避
難
生
徒
も
教
師
も
伊
勢

市
の
避
難
所
よ
り
は
苦
労
が
増
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
六
． 長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の
避
難

　

次
ペ
ー
ジ
の
「
新
聞
記
事
か
ら
の
避

難
状
況
表
」
は
、
桑
名
郡
長
島
町
と
木

曽
岬
村
の
一
〇
月
一
日
の
避
難
開
始
か

ら
二
〇
日
の
避
難
先
で
の
授
業
再
開
ま

で
を
、
中
日
・
毎
日
・
朝
日
の
各
新
聞

古
屋
線
よ
り
北
の
「
北
部
地

区
」
が
最
も
被
害
が
少
な
く
、

概
ね
国
道
二
三
号
線
（
名
四
国

道
）
よ
り
南
の
「
南
部
地
区
」

（
伊
曽
島
地
区
）
で
の
死
者
は

全
体
の
七
割
以
上
を
占
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
木
曽
川
と
鍋
田

川
に
囲
ま
れ
、
長
島
町
の
「
中

部
地
区
」
よ
り
も
南
に
位
置
す

る
木
曽
岬
村
は
惨
憺
た
る
被
害

状
況
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
区
に
よ
っ
て

大
き
く
被
害
状
況
が
異
っ
て
い

ま
し
た
の
で
、
集
団
避
難
へ
の

取
り
組
み
も
地
区
ご
と
に
異

な
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
町
伊
曽
島
地
区
な
ど
の

被
害
の
甚
大
な
地
区
は
集
団
避

難
に
積
極
的
で
あ
り
、
早
く
も

二
日
に
は
、
三
日
の
集
団
避
難

予
定
日
を
繰
り
上
げ
て
、
老
幼

婦
女
子
や
学
童
計
九
六
人
が
鈴

鹿
市
の
電
通
学
園
に
米
軍
の
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
バ
ス
を
乗
り
継

が
増
す
満
潮
時
を
狙
っ
て
、

揚
陸
艇
等
で
救
出
し
、
集
団

避
難
集
合
場
所
に
移
動
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
前
述
し
た
よ
う

に
、
各
集
落
の
被
災
状
況
は

海
岸
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
南

北
に
細
長
い
長
島
町
を
北

部
・
中
部
・
南
部
の
三
地
区

に
分
け
る
と
、
概
ね
近
鉄
名

紙
毎
に
被
災
者
の
移
動
人
数
等
が
異
な

る
の
は
や
む
を
得
な
い
事
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
本
章
が
記
し
て

い
る
移
動
人
数
等
は
概
ね
の
数
「
概

数
」
と
認
識
し
て
下
さ
い
。

　

六-

二
． 避
難
の
概
況

　

一
日
か
ら
集
団
避
難
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
泥
海
に
孤
立
し
た
家
屋
に
残
る
被
災

者
を
小
舟
で
、
あ
る
い
は
泥
海
の
水
か
さ

記
事
に
基
づ
き
、
両
町
村
に
共
通
す
る

内
容
と
各
町
村
毎
の
内
容
と
に
区
分
し

て
、
経
過
時
間
で
箇
条
書
き
に
羅
列
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
未
曾
有
の
大
災
害
の
渦

中
で
奮
闘
し
た
新
聞
記
者
は
、
「
災
害

の
現
状
を
正
確
に
詳
し
く
伝
え
る
」
こ

と
を
旨
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

現
代
の
よ
う
な
高
度
の
通
信
機
器
は
完

備
し
て
お
ら
ず
、
「
伝
書
鳩
」
が
活
躍

し
て
い
た
時
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

　

六
日
に
は
、
臨
時
避
難
校
の
開
設
計
画

が
公
表
さ
れ
、
授
業
再
開
の
た
め
、
避
難

先
で
の
学
校
別
の
再
編
が
九
日
か
ら
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
通

学
園
に
避
難
し
た
長
島
南
小
・
伊
曽
島

小
・
長
島
中
と
木
曽
岬
小
・
中
学
生
の
授

業
再
開
が
一
二
日
に
予
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
二
日
か
ら
の
電
通
学
園
で
の

授
業
再
開
予
定
が
対
策
本
部
と
県
教
育
委

員
会
の
意
見
の
相
違
等
で
延
期
と
な
っ
た

こ
と
を
報
道
で
知
り
、
長
島
町
と
木
曽
岬

村
の
父
兄
が
、
一
二
日
に
抗
議
に
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。

　

『
県
営
避
難
所
で
の
避
難
者
の
移
動
状

況
』
の
表
の
数
値
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
『
新

聞
記
事
に
お
け
る
避
難
状
況
の
記
述
』
に

基
づ
い
て
、
各
避
難
所
へ
の
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
避
難
者
数
の
状
況
を
時
系

列
で
整
理
し
た
も
の
で
す
。

難
所
収
容
が
進
む
に
つ

れ
て
、
集
団
避
難
し
た

児
童
生
徒
の
教
育
環
境

の
整
備
も
緊
急
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　

四
日
に
、
県
教
育
委

員
会
は
電
通
学
園
で
の

授
業
を
一
二
日
頃
に
は
開

始
す
る
と
公
表
し
ま
し

た
が
、
し
か
し
避
難
所
は

教
師
不
足
で
し
た
。
高

田
本
山
に
三
日
と
四
日

で
避
難
し
た
総
数
二
三

九
人
の
内
、
七
割
が
児

童
で
あ
り
、
五
日
に
は

「
教
師
が
一
人
も
付
い
て

い
な
い
」
と
の
不
満
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
曽
岬
村
で
は
小
学
校

と
中
学
校
の
教
師
が
五
人
ず
つ
管
理
の
た

め
に
学
校
に
残
り
、
避
難
先
で
の
教
師
不

足
を
臨
時
教
員
で
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

い
で
避
難
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
比
較
的
軽

微
な
被
害
の
被
災
者
は

防
災
上
の
理
由
で
避
難

を
渋
っ
た
た
め
か
、
関

係
者
は
避
難
す
る
よ
う

に
説
得
し
て
い
ま
す
。

　

三
日
に
長
島
町
と
木

曽
岬
村
か
ら
の
集
団
避

難
が
本
格
化
し
、
両
町

村
か
ら
一
二
〇
三
人

（
一
三
七
七
人
と
の
記

事
も
有
り
）
が
電
通
学

園
と
高
田
本
山
へ
船
や

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
バ
ス

で
避
難
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
被
災
者
の
避

　
七
． 小
・
中
学
校
の
移
動

　

図
は
、
長
島
町
と
木
曽
岬
村
の
小
・
中

学
校
の
移
動
の
状
況
で
す
。

　

電
通
学
園
避
難
所
は
最
も
早
く
二
日
に

開
設
さ
れ
、
収
容
定
員
も
一
三
〇
八
人
と

最
大
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・
長
島

中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
の
計
五
校

が
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
日
に
開
設
さ
れ
た
高
田
本
山

避
難
所
の
収
容
定
員
は
電
通
学
園
に
次
ぐ

五
〇
〇
人
で
、
長
島
南
小
・
伊
曽
島
小
・

長
島
中
学
校
と
木
曽
岬
小
・
中
学
校
が
混

在
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
四
日
〜
二
〇
日
ま
で
に
学

校
別
に
再
編
さ
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

長
島
中
学
校
は
二
〇
日
に
避
難
当
初
か
ら

電
通
学
園
に
移
動
し
て
い
ま
す
が
、
九
日

以
降
に
も
小
学
校
と
中
学
校
の
各
二
校
が

他
の
避
難
所
に
移
動
し
て
い
る
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
三
日
〜
一
五
日
ま
で
の
日
平

均
滞
在
者
数
三
三
四
人
（
小
・
中
学
生
は

計
一
七
一
人
）
は
、
「
電
通
学
園
よ
り
少

し
は
余
裕
が
あ
っ
た
」
と
推
測
さ
れ
る
人

数
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

同
表
中
の
数
字
は
前
述
し
た
よ
う
に
報

道
記
事
を
も
と
に
し
た
概
数
で
あ
り
、

「
前
か
ら
居
た
人
数
」
が
加
算
さ
れ
た
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
八
日
に
高

田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木
曽
岬
小
・
中

学
生
（
二
九
八
人
）
が
九
日
の
電
波
学
園

へ
四
八
七
人
（
小
三
四
五
人
・
中
一
四
二

人
）
移
動
し
た
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
増

加
し
た
「
一
八
九
人
」
が
報
道
に
よ
る

「
バ
ラ
ツ
キ
」

か
、
九
日
以
前

か
ら
の
滞
在
者

数
か
は
不
明
で

す
。

　

同
表
中
で
、

人
数
等
の
記
載

の
違
い
や
分
散

避
難
の
状
況
な

ど
は
「
吹
き
出

し
」
で
表
記
し

て
い
ま
す
。

し
、
残
り
の
一
二
八
人
は
電
通
学
園
と
高

田
本
山
に
分
散
避
難
し
た
後
、
二
〇
日
に

再
び
伊
勢
市
の
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
隣
接

し
て
い
る
神
都
道
場
に
集
合
し
て
い
ま

す
。

　

九
日
の
「
避
難
所
で
の
学
校
別
再
編
」

が
発
表
さ
れ
、
如
雪
園
に
い
た
長
島
北
小

（
二
六
八
人
）
が
楠
小
へ
移
動
し
た
の
に

伴
い
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
に
分
散
し

て
い
た
長
島
南
小
（
計
二
〇
九
人
）
が
如

雪
園
に
移
動
し
、
す
で
に
避
難
し
て
い
た

二
六
九
人
と
合
同
し
て
長
島
南
小
の
全
生

徒
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
上
述
し
た

よ
う
に
、
高
田
本
山
に
避
難
し
て
い
た
木

曽
岬
村
の
小
・
中
学
生
が
電
通
学
園
を
経

て
鈴
峯
荘
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
隅
二
列
の
日
平
均
滞
在
者
数

の
表
よ
り
、
電
通
学
園
避
難
所
の
開
設
二

日
か
ら
一
五
日
ま
で
の
日
平
均
滞
在
者
数

は
一
二
二
〇
人
（
小
・
中
学
生
は
計
七
〇

四
人
）
で
、
収
容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）

よ
り
若
干
少
な
い
程
度
の
人
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
同
表
の
五
日
で
の
避

難
者
数
は
両
町
村
で
計
一
三
三
七
人
で
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
九
日
の
学
校
再
編
計
画
」
実
施
に
伴
っ

て
、
電
通
学
園
に
避
難
し
て
い
た
小
学
校

三
校
と
中
学
校
二
校
が
九
日
以
降
に
他
の

避
難
所
へ
移
動
し
て
お
り
、
九
日
以
降
の

避
難
者
数
は
減
少
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

つ
ま
り
、
二
日
〜
九
日
ま
で
の
間
は
、

「
ス
シ
詰
め
」
状
態
を
指
す
人
数
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
三
日
に
開
設
し
た
定
員
五
〇
〇

人
の
高
田
本
山
で
は
、
八
日
に
定
員
を
上

回
る
両
町
村
の
小
・
中
学
生
五
一
七
人
が

　

先
日
、
常
に
快
活
な
友
人
に
伊
勢
湾
台

風
六
〇
周
年
記
念
の
話
を
し
た
ら
、
「
今

ま
で
言
わ
な
か
っ
た
が
、
高
校
生
の
妹
を

伊
勢
湾
台
風
で
亡
く
し
た
。
話
そ
う
と

思
っ
た
が
、…

涙
が
出
る
の
で
や
は
り
話

す
の
を
止
め
る
」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
月
の
経
過
と
共
に
悲
し
み
が
和
ら
い

で
来
て
い
る
と
は
言
え
、
肉
親
を
亡
く
し

た
多
く
の
人
の
心
の
奥
に
、
ま
だ
癒
し
が

た
い
多
く
の
想
い
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

❋
参
考
文
献
❋

●
輪
中
と
高
潮-

伊
勢
湾
台
風
の
記
録

　
　

伊
藤
重
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編
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三
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郷
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刊
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会　
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年

●
木
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岬
村
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木
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岬
村
役
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昭
和
四
四
年

●
日
本
自
然
災
害
資
料
集　

　

第
四
巻
伊
勢
湾
台
風
災
害
誌　

三
重
県　

昭
和
三
六
年

●
写
真
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伊
勢　

国
書
刊
行
会　

昭
和
六
一
年

●
忘
れ
な
い
伊
勢
湾
台
風
50
年

　

中
日
新
聞
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年

し
た
の
で
、
一
〜
二
年
の
低
学
年
の
母
親

が
面
会
に
来
た
が
、
親
が
帰
っ
た
後
に
恋

し
が
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、
面
会
が
禁
止

に
な
っ
た
」
と
明
る
く
語
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
当
時
三
〜
四
年

生
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
感
じ
た
寂
し
い

思
い
を
下
級
生
の
話
と
し
て
語
っ
て
く
れ

た
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
九
． 終
わ
り
に

　

本
章
で
は
長
島
町
と
木
曽
岬
村
か
ら
の

集
団
避
難
状
況
を
新
聞
記
事
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
の
不
衛
生
ゆ
え
の
伝
説
病
の

蔓
延
、
集
団
避
難
時
の
混
乱
、
避
難
先
で

の
学
童
・
生
徒
達
の
教
育
等
、
非
日
常
の

出
来
事
が
次
々
と
被
災
者
全
員
に
襲
い
か

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
伊
勢
湾
台
風
か

ら
早
や
六
〇
年
を
経
て
、
当
時
の
児
童
生

徒
も
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ジ
と
な
り
、
伊
勢
湾

台
風
に
よ
る
激
甚
な
被
災
経
験
も
徐
々
に

薄
れ
始
め
て
い
る
よ
う
で
す
。　

　

今
回
取
り
上
げ
た
被
災
時
の
集
団
避
難

状
況
等
の
記
録
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
被

災
当
時
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
も
お
か
し

く
な
い
内
容
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
資
料

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
本

章
で
は
当
時
の
新
聞
記
事
を
中
心
に
、
こ

れ
ま
で
記
録
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
集
団
避
難
の
内
、
児
童
・
生
徒
の

避
難
移
動
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

集
合
し
て
、
②
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
精
義
小

学
校
（
桑
名
市
寿
町
。
こ
の
学
校
名
は
新

聞
記
事
に
無
）
か
ら
バ
ス
で
電
通
学
園
に

避
難
し
、
③
二
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、
三

重
県
立
大
学
へ
移
動
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
長
島
南
小
学
校
（
現
中
部
小
学

校
）
の
人
は
、
①
被
災
か
ら
一
週
間
後
の

月
曜
日
（
一
〇
月
五
日
）
に
様
々
な
手
段

（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
舟
）
で
対
岸
の
住
吉
舟

着
場
に
集
合
し
、
②
自
衛
隊
の
小
型
の
舟

（
上
陸
用
舟
艇
）
で
沖
に
出
て
、
③
段
差

の
大
き
い
梯
子
を
怖
が
り
つ
つ
自
衛
艦
に

乗
り
、
④
艦
内
で
「
乾
パ
ン
」
を
貰
っ
て

鳥
羽
港
に
向
か
い
、
⑤
バ
ス
で
如
雪
園
に

行
き
、
⑦
団
体
・
地
区
・
学
年
別
に
部
屋

割
り
を
さ
れ
た
、
と
実
に
詳
し
く
記
憶
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
て
頂
い
た
男
性
陣
は
、

「
疎
開
か
ら
一
週
間
目
頃
に
近
鉄
が
開
通

の
五
鈴
館
（
男
子
一
三
五
人
）
と
奥
野
家

（
女
子
一
四
二
人
）
に
、
ま
た
電
通
学
園

と
高
田
本
山
か
ら
神
都
道
場
（
一
二
八

人
）
へ
の
移
動
し
、
計
三
ヶ
所
に
集
合
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
伊
曽
島
小
学
校
は
三
重
県
大

に
、
木
曽
岬
小
中
学
校
は
鈴
峯
荘
に
、
長

島
南
小
学
校
は
如
雪
園
に
、
長
島
北
小
学

校
は
楠
小
学
校
に
集
合
し
て
い
ま
す
。

　

各
学
校
の
帰
郷
は
、
長
島
町
で
は
地
域

的
に
被
害
が
一
番
軽
か
っ
た
長
島
北
部
地

域
の
長
島
北
小
学
校
が
一
一
月
八
日
と
一

番
早
く
、
被
害
が
甚
大
だ
っ
た
長
島
南
部

の
伊
曽
島
地
区
の
伊
曽
島
小
学
校
が
一
二

月
五
日
と
遅
く
な
っ
て
お
り
、
帰
郷
の
遅

速
は
地
域
の
復
旧
と
連
動
し
て
い
る
と
推

測
さ
れ
ま
す
。

　
八
． 集
団
避
難
し
た
人
々
の
想
い
で

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
、
当

時
長
島
町
の
小
学
生
で
あ
っ
た
男
女
八
名

（
現
北
部
小
学
校
二
名
、
伊
曽
島
小
学
校

四
名
、
現
中
部
小
学
校
二
名
）
の
方
々

に
、
避
難
時
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

被
災
時
か
ら
六
〇
年
近
く
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
現
在
、
当
時
の
辛
く
て
悲
し
い

体
験
も
徐
々
に
癒
さ
れ
、
「
懐
か
し
い
想

い
で
」
に
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
側
面
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
親
元
を
離
れ
て
の
心

細
か
っ
た
避
難
経
路
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
人
々
が
詳
し
く
覚
え
て
い
ま
し
た
。
例

え
ば
、
伊
曽
島
小
学
校
の
人
は
避
難
経
路

に
つ
い
て
、
①
伊
曽
島
小
学
校
横
の
砂
浜

（
長
島
町
都
羅
新
田
の
揖
斐
川
左
岸
）
に

　

同
表
よ
り
、
避
難
に
関
す
る
新
聞
報
道

は
、
避
難
当
初
は
①
住
民
と
児
童
・
生
徒

を
含
ん
だ
総
避
難
民
の
移
動
（
黄
色
）
を

取
り
上
げ
、
学
童
・
生
徒
の
集
団
避
難
開

始
以
降
は
②
児
童
・
生
徒
の
避
難
移
動

（
水
色
）
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
な
お
、
右
隅
の
二
列
（
桃
色
）
は
、

三
重
県
の
災
害
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
滞
在
日
数
期
間
で
の
延
べ
滞
在
者
数
」

を
滞
在
日
数
で
除
し
て
日
平
均
に
換
算
し

た
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
表
中
の
避
難
者
数
の
表

記
に
関
し
て
は
、
分
母
の
（　

）
内
に
総

避
難
者
数
を
、
分
子
に
避
難
児
童
数
を
書

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
総
避
難
者
数
だ
け

が
判
明
し
て
い
る
場
合
は
分
子
の
避
難
児

童
数
を
横
棒
に
し
、
避
難
児
童
数
だ
け
が

判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
児
童
数
の
後
の

（　

）
内
に
学
校
名
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

①
二
日
〜
二
五
日
（
黄
色
）
は
、
主
に

県
営
避
難
所
へ
の
避
難
者
総
数
で
あ
り
、

電
通
学
園
で
は
早
く
も
五
日
の
時
点
で
収

容
定
員
（
一
三
〇
八
人
）
以
上
の
一
、
三

三
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

②
六
日
〜
二
〇
日
（
水
色
）
は
、
避
難

者
総
数
が
不
明
で
避
難
児
童
数
と
そ
の
学

校
名
だ
け
が
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
児

童
数
の
後
に
（　

）
書
き
で
学
校
名
を
記

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
期
間
、
電
通
学
園
と
高
田
本
山
で

は
入
所
し
て
き
た
避
難
児
童
が
学
校
別
に

各
授
業
再
開
用
避
難
所
に
分
散
し
て
い
く

過
程
が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
長
島
中
学

の
避
難
生
徒
四
〇
五
人
の
内
二
七
七
人

は
、
六
日
の
避
難
当
初
か
ら
男
子
と
女
子

に
分
か
れ
て
五
鈴
館
と
奥
野
屋
に
避
難

■ お話を聞かせて頂いた人 （々敬称略）。
　　　後列左から高木安郎、杉浦文江、服部たみ子、濱田わか
　　　前列左から日沖茂行、金森泰久、服部義和、早川春美

第
五
章  

現
代
に
伊
勢
湾
台
風
が

　
　
　  

来
襲
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

  

と  

ら
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第
五
章

第
五
章

を
立
て
る
際
、
高
さ
に
つ
い
て
、

一
、
潮
位
偏
差
や
波
浪
は
伊
勢
湾
台
風
が

再
来
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
使
う

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
ま
た
潮
位
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
伊

勢
湾
台
風
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分

に
名
古
屋
に
最
接
近
し
ま
し
た
が
、

通
常
の
名
古
屋
港
の
満
潮
予
定
時
刻

二
七
日
〇
時
四
五
分
で
あ
り
、
満
潮

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
復
旧
計
画
で
は
実
績
よ
り
も

も
っ
と
高
く
な
る
平
均
満
潮
位
と
す

る
こ
と
し
ま
し
た
。

三
、
堤
防
の
高
さ
は
堤
防
の
法
線
、
前
面

の
海
底
地
形
、
堤
防
構
造
の
特
性
な

ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
こ
と
と
な
り

あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
の
機
能
保
持
な
次

の
各
項
を
提
出
す
る
こ
と
な
ら
び
に
防
波

堤
の
効
果
等
の
諸
点
を
考
慮
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
」

　

ま
た
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
「
計

画
の
対
象
の
潮
位
お
よ
び
波
浪
に
対
し

て
、
越
波
さ
せ
な
い
規
模
で
、
築
造
す
る

堤
防
に
お
い
て
も
、
堤
防
の
天
場
お
よ
び

裏
の
り
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
被
覆
工
を

施
し
て
の
り
面
保
護
を
実
施
し
、
ま
た
越

波
を
考
え
て
築
造
す
る
場
合
は
、
裏
の
り

面
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
の
り
尻
の

洗
堀
防
止
の
強
化
に
留
意
す
る
。
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

復
旧
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤

防
、
河
川
堤
防
、
干
拓
堤
防
な
ど
の
計
画

の
高
潮
対
策
事
業
に
対
し
、
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
一
一
月
一
六
日
の
次
官

会
議
で
、
関
係
各
省
の
緊
密
な
連
絡
の
も

と
に
、
早
急
に
海
岸
、
河
川
堤
防
等
の
築

造
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
一
一
月
二
六
日
に
初

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
計
画
基
本
方

針
」
が
取
り
纏
め
ら
れ
、
基
本
的
事
項
と

し
て
「
計
画
は
、
海
岸
、
河
川
、
港
湾
、

干
拓
地
、
埋
立
地
な
ら
び
に
道
路
等
の
諸

計
画
を
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
樹
立
す
る

こ
と
」
、
ま
た
「
計
画
対
象
の
気
象
お
よ

び
海
象
条
件
と
し
て
は
、
潮
位
偏
差
お
よ

び
波
浪
は
台
風
第
一
五
号
（
当
時
の
伊
勢

湾
台
風
の
名
称
）
の
も
の
を
、
天
体
潮
位

は
台
風
平
均
満
潮
位
を
採
る
も
の
と
し
、 

そ
れ
を
上
回
る
条
件
に
対
し
て
も
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
考
慮
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
堤
防
の
高
さ
も
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
点
に
お
け
る
堤
防
天
端
高
は
、
上
記
の

水
理
条
件
を
基
礎
と
し
、
背
後
地
の
条

件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤
防
法
線
の
局

地
的
特
性
お
よ
び
堤
防
前
面
の
海
底
地
形

 

一
． 伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

     

高
潮
堤
防
復
旧
計
画
の
考
え
方

　

現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部
の
堤
防
は

巨
大
台
風
の
来
襲
に
対
し
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
K
I
S
S
O
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
第
一
章

と
第
二
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
旧
の
状

況
に
つ
い
て
も
う
一
度
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
あ
と
、
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
し
た
三
日

後
の
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

九
日
に
は
、
当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
を

本
部
長
と
し
て
、
名
古
屋
に
「
中
部
日
本

災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
一
〇

月
二
六
日
第
三
三
回
臨
時
国
会
が
招
集
さ

れ
、
災
害
対
策
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す

る
補
正
予
算
案
な
ど
関
係
法
令
を
迅
速
に

可
決
処
理
し
、
実
施
に
移
し
て
復
興
に
対

す
る
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
台
風
に
伴
う
伊
勢
湾
等

震
災
で
は
地
震
の
揺
れ
に
加
え
津
波
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
現
在
で
は
高
潮
堤
防
の
耐
震
対
策

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
て
も
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
津
波
浸
水
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

く
ま
で
も
緊
急
措
置
で
あ
り
、
本
格
的

な
高
潮
堤
防
補
給
は
引
き
続
き
継
続
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
三
〇
年
度
に

一
部
の
橋
梁
部
分
等
を
除
き
高
潮
堤
防

補
強
事
業
が
概
ね
完
成
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部

は
、
再
び
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
と
し

て
も
高
潮
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
淀
川
の
高
潮
堤

防
が
大
き
な
被
害
を
被
災
し
た
こ
と
、

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
東
日
本
大

川
の
高
潮
堤
防
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

二
． 伊
勢
湾
台
風
ク
ラ
ス
の
高
潮
に
も
安
全
な

      

木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

○
木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

　

こ
う
し
て
新
た
に
木
曽
三
川
河
口
部
の

高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
堤
防
総
延

長
三
一
．六
㎞
の
区
間
の
高
潮
堤
防
が
僅

か
三
年
で
完
成
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
復
興
に
よ
っ
て
安
全
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
急
速
な
高
度
成
長
に

よ
る
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
、
皮
肉
に
も

一
ｍ
〜
二
ｍ
も
の
地
盤
沈
下
が
引
き
起
こ

す
こ
と
と
な
り
、
木
曽
三
川
河
口
部
は
わ

が
国
最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
旦
完
成
し
た
高
潮
堤

防
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
昭
和
四
四
年
か
ら
、
再
び
高
潮
堤

防
の
補
強
を
始
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
補
強
計
画
で
は
伊
勢
湾
台

風
の
復
旧
堤
防
の
前
面
に
新
堤
防
を
築

く
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
新
た
な
堤
防

は
復
旧
堤
防
よ
り
も
数
倍
も
の
断
面
を

持
つ
堤
防
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
に
よ
る
地
盤
沈

下
は
、
高
潮
堤
防
の
補
強
速
度
を
上
回

る
速
度
で
進
行
し
、
補
強
が
間
に
合
わ

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
ま
ず
堤
防
の
高
さ
だ
け
で
も
確
保

す
る
こ
と
と
し
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は

「
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
」
に
着

手
、
昭
和
六
三
年
度
に
竣
工
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ

ま
し
た
。

　
　
　

さ
ら
に
堤
防
の
高
さ
に
つ
い
て

は
、
波
の
高
さ
を
考
慮
し
て
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
波
の
高

さ
は
堤
防
の
前
面
の
水
深
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
更
に
堤

防
の
法
線
形
状
が
例
え
ば
Ｖ
字
形

で
開
口
部
か
ら
波
が
侵
入
す
る

と
、
奥
に
行
く
に
従
い
収
斂
し
て

波
が
巨
大
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
条
件
を
最
も
厳
し
い
状

態
で
考
慮
し
て
堤
防
高
さ
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
ま
た

現
在
で
あ
れ
ば
数
値
解
析
で
検
証

作
業
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
当

時
は
模
型
実
験
に
よ
っ
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
条
件
を
考
慮

し
た
結
果
、
木
曽
川
、
揖
斐
川
（
長

良
川
）
ま
た
、
左
右
岸
で
も
計
画
の

堤
防
高
さ
に
も
差
が
生
じ
て
い
る
の

で
す
。

四
、
ま
た
堤
体
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て

は
、
出
来
る
だ
け
波
を
反
射
さ
せ
て

超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
さ

に
加
え
〝
波
返
し
〞
と
呼
ば
れ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堤
防
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
波
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ
て
波

頭
が
飛
び
散
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

堤
防
の
上
（
天
端
）
と
堤
内
地
側
の

法
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
三
面
張
り
〞
構
造
の
堤
防

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
当
時
の
、
堤
防
高
さ
や
構
造

な
ど
の
考
え
方
は
、
現
在
の
木
曽
三

■ 河川高潮堤防区間縦断図

■ 高潮堤防補強計画

現
在
の

高
潮
堤
防
の
状
況

第
一
節

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 高潮対策河川堤標準断面図、災害前堤防断面図
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を
立
て
る
際
、
高
さ
に
つ
い
て
、

一
、
潮
位
偏
差
や
波
浪
は
伊
勢
湾
台
風
が

再
来
し
た
こ
と
を
想
定
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
使
う

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
、
ま
た
潮
位
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
伊

勢
湾
台
風
は
二
六
日
二
一
時
三
五
分

に
名
古
屋
に
最
接
近
し
ま
し
た
が
、

通
常
の
名
古
屋
港
の
満
潮
予
定
時
刻

二
七
日
〇
時
四
五
分
で
あ
り
、
満
潮

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
復
旧
計
画
で
は
実
績
よ
り
も

も
っ
と
高
く
な
る
平
均
満
潮
位
と
す

る
こ
と
し
ま
し
た
。

三
、
堤
防
の
高
さ
は
堤
防
の
法
線
、
前
面

の
海
底
地
形
、
堤
防
構
造
の
特
性
な

ど
を
考
慮
し
て
決
め
る
こ
と
と
な
り

あ
る
い
は
港
湾
、
漁
港
の
機
能
保
持
な
次

の
各
項
を
提
出
す
る
こ
と
な
ら
び
に
防
波

堤
の
効
果
等
の
諸
点
を
考
慮
し
て
定
め
る

も
の
と
す
る
。
」

　

ま
た
堤
防
の
構
造
に
つ
い
て
も
、
「
計

画
の
対
象
の
潮
位
お
よ
び
波
浪
に
対
し

て
、
越
波
さ
せ
な
い
規
模
で
、
築
造
す
る

堤
防
に
お
い
て
も
、
堤
防
の
天
場
お
よ
び

裏
の
り
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
被
覆
工
を

施
し
て
の
り
面
保
護
を
実
施
し
、
ま
た
越

波
を
考
え
て
築
造
す
る
場
合
は
、
裏
の
り

面
保
護
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
の
り
尻
の

洗
堀
防
止
の
強
化
に
留
意
す
る
。
」
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

復
旧
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
周
辺
の
海
岸
堤

防
、
河
川
堤
防
、
干
拓
堤
防
な
ど
の
計
画

の
高
潮
対
策
事
業
に
対
し
、
昭
和
三
四

（
一
九
五
九
）
年
一
一
月
一
六
日
の
次
官

会
議
で
、
関
係
各
省
の
緊
密
な
連
絡
の
も

と
に
、
早
急
に
海
岸
、
河
川
堤
防
等
の
築

造
の
基
本
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
一
一
月
二
六
日
に
初

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
議
会
で

「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
事
業
計
画
基
本
方

針
」
が
取
り
纏
め
ら
れ
、
基
本
的
事
項
と

し
て
「
計
画
は
、
海
岸
、
河
川
、
港
湾
、

干
拓
地
、
埋
立
地
な
ら
び
に
道
路
等
の
諸

計
画
を
、
総
合
的
に
考
慮
し
て
樹
立
す
る

こ
と
」
、
ま
た
「
計
画
対
象
の
気
象
お
よ

び
海
象
条
件
と
し
て
は
、
潮
位
偏
差
お
よ

び
波
浪
は
台
風
第
一
五
号
（
当
時
の
伊
勢

湾
台
風
の
名
称
）
の
も
の
を
、
天
体
潮
位

は
台
風
平
均
満
潮
位
を
採
る
も
の
と
し
、 

そ
れ
を
上
回
る
条
件
に
対
し
て
も
、
被
害

を
最
小
限
度
に
と
ど
ま
る
よ
う
考
慮
す
る

も
の
と
す
る
。
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
堤
防
の
高
さ
も
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

地
点
に
お
け
る
堤
防
天
端
高
は
、
上
記
の

水
理
条
件
を
基
礎
と
し
、
背
後
地
の
条

件
、
堤
防
構
造
の
特
性
、
堤
防
法
線
の
局

地
的
特
性
お
よ
び
堤
防
前
面
の
海
底
地
形

 

一
． 伊
勢
湾
台
風
か
ら
の

     

高
潮
堤
防
復
旧
計
画
の
考
え
方

　

現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部
の
堤
防
は

巨
大
台
風
の
来
襲
に
対
し
て
ど
う
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
伊
勢
湾
台
風
の

被
害
か
ら
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
K
I
S
S
O
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
第
一
章

と
第
二
章
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
伊
勢
湾
台
風
か
ら
の
復
旧
の
状

況
に
つ
い
て
も
う
一
度
簡
単
に
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

　

伊
勢
湾
台
風
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
あ
と
、
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
し
た
三
日

後
の
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
九
月
二

九
日
に
は
、
当
時
の
副
総
理
益
谷
秀
次
を

本
部
長
と
し
て
、
名
古
屋
に
「
中
部
日
本

災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
一
〇

月
二
六
日
第
三
三
回
臨
時
国
会
が
招
集
さ

れ
、
災
害
対
策
と
し
て
、
こ
れ
に
関
連
す

る
補
正
予
算
案
な
ど
関
係
法
令
を
迅
速
に

可
決
処
理
し
、
実
施
に
移
し
て
復
興
に
対

す
る
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
勢
湾
台
風
に
伴
う
伊
勢
湾
等

震
災
で
は
地
震
の
揺
れ
に
加
え
津
波
に

よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
現
在
で
は
高
潮
堤
防
の
耐
震
対
策

に
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
南

海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
て
も
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
津
波
浸
水
な
ど
の
災

害
か
ら
守
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

く
ま
で
も
緊
急
措
置
で
あ
り
、
本
格
的

な
高
潮
堤
防
補
給
は
引
き
続
き
継
続
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
三
〇
年
度
に

一
部
の
橋
梁
部
分
等
を
除
き
高
潮
堤
防

補
強
事
業
が
概
ね
完
成
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
現
在
の
木
曽
三
川
河
口
部

は
、
再
び
伊
勢
湾
台
風
が
襲
来
し
た
と
し

て
も
高
潮
に
対
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

な
お
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
淀
川
の
高
潮
堤

防
が
大
き
な
被
害
を
被
災
し
た
こ
と
、

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
東
日
本
大

川
の
高
潮
堤
防
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る
の
で
す
。 

 

二
． 伊
勢
湾
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風
ク
ラ
ス
の
高
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に
も
安
全
な

      

木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

○
木
曽
三
川
下
流
部
高
潮
堤
防
の
完
成

　

こ
う
し
て
新
た
に
木
曽
三
川
河
口
部
の

高
潮
区
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
堤
防
総
延

長
三
一
．六
㎞
の
区
間
の
高
潮
堤
防
が
僅

か
三
年
で
完
成
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
復
興
に
よ
っ
て
安
全
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
急
速
な
高
度
成
長
に

よ
る
地
下
水
の
く
み
上
げ
は
、
皮
肉
に
も

一
ｍ
〜
二
ｍ
も
の
地
盤
沈
下
が
引
き
起
こ

す
こ
と
と
な
り
、
木
曽
三
川
河
口
部
は
わ

が
国
最
大
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
一
旦
完
成
し
た
高
潮
堤

防
の
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
っ
た
た

め
、
昭
和
四
四
年
か
ら
、
再
び
高
潮
堤

防
の
補
強
を
始
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
補
強
計
画
で
は
伊
勢
湾
台

風
の
復
旧
堤
防
の
前
面
に
新
堤
防
を
築

く
も
の
で
、
こ
の
結
果
、
新
た
な
堤
防

は
復
旧
堤
防
よ
り
も
数
倍
も
の
断
面
を

持
つ
堤
防
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
高
度
成
長
に
よ
る
地
盤
沈

下
は
、
高
潮
堤
防
の
補
強
速
度
を
上
回

る
速
度
で
進
行
し
、
補
強
が
間
に
合
わ

な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
ま
ず
堤
防
の
高
さ
だ
け
で
も
確
保

す
る
こ
と
と
し
昭
和
五
〇
年
度
か
ら
は

「
高
潮
堤
防
緊
急
嵩
上
事
業
」
に
着

手
、
昭
和
六
三
年
度
に
竣
工
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ

ま
し
た
。

　
　
　

さ
ら
に
堤
防
の
高
さ
に
つ
い
て

は
、
波
の
高
さ
を
考
慮
し
て
決
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
波
の
高

さ
は
堤
防
の
前
面
の
水
深
に
よ
っ

て
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
更
に
堤

防
の
法
線
形
状
が
例
え
ば
Ｖ
字
形

で
開
口
部
か
ら
波
が
侵
入
す
る

と
、
奥
に
行
く
に
従
い
収
斂
し
て

波
が
巨
大
化
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
様
々
な
条
件
を
最
も
厳
し
い
状

態
で
考
慮
し
て
堤
防
高
さ
を
決
定

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
ま
た

現
在
で
あ
れ
ば
数
値
解
析
で
検
証

作
業
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
当

時
は
模
型
実
験
に
よ
っ
て
確
認
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　
　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
条
件
を
考
慮

し
た
結
果
、
木
曽
川
、
揖
斐
川
（
長

良
川
）
ま
た
、
左
右
岸
で
も
計
画
の

堤
防
高
さ
に
も
差
が
生
じ
て
い
る
の

で
す
。

四
、
ま
た
堤
体
材
料
及
び
構
造
に
つ
い
て

は
、
出
来
る
だ
け
波
を
反
射
さ
せ
て

超
え
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
さ

に
加
え
〝
波
返
し
〞
と
呼
ば
れ
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
堤
防
と
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
で
も
波
が
コ

ン
ク
リ
ー
ト
堤
防
に
ぶ
つ
か
っ
て
波

頭
が
飛
び
散
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

堤
防
の
上
（
天
端
）
と
堤
内
地
側
の

法
面
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う
、
い

わ
ゆ
る
〝
三
面
張
り
〞
構
造
の
堤
防

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

こ
の
当
時
の
、
堤
防
高
さ
や
構
造

な
ど
の
考
え
方
は
、
現
在
の
木
曽
三

■ 河川高潮堤防区間縦断図

■ 高潮堤防補強計画

現
在
の

高
潮
堤
防
の
状
況

第
一
節

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
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難
に
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高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 高潮対策河川堤標準断面図、災害前堤防断面図
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

温
暖
化
に
よ
り

巨
大
化
す
る
台
風

第
二
節

第一作業部会報告書のポイント
1.気候システムの温暖化には疑う余地がなく、1950年代以降、観測された変化の
多くは数十年～数千年間で前例のないものである。
2.陸域と海上を合わせた世界平均地上気温は、1880～2012年の期間に0.85
[0.65～1.06]℃上昇している。
3.大気中の二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）濃度は、少な
くとも最近80 万年間で前例のない水準にまで増加している。海洋は排出された
人為起源の二酸化炭素の約30%を吸収し、海洋酸性化を引き起こしている。
4.気候システムに対する人間の影響は明白である。
5.1951～2010年の世界平均地上気温の観測された上昇の半分以上は、温室
効果ガス濃度の人為的増加とその他の人為起源強制力の組合せによって引き
起こされた可能性が極めて高い。
6.温室効果ガスの継続的な排出は、更なる温暖化と気候システム全ての要素の
変化をもたらすだろう。気候変動を抑制するには、温室効果ガス排出量の大幅
かつ持続的な削減が必要であろう。

■ 図1:3つのデータセットによる、1850～2012年の陸域と海上とを合わせた
　 世界平均地上気温偏差の観測値。

■ 開放講座で講演される　
　　　　　　　 名古屋大学　坪木和久教授

上図:年平均値、下図:10年毎の平均値（黒色のデータセットについては不確
実性の推定を含む）。偏差は1961～1990年を基準とする。（出典:IPCC 
AR5 WGⅠ SPM Fig. SPM.1(a) ）

地球温暖化の結果として起こりうること

1.地球全体・各地域の気温の上昇
2.水蒸気量の増加
3.極端現象（豪雨・干ばつ・台風など）の増加
4.局地的豪雨の増加
5.台風の強化、竜巻の増加
6.海面水温・海水温の上昇
7.海面の上昇と低地の減少（海面上昇は地
球全体で一様でなく局所的に高くなる。）
8.海洋の酸性化とそれに伴う海洋生物の変化
9.海氷、氷床、氷河、永久凍土の減少

■ 図2：細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平
均、直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981～2010年の30年平均値。日本の
年平均気温は、長期的には100年あたり約1.14℃の割合で上昇しており、特に1990
年代以降、高温となる年が頻出。

出典：気象庁HP　日本の年平均気温の偏差の経年変化（1898～2014年）
　　 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html 

■ 図3：アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化  
出典：気象庁ホームページ  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/heavyraintrend.html

■ 図4：海面水温の長期変化傾向（日本近海） 
出典:気象庁ホームページhttp://www.data.jma.go.jp/gmd/
kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

■ 図5：左図：2005年9月の観測された西太平洋の平均海面水温分布。
　　　 右図：地球温暖化が進んだときに予想される今世紀末の9月の平均海面水温分布。

九州・沖縄海域
日本南方海域

関東中海域

日本海

全海域平均 北海道周辺・
日本東方海域
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 
そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

温
暖
化
に
よ
り

巨
大
化
す
る
台
風

第
二
節

第一作業部会報告書のポイント
1.気候システムの温暖化には疑う余地がなく、1950年代以降、観測された変化の
多くは数十年～数千年間で前例のないものである。
2.陸域と海上を合わせた世界平均地上気温は、1880～2012年の期間に0.85
[0.65～1.06]℃上昇している。
3.大気中の二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N2O）濃度は、少な
くとも最近80 万年間で前例のない水準にまで増加している。海洋は排出された
人為起源の二酸化炭素の約30%を吸収し、海洋酸性化を引き起こしている。
4.気候システムに対する人間の影響は明白である。
5.1951～2010年の世界平均地上気温の観測された上昇の半分以上は、温室
効果ガス濃度の人為的増加とその他の人為起源強制力の組合せによって引き
起こされた可能性が極めて高い。
6.温室効果ガスの継続的な排出は、更なる温暖化と気候システム全ての要素の
変化をもたらすだろう。気候変動を抑制するには、温室効果ガス排出量の大幅
かつ持続的な削減が必要であろう。

■ 図1:3つのデータセットによる、1850～2012年の陸域と海上とを合わせた
　 世界平均地上気温偏差の観測値。

■ 開放講座で講演される　
　　　　　　　 名古屋大学　坪木和久教授

上図:年平均値、下図:10年毎の平均値（黒色のデータセットについては不確
実性の推定を含む）。偏差は1961～1990年を基準とする。（出典:IPCC 
AR5 WGⅠ SPM Fig. SPM.1(a) ）

地球温暖化の結果として起こりうること

1.地球全体・各地域の気温の上昇
2.水蒸気量の増加
3.極端現象（豪雨・干ばつ・台風など）の増加
4.局地的豪雨の増加
5.台風の強化、竜巻の増加
6.海面水温・海水温の上昇
7.海面の上昇と低地の減少（海面上昇は地
球全体で一様でなく局所的に高くなる。）
8.海洋の酸性化とそれに伴う海洋生物の変化
9.海氷、氷床、氷河、永久凍土の減少

■ 図2：細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平
均、直線（赤）：長期的な変化傾向。基準値は1981～2010年の30年平均値。日本の
年平均気温は、長期的には100年あたり約1.14℃の割合で上昇しており、特に1990
年代以降、高温となる年が頻出。

出典：気象庁HP　日本の年平均気温の偏差の経年変化（1898～2014年）
　　 http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html 

■ 図3：アメダスで見た短時間強雨発生回数の長期変化  
出典：気象庁ホームページ  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/heavyraintrend.html

■ 図4：海面水温の長期変化傾向（日本近海） 
出典:気象庁ホームページhttp://www.data.jma.go.jp/gmd/
kaiyou/data/shindan/a_1/japan_warm/japan_warm.html

■ 図5：左図：2005年9月の観測された西太平洋の平均海面水温分布。
　　　 右図：地球温暖化が進んだときに予想される今世紀末の9月の平均海面水温分布。

九州・沖縄海域
日本南方海域

関東中海域

日本海

全海域平均 北海道周辺・
日本東方海域
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
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に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■図6：1980～2015年の台風などの熱帯低気圧が最大強度をとる
位置。縦軸は赤道からの距離で、上図は北半球、下図は南半球に
ついて。Kossin et al. (2014), Nature

■図10：コンピュータシミュレーション実験でみられた、今世紀末の温暖化した気候で
発生する超大型の非常に強い台風。黒い実線がこの台風の進路で1959年の伊
勢湾台風（赤実線が進路）とほぼ同じ上陸地点をとる。カラーは降水強度、細い黒
実線は地上気圧、細い赤実線は風速15、25m/sの等値線。

■図11：1951～2011年の期間における猛烈な台風の発生数。白丸と実線は
気象庁のベストトラック、点線は米国の合同台風警報センター（JTWC）のベ
ストトラックから数えたもの。

■図9：名古屋大学で開発した雲解像モデルで再現された伊勢湾台風の立体表示

■図7：上図は強い台風（カテゴリー4，5の）の発生割合。下図は年
ごとの最大強度の台風の最大風速。黒線は米国の合同台風警
報センター、赤線は日本の気象庁を補正したもの。

■図8：今世紀末の温暖化した気候においてシミュレーションされた日本本土に上陸す
るスーパー台風。カラーは降水強度、等値線は地上気圧。

■図12：左図は台風の進路予報誤差、右図は強度予報誤差の経年変化。
　（Ito　2016, SOLA）
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■図6：1980～2015年の台風などの熱帯低気圧が最大強度をとる
位置。縦軸は赤道からの距離で、上図は北半球、下図は南半球に
ついて。Kossin et al. (2014), Nature

■図10：コンピュータシミュレーション実験でみられた、今世紀末の温暖化した気候で
発生する超大型の非常に強い台風。黒い実線がこの台風の進路で1959年の伊
勢湾台風（赤実線が進路）とほぼ同じ上陸地点をとる。カラーは降水強度、細い黒
実線は地上気圧、細い赤実線は風速15、25m/sの等値線。

■図11：1951～2011年の期間における猛烈な台風の発生数。白丸と実線は
気象庁のベストトラック、点線は米国の合同台風警報センター（JTWC）のベ
ストトラックから数えたもの。

■図9：名古屋大学で開発した雲解像モデルで再現された伊勢湾台風の立体表示

■図7：上図は強い台風（カテゴリー4，5の）の発生割合。下図は年
ごとの最大強度の台風の最大風速。黒線は米国の合同台風警
報センター、赤線は日本の気象庁を補正したもの。

■図8：今世紀末の温暖化した気候においてシミュレーションされた日本本土に上陸す
るスーパー台風。カラーは降水強度、等値線は地上気圧。

■図12：左図は台風の進路予報誤差、右図は強度予報誤差の経年変化。
　（Ito　2016, SOLA）
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

広
域
避
難
に
向
け
た

取
り
組
み

第
三
節

■図13：台風の航空機観測の概念図。
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LEVEL3 態勢

自治体・州の避難所準備

通行規制の計画・準備

避難指示

避難所開設

交通規制開始
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伊
勢
湾
台
風
が
再
来
し
た
と
し
て
も
安

全
な
高
潮
堤
防
が
木
曽
三
川
下
流
部
で
は

出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
で
は
「
伊
勢
湾

台
風
を
上
回
る
、
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
な
ど
ホ
ン
ト
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

名
古
屋
大
学
宇
宙
地
球
環
境
研
究
所　

坪
木
和
久
教
授
は
、
平
成
三
〇
（
二
〇
一

八
）
年
一
一
月
二
二
日
の
「
木
曽
三
川
開

放
講
座
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

 

一
． 地
球
温
暖
化
と
気
象
変
動

　
○
温
暖
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象

　

地
球
温
暖
化
が
地
球
規
模
で
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
が
あ
り
ま
す
が
、
地
球
温
暖
化
に
関
し

て
最
も
信
頼
性
が
置
け
る
報
告
書
は
、

I
P
C
C
が
出
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C

と
は
国
連
の
下
に
あ
る
組
織
で
「
気
候
変

動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ

ル
」
と
い
う
も
の
で
、
数
年

に
一
回
評
価
報
告
書
を
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
二
五
（
二

〇
一
三
）
年
第
五
次
評
価
報

告
書
の
自
然
科
学
的
根
拠
を

ま
と
め
た
第
一
作
業
部
会
報

告
書
の
ポ
イ
ン
ト
は
上
部
の

表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
地
球
温
暖
化
が
何

を
も
た
ら
す
か
。
そ
の
中
に

水
蒸
気
量
の
増
加
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
気
象
学
で

は
水
蒸
気
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

同
じ
と
み
な
し
ま
す
。
つ
ま

り
、
大
気
中
に
水
蒸
気
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
気

中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
も
と
に
し
て
発

生
す
る
積
乱
雲
が
も
た
ら
す

極
端
な
気
象
が
よ
り
強
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
海
面
水
温
や
海
水
温
も
上
昇
し

ま
す
。
実
は
、
大
気
の
温
度
が
上
昇
す
る

こ
と
以
上
に
、
海
の
温
度
が
上
昇
す
る
こ

と
が
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。
水
も
暖

か
く
な
る
と
膨
張
し
ま
す
。
海
の
大
量
の

水
が
膨
張
す
る
と
、
そ
の
膨
張
に
よ
っ
て

海
面
が
高
く
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
海
面

面
水
温
で
す
。
図
5
左
側
は
二
〇
〇
五
年

の
観
測
値
で
す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
東
方
海
上
は
二
九
℃
程
度
の
海
面

水
温
で
、
本
州
の
太
平
洋
側
は
二
六
℃
か

ら
二
七
℃
程
度
の
海
面
水
温
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
図
5
の
右
側
は
今
世
紀
末
（
二
〇

七
六
年
）
の
海
水
温
を
予
測
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
結
果
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
東
方
海

上
は
三
一
℃
程
度
に
な
り
、
西
太
平
洋
は

全
体
と
し
て
二
℃
程
度
上
昇
し
ま
す
。
本

州
の
太
平
洋
側
が
二
九
℃
程
度
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

東
方
海
上
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
海
面
水

○
局
地
豪
雨
の
増
加

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
、
雨
が
強
く
な
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
図
3
に
示
し

た
気
象
庁
の
資
料
か
ら
、
一
九
七
五
年
か

ら
二
〇
一
四
年
ま
で
の
一
時
間
当
た
り
八

〇
以
上
の
雨
の
回
数
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
気
温
が
上
昇
す
る
と
大
気
中
の

水
蒸
気
が
増
え
ま
す
。
大
気
中
の
水
蒸
気

は
す
な
わ
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
強
い
積
乱
雲
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
り

強
い
雨
が
降
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
温
暖
化
に
伴
っ
て
、
強
い

雨
が
年
々
自
然
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。

○
海
面
水
温
・
海
水
温
の
上
昇

　

先
ほ
ど
、
海
の
温
度
も
上
昇
し
ま
す
と

い
う
話
を
し
ま
し
た
。

　

図
4
は
過
去
一
〇
〇
年
間
で
日
本
周
辺

の
海
面
水
温
が
ど
う
変
化
し
た
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

図
4
で
は
全
て
の
海
域
で
プ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

例
え
ば
、
東
シ
ナ
海
で
一
．一
四
℃
上
昇

し
て
い
ま
す
し
、
四
国
沖
で
一
．二
℃
、

東
海
地
区
で
〇
．九
℃
と
、
ほ
ぼ
一
℃
上

昇
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
一
〇
〇
年
の
間
に
日
本
周
辺
で
海

面
水
温
が
一
℃
上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
台
風
の
強
化
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
、
西
太
平
洋
の
海
面
水
温
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
今
世
紀
末
の
予
測

を
見
て
み
ま
す
。
図
5
は
九
月
の
平
均
海

年
で
一
．一
℃
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
地
球
全
体
の
平
均

が
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
で
し
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
も
三
割
か
ら
四
割
ぐ
ら
い
大
き
い
上

昇
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

が
上
昇
し
て
低
地
が
減
少
し
て
い
く
。
日

本
の
中
の
平
野
部
に
広
が
っ
て
い
る
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
域
で
今
後
海
面
高
と
い
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。
地
球
温
暖
化

の
結
果
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
ま
と

め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

○
気
温
の
上
昇
の
現
状

　

図
1
は
I
P
C
C
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る

も
の
で
、
地
球
全
体
の
温
暖
化
の
状
況
に

つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
が
、
一
八
八
〇
年

か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
に
〇
．八
五
℃
上

昇
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
最
近

一
〇
〇
年
で
〇
．七
℃
ぐ
ら
い
上
昇
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
日
本
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
図
2

は
日
本
の
都
市
化
の
影
響
を
受
け
な
い
地

域
の
平
均
値
と
し
て
年
々
の
温
度
変
化
を

見
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
〇
〇

　

名
古
屋
大
学
で
は
、
地
球
上
で
発
生
す

る
未
来
の
台
風
の
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
非
常
に
精
度
の
高
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
、
図
8
は
予
測
し

た
今
世
紀
末
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

結
果
の
例
で
、
眼
の
形
が
非
常
に
は
っ
き

り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
周
辺
に
レ
イ
ン
バ

ン
ド
、
す
な
わ
ち
降
水
帯
な
る
も
の
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
非
常
に
強
い
状
態
の

ま
ま
伊
豆
半
島
に
上
陸
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
未
来
の
台
風
で
す
が
、
伊
豆
半

島
に
上
陸
す
る
直
前
で
中
心
気
圧
が
八

八
〇
hPa
、
地
上
付
近
の
風
速
が
七
〇
㎧

と
い
う
非
常
に
強
い
台
風
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
未
来
の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
得
ら
れ
る
「
未
来
の
台
風
は

ど
れ
ぐ
ら
い
強
く
な
る
の
か
？
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
答
え
の
一
つ
と
し
て
は
、

今
世
紀
末
に
は
八
六
〇
hPa
く
ら
い
の
、
風

速
で
い
う
と
八
〇
㎧
を
超
え
る
よ
う
な
強

さ
に
到
達
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

強
度
を
維
持
し
た
状
態
で
日
本
の
本
州
付

近
に
ま
で
到
達
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

二
． 気
候
変
動
に
よ
る

      

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
発
生

　

伊
勢
湾
台
風
が
温
暖
化
の
進
ん
だ
今
世

紀
末
の
未
来
に
襲
来
し
た
ら
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
実
験
で
答
え
る
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
名
古
屋
大
学
で
は
独
自
に
、
雲
一
つ

気
象
庁
で
は
最

も
強
い
台
風
の

階
級
を
「
猛
烈

な
台
風
」
言
っ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
台
風
の
数

の
割
合
が
だ
ん

だ
ん
と
増
え
て

い
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
は
、

各
年
の
最
大
強

風
が
ど
う
変
化

し
て
い
る
の
か
を
示
し
た
も
の
で
、
右
に

い
く
ほ
ど
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
近
年
の
台
風
は
最
大
強
度
が
増
大
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

○
名
古
屋
大
学
に
よ
る

未
来
の
台
風
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

そ
の
他
に
台
風
の
移
動
速
度
や
海
洋
の

波
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で

も
特
に
海
面
水
温
が
台
風
の
強
度
を
決
め

る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
海
の
温
度
が
台
風
の
強
さ
を
決

め
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

台
風
の
強
度
の
変
化
に
つ
い
て
、
最
近

の
研
究
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
図
6

は
横
軸
が
統
計
年
で
、
一
九
八
〇
年
か

ら
二
〇
一
五
年
ま
で
の
西
太
平
洋
で
発

生
し
た
台
風
が
最
も
発
達
し
た
緯
度
を

着
色
し
て
示
し
て
い
ま
す
。
上
の
図
は

北
半
球
、
下
の
図
が
南
半
球
。
縦
軸
は

中
央
が
赤
道
で
赤
道
か
ら
の
距
離
を
示

し
て
い
ま
す
。
年
が
進
む
に
つ
れ
て
、

だ
ん
だ
ん
と
北
上
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
台
風
が
最
大
強

度
と
な
る
場
所
が
だ
ん
だ
ん
北
上
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

図
7
の
上
図
は
一
九
七
五
年
か
ら
二
〇

一
五
年
ま
で
に
発
生
し
た
台
風
が
最
も
強

い
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
な
っ
た
数
の
年
発
生
す

る
数
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

温
が
今
世
紀
末
に
は
日
本
付
近
に
ま
で
広

が
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
台
風
の
強
さ
・
大
き
さ
を
左
右
す
る
要
因

　

で
は
台
風
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
台
風
に
つ
い
て
の
研
究
を
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

台
風
に
も
、
弱
い
も
の
か
ら
強
い
も
の

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
台
風
の
強
さ
が
決

ま
り
ま
す
。
台
風
の
強
さ
を
決
め
る
主
な

要
因
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
、
海
面
水
温
（
海
洋
上
部
の
貯
熱
量
）

二
、
大
気
の
鉛
直
シ
ア
（
下
層
と
上
層
の

風
速
差
）

三
、
対
流
圏
上
部
の
気
温

四
、
海
洋
の
構
造

五
、
大
気
の
熱
力
学
的
構
造
（
安
定
度
・

湿
度
）

六
、
眼
の
構
造
（
形
や
壁
雲
の
入
れ
替
わ
り
）

七
、
ス
パ
イ
ラ
ル
レ
イ
ン
バ
ン
ド

八
、
眼
の
内
部
の
メ
ソ
渦

に
観
測
装
置
、
ド
ロ
ッ
プ
ゾ
ン
デ
と
呼
ば

れ
る
も
の
を
落
と
し
て
直
接
観
測
し
て
い

た
の
で
、
台
風
の
強
度
は
非
常
に
正
確

だ
っ
た
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
以
降

は
、
気
象
衛
星
の
雲
パ
タ
ー
ン
を
観
測
し

て
、
雲
の
様
子
か
ら
台
風
の
強
さ
を
推
定

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
ド
ボ

ラ
ッ
ク
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
、
あ
る
程

度
の
強
さ
の
台
風
に
つ
い
て
は
非
常
に
よ

い
推
定
値
が
出
る
の
で
す
が
、
例
え
ば

ス
ー
パ
ー
台
風
や
、
気
象
庁
の
最
強
階
級

の
猛
烈
な
台
風
に
な
っ
て
く
る
と
誤
差
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

図
11
は
一
九
五
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年

ま
で
に
発
生
し
た
「
猛
烈
な
台
風
の
数
」

が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
、
日
本
の
デ
ー

タ
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
比
べ

た
も
の
で
す
。

　

一
九
八
〇
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
両
者
は

ほ
ぼ
同
数
で
す
け
れ
ど
も
、
米
軍
の
直
接

観
測
が
終
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
以

降
は
、
日
本
の
気
象
庁
の
推
定
値
は
少
な

い
と
き
で
二
年
に
一
個
ぐ
ら
い
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
ア
メ
リ
カ
の
気

象
機
関
で
は
、
毎
年
六
個
か
ら
七
個
ぐ
ら

い
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
非
常
に
強
い
台

風
」
に
対
す
る
強
度
推
定
値
に
は
大
き
な

誤
差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
予
測
の
問
題
で
す
。

　

図
12
の
二
枚
の
図
は
、
左
側
が
「
進

路
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
、
右
側
が

「
強
度
」
に
つ
い
て
の
予
測
の
誤
差
を
過

去
二
〇
〜
三
〇
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
も

の
で
す
。
横
軸
は
い
ず
れ
も
年
を
示
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ず
、
左
図
の
進
路
に
つ
い
て
の
誤
差

　
そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
推
定
値
の
誤

差
が
非
常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
九
八
七
年
ま
で
は
、
台
風
が
発
生
す

る
と
米
軍
が
航
空
機
を
飛
ば
し
て
、
そ
こ

　

名
古
屋
大
学
で
は
非
常
に
多
く
の
未
来

の
台
風
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
伊
勢
湾
台
風
と

非
常
に
よ
く
似
た
経
路
を
通
る
台
風
も
出

て
き
ま
す
。
図
10
は
そ
の
一
例
で
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
の
経
路
（
赤
実
線
）
で
、
将

来
台
風
（
黒
実
線
）
は
、
上
陸
近
く
で
ほ

と
ん
ど
伊
勢
湾
台
風
と
近
い
経
路
を
通
っ

て
い
る
こ
と
が
解
り
ま
す
。
伊
勢
湾
台
風

と
い
う
の
は
伊
勢
湾
に
と
っ
て
の
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
で
す
が
、
こ
の
実
験
に
よ
り
長

い
時
間
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
必
ず
起
こ
り
得
る
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。｢

伊
勢
湾
台
風
の
よ
う
な

凄
い
台
風
は
二
度
と
来
な
い
。｣

と
い
う
こ

と
は
決
し
て
言
え
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ

勢
力
を
強
く
し
た
も
の
が
来
襲
す
る
と
い

う
こ
と
を
念
頭
に
我
々
は
準
備
し
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。

 

三
． ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
対
し
て

      

ど
う
対
応
す
べ
き
か
？

 　

伊
勢
湾
台
風
を
超
え
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

て
き
て
い
る
現
在
、
私
た
ち
は
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
堤
防
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
で
安
全
が
守
れ
な
い
と
す

れ
ば
、
命
を
守
る
た
め
に
は
安
全
な
と
こ

ろ
へ
「
避
難
」
す
る
以
外
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
ご
紹
介
す

る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
台
風
予
測
に
お
け

る
現
在
の
課
題
に
つ
い
て
、
坪
木
教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
台
風
の
強
度
の
推
定
お
よ
び
予

測
に
は
大
き
な
二
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

坪
木
教
授
に
、
こ
の
台
風
の
予
測

精
度
向
上
の
取
組
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
際
に
強
く
印
象
に
残
っ

た
発
言
が
つ
ぎ
の
言
葉
で
す
。

「
巨
大
台
風
か
ら
避
難
し
た
と
し
て

も
、
避
難
先
に
台
風
が
来
た
ら
最
悪

で
す
。
」

　

現
代
に
お
け
る
台
風
の
進
路
予
測

精
度
は
、
一
日
（
二
四
時
間
）
前
で

約
一
〇
〇
㎞
、
三
六
時
間
前
で
あ
れ

ば
一
五
〇
㎞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
巨
大
台
風
が
伊
勢
湾
台
風
の

コ
ー
ス
で
来
襲
し
た
と
す
る
と
、
三

六
時
間
前
に
台
風
の
予
報
円
の
外
に

避
難
す
る
に
は
中
心
コ
ー
ス
か
ら
両

側
一
五
〇
㎞
以
上
遠
く
へ
の
避
難
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
市
を
中

心
に
す
る
と
、
西
は
大
阪
府
、
東
な

ら
静
岡
県
ま
で
に
避
難
し
な
い
と
行

け
な
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
幅
三

〇
〇
㎞
の
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
早
期
避
難
を
実
現
す
る

た
め
に
も
、
台
風
の
進
路
予
測
の
更

な
る
精
度
向
上
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

が
非
常
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
航
空
機
な

ど
で
太
平
洋
上
に
て
直
接
観
測
し
て
予
測

に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
有
効
と
な
り

ま
す
。

　

現
在
名
古
屋
大
学
の
坪
木
教
授
ら
は
、

台
風
が
発
生
す
る
と
西
太
平
洋
で
航
空
機

を
利
用
し
て
直
接
観
測
デ
ー
タ
を
入
手
し

予
測
モ
デ
ル
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
予

測
の
改
善
を
し
よ
う
と
い
う
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
三
年
前
か
ら
進
め
て
い
ま

す
。
図
13
に
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画

の
概
念
図
を
示
し
ま
す
。

を
見
て
み
ま
す
と
、
黒
い
線
が
一
日
、
赤

い
線
が
二
日
、
緑
の
線
が
三
日
の
進
路
予

測
と
実
際
の
進
路
と
の
誤
差
を
示
し
て
い

ま
す
。
当
然
予
測
の
期
間
が
長
く
な
れ
ば

誤
差
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
図
が
示

す
よ
う
に
右
下
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
年

が
進
む
と
誤
差
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ

と
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
大
体
一
日
に

一
〇
〇
㎞
、
二
日
で
二
〇
〇
㎞
、
三
日
で

三
〇
〇
㎞
と
い
う
の
が
今
の
誤
差
の
平
均

で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
右
図
の
強
度
誤
差
は
ほ

と
ん
ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
黒
が
一

日
の
予
測
、
赤
が
二
日
の
予
測
、
緑
が
三

日
の
予
測
で
、
左
端
が
一
九
八
八
年
ぐ
ら

い
で
、
そ
れ
が
右
端
の
二
〇
一
五
年
に
か

け
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
進
路
予
測
は
年
々
改
善
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
強
度
予
測
の
誤
差
は
ほ
と
ん

ど
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
名
古
屋
大
学
の
取
組
み

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
名
古
屋
大
学
で
は
始
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
台
風
の
強
度
の
量
的

な
予
測
の
改
善
の
た
め
、
モ
デ
ル
を
よ

く
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
う
一
つ

は
航
空
機
に
よ
る
直
接
観
測
の
デ
ー
タ

収
集
で
す
。

　

予
測
計
算
は
観
測
デ
ー
タ
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
予
測
し
ま
す
が
、

太
平
洋
の
海
上
で
は
ほ
と
ん
ど
観
測
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
温
度
や
気
圧

の
デ
ー
タ
は
ほ
と
ん
ど
手
に
入
ら
ず
誤
差

一
つ
を
表
現
す
る
と
い

う
雲
解
像
モ
デ
ル
を
開

発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
用
い
て
伊
勢
湾
台
風

を
立
体
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
再
現
し
た

も
の
が
図
9
で
す
。
こ

れ
は
上
陸
一
二
時
間
前

に
な
り
ま
す
。
台
風
の

眼
の
中
心
が
見
や
す
い

よ
う
に
カ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
切

り
立
っ
た
、
は
っ
き
り

し
た
眼
の
構
造
が
見
え

ま
す
。
こ
の
台
風
を
未

来
の
温
暖
化
し
た
気
候

の
な
か
で
発
生
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
未
来

の
伊
勢
湾
台
風
は
一
九
五
九
年
の
実
際
の

伊
勢
湾
台
風
よ
り
も
は
る
か
に
強
い
台
風

と
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

広
域
避
難
に
向
け
た

取
り
組
み

第
三
節

■図13：台風の航空機観測の概念図。

判断事項

LEVEL2 態勢、3,4 への準備

避難所の計画・準備

避難の計画・準備

緊急事態宣言

LEVEL3 態勢

自治体・州の避難所準備

通行規制の計画・準備

避難指示

避難所開設

交通規制開始

公共交通機関停止

LEVEL４態勢

その場での避難の指示

交通規制終了

対応者退避

時刻（時間）

120

96

96

72

72

48

48

36

36

36

12

24

12

3

0
※時刻0は、ニュージャージー州に上陸するハリケーンによる強風到達時刻
※各時刻は 時刻0から遡った時間（hr）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 
倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、■ 図2：想定最大浸水域図（参考資料：中部地方の天変地異を考える会）

図1：スーパー伊勢湾台風の経路図

■ 図3：風速・風向想定図（21時）

■ 図4：想定洪水の氾濫状況図（12時）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、■ 図2：想定最大浸水域図（参考資料：中部地方の天変地異を考える会）

図1：スーパー伊勢湾台風の経路図

■ 図3：風速・風向想定図（21時）

■ 図4：想定洪水の氾濫状況図（12時）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×
印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 図5：高潮災害と洪水災害のシナリオ

■ 図6：高潮・洪水災害・浸水想定図（36時）　
　　※27時以降の高潮計算結果は変動がないものとしている

■ 図７：フェーズ０における各ステージの想定台風位置と状況■ 図８：情報共有本部等のイメージ
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 
　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

■ 図5：高潮災害と洪水災害のシナリオ

■ 図6：高潮・洪水災害・浸水想定図（36時）　
　　※27時以降の高潮計算結果は変動がないものとしている

■ 図７：フェーズ０における各ステージの想定台風位置と状況■ 図８：情報共有本部等のイメージ
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 
一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

避難行動

　これまでの記述で「タイムライン」という言葉が出てきます。最近様々な場面で登場しています
が、英語で「timeline」と記述し、日本では概ね以下の四通りの意味で使われています。

１.「時刻表や時間割り」
２.「行動計画。防災行動計画」
３.「ビデオ編集などで、作品全体を時系列で表示および管理する機能」
４.「SNSで投稿された短い文（ツイートなど）が時系列で並んだ表示画面のこと」

　総じて、時間経過によって変化した情報を表示したものということです。
　当然のことながら、本冊子では防災上の意味を指し時間の経過に沿った「防災行動計画」を
意味します。つまり、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を
予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主
体を時系列で整理した計画です。国、地方公共団体、企業、住民等が連携してタイムラインを策
定することにより、災害時に連携した対応を行うことができます。
　平成24（2012）年10月29日、米国ニュージャージー州・ニューヨーク州に上陸したハリケーン・
サンディがニューヨークを直撃し、地下鉄や地下空間への浸水をはじめビジネス活動の停止な
ど極めて甚大な被害をもたらしました。しかし、ニューヨーク州知事らは「被害の発生を前提とし
た防災」として事前に策定してあったタイムラインにより住民避難などの対策を行ったことで人命
被害を最小限に抑えることが出来ました。
　これを受け、米国での教訓等を活用しつつ我が国の実情にあったタイムラインの策定・活用を
進め、大規模水災害が発生することを前提とした防災・減災対策を進めることとなりました。
　この結果、平成29（2017）年6月までに国管理河川の沿線市町村（対象：730市町村）でタイ
ムラインの策定が完了しています。木曽川水系沿川市町村でタイムラインの策定がされている自
治体は以下の通りとなっています。

岐阜県 岐南町、笠松町、可児市、各務原市、美濃加茂市、坂祝町、羽島市、瑞穂市、安八町、
 輪之内町、北方町、岐阜市、大垣市、神戸町、池田町、大野町、養老町、海津市、本巣市
愛知県 一宮市、稲沢市、扶桑町、江南市、弥富市、愛西市、津島市、飛島村、蟹江町
三重県 桑名市、木曽岬町

タイムラインに関する国土交通省のHPアドレス　　
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/index.html　　

コラム①　タイムライン

■ 避難に関する用語定義の解説図

■ 上陸36時間前～24時間前 情報の流れ（イメージ）
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

避難行動

　これまでの記述で「タイムライン」という言葉が出てきます。最近様々な場面で登場しています
が、英語で「timeline」と記述し、日本では概ね以下の四通りの意味で使われています。

１.「時刻表や時間割り」
２.「行動計画。防災行動計画」
３.「ビデオ編集などで、作品全体を時系列で表示および管理する機能」
４.「SNSで投稿された短い文（ツイートなど）が時系列で並んだ表示画面のこと」

　総じて、時間経過によって変化した情報を表示したものということです。
　当然のことながら、本冊子では防災上の意味を指し時間の経過に沿った「防災行動計画」を
意味します。つまり、災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を
予め想定し共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主
体を時系列で整理した計画です。国、地方公共団体、企業、住民等が連携してタイムラインを策
定することにより、災害時に連携した対応を行うことができます。
　平成24（2012）年10月29日、米国ニュージャージー州・ニューヨーク州に上陸したハリケーン・
サンディがニューヨークを直撃し、地下鉄や地下空間への浸水をはじめビジネス活動の停止な
ど極めて甚大な被害をもたらしました。しかし、ニューヨーク州知事らは「被害の発生を前提とし
た防災」として事前に策定してあったタイムラインにより住民避難などの対策を行ったことで人命
被害を最小限に抑えることが出来ました。
　これを受け、米国での教訓等を活用しつつ我が国の実情にあったタイムラインの策定・活用を
進め、大規模水災害が発生することを前提とした防災・減災対策を進めることとなりました。
　この結果、平成29（2017）年6月までに国管理河川の沿線市町村（対象：730市町村）でタイ
ムラインの策定が完了しています。木曽川水系沿川市町村でタイムラインの策定がされている自
治体は以下の通りとなっています。

岐阜県 岐南町、笠松町、可児市、各務原市、美濃加茂市、坂祝町、羽島市、瑞穂市、安八町、
 輪之内町、北方町、岐阜市、大垣市、神戸町、池田町、大野町、養老町、海津市、本巣市
愛知県 一宮市、稲沢市、扶桑町、江南市、弥富市、愛西市、津島市、飛島村、蟹江町
三重県 桑名市、木曽岬町

タイムラインに関する国土交通省のHPアドレス　　
http://www.mlit.go.jp/river/bousai/timeline/index.html　　

コラム①　タイムライン

■ 避難に関する用語定義の解説図

■ 上陸36時間前～24時間前 情報の流れ（イメージ）
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第
五
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第
五
章

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
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■ 8市町村で共同で広域避難等の自主的な避難の呼びかけを行う体制（仕組み）の案

■ 8市町村の住民へのアンケート調査結果

■ 木曽川下流河川事務所HP（http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/）

■ 東京の江東５区で取り組まれている自主的広域避難の取り組み
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第
五
章

第
五
章

三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　

「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、
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■ 8市町村で共同で広域避難等の自主的な避難の呼びかけを行う体制（仕組み）の案

■ 8市町村の住民へのアンケート調査結果

■ 木曽川下流河川事務所HP（http://www.cbr.mlit.go.jp/kisokaryu/）

■ 東京の江東５区で取り組まれている自主的広域避難の取り組み
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

群馬大学大学院・片田研究室　提供

　
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊

勢
湾
台
風
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
適
切
な
避
難
に
よ
っ
て
犠

牲
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
、
大
幅
に
軽
減
で
き
た
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
第
四
八
号
（
平

成
二
〇
年
十
一
月
号
）
安
田
孝
志
（
岐
阜
大
学
工
学
研
究
科

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
講

座
教
授
（
現
愛
知
工
科
大
学
学
長
）
）
の
報
告
か
ら
抜
粋
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
潮
災
害
の
場
合
、
被
災
地
域
は
沿
岸
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
避
難
さ
え
で
き
れ
ば
人
的
被
害
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
三
重
県
楠
町
（
当
時
）
は
、

町
内
の
大
半
が
浸
水
し
な
が
ら

一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ

三
重
県
の
木
曽
岬
村
は
、
湾
奥

部
の
干
拓
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
一
割
を
超

え
る
三
二
八
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
違

い
は
適
切
な
避
難
の
有
無
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

表
１
は
各
市
区
町
村
か
ら
の
避
難
命
令
発
令
時
刻
を
示
し
た

も
の
で
す
。
気
象
台
か
ら
の
高
潮
警
報
は
名
古
屋
港
で
の
潮
位
が

最
高
位
に
達
し
た
二
六
日
二
一
時
三
五
分
の
約
一
〇
時
間
前
の
一

一
時
一
五
分
に
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て

そ
れ
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

早
い
所
で
は
一
三
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
な
い
ま
ま
被
災
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
特

徴
的
な
点
は
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
の
六
年
前
の
昭
和
二
八
（
一
九

五
三
）
年
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

知
多
半
島
か
ら
三
河
湾
に
か
け
て
の
碧
南
、
美
浜
、
武
豊
、
内
海

の
市
町
村
で
は
発
令
が
早
く
、
こ
れ
ら
四
市
町
村

全
体
で
の
犠
牲
者
も
二
六
名
に
留
ま
っ
た
の
に
対

し
、
台
風
第
一
三
号
に
よ
る
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ

た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
区
町
村
で
は
発
令
が
遅
か
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
長
島
町
な
ど
で
の
避

難
命
令
の
発
令
が
一
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
は

致
命
的
で
し
た
。
発
令
さ
れ
た
時
は
既
に
停
電
の

た
め
に
真
暗
闇
の
暴
風
雨
と
な
っ
て
お
り
、
長
島

町
で
は
三
八
一
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
経
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の
差
が
避
難
行

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
ま
す
。
何

故
、
危
険
度
の
高
い
湾
奥
部
で
過
小
評
価
し
、
避
難
が
遅
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
を
「
体
験
伊
勢
湾
台
風―

語
り
継
ぐ

災
害
・
復
旧―

」
の

中
で
の
W
氏
の
発

言
「
伊
勢
湾
台
風

の
時
の
反
省
の
一
つ

に
、
予
報
が
ラ
ジ
オ

で
流
れ
た
の
が
「
昭

和
二
八
年
の
台
風

第
一
三
号
に
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
大
型
台
風
だ
」
と
い
う
放
送

の
、
一
点
張
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
く
停
電
し
て
、
唯

一
の
頼
り
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
同
じ
文
句
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
の

奥
で
は
、
台
風
第
一
三
号
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頭
が
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
油
断
し
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
避
難
を
遅
く
し
た
り
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
三
重
県
楠
町
の
場
合
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
犠
牲
者

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
、
当
時
助
役
だ
っ
た
中
川
薫

氏
の
存
在
、
町
民
の
水
防
意
識
の
高
さ
と
水
防
を
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
す
る
町
政
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
気

象
台
か
ら
の
情
報
に
加
え
た
自
前
の
気
象
測
器
に
よ
る
現
況
把

握
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
六
日
午
前
九
時
の
町
議
会
招
集
に
よ
る

水
防
態
勢
と
避
難
措
置
の
協
議
、
町
人
口
の
四
分
の
一
に
近
い
二

五
〇
〇
人
の
水
防
団
・
消
防
団
の
待
機
出
動
の
指
示
、
午
後
三

時
の
避
難
命
令
の
発
令
と
水
防
団
に
よ
る
伝
達
・
誘
導
な
ど
の

迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

楠
町
の
例
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
継
承
し
、
予
想
さ
れ
る
地

球
温
暖
化
に
よ
る
台
風
強
大
化
対
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
②
　
伊
勢
湾
台
風
で
早
期
避
難
を
実
施
し
た
楠
木
町
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三
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
避
難
計
画
で
は
、
第

一
の
避
難
手
段
は
個
人
の
自
家
用
車
と

し
て
お
り
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い
住

民
用
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
州
・
市
の

公
用
車
等
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
が
、
車
で
の
避
難
で
大
渋
滞
が
発
生

し
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
避
難
用
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
多
く

は
稼
働
せ
ず
に
水
没
し
、
こ
の
結
果
、

車
を
持
た
な
い
貧
困
層
の
多
く
の
人
々

が
避
難
困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
災
害

と
し
て
は
米
国
史
上
最
大
の
二
、
五
四
一

人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
な
っ
た
の
で

す
。
住
民
の
避
難
行
動
に
向
け
た
取
組
の

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ

ン
ズ
市
は
四
八

万
人
に
避
難
命

令
を
発
し
ま
し

た
。

 

し
か
し
、
ミ

シ
シ
ッ
ピ
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
は
六
箇
所
で
堤
防
が

破
堤
し
、
市
内
の
八
〇
％
が
浸
水
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
て
取
り
残
さ

れ
た
住
民
は
約
一
〇
万
人
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
日
前
か

ら
避
難
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
人
々
が

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

国
土
交
通
省
で
平
成
一
七
（
二
〇
〇

五
）
年
一
〇
月
に
設
置
し
た
「
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検
討
会
」
で
は
カ

ト
リ
ー
ナ
の
被
害
を
分
析
し
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
住
民
の
多
く
が
避
難
の
仕
方
を
知
ら
な

か
っ
た
。

二
、
避
難
指
示
（
命
令
）
が
出
て
も
「
他
で

暮
ら
す
金
も
な
い
」
「
家
が
略
奪
に
あ

う
」
等
の
理
由
で
約
一
万
人
が
避
難
拒

否
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
発
生
す
る
確
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、

大
き
な
洪
水
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
河
川
の
治
水
対
策
は
目

標
と
す
る
治
水
計
画
の
規
模
を
定
め
て
、

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
で
の
治
水

対
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
堤
防
や
ダ
ム
、
排
水
機
場
な
ど

の
ハ
ー
ド
対
策
が
徐
々
に
進
捗
し
、
相
当

大
き
な
洪
水
も
安
全
に
流
下
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
次
の
洪
水
は
二
〇
〇
分
の
一
確
率

の
規
模
を
一
気
に
超
え
る
よ
う
な
洪
水
が

来
る
か
も
し
れ
な
い
！
」
と
い
う
心
配
も

あ
り
ま
す
。
様
々
な
状
況
に
よ
り
、
徐
々

に
治
水
対
策
の
進
め
方
に
も
変
化
が
生
じ

て
き
た
の
で
す
。
そ
れ
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
で
し
た
。

　
米
国
で
は
台
風
の
勢
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
一

〜
五
ま
で
の
数
値
で
表
し
ま
す
が
、
上
陸
前

の
カ
ト
リ
ー
ナ
は
最
大
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
五
で

し
た
。
カ
ト
リ
ー
ナ
は
八
月
二
五
日
に
一
旦

フ
ロ
リ
ダ
半
島
を
西
か
ら
東
に
横
切
り
、
八

月
二
九
日
に
ジ
ャ
ズ
で
有
名
な
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
に
再
上
陸
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
二
八
日
の
時
点
で
ル

イ
ジ
ア
ナ
州
に
非
常
事
態
宣
言
を
発
し
、

 

一
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
①

﹇
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）﹈

○
ハ
リ
ケ
ー
ン・カ
ト
リ
ー
ナ
の
被
害

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
想
定
を
超
え
る
台

風
に
関
し
て
行
政
が
動
き
出
し
た
の
は
、

平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
に
米
国

を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
が

契
機
で
し
た
。

　

堤
防
や
ダ
ム
な
ど
の
治
水
対
策
は
、
河

川
の
大
き
さ
・
保
全
さ
れ
る
地
域
の
重
要

度
・
想
定
さ
れ
る
被
害
の
大
き
さ
・
災
害

の
履
歴
な
ど
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
対
策

を
行
う
自
然
災
害
の
規
模
を
一
定
の
大
き

さ
に
想
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
木
曽
川
の
治
水
計
画
の
規
模
は
二
〇

〇
分
の
一
」
と
し
て
い
ま
す
。
（
毎
年
一

年
間
に
そ
の
規
模
を
超
え
る
洪
水
が
発
生

す
る
確
率
が
二
〇
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
）

　

「
二
〇
〇
分
の
一
の
安
全
度
の
治
水

計
画
」
と
は
、
こ
の
大
き
さ
の
洪
水
に

対
し
て
安
全
と
な
る
よ
う
に
治
水
対
策

を
し
ま
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

分
母
の
数
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
段
階
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
称
し
て
次
の
よ
う
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
避
難
活
動
の
中
心
と
な
る

フ
ェ
ー
ズ
０
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
五 

つ
に
小
段
階
に
区
分
し
ス
テ
ー
ジ
０
〜
４

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
行
動
計
画
を
策
定
し

て
い
ま
す
。 

【
フ
ェ
ー
ズ
０
】

　

台
風
の
来
襲
前
の
段
階
。

　

行
動
計
画
の
始
ま
り
で
す
。
フ
ェ
ー
ズ

図
」
の
区
域
が
浸
水
す
る
も
の
と
想
定

さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
関
係
機
関
の
行
動
計
画
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

○
段
階
別
行
動
計
画
の
策
定

　

今
回
の
行
動
計
画
の
活
動
と
し
て
は
、

①
台
風
が
来
襲
す
る
前
の
「
避
難
活

動
」
、
②
台
風
が
来
襲
し
て
被
害
が
発
生

し
た
の
ち
の
「
救
助
活
動
」
、
③
救
助
活

動
が
一
段
落
し
浸
水
区
域
か
ら
排
水
を
行

う
「
応
急
復
旧
活
動
」
の
三
つ
の
活
動
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
高
潮

と
洪
水
に
よ
る
複
合
災
害
と
な
り
ま

す
。
そ
の
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
は
、

「
台
風
の
接
近
に
よ
り
、
ま
ず
一
八
時

に
桑
名
市
の
高
潮
堤
防
を
越
流
し
浸
水

が
始
ま
る
と
と
も
に
、
台
風
が
更
に
接

近
し
、
風
速
は
二
〇
㎧
を
超
え
る
暴
風

と
な
る
。
そ
の
後
二
二
時
に
は
台
風
は

日
本
海
に
抜
け
る
が
、
台
風
の
進
行
に

伴
い
、
波
の
向
き
が
変
化
す
る
と
と
も

に
上
昇
す
る
高
潮
に
よ
り
八
カ
所
で
高

潮
堤
防
が
破
堤
。
浸
水
域
が
拡
大
し
、

二
五
時
に
は
、
各
河
川
の
増
水
に
よ
り

河
川
堤
防
が
各
河
川

一
箇
所
で
破
堤
し
、

浸
水
範
囲
が
拡
が

る
。
」
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果

図
６
「
高
潮
・
洪
水

災
害
・
浸
水
想
定

量
が
降
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
洪
水
の
ピ
ー
ク
が
発
生
す
る
時

刻
は
伊
勢
湾
台
風
の
実
績
を
踏
ま
え
台
風

が
通
過
し
た
後
と
し
、
高
潮
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
二
時
の
三
時
間
後
の
二
五
時
（
午

前
一
時
）
に
、
ま
だ
高
い
状
態
の
高
潮
と

洪
水
が
重
な
り
洪
水
に
よ
る
破
堤
が
発
生

す
る
も
の
と
想
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

破
堤
す
る
河
川
は
、
庄
内
川
、
木
曽

川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
各
河
川
一
カ
所

と
想
定
し
、
破
堤
箇
所
は
浸
水
範
囲
が
最

大
と
な
る
箇
所
（×

印
の
箇
所
）
を
選
定

し
て
い
ま
す
。
想
定
洪
水
に
よ
り
破
堤
が

発
生
し
た
一
一
時
間
後
の
最
大
水
深
の
様

子
を
図
４
「
想
定
洪
水
の
氾
濫
状
況
図
」

に
示
し
ま
す
。

○
被
害
想
定
シ
ナ
リ
オ
の
ま
と
め

　

今
ま
で
〝
高
潮
〞
と
〝
洪
水
〞
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
よ
る
災
害
に
つ

具
体
的
に
は
台
風
情
報
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
高
潮
及
び
浸
水
情
報
（
潮
位
、
浸
水

位
な
ど
）
は
勿
論
で
す
が
、
災
害
発
生
後

に
は
、
広
域
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
に

必
要
な
防
災
関
係
機
関
の
支
援
に
関
す
る

情
報
（
例
え
ば
、
避
難
所
や
資
機
材
の
数

量
）
・
避
難
活
動
や
救
助
活
動
の
状
況
等

の
広
域
的
な
情
報
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
の
「
行
動
計
画
」
で
は
、

「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
を
想
定
し
た

気
象
、
水
象
、
被
害
の
予
測
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
以
降
は
、
各
関
係
機
関
が

上
記
の
フ
ェ
ー
ズ
に
沿
っ
た
行
動
計
画
、

す
な
わ
ち
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
関
係
機
関
に
よ

る
情
報
共
有

　

行
動
計
画
で
は
関

係
機
関
が
連
携
し
て

行
動
す
る
た
め
の
組

織
と
し
て
、
「
情
報

共
有
本
部
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
情
報
共
有
本

部
は
被
災
後
に
は
政

府
の
非
常
災
害
現
地

対
策
本
部
に
移
行
す

る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
ま
す
。

　

情
報
共
有
本
部
の

役
割
は
災
害
時
の
活

動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
よ
う
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の

組
織
間
で
情
報
共
有

を
行
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
共
有
す
る
情

報
は
、
防
災
関
係
機

関
が
現
在
の
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
後
の

災
害
対
策
活
動
の
判

断
材
料
と
な
る
情
報

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
】

台
風
が
来
襲
し
て
被
災
し
て
い
る
段
階

（
災
害
発
生
一
日
目
〜
三
日
目
）。

　

高
潮
や
洪
水
氾
濫
が
発
生
し
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
中
心
に
広
範
囲
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
状
況
で
す
。
防
災
機
関

は
広
域
活
動
拠
点
を
設
置
し
、
ま
ず
は
人

命
第
一
に
救
出
活
動
や
医
療
救
護
活
動
を

重
点
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ

る
七
二
時
間
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
】

台
風
が
過
ぎ
去
り
排
水
を
す
る
段
階

（
災
害
発
生
四
日
目
〜
二
週
間
）。

　

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
は
、
破
堤
箇
所

の
仮
締
切
り
や
排
水
作
業
を
行
わ
な
け
れ

ば
、
そ
の
後
の
作
業
が
進
み
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
排
水
作
業
を
重
点
的
に
行
い
、
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
も
含
め
、
排
水
を
完
了

さ
せ
る
ま
で
の
状
況
で
す
。
排
水
が
完
了

し
た
地
域
か
ら
、
順
次
、
救
出
活
動
、
応

急
復
旧
を
進
め
ま
す
。

【
フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ
】

排
水
が
完
了
し
復
旧
作
業
を
行
う
段
階

（
災
害
発
生
二
週
間
〜
一ヶ
月
）。

　

全
エ
リ
ア
の
排
水
完
了
を
受
け
、
応
急

復
旧
を
重
点
的
に
行
い
、
被
災
し
た
堤
防

や
道
路
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
が

完
了
す
る
ま
で
の
状
況
で
す
。 

　

次
に
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
来
襲
に

対
し
て
関
係
機
関
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
現
在

ま
で
に
決
め
ら
れ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

０
は
台
風
上
陸
の
三
六
時
間
前
（
一
．五

日
前
）
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に
出

さ
れ
る
台
風
進
路
予
報
や
、
高
潮
水
防
警

報
等
の
高
潮
予
測
情
報
に
よ
り
、
大
氾
濫

の
恐
れ
が
あ
る
等
、
東
海
地
方
の
低
平
地

に
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
と
判
断

さ
れ
た
状
況
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
被
害
を
最
小
化
す
る

た
め
に
、
要
配
慮
者
の
避
難
、
浸
水
想
定

区
域
内
の
住
民
の
避
難
勧
告
・
指
示
を
行

い
、
避
難
を
完
了
さ
せ
る
時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

0
：

上
陸
三
六
時
間
前
〜
上
陸
二
四
間
前

ま
ず
住
民
の
自
主
避
難
を
呼
び
か
け
る

時
間
帯
で
す
。

ス
テ
ー
ジ 

1
：

上
陸
二
四
時
間
前
〜
上
陸
一
二
時
間
前

気
象
庁
か
ら
、
特
別
警
報
発
表
の
可
能

性
が
言
及
さ
れ
ま
す
。

避
難
準
備
情
報
並
び
に
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
ま
す
。

要
配
慮
者
は
避
難
を
開
始
し
、
避
難
を

完
了
し
ま
す
。  

ス
テ
ー
ジ
２
：

上
陸
一
二
時
間
前
〜
上
陸
九
時
間
前

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
、
避
難
を
完
了

し
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
３
：

上
陸
九
時
間
前
〜
上
陸
六
時
間
前

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。 

ス
テ
ー
ジ
４
：

上
陸
六
時
間
前
〜
上
陸
〇
時
間
前 

伊
勢
湾
に
甚
大
な
被
害
の
発
生
が
ほ
ぼ

決
定
的
に
予
測
さ
れ
る
段
階
で
す
。 

て
は
垂
直
避
難
（
浸
水
を
避
け
る
た
め
、

一
時
的
に
高
い
ビ
ル
な
ど
避
難
す
る
こ

と
）
の
考
え
方
も
導
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

【
避
難
行
動
】

　

事
前
の
自
主
的
な
避
難
行
動
を
促
す
こ

と
も
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
合
に
自
主
避
難
場
所
・
移
動
手
段
に
つ

い
て
は
、
各
自
で
調
達
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
事
前
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
避
難
活
動
の
際
に
は
、
要
配
慮

者
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
風
速
が
二
〇
㎧
を
超
え
る
と
避
難

行
動
は
危
険
と
な
り
で
き
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
避
難
経
路
・
避
難
誘
導
】

　

広
域
避
難
の
移
動
手
段
は
、
自
家
用

車
、
バ
ス
、
鉄
道
に
よ
る
避
難
を
考
え
、

垂
直
避
難
は
、
徒
歩
に
よ
る
も
の
と
し
ま

す
。
避
難
経
路
お
よ
び
避
難
誘
導
に
つ
い

て
は
、
極
力
一
般
交
通
機
関
等
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
、
道
路
渋
滞
を
発
生
さ
せ
な

い
避
難
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
車
の
誘
導
、
渋
滞
へ
の
対
策
と
し

て
、
必
要
に
応
じ
交
通
整
理
や
交
通
制
御

等
、
バ
ス
の
調
達
な
ど
、
大
規
模
輸
送
の

事
前
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
制
御
等
な
ど
の
車
の
誘
導
や
渋
滞
へ
の

対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
、
交
通

管
理
の
主
体
と
な
る
警
察
な
ど
で
具
体
的

な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
避
難
計
画
を
事
前
に

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
避
難
対
象
者
の
人

数
は
、
季
節
や
時
間
帯
な
ど
に
よ
っ
て
も

変
わ
り
ま
す
し
、
想
定
す
る
台
風
の
規
模

や
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
後
想
定
さ
れ
る
様
々
な
条
件
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
避
難
場
所
】

　

浸
水
エ
リ
ア
を
抱
え
る
市
区
町
村
内
の

み
で
避
難
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
市
区
町
村
を
越
え
た

広
域
避
難
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
広
域
避

難
先
は
高
潮
及
び
洪
水
の
浸
水
エ
リ
ア
外

に
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

渋
滞
緩
和
、
受
入
先

自
治
体
の
避
難
場

所
、
収
容
可
能
人
数

及
び
洪
水
に
よ
る
浸

水
被
害
が
複
合
的
に

発
生
し
た
場
合
を
考

慮
し
、
偏
り
が
な
い

よ
う
分
散
さ
せ
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
想
定
し
た
浸
水

エ
リ
ア
以
外
に
お
い

て
も
他
の
河
川
等
か

ら
の
浸
水
被
害
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
広
域
避
難
先
の

弾
力
的
設
定
の
検
討

が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
時

的
な
避
難
行
動
と
し

【
避
難
対
象
者
】

　

ま
ず
ど
れ
だ
け
の
人
数
を
避
難
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

木
曽
三
川
下
流
部
で
想
定
し
て
い
る
大

規
模
洪
水
お
よ
び
高
潮
災
害
時
の
対
象
と

な
る
浸
水
エ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
て
避
難

の
必
要
の
あ
る
人
数
は
約
一
一
五
万
人

（
平
成
二
二
年
国
政
調
査
）
と
想
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
同
じ
市
町
村
内
の
高

い
ビ
ル
や
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
避
難
で

き
る
人
が
八
〇
万
人
と
さ
れ
て
お
り
、
残

る
三
五
万
人
は
「
広
域
＝
他
の
自
治
体
な

ど
」
へ
の
広
域
避
難
が
必
要
な
人
達
と
な

り
ま
す
。

○
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

行
動
計
画
の
中
で
特
に
重
要
と
な
る
の

が
「
広
域
避
難
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼

ば
れ
る
、
避
難
計
画
で
す
。
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
は
訳
す
と
「
大
作
戦
」
と
で

も
言
う
で
し
ょ
う
か
？

　

例
え
ば
「
土
石
流
の
危
険
か
ら
避
難
す

る
」
と
い
う
場
合
に
は
、
土
石
流
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
渓
流
の
外
に
避
難
す
れ
ば

良
い
の
で
す
が
、
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
」
か
ら
の
広
域
避
難
計
画
と
な
れ
ば
こ

れ
は
大
変
で
す
。
浸
水
す
る
恐
れ
が
あ
る

地
域
に
住
む
人
全
員
が
、
安
全
な
場
所
に

避
難
出
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
非
常

に
広
い
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
避
難
計
画
と

な
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
広
域
避
難
大
作

戦
！
」
で
す
。

　

こ
う
書
く
と
「
『
広
域
避
難
場
所
』

が
私
に
家
に
近
く
に
あ
る
よ
！
」
と
言

わ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
方
は
相
当
の
〝
防
災
通
〞
と
言

え
ま
す
。
実
は
、
市
町
村
で
設
置
し
て

い
る
避
難
場
所
の
中
で
も
大
規
模
な
避

難
場
所
を
広
域
避
難
場
所
と
言
っ
て
い

ま
す
。
収
容
人
数
な
ど
が
大
き
く
、
市

町
村
内
の
広
い
区
域
か
ら
の
避
難
民
を

受
け
入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
避
難
場
所

で
す
か
ら
そ
う
呼
ん
で
い
ま
す
。
で
も

こ
の
章
で
ご
紹
介
す
る
「
広
域
避
難
」

と
は
、
遠
く
ま
で
避
難
す
る
と
い
う
意

味
合
い
で
の
広
域
避
難
と
言
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
現
在
市
町
村
が
設
置
し
て

い
る
よ
り
も
、
も
っ
と
広
い
地
域
を
巻

き
込
ん
だ
「
広
域
避
難
場
所
」
と
い
う

意
味
で
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
Ｔ
Ｎ
Ｔ

情
報
共
有
本
部
か
ら
三
六
時
間
前
に
提
供

さ
れ
る
情
報
を
受
け
て
行
動
す
る
た
め
の

各
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
行
動
計
画
と
い
え

ま
す
。

　

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

木
曽
三
川
下
流
部
の
市
町
村
は
、
高
潮
や

洪
水
で
ひ
と
た
び
破
堤
な
ど
に
よ
り
被
災

し
た
場
合
に
は
同
じ
よ
う
な
危
機
状
態
に

陥
る
、
い
わ
ば
運
命
共
同
体
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
、
広
域
避
難
先
な
ど
に
つ
い
て

も
個
別
に
避
難
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
合

理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）

年
一
月
に
木
曽
川
下
流
河
川
事
務
所
で

は
、
群
馬
大
学
の
片
田
敏
孝
教
授
（
現

在
：
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
特
任
教

授
）
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
木
曽
三

川
下
流
部
沿
川
五
市
町
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
弥
富
市
、
海
津
市
、
愛
西
市
）
の

首
長
ら
が
参
加
し
た
「
木
曽
三
川
下
流
部

　

高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
検
討
会
」

を
設
立
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、
大
規
模
水
害
に

よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
実
現
す
る
条
件
を
抽

出
、
そ
れ
に
基
き
、

一
、
広
域
避
難
先
の
候
補
地
の
確
保

二
、
避
難
経
路
の
設
定

三
、
広
域
避
難
の
際
の
鉄
道
・
バ
ス
の
活

用
の
検
討

四
、
広
域
避
難
の
意
思
決
定
タ
イ
ミ
ン
グ

や
意
志
決
定
体
制
の
検
討

五
、
逃
げ
遅
れ
た
住
民
へ
の
対
応
方
法
・

住
民
の
自
助
力
・
共
助
力
の
向
上
の

検
討

　

前
述
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
に
よ
る
行
動
計
画
は
内

閣
府
も
含
め
た
中
部
地
方
全
体
の
も
の
と

な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
最
後
で
も
記
述
し

ま
し
た
が
、
広
域
避
難
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
は
実
際
に
各
市
町
村
が
具
体
的
な
行

動
計
画
や
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
木
曽
川
下

流
河
川
事
務
所
で
は
「
木
曽
三
川
下
流
部

す
る
よ
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

 

二
． 広
域
避
難
に
向
け
た
取
り
組
み
②

﹇
木
曽
三
川
下
流
部

広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹈

໐
木
曽
三
川
下
流
部
で
の

　
　
　
　
　

広
域
避
難
の
取
り
組
み

住
民
に
十
分
周
知
す
る
と
と
も
に
、
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
の
各
戸
へ
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
、
各
市
町
村
で
今
後

検
討
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
広
域
避
難
は
、
交
通
機
関
の
安

全
な
運
行
等
が
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
０
に
お

け
る
早
い
段
階
で
の
実
施
が
必
要
で
あ

り
、
ス
テ
ー
ジ
二
の
時
間
内
で
避
難
完
了

難
行
動
を
促
す
こ
と
で
逃
げ
遅
れ
る
人
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

໐「
自
主
的
広
域
避
難
情
報

（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）」へ
の
取
り
組
み

　

大
規
模
水
害
の
発
生
に
つ
い
て
、
現
状

の
気
象
予
測
精
度
を
踏
ま
え
る
と
早
期
時

点
で
〝
確
実
〞
に
発
生
す
る
か
否
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
早
期
段
階

で
の
避
難
誘
導
に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の

負
担
や
社
会
的
な
影
響
も
大
き
く
、
個
々

の
自
治
体
に
よ
る
判
断
が
非
常
に
難
し
い

こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
大

規
模
水
害
時
に
お
い
て
河
川
管
理
者
と
流

域
自
治
体
に
よ
る
共
同
検
討
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
複

数
の
自
治
体
や
行
政
機
関
に
よ
る
共
同
検

討
体
制
が
構
築
さ
れ
、
共
同
に
よ
る
広
域

避
難
を
促
す
情
報
の
発
表
が
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
社
会
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
も
大
き

く
、
広
域
避
難
を
実
施
す
る
社
会
的
な
気

運
醸
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
大

規
模
水
害
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ
れ
る
台

風
接
近
過
程
に
お
い
て
対
応
を
と
る
計
画

を
検
討
し
て
い
る
Ｔ
Ｎ
Ｔ
の
動
向
と
合
わ

せ
て
、
台
風
接
近
過
程
の
早
期
段
階
（
台

風
上
陸
24
時
間
前
等
）
に
お
い
て
自
主
的
な

広
域
避
難
を
促
す
情
報
（
「
自
主
的
広
域
避

難
情
報（
広
域
避
難
の
呼
び
か
け
）（
仮
称
）」

の
発
表
及
び
そ
の
実
施
体
制
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
す
で

に
「
自
主
的
広
域
避
難
情
報
」
の
発
表
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
東
京
の
海
抜

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各
市
町
村

は
そ
れ
ぞ
れ
で
「
地
域
防
災
計
画
」
を

策
定
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
想

定
し
て
い
る
よ
う
な
巨
大
災
害
時
に

は
、
こ
れ
ま
で
市
町
村
が
策
定
し
て
い

る
地
域
防
災
計
画
の
範
囲
を
超
え
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
八
市
町
村
が
共
同

で
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
大
災

害
時
の
対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

(

二
） 

避
難
先（
広
域
避
難
、緊
急
避
難
、

　
　 

避
難
経
路・手
段
）に
つい
て

　

広
域
避
難
先
や
移
動
手
段
な
ど
を
確
保

し
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
実
際
に
行

動
に
移
す
ま
で
に
は
、
様
々
な
課
題
が
あ

り
、
現
在
鋭
意
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

災
害
の
発
生
は
そ
れ
ま
で

待
っ
て
く
れ
る
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
規
模
水
害
に
よ

る
被
害
低
減
に
向
け
て
出
来

る
こ
ろ
か
ら
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
ま
で
の
八
市
町
村
の

住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で

は
、
約
五
．二
万
人
の
住
民
が

自
ら
の
避
難
先
を
確
保
で
き
る

と
回
答
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
市
町
村
が
避
難
場
所
を
指
定

し
な
く
て
も
、
例
え
ば
「
静
岡

県
の
親
戚
に
避
難
で
き
ま

す
。
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

う
い
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
は

交
通
手
段
の
提
供
や
早
期
の
避

的
機
運
の
醸
成
と
広
域
避
難
計
画
の
策
定

に
向
け
た
検
討
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
〇
年
目

と
な
る
平
成
三
一
年
度
中
の
「
木
曽
三
川

下
流
部
高
潮
・
洪
水
災
害
広
域
避
難
計
画

（
第
一
版
）
」
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

໐
広
域
避
難
計
画
の
策
定
に
向
け
た
検
討

(

一） 

広
域
避
難
を
促
す
住
民
へ
の

　
　 

広
報（
避
難
の
呼
び
か
け
）に
つい
て

　

現
行
の
法
制
度
で
は
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
く
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊

急
）
の
発
令
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の

防
災
計
画
や
木
曽
三
川
下
流
部
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
各
市
町
村
か
ら
発
令

　

な
ど
、
実
際
に
広
域
避
難
を
行
う
た
め

に
解
決
す
べ
き
課
題
を
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
行
動
計
画
）
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
二
八
（
二
〇
一
六
）
年
一
〇
月
か

ら
は
、
五
市
町
村
に
加
え
、
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
三
市
町
村
（
津
島
市
、

蟹
江
町
、
飛
島
村
）
を
加
え
た
氾
濫
域
全

体
の
八
市
町
村
で
、
新
た
に
「
広
域
避
難

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
立
し
、
地
域

社
会
が
広
域
避
難
に
向
け
て
備
え
る
社
会

よ
り
、
想
定
を
超
え
る
台
風
の
来
襲
が
想

定
さ
れ
る
今
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
巨
大
台
風
に
立
ち
む
か
え
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

同
じ
よ
う
に
想
定
を
超
え
る
巨
大
地
震

で
あ
っ
た
東
日
本
震
災
が
参
考
に
な
り
ま

す
。

໐
宮
城
県
釜
石
市
の
事
例

　

一
五
八
〇
〇
人
以
上
も
の
人
々
の
命
が

奪
わ
れ
、
今
な
お
約
二
六
六
〇
人
が
行
方

不
明
と
な
っ
て
い
る
平
成
二
三

（
二
〇
一
一
）
年
三
月
一
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
岩
手
県

釡
石
市
の
三
〇
〇
〇
人
近
い
小

中
学
生
の
ほ
ぼ
全
員
が
避
難
し

奇
跡
的
に
無
事
で
し
た
。

　

特
に
、
市
内
で
も
最
も
大
き

な
打
撃
を
受
け
た
鵜
住
居
地
区

で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
．一

の
地
震
発
生
直
後
、
釡
石
東
中

学
校
の
生
徒
達
は
直
ち
に
学
校

を
飛
び
出
し
、
高
台
を
め
が
け

て
走
り
ま
し
た
。
彼
ら
を
見

て
、
近
所
の
鵜
住
居
小
学
校
の

児
童
や
先
生
達
も
あ
と
に
続

き
、
さ
ら
に
は
多
く
の
住
民
も

そ
れ
に
倣
っ
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児

童
達
を
助
け
な
が
ら
走
り
続

け
、
安
全
な
場
所
に
一
緒
に
辿

り
つ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
、
彼

ら
の
背
後
で
は
巨
大
な
津
波
が
学
校
を
、

そ
し
て
町
を
飲
み
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

釡
石
市
で
は
一
〇
〇
〇
人
以
上
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
学
齢
期
の
子
供
の
犠
牲

（
二
〇
〇
九
年
）
四
月
に
群
馬
大
学
災
害

社
会
工
学
研
究
室
（
教
授
：
片
田
敏
孝
）

と
共
同
で
、
木
曽
三
川
下
流
域
で
高
潮
・

洪
水
氾
濫
が
発
生
し
た
場
合
の
様
子
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
確
認
で
き
る
「
木
曽

三
川
下
流
域
『
動
く
』
高
潮
・
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
公
開
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ち
ら
の
QR
コ
ー
ド　　

か
ら
ご
覧
頂
け
ま
す
。 

 

三
． 想
定
を
超
え
る
洪
水
及
び

　   

高
潮
に
対
し
て
ど
う
向
き
合
う
か

　

避
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
気
候
変
動
に

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
片
田
教
授
は
次
の
よ
う

に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

「
広
域
避
難
の
勧
告
が
有
効
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
が
『
こ

の
地
域
が
水
没
し
た
場
合
、
こ
こ
に
留

ま
っ
た
ま
ま
だ
と
大
変
な
事
態
に
な

る
。
』
と
い
う
知
識
を
持
っ
て
い
て
、
初

め
て
反
応
で
き
る
情
報
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
混
乱
し
な
い
よ
う

に
、
広
域
避
難
の
た
め
の
情
報
が
普
段
の

避
難
情
報
と
異
な
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
意

識
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
日
そ
の
時
に
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ

を
分
か
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
避
難
先

を
確
保
し
た
と
し
て
も
行
く
気
に
は
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
」

　

こ
の
た
め
「
広
域
避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
検
討
し
て
い
る
状
態
が
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
頂
く
こ
と
が
重
要
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

防
災
の
用
語
で
「
自
助
」
と
「
公
助
」

が
あ
り
ま
す
。
「
公
助
」
は
行
政
が
実
施

す
る
救
助
活
動
で
す
。
「
自
助
」
は
自
分

で
自
分
を
助
け
る
こ
と
で
す
。
危
険
に
関

す
る
情
報
提
供
や
避
難
先
の
確
保
が
公
助

に
該
当
し
、
自
主
避
難
は
ま
さ
に
自
助
に

な
り
ま
す
。

໐
木
曽
三
川
下
流
域『
動
く
』

　

高
潮
・
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

木
曽
川
三
川
下
流
管
内
自
治
体
と
木
曽

川
下
流
河
川
事
務
所
で
は
、
住
民
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
で
あ
る
、
平
成
二
一
年

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
し
て
い
る
江

東
５
区
の
先
行
事
例
を
参
照
し
な
が
ら
発

表
の
基
準
や
実
施
体
制
に
つ
い
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
８
市
町
村
及
び
関

係
機
関
と
と
も
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

໐「
広
域
避
難
」に
お
け
る
課
題

　

最
近
で
は
災
害
の
報
道
な
ど
で
避
難
所

に
避
難
し
て
い
る
住
民
の
映
像
な
ど
が
流

れ
、
ま
た
避
難
訓
練
も
多
く
の
自
治
体
で

行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
避
難
所
は

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
実
際
に
「
避
難
勧
告
」
や
「
避
難
指

示
（
緊
急
）
」
も
出
さ
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
多
く
の
住
民
に
認
知
さ
れ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
し
か
し
「
広
域
避
難
」
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て
い
る

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
の
た

め
、
呼
び
か
け
を
行
う
と
「
住
民
が
混
乱

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
？
」
と
の
懸

念
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

て
年
長
の
生
徒
は
小
さ
い
子
を
助
け
る
こ

と
も
忘
れ
な
か
っ
た
、
「
こ
れ
以
上
は
大

変
だ
か
ら…

」
な
ど
と
妥
協
し
な
い
こ
と

で
す
。

　

そ
し
て
第
三
は
、
率
先
避
難
者
と
な
る

こ
と
。
「
人
は
避
難
す
べ
き
だ
と
わ
か
っ

て
い
る
時
で
さ
え
避
難
し
な
い
も
の
で

す
。
ほ
か
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
、

自
分
だ
け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は

自
然
な
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
生
徒
達
に

は
、
勇
気
を
出
し
て
最
初
に
避
難
す
る
人

間
に
な
れ
と
言
い
ま
し
た
。
も
し
君
が
避

難
す
れ
ば
、
ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
だ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
君
は
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
よ
と
伝
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
」
と
い
い
ま
す
。

  

を
つ
れ
て
帰
宅
し
た
た
め
津
波
の
犠
牲
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

走
っ
て
避
難
し
た
小
中
学
生
約
六
〇
〇

人
は
、
一
旦
標
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
福

祉
施
設
に
到
着
し
ま
し
た
が
、
裏
手
の
崖

が
崩
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
中
学
生

ら
が
も
っ
と
高
台
へ
の
移
動
を
提
案
。
さ

ら
に
約
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
の
介
護
施
設
へ
、
小
学
生
の

手
を
引
き
な
が
ら
避
難
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
直
後
、
津
波
遡
上
（
そ
じ
ょ
う
）

高
は
二
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
子
供
達
が

最
初
に
避
難
し
た
福
祉
施
設
は
水
没
し
ま

し
た
。
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
の
教
訓

と
、
防
災
意
識
の
高
い
中
学
生
の
冷
静
な

状
況
判
断
が
、
多
く
の
命
を
間
一
髪
で
見

事
に
救
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

避
難
行
動
に
つ
い
て
片
田
教
授
は
三
つ

の
原
則
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

第
一
は
、
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
。
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災
害
予
測
地

図
）
を
信
じ
す
ぎ
る
な
と
い
う
こ
と
で

す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
大
抵

の
人
は
自
分
の
家
が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に

あ
る
と
安
心
し
ま
す
。
で
も
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
過
去
の
津
波
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
た
資
料
で
あ
り
、
一
定
の
災
害
を
想
定

し
て
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
想
定
を

超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少
な
い

の
で
す
。
想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
が

大
切
な
の
で
す
。
」

　

第
二
は
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
。
「
あ

の
日
、
生
徒
達
は
最
善
を
尽
く
し
た
と
思

い
ま
す
。
彼
ら
は
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
ま
し
た
。
」
そ
し

教
師
達
を
動
か
し
、
教
授
と
共
に
彼
ら
は

子
ど
も
達
が
津
波
や
避
難
す
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、授
業
案
や
学

内
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
、取
り
組
ん
だ
の
だ
そ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
地
震
の
後
、
津
波
か
ら
逃
れ

る
た
め
避
難
し
た
人
々
は
、
も
ち
ろ
ん
釡

石
地
区
の
住
民
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
東
北
地
方
の
沿
岸
部
に
住
む
人
々

は
誰
も
が
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
お

り
、
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
避
難
行
動
を
と

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
釡
石
市
の
事
例
に

よ
う
に
は
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

໐
釜
石
市
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と

　

釡
石
地
区
で
も
当
初
、
釡
石
東
中
学
の

一
部
の
生
徒
は
走
ら
ず
、
校
庭
に
整
列
し

よ
う
と
し
た
そ
う
で
す
が
、
副
校
長
ら
は

懸
命
に
「
逃
げ
ろ
」
「
走
れ
」
と
指
示
し

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
全
員
が
校
門
を

出
て
、
避
難
所
へ
と
駆
け
だ
し
ま
し
た
。

一
方
、
鵜
住
居
小
は
耐
震
補
強
が
終
わ
っ

た
ば
か
り
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
校
舎
で
雪
も
降
っ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
当
初
は
児
童
を
三
階
に
集
め
よ
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
「
津
波
が
来
る

ぞ
」
と
叫
び
な
が
ら
走
っ
て
い
く
中
学
生

ら
を
見
て
、
教
職
員
は
避
難
所
行
き
を
即

断
。
小
学
生
も
一
斉
に
高
台
へ
走
り
出
し

ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
鵜
住
居
小
に
は
保
護
者
数

人
が
児
童
を
引
き
取
り
に
来
て
い
ま
し

た
。
教
職
員
は
児
童
を
避
難
さ
せ
た
こ
と

を
説
明
し
、
一
緒
に
高
台
に
避
難
す
る
こ

と
を
勧
め
た
そ
う
で
す
が
、
一
人
は
児
童

は
た
ま
た
ま
津
波
が
襲
っ
た
時
に
学
校
に

い
な
か
っ
た
五
人
の
み
で
し
た
。
登
校
し

て
い
た
子
供
た
ち
が
全
員
無
事
に
避
難
し

命
を
救
え
た
話
は
「
釡
石
の
奇
跡
」
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
子
供
た
ち
が
避
難
で
き
た
の
は

偶
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
の

八
年
前
か
ら
津
波
か
ら
の
避
難
に
向
け
た

訓
練
を
積
み
重
ね
て
い
た
の
で
す
。
指
導

さ
れ
た
の
は
群
馬
大
学
片
田
教
授
（
二
〇

一
一
年
当
時
）
で
す
。
片
田
教
授
は
、
平

成
一
五
（
二
〇
〇
四
）
年
に
イ
ン
ド
洋
の

津
波
が
残
し
た
悲
惨
な
結
果
を
目
の
当
た

り
に
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
津

波
防
災
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
ら
れ
た
そ

う
で
す
。

　

片
田
教
授
は
日
本
の
沿
岸
地
域
で
は
大

規
模
地
震
の
発
生
が
警
告
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
々
の
警
戒
レ
ベ
ル
は

低
い
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

特
に
、
三
陸
地
方
は
過
去
一
〇
〇
年
に
二

度
、
大
規
模
な
地
震
と
津
波
に
襲
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片
田
教
授
は
そ

こ
に
暮
ら
す
子
供
達
が
、
も
し
ま
た
津
波

が
来
て
も
、
親
た
ち
が
逃
げ
な
い
か
ら
自

分
た
ち
も
逃
げ
な
い
、
と
た
め
ら
う
こ
と

な
く
語
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

　

「
子
供
達
は
大
人
の
背
中
を
見
て
育
ち

ま
す
。
も
し
こ
の
子
達
が
津
波
で
命
を

失
っ
た
ら
、
そ
れ
は
親
だ
け
で
な
く
、
地

域
社
会
と
大
人
全
体
の
責
任
で
す
。
子
供

達
が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
に
何
と
か

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
な
り
ま
し
た
。
」
と
片
田
教
授
は
振
り

返
り
ま
す
。
彼
の
情
熱
は
や
が
て
釡
石
の

具
体
的
に
は
台
風
が
上
陸
す
る
三
六
時
間
前

か
ら
関
係
機
関
が
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば

出
来
る
の
か
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
す
。

○
想
定
す
る
台
風
規
模
・コ
ー
ス
と

　

高
潮
の
想
定 

　

現
在
の
伊
勢
湾
内
の
高
潮
計
画
で
想
定

し
て
い
る
台
風
は
「
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
と
し
て
い
ま
す
が
、
Ｔ
Ｎ
Ｔ
が
作
成
し

て
い
る
行
動
計
画
で
は
、
伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
ク
ラ

ス
の
超
大
型
台
風
に
よ
る
高
潮
災
害
を
想

定
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
」
と
は
、
過
去

に
日
本
を
襲
っ
た
既
往
最
大
の
台
風
で
あ
る

室
戸
台
風
（
上
陸
時 

九
一
〇
hPa
）
級
が
東

海
地
方
の
低
平
地
に
最
も
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
す
コ
ー
ス
を
と
っ
た
場
合
を
想
定
し
て

関
、
民
間
な
ど
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
一
〇
機

関
、
の
合
計
四
六
機
間
で
し
た
。
現
在
は

五
三
機
関
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
こ
の
協
議
会
で
議
論
さ
れ
決
定
し
た

内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

○
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド

　

高
潮
・
洪
水
地
域
協
議
会（
Ｔ
Ｎ
Ｔ
）

　
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高
潮
・
洪
水
地

域
協
議
会
」
（
以
下
略
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｔ
」
と

い
う
）
で
は
、
平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年

三
月
に
『
危
機
管
理
行
動
計
画
（
第
三

版
）
』
（
以
下
略
し
て
「
行
動
計
画
」
と
い

う
）
を
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
行
動
計
画
に
は
法
的
な
位
置
付
け
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
行
動
計
画
に
沿
っ
て

関
係
す
る
国
・
県
・
市
町
村
や
鉄
道
・
道

路
・
電
気
・
電
話
な
ど
参
加
機
関
が
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
自
治
体
の

長
な
ど
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
指
示

な
ど
と
関
係
機
関
が
連
携
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
　

行
動
計
画
を
策
定
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
す

る
の
か
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
伊
勢
湾
台
風
規
模
の
台
風

で
あ
れ
ば
、
現
在
の
堤
防
整
備
な

ど
に
よ
り
被
害
と
し
て
は
か
な
り

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
Ｔ
Ｎ
Ｔ
で
は
伊
勢
湾
台
風

を
凌
ぐ
大
き
さ
の
ス
ー
パ
ー
伊
勢

湾
台
風
が
発
生
し
、
東
海
地
方
を

直
撃
し
た
場
合
を
想
定
し
、
〝
人

的
被
害
を
最
小
限
〞
に
す
る
た
め
の

行
動
計
画
を
さ
だ
め
て
い
ま
す
。

員
、
避
難
の
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
の
で
す
。

　

更
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
対
す
る
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
は
危
機
管
理
の
み
な
ら
ず
、
災
害
後

の
復
旧
工
程
に
及
ん
で
お
り
、
施
設
の
浸

水
の
可
能
性
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
後
の

復
旧
に
要
す
る
日
数
を
試
算
・
比
較
し
て

い
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
事
前
検
討
が
速

や
か
な
復
旧
作
業
を
可
能
に
し
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
○
わ
が
国
の
取
組

　

我
が
国
で
も
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー

ナ
を
契
機
に
、
平
成
一
七
（
二
〇
〇
五
）

年
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
対
策
検

討
会
」
が
設
置
さ
れ
、
平
成
一
八
（
二
〇

〇
六
）
年
一
月
に
、
わ
が
国
の
高
潮
対
策

は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
の
提
言
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
提
言
で
は
、
わ
が
国
有
数

の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
を
有
す
る
三

大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
に

置
い
て
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
国
、
地

方
自
治
体
、
施
設
管
理
者
が
共
同
し
て
危

機
管
理
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
勢
湾
で
は
平
成
一
八
（
二
〇
〇
六
）

年
一
一
月
に
「
東
海
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ド
高

潮
・
洪
水
地
域
協
議
会
」
の
第
一
回
作
業

部
会
が
開
か
れ
、
〝
大
規
模
地
震
の
発
生

後
に
、
計
画
規
模
や
現
況
施
設
の
整
備
水

準
を
超
え
る
洪
水
・
高
潮
が
発
生
し
、
大

規
模
浸
水
が
生
じ
た
〞
と
の
想
定
で
、
被

害
を
最
小
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
に
つ
い
て
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
機
関
は
、
国
の
機
関
八
機
関
、

自
治
体
一
八
機
関
、
公
営
企
業
一
〇
機

 

そ
の
成
果
は
直
ぐ
に
現
れ
ま
し
た
。
平

成
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
一
〇
月
に
ハ
リ

ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
大
都
市
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
直
撃
し
た
の
で
す
。
そ
れ
ま
で

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な
高
緯
度
を
し
か

も
一
〇
月
と
い
う
遅
い
時
期
に
ハ
リ
ケ
ー

ン
が
発
生
す
る
こ
と
は
極
め
て
希
で
し

た
。
こ
の
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ハ

リ
ケ
ー
ン
か
ら
人
命
・
資
産
を
守
る
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
が
充
実
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
カ
ト
リ
ー
ナ
を
契
機
に

ソ
フ
ト
対
策
を
充
実
さ
せ
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
よ
う
と
す
る
工
夫
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ
は
勢
力
範
囲

が
一
、
四
〇
〇
㎞
と
巨
大
で
、
し
か
も
上

陸
時
刻
が
満
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
潮
位

は
既
往
最
大
潮
位
を
記
録
し
、
臨
海
部
の

地
下
鉄
や
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
他
、
電
力
施

設
、
ビ
ル
建
物
の
地
下
室
な
ど
に
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
で
も
、
サ
ン
デ
ィ

に
よ
る
直
接
の
死
者
は
米
国
全
体
で
七
二

名
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は
、
そ
の
年

に
ハ
リ
ケ
ー
ン
来
襲
時
の
対
策
を
時
系
列

で
整
理
し
た
い
わ
ゆ
る
災
害
対
応
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
は
、
ハ

リ
ケ
ー
ン
の
来
襲
の
一
二
〇
時
間
（
五
日

間
）
前
か
ら
準
備
態
勢
に
入
り
、
避
難
の

準
備
・
指
導
、
交
通
機
関
の
停
止
等
を
完

了
さ
せ
る
用
意
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
お
い
て
も
平
成
二

一
（
二
〇
〇
九
）
年
ま
で
に
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
検
討
し
、
交
通
機
関
や
職
員
の
動

大
雨
・
洪
水
も
想
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
想
定
で
は
地
球
規
模
の

気
候
変
化
に
よ
っ
て
降
水
量
も
増

加
す
る
と
い
う
見
通
し
に
た
っ

て
、
現
在
の
木
曽
三
川
の
治
水
計

画
の
規
模
で
あ
る
二
〇
〇
分
の
一

確
立
の
降
雨
規
模
よ
り
も
更
に
大

き
い
降
雨
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
地
球
温
暖
化
に
伴
う

気
候
変
化
に
よ
り
、
毎
年
の
最
大
日

降
水
量
が
概
ね 

一
．〇
〜
一
．二 

倍
程

度
、
地
域
に
よ
っ
て
は
一
．三
倍
、

最
大
で
一
．五
倍
程
度
増
加
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
我

が
国
の
過
去
約
一
〇
〇
年
間
の
日
降

水
量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
洪
水
の
想
定
で
は
、
一
〇
〇

年
後
の
気
候
変
化
に
伴
い
降
雨
外
力

が
増
加
す
る
こ
と
と
し
、
一
〇
〇
〇

分
の
一
確
率
の
規
模
に
相
当
す
る
雨

明
瞭
な
上
昇
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
高
潮
浸
水
想
定
に
あ
た
っ
て
は
気
候

変
動
に
伴
う
将
来
の
海
面
上
昇
は
考
慮
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

図
１
に
想
定
す
る
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台

風
の
経
路
図
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
台
風

で
発
生
し
た
高
潮
は
二
二
時
に
ピ
ー
ク
と

な
り
ま
す
が
、
台
風
が
再
接
近
す
る
一
時

間
前
の
二
一
時
に
は
海
岸
高
潮
堤
防
が
八

箇
所
で
破
堤
す
る
な
ど
に
よ
り
最
大
水
深

で
三
ｍ
以
上
の
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
の
状
況
を
図
２
「
想
定
最
大
浸
水

域
図
」
で
に
示
し
ま
し
た
。

○
風
速
・
風
向
の
想
定 

　
台
風
通
過
時
の
風
の
強
さ
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
強
風

の
中
で
は
公
共
交
通
機
関
は
ス
ト
ッ
プ
し
て

運
転
で
き
な
い
状
態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
通
過
時
の
平
均

風
速
は
一
八
時
に
二
〇
㎧
を
超
え
、
台
風

の
接
近
す
る
二
一
時
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

そ
の
後
二
四
時
以
降
に
二
〇
㎧
以
下
と
な

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
的
な

特
性
と
し
て
沿
岸
部
及
び
台
風
進
路
に
近

い
東
側
が
風
速
は
大
き
く
な
り
、
風
向
は

台
風
の
接
近
に
伴
い
東
風
か
ら
南
風
に
変

わ
る
も
の
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
図
３

「
風
速
・
風
向
想
定
図
」
は
、
ス
ー
パ
ー

伊
勢
湾
台
風
が
最
接
近
す
る
二
一
時
時
点

に
よ
っ
て
発
生
す
る
風
速
・
風
向
に
つ
い

て
想
定
し
た
も
の
で
す
。

○
洪
水
の
想
定

　

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
の
通
過
に
伴
う

い
ま
す
。
第
二
節
で
気
候
変
動
に
よ
る
台
風

の
巨
大
化
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
行
動
計
画
で
扱
う
台
風
は
伊
勢
湾
台
風

よ
り
も
更
に
巨
大
な
室
戸
台
風
を
想
定
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
温
度
上
昇

が
引
き
起
こ
す
膨
張
等
に
よ
る
海
面
上
昇

に
つ
い
て
「
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
」
で
は
、
一
〇
〇

年
後
に
お
け
る
地
球
の
平
均
海
面
水
位
は

〇
．二
六
〜
〇
．八
二
ｍ
上
昇
す
る
と
予
測

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
最
近
一
〇
〇
年
の

日
本
沿
岸
の
海
面
の
水
位
に
つ
い
て
は
、

群馬大学大学院・片田研究室　提供

　
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
し
た
伊

勢
湾
台
風
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
適
切
な
避
難
に
よ
っ
て
犠

牲
者
を
ゼ
ロ
に
し
た
り
、
大
幅
に
軽
減
で
き
た
市
町
村
も
あ

り
ま
し
た
。
内
閣
府
広
報
誌
「
ぼ
う
さ
い
」
第
四
八
号
（
平

成
二
〇
年
十
一
月
号
）
安
田
孝
志
（
岐
阜
大
学
工
学
研
究
科

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
専
攻
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
講

座
教
授
（
現
愛
知
工
科
大
学
学
長
）
）
の
報
告
か
ら
抜
粋
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

高
潮
災
害
の
場
合
、
被
災
地
域
は
沿
岸
域
に
限
定
さ
れ
ま
す
の

で
、
そ
こ
か
ら
避
難
さ
え
で
き
れ
ば
人
的
被
害
を
ゼ
ロ
と
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
伊
勢
湾
に
面
し
た
三
重
県
楠
町
（
当
時
）
は
、

町
内
の
大
半
が
浸
水
し
な
が
ら

一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
同
じ

三
重
県
の
木
曽
岬
村
は
、
湾
奥

部
の
干
拓
地
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村
民
の
一
割
を
超

え
る
三
二
八
人
に
及
ぶ
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
違

い
は
適
切
な
避
難
の
有
無
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

表
１
は
各
市
区
町
村
か
ら
の
避
難
命
令
発
令
時
刻
を
示
し
た

も
の
で
す
。
気
象
台
か
ら
の
高
潮
警
報
は
名
古
屋
港
で
の
潮
位
が

最
高
位
に
達
し
た
二
六
日
二
一
時
三
五
分
の
約
一
〇
時
間
前
の
一

一
時
一
五
分
に
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
区
町
村
に
よ
っ
て

そ
れ
へ
の
対
応
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

早
い
所
で
は
一
三
時
に
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

避
難
命
令
が
発
令
さ
れ
な
い
ま
ま
被
災
し
た
所
も
あ
り
ま
す
。
特

徴
的
な
点
は
、
伊
勢
湾
台
風
来
襲
の
六
年
前
の
昭
和
二
八
（
一
九

五
三
）
年
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た

知
多
半
島
か
ら
三
河
湾
に
か
け
て
の
碧
南
、
美
浜
、
武
豊
、
内
海

の
市
町
村
で
は
発
令
が
早
く
、
こ
れ
ら
四
市
町
村

全
体
で
の
犠
牲
者
も
二
六
名
に
留
ま
っ
た
の
に
対

し
、
台
風
第
一
三
号
に
よ
る
被
害
が
比
較
的
軽
か
っ

た
伊
勢
湾
奥
部
の
市
区
町
村
で
は
発
令
が
遅
か
っ

た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
長
島
町
な
ど
で
の
避

難
命
令
の
発
令
が
一
九
時
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
は

致
命
的
で
し
た
。
発
令
さ
れ
た
時
は
既
に
停
電
の

た
め
に
真
暗
闇
の
暴
風
雨
と
な
っ
て
お
り
、
長
島

町
で
は
三
八
一
人
の
犠
牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

被
災
経
験
と
そ
の
受
け
止
め
方
の
差
が
避
難
行

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
ま
す
。
何

故
、
危
険
度
の
高
い
湾
奥
部
で
過
小
評
価
し
、
避
難
が
遅
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
理
由
を
「
体
験
伊
勢
湾
台
風―

語
り
継
ぐ

災
害
・
復
旧―

」
の

中
で
の
W
氏
の
発

言
「
伊
勢
湾
台
風

の
時
の
反
省
の
一
つ

に
、
予
報
が
ラ
ジ
オ

で
流
れ
た
の
が
「
昭

和
二
八
年
の
台
風

第
一
三
号
に
、
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
大
型
台
風
だ
」
と
い
う
放
送

の
、
一
点
張
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
早
く
停
電
し
て
、
唯

一
の
頼
り
は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

が
同
じ
文
句
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
伊
勢
湾
の

奥
で
は
、
台
風
第
一
三
号
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
頭
が
あ
る
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
油
断
し
た
感
じ
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
が
避
難
を
遅
く
し
た
り
、
被
害
を
大
き
く
し
た
原
因

の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
台
風
第
一
三
号
に
よ
っ
て
被
害

を
受
け
た
三
重
県
楠
町
の
場
合
、
伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
犠
牲
者

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
の
違
い
と
し
て
、
当
時
助
役
だ
っ
た
中
川
薫

氏
の
存
在
、
町
民
の
水
防
意
識
の
高
さ
と
水
防
を
最
重
要
施
策

の
一
つ
と
す
る
町
政
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
気

象
台
か
ら
の
情
報
に
加
え
た
自
前
の
気
象
測
器
に
よ
る
現
況
把

握
と
そ
れ
に
基
づ
く
二
六
日
午
前
九
時
の
町
議
会
招
集
に
よ
る

水
防
態
勢
と
避
難
措
置
の
協
議
、
町
人
口
の
四
分
の
一
に
近
い
二

五
〇
〇
人
の
水
防
団
・
消
防
団
の
待
機
出
動
の
指
示
、
午
後
三

時
の
避
難
命
令
の
発
令
と
水
防
団
に
よ
る
伝
達
・
誘
導
な
ど
の

迅
速
な
対
応
を
可
能
と
し
、
犠
牲
者
ゼ
ロ
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え

ま
す
。

　

楠
町
の
例
を
貴
重
な
教
訓
と
し
て
継
承
し
、
予
想
さ
れ
る
地

球
温
暖
化
に
よ
る
台
風
強
大
化
対
策
等
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ラ
ム
②
　
伊
勢
湾
台
風
で
早
期
避
難
を
実
施
し
た
楠
木
町
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第
五
章

第
五
章

ま
と
め

第
四
節

が
、
更
に
低
い
気
圧
と
な
っ
て
上
陸
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

木
曽
三
川
下
流
部
の
高
潮
堤
防
は
計
画

通
り
概
成
し
て
い
ま
す
。
高
潮
堤
防
は
こ

の
地
方
で
史
上
最
大
と
も
い
え
る
伊
勢
湾

台
風
レ
ベ
ル
の
台
風
に
対
し
て
は
安
全
な

レ
ベ
ル
と
言
え
ま
す
。
想
定
を
超
え
る

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
が
来
た
場
合
の
水

害
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
の
で
す
。

 

三
．「
水
防
災
意
識
社
会
」
構
築
の

      

必
要
性
と
早
期
避
難

　

で
は
超
大
型
台
風
な
ど
の
自
然
の
猛
威

が
予
想
さ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
一
人
一
人

は
ど
う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

皆
さ
ん
の
住
ま
わ
れ
て
い
る
地
区
に

も
〝
広
域
避
難
場
所
〞
、
と
い
っ
た
避
難

場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
避
難
勧

告
〞
、
〝
避
難
指
示
（
緊
急
）
〞
と
い
っ

た
私
た
ち
の
災
害
に
対
す
る
避
難
の
情

報
は
地
方
自
治
体
が
そ
の
責
任
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

国
や
県
は
市
町
村
な
ど
の
各
自
治
体
に

対
し
て
〝
避
難
情
報
〞
を
発
出
す
る
た
め

る
だ
け
の
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
災
害
に
対
し
て
は
、
万
全
な
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
木
曽
三
川
下
流
部
の
地
盤

は
、
海
面
下
の
高
さ
し
か
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
堤
防
が
無
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
万
が
一
の
水
害
リ
ス
ク
は
非

常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

 

二
． 気
候
変
動
は
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾

     

台
風
を
発
生
さ
せ
る

　

着
実
に
進
行
す
る
気
候
変
動
に
よ
り
、

今
世
紀
末
に
は
発
生
す
る
台
風
の
数
は
減

る
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
近
海
の
海
水

面
温
度
は
最
大
約
一
．三
度
上
昇
す
る
と

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
来
襲
す
る
台
風
は
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
に
本
土
に
上
陸
し
ま

す
。
ま
た
、
西
太
平
洋
上
で
発
生
す
る
台

風
の
大
き
さ
も
今
世
紀
末
に
は
一
〇
hpa

程
度
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
に
上

陸
し
た
中
で
観
測
史
上
最
低
気
圧
を
記
録

し
た
第
二
室
戸
台
風
が
九
二
五
hpa
で
し
た

明
媚
な
、
お
よ
そ
九
〇
万
人
が
暮
ら
す
木

曽
三
川
下
流
部
で
す
。

　

し
か
し
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
木
曽

三
川
下
流
部
は
我
が
国
で
最
大
の
「
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
」
で
す
。
堤
防
が
な
け
れ

ば
最
大
二
ｍ
の
海
の
底
と
な
り
、
人
間
が

生
活
で
き
る
場
所
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
広
さ
は
我
が
国
最
大
で
す

か
ら
、
堤
防
が
な
け

れ
ば
一
面
が
海
原
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

確
か
に
現
在
で

は
、
伊
勢
湾
台
風
ク

ラ
ス
の
台
風
が
来
襲

し
、
そ
れ
に
よ
る
高

潮
が
発
生
し
て
も
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
な
堤
防
が
出
来
て

い
ま
す
。
耐
震
対
策

も
進
め
て
お
り
、
東

海
地
震
が
発
生
し
て

津
波
が
襲
来
し
て
も

安
全
な
堤
防
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
出
来

 

一
． 木
曽
三
川
下
流
部
は
全
国
一
の

      

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

 

　
　

国
道
一
号
線
が
通
過
し
、
多
く
の
鉄

道
、
幹
線
道
路
が
通
過
す
る
木
曽
三
川
下

流
部
で
す
。

　

大
都
市
名
古
屋
市
ま
で
三
〇
分
ほ
ど
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
温
暖
な
気
候
と
風
光

し
て
最
初
に
避
難
す
る
人
間
に
な
れ
ば
、

ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
。
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
、
自
分
の
経
験
が
未
知
で

あ
り
、
ま
じ
め
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ

の
上
で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
事
例
は
想
定
を
超
え
る”

津
波”

に

対
す
る
教
訓
で
す
。
し
か
し
、
台
風
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
伊
勢
湾
台
風
に
お

い
て
三
重
県
楠
町
が
そ
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
全
国
で
、
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
被
災
さ

れ
た
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
て
口
を
そ
ろ
え
て
い
う
言
葉
が
耳

を
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

　

「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
凄
い
災
害
は
生
ま

れ
て
初
め
て
で
す
。
」

　

命
が
助
か
っ
た
か
ら
こ
そ
い
え
る
発
言

で
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
自
分
の
家

が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に
あ
る
と
安
心
し

な
い
こ
と
。
そ
れ
は
過
去
の
災
害
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
資
料
で
あ
り
、
想
定

を
超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少

な
い
の
で
す
。

　
第
二
は
、最
善
を
尽
く
す
こ
と
。

　

東
日
本
震
災
で
助
か
っ
た
生
徒
達
は
一

旦
は
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に
着
き
ま
し

た
が
、
妥
協
せ
ず
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
、
先
生
た
ち
も
行

動
し
ま
し
た
。

　
第
三
は
、率
先
避
難
者
と
な
る
こ
と
。　

　
他
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
自
分
だ

け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は
人
間
心

理
と
し
て
自
然
な
こ
と
。
で
も
勇
気
を
出

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
間
一
髪
救
助
さ
れ

た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
屋
上
駐
車
場
に
大
勢

が
避
難
し
て
い
る
光
景
を
目
に
さ
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

水
害
で
は
、
自
治
体
が
避
難
指
示
な
ど
必

要
な
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
逃
げ
遅
れ
た

の
で
す
。
幸
い
、
人
命
こ
そ
失
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
約
四
千
人
が
逃
げ
遅

れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
住
民
は
避
難
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
政
府
は
こ
の
出
来
事
に
大
い
に
危
機

感
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
必
要
な

情
報
は
提
供
さ
れ
て
い
た
の
に
対
象
者
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、

住
民
の
意
識
に
水
害
に
対
す
る
備
え
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
の
結
論
に
至
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、
誰
も
が

水
害
に
あ
う
危
険
性
を
有
し
て
い
る
と
い

う
意
識
を
全
員
に
持
っ
て
貰
い
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
に
結
び
つ
け
て
貰
う
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
水
防
災
意
識
社
会
の
構
築
」

で
す
。
「
想
定
以
上
の
水
害
は
発
生
す

る
！
そ
の
た
め
、
各
自
が
早
め
に
命
を
守

る
行
動
を
し
て
貰
う
。
こ
の
た
め
、
国
、

県
、
市
全
て
の
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
住

民
の
避
難
へ
の
意
識
を
持
っ
て
貰
う
。
」

た
め
の
行
動
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。

 

四
． 住
民
一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と

　

先
の
東
日
本
震
災
で
奇
跡
を
起
こ
し
た

釡
石
市
の
小
中
学
生
を
指
導
さ
れ
た
片
田

教
授
の
言
葉
を
再
掲
し
ま
す
。

　

第一は
、想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。

の
様
々
な
情
報
提
供
を
す
る
役
割
を
担
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
避
難
に
関
す
る
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は

全
て
発
信
元
は
各
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
〝
避
難
場
所
〞
を
用
意
す
る
の
も
自

治
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
場
所
の
多
く
が
学
校
や
、
役

場
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
多
い
の

は
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
っ
た
避

難
場
所
は
災
害
の
種
別
毎
に
違
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
災
害
の
種
別
と
し
て

は
「
地
震
」
「
火
災
」
「
風
水
害
」
「
津

波
」
「
高
潮
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
住

ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
は
避
難
場
所
が
逆

に
危
険
と
な
る
災
害
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
治
体
が
避
難
場
所
を
用
意
し
て
お
く

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
住
民
の
安
否
確
認

が
容
易
だ
か
ら
で
す
。
想
定
以
上
の
災
害

と
な
り
そ
う
な
場
合
に
は
、
現
在
の
避
難

場
所
か
ら
更
に
安
全
な
場
所
に
二
次
避
難

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
通
信
手
段
が
途
絶
し
た
り
し
た
と
し

て
も
、
一
気
に
住
民
全
員
を
安
全
な
場
所

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

す
。
こ
こ
数
年
、
住

民
に
対
す
る
避
難
情

報
の
提
供
が
緻
密
に

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
平
成
二
七
（
二

〇
一
五
）
年
九
月
関

東
地
方
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒

川
の
左
岸
堤
防
が
決

壊
し
、
多
く
の
住
民

が
自
宅
に
取
り
残
さ
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が
、
更
に
低
い
気
圧
と
な
っ
て
上
陸
す
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

木
曽
三
川
下
流
部
の
高
潮
堤
防
は
計
画

通
り
概
成
し
て
い
ま
す
。
高
潮
堤
防
は
こ

の
地
方
で
史
上
最
大
と
も
い
え
る
伊
勢
湾

台
風
レ
ベ
ル
の
台
風
に
対
し
て
は
安
全
な

レ
ベ
ル
と
言
え
ま
す
。
想
定
を
超
え
る

ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾
台
風
が
来
た
場
合
の
水

害
の
リ
ス
ク
は
大
き
い
の
で
す
。

 

三
．「
水
防
災
意
識
社
会
」
構
築
の

      

必
要
性
と
早
期
避
難

　

で
は
超
大
型
台
風
な
ど
の
自
然
の
猛
威

が
予
想
さ
れ
た
と
き
、
私
た
ち
一
人
一
人

は
ど
う
行
動
す
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う

か
？

　

皆
さ
ん
の
住
ま
わ
れ
て
い
る
地
区
に

も
〝
広
域
避
難
場
所
〞
、
と
い
っ
た
避
難

場
所
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
〝
避
難
勧

告
〞
、
〝
避
難
指
示
（
緊
急
）
〞
と
い
っ

た
私
た
ち
の
災
害
に
対
す
る
避
難
の
情

報
は
地
方
自
治
体
が
そ
の
責
任
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

国
や
県
は
市
町
村
な
ど
の
各
自
治
体
に

対
し
て
〝
避
難
情
報
〞
を
発
出
す
る
た
め

る
だ
け
の
対
策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
定
の
災
害
に
対
し
て
は
、
万
全
な
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
木
曽
三
川
下
流
部
の
地
盤

は
、
海
面
下
の
高
さ
し
か
な
い
こ
と
も
事

実
で
す
。
堤
防
が
無
い
と
大
変
な
こ
と
に

な
り
ま
す
。
万
が
一
の
水
害
リ
ス
ク
は
非

常
に
大
き
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　

 

二
． 気
候
変
動
は
ス
ー
パ
ー
伊
勢
湾

     

台
風
を
発
生
さ
せ
る

　

着
実
に
進
行
す
る
気
候
変
動
に
よ
り
、

今
世
紀
末
に
は
発
生
す
る
台
風
の
数
は
減

る
と
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本
近
海
の
海
水

面
温
度
は
最
大
約
一
．三
度
上
昇
す
る
と

見
ら
れ
、
そ
の
結
果
来
襲
す
る
台
風
は
勢

力
を
保
っ
た
ま
ま
に
本
土
に
上
陸
し
ま

す
。
ま
た
、
西
太
平
洋
上
で
発
生
す
る
台

風
の
大
き
さ
も
今
世
紀
末
に
は
一
〇
hpa

程
度
低
下
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
に
我
が
国
に
上

陸
し
た
中
で
観
測
史
上
最
低
気
圧
を
記
録

し
た
第
二
室
戸
台
風
が
九
二
五
hpa
で
し
た

明
媚
な
、
お
よ
そ
九
〇
万
人
が
暮
ら
す
木

曽
三
川
下
流
部
で
す
。

　

し
か
し
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
木
曽

三
川
下
流
部
は
我
が
国
で
最
大
の
「
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
」
で
す
。
堤
防
が
な
け
れ

ば
最
大
二
ｍ
の
海
の
底
と
な
り
、
人
間
が

生
活
で
き
る
場
所
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
広
さ
は
我
が
国
最
大
で
す

か
ら
、
堤
防
が
な
け

れ
ば
一
面
が
海
原
に

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

確
か
に
現
在
で

は
、
伊
勢
湾
台
風
ク

ラ
ス
の
台
風
が
来
襲

し
、
そ
れ
に
よ
る
高

潮
が
発
生
し
て
も
安

全
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
な
堤
防
が
出
来
て

い
ま
す
。
耐
震
対
策

も
進
め
て
お
り
、
東

海
地
震
が
発
生
し
て

津
波
が
襲
来
し
て
も

安
全
な
堤
防
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
対
策
と
し
て
出
来
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流
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全
国
一
の

      

ゼ
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メ
ー
ト
ル
地
帯
に
位
置
す
る

 

　
　

国
道
一
号
線
が
通
過
し
、
多
く
の
鉄

道
、
幹
線
道
路
が
通
過
す
る
木
曽
三
川
下

流
部
で
す
。

　

大
都
市
名
古
屋
市
ま
で
三
〇
分
ほ
ど
で

行
く
こ
と
が
で
き
、
温
暖
な
気
候
と
風
光

し
て
最
初
に
避
難
す
る
人
間
に
な
れ
ば
、

ほ
か
の
人
も
つ
い
て
い
く
。
そ
の
人
達
の

命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
自
然
の

猛
威
に
対
し
て
、
自
分
の
経
験
が
未
知
で

あ
り
、
ま
じ
め
に
向
き
合
う
こ
と
で
、
そ

の
上
で
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
事
例
は
想
定
を
超
え
る”

津
波”

に

対
す
る
教
訓
で
す
。
し
か
し
、
台
風
に
つ

い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
実
際
に
伊
勢
湾
台
風
に
お

い
て
三
重
県
楠
町
が
そ
れ
を
示
し
て
い
ま

す
。
毎
年
の
よ
う
に
全
国
で
、
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
被
災
さ

れ
た
方
が
、
マ
ス
コ
ミ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
て
口
を
そ
ろ
え
て
い
う
言
葉
が
耳

を
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。

　

「
こ
ん
な
恐
ろ
し
い
凄
い
災
害
は
生
ま

れ
て
初
め
て
で
す
。
」

　

命
が
助
か
っ
た
か
ら
こ
そ
い
え
る
発
言

で
し
ょ
う
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
自
分
の
家

が
被
災
ゾ
ー
ン
の
外
に
あ
る
と
安
心
し

な
い
こ
と
。
そ
れ
は
過
去
の
災
害
に
基

づ
い
て
作
ら
れ
た
資
料
で
あ
り
、
想
定

を
超
え
る
災
害
に
対
し
て
は
効
果
が
少

な
い
の
で
す
。

　
第
二
は
、最
善
を
尽
く
す
こ
と
。

　

東
日
本
震
災
で
助
か
っ
た
生
徒
達
は
一

旦
は
決
め
ら
れ
た
避
難
場
所
に
着
き
ま
し

た
が
、
妥
協
せ
ず
よ
り
高
台
へ
逃
げ
る
よ

う
先
生
達
を
せ
き
立
て
、
先
生
た
ち
も
行

動
し
ま
し
た
。

　
第
三
は
、率
先
避
難
者
と
な
る
こ
と
。　

　
他
に
誰
も
避
難
し
な
い
な
か
で
自
分
だ

け
避
難
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
は
人
間
心

理
と
し
て
自
然
な
こ
と
。
で
も
勇
気
を
出

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
間
一
髪
救
助
さ
れ

た
り
、
ス
ー
パ
ー
の
屋
上
駐
車
場
に
大
勢

が
避
難
し
て
い
る
光
景
を
目
に
さ
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

水
害
で
は
、
自
治
体
が
避
難
指
示
な
ど
必

要
な
情
報
を
多
く
発
信
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
逃
げ
遅
れ
た

の
で
す
。
幸
い
、
人
命
こ
そ
失
わ
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
約
四
千
人
が
逃
げ
遅

れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
住
民
は
避
難
で
き
な
か
っ
た
の

か
？
政
府
は
こ
の
出
来
事
に
大
い
に
危
機

感
を
も
ち
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
必
要
な

情
報
は
提
供
さ
れ
て
い
た
の
に
対
象
者
の

避
難
行
動
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
の
は
、

住
民
の
意
識
に
水
害
に
対
す
る
備
え
が
出

来
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
の
結
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に
至
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
政
府
は
、
誰
も
が

水
害
に
あ
う
危
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性
を
有
し
て
い
る
と
い

う
意
識
を
全
員
に
持
っ
て
貰
い
命
を
守
る

た
め
の
避
難
行
動
に
結
び
つ
け
て
貰
う
こ

と
を
考
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
「
水
防
災
意
識
社
会
の
構
築
」

で
す
。
「
想
定
以
上
の
水
害
は
発
生
す

る
！
そ
の
た
め
、
各
自
が
早
め
に
命
を
守

る
行
動
を
し
て
貰
う
。
こ
の
た
め
、
国
、

県
、
市
全
て
の
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
住

民
の
避
難
へ
の
意
識
を
持
っ
て
貰
う
。
」

た
め
の
行
動
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。

 

四
． 住
民
一
人
一
人
が
意
識
す
る
こ
と

　

先
の
東
日
本
震
災
で
奇
跡
を
起
こ
し
た

釡
石
市
の
小
中
学
生
を
指
導
さ
れ
た
片
田

教
授
の
言
葉
を
再
掲
し
ま
す
。

　

第一は
、想
定
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
。

の
様
々
な
情
報
提
供
を
す
る
役
割
を
担
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
で
避
難
に
関
す
る
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報
は

全
て
発
信
元
は
各
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。
〝
避
難
場
所
〞
を
用
意
す
る
の
も
自

治
体
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
避
難
場
所
の
多
く
が
学
校
や
、
役

場
、
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設
が
多
い
の

は
そ
う
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

　

次
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
う
い
っ
た
避

難
場
所
は
災
害
の
種
別
毎
に
違
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
で
す
。
災
害
の
種
別
と
し
て

は
「
地
震
」
「
火
災
」
「
風
水
害
」
「
津

波
」
「
高
潮
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
お
住

ま
い
の
場
所
に
よ
っ
て
は
避
難
場
所
が
逆

に
危
険
と
な
る
災
害
も
あ
る
か
ら
で
す
。

　

自
治
体
が
避
難
場
所
を
用
意
し
て
お
く

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
住
民
の
安
否
確
認

が
容
易
だ
か
ら
で
す
。
想
定
以
上
の
災
害

と
な
り
そ
う
な
場
合
に
は
、
現
在
の
避
難

場
所
か
ら
更
に
安
全
な
場
所
に
二
次
避
難

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に

は
、
通
信
手
段
が
途
絶
し
た
り
し
た
と
し

て
も
、
一
気
に
住
民
全
員
を
安
全
な
場
所

に
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で

す
。
こ
こ
数
年
、
住

民
に
対
す
る
避
難
情

報
の
提
供
が
緻
密
に

な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
平
成
二
七
（
二

〇
一
五
）
年
九
月
関

東
地
方
を
襲
っ
た
集

中
豪
雨
に
よ
り
鬼
怒

川
の
左
岸
堤
防
が
決

壊
し
、
多
く
の
住
民

が
自
宅
に
取
り
残
さ



第
六
章  

伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
書
籍
等
リ
ス
ト
一
覧



第
六
章  
伊
勢
湾
台
風
に
関
す
る
書
籍
等
リ
ス
ト
一
覧



122 121

第
六
章

第
六
章

伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

●
●

●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●

●

●
●

●

   
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●
●
●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●
●

 
●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

 
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

  

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

   

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

 

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

 

●

●
●

●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
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し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
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務
原
市
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立
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方
町
立
図
書
館

瑞
穂
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野
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書
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戸
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立
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書
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大
垣
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立
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書
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安
八
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立
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輪
之
内
町
立
図
書
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養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
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阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
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あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
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四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
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書
館

飛
島
村
立
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江
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立
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書
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立
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立
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書
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沢
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須
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名
古
屋
市
立
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一
宮
市
立
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書
館

江
南
市
立
図
書
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犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会

気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会

気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
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名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
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三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

●
●

●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
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日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

●
●

●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌
S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●
●

●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫



129130

第
六
章

第
六
章

伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）

1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●

●

●
●

●

   
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●
●
●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●
●

 
●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

 
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

  

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

   

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

 

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

 

●

●
●

●

●

●

●

●

●

伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
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伊勢湾台風被害状況写真
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伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
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伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

●

●

●
●

●

   
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●
●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●

●
●
●

●
●
●
●

●

●

●

●

●
●
●
●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●

●
●
●

●
●
●
●
●

●
●

●
●
●
●
●
●
●
●

●

●

●
●
●

●

●
●

●
●

 
●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●
●
●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

  

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

 
●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●
●
●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●

●
●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

●

●
●

●
●
●
●

●

  

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

   

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

 

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●
●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●

●

●

●
●

●

●
●

●
●

 

●

●
●

●

●

●

●

●

●

伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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●

●

●

●

●

●

愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
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名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
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ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）

2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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愛知県

発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館

山
県
市
立
図
書
館

本
巣
し
ん
せ
い
ほ
ん
の
森

美
濃
白
川
楽
集
館

中
津
川
市
立
図
書
館

恵
那
市
立
中
央
図
書
館

瑞
浪
市
民
図
書
館

可
児
市
立
図
書
館

美
濃
加
茂
市
立
図
書
館

郡
上
市
立
図
書
館

美
濃
市
立
図
書
館

関
市
立
図
書
館

各
務
原
市
立
図
書
館

笠
松
町
立
図
書
館

北
方
町
立
図
書
館

瑞
穂
市
立
図
書
館

揖
斐
川
町
立
図
書
館

池
田
町
立
図
書
館

大
野
町
立
図
書
館

神
戸
町
立
図
書
館

羽
島
市
立
図
書
館

大
垣
市
立
図
書
館

安
八
町
立
図
書
館

輪
之
内
町
立
図
書
館

養
老
町
立
図
書
館

海
津
市
立
図
書
館

岐
阜
市
立
図
書
館

川
越
町
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室

朝
日
町
あ
さ
ひ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

四
日
市
市
立
図
書
館

い
な
べ
市
立
図
書
館

木
曽
岬
町
立
図
書
館

桑
名
市
立
図
書
館

弥
富
市
立
図
書
館

飛
島
村
立
図
書
館

蟹
江
町
立
図
書
館

津
島
市
立
図
書
館

愛
西
市
立
図
書
館

大
治
町
立
公
民
館
図
書
室

あ
ま
市
立
美
和
図
書
館

稲
沢
市
立
図
書
館

清
須
市
立
図
書
館

北
名
古
屋
市
立
図
書
館

一
宮
市
立
図
書
館

江
南
市
立
図
書
館

犬
山
市
立
図
書
館

名
古
屋
市
立
図
書
館

愛
知
県
立
図
書
館

木
　
曽
　
川
　
文
　
庫
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連
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愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会

東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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伊勢湾台風による災害の概要
伊勢湾台風による災害の概要並びに要望書　第1－7報
伊勢湾台風による災害復旧に関する要望
伊勢湾台風被害状況
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風並びにその後の災害状況写真コンタクト集
日録20世紀　1959年　昭和34年
伊勢湾台風の被害と今後の対策
伊勢湾台風記録　上巻
伊勢湾台風記録　下巻
伊勢湾台風記録 上 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風記録 下 中部日本新聞縮刷版
伊勢湾台風惨禍特集　（月刊寸鉄11月号）
伊勢湾台風特集　広報なごや　第132号
伊勢湾台風犠牲者合同慰霊祭
四日市市に於ける 伊勢湾台風災害報告と陳情書
伊勢湾台風 特集
伊勢湾台風災害の概要と応急措置
伊勢湾台風災害の概要と応急措置 改訂版
伊勢湾台風に関する要望
伊勢湾台風特集　（環礁 第9巻第11号）
濃飛人  34 　200号～209号
伊勢湾台風　文集
昭和34年9月26日の伊勢湾台風による木曾川水系の被害と復旧状況
特集・伊勢湾台風　（市民詩集 第15集）
南陽町の被害と防疫活動　伊勢湾台風
伊勢湾台風“騒動”記　記者と吏員の覆面座談会－中日・朝日・毎日批判
伊勢湾台風高潮対策計画の紹介と問題点
伊勢湾台風　特集　（中部財界11月号）
伊勢湾台風の全容
伊勢湾台風惨害特報
雲　第112号　伊勢湾台風特集 1959年8月
伊勢湾台風災害調査団報告書
伊勢湾台風特報
伊勢湾台風による名古屋市の被害と要望
名古屋商工　第15巻第9号 伊勢湾台風特集号
伊勢湾台風特集　工業関係の被害と対策
伊勢湾台風情報資料 総括編
［伊勢湾台風］情報資料　Ｎｏ．16
伊勢湾台風と消防隊活動　消防隊活動特報
伊勢湾台風と消防隊活動
伊勢湾台風災害の概況
伊勢湾台風　その被害と応急処置
文集伊勢湾台風
伊勢湾台風と子どもたち
伊勢湾台風
伊勢湾台風の思い出
伊勢湾台風被災者収容記録　昭和三十四年九月三十日起
あらし　伊勢湾台風記
伊勢湾台風に関する調査 昭和３４年９月２６日
復旧進む伊勢湾台風の被害　特集
伊勢湾台風特集
あいち［1959年］11月号（127） 特集伊勢湾台風 
昭和34年9月26日以降 伊勢湾台風被害及びその後の災害状況写真ネガ集[ファイル資料]
伊勢湾台風犠牲者　愛知県合同慰霊祭実況
伊勢湾台風災害復興計画書
伊勢湾台風殉難者追悼愛知県合同慰霊祭
海部地方伊勢湾台風誌
愛知県教育年報 昭和35（1960）年版
伊勢湾台風1周年特集　「防災の日」記念号 （気象 Ｎｏ．40）
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風　復興一年のあゆみ
伊勢湾台風
伊勢湾台風災害救助事務便覧
伊勢湾台風と半田市
伊勢湾台風による被害激甚部落
農作業等共同化季節実施概要
伊勢湾台風復興への歩み
伊勢湾台風の際における警察活動の概況
先生と生徒の綴った伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風風水害特集号　（つしま 第10号）
平原 33
伊勢湾台風基督教救援本部活動報告
伊勢湾台風による工場被災の実態
伊勢湾台風災害調査報告 昭和35年3月23日
伊勢湾台風災害調査報告 付属資料1 
伊勢湾台風による低湿地干拓地域の災害について　その土地利用の現況と問題点
 （科学技術庁資源調査会報告 第17号 伊勢湾台風災害調査報告書　付属資料2）
伊勢湾台風における防潮林の効果について　（科学技術庁資源調査会報告 第17号　
伊勢湾台風災害調査報告付属資料3）
伊勢湾台風と臨海都市　名古屋市部災害の対策と問題点
岐阜県を襲った伊勢湾台風
伊勢湾台風現地踏査報告
伊勢湾台風気象概報
伊勢湾台風による直轄海岸関係被害と復旧の概要　第１輯
伊勢湾台風とその復旧状況
台風の子　伊勢湾周辺の記録
伊勢湾台風災害実態調査結果報告書
東海春秋  郷土の歴史と現状
災害と教育
伊勢湾台風罹災写真集
台風がいけない 伊勢湾台風犠牲児童追悼文集
伊勢湾台風桑名市の全貌
伊勢湾台風と自衛隊
伊勢湾台風に依る矢作川出水の一考察
あらしの中の子ら
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風による被害と対策
会誌　第3号特集　伊勢湾台風と社会教育
伊勢湾台風災害対策調査報告書
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風に関する農作物被害調査資料
伊勢湾台風
昭和34年台風第15号（伊勢湾台風） 調査報告
伊勢湾台風と碧南市 （碧南市史料 第22集 第７巻第２号台風特集号）
伊勢湾台風物語
伊勢湾台風とYMCA救援活動報告
伊勢湾台風　その被害と復興
伊勢湾台風流木集材記録写真集
伊勢湾台風と災害対策の概要
伊勢湾台風回顧　市内の活動を中心に
伊勢湾台風学習資料集
伊勢湾台風と教育（教育館月報 第8巻第6号）
伊勢湾台風　住宅の被害とその対策
伊勢湾台風による名古屋市の市街地 および建築物被害調査と防災計画
伊勢湾台風と名古屋市消防団の活動 （名古屋市消防団グラフ）
伊勢湾台風（特集号）
伊勢湾台風における災害広報の体験と反省
伊勢湾台風資料目録 （つるま・らいぶらりい・しりいず　Ｎｏ．１）
伊勢湾台風新聞主要記事目録 1 昭和34年9月27日‐12月31日

伊勢湾台風新聞主要記事目録 2 昭和35年1月1日-3月31日

どろ水と戦った十日間
伊勢湾台風　こどもと教師の記録
伊勢湾台風記録
伊勢湾台風　学校文集
苦しみに耐えて
水と泥と汗と
大手のあゆみ１　伊勢湾台風禍六か月
伊勢湾台風誌
文集伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風の記録
惟信　伊勢湾台風の記録
伊勢湾台風災害記録
伊勢湾台風による海底変化について
伊勢湾台風の記録　第一集
伊勢湾台風の思い出と教訓
伊勢湾台風災害派遣誌 
伊勢湾台風にいどんで
伊勢湾台風　被害図　5万分の1 洪水・被害状況、洪水型
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害誌
愛知県衛生年報 昭和34年
伊勢湾台風災害跡地稲作実態調査成績 昭和35年度臨時報告
郡上水害誌　昭和34・35年
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風調査報告　資料編
木曽川Ⅱ 64～167
伊勢湾台風災害調査報告
伊勢湾台風による農作災害とその技術対策に関する調査研究報告
郡上八幡町史　下巻
伊勢湾台風　一周年を迎えて
伊勢湾台風流木集材の記録
伊勢湾台風の記録 第二集
伊勢湾台風災害復興計画書 
レンガの子ども　伊勢湾台風の記 （母親特集号 No.3）
復興のあゆみ
伊勢湾台風　災害復興記録写真集
高潮堤 伊勢湾台風復旧工事を終えて
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風による農業災害の実態及び技術対策に関する調査研究報告
伊勢湾台風復旧工事誌　上巻
伊勢湾台風復旧工事誌　下巻
伊勢湾台風災害復興高潮対策事業概要
伊勢湾台風災害復興誌
伊勢湾台風名南三川復興誌
水と岐阜県
伊勢湾台風記録写真集　1巻
伊勢湾台風災害の調査研究報告
名古屋
連年災害復興誌　昭和．34．35．36年
伊勢湾台風以後の木曽川低地の水害防止に関する諸問題
豪雨災害状況調査資料（3-1） （昭和34年9月26日（伊勢湾台風）
昭和35年8月11日（11号、12号台風） ）
おもかげ　伊勢湾台風6周年に想う
伊勢湾台風災害文献目録
アサヒグラフ臨時増刊 伊勢湾台風惨害特報
伊勢湾台風十周年誌
香魚 伊勢湾物語　新聞記事
ノーモア伊勢湾台風
愛知県災害誌
伊勢湾台風災害記録
東海風土記
伊勢湾台風　詩集
三重県の歴史
足 伊勢湾台風　2
白鳥町災害誌 自昭和三十四年 至昭和三十八年
木曽三川治水利水の歴史 木曽三川物語
愛知県の民話
伊勢湾台風 その後二十年
国土の変貌と水害
伊勢湾台風を顧みる 伊勢湾台風20周年記念
伊勢湾台風被災20年　特集 （東海望楼 第32巻第9号）
岐阜市史　史料編　現代  付図
体験　輪中の伊勢湾台風
世紀　21　輪中の歴史
伊勢湾台風新聞記録 朝日新聞
伊勢湾台風災害の回顧
伊勢湾台風　S34．9．26
犬山市史　史料編 2 自然
史跡と人物でつづる三重県の歴史
輪中と高潮 伊勢湾台風の記録 （三重県資料叢書72）
那加町史
写真集 明治 大正 昭和 美濃 ふるさとの想い出 238
中津川の歴史写真展記念誌
海吠える 伊勢湾台風が襲った日
ふるさとの思い出写真集 明治大正昭和稲沢
日本の地域とくらし ジュニア版 4 東海
伊勢湾台風25周年 あれから25年！私たちは今・・・
あの伊勢湾台風から25年を迎えて
伊勢湾台風犠牲者名簿
伊勢湾台風 私たちの街を襲った空前の大災害
伊勢湾台風　忘れない魔の昭和34年9月26日
 [昭和]54年 桑名市 神社・寺・学校 日進・城南編 1
伊勢湾台風25年史
体験伊勢湾台風 　語り継ぐ災害・復旧
伊勢湾台風、その被害と復興
泥海からよみがえるー伊勢湾台風体験記ー
あまつしま伊勢湾台風後記
伊勢湾台風記録
あまつしま伊勢湾台風後記 スクラップブック1～6
図説 関・美濃の歴史　目で見る関市・美濃市・武儀郡の歴史
岐阜県の歴史シリーズ4
悲風惨禍・伊勢湾台風 亡き一人息子への鎮魂歌

S.34.9.26 台風15号（伊勢湾台風）による 風水害記録 七取小学校　[複製]
激流をのりこえて　体験記録集
洞戸村史　上巻
日本の災害と防災科学 変貌する災害のすがたと防災科学技術
あらしとたたかったねこのチビ わたしの動物記　13
伊勢湾台風
伊勢湾台風浸水実績図　［第1、第2］ 次代にひきつぐあの教訓
伊勢湾台風30年事業 公募論文集
町が海におそわれた　伊勢湾台風物語
伊勢湾台風30周年記念出版 伊勢湾台風物語
伊勢湾台風物語 伊勢湾台風の記録・台風のひみつ付
「岐阜市100年の歩み」資料集Ⅱ 昭和63年度
月刊西美濃わが街 146 1989-7 伊勢湾台風30年！天災は忘れたころに・・・
月刊西美濃わが街 148 1989-9
伊勢湾台風のツメ跡をたずねて 豆記者による被災地ウオッチングの記録
伊勢湾台風30周年記念
長森郷土史資料　第五号 私達が作る故郷史誌
伊勢湾台風30周年
写真集　伊勢湾台風の記録
各務用水百年史
あれから三十年
今こそ後輩に語り継ごう 伊勢湾台風のあの教訓
伊勢湾台風碑を訪ねて 三十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．1～17　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害誌　Ｎｏ．1～3 名古屋市小中学校
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．1～16
伊勢湾台風記録集 水と風と流木
伊勢湾台風碑を訪ねて 続 十二基
伊勢湾台風　Ｎｏ．18～32　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．17～37
赤い運命
<探訪>武功夜話のふるさと
長良川河口堰を考える 人と自然の共生を求めて
風にたずねて水にうつして 伊勢湾台風記録画集
伊勢湾台風資料室資料目録 第1集 
伊勢湾台風　Ｎｏ．33　雑誌記事特集
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．38～52
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第2巻
あの日わたしは 伊勢湾台風35年座談会
伊勢湾台風災害誌
伊勢湾台風災害写真集　Ｎｏ．53
九月の祈り 伊勢湾台風と闘った人びと
平家伝説殺人事件  [浅見光彦シリーズ] 
黄昏の光と影
伊勢湾台風碑を訪ねて　続続
台風  災害とたたかう3

週刊日録20世紀 1959（昭和34年） 通巻1号　◎巨大「伊勢湾台風」の猛威
洞戸村史　下巻
岐阜県災害史　特集と年表でつづるひだみのの災害
地震・高潮・山崩れ 自然災害入門
君よ日に新たなれ 鉄路を走り続けた男佐伯勇伝
平成11年度愛知県・半田市総合防災訓練実施計画書
水郷長島写真集 町制45周年記念・伊勢湾台風40周年記念
集合的記憶と個人的記憶 伊勢湾台風をめぐって
自然と人とのかかわり
伊勢湾台風句集（抄）
20世紀 日本と世界の100年 第5巻 1951－1960 完全版 冷戦下の独立（朝日クロニクル）
語り継ごう災害の記憶－限りない未来のために　伊勢湾台風40年事業記録集
伊勢湾台風40年目の証言　全国率先市民みえサミットの記録
地図が語る今昔
洪水とのたたかい　木曾三川分流完成から100年
保存版　桑名・員弁の今昔
伊勢湾台風を知っていますか
写真は語る 目で見る岐阜の災害史　2003年
ピンクのランドセル
つしま　つしまふるさと再発見
水と戦う 宝暦治水250年忌記念 その3 伊勢湾台風
平成今昔物語
戦後日本の大惨事100 死者多数の災害・事故を徹底検証！
木曽川学研究　第2号
もの語る旅  1～18
復興コミュニティ論入門
木曽三川　川の流れと歴史のあゆみ 木曽川・長良川・揖斐川
藤井知昭著作集 第11巻
伊勢湾台風５０周年プレ企画 市民防災の集い報告書

1959伊勢湾台風報告書
いのちを守る!災害対策大百科 1 災害はこうしておきる!
年表の忘れもの 人々の見た「昭和～平成」記憶の風景　掌編自分史
心の貌（かたち） 　昭和事件史発掘
レンガの子ども
伊勢湾台風 水害前線の村
ふるさと教室Ⅰ・Ⅱ 平成21年8月19日、21日 木曽川・佐屋川・鵜戸川と立田輪中

天災は忘れた頃にやってくる！ゼロメートル地帯の災害史　2009年特別展
港区の歴史  名古屋区史シリーズ
公文書と写真が語る伊勢湾台風
伊勢湾台風50年総合防災訓練実施計画書
伊勢湾台風に学ぶ 50年の歳月を経て
ＧＩＦＵ伊勢湾台風災害体験談 伊勢湾台風50年
月刊西美濃わが街  385 2009-6
月刊西美濃わが街  388 2009-9
気象業務はいま　2009 あなたを大切な人を守りたい。
台風と高潮災害 伊勢湾台風 （シリーズ繰り返す自然災害を知る・防ぐ  第8巻）
水とともに  2009/9
忘れない伊勢湾台風50年 Don't forget“September 26,1959”
川のある街 伊勢湾台風物語
語り継ぎ、伝える 伊勢湾台風50年誌
自然に学び、自然に備える〔ファイル資料〕 近年の豪雨災害記録集
伊勢湾台風碑を訪ねて 続続続 伊勢湾台風50年　二十八基
防災科学技術研究所研究報告 第75号 伊勢湾台風50年　特別号
伊勢湾台風50年 見て、聞いて、話す-語り継ぐ地域の歴史
第二の伊勢湾台風に備えて
アーバン・アドバンス  Ｎｏ．50  〈特集〉都市の水災害～伊勢湾台風から50年～
伊勢湾台風から50周年
あれから50年-伊勢湾台風展
ぽろん 2009年度
土木技師・田淵寿郎の生涯
伊勢湾台風50年 迫り来る巨大台風に備える
伊勢湾台風から50年 未来へ伝える災害記録誌
「伊勢湾台風50年事業」記録誌 いのちへの祈り、未来への出発。
伊勢湾台風の足跡を訪ね、当時を学び、次世代へつなぐ 伊勢湾台風50年
伊勢湾台風に関する新聞　上 自昭和34年9月26日至昭和34年10月10日
伊勢湾台風に関する新聞 下　自昭和34年10月11日至昭和34年10月31日
今伊勢愛郷クラブ創立35周年記念 わが愛する郷土今伊勢町 ～花が観てきたこの町～
伊勢湾台風50年市民防災の集い記念報告書 災害に学び災害に備える

三重の文化 郷土の文化編
医療生活協同組合組織化の史的考察  伊勢湾台風被災地の名古屋市南区南部の事例から
語り継ぎ、伝える 2009ハリケーン・カトリーナ報告 伊勢湾台風50年誌・別冊
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2010
60年安保闘争の時代 新装版
伊勢湾台風と医療救護活動

伊勢湾台風調査報告書1 伊勢湾台風をどう体験したか （名古屋大学文学部
社会学研究室調査報告書）
日本の国土とくらし 1 低地の人びとのくらし
素粒子はおもしろい　岩波ジュニア新書697
ふるさと一宮 一宮市制施行90周年記念決定版写真集
研究論文・報告集 平成22年度
吉野・川上の源流史 伊勢湾台風が直撃した村
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2011
災害史に学ぶ 風水害・火災編

空間情報による災害の記録 伊勢湾台風から東日本大震災まで
三重県謎解き散歩　伊勢神宮と式年遷宮、熊野古道、伊賀上野城から海女、
松阪牛、伊勢商人、ヤマトタケルまで
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2012
災害を語りつぐ　困難を生き抜いた人々の話　全11話
写真でたどる木曽三川いまむかし
稲沢のむかしばなし　追録3
中部学院大学・中部学院大学短期大学部研究紀要 第14号 2013年3月
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集2013
近代海部郡誕生100年記念誌

歴史写真集津島　第3輯 津島市の誕生と伊勢湾台風

大島鎌吉の東京オリンピック
詩人佐藤一英資料綴
大規模災害概論
黄昏の光と影
KISSO　2011年～2014年 木曽三川 歴史・文化の調査研究資料

伊勢湾台風と大津波の怖い思い出 助かった命とその後の我が人生
呪われた九月二十六日
無名海上自衛官の記録 孫たちに伝える半生記
フォトアサヒ 2014年1月号
名古屋の昭和 写真アルバム
桑名・いなべの昭和　写真アルバム 収録地域=桑名市・いなべ市・東員町・木曽岬町
伊勢湾台風における保育の救援活動に関する考察　ヤジエセツルメント保育所を中心に
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2014
名古屋市南図書館伊勢湾台風資料室展  「伝えたい、濁流が残した記録」事業概要 平成26年度
伊勢湾台風55年「市民防災の集い」報告書
名古屋市博物館研究紀要　第38巻（2015）
日本自然災害資料集　第4巻 伊勢湾台風災害誌
水害から治水を考える 教訓から得られた水害減災論
陽介の青春
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2015
桜小学校伊勢湾台風被害写真  『アルバム  昭和14年から40年まで  開校時より』より
伊勢湾台風被害状況写真　名古屋市立桜小学校
私の記憶9・26　伊勢湾台風40年
知れば知るほど面白い近畿日本鉄道
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2016
わかる!取り組む!災害と防災4 豪雨・台風 
自然に学び、自然に備える 近年の豪雨災害記録集・2017
伊勢湾台風常設パネル展示 地域の地形、歴史から防災を学ぶ
伊勢湾台風学区別図書ガイド
伊勢湾台風記録写真集　個人寄贈
愛知県全図伊勢湾台風被害概要図
名古屋市伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区の伊勢湾台風被害状況図 昭和34年9月
名古屋市南区伊勢湾台風被災写真集 第１巻～第5巻
伊勢湾台風
その時、きこえない人は ろうあ者が見た伊勢湾台風
所蔵写真目録　第6巻 一宮市立豊島図書館所蔵写真目録　第6巻
KISSO（合本）  平成18年1月（Vol.57）～  平成27年夏（Vol.95）  木曽川文庫
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第1］
［伊勢湾台風］ｓｃｒａｐ　ｂｏｏｋ　［第2］
名南学區伊勢湾台風記録
郷土文化 第15－16巻（昭．35－36）
伊勢湾台風
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第１巻
南消防署伊勢湾台風災害写真集　第３巻
伊勢湾台風被害状況写真
泉 伊勢湾台風特集号
伊勢湾岸の大気環境
伊勢湾台風災害復旧のあゆみ
伊勢湾台風による各地よりの救援慰問の一部
伊勢湾台風特集
伊勢湾台風記念号
東海地震と東南海・南海地震（堤防標高図）
伊勢湾台風災害対策における行政上の諸問題
伊勢湾台風による名古屋市の市街地被害（伊勢湾台風資料1）
伊勢湾台風と工業被害　（伊勢湾台風資料2）
伊勢湾台風による干拓地域の災害に関する考察　（伊勢湾台風資料6）
名古屋市部被災地域の市街地形成過程と土地利用について　（伊勢湾台風資料7）
干拓地域都市化対策の問題点（伊勢湾台風資料8）
都市の防災計画と災害危険区域の設定について　（伊勢湾台風資料9）
濁流に花散りぬ 伊勢湾台風で教え子を失った教師の記録
桑名の文化
桑名の文化2　（ファイル）
伊勢湾台風1～3　永久保存
伊勢湾台風（ファイル） 資料1～3
伊勢湾台風記録・スクラップブック　1～7
伊勢湾台風災害誌　［別冊1～3］ 名古屋市小中学校
伊勢湾台風写真・スクラップブック　1～6
伊勢湾台風新聞記事一覧　第1巻～第7巻
伊勢湾台風調査報告
伊勢湾台風と青年会活動
伊勢湾台風被害写真 1～4（No.1-No.11）
伊勢湾台風被害状況（西濃地区）
郷土関連新聞記事　豪雨関連

1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
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1959年（昭和34年）
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1959年（昭和34年）
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1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1959年（昭和34年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）

1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1960年（昭和35年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1961年（昭和36年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1962年（昭和37年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1963年（昭和38年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1964年（昭和39年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）
1965年（昭和40年）

1965年（昭和40年）
1968年（昭和43年）
1968年（昭和43年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1969年（昭和44年）
1970年（昭和45年）
1970年（昭和45年）
1971年（昭和46年）
1972年（昭和47年）
1974年（昭和49年）
1974年（昭和49年）
1976年（昭和51年）
1976年（昭和51年）
1978年（昭和53年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1979年（昭和54年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1980年（昭和55年）
1981年（昭和56年）
1981年（昭和56年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1982年（昭和57年）
1983年（昭和58年）
1983年（昭和58年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1986年（昭和61年）
1987年（昭和62年）

1987年（昭和62年）
1987年（昭和62年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1988年（昭和63年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1989年（平成元年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1990年（平成2年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1991年（平成3年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1992年（平成4年）
1993年（平成5年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1994年（平成6年）
1995年（平成7年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）
1996年（平成8年）

1997年（平成9年）
1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2000年（平成12年）
2002年（平成14年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）
2005年（平成17年）
2006年（平成18年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2007年（平成19年）
2008年（平成20年）

2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）

2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2009年（平成21年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）
2010年（平成22年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）
2011年（平成23年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）

2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2013年（平成25年）

2013年（平成25年）

2013年（平成25年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）

2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2014年（平成26年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2015年（平成27年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2016年（平成28年）
2017年（平成29年）
2017年（平成29年）
2018年（平成30年）

2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
2018年（平成30年）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

愛知県
愛知県
愛知県
刈谷市
桑名市役所
講談社
中部電力
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
中部日本新聞社
東通
名古屋市
名古屋市
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県津島市
環礁俳句会
岐阜県人協会
亀島小学校
建設省中部地方建設局
市民詩集の会
松沢正三
中京往来社
中部経済総合開発調査会
中部財界社
中部日本新聞社
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会
毎日新聞社
名古屋市
名古屋市経済局総務課
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市災害対策本部連絡広報部
名古屋市消防局
名古屋市消防局総務部総務課
名古屋市西区災害対策本部
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
名古屋市立大磯小学校
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名和会
―
―
ＮＨＫ－名古屋
愛知県
愛知県
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象協会
桑名市
桑名市
中部電力
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
愛知県警察本部
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
愛知作文の会
伊勢湾台風基督教救援本部
科学技術庁資源局
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会
岐阜県
気象協会
気象協会名古屋出張所
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
光文社
行政管理庁行政監察局
新東海通信社
新評論
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
大成出版社
中部地方建設局岡崎工事事務所
中部日本新聞社
朝日新聞社国土総合開発調査会
東亜合成化学工業株式会社名古屋工業所
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
農林省愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
碧南市史編纂会
報道春秋社
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
名古屋市建築局
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市鶴舞中央図書館
加藤三郎
名古屋市南保健所
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
名古屋市立大江中学校
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
木曽川下流工事事務所
矢作製鉄
陸上幕僚監部
―
―
名古屋市
三重県
愛知県衛生部総務課
愛知県農業試験場
岐阜県立郡上高等学校
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会
農林省東海近畿農業試験場
八幡町役場
名古屋市立南陽小学校
名古屋木材組合
木曽川下流工事事務所
―
―
三重県
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
全国防災協会
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
有斐閣
岐阜県
科学技術庁資源局
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
災害科学総会研究班中部地区部会
朝日新聞社
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
愛知県
稲沢市教育委員会 
吉川弘文館
不動工房
山川出版社
不動工房
岐阜県郡上郡白鳥町役場
建設省中部地方建設局
偕成社
いずみの会
岩波書店
三重県桑名郡長島町役場
名古屋市消防局総務部人事教養課
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
弥富町立図書館
日本河川協会
―
犬山市
光文書院
三重県郷土資料刊行会
図書刊行会
図書刊行会
中津川の歴史写真展編集委員会
文芸春秋
国書刊行会
三省堂

建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
社団法人中部地方建設協会
社団法人中部地方建設協会
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋港管理組合
十四山村教育委員会
松原清重
弥富町立図書館
―
郷土出版社

丹羽昇
―
飛島村
洞戸村
伊勢新聞社
ポプラ社
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
学習研究社
学習研究社
学習研究社
岐阜市小学校社会科研究会
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
建設省木曽川下流工事事務所
三重県桑名郡長島町役場
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
中部地方建設局
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次音楽研究所
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
ＴＩＳ
ブックショップ「マイタウン」
現代書林
公明党愛知県民運動推進本部
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
名古屋市
名古屋市南図書館
六法出版社
角川春樹事務所
光文社
服部勇次音楽研究所
偕成社

講談社
洞戸村
岐阜県
新風舎
中央公論社
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
奈良女子大学
木曾川下流工事事務所
―
朝日新聞社
運輸省第五港湾建設局
京都大学防災研究所巨大災害研究センター
小川金雄
木曾川下流工事事務所
郷土出版社
名古屋市南区役所
岐阜新聞
新風舎
津島の歴史を考える会
桑名歴史の案内人
早稲田出版
宝島社
木曽川学研究協議会
大垣市立図書館
弘文堂
国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課
中日出版社
伊勢湾台風５０周年プレ企画市民防災
の集い実行委員会
中央防災会議災害教訓の継承に関する専門調査会
日本図書センター
風媒社
文藝春秋
ひとなる書房
ゆいぽおと　KTC中央出版
愛西市教育委員会

愛西市教育委員会
愛知県郷土資料刊行会
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
海津市教育委員会
岐阜県
月刊西美濃わが街社
月刊西美濃わが街社
研精堂印刷
古今書院
水資源協会
中日新聞社
中日新聞社
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次音楽研究所
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
名古屋地方気象台
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
弥富市歴史民俗資料館
―
あるむ
三重県
養老町
伊勢湾台風50年事業実行委員会
伊勢湾台風の足跡を訪ねて実行委員会
桑名市立中央図書館
桑名市立中央図書館
今伊勢愛郷クラブ
災害に学び災害に備える伊勢湾台風
５０年市民防災の集い実行委員会
三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
名古屋市立大学大学院経済学研究科
澤野孝一朗研究室
名古屋大学文学部社会学研究室

ポプラ社
岩波書店
郷土出版社
阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター
新評論
中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
災害予防担当
鹿島出版会
新人物往来社

中部地域づくり協会
内閣府（防災担当）
風媒社
―
中部学院大学総合研究センター
中部地域づくり協会
津島ロータリークラブ
あまロータリークラブ
津島市立図書館
津島法人会津島支部
東海教育研究所
―
コロナ社
光文社
国土交通省中部地方整備局
木曽川下流河川事務所調査課
小島裕
上西勇
文芸社
―
樹林舎
樹林舎
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南区役所
名古屋市博物館
クレス出版
技報堂出版
小林幹生
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
洋泉社
中部地域づくり協会
帝国書院
中部地域づくり協会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
愛知県手話通訳研究会
一宮市立豊島図書館
国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川事務所
山内信行
山内信行
小島写真館
名古屋郷土文化会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市立桜小学校
名古屋市立船方小学校6年2組
名古屋大学出版会
木曽川下流工事事務所
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
愛知県
―
刈谷市
―
―
―
建設省木曾川上流工事事務所 
建設省木曾川上流工事事務所 
―
―
―
―
―
四日市市
愛知県警察本部警務部教養課
愛知県災害対策本部情報連絡部
愛知県災害対策本部情報連絡部
津島市
―
―
亀島小学校
建設省中部地方建設局
―
松沢正三
―
中部経済総合開発調査会
―
中部日本新聞社/池田順昭
朝日新聞社
東海気象同好会
日本労働組合総評議会中央民主団体災害対策会議
―
名古屋市
―
名古屋市工業研究所
名古屋市災害対策本部連絡広報部
―
―
―
―
名古屋市総務局広報課
名古屋市立亀島小学校
名古屋市立呼続小学校
名古屋市立広見小学校
―
名古屋市立中村小学校
名古屋市立猪高中学校二Ａ
名古屋市立豊治小学校
名古屋鉄道
名古屋営林局
―
―
―
―
―
愛知県海部事務所
愛知県教育委員会
気象庁
全日本写真連盟桑名支部
―
中部電力株式会社
名古屋市
半田市
三重県

愛知県海部事務所
―
愛知県小中学校長会
愛知県立津島高等学校
―
―
紺野　昭
―
―
科学技術庁資源調査会

科学技術庁資源調査会

―
岐阜県
気象協会
名古屋地方気象台
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
神吉晴夫
行政管理庁行政監察局
―
小川太郎
神谷玉男
川越小学校
全日本写真連盟桑名支部
奥村実/丹章知
中部地方建設局岡崎工事事務所
横井幸雄
朝日新聞社国土総合開発調査会
―
東海社会教育研究会
東京大学農業土木学会
日本国有鉄道中部支社
東海農政局愛知統計調査事務所
被災学生を守る会編集委員会
舞鶴海洋気象台
林口孝
寺沢 鎮
名古屋基督教青年会災害対策救援本部
名古屋港管理組合
名古屋港木材倉庫株式会社
名古屋国税局
名古屋市会事務局
名古屋市教育館
名古屋市教育館
名古屋市建築局
建設省建築研究所
名古屋市消防団連合会
名古屋市食品衛生監視員研修会
名古屋市総務局広報課
名古屋市鶴舞図書館
加藤三郎

加藤三郎

―
名古屋市立学校災害救援対策本部
名古屋市立港楽小学校
名古屋市立高木小学校
名古屋市立千鳥小学校
―
名古屋市立大手小学校
名古屋市立白水小学校　伊勢湾台風誌編集委員
名古屋市立白水小学校５－８
名古屋市立宝小学校
名古屋市立名南中学校生徒会
名古屋鉄道管理局
茂木昭夫
建設省中部地方建設局
矢作製鉄
陸上幕僚監部第10混成団本部
三重県富田警察署
国土地理院
名古屋市総務局調査課
三重県
愛知県衛生部総務課
―
野田直治 他
気象庁
気象庁
朝日新聞社
日本建築学会伊勢湾台風災害調査特別委員会
―
太田成和
―
流木集材記録編集委員会
木曽川下流工事事務所
三重県
―
―
愛知県広報課
建設省中部地方建設局
建設省河川局
愛知県農林技術会議
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
愛知県
愛知県
愛知県名古屋土木出張所
岐阜県教育委員会
名古屋市鶴舞中央図書館
名古屋大学災害科学調査会
富田嘉郎
災害復興誌編集委員会
大矢雅彦
木曽川上流工事事務所

木曽岬中学校 
―
―
三重県長島町役場
朝日新聞社
―
名古屋地方気象台
稲沢市教育委員会 
中村　栄孝
出岡実
西垣晴次
出岡　実/平光善久
―
建設省中部地方建設局
日本児童文学者協会
いずみの会
高橋 裕
教育委員会事務局
名古屋市消防局
岐阜市
草薙均
東海高等学校社会研究部
堀田貞男
小西則良
―
犬山市教育委員会犬山市史編さん委員会
三重県社会科教育研究会
伊藤重信
小林義徳
市原三三
中津川の歴史写真展編集委員会
三輪和雄
西垣繁一
―
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
三大川沿岸市町村
建設省中部地方建設局
建設省中部地方建設局
星野克次
木曽岬村
建設省中部地方建設局木曽川下流工事事務所
技術部計画課調査係
十四山村伊勢湾台風記録誌編さん委員会
松原清重
―
―
五十川才吉
松原久男
大野昌美
七取小学校
郷土学習資料編纂委員会
洞戸村史編集委員会
斎藤公男
間瀬なおかた
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
伊勢湾台風30年事業実行委員会
神山征二郎/文　高田勲/絵
本郷左智夫　「伊勢湾台風物語」制作委員会
―
岐阜市小学校社会科研究会
―
―
建設省木曽川下流工事事務所
総務課事務局
南長森郷土史会
木曽岬町
弥富町立図書館
各務用水土地改良区
松岡甲郎
建設省中部地方建設局
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
小川金雄
服部勇次
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
長野 洋
滝喜義/舟橋武志
大田周二
伊勢湾台風の記録を絵に残す運動推進委員会
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
名古屋市南図書館
中部建設協会桑名支所
名古屋市総務局調査課
名古屋市南図書館
藤崎康夫
内田康夫
柴田哲孝
服部勇次
ジャクリーン・ディニーン/著
平間あや/訳
講談社
洞戸村史編集委員会
岐阜新聞社出版局　岐阜新聞社
塩田 修
軒上 泊
愛知県総務部消防防災対策室
長島町役場企画室
大野道邦
中部建設協会桑名支所
―
―
―
全国率先市民みえサミット実行委員会
小川金雄
中部建設協会桑名支所
西羽 晃
―
―
堀 登志美
津島の歴史を考える会
加藤勝己
村林悟
―
木曽川学研究協議会
立松和平
浦野正樹
国土交通省中部地方整備局
藤井知昭
―

―
藤吉洋一郎
かすがい市民文化財団
柳田邦男
河本ふじ江
岡 邦行
愛西市教育委員会/編
加藤　秋/講師
―
山田寂雀
愛知県公文書館
愛知県防災局災害対策課
―
岐阜県防災課
―
―
気象庁
伊藤安男
―
中日新聞社出版部
清水義範
中部建設協会
中部地域づくり協会
服部勇次
防災科学技術研究所
名古屋市博物館 他
―
名古屋都市センター
木曽岬町　木曽岬教育委員会
―
―
重網伯明
三重県
養老町
―
―
―
―
今伊勢愛郷クラブ広報委員会
―

三重県教育委員会
浅井純二
中部建設協会
中部建設協会
毎日新聞社
―

名古屋大学文学部社会学研究室

千葉 昇
益川敏英
岩野見司
―
辻井英夫
中部地域づくり協会
中央防災会議『災害教訓の継承に関
する専門調査会』
日本写真測量学会
矢野憲一

中部地域づくり協会
―
久保田稔　中村義秋
ふるさとガイドの会　むかしばなし編集委員会
―
中部地域づくり協会
海部歴史研究会

園田俊介

岡 邦行
田中三郎
矢代晴実　林孝幸　岡崎豪
柴田哲孝
―

小島裕
上西勇
藤木正之
全日本写真連盟
―
―
浅井純二
中部地域づくり協会
名古屋市鶴舞中央図書館
―
名古屋市博物館
深川良一
末次忠司
小林幹生
中部地域づくり協会
―
―
―
辻 良樹
中部地域づくり協会
帝国書院編集部
中部地域づくり協会
―
名古屋市南図書館
―
小川金雄
小川金雄
小川金雄
小川金雄
名古屋市建築局
―
―
木曽三川歴史文化資料編集検討会
山内信行
山内信行
名古屋市立名南中学校  P．Ｔ．Ａ．文化部
―
―
―
―
―
名古屋市立船方小学校6年2組
大和田道雄
木曽川下流工事事務所
名古屋市立本城中学校
東邦学園生徒会
青木武雄
北見昌朗
小関紹夫
新海悟郎
栗原東洋
新沢嘉芽統
石倉邦造
新沢嘉芽統
新海悟郎
白井浦平
平岡　潤
平岡　潤
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
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発行者 著　者 図　書　名発行年

三重県 岐阜県
下
呂
市
立
図
書
館
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市
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図
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館

本
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中
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市
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図
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館

恵
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中
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館

可
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市
立
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美
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郡
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図
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関
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図
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大
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図
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神
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立
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館
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川
　
文
　
庫



おわりに
　　昭和34（1959）年9月26日午後6時過ぎ、紀伊半島の潮岬西方に上陸した台風はわずか6
時間余りで中部地方を縦断。その後、勢力を弱めて秋田を通過し、北海道の襟裳岬を経て千
島南東海上に去りました。
　この台風は伊勢湾に異常な高さの高潮を発生させ、湾岸沿いの愛知県や三重県の市町
村に壊滅的な被害を及ぼしました。「伊勢湾台風」と名付けられたこの台風は、全国で5,089
人の人命を奪いましたが、この内8割以上の4,414人が愛知・三重両県での犠牲者であり、さら
に、行方不明者は119人に上ります。
　伊勢湾台風を契機として、海岸・河川堤防の改善、長期湛水の原因となった地盤沈下問
題さらに台風予測の精度向上問題など、多方面から高潮災害等に関する知見が集積されて
きました。
　KISSOでは、これまで伊勢湾台風に関する「来襲時の状況」や「被災後の復旧工事」さら
に「被災者による座談会」などを掲載してきました。
　今年は伊勢湾台風来襲から60周年です。そこで今回、「伊勢湾台風60年特別号」の一環
として、これまでKISSOに掲載されてきた伊勢湾台風関係の記事を内容によって取りまとめま
した。すなわち第1章は「伊勢湾台風の来襲」、第2章は「伊勢湾台風からの復興」、第3章は
「悲惨な災害を繰り返さないために」と章分けし、読者の方々に伊勢湾台風の全貌が伝わり
やすく致しました。
　第4章から第6章は新たに書き起こしました。災害時での避難活動記録は今後の避難を想
定する際に貴重な資料となります。ところが、伊勢湾台風の際に集団避難を強いられた老幼
婦女子の避難記録が資料として残されていないことに気付きました。
　そこで、第4章は「伊勢湾台風による集団避難」と題して、桑名郡長島町と桑名郡木曽岬
村の主に小・中学生達の集団避難の状況を纏めています。第5章は「現代に伊勢湾台風が
来襲したら」と題して、高潮堤防の現状や温暖化によるスーパー台風の発生について概観し
た後、命を守る行動に結び付けて頂くよう広域避難・早期避難に関して紹介しています。第6
章は今後の研究等に資するように、「伊勢湾台風に関する書籍等リスト一覧」です。
　この特別号が読者の皆様に対して、伊勢湾台風を「過去の災害」と捉えるのではなく、今
後発生するであろう災害に「どのように対処すべきか」を考える契機になれば、望外の幸せで
あります。

大同大学名誉教授　久保田 稔
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出典：国土地理院技術資料　伊勢湾台風洪水被害状況




